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本報告書は，『日本語話し言葉コーパス』の構築に関して従来国語研究所内に蓄積されてきたノウハウを，誰
にでも利用できる形で記録に残すために編集したものである。
『日本語話し言葉コーパス』は，国立国語研究所が情報通信研究機構と協力して開発した大規模な話し言葉
データベースであり，東京工業大学の古井貞煕教授を総括責任者とする科学技術振興調整費開放的融合研究制
度研究課題「話し言葉の言語的・パラ言語的構造の解明に基づく『話し言葉工学』の構築」(平成 11～15年度)
の主要な成果物である。
平成 16年 6月に一般公開を開始して以来，『日本語話し言葉コーパス』には現在までに 280件を超える利用
申請があり，国内外の多くの研究機関で幅広い層の研究者に利用されてきている。また，『日本語話し言葉コー
パス』の仕様に沿った話し言葉コーパスの構築作業も複数の研究機関で進められている。
本書は，話し言葉コーパスの構築に携わる研究者に大きな利便をもたらすと同時に，コーパスの構造をより
深く理解して『日本語話し言葉コーパス』から有益な情報をひきだそうとしている利用者にも役立つと思われ
る。本書の各章は『日本語話し言葉コーパス』の開発を直接担当した研究員が分担執筆しており，本書全体の
編集作業には研究開発部門の小磯花絵と小椋秀樹が当たった。
本書の刊行に際して，『日本語話し言葉コーパス』の構築に御協力をいただいた関係諸方面の皆様に改めて
深く感謝申し上げる。
　　平成 18年 3月
独立行政法人国立国語研究所長
杉戸清樹
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1第 1章
概説
前川喜久雄
1.1 本書の目的と対象
言語コーパスの構築過程において必要とされる知的作業は，データの仕様を確定すること（設計）と，その
仕様にしたがって実際にデータを構築すること（実装）のふたつに大別できる。2004年 6月に頒布を開始し
た『日本語話し言葉コーパス』（Corpus of Spontaneous Japanese: 以下 CSJと略称する）には 17 種類 270
ページのマニュアルが付属しているが，これらは同コーパスに含まれる各種データの最終仕様を説明するため
に執筆されたもので，実装面の問題にはほとんど触れていない。
しかし，大規模コーパスは通常，膨大な試行錯誤の累積として成立している。当初に定めた仕様にしたがっ
て実装を進めるなかで多くの問題が発見され，それらに対処する過程で，仕様が精密化されてゆくが，ときと
して仕様に矛盾が発見されることもあり，その結果，過去の作業に遡及した修正作業を行わなければならない
事態なども発生する。
通常数年におよぶコーパスの構築作業において大切なのは，仕様の修正や変更を作業者に周知徹底すること
であり，そのためにはドキュメンテーションの努力が欠かせない。CSJの場合，転記，形態論情報付与，音声
ラベリングなどのグループごとに作業用マニュアルを作成し，それらを繰り返し改定しながら，構築作業をす
すめていった。
本書の目的は，これらの作業マニュアルに記録されている CSJ実装上の知見を整理して公開することであ
る。また，先に公開したマニュアル類における記述上の問題（事実に関する誤り，マニュアル間での呼称の不
統一，相互参照の不十分，索引の欠落など）を解消することもあわせて本書の目的とした。読者としては，コー
パスの構築，とくに実装作業に興味のある方々と，CSJを高度に活用しようとするユーザーを想定している。
このうち前者に属する読者が存在するのかと疑問を感じるむきがあるかもしれない。しかし実際には CSJ
を公開する以前から，国内外の多くの研究機関から作業マニュアル送付の要請があり，これまでに十数箇所の
研究機関に作業用マニュアルを提供してきている。
そのなかには，実際に CSJの仕様に準拠したコーパスを構築しはじめたグループもある。大阪大学文学部
の日本語教育グループ，理化学研究所の言語知能システム研究チーム，やはり理化学研究所の脳科学総合研究
センター言語発達研究チーム，などである。CSJは少なくとも現時点では日本語自発音声コーパスに関する実
際上の標準仕様といってよい地位を占めている。
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ところで，本書は CSJ に含まれるすべてのデータを対象としてはいない。先に述べたように CSJ には 17
種類のマニュアルが付属している。その一覧を表 1.1に示し，あわせて本書との関係を示す。
この表からわかるように，工学的応用に関するマニュアルと講演音声に対するメタデータ的性格を有する
データのマニュアルを対象から除外している。前者には「音声認識のための音響モデルと言語モデル」と「自
由要約・重要文抽出データ」が該当し，後者には音声収録作業とそれに付随して実施された諸作業のマニュア
ルが該当する。「係り受け構造」と「談話境界情報」は，本書の対象に含めるべきものであったが，執筆担当者
の異動その他の理由で本書に含めることができなかった。
表 1.1 のマニュアルはすべて国立国語研究所のホームページから最新版がダウンロードできる
（http://www2.kokken.go.jp/csj/public/releaseinfo/index.htm）。
表 1.1 『日本語話し言葉コーパス』付属マニュアルと本書の関係
付属マニュアルのタイトル 　本書との関係
『日本語話し言葉コーパス』の概観 　 1章
音声収録作業の概要 　 |
記録票データ・対話記録票データ・講演者属性データ・対話参加講演者の講演一覧の解説 　 |
転記テキストの仕様 　 2章
文節の仕様について 　 2章
『日本語話し言葉コーパス』の形態論情報の概要 　 3章
短単位・長単位データマニュアル 　 4章
短単位辞書マニュアル 　 4章
『日本語話し言葉コーパス』の分節音ラベリング 　 6章
『日本語話し言葉コーパス』のイントネーションラベリング 　 7章
印象評定データの概要 　 |
『日本語話し言葉コーパス』における節単位認定 　 5章
『日本語話し言葉コーパス』における係り受け構造付与 　 |
『日本語話し言葉コーパス』における自由要約・重要文抽出データについて 　 |
『日本語話し言葉コーパス』の談話境界情報について 　 |
音声認識のための音響モデルと言語モデルの仕様 　 |
『日本語話し言葉コーパス』XML文書について 　 8章
『日本語話し言葉コーパス』節単位 XML文書について 　 |
1.2 CSJの対象と特徴
CSJは科学技術振興調整費開放的融合研究制度研究課題「話し言葉の言語的・パラ言語的構造の解明に基づ
く『話し言葉工学』の構築」（1999{2003年度）の成果として構築されたコーパスである。このプロジェクトは
東京工業大学の古井貞煕教授のリーダーシップのもとに，国立国語研究所と情報通信研究機構（当時は通信総
合研究所）が実施した共同研究である。プロジェクトの重要な目的のひとつは，自発音声を自動認識できる次
世代音声認識システムの開発にあり，そのために，統計ベースのシステムの学習に用いる多量かつ良質の話し
言葉データを必要としたのが，CSJ構築のそもそもの動機である。
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1.2.1 収録された音声の特徴
CSJの開発では，当初から世界最高水準の音声コーパスを目指すことに関係者の意向が一致していた。その
際，理想的には，現代日本語の話し言葉の全体像をバランスよく反映した均衡コーパス（balanced corpus）を
設計することが望まれるのだが，話し言葉の場合，母集団が明確でないために，これは不可能ないし非常に困
難である。
もちろん，母集団が確定できなくても，言語学的な判断に従って，多種多様なジャンルの音声を収録するこ
とはできる。均衡コーパスと呼ばれているコーパスの中身も実際にはそのようにして収集されていることが多
いのだが，CSJではそのような方針も採用しなかった。その理由は，CSJが科学技術振興調整費による音声認
識研究プロジェクトの一環として構築されたことによる。
音声認識研究での利用を必須の応用目的とした場合，多くのジャンルを設定することは危険と考えられた。
収録可能な音声データの上限は与えられた予算額によってきまる。それが音声認識研究で必要とされる音響モ
デルや言語モデルの統計的学習に最低限必要とみなされるデータ量を大きくは上回っていない場合，多数の
ジャンルの音声を収録すると，個々のジャンルに含まれる音声の量が，そのジャンルのための音響，言語モデ
ルを構築するに十分でないという事態が生じうる。この危険を避けるために，CSJでは音声認識にとって主要
な対象となる独話（モノローグ）を集中的に収集することにした。
表 1.2は CSJに含まれる音声を分類して，以下に説明するタイプ毎に，話者数，講演数，総時間数を示して
いる。表 1.2から学会講演と模擬講演という 2種類のモノローグ音声が時間にして CSJの約 90%を占めてい
ることがわかる。
表 1.2 音声のタイプと時間
　音声のタイプ 　　タイプ　　話者数（異なり）　　講演数　　 時間　
　学会講演 　　 独話 　　 819　　 987　　274.4　
　模擬講演 　　 独話 　　 ** 594　　 1,715　　329.9　
　その他の講演 　　 独話 　　 *** 16　　 19　　 24.1　
　学会講演インタビュー　　 対話 　　 * (10)　　 10　　 2.1　
　模擬講演インタビュー　　 対話 　　 * (16)　　 16　　 3.4　
　課題指向対話 　　 対話 　　 * (16)　　 16　　 3.1　
　自由対話 　　 対話 　　 * (16)　　 16　　 3.6　
　再朗読 　　 朗読 　　 * (16)　　 16　　 5.5　
　朗読 　　 朗読 　　 * (248)　　 507　　 15.5　
計 　 1,417　　 3,302　　661.6　
　　　　　　　　　 * ( )内は全員が学会講演話者もしくは模擬講演話者としてカウントされている
　　　　　　　　　 ** 10名は学会講演話者としてもカウントされている
　　　　　　　　　 *** 2名は学会講演話者としてもカウントされている
表 1.3は CSJに含まれる形態論的単位数（語数）を音声のタイプごとに示している。CSJでは短単位，長
単位という２種類の形態論的単位を用いているので（3章参照），それぞれの数字を示した。言い誤りによって
生じた語の断片などは除外されている。
表の最終列は短単位数に占める長単位数の百分率である。この率は，学会講演で最低値をとり，模擬講演と
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対話で最大値をとっている。これは学会講演には専門語が多く用いられるために相対的に多くの複合語が含ま
れていることによると考えられる。この例が示唆するように，CSJに格納されている音声はかなり多様性に富
んでいる。以下，各タイプについて簡単に説明する。
表 1.3 形態論的単位数
　音声のタイプ　 　短単位数　 　長単位数　 　％長単位　
　学会講演 3,279,364 2,654,823 81.0
　模擬講演 3,605,729 3,115,302 86.4
　その他の講演 282,728 239,989 84.9
　朗読と再朗読 207,478 172,216 83.0
　対話 149,826 131,544 87.8
　全体 7,525,125 6,313,874 83.9
1.2.2 学会講演と模擬講演
学会講演（Academic Presentation Speech: APS）は，理工学，人文，社会の 3 領域におよぶ種々の学会に
おける研究発表のライブ録音である。講演時間は 10 分から 25分程度が大半であるが，1時間前後に及ぶ特別
講演の類も少数含まれている。学会講演の多くをしめる理工学系の学会では，男性の大学院生であることが多
いので，学会講演の話者は，年齢と性別の偏りがある。発話スタイルは概してあらたまり度が高い。
模擬講演（Simulated Public Speaking: SPS）は，できるだけ年齢と性別のバランスをとった一般話者によ
る，日常的話題についての講演である。話者の大部分は人材派遣会社からの派遣であり，あらかじめ指定され
たみっつのテーマ（例えば「人生で一番嬉しかったこと」「人生で一番悲しかったこと」「私の住んでいる街」
等）に基づいて，具体的な講演内容を決めてタイトルをつけ，1講演 10～15分程度のスピーチをおこなった
（テーマの一覧については，CSJ付属マニュアル「音声収録作業の概要」参照）。聞き手は 3，4名であった。発
話スタイルは概して学会講演よりもくだけたものとなっている。
1.2.3 その他の講演
学会講演にも模擬講演にも該当しない独話音声は「その他の講演」に分類されている。内訳は以下のもので
ある。
² 研究機関が一般聴衆を対象に企画した連続講演会の講演音声。対象は歴史や民俗学など。
² 国語研究所が一般聴衆むけに開催した講演会の講演音声，および国語研究所員を聴衆とした識者による
講演。後者は 1講演のみである。
² 専門学校における日本語教師養成関係の講義音声。
その他に分類した音声は，独話である点では学会講演や模擬講演と同一であるが，話者と聴き手の関係が専
門家と一般聴衆の関係である点において，学会講演とも模擬講演とも異なっている。
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1.2.4 朗読
CSJの大部分を占める学会講演と模擬講演は自発的な独話（モノローグ）音声である。しかし，独話音声だ
けでは，自発音声の限定された一面しか検討することができない。また，自発音声の特徴を把握するためには，
朗読された音声との比較も必要である。そこで，独話との対照用に，対話と朗読の音声も収録した。
朗読には，「朗読音声」と「再朗読音声」の二種類がある。「朗読音声」は模擬講演話者の一部が，書き言葉
のテキストを朗読したものである。テキストとしては，野本陽代著「宇宙の果てにせまる」（岩波新書新赤版
570,1988）および中村桂子著『あなたのなかのＤＮＡ』（ハヤカワノンフィクション文庫 176,1994）の一節を
利用させていただいた。以下にその一部を示す。このうち『あなたのなかのＤＮＡ』は，会話体の書き言葉で
あり，その話し手としては女性が想定されているため，男性話者による朗読では，性差にかかわる終助詞を一
箇所修正して朗読に供している（朗読テキストの詳細については CSJ付属マニュアル「音声収録作業の概要」
参照）。
¶ ³
私たちの住んでいる宇宙は，いったいどこまで広がっているのだろうか。いつ生まれて，いつまで存在するの
だろうか。そこには，どんな天体があって，それらは将来どうなるのだろうか。
（『宇宙の果てにせまる』）
となりの家のかな子ちゃんは女子大生。好奇心にあふれた，元気な女の子です。彼女がある日，聞きました。
―「先生，ＤＮＡって何ですか？」
ん？
―「ＤＮＡって，ほら，遺伝子なんでしょ。」
（『あなたのなかのＤＮＡ』）µ ´
上記 2種類の他，さらに 3種類のテキストを用いた朗読音声を収録しており CSJにも格納しているが，こ
れらを朗読した話者はそれぞれ 4名のみである（CSJ付属マニュアル「音声収録作業の概要」参照）。
1.2.5 再朗読
再朗読音声とは，学会講演ないし模擬講演として収録された音声の転記テキストを同一の話者が朗読した音
声である。フィラーや言い直しも朗読の対象としている。再朗読の話者は，学会講演話者から選ばれた 10名
と模擬講演話者から選ばれた 6名の合計 16名である。これらの話者は対話音声の話者でもある。
1.2.6 対話
対話音声には「学会講演インタビュー」「模擬講演インタビュー」「課題指向対話」「自由対話」の 4種類があ
る。2種類のインタビューは，上記 16名による学会講演ないし模擬講演（10名は両方，6名は模擬講演のみ）
関してインタビュアーが様々な質問を発し，話者がこれに答える形式の対話である。予想されるように，発話
の大半は，質問に対する回答によって占められている。
インタビュアーは 20代と 30代の女性各 1名である。インタビュアーは，学会講演インタビューに関しては
事前に予稿集論文に目を通したうえで，また，インタビュー対象の模擬講演については，その講演の収録現場
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で講演を聴取したうえで，インタビューに臨んでいる。
課題指向対話では，インタビューとの対比のため，参加者 2名（上記インタビューと同一ペア）の発話量が
等しくなりやすい課題を選定した。具体的には，実在の芸能人に講演を依頼した場合の謝礼（ギャラ）の額を
想像し，その多寡の順に，芸能人 9ないし 10名をソートするタスク（ギャラ・タスク）を考案した。対話開始
時点で各話者に手渡されている人名リストは，わざと一致しないように作成してあるので，謝礼額の推定に先
立って（あるいは同時に），推定対象となる芸能人の完全なリストを作成するための対話も必要とされる。
最後に自由対話では，話題の制約なしに，10分程度，自由に対話をおこなってもらっている。以上 4種類の
対話音声は同一の話者ペア（学会講演ないし模擬講演の話者とインタビュアー）によって発話されている。
1.2.7 再朗読および対話の収録についての補遺
先に触れたように，再朗読および対話の話者は，10名が学会講演の経験者から，6名が模擬講演の経験者か
ら選ばれている。このうち学会講演経験者の大部分は CSJの関係者かその知人である。
CSJに格納された各音声タイプ間には自発性の程度差が存在していると考えられるが（1.4節参照），これら
16名の話者については，自発性が最も低いと考えられる再朗読音声から，自発性が最も高いと考えられる対話
音声まで，自発性の幅広い領域にまたがる音声の比較が可能である。
話者 16名の話者 IDと講演 IDの対応表を本章末に付録 1.1として掲載する。この表中の模擬講演（「模擬」）
は，学会講演経験者のみならず，模擬講演経験者 6名についても新規に同一テーマ（「今までの人生を振り返っ
て印象に残っていること」）で収録したものであることに注意してほしい。これによって模擬講演のテーマは
統一が保たれている。
1.2.8 話者の分布
自発音声の多様性の一部は，性別，出生地，居住歴，学歴，講演経験の有無など，話者の社会的属性に起因
していると考えられる。そのため，自発音声の研究では話者の属性への配慮が欠かせない。CSJでは，話者の
プライバシーを侵害しないと判断された範囲で話者の属性情報を公開している。ここでは，最も代表的な属性
として，話者の生年代と性別と出生地の分布を概観する。
まず，図 1.1，1.2に学会講演と模擬講演における話者の生年代の分布を示す。CSJのデータでは，話者の生
年を西暦で 5年刻みに区分して公開しているが，図 1.1，1.2ではこれを 10年ごとに区分しなおして集計した。
図 1.1は生年代ごとの延べ話者数，図 1.2は同じく異なり話者数の分布を示している。延べと異なりの区別
が必要となるのは，模擬講演だけでなく，学会講演においても同一話者の音声が複数回収録されていることが
あるからである。これを重複してカウントしたのが延べ話者数，何回講演しても 1名としてカウントしたのが
異なり話者数である。
図 1.1 においても図 1.2 においても，学会講演話者数は生年代が下がるにつれ単調に増加している。一方，
模擬講演話者は，学会講演に較べれば相対的にバランスのとれた分布を示している。なお，学会講演話者のう
ち 9名については生年が不明であるために集計から除外している。
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図 1.1 学会講演と模擬講演話者の生年による分布（延べ）
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図 1.2 学会講演と模擬講演話者の生年によ
る分布（異なり）
次に，表 1.4，1.5に話者の性別と音声タイプのクロス集計を示す。表 1.4が延べ話者数，表 1.5が異なり話
者数である。表 1.5では学会講演から対話までの合計が「全体」欄の数字と一致していない。これは同一話者
が複数の音声タイプの講演を行っている場合に重複してカウントしているためであり（同一タイプ内部での重
複はカウントしていない），再朗読と対話の話者を学会講演ないし模擬講演の話者から選択していることと「そ
の他」の話者のうち 2名が学会講演話者でもあることが，その原因である。
学会講演話者の大多数は男性である。これは学会発表の多くが大学院生によっておこなわれており，その大
部分が男性であることによる。この傾向は特に理工系大学院において著しい（ちなみに図 1.1，1.2の学会講演
において 70年代生まれの話者数が突出しているのも大学院生の多さによる）。一方，模擬講演以下では，男女
がほぼ均等に分布している。
表 1.4 話者の性別の分布（延べ）
　性別　 　学会講演　 　模擬講演　 　その他　 　朗読　 　 再朗読 　 　 対話 　 　全体　
女 　 173 910 9 252 8 29 1381
男 　 814 805 10 255 8 29 1921
計 987 1715 19 507 16 58 3302
表 1.5 話者の性別の分布（異なり）
　性別　 　学会講演　 　模擬講演　 　その他　 　朗読　 　　再朗読および対話　　 　全体　
女 　 138 *331 6 (122) (8) ****470
男 　 681 **263 ***10 (124) (8) 947
計 819 594 16 (246) (16) 1417
　　 * 5名が学会講演と重複，** 5名が学会講演と重複，*** 2名が学会講演と重複，****インタビュアーを加えると 471名
　　 ( )内の数字は学会講演もしくは模擬講演と重複
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図 1.3 話者の出生地の分布（延べ）
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図 1.4 話者の出生地の分布（異なり）
図 1.3，1.4に話者の出生地による分布を示す。図 1.3が延べ話者数，図 1.4が異なり話者数である。いずれ
の図においても「東京」「首都圏」「それ以外」に分類し百分率で示している。「首都圏」とは千葉，埼玉，神奈
川の 3県をさす。ここで，出生地とは文字通り話者が生まれた土地であって生育地ではない。社会言語学的な
研究などにおいてさらに詳しい履歴が必要とされる場合は，CSJ の話者属性データ（CSJ の DVD セットの
Disk1 /DATA ディレクトリにある speaker_data.dat）に転居歴のデータが含まれているので，それを利用す
ればよい。
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1.3 研究用付加情報
CSJには豊富な研究用付加情報（アノテーション）が付されている。ただし，研究用付加情報は全体に対し
て斉一的に実施されていない。CSJのうち，「コア」と呼ばれる約 50万語分については，特に多くの情報を集
中的に付与した。図 1.5はコアとそれ以外における情報付与の異同の概念図，表 1.6はコアにおける講演の内
訳を，音声タイプと話者の性別毎に示したものである。
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図 1.5 CSJの研究用付加情報の階層構造
CSJに，このような階層構造を導入した理由は以下の通りである。「話し言葉工学」プロジェクトの目標は，
自然な話し言葉（自発音声）の音声言語処理技術のための基盤技術の開拓であった。工学領域における研究と
しては，１）自発音声の自動認識，２）自発音声認識結果の自動要約，３）話し言葉の自動形態素解析，等を
想定しており，これらに加えて，４）自発音声の韻律特徴，５）自発音声における音声変異，６）自発音声の
統語的，談話的構造と韻律特徴の関係，７）講演音声が聴き手に与える印象，等の言語学的ないし音声学的研
究における利用も，念頭においた。
CSJの設計にあたって問題となったのが，音声認識研究（上記の１と２）とそれ以外の関係である。統計的
学習に基礎をおく音声認識研究においてはデータの量が重視されるのに対して，自然言語解析や言語研究にお
いては，量よりもむしろ多様かつ精密な研究用付加情報情報を提供することが大切と考えられた。そこで，コ
アを設定し，そこに研究用付加情報を集中することにした。
まず，音声認識研究に最低限必要なデータ量を 700万語（短単位）と推定し，これをデータベース全体のサ
イズの目標値とした。この 700万語分（実際の CSJでは表 1.3に示したように約 752万語）に対しては，音声
信号（16bit，16kHz）の他に，精密な転記テキスト，形態論情報（単位境界・品詞等の情報），節単位情報を提
供して，音声認識研究での利便性を確保した。一方，コアに対しては，上記の情報に加えて以下の付加情報を
追加することによって，言語研究等における利便性を追求した。1)分節音情報，2)韻律情報，3)係り受け構造
情報，4)要約・重要文情報。さらに，コアに含まれる模擬講演の一部，40講演に対しては，5)談話境界情報
も付与した。これらの付加情報の仕様については，本書の 2章以下に詳しく解説されている（表 1.1も参照）。
10 第 1章 概説
表 1.6 コアの内訳
　音声のタイプ　 　 女性話者 　 　 男性話者 　 　 計　
学会講演　　　 24 46 70
模擬講演　　　 54 53 107
対話　　　　　 9 9 18
朗読　　　　　 3 3 6
計 90 111 201
以上のほかにも，コアとコア以外の関係について指摘しておくべきことがある。
² コアのサイズは，5年間という研究実施期間において実現可能な上限として推定した。また，コアに含
まれる音声は，東京ないし首都圏で出生した話者のものとした。これは韻律情報付与方式が東京方言の
アクセント体系に依存しているからである。
² 形態論情報もコアに関連した異同がある。CSJのうちコアを含む約 100万語分の形態論情報は人手で実
施されており，精度が高い（ランダムサンプリングによる推定では 99.9%）。一方，残る 650万語分はコ
ンピュータにより自動解析されたものを，時間が許す範囲で人手修正したものであり，その精度は 97～
98% と推定される。また，人手による解析結果と自動解析結果とでは，用言の活用の種類（活用型）と
活用形の分類が一部相違しているので注意が必要である（3章参照）。
² 節単位情報にも上と類似の相違がある。コアの節単位情報は自動解析結果と，それを人手で修正した結
果をともに提供しているが，コア以外に関しては自動解析結果をそのまま提供している。
² 節単位情報（手作業），係り受け構造情報，要約・重要文情報は，コアに含まれる独話と下に説明する
「テストセット」だけを対象としている。
² 印象評定（集合評定）データは，コアの独話（学会講演ないし模擬講演）だけを対象としている。
² 談話境界情報は，コアの独話のうち 40講演（学会講演ないし模擬講演）にだけ付与されている。
² CSJ を音声認識研究で利用する過程で，認識システムの性能を客観的に評価するための「テストセッ
ト」３０講演を選定して利用した。このテストセットにはコア以外の講演が２２含まれている。この２
２講演には，節単位情報（手作業），係り受け構造情報，要約・重要文情報が付与されている（談話境界
情報は付与されていない）。テストセットに含まれる講演のリストを本章末に付録 1.2として掲載した。
このように，CSJには大きくは，コア，コアを含む 100万語，それ以外の三階層があり，またコア内部にも
付加情報の濃淡がある。CSJに記録された 3302 講演のそれぞれにどのような研究用付加情報が与えられてい
るかは，Disk1 /DATA の correspondence_data.datというデータファイルに記載されている。
1.4 音声の自発性
CSJは「自発」音声データベースである。しかし，音声ないし言語の自発性という概念を明確化することは，
実は簡単でない。自発性について用いられる説明のひとつに「発話の時点において，あらかじめ発話の形式が
決定されていない発話」というものがある。CSJに収められた音声は，朗読および再朗読音声を除外すれば，
総じてこの規定に適う。しかし，2779個におよぶ講演ないし対話音声を比較すると，そこには自発性の程度差
が存在していることが明らかである（さらに，CSJの場合，朗読・再朗読音声にもかなりの数のフィラーや語
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断片が含まれている。これらいわゆる非流暢性が自発音声の特徴であるとすれば，朗読音声にもまた自発性の
程度差が存在することになる）。
データベースに存在する自発性の差は，擾乱要因とみなすにせよ，反対に積極的に利用するにせよ，それを
何らかの方法である程度客観的に評価できることが望ましい。CSJで採用した方策を以下に説明する。
1.4.1 自然の序列
CSJに格納された種々の音声は，その種類によって，かなりの程度まで自発性の程度が組織的に異なってお
り，全般的な傾向としては，音声種別間で以下のような序列を想定してよいものと考えられる。このような自
然の序列は，話し言葉の研究にとって積極的に利用すべき性質の情報である。¶ ³
自発性 低　←────────────────────────────────→　自発性 高
再朗読ないし朗読 ＜＜ 学会講演 ＜ 模擬講演 ＜＜ インタビュー ＜ 課題指向ないし自由対話µ ´
ただし，このうち学会講演と模擬講演との間の差異については，他のカテゴリ間の差よりも小さい可能性が
あり，また，量的に CSJの大部分を占める音声でもあるために，両者間の差異をきわだたせる対策をとった。
具体的には，模擬講演話者ができるだけリラックスした状態で録音に臨めるよう，収録に先立って収録スタッ
フと雑談を交わす時間を設ける，収録中も収録スタッフは積極的にうなずき等の反応をかえすといった対策で
ある（学会講演話者には働きかけようがないので，何も対策を施していない）。いずれも素朴な対策であるが，
一定の効果を発揮したことは，データの解析によって確認できる。
1.4.2 印象評定
自然の序列は，しかし，範疇的なものではない。特に学会講演と模擬講演の間では，前節に述べた収録上の
対策にも関わらず，序列の逆転が生じていることが少なくないと思われる。そこで，個々の講演についても，
その自発性をある程度客観的に評価する手段があるとよい。そのような評価の一助として，CSJのデータ収録
作業では，原則としてすべての講演音声に対して音声収録記録票を作成し，その一部を音声が聴き手に及ぼす
印象の主観評定に充てた。これを印象評定データと呼ぶ。印象評定項目の一部は自発性の程度差に関する外的
指標として利用することができる。
印象評定には単独評定データと集合評定データの 2種類がある（詳細は CSJ付属マニュアル「印象評定デー
タの概要」参照）。単独評定データは，ほぼすべての講演音声を，収録の現場において収録スタッフ中の１名が
評価したデータである。自発性に関する項目としては，五段階で評定された「自発性」と「発話スタイル」が
ある（発話の自発性に関するもの以外にも種々の項目を評定している）。
ただし，単独評定データには，ひとつの講演に評定者が 1名だけであること，データベース全体では多数の
評定者が参加していること，講演の前半を聴いた時点で評定を行っているため講演中のどの部分が特に印象形
成に影響したかが明らかでない場合がありうること等の問題がある。これらの問題を解決するために作成した
のが集合評定による印象評定データである。集合評定データは複数の評定者による 7段階の評定結果であり，
評定方法も実験心理学的により厳密な手順を踏んだものとなっている。単独評定データについて上で指摘した
問題はほぼ解決されているが，対象となっているのはコアの独話だけである。
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1.4.3 音声収録記録票とアンケート
印象評定データの他にも，自発性の評価に利用できるデータがある。ひとつは，音声収録スタッフが音声収
録記録票に記入したコメントである。スタッフは，話者が原稿を読み上げていることが明らかな場合には，そ
の旨のコメントを記録票の備考欄に記している。もうひとつ，音声収録に先立って話者に実施したアンケート
も自発性の評価に関連した項目を含んでいる。これらの情報は Disk1 /DOC の talk_data.datというデータ
ファイルに記録されている。
1.4.4 話し言葉という用語について
ここで「話し言葉」という用語に一言触れておくことにする。本書も含めて『日本語話し言葉コーパス』の
関連文書では「話し言葉」という用語が少なくとも２種類の異なった意味で用いられている。そのひとつは文
字言語に対する音声言語という意味であり，「『日本語話し言葉コーパス』に格納されたすべての話し言葉」と
いうような文脈を形成する。
もうひとつは話し言葉を自発音声の同義語として用いるものであり，「フィラーは話し言葉の最大の特徴で
ある」というような文脈で用いられている。開放的融合研究の課題名に含まれる「話し言葉工学」もこの用例
である（1.2節参照）。
本書においてもこれらふたつの用法がともに用いられているが，両者を区別すべき場合には，後者を自発音
声，自発性の高い話し言葉，自然な話し言葉などと呼ぶことによって区別をほどこしている。
1.5 XML文書
先に 1.3節で紹介したように，CSJには多くの研究用付加情報が提供されている。研究用付加情報の豊富さ
はコーパスの価値を高めると言えるが，むやみに多くの研究用付加情報が提供されていても，それらを相互に
関連付けることができなければ，コーパスの価値は十分に発揮されない。反対に，複数の研究用付加情報を自
由に相互参照できれば，コーパスの利用価値は飛躍的に高まる。
CSJでは，多数の研究用付加情報を包含した XML文書を提供することによって，相互参照を容易にしてい
る。XML（eXtensible Mark-up Language）は，ホームページの記述に利用される HTMLとよく似た書式の
マークアップ言語（データの構造を記述するための言語）であるが，HTMLとはちがって，データの構造を自
由に規定することができ，特に階層的な構造を記述することが容易である。そして XMLの規格にはデータの
整合性を検証するための仕組みが含まれている。そのため，CSJの開発でも，もともとは研究用付加情報間の
整合性をチェックするために XML を利用しはじめた。しかし，XML化されたデータは，研究用付加情報の
相互参照を含む複雑な情報検索の用途にも向いていると判断されたので，XML文書を CSJの一部として公開
することにした。
XML文書を利用すれば，例えば形態論情報と節境界情報と韻律情報とを関連づけて「節境界ラベルを保有
するすべての短単位を検索し，講演 ID，転記基本単位 ID，先行するよっつの短単位代表形，当該短単位の代
表形，後続するひとつの短単位代表形とともに，当該短単位に付与された節境界ラベル，当該短単位の時間区
間内に存在する韻律情報中のトーンラベルと BIラベルを出力する」というような検索を実施できる。
図 1.6は，上記の検索を実施するスクリプト（プログラム）例であり，XSLTという XML文書の書式変換
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<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?> 
<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
<xsl:output method="text" encoding="Shift_JIS"/> 
 
<xsl:template match="/">
  <xsl:apply-templates select="//SUW"/>
</xsl:template>
 
<xsl:template match="SUW">
  <xsl:for-each select="self::SUW[@ClauseBoundaryLabel]">
    <xsl:call-template name="table"/>
  </xsl:for-each> 
</xsl:template>
<!-- output starts here --> 
  <xsl:template name="table">
    <xsl:text>
    </xsl:text>
    <!-- Talkⷐ⚛䈱ዻᕈ TalkID䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="ancestor::Talk/@TalkID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  IPUⷐ⚛䈱ዻᕈ IPUID䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::IPU/@IPUID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  LUWⷐ⚛䈱ዻᕈ LUWID䈱⴫␜ --> 
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::LUW/@LUWID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  SUWⷐ⚛䈱ዻᕈ SUWID䈱⴫␜ --> 
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::SUW/@SUWID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  SUWⷐ⚛䈱ዻᕈ SUWLemma䈱⴫␜䋨⋥೨䋴ⷐ⚛:⥄り:⋥ᓟ䋱ⷐ⚛䋩 -->
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[4]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[3]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[2]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[1]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="self::SUW/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="following::SUW[1]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!-- SUWⷐ⚛䈱ዻᕈ ClauseBoundaryLabel䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::SUW/@ClauseBoundaryLabel"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!-- XJToBILabelToneⷐ⚛䈱ዻᕈ text()䈱⴫␜ --> 
    <xsl:value-of select="descendant::XJToBILabelTone/text()"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!-- XJToBILabelBreakⷐ⚛䈱ዻᕈ text()䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="descendant::XJToBILabelBreak/text()"/>
  </xsl:template>
</xsl:stylesheet>
図 1.6 XSLTスクリプト
このスクリプトの実行方法及び実行結果については 9.4節参照。
14 第 1章 概説
用言語を用いている（XSLTは XMLの規格の一部として仕様が公式に規定された技術である）。プログラミ
ングの経験のないユーザーには大変複雑にみえるかもしれない。しかし，XML文書なしにこの検索を実施し
ようとすると，形態論情報のファイルと韻律情報のファイルをそれぞれ独立に読みこんだうえで，両者を関連
づけて分析する必要があるため，煩雑な処理が必要になる。利用するプログラミング言語にもよるが，Perlや
Rubyなどで開発しても，おそらく図 1.6のスクリプトの数倍から十倍以上の長さのコードが必要になると思
われる。
XML 技術はここ数年間急激に普及したので，現在では XML 対応をうたったスプレッドシートやデータ
ベースソフトが多数市販されている。しかし，CSJ の XML 文書はかなり複雑な構造をもっているので，こ
れを市販のソフトウェアで自由に検索することは難しい。そのため，XML文書を使いこなしたいユーザーは
XSLTを学習して利用しなければならない。CSJには，その労力を軽減するための簡便な XML文書検索ツー
ルが同梱されている。
このツールは GUI（グラフィカルユーザーインターフェース）を備えており，マウスによるメニュー操作に
よって検索条件を指定すると，自動的に XSLTスクリプトを生成して実行する。一時に１個の XML文書しか
検索できないので，コーパス全体の検索には不向きであるが，ツールが生成する XSLTを保存してバッチ処理
することによってコーパス全体を解析できる（9章参照）。また，生成された XSLTを読むことによって，GUI
で指定した検索条件がどのような XSLTに翻訳されるかを効率的に学習できる。このツールについては 8章
に詳しい紹介がある。
1.6 話者の個人情報
先に述べたように CSJには 1417名（インタビュアーを加えると 1418名）にのぼる話者の音声が記録されて
いる。自発音声の研究では話者の個人的属性に関する知識が必要となることが多いと考えられるので，Disk1
/DATA の speaker_data.dat というデータファイルに話者の個人情報を記録して公開している。
一方，話者から音声の収録とデータ公開の許諾を得るにあたっては，話者の個人情報を不必要に開示しない
ことを条件としていた。これらの相反する制約を両立させるために，以下の方針に則ることとした。
1. 話者の氏名は開示しない。学会講演を収録した学会名も開示しない
2. 講演中の話者ないし関係者の個人情報に関係する言語情報（自己紹介等）は消去する
3. 話者の年齢は 5歳刻みで開示する
4. 音声信号に含まれる個人性情報はそのまま開示する（音声は加工しない）
収録した音声中に話者やその関係者の身元を特定できる情報が含まれていた場合には，該当部分の転記テキ
ストを伏せ字とし，あわせて伏せ字を含む転記基本単位全体に対応する音声信号をホワイトノイズで置換する
処理をとった。また，ごく稀にではあるが，いわゆる差別語に属すると判断される表現が用いられている場合
も，同様の処理を施している（詳細については 2.5.7節参照）。
しかし，以上の処理にもかかわらず，CSJの話者を特定することは不可能ではない。知人の音声であれば，
それを聞くことによって個人を同定することができるし，学会講演は，その内容から，学会名を特定すること
が不可能でない。CSJ の利用許諾に関する覚書に規定されているように，CSJの利用者がデータを解析する
ことによって知りえた個人情報を開示することは固く禁止されている。
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1.7 CSJの解析結果
CSJの構築過程では，想定したとおりのデータが採れているかどうかを確認するために，折に触れて予備的
解析を実施した。模擬講演は本当に学会講演よりも発話スタイルがくだけているのか，自発音声と朗読音声で
は発話速度がどの程度異なっているのか，印象評定データと種々の言語変異現象との間には相関が認められる
か，等々の検証である。予備的解析結果の一部は，国立国語研究所のホームページで公開しているので参照し
ていただきたい。
http://www2.kokken.go.jp/~csj/public/index.html　 （英文）
http://www2.kokken.go.jp/~csj/public/index_j.html　（和文）
以下本節でもいくつかの解析例を示しておこう。
1.7.1 語の融合の決定樹
語の融合とは，もともと独立している複数の語が分離不可能な形にとけあってしまう現象である。名詞「私」
と係助詞「は」の連続が「ワタシャ」に発音されると，2語の境界がどこにあるかを確定し難くなる。
予備的解析のなかでは，「デ」と「ワ」が融合して「ジャ」と発音される現象をとりあげた。解析結果は，融
合の生起率が「デ」の品詞が助詞であるか助動詞であるかによって大幅に相違すること，発話スタイルなどの
社会的要因も明瞭に関与することを示していた（上記 URLおよび参考文献中の前川 (2002b)参照）。
ここでは，先行研究において融合の生起率に影響することが確認された多数の要因の相互関係を決定樹
によって分析した結果を示そう。図 1.7 が今回構築した決定樹の最上部 3 階層である。分析には SPSS の
Answer Treeを利用した。
「デ＋ワ」の融合にもっとも強く影響するのはデの品詞である。データ全体の融合率は 22%であるが，助詞
においては 1.7%，助動詞においては 42.6%と大幅に変動する。
決定樹の第 2階層のうち，助詞グループは発話スタイルによってさらに分類されている。発話スタイルは，
単独評定データ（1.4.2節参照）の一部であり，それが「低」（1ないし 2）であるか，「高」（3，4，5）であるか
によって変動率は 13.1から 1.0%まで変動する。
助動詞グループは「講演のタイプ」（ここでは学会講演か模擬講演か）による分類を受け，そのうち模擬講演
のデータは，さらに，やはり印象評定データの一部である「発話の自発性」によって分類されている。以上の 3
階層による分類によって「デワ」の融合率は最低 1.0%から最高約 62.9%までの 5グループに分割されている。
この決定樹分析に利用されている情報はすべて CSJに記録されているデータである。決定樹の計算に必要
なデータは，一旦融合現象に関する検索が終了すれば，その結果と印象評定データを結合させるだけで準備で
きる（結合処理については 9.3節参照）。
1.7.2 意識と行動
CSJには大量の言語変異が記録されている。前節で紹介した語の融合現象はその一例である。言語変異研究
資料としての CSJの大きな強みは，それが現実の言語行動そのものの記録であり，話者の意識の記録ではない
点である。従来の言語変異現象の調査，ことに話し言葉の調査では，アンケートによって言語使用意識のデー
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図 1.7 語の融合「デ＋ワ→ジャ」の決定樹
タを収集することが多かった。しかし，よく知られているようにアンケートの回答には規範意識などによるバ
イアスがかかっている可能性が低くない。CSJの解析結果を，それと同時期に収集されたアンケート調査と比
較することによって，アンケート調査と現実の言語行動の差を評価してみる。
最初に，単純な発音のゆれとして，我が国の国名「日本」の発音をとりあげよう。図 1.8は，NHK放送文化
研究所が 2003年に実施したアンケートの結果と CSJの分析結果の比較である。いずれの調査結果も「ニッポ
ン」（図では niQpoN）よりも「ニホン」（nihoN）の方がよく使われている（と意識されている）点は一致して
いるのだが，アンケートで「ニホン」を選択した人が 61%であるのに対し，CSJに記録された「日本」の発音
は実に 96%以上が「ニホン」もしくは「ニオン」など「ニホン」が変化したとみなせる形でしめられている。
なぜ「ニホン」の頻度が圧倒的であるかはよくわからないのだが，「ニホン」と「ニッポン」の利用率はそれ
ぞれどれくらいだと思いますか？という質問をいろいろな機会にいろいろな人に発してみると，やはり「ニホ
ン」の頻度が 6，7割という回答が圧倒的に多い。本例は，少なくとも話し言葉においては，自分自身の言語行
動を内省することが，ときとして，かなり困難であることを示す好例になっていると思える。
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図 1.8 「日本」の発音における変異。アンケート（Questionnaire）と CSJの比較。　　　
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意識と行動の乖離について，もうひとつ例を示そう。文化庁国語課が 2001年に実施したことばに関する世
論調査には，いわゆるラ抜きことばについての質問がふくまれていたが，図 1.9 左側のグラフは，そのうち
「来る」の可能についての回答である。回答者が若ければ若いほど（図の横軸は回答者の生年代）ラ抜きであ
る「コレル」を使うという回答が増加しているが，「コレル」が伝統的かつ規範的な「コラレル」を逆転するの
は 1970年代生まれの回答者においてである。このグラフをみるかぎり，ラ抜きの語形は古くから存在するも
のの，それが主流となったのは，最近のことであると解釈される。
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Questionnaire CSJ
図 1.9 動詞「来る」の可能形。アンケート（Questionnaire）と CSJの比較。
一方，図 1.9右側のグラフは CSJの分析結果である。生年代とともにラ抜きの使用頻度が増加する点は，意
識調査の結果と並行した結果であるが，「コレル」の使用頻度は 1940年代生まれの話者において，既に「コラ
レル」を逆転している点が注目に値する。このグラフからラ抜きが主流となった時期を推測すると意識調査の
グラフから導かれる結論とはずいぶんと異なった結論をひきだすことになるだろう。
本件もまた自分自身の言語行動を内省することの難しさを示しているが，本件では，学校教育やマスコミの
報道を通じて，ラ抜き語形がことばの乱れとして指摘されてきていることが，アンケート回答者の意識にバイ
アスをあたえている可能性も否定できない。従来報告されてきた言語変異に関する意識調査の結果を CSJ の
分析を通じて再検討すれば，いろいろと面白い現象がみつかるものと思われる。
1.7.3 語彙の変異率
最後に CSJに記録された語形（短単位）にどの程度変異が生じているかを示す。CSJの形態論情報では，す
べての短単位・長単位に対して，国語辞典のみだしに該当するような「代表的な読み」をひとつだけ定めてお
り，これを代表形としている。例えば，「日本」「体育」「NHK」の代表形はそれぞれ「ニッポン」「タイイク」
「エヌエイチケー」である。しかし，実際には「日本」が大部分「ニホン」と発音されていたように，代表形と
は異なる語形で発音されることがある。
表 1.7は「体育」，表 1.8は「NHK」に生じた各種語形とその頻度を示している。いずれも単純語だけの集計
であり，「体育館」や「NHKニュース」のような複合語は集計から除外している。これらの表は各語の変異率
（すなわち代表形と異なる語形の頻度の合計が，代表形と同じ語形を含めた総頻度に占める割合）を示してい
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表 1.7 「体育」の語形と頻度
　　　語形　　　 　　頻度　　
タイク 54
タイイク 2
タイック 1
表 1.8 「NHK」の語形と頻度
　　　 語形　　　 　　頻度　　
エヌエチケー 98
エネーチケー 19
エヌエッチケー 9
エヌエイチケー 4
エヌエチケ 3
エネーチケ 2
エヌエスケー 1
エ<H>ヌエイチケー 1
エネエチケー 1
エネーシケー 1
エヌチケー 1
る。「体育」の場合，代表形と異なる語形の頻度の合計は 54＋ 1＝ 55 であるから，それが代表形と同じ語形
を含めた総頻度 (=57)に占める割合は，55÷ 57× 100＝ 96.5%である。「NHK」の場合も同様に計算して，
136÷ 140× 100＝ 97.1%という数値を得る。これらの語形は変異率が非常に高く，辞書のみだしと現実の発
音が乖離していることがわかる。
このような計算を頻度 20以上のすべての語について実施した上で，音声タイプごとの平均変異率を示した
のが図 1.10である。変異率は音声のタイプによってかなり変動すること，そして発話の自発性と変異率には正
の相関があること（自発性が高い音声ほど変異率も高い）が読みとれる。ただし，自発性最低の朗読音声にお
いても 4%程度は変異が存在している。これは「日本」「体育」「NHK」のように，代表形と同じ語形の方が少
数派となっている語が存在することに起因している。図 1.10の横軸中の「対話」は「対話音声」の全体，「模
擬」は「模擬講演」，「学会」は「学会講演」の全体である。
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図 1.10 音声のタイプと語形変異率の相関
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1.8 まとめ
本章では CSJがどのようなコーパスであるかを概観したのち，若干の解析結果を報告した。導入としての
性格上，いずれのトピックについてもきわめて表面的に触れたにとどまっている。読者の方々には是非本書全
体に目をとおしていただきたい。その上で，本書をマニュアルとして随時参照していただければ，CSJを効率
的に利用できるはずである。
われわれが把握しているかぎり，CSJを利用したか CSJに言及した論文は，口頭発表も含めれば，これま
でに 450篇ほど発表されてきている。そのうち 350篇ほどは，開発関係者によって開発期間中に発表されたも
のであるが，2004年 6月の CSJ 一般公開後に発表された論文も 100篇に達しており，その数は現在も増加し
つつある。CSJに関する論文がよく発表される学会は，日本音響学会，電子情報通信学会，情報処理学会，言
語処理学会，人工知能学会，日本音声学会，社会言語科学会などである。
以降の章は次のように構成されている。まず 2章から 7章で，CSJに付与した各種研究用付加情報について
詳述する。次いで 8章では，これら研究用付加情報を統合した XML文書の仕様について説明する。最後 9章
では，参考までに CSJを検索する手法をいくつか紹介する。
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［付録 1.1］　再朗読および対話における話者 IDと講演 IDの対応
出自 話者 ID 　再朗読 　元講演 課題指向 　 自由 INT模擬 INT学会 　 模擬
学会 8 R00M0132 A01M0074 D02M0016 D03M0048 D01M0005 D04M0041 S05M1506
学会 19 R00F0028 A05F0043 D02F0015 D03F0058 D01F0002 D04F0022 S05F1041
学会 373 R00M0415 A11M0469 D02M0024 D03M0038 D01M0020 D04M0021 S05M1623
学会 423 R00M0187 A01M0056 D02M0028 D03M0017 D01M0019 D04M0056 S05M0613
学会 463 R00F0178 A01F0122 D02F0031 D03F0008 D01F0030 D04F0044 S05F0463
学会 471 R00M0134 A11M0369 D02M0051 D03M0004 D01M0009 D04M0010 S05M1666
学会 514 R00F0407 A06F0128 D02F0025 D03F0006 D01F0023 D04F0050 S05F1600
学会 674 R00F0149 A01F0861 D02F0032 D03F0001 D01F0003 D04F0011 S05F1385
学会 685 R00M0036 A11M0846 D02M0039 D03M0037 D01M0047 D04M0052 S05M1236
学会 1185 R00F0304 A11F0703 D02F0054 D03F0034 D01F0049 D04F0029 S05F0391
模擬 68 R00F0061 S02F0852 D02F0033 D03F0036 D01F0046 　　― S05F0378
模擬 251 R00M0286 S01M0998 D02M0035 D03M0053 D01M0043 　　― S05M0417
模擬 790 R00M0071 S02M0444 D02M0014 D03M0013 D01M0012 　　― S05M1406
模擬 808 R00F0306 S01F0664 D02F0027 D03F0045 D01F0055 　　― S05F0899
模擬 910 R00M0019 S01M1401 D02M0026 D03M0007 D01M0042 　　― S05M0956
模擬 1125 R00F0287 S03F0737 D02F0018 D03F0040 D01F0057 　　― S05F1664
出自 ： 話者が学会講演経験者か模擬講演経験者かの別
話者 ID ： 話者 ID
再朗読 ： 再朗読の講演 ID
元講演 ： 再朗読の対象としたオリジナルの学会講演ないし模擬講演の講演 ID
課題指向 ： 課題指向対話の講演 ID
自由 ： 自由対話の講演 ID
INT模擬 ： 模擬講演（＝模擬）に関するインタビューの講演 ID
INT学会 ： 学会講演（＝元講演）に関するインタビューの講演 ID。出自＝学会の話者のみ。
模擬 ： 新規に収録した模擬講演の講演 ID（これについてインタビューを実施）
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［付録 1.2］　音声認識研究用テストセットの構成
　　　 講演 ID 　　　　　　 コア 　　　　　　形態論情報　　　　　　セット　　　
　　　A01M0110　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 1 　　　
　　　A01M0137　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 1 　　　
　　　A01M0097　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 1 　　　
　　　A01M0056　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 2 　　　
　　　A03F0072　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 2 　　　
　　　S00M0112　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　　　S00F0066　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　　　S00M0213　　　　　　 コア 　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　　　A04M0123　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 1 　　　
　　　A04M0121　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 1 　　　
　　　A04M0051　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 1 　　　
　　　A03M0156　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 1 　　　
　　　A03M0112　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 1 　　　
　　　A03M0106　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 1 　　　
　　　A05M0011　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 1 　　　
　　　A02M0012　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 2 　　　
　　　A03M0016　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 2 　　　
　　　A06M0064　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 2 　　　
　　　A06F0135　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 2 　　　
　　　A01F0034　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 2 　　　
　　　A01F0063　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 2 　　　
　　　A01F0001　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 2 　　　
　　　A01M0141　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 2 　　　
　　　S00F0019　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 3 　　　
　　　S00M0079　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 3 　　　
　　　S01F0105　　　　　　非コア　　　　　　 自動解析 　　　　　　 3 　　　
　　　S00F0152　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　　　S00M0070　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　　　S00M0008　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　　　S00F0148　　　　　　非コア　　　　　　 手作業 　　　　　　 3 　　　
　コア ： ファイルがコアに含まれるかどうか
　形態論情報 ： 形態論情報が手作業（高精度）か自動解析か（図 1.5参照）
　セット ： テストセットの下位区分（詳細は CSJ付属マニュアル asr.pdf参照）
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転記テキスト
小磯花絵・西川賢哉*1・間淵洋子
本章では，転記テキストの設計方針と認定基準について述べる。転記テキストは CSJに含まれる全ての講
演（3302講演，約 661時間）に対して提供される。このような規模の音声を書き起こすには，多くの作業者が
長期間に渡って作業しなければならず，質の揃ったデータを構築するには，明確な作業基準と作業を支援する
ための環境が必要となる。そこで，CSJの転記テキストを作成するにあたり，表記の揺れを統制するための基
準や，言い淀みなど談話に生じる多様な現象を体系的に表現するための枠組みなど，さまざまな角度から独自
の仕様を策定してきた。それと同時に，作業を支援するための環境整備も行なってきた。
本章では，2.1節で転記テキストの設計方針と基本構成を概観した後，2.2節以降で転記テキストの認定基準
について詳述する。その中で，必要に応じて作業環境についても触れる。また基本的に CSJに含まれる全て
の転記テキストは同じ仕様で作成されているが，対話と再朗読については一部異なる仕様が適用された。そこ
で対話と再朗読のために特別に設定された基準について，2.6節と 2.7 節で簡単に触れる。
なお，転記テキストに含まれる情報は全て，XML形式の文書でも表現されているが，本章ではこの点につ
いて言及しない。XML文書における転記情報の扱いについては，8章を参照されたい。
2.1 転記テキストの概要
音声コーパスにおいて，音声を文字に書き記したテキスト（以下「転記テキスト」）は必要不可欠な存在と
言っても過言ではない。そのような基礎的資料であるにもかかわらず，標準的な表記法というものは存在しな
い。何を転記の対象とするのか，それらをどの程度の精度で，またどのような方法で記すのかといった問題が，
大なり小なり，研究の目的や枠組み，収録したデータの性質に依存するためである。
1章でも述べた通り，CSJ構築の背景として，自発音声の自動認識技術の開発があった。この種の技術を開
発するにあたり，多量かつ良質の話し言葉データが強く求められ，それが CSJ全体の設計に，そして転記テ
キストの設計に強く影響を与えた。また，CSJの規模も，転記テキストの設計に影響を与えた要因の一つであ
る。661時間という規模の音声データを転記するために，4年という長い年月をかけ，50人を超える作業者が
転記作業に携わってきた。このような状況で質の揃ったデータを効率的に構築するためには，仕様自体に工夫
を凝らす必要があった。主にこの二つの理由により，従来の転記テキストの表記法などを参考にしつつも，か
なり独自の仕様を構築するに至った。
*1 慶應義塾大学大学院 ・国語研究所非常勤研究員
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そこで転記テキストの仕様の詳細説明に入る前に，設計の方針について，それを採用するに至った背景と共
に述べることとする（2.1.1節）。また CSJの転記テキストの仕様は若干複雑であるため，2.1.2節でその基本
的な構成について概観する。
2.1.1 設計方針
■ 転記基本単位： 転記テキストは，どれ程精密に音声を文字化したとしても，あくまで現象の一部を切り
取って記号化したものに過ぎず，独話や対話を忠実に反映したものではない。そのため研究においては，転記
テキストを見るだけでなく，生の音声データに何度となく立ち戻る必要がある。
そこで，転記上の基本となる単位（以下「転記基本単位」）を設定し，その単位ごとに開始時刻，終了時刻を
記録することによって，転記テキストと音声データとの同期が転記基本単位ごとにとれるようにした。転記テ
キストから音声データへの参照を保証することは，CSJ の主な応用領域の一つである音声認識研究にとって
も，必要不可欠な条件であった。
このような音声データとの対応付けを目的とした単位として，文などの文法的・意味的なまとまりを備えた
言語的単位が用いられることもあるだろう。しかし CSJの主対象である自発性の高い音声では，必ずしも文
法的に正しく発話される訳ではないため，この種の単位の認定は容易ではない。そこで転記基本単位の認定基
準として，物理的な指標を採用することとした。転記基本単位を，原則 0.2秒以上のポーズ（言語音の途切れ
に相当）に挟まれた音声範囲と定義し，客観的かつ効率的に単位を認定できるようにした。
0.2秒というポーズで単位を機械的に分割することに対する疑問も当然あるだろう。しかし冒頭で述べたよ
うに，転記テキストは 3302講演全てを対象に作成しなければならず，単位認定にかかわった作業者だけでも
優に 20人を超える。このような状況で質の揃ったデータを作成するには，ある程度機械的な基準を設定せざ
るを得ないという，作業上の制約があったことも事実である。またそもそも，文法的・意味的なまとまりを備
えた言語的単位は，転記テキストという，言わばコーパスの基礎資料の段階で中途半端に導入するものではな
く，転記テキストを対象に必要な情報を付与した上で認定されるべきものであろう。実際 CSJの構築におい
て，この種の単位として「節単位」と呼ばれる単位を設計し（5章参照），転記テキストに付与された形態論情
報（3章参照）を基に認定するという方針をとった。このように言語的単位は別途認定することとし，転記テ
キストにおける単位は，あくまで客観的かつ効率的に認定できることに主眼を置いた。
なお，ポーズの閾値を決めるにあたり，次のことに留意した。転記基本単位の始端・終端の時間情報は，言
わば転記テキストから音声データを参照するためのインデックスである。それ故，認定される単位が短ければ
短い程，音声に対するインデックスが増えることになり，利便性は増す。しかしその一方で，短い値に設定す
ればする程，認定作業のコストは当然増えることになる。そこで必要最小限の利便性を確保するために，方針
の一つとして，ポーズによって区切られる単位の多くが文よりも短いものとなることを掲げた。この方針と作
業の効率性とから，経験的に 0.2秒という値を設定した。ただし，できるだけ文末で単位が切れるようにする
ために，文末（の可能性がある位置）では，0.05秒以上のポーズでも分割するといった例外規定を設けること
とした。実際の発話を転記基本単位で分割した例を以下に示す。¶ ³
｜ただ ホームに出ても もう 歩けない状態であったので｜（エー）駅長室まで 何とか（アノー）担ぎ上げられて
｜で（ソフ ウ）ソファーに｜寝込んでしまいました｜で 一二時間ぐらいたってやっと（ソノー オー）｜救急車が来まして
｜で 国会議事堂の駅長室から（ア エ）担架で（エー）外に運ばれたんですが｜非常に（アノ）出る時に（アノ エ）
　目がですね 潰れそうに｜眩しくてですね｜（エー）目が潰れそうになりまして｜　　　 \｜" … 転記基本単位の境界µ ´
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この例からも分かるように，多くの転記基本単位はいわゆる文よりも短い長さのものとなっている。転記基
本単位については 2.2節で詳しく述べる。
■ 基本形： CSJの転記テキストでは，２種類の表記法を採用している。一つは「基本形」と呼ばれるもの
で，漢字仮名を中心に可読性の高い形式で記されている。もう一つは「発音形」と呼ばれるもので，実際の音
声を仮名で書ける範囲で忠実に記録したものである。ここではまず基本形の表記方針について述べる。
音声認識研究では，一般にコーパスを用いて言語モデルと音響モデルが構築される。このうち言語モデルの
構築においては，漢字仮名交じりで表記されたテキストが通常利用されるが，その際，同一の語句の表記が統
一されていること，つまり表記の揺れが存在しないことが求められる。例えば一般の表記を見ると，「猫／ね
こ／ネコ」や「敢えて／あえて」，「百五十／１５０」，「ソニー／ＳＯＮＹ」のように，字種の選択で揺れるこ
ともあれば，「行なう／行う」や「書き留め／書留」のように送り仮名の範囲で揺れることもある。また外来語
については，「バイオリン／ヴァイオリン」のように，原音を日本語の音で代用する場合の方法にバリエーショ
ンがあるため，やはり表記の揺れが生じ易い。
この種の表記の揺れは，言語モデル構築の障害となるだけでなく，一般のユーザーが転記テキストを対象に
語句を検索する上でも問題となる。そこで，関連する語との調整を図りながら，字種の使い分けや送り仮名の
付け方など，表記を統一するための基準を定めることとした。また，表記の基準を細かに定めることも重要で
あるが，それと同時に，表記基準に則って実際の表記を徹底させること，そしてその作業を効率的に行なえる
ようにすることも，大規模なコーパスを構築する上では重要となる。そこで，基本形の表記基準に従って実際
の語の表記を定めた辞書を作成し，転記作業中にオンラインで表記を検索するための辞書として，また仮名漢
字変換用の辞書（FEP）として活用した。このような環境の整備は，作業の効率とデータの精度を高めること
に大きく貢献した。基本形の表記法については 2.3節で詳しく述べる。また転記作業用に開発した辞書につい
ても同じ節で簡単に紹介する。
■ 発音形： 次に発音形の表記方針について述べる。音声認識研究において音響モデルを構築するためには，
生の音声データと，発音を記号化した情報が必要となる。仮に，アナウンサーなどの職業的朗読者が与えられ
たテキストを朗読した音声であれば，漢字仮名交じりのテキスト（つまり上記「基本形」）から実際の発音をあ
る程度の精度で推定することは可能であろう。しかし CSJが対象とするような，一般の人による自発性の高
い音声では，「手術（シュジュツ）」を「シジツ」と，「形態素（ケイタイソ）」を「ケーソタイ」と発音するな
ど，発音の怠けや転訛，言い間違いなどが頻繁に生じるため，その推定は容易ではない。そこで，漢字と仮名
を中心に音声を文字化した「基本形」の他に，それと対応付ける形で，実際の発音を仮名で書ける範囲で忠実
に書き起こした「発音形」も記すこととした。
これにより，例えば「国語研」と検索した場合に，実際に「コクゴケン」と発音されたのか，「コッコケン」
や「コッゴケン」と発音されたのか，それともそれ以外の発音であったのかを把握することが可能となる。勿
論，「明日（ミョウニチ／アシタ／アス）」など，複数の読みを持つ語が，実際にどの読みで発話されたかを把
握することもできる。
このように発音形の情報は，音声認識などの応用研究にとどまらず，音声変異研究などへの貢献も十分に期
待できる。例えば 1.7.2節で紹介した「日本」という語の発音の揺れ（「ニホン／ニッポン」など）に関する研
究（前川 2004a）や，助詞の「の」が「ン」と撥音化される現象についての研究（小磯他 2002）は，いずれも
発音形の情報を利用して行なわれている。
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なお CSJには，発音をより正確に記録した分節音情報（母音や子音等に関する情報）も記録されているた
め，発音に関する精密な情報が必要な場合には分節音情報を参照すべきである（6章参照）。しかし分節音情報
は一部の講演（コア）にしか付与されていないため，多少の精度は落ちても大量のデータを対象に実際の発音
を調べたい場合には，転記テキストの発音形が有効となる。このように，研究の目的に応じて転記テキストの
発音形の情報と分節音情報を使い分ける必要がある。発音形の表記法については 2.4節で詳しく述べる。
■ 文節： 転記テキストを対象に形態論情報を付与する際，まず転記テキストの基本形を対象に単位（短単
位）の認定を行ない，その後，基本形の認定結果を基に自動で発音形の単位認定を行なうという方法をとった。
そのため，短単位レベルでの基本形と発音形との自動対応がある程度の精度で行なえるよう，転記テキストを
設計する必要があった。
転記作業では，転記基本単位ごとに文字化をするため，最低限，その範囲で両者の対応は保障される。例え
ば以下のような具合である。¶ ³
0013 00025.722-00028.067 … 転記基本単位の通し番号と開始・終了時刻
話者がちゃんとコントロールして出してるんだけども … 基本形
ワシャガチャントコントロールシテダシテルンダケドモ … 発音形
0014 00028.332-00030.855
言語情報と違って連続的に変化する
ゲンゴジョーホートチガッテレンゾクテキニヘンカスルµ ´
しかしこのような粗い対応付けでは，短単位ごとに発音の情報を自動で抽出することは容易ではない。そこ
で以下のように，文節ごとに基本形と発音形を分割し，並べて記すことによって，両者の対応が容易にとれる
ようにした。これが文節という単位を導入したそもそもの動機である。¶ ³
0013 00025.722-00028.067
話者が & ワシャガ 　　… 一行が文節に相当。
ちゃんと & チャント 　 　 「&」を狭んで左に基本形を，右に発音形を表記
コントロールして & コントロールシテ
出してるんだけども & ダシテルンダケドモ
0014 00028.332-00030.855
…µ ´
このように文節は当初，基本形と発音形を対応付けるためだけに導入されたものであったため，その認定基
準も，「文節に相当するような長さの単位」といった程度の，かなり緩やかなものであった。しかしプロジェク
トの後半で，CSJに対し係り受け構造情報も付与することになり，その基本単位として文節が利用されること
となったため（1章で紹介した CSJ付属マニュアル「『日本語話し言葉コーパス』における係り受け構造付与」
参照），文節認定基準もその観点から見直された。文節の基準が，単に基本形と発音形を対応付けるために導
入されたものにしては，かなり詳細なものとなっているのは，このような事情による。
なお，短単位や長単位を定義する際にも「文節」という概念が出てくるが，転記テキストにおける「文節」と
は必ずしも一致しない。前者はあくまで短単位・長単位を認定するために導入された概念であり，形態論情報
の一部として具体的に文節単位に分割している訳ではない（3.1.2.1節参照）。つまり CSJとして提供される文
節情報は，転記テキストにおける文節のみである。文節については 2.8節で詳しく述べる。
■ タグ： 転記テキストに付与するタグとして，さまざまな種類のものが設計された。中には若干特殊なもの
もあり，そのタグが何を目的に導入されたのか一見して把握しにくいものもある。そこでこれらのタグを設計
するに至った背景について簡単に記しておきたい。
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転記テキストの可読性・自動形態論情報解析の精度： CSJが対象とするような自発性の高い音声には，以下
の例に見られるように，「えー」や「あのー」といった場繋ぎ的な機能を担う表現（以下「フィラー」）や，
言い淀みなどに伴って生じる語の断片的な要素が数多く出現する。これらは，文節や単語の途中に発話され
ることも多く，転記テキストの可読性を著しく落とす要因となる。¶ ³
えー この点につきましては後程 えー わ 今後 ちゃん ちゃんと ふや 被験者を増やしていこうとµ ´
また，転記テキストを対象に形態論情報が付与されるが，全体の約９割が自動解析の範囲で行なわれる。そ
のためフィラーや語断片などは，テキストの可読性だけでなく，自動形態素解析の精度を落とす要因ともな
る。そこでこのようなフィラーや語断片などに対し，以下の例に示すように，(F)や (D)といったタグを付
与することにした。¶ ³
(Fえ )ーこの点につきましては後程 (Fえ )ー(Dわ)今後 (Dちゃん)ちゃんと (Dふや)被験者を増やしていこうとµ ´
この種の目的で導入されたものとしては，他にタグ (D2)やタグ (M)がある。
基本形と発音形との対応：先に述べた通り，形態論情報付与作業の都合により，短単位のレベルで基本形と
発音形を自動的に対応付けられるよう，転記テキストを設計する必要があった。しかし自発性の高い話し言
葉には，発音の怠けや言い間違い，母音や子音の引き延ばしなどが頻繁に生じるため，実際の発音を正確に
記せば記す程，基本形との対応付けを自動で行なうことが難しくなるという問題が生じる。¶ ³
通信教育っていうのは & ツーシンキョーイクッテュナー
高いんですけれども & タッカインデスケードモーµ ´
そこで，基本形と発音形との対応をとるために，幾つかのタグが導入された。例えば，発音の怠けや言い間
違いが生じた場合には，(W)というタグを用いて，実際に発音された音だけでなく，丁寧に発音された場合
に生じるであろう音も併記するようにしたり，あるいは「高い」を「タッカイ」と，「けれども」を「ケレ
ドモー」と発音するといったように，強調や言い淀みなどによって母音や子音の引き延ばしが一時的に生じ
た場合には，<H> や <Q> といったタグを用いてそれぞれの引き延ばしを表現することとした。¶ ³
通信教育っていうのは & ツーシンキョーイク (Wッテュ;ッテユウ)(Wナー;ノワ)
高いんですけれども & タ<Q>カインデス (Wケード;ケレド)モ<H>µ ´
このようなタグを用いて発音形を表記することによって，原則として語の読みの情報と若干の変換規則（綴
り字における母音連鎖部の長音化に関する規則，2.4.4節参照）を用いて，基本形と発音形をかなりの精度で
自動的に対応付けることができる。例えば上記例では，「通信－ツウシン」，「教育－キョウイク」，「いう－
イウ／ユウ」，「高い－タカイ」といった語の読みの情報と，ある条件を満たした母音連鎖部では長音化する
という規則を適用することによって，基本形と発音形の対応付けが可能となる。
　基本形と発音形の短単位レベルでの対応付けを保障するために導入されたタグとしては，この他に (B)と
いうタグがある。これは「渋滞（ジュウタイ）」を「シブタイ」と誤って読むなど，漢字の読みに関する知識
レベルの言い間違いを対象に付与されるものである。タグ (W)の場合と同様に，実際の発話だけでなく，正
しい読み（と判断されるもの）が併記される。
基本形における表記の統一：基本形における表記の統一に関連して，幾つかのタグが導入された。一つは，表
記の統一を徹底させるために導入されたタグである。例えば，本来漢字で表記するはずの語の途中で，フィ
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ラー等が発話されたことによって，その語を漢字で表記できなくなるといったことがある。そこで (K)とい
うタグを導入し，フィラー等が挿入されなかった場合に記されるであろう表記を併記することとした。一見
不可思議なタグであるが，このように表記の統一を目的として導入されたものである。¶ ³
たち (Fえ )ーばなさんが　　→　　 (Kたち (Fえ )ーばな;橘)さんがµ ´
また，表記の統一を徹底することで，転記テキストの可読性が低下するということもある。例えば，数字は
算用数字は一切用いず一律漢数字で表記するといった表記原則を採用したため，通常算用数字で記すことの
多い表現（「１１０番」など）や桁数の多い数字などが，漢数字による表記では理解しにくいといった問題で
ある。そこで，(A)というタグを導入し，以下の例のように，表記原則に則った表記に加え，理解し易い方
式の表記も併記することとした。¶ ³
百十番に連絡する　　→　　 (A百十;１１０)番に連絡するµ ´
　上記以外にも，例えば外国語や古語，方言など，CSJが対象とする現代共通日本語から外れている可能性の
ある箇所に付与するタグ (O)や，音の聞き取りや語の認定に自信がない場合に付与するタグ (?)，あるいは，
話者の個人情報や差別語など，公開すべきでないと判断した情報に付与するタグ (R)なども導入された。転記
テキストに付与されるタグについては 2.5節で詳しく述べる。
■ 対話・再朗読： 1 章で述べた通り，CSJ はその大半が学会講演や模擬講演などの独話音声であるが，対
話音声も若干含まれている（1.2.1節参照）。対話に対して，独話とは異なる仕様を積極的に導入するという方
針もあり得るだろう。しかし 1章でも述べた通り，対話は独話との対照用に収録されたものであるため，両者
の比較が可能となるよう，できるだけ仕様を揃えるという方針を採用した。ただし，応答表現の扱いなど，ど
うしても独話と異なる基準を設けざるを得ない部分もあった。このような基準の差が，両者の比較にいかなる
影響を与えるかについては，今後十分に検討する必要がある。対話の扱いについては 2.6節で述べることとす
る。また再朗読についても，やはり一部独自の基準を設けざるを得ない箇所があった。再朗読の扱いについて
は 2.7節で触れる。
■ コアとコア以外： CSJに含まれる 3302講演のうち，コアと呼ばれる 201講演に対しては，さまざまな種
類の研究用情報が付加される（コアの詳細については 1.3節参照）。このようにコアは高度な研究を可能とする
データセットであるが，転記テキストについては，コアとコア以外とで差を付けることはせず，原則として同
じ仕様で作成することとした。転記テキストのような基礎的資料は，全体を通してできるだけ共通のものを採
用すべきと判断したためである。実際，言語モデルや音響モデルの構築には，転記テキストと音声データさえ
あればよく，その意味でも，コア・コア以外にかかわらず，CSJの全体が同じ仕様で作成されていることが求
められる。
コアにのみ提供される研究用情報との整合性をとる上で，転記の基準を変更せざるを得ないこともあったが，
その場合であっても，上記方針に基づき，コアだけでなくコア以外にもその基準を適用することとした。例え
ば上記「文節」の項で述べたように，コアに対してのみ提供される係り受け構造情報の単位として，転記テキ
ストにおける文節が利用されることになり，当初緩やかな基準で認定されていた文節が，かなり詳細に規定さ
れることとなった。その際，非コアも含め，新規基準で文節を認定し直すことにより，全体の整合性を保つよ
うにした。
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このように転記作業では，コアとコア以外とで仕様自体は同じものを採用するようにしたが，以下に記す理
由により，その精度に違いが見られる。
1章でも述べたように，コアに対してはさまざまな種類の研究用情報が人手で付与されるが，その過程で転
記テキストのエラーが発見され，適宜修正が加えられた。そのため全体としてコアの精度が非コアよりも高く
なっている。またコアに対してのみ提供される分節音ラベリング（6章参照）の結果を，転記の仕様の範囲内
で発音形に反映したために，発音形の精度がコア以外と比べてかなり高いものとなっている。精度の差が生じ
た要因はこの二つであるが，後者の点について少し補足しておきたい。
CSJでは，原則として転記テキストの発音形と分節音情報との同期がとれるように設計されている。具体的
には，(1)転記テキストの発音形に基づいて分節音の初期値を作成，(2)分節音情報付与作業を行ない初期値を
適宜修正，(3)修正された結果を転記テキストの発音形に反映（必要があれば対応する基本形やタグも修正），
といった流れで両者の同期をとった。分節音情報付与作業はコアに対してのみ行なわれるため（1章・6章参
照），コアの発音形の精度が，コア以外の発音形より高くなるという結果となった。
このように発音形の精度に差は見られるものの，発音形の表記の仕様自体は同じものを採用している。例え
ば発音が曖昧な場合にどう対処するかは，コアであってもコア以外であっても変わらない。異なるのは，どの
レベルのものを「曖昧」と解釈するかであり，コアの場合は分節音情報付与作業のレベルで，コア以外の場合
は転記作業のレベルでそれが決められるということである。
ただし，聞き取りの精度が根本的に異なることに起因し，個々の語や表現の発音の分布が，コアとコア以外
とで全く異なることが稀にある。例えば，「て言う」には「テユー」「テュー」「トゥー」などさまざまな発音の
バリエーションが見られるが，このうち「テュー」や「トゥー」を転記作業で聞き分けることは極めて難しい
ため，いずれの発音であっても，「(? テユー)」のように，発音が曖昧であることを示すタグ (?)を付与した
上で「テユー」に倒した。一方，分節音情報付与作業ではこの種の聞き分けをしているため，結果として，コ
アには「テュー」や「トゥー」といった発音が出現するのに対し，コア以外では「テュー」や「トゥー」は一切
出現しないといったように，極端な分布の差が生じることとなった。そのため，転記テキストの発音形を利用
して発音のバリエーションを分析するといったような場合には，十分に注意する必要がある。
■ デフォルトの設定： いかに仕様を厳密に確定したとしても，作業を実際に行なう上でどのように対処すべ
きか迷うことも少なくない。そのような場合，作業者によっては悩み過ぎて作業が止まってしまったり，作業
者間で，あるいは作業者内で対応に差が見られ，全体として大きな揺れに繋がることも多い。そこで，迷い易
いケースを整理し，迷った場合に優先的に採用する候補（既定値）を定めることとした。このような既定値を
本章では「デフォルト」と呼ぶ。デフォルトは，転記基本単位の認定や基本形・発音形の表記，タグの付与な
ど，さまざまな局面で設定されている。本章では重要と思われるデフォルトについて適宜言及する。
以上，転記テキストの設計について述べてきた。2.1.2節で転記テキストの基本構成を概観した後，2.2節以
降で仕様の詳細について解説する。なお本章で発話例を示す場合，スペースの都合で，基本形のみ，発音形の
みを示す，あるいは文節を改行で分割せずに示すことがある。また，各種単位の境界を明示する場合，以下の
記号を利用することがある。¶ ³
　　 　　　　【凡例】　　\\　　　　最小単位境界　　
　　＼　　　　短単位境界　　　
　 　　｜　　　　文節境界　　 　　　　µ ´
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2.1.2 転記テキストの基本構成
転記テキストの例を図 2.1に示す。転記テキストの仕様の詳細説明に入る前に，この例に基づきながら転記
テキストの基本構成について説明する。
【講演 ID・講演の開始終了位置の情報】　
¦ 講演 ID：転記ファイル冒頭に「%講演 ID:」の形式で記載される。
¦ 講演の開始位置：講演開始の直前に「%<SOT>」の形式で記載される。
¦ 講演の終了位置：講演終了の直後に「%<EOT>」の形式で記載される。
【転記基本単位（転記単位）】　　　　　　
¦ 原則，0.2秒以上のポーズによって挟まれた音声の範囲のことを指す（基準の詳細は 2.2節参照）。
¦ 転記単位には以下の４種類がある。
転記単位Ａ：話者の言語音
転記単位Ｂ：話者のボーカル音（笑い声，泣き声，咳，息）
転記単位Ｃ：上記 A・B以外の音で特に目立つ音（聴衆の発話や笑い声，拍手，発表中のデモの音など）
転記単位Ｄ：朗読間違いの箇所（再朗読に限定して付与）
¦ Ａ（話者の言語音）の場合，転記基本単位情報部と発話部（それぞれ以下参照）から構成される。
⇒ 図 2.1中の転記単位 ID=0265～0269，0271，0273～0277 を参照
¦ Ｂ～Ｄの場合，転記基本単位情報部と \<咳>"のような音声種別を記したタグから構成される。
⇒ 図 2.1中の転記単位 ID=0270の <咳>，0272の <雑音> を参照
【転記基本単位情報部（単位情報部）】単位情報部は以下三つの要素から構成される。
¦ 転記単位 ID：4桁の通し番号（転記単位を開始時刻の早い順に並べ，0001から昇順に IDを付与）。
¦ 当該転記単位の開始・終了時刻（秒単位）。対応する音声ファイルの開始時刻を 0（秒）とした場合の時刻。
⇒ 図 2.1中の転記単位 ID=0265の場合，「00697.054（秒）」が開始時刻，「00701.891」が終了時刻。
¦ 音声チャンネルの ID（L/R)：独話の場合は L に固定。対話（話者２名）の場合は L と R。
【発話部】　
¦「基本形」と「発音形」という２種類の表記法を用いて発話内容を記す。
¦ \& " の左側に基本形を，右側に発音形を記す。
¦「文節」に相当する単位で改行（基準の詳細は 2.8節参照）。
【基本形】漢字仮名交じりで表記される。可読性が高く，検索に適する（表記の詳細は 2.3節参照）。
【発音形】片仮名で表記される。聞き取れる範囲で発音が忠実に記される（表記の詳細は 2.4節参照）。
【タグ】談話に生じるさまざまな現象を表現するために 32種類のタグを用意（タグの詳細は 2.5節参照）。
　⇒ 図 2.1中の転記単位 ID=0265 コ (? ノ)：音声不明瞭 　　　　　　
　⇒ 図 2.1中の転記単位 ID=0266 (W ユ;ユウ)：発音の怠け・言い間違い
【コメント】コメントには以下の３種類がある。いずれもコメント行は \%"で開始する。
¦ 講演全体に対するコメント：講演 IDと<SOT>の間に記述
¦ 転記基本単位に対するコメント：単位情報部の下に記述
¦ 局所的な発話に対するコメント：当該発話行の下に記述
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図 2.1 転記テキストの例
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2.2 転記基本単位の認定
本節では，転記基本単位の認定基準と作業の手続きについて解説する。
2.2.1 認定基準
2.2.1.1 転記基本単位の種類
転記基本単位（以下「転記単位」）には以下に記す 4種類が存在する。
表 2.1 転記基本単位の種類
単位の種類 対象とする音種 表記法
転記単位Ａ 話者の言語音 基本形（2.3節）と発音形（2.4節）に原則漢字・仮名で言語音を文字化
転記単位Ｂ 話者のボーカル音 タグ <笑>，<泣>，<咳>，<息>
転記単位Ｃ Ａ・Ｂ以外の音で特に目立つ音 タグ <フロア発話>，<フロア笑>，<拍手>，<デモ>，<ベル>
上記以外で特に目立つ音 タグ <雑音> 　　　…　音種は特定せず一律「雑音」として扱う
転記単位Ｄ 朗読間違いの箇所（再朗読に限定） タグ <朗読間違い> …　扱いはＡに同じ。詳細は 2.7節参照
転記テキストには，話者の言語音だけでなく，談話の流れを理解する上で重要と考えられる音や，研究に有
用と考えられる音についても積極的に記すという方針をとった。例えば学会講演において，発表の経過時刻を
知らせるベルの音の後で発話速度が速くなるなどの変化が見られることも少なくない。また理工系の学会など
では，発表中にデモンストレーションをすることもあり，その間，話者が殆ど発話しないということもある。
<デモ> や <ベル> といったタグが導入されたのはこのためである。また音声認識研究では，話者の言語音とそ
れ以外の音（雑音や拍手，デモンストレーションの音など）が重複している箇所を学習データから除外するこ
ともある。<雑音> など，通常の転記テキストではあまり記すことがない情報まで含まれているのは，こういっ
た利用上の要求があってのことである。
2.1.2節で述べたように，いずれの単位も，必ず転記基本単位情報部（以下「単位情報部」）を有する。単位
情報部には，転記単位 ID（4桁の通し番号），当該単位の開始・終了時刻（秒単位），対応する音声ファイルの
チャンネル ID（Lか R）が記される。¶ ³
　 0223 00578.104-00580.441 L:
　└－－┘└－－－－－－┘└－－－－－－┘└┘
転記単位 ID 　 開始時刻　　　　終了時刻　　 チャンネル IDµ ´
話者の言語音（転記単位Ａ）の場合，単位情報部の他に，話者の発話した内容を記した発話部が存在する。¶ ³
　 0223 00578.104-00580.441 L:　　　　　　　… 単位情報部
　 しかし　　　　　　　& シカシ　　　　　　┐
　 コンシステントに　　& コンシステントニ　│
　 差が　　　　　　　　& サガ　　　　　　　│ … 発話部
　 出てるという　　　　& デテルトユー　　　│
　 ことであります　　　& コトデアリマス　　┘µ ´
一方，話者の言語音以外の音（転記単位Ｂ・Ｃ）の場合は発話部を持たず，音声種別を記したタグ（表 2.1の
右の欄を参照）が単位情報部に記される。¶ ³
　 0224 00578.688-00579.678 L:<ベル>µ ´
転記単位Ｄは，再朗読における読み間違いに限定して用いられる特殊な単位である。基本的に話者の言語音で
あるが，発話内容は記されず， <朗読間違い> というタグを用いてその転記単位全体が朗読誤りであることが
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示される（詳細は 2.7節参照）。¶ ³
　 0018 00040.337-00040.736 L:<朗読間違い>µ ´
以下では，各転記単位の認定基準，および，転記単位間の時間的制約について記す。なお転記単位Ｄは言語音
であり，単位の認定基準などは転記単位Ａと同じであるため，転記単位Ａとまとめて記す。
2.2.1.2 転記単位Ａ・転記単位Ｄ
【対象】話者の発する言語音。次の音も言語音と見なす。
¦ 笑いや咳などのうち，語彙化されているもの（例：いひひなんて笑い方はしないように）。
¦ ボーカルフライなどの音で母音が確定できないもの（以下「母音不確定音」。2.5.15節参照）。
¦ 「うー」や「あー」，「あのー」など，言い淀み時などに出る音声。
【原則】話者の言語音が，0.2秒以上の途切れなく連続して生じている区間。
【例外】　
1. 以下の場合には，0.2秒以上の途切れであっても転記単位は分割しない。
¦ 語中・語末の促音，および破裂音・破擦音の閉鎖区間に相当する途切れの場合。
この規則は，語中・語末の促音に限定される。そのため，「って」「っぽい」など語頭の促音部分で 0.2
秒以上の途切れが生じている場合には，原則通り転記単位を分割する。
¦ 「ワ（途切れ）タシ」のように，短単位（3章参照）の内部に途切れが生じている場合*2。
2. 直前に，以下に示すような言語的な文末形式が存在する場合には，0.05秒以上 0.2秒未満の途切れであっ
ても転記単位を分割する。ただし，引用形式（「～ですと言われても」や「～ですはないだろう」など）
が後続する場合には，文末形式が存在していてもこの例外規則は適用しない。
¦ 活用語（動詞，形容詞，助動詞，一部の接尾辞）の終止形，命令形（例：～です，～して下さい）
¦ 終助詞（例：～ですね，～かな，～しろよ，～だっけ）
¦ 挨拶表現など（例：おはよう，こんにちは）
¦ 応答表現（例：はい，ええ，うん）
【補足】　
1. 転記単位の始端・終端位置に迷いがある場合には，単位を広めにとる。
2. 言語音とリップ音が連続して現われ両者を切り離せない場合には，リップ音を転記単位に含める。
3. 破裂音や破擦音の立ち上がり部分では, バーストの開始部分手前（0.05秒程度）に始端位置をとる。バー
ストの位置が特定できない場合には，転記単位を広めにとる。
4. 以下に挙げるものが発話とは独立に生じた場合，それを転記単位とは認めない。
¦ 1～2モーラ程度の短い音で，何を言っているか全く分からない場合
¦ 長い音であっても，かなり小さい音で言語音かどうかすら分からない場合
*2 研究で本データを利用する場合，短単位の内部であるか否かにかかわらず，一律 0.2秒以上のポーズで単位を認定したいこともあ
るだろう。そこで，短単位内部に生じる 0.2秒以上のポーズの開始・終了時刻に関する情報を，以下に示すようにタグ<P>を利用し
て転記テキスト内に記載している（タグ<P>については 2.5.19 節を参照）。この情報を利用することで，必要に応じて転記単位を
0.2秒以上のポーズで分割することができる。¶ ³
半年　　& 　ハン<P:00333.068-00333.442>トシ<H>　 …　ポーズの開始・終了時刻の情報（秒単位）が記録µ ´
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2.2.1.3 転記単位Ｂ
【対象】話者の発するボーカル音のうち，以下に限定して転記単位Ｂと認定する。¶ ³
タグ<笑>： 話者の笑い声
タグ<泣>： 話者の泣き声
タグ<咳>： 話者の咳・咳払い
タグ<息>： 話者の転記単位Ａの終端に出現する息（詳細は「補足」の項参照）µ ´
【原則】同種のボーカル音が 0.2秒以上の途切れなく連続して生じている区間。
【補足】　
1. 同種の音ごとに認定する。例えば図 2.2に示すように，笑いの間に咳が挿入されている場合，分離された
二つの笑いの間が 0.2秒以上離れていれば，咳の存在にかかわらず，それぞれ別の単位として認定する。
途切れが 0.2秒未満の場合の扱いについては，2.2.1.5節の「転記単位 B同士で重複する場合」で述べる。
　　　　　　　　　　　　 　 0.2秒以上
　　　　　　　　　　　　┌──────┐ 0151 00453.195-00454.283 L:<笑>
── ※※※※※※※※※※　＃＃＃＃　　※※※※※※ ── ⇒ 0152 00454.297-00454.767 L:<咳>
　　└─────────┘ └──┘ └─────┘ 0153 00455.124-00455.973 L:<笑>
　　　　　　 笑い 　　　　　　咳　　　　　 笑い
図 2.2 転記単位Ｂの認定例
2. 笑いながら，泣きながら，咳き込みながら発話している場合，その区間は転記単位Ｂではなく転記単位Ａ
と見なす。その箇所の発話内容を書き起こした上で，笑いながら，泣きながら，咳き込みながら発話して
いる範囲に対して別途タグを付与する（2.5.13節参照）。
3. 息については，転記単位Ａ（言語音）の直後に出現し，言語音と音声的に切り離せない場合に限定して認
定する。それ以外の息は対象外とする。以下の場合に注意する必要がある。
¦ 発話末で，母音の引き延ばしか息かの判断が付かない場合は，転記単位Ａ（言語音）の一部と見なす。
¦ 発話冒頭で，言語音の子音（摩擦音など）の立ち上がりの部分なのか息なのかの判断が付かない場合に
は，言語音（転記単位Ａ）に含める。
2.2.1.4 転記単位Ｃ
【対象】転記単位Ａ・Ｂ以外の音で，特に目立つ音。具体的には以下を対象とする。¶ ³
タグ<フロア発話>： 話者以外（フロアや司会者など）の発話。
タグ<フロア笑>： 　話者以外の笑い。
タグ<拍手>： 　　　フロアからの拍手。
タグ<デモ>： 　　　話者が発表中に行なったデモンストレーションの音。
タグ<ベル>： 　　　発表時間を知らせるために鳴らしたベルの音。
タグ<雑音>： 　　　上記以外で特に目立つ音。音種は特定せず一律「雑音」として扱う。µ ´
【原則】原則として，同種のボーカル音が 0.2秒以上の途切れなく連続して生じている区間。ただし以下補足 1
に記す通り，実際の認定作業ではこの基準にあまり厳密には従っていない。
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【補足】　
1. 転記単位Ｃはあくまで談話の流れを理解するための補足的な情報であり，転記単位Ａ・Ｂと比べて認定の
精度は粗い。例えば，転記単位Ｃの音は，言語音と重複する等の理由で聞き取りが困難な場合も多く，開
始・終了位置が厳密に同定できないことがある。またデモンストレーションや拍手の音などについては，
0.2秒の途切れで細かく分割せずに，一つのまとまったデモンストレーション，拍手として分割すること
もある。デモンストレーション中のちょっとした笑い声などは，対象外とすることもある。
2. 雑音としては，例えば講演と関係のない放送音やドアを閉める音，工事の音や発話中マイクに直接息がか
かる音などさまざまなものが考えられるが，このうち，次の条件を満たす場合を対象とする：(a) 話者の
言語音と時間的に重複し，かつ言語音の聞き取りに影響を及ぼす程に大きな音であると感じられる場合，
(b) 談話の流れに関与した可能性がある場合（例えば，突然の校内放送で発表が少し中断した場合など）。
2.2.1.5 転記単位間の時間的制約
転記単位Ｃは，自己を含む全ての転記単位（Ａ～Ｄ）と時間的に重複し得るが，それ以外，つまり，転記単
位Ａ，Ｂ，Ｄ同士は，自己を含めて互いに時間的に重複することはない（表 2.2参照）。
表 2.2 転記単位間の時間的重複の可能性
　　　　　　転記単位Ａ・Ｄ　　　　転記単位Ｂ　　　　 転記単位Ｃ
転記単位Ａ・Ｄ　　　　　　 × 　　　　 × ¤1 　　　　 ○
転記単位Ｂ 　　　　　　 | 　　　　 × 　　　　 ○
転記単位Ｃ 　　　　　　 | 　　　　 | 　　　　 △ ¤2
*1 単位Ａ中，タグ<P>で記されるポーズ区間と単位Ｂは重複し得る。「タグ<P>に関する例外」参照。
*2 異種の単位Ｃ同士は重複するが，同種の単位Ｃ同士は重複しない。
以下に注意点を挙げる。
【転記単位Ａと転記単位Ｂが重複する場合】転記単位ＡとＢが時間的に重複することもあり得るが（言語音の
途中にごく短いボーカル音が混入する場合など），言語音に 0.2秒以上の途切れが見られない場合には，転記
単位Ｂを独立した単位とは見なさず，転記単位Ａに含めた上で，ボーカル音の存在をタグで表現する（図 2.3
の (a)参照）。0.2秒以上の途切れが見られる場合は，それぞれ独立した単位と見なす（図 2.3の (b)参照）。
　　 　　　　(a) 転記単位Ａのみ認定する場合の例： 　　　　 　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 転記単位Ａ 0001 00001.000-00002.400 L: 　　
　　 ┌─────────────────────────┐ それでは & ソレデワ<咳> 　　
　　　───※※※※※※※※※※※＃＃＃＃※※※※※※※※※※※── ⇒　 まず　　 & マズ 　　
　　 └──────────┘└───┘└──────────┘ 0002 00002.800-00004.200 L: 　　
　　　　　　　　　言語音　　　　　　 咳　　　　　　言語音　　　　　　 本研究の & ホンケンキューノ 　　
　　　　　　　 　　　　　（咳を含み言語音に 0.2 秒未満の途切れ） 　　
　　 　　
　　 　　　　(b) 転記単位ＡとＢをそれぞれ認定する場合の例： 　　　　 　　
　　　　　　　　転記単位Ａ　　　　転記単位Ｂ　　　転記単位Ａ　 0001 00001.000-00001.600 L: 　　
　　 　　　┌─────────┐┌─────┐┌─────────┐ それでは & ソレデワ 　　
　　　───※※※※※※※※※※＃＃＃＃＃＃※※※※※※※※※※── ⇒ 0002 00001.600-00001.900 L:<咳>　　
　　　 　 　└─────────┘└─────┘└─────────┘ 0003 00002.000-00002.400 L: 　　
　　　　　　　　　　言語音　　　　　 咳　　　　　　言語音 まず　　 & マズ 　　
　　　　　　　 　　　　　（咳を含み言語音に 0.2 秒以上の途切れ） 　　　　 　　
図 2.3 転記単位ＡとＢが重複する場合の認定例
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【転記単位Ｂ同士で重複する場合】　理論的には異なる種類の転記単位Ｂ同士が時間的に重複することもあり
得るが（例えば，笑っている間に非常に短い咳が混入するが，笑い声に 0.2秒以上の途切れが見られない場
合など），このような場合，内包される短いボーカル音は独立した単位と認めず，表記対象から外す。
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（咳） … 0.2秒未満の場合は独立した単位として認めない　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓ 　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┌┐ 　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　───※※※※※※※※※※※＃※※※※※※※※※※※──　　 　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 └──────────────────────┘ 　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 笑い 　　　　　　　
図 2.4 転記単位Ｂ同士が重複する場合の認定例
【対話の場合】対話の場合，二人の話者の言語音やボーカル音が時間的に重複することもあるが，同一話者内で
重複することはない（対話における転記単位の認定については 2.6.1節参照）。
【タグ<P>に関する例外】転記単位Ａのうち，タグ<P>で示されるポーズ区間については，転記単位Ｂと重複し
得る（タグ<P>については，2.2.1.2節 33頁の脚注，および 2.5.19節参照）。実際の転記作業では，(1)短単
位内部か否かの判断は行なわずに一律 0.2秒以上のポーズで転記単位Ａを分割し，(2)それに基づき転記テ
キストを作成して形態論情報付与作業（3章参照）を行ない，(3)その結果を参照しながら短単位内部で転記
単位が分割されているものを結合する，という手順を踏んだ。このような手続きをとった結果，上記例外が
生じることとなった。¶ ³
0041 00098.407-00100.645 L：
(Fえーっと)　& 　 (Fエーッ<P:00098.768-00100.487>ト)
0042 00098.986-00099.228 L:<咳> 　　　　　　　　　　… タグ<P>で示されたポーズ区間の範囲内で時間的に重複µ ´
2.2.2 作業の流れ
転記基本単位の認定作業は，計算機上に (1) 音声波形，(2) スペクトログラム，(3) 転記単位の始端・終端
位置をマークするためのラベル用ウインドーを表示し，音を聴取しながら行なった。図 2.5 [A]に作業画面の
例を示す。ラベル用のウインドーは四つのレイヤーからなる。このうち１段目のレイヤーで，転記単位Ａ・Ｄ
（話者の言語音）の開始・終了位置がマークされる。この図では，Sが各転記単位の開始位置，Eが終了位置を
意味する。２段目のレイヤーでは転記単位Ｂ（話者のボーカル音）が，３段目のレイヤーでは転記単位Ｃのう
ち雑音以外が，４段目のレイヤーでは転記単位Ｃのうち雑音が，それぞれ同定される。
この作業によって認定された各転記単位の開始・終了時刻，および単位の種類の情報から，図 2.5 [B]に示す
時間情報テキストが自動的に作成される。１行が一つの転記単位に対応し，開始時刻の早い順に並べられる。
１列目から順に，転記単位 ID，開始・終了時刻（秒単位），音声チャンネルの IDが記載されている。話者の言
語音以外の音は，転記単位認定作業でその音種が特定される（この例では「咳」と「雑音」が認定されている）
ため，音声チャンネル IDの後に，その音種を示すタグ（<咳>，<雑音>など）が自動的に付与される。
この時間情報テキストをエディター上に表示し，話者の言語音（転記単位Ａ・Ｄ），つまり音声チャンネル
ID の右が空欄のもの) を対象に，その範囲の音を聴取しながら文字化および各種情報のタグ付け作業を行な
う。その結果，図 2.5 [C]に示すような転記テキストが作成される。文字化，およびタグ付け作業の詳細につ
いては，この後の節で詳述する。
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図 2.5 転記作業の流れ
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2.3 基本形の表記法
CSJの転記テキストでは，「基本形」と「発音形」という二種類の表記法を採用している。本節ではこのう
ち，基本形の表記法について取り上げる。基本形とは，漢字仮名を中心に可読性の高い形式で音声を文字化し
たものである。表記の揺れを極力抑えるために，表記基準を細かく定めると同時に，作業の効率を高めるため
に，基準に従って実際の語の表記を定めた 11万語からなる辞書も作成した。本節では，表記の仕様を概観し
た後，基準の詳細を記す。最後に，構築した辞書についてその概略を述べる。
2.3.1 表記の概要
2.3.1.1 使用する字種
基本形の表記には，原則として，(1)平仮名，(2)片仮名，(3)漢字を使用する。発話された内容は，長音記
号「ー」，繰り返し記号「々」，数字の小数点や節番号の区切りとして発話された「．」，ゼロの意で発話された
「○」を除いて全て，これら 3種類の字種で表記される。ただし可読性を高めるために，これらの字種に併記す
る形で，(4)アルファベット (ローマ字・ギリシャ文字)，(5)算用数字，(6)記号 (制限あり)も使用する。それ
ぞれの字種の詳細については，2.3.1.6節～2.3.1.10節で述べる。
2.3.1.2 字種間の書き分けの方針
【表記が漢字と平仮名で揺れるものの扱い】「例えば／たとえば」や「全て／すべて」のように，表記が漢字と
平仮名で揺れるものが数多く存在する。一般に漢字，平仮名のどちらも頻繁に使用されるものについては，
原則として漢字で表記するという方針をとる。これは，形態論情報を自動的に付与する際に，平仮名で表記
するよりも漢字で表記した方が高い解析精度を期待できるためである。形態論情報の付与については全体の
約９割が自動解析の範囲で行なわれる。そのためこの方針は，コーパス全体の精度にかかわるものであると
言える。ただし，漢字表記が可能なものであっても，仮名書きする慣習の強いもの*3は，無理に漢字表記せ
ず，平仮名 (交じり)で表記する。また，「言う／いう」，「行く／いく」，「余り／あまり」など，用法や品詞
の違いにより，漢字と仮名とで書き分ける語もある。書き分けの基準の詳細については次節以降で述べる。
【関連する語の表記との調整】個々の語の表記については，関連する語との整合性を検討しながら決定する。例
えば，動詞「掛かる」「掛ける」を漢字で表記するならば，「大掛かり」や「通り掛かり」，「追い掛ける」
のように，「掛かる」「掛ける」を構成要素として持つ語も同様に漢字で表記する。ただし，関連語との表記
の一致を強く推し進め，無理に統一することはしない。例えば「とびきり上等な」の「とびきり」は，その語
の構成要素である「飛ぶ」「切る」と表記を合わせると，「飛び切り」と記されることになるが，この語が「飛
び切り」と漢字表記されることはめったにない。このようなものまで無理に漢字に統一することはしない。
【当て字の扱い】常用漢字表の付表に記された熟字訓 (「玄人」や「下手」「相撲」「田舎」など)のみ使用可能
とし，それ以外の当て字 (「蕎麦」や「矢張り」など)は用いない。
*3 その判断については，新聞各社や NHK発行の用字用語集等を適宜参考にした。以降についても同様である。
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2.3.1.3 仮名遣い
和語・漢語の仮名遣いは，原則として「現代仮名遣い」に従う。要旨は以下の通りである。
¦ 直音は，表 2.3の「直音系列」に挙げる仮名を用いて記す。
¦ 拗音は，表 2.3の「拗音系列」に挙げる仮名を用いて記す (「ゃ」「ゅ」「ょ」は小書き)。
¦ 撥音は「ん」で，促音は「っ」(小書き)で表記する。
¦ 助詞の「は」「へ」「を」は，「わ」「え」「お」ではなく「は」「へ」「を」と記す。
¦ 原則として「じ」と「ず」を利用するが，以下の場合に限って「ぢ」「づ」を用いる。
² 「つづら」のように，同音の連呼によって生じた「ぢ」「づ」。
² 「言づて」や「小ぢんまり」のように，2語の連合によって生じた「ぢ」「づ」。
¦ 長音は原則として以下のように表記する。
² ア列，イ列，ウ列の長音は，ア列，イ列，ウ列の仮名にそれぞれ「あ」「い」「う」を添える。
² エ列の長音は「え」または「い」を添える (例：ええそうです，せいろ)。
² オ列の長音は「う」を添える (例：おはよう)。ただし「お」を添える語もある (例：おおよそ)。
2.3.1.4 送り仮名
以下に送り仮名の付け方に関する方針を記す。
¦ 用言で複数の送り仮名の付け方がある場合には，原則として送り仮名の字数の多い方を採用する。¶ ³
行なう (×行う)， 断わる (×断る)µ ´
¦ 体言で送り仮名の有無に揺れがある場合は，原則として送り仮名を付ける方を採用する。¶ ³
書き留め (×書留)， 待ち合い室 (×待合室)， 買い値 (×買値)µ ´
ただし，慣用的に送り仮名を付けないものについては，その限りでない (2.3.2.1節参照)。¶ ³
関取 (×関取り)， 取締役 (×取り締まり役)， 日光塗 (×日光塗り)， 浮世絵 (×浮き世絵)µ ´
2.3.1.5 同音異義語
同音異義語については，以下のように対処する。
¦ 明らかな同音異義語は表記を使い分ける。¶ ³
表わす／現わす， 計る／図る， 抑える／押さえるµ ´
¦ 使い分けが困難なものは，片方の漢字で代用可能である場合に限り表記を統一する。¶ ³
悲しい (×哀しい)， 会う (×逢う)， 尊ぶ (×貴ぶ)µ ´
¦ 使い分けが困難であっても，片方の漢字で代用しにくいものは表記を使い分ける。¶ ³
直感／直観， 意志／意思， 固い／硬い／堅いµ ´
書き分けが必要な語で頻出するものについては，書き分けのための具体的な基準を個別に整理し，実際の作業
において揺れが生じないよう努めた。
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以下，基本形の表記に用いる字種（平仮名・漢字・片仮名・記号）の詳細を記す。
2.3.1.6 平仮名
【表記の対象】平仮名は，通常の和語や漢語の他，以下の場合にも用いる。
¦ 擬音語・擬態語 (2.3.2.5節参照)。¶ ³
てくてく歩く， ざあざあ雨が降るµ ´
¦ フィラー・感情表出系感動詞 (2.3.2.6節, 2.5.1節参照)。¶ ³
あのー，えっと (フィラー)　　うわ，あーあ (感情表出系感動詞)µ ´
¦ 音や仮名文字のメタ的引用 (2.5.6節参照)。¶ ³
ばという音は，仮名のあを用いてµ ´
¦ 語の断片 (2.5.2節参照)。¶ ³
ここれは， りょ両方のµ ´
【使用可能な文字の範囲】平仮名は，原則として，表 2.3に示す文字のうち，直音・拗音系列の仮名，促音，撥
音の範囲で使用する。ただし，擬音語・擬態語，感情表出系感動詞，音・文字のメタ的引用，語の断片，一
部の俗語的表現 (「お父っつぁん」等)や古語，方言については，周辺的モーラ A・Bも使用することがあ
る。また，フィラー，感情表出系感動詞，音・文字のメタ的引用，語の断片については，長音記号「ー」を
平仮名と共に用いてよいものとする。
表 2.3 表記に利用する仮名文字のリスト (平仮名および片仮名として使用)
直音系列 拗音系列 　　　　周辺的モーラ A 　　　　周辺的モーラ B
アイウエオ ヤ ユ ヨ 　　　　イェ 　　　　
カキクケコ キャ キュ キョ　　　　 　　　　クヮ
ガギグゲゴ ギャ ギュ ギョ　　　　 　　　　グヮ
サシスセソ シャ シュ ショ　　　　シェ 　　　　スィ
ザジズゼゾ ジャ ジュ ジョ　　　　ジェ 　　　　ズィ
タチツテト チャ チュ チョ　　　　ティ トゥ テュ チェ ツァ ツィ ツェ ツォ　　　　
ダヂヅデド 　　　　ディ ドゥ デュ 　　　　
ナニヌネノ ニャ ニュ ニョ　　　　ニェ 　　　　
ハヒフヘホ ヒャ ヒュ ヒョ　　　　ヒェ ファ フィ フェ フォ フュ 　　　　
バビブベボ ビャ ビュ ビョ　　　　ブィ 　　　　ヴァ ヴィ ヴ ヴェ ヴォ
パピプペポ ピャ ピュ ピョ　　　　 　　　　
マミムメモ ミャ ミュ ミョ　　　　ミェ 　　　　
ラリルレロ リャ リュ リョ　　　　 　　　　
ワヲ 　　　　ウィ ウェ ウォ 　　　　
撥音 促音 長音 　　　　 　　　　
ン　 ッ　 ー 　　　　 　　　　
2.3 基本形の表記法 41
2.3.1.7 片仮名
【表記の対象】基本形における片仮名の使用は，原則として以下のものに限定する。
¦ 外来語・外国語。¶ ³
ピアノの曲をカセットテープに録音する，ディスイズアペンのような中学英語でµ ´
外来語が活用語として使用された場合，活用語尾については平仮名で書き表わす。¶ ³
ここでトラブると後が大変だµ ´
¦ 外国の人名や地名。¶ ³
ブッシュ大統領，ジャッキー・チェン，プサン港µ ´
ただし，中国人名，韓国人名のうち，著名な人名で漢字表記が可能なもの，および，中国の地名で漢字表
記が可能なものについては，漢字で表記する (詳細は 2.3.2.2節「人名」「地名」の項参照)。¶ ³
毛沢東，金大中，香港µ ´
¦ 専門用語や俗語などで片仮名書きする慣習の強いもの。¶ ³
ダフ屋，ミーハー，ト書き，フッ素，ヒトゲノム計画µ ´
¦ 動植物名 (魚介名や虫名を含む。一部例外あり。2.3.2.1節「表記の方針」の項参照)。¶ ³
リス，イルカ，アサガオµ ´
¦ 選択肢・箇条項目。仮に予稿集などの発表資料で平仮名が用いられていたとしても，一律片仮名で記す。¶ ³
ア，イ，ウ，　イ，ロ，ハµ ´
¦ 外国語・外来語の音や片仮名の文字に関するメタ的な引用 (2.5.6節参照)。¶ ³
摩擦音のヴが，片仮名でアとµ ´
¦ 片仮名で表記される語の断片 (2.5.2節参照)。¶ ³
ピピアノを弾く時には，アサアサガオを買ったµ ´
【使用可能な文字の範囲】片仮名語は，原則として，表 2.3に示す文字のうち，周辺的モーラ B(以下モーラ B)
以外の文字を使って書き記す。ただし，以下の場合に限り，モーラ Bの使用も認める。
¦ 外国語，音・文字のメタ的な引用，語の断片。¶ ³
ペルファヴォーレとかって，摩擦音のヴが， ヴァバイオリンをµ ´
¦ 固有名詞などで，モーラ Bを使用しないと同定が困難なもの。¶ ³
ヴィトンのバッグ（×ビトンのバッグ）µ ´
モーラ B以外の文字で書いて違和感がないものは，できるだけモーラ Aまでの範囲で書き記す。¶ ³
ベルサーチ（×ヴェルサーチ）µ ´
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2.3.1.8 漢字
【表記の対象】漢字は，通常の和語や漢語の他，以下を表記する際にも用いることがある。
¦ 漢字のメタ的引用（2.5.6節参照）：¶ ³
活動の活という字を用いてµ ´
¦ 漢字で表記される語の断片（2.5.2節参照）：¶ ³
事事件が， 在宅看護支え支援センターµ ´
【使用可能な文字の範囲】JIS第 1水準・第 2水準 (JIS X 0208{1990)の漢字を使用する。原則として，JIS第
1水準の漢字を用いて表記するが，「完璧」の「璧」や「牛丼」の「丼」のように，漢字書きする慣習の強い
ものや仮名書きでは分かりにくいものは，JIS第 2水準の漢字も使用する。
【複数の漢字表記が可能な場合】JIS第 1水準と第 2水準，新字と旧字の対立がある場合には，それぞれ前者，
つまり JIS第 1水準と新字を用いる。¶ ³
憧れ (×憬れ)， 万屋錦之助 (×萬屋錦之助)， 野村証券 (×野村證券)，文芸春秋 (×文藝春秋)µ ´
2.3.1.9 アルファベット・算用数字
【表記の対象と表記法】以下に示すような場合に，可読性を高めるために，漢字・仮名に併記する形でアルファ
ベット（ローマ字・ギリシャ文字）と算用数字を使用する。併記に際してはタグ (A)を用いる（タグの詳細は
2.5.9節参照）。ローマ字は，頻出する英語読みとドイツ語読みで発話された場合に限定して用いる（表 2.4
の括弧内参照）。CSJには，それ以外の読み方で発話されたものは出現しなかった（詳細は 2.5.9節参照）。
² アルファベットや算用数字での表記の方が認知度の高いもの。¶ ³
(A百十九;１１９)番，(Aトリプルエーアイ;ＡＡＡＩ)µ ´
² アルファベットの読み上げや略語。¶ ³
(Aエックス;Ｘ)座標，(Aワイワン;Ｙ１)，(Aシーディー;ＣＤ)µ ´
² 桁数の多い数字や小数を含む数字など，漢数字だけでは読みにくいもの。¶ ³
(A一万六千五十四;１６０５４)，(A三．一四;３．１４)µ ´
【使用可能な文字の範囲】全角の算用数字，および，表 2.4に示す全角のアルファベット (ローマ字・ギリシャ
文字)を使用する。ローマ字は大文字を，ギリシャ文字は小文字を原則とするが，以下のいずれかに該当す
る場合には逆も可とする。
¦ 一般的に表記が固定しているもの。¶ ³
(Aピーエイチディー;ＰｈＤ)， (Aアイ;ｉ)モードµ ´
¦ 発話中に大文字小文字に関する指定があるもの，発表資料に大文字小文字で書かれている関数や変数等。¶ ³
スモール (Aシー;ｃ)， ラージ (Aシータ;Θ)，(Aエフエックス;ｆｘ)， (Aエヌ;ｎ)分の一µ ´
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表 2.4 表記に利用するアルファベット（ローマ字・ギリシャ文字）とその読みのリスト
【ローマ字】 　 　
　 　　　Ａ ａ (エー／アー) Ｈ ｈ (エイチ／ハー) 　 　Ｏ ｏ (オー) 　 　Ｖ ｖ (ブイ／ファオ)
　　Ｂ ｂ (ビー／ベー) 　 　Ｉ ｉ (アイ／イー) 　 　Ｐ ｐ (ピー／ペー) 　 　Ｗ ｗ (ダブリュー／べー)
　　Ｃ ｃ (シー／ツェー)　 　Ｊ ｊ (ジェー／ヨット)　 　Ｑ ｑ (キュー／クー)　 　Ｘ ｘ (エックス／イクス)
　　Ｄ ｄ (ディー／デー)　 　Ｋ ｋ (ケー／カー) 　 　Ｒ ｒ (アール／エル)　 　Ｙ ｙ (ワイ／ユプシロン)
　　Ｅ ｅ (イー／エー) 　 　Ｌ ｌ (エル) 　 　Ｓ ｓ (エス) 　 　Ｚ ｚ (ゼッド／ズィー／ツェット)
　　Ｆ ｆ (エフ) 　 　Ｍ ｍ (エム) 　 　Ｔ ｔ (ティー／テー)　 　
　　Ｇ ｇ (ジー／ゲー) 　 　Ｎ ｎ (エヌ／エン) 　 　Ｕ ｕ (ユー／ウー) 　 　
　 　
【ギリシャ文字】 　 　
　 　　　α Α (アルファ) η Η (イータ) 　 　ν Ν (ニュー) 　 　τ Τ (タウ)
　　β Β (ベータ) 　 　θ Θ (シータ) 　 　ξ Ξ (グザイ) 　 　υ Υ (ウプシロン)
　　γ Γ (ガンマ) 　 　ι Ι (イオタ) 　 　ο Ο (オミクロン) 　 　φ Φ (ファイ)
　　δ Δ (デルタ) 　 　κ Κ (カッパ) 　 　π Π (パイ) 　 　χ Χ (カイ)
　　ε Ε (イプシロン) 　 　λ Λ (ラムダ) 　 　ρ Ρ (ロー) 　 　ψ Ψ (プサイ)
　　ζ Ζ (ゼータ) 　 　μ Μ (ミュー) 　 　σ Σ (シグマ) 　 　ω Ω (オメガ)
2.3.1.10 記号
表 2.5に挙げる記号（いずれも全角）を，「使用条件」の欄に示す範囲で用いる。便宜上，長音記号「ー」は仮
名に準ずるものと見なし，本節では説明しない。長音記号については，2.3.1.6節，2.3.1.7節を参照されたい。
表 2.5 表記に利用する記号のリスト
記号 　コード 　使用条件 例
区点・JIS
々 0125・2139 同一漢字が繰り返されている場合。 堂々，延々，点々，点々々，点々々々
詳細は本節補足参照。
・ 0106・2126 姓名の間や語の切れ目が分かりにくい箇所。 マルコ・ポーロ，テキスト・トゥー・スピーチ
詳細は本節補足参照。 れる・られる型敬語
． 0105・2125 数字の小数点，節番号等を表記する際に使用。 (A三．一四;３．１４)
必ずタグ (A)の右項または両項で使用。詳細は 2.5.9節参照。 (A二．三;２．３)節
○ 0191・217B ゼロの意で発話された「マル」。それ以外の場合では使用しない。 (A一○八四;１０８４)　×一丸八四
必ずタグ (A)の左項で使用。詳細は 2.5.9節参照。
＆ 0185・2175 略語 (アルファベット構成)で慣用的に必要性高いもの。 (Aエムアンドエー;Ｍ＆Ａ)
必ずタグ (A)の右項で使用。詳細は 2.5.9節参照。
－ 0161・215D 略語 (アルファベット構成)で慣用的に必要性高いもの。 (Aシーディーアール;ＣＤ－Ｒ)
必ずタグ (A)の右項で使用。詳細は 2.5.9節参照。
× 0163・215F 話者名や差別語・誹謗中傷の伏せ字として用いる。 国語研の (R××)と申します
必ずタグ (R)内で使用。詳細は 2.5.7節参照。
【 繰り返し記号「々」の使用条件に関する補足 】本記号の使用に際しては，以下の点に注意する必要がある。
¦ 「点々々」や「点々々々」のように，同一の漢字が三つ以上繰り返される場合にも用いる。¶ ³
点々々，点々々々µ ´
ただし，文脈や音調から，例えば「点々」が二つ，といった意味であることが明確に判断できる場合には，
「点々点々」と記す。その場合，文節は分割される。¶ ³
｜点々｜点々と｜点々を｜二つ｜記す｜　　　　　…　文節の区切りを ｜ で表現。µ ´
¦ 略語に起因して同一漢字が隣り合った場合には用いない。¶ ³
自自公連立政権 (×自々公連立政権)，電電公社 (×電々公社)µ ´
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【 中点「・」の使用条件に関する補足 】次のいずれかに該当する場合に本記号を使用する。
¦ 姓名の連続が片仮名連続になる場合，姓と名の間に中点を記す。¶ ³
ノーム・チョムスキー，　ビル・クリントン元大統領，　トム・ソーヤーµ ´
姓名の連続が片仮名連続にならない場合，および，敬称の後は，中点は不要。¶ ³
アントニオ猪木，　ミスターアンダーソン，　キャプテンクックµ ´
¦ 姓名連続の一部がアルファベットで表記された場合，その前または後に中点を記す。¶ ³
(Aオージェー;Ｏ・Ｊ)・シンプソン，　藤子・(Aエフ;Ｆ)・不二雄µ ´
¦ 外国語の前置詞・接続詞・冠詞・繋辞の前または後に中点を記す。¶ ³
アナリシス・バイ・シンセシス， 　 データーアナリシス・アンド・プロバビリティー
レ・ミゼラブル，　 ウィー・アー・ザ・チャンピオンµ ´
¦ 同じ文節に属する並立要素 (2.8.3節の 3参照)が次のいずれかに該当する場合，並立要素間に中点を記す。
² 並立要素 (のいずれか)に，人名，地名，片仮名，アルファベット，数字が含まれるもの。¶ ³
谷山・志村予想が，　　新宿・三鷹間，　　学習データー・入力データー共
ビタミン (Aエー;Ａ)・(Aシー;Ｃ)が，　　五・十二ページいずれも
鈴木 (A千九百九十三;１９９３)・(A千九百九十六;１９９６)参照µ ´
² 体言以外のものが並立の構成要素となっているもの。¶ ³
れる・られる型敬語が，　です・ます体でµ ´
² 並立の構成要素が三つ以上あるもの。¶ ³
学校・工場・電気等でございます，　月曜・水曜・金曜日にµ ´
ただし漢語の最小単位 (3.1.3.1節参照)の並立には中点を挿入しない。¶ ³
市町村長 (×市・町・村長)，　近中遠称 (×近・中・遠称)µ ´
² 並立要素間に中点を記さないと並立と解釈できない，または並立要素が定まらないもの。¶ ³
哲学・教育的背景 　　　… 「哲学教育の背景」ではなく「哲学的，教育的背景」の意の場合µ ´
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基本形における字種の使用範囲を，表 2.6にまとめる。基本形の字種の使用範囲に制約を与えるタグについ
ても触れる。
表 2.6 基本形における字種の使用範囲 ア
　　　　文字種 平　仮　名 　 片　仮　名 長音　 漢字 　算用　アルファ　 　　記　号 イ
出現環境 直拗　周 A　周 B 　直拗　周 A　 周 B 　 　数字　 ベット 　A　B　C　D　E
和語漢語 ウ ○ 　 △ 　 △ 　 × 　 × 　 × × 　 ○ 　 × 　 × 　×　×　×　△　×
片仮名語 エ × 　 × 　 × 　 ○ 　 ○ 　 △ ○ 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　○　×
(F)フィラー ○ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × ○ 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　×
(F)感情表現 ○ 　 ○ 　 ○ 　 × 　 × 　 × ○ 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　×
(D)語の断片 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ 　 ○ 　 × 　 × 　×　×　×　×　×
(D2)助詞等言い直し オ ○ 　 × 　 × 　 △ 　 △ 　 × △ 　 ○ 　 × 　 × 　×　×　×　×　×
(A)左項 ○ 　 × 　 × 　 ○ 　 ○ 　　 △ カ ○ 　 ○ 　 × 　 × 　○　○　×　×　×
(A)右項 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × × 　 × 　 ○ 　 ○ 　○　×　○　○　×
(O)外国語 × 　 × 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ 　　 △ キ　 × 　 × 　×　×　×　○　×
(K)左項 ○ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × × 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　×
(K)右項 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × × 　 ○ 　 × 　 × 　○　○　×　×　×
(M)音や文字の引用 ク ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○ 　 ○ 　 × 　 × 　×　×　×　×　×
(R)伏せ字範囲 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × × 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　○
※ア．「(O言い(Fん )ーやる)」のように，複数のタグが重複する場合，重複している範囲の字種の使用範囲は, 一番内側
のタグ (この場合はタグ (F))の制約に従う。ただしタグ (R)のみ，内側のタグの範囲にも制約を与える。つまり，
「(R国研(D太)(Fえ )ー太郎)が発表します」といった場合，内側のタグ (D), (F) の範囲も含めてタグ (R)の制約
に従い，「(R××(D×)(F××)××)が発表します」と記される。なお，本表にないタグについては独自の制約は
ない。例えば「(D (? しゅ)り)」であれば，タグ (?)の範囲はタグ (D)の制約に，外側に他のタグがなければ，和
語漢語，あるいは片仮名語の制約に従う。
※イ．記号 A：「．」(ピリオド)，記号 B：「○」，記号 C：「＆」「－」，記号 D：「・」(中点)，記号 E：「×」．
※ウ．本表に示すタグの範囲外。ただし音・文字以外の引用の(M)と外国語以外の (O)は含む。なお，周辺的モーラ A・
Bの使用は，擬音語，擬態語，一部の俗語的表現，古語，方言に限定される。また記号Ｄについては，語の切れ目
が分かりにくい複合語の場合に限定される。
※エ．本表に示すタグの範囲外で，片仮名で表記される語。音・文字以外の引用の(M)は含む。
※オ．片仮名，長音記号の使用は，数字「ゼロ」の言い直しおよび外来語系接辞 (「センチ」等)に限定。
※カ．「ツェー（Ｃ）」，「ズィー・ツェット（Ｚ）」のみ。
※キ．中国語など漢字を使用する外国語に限定。
※ク．音や文字に関するメタ的引用は，原則として平仮名で表記するが，外国語や外来語の音を引用している場合や，文
字の引用で文字種 (片仮名や漢字)が文脈から特定できる場合は，片仮名や漢字で記す。
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2.3.2 表記の詳細
本節では，基本形の詳細について述べる。原則として品詞別に説明するが，必ずしも全ての品詞に触れる訳
ではなく，あくまで表記する上で注意が必要と判断されたものに絞る。なお，本節で述べる品詞は，CSJの形
態論情報付与で用いられている品詞 (3.3節参照)とは必ずしも一致しない。あくまで，転記テキストにおける
基本形の表記方針を説明するために品詞の枠組みを導入しただけであり，厳密な体系とはなっていない点に注
意されたい。
2.3.2.1 名詞
【表記の方針】　　
¦ 一般に表記が漢字と平仮名で揺れる場合，原則として使用可能な漢字の範囲内で漢字表記する。¶ ³
噂（×うわさ），鞄（×かばん），言葉（×ことば）µ ´
¦ 仮名書きする慣習の強いものは平仮名で表記する。¶ ³
うち（×家），おかず（×お数），はがき（×葉書き），くじ（×籤），ごみ（×塵），おかみさん（×お上さん），
あだ名（×仇名)，うま煮（×旨煮)，住まい（×住居)，なま物（×生物)µ ´
¦ 専門用語や俗語などで片仮名書きする慣習の強いものについては，片仮名で表記することもある。¶ ³
フッ素（×弗素），ヒトゲノム計画（×人ゲノム計画），ト書き（×と書き），ノミ行為（×のみ行為），
コンロ（×焜炉），コマ（×齣），ピンはね（×ぴんはね），学ラン（×学らん），カラオケ（×からおけ）µ ´
その際，例えば専門用語では「ヒトゲノム」のように「人」を片仮名で表記するが，それ以外では「人」
と漢字表記するといった具合に，使う文脈によって書き分けるものもある。
¦ 動植物名 (魚介名，虫名を含む)については，原則として片仮名で表記する。¶ ³
リス， イルカ， アサガオµ ´
ただし，「猫舌」や「猫に小判」のように，熟語や諺，慣用句の中で一般的に漢字表記されることが多いも
のについては，表記の統一という観点から，単独に出現する場合も含めて例外的に漢字表記とする。この
ように例外的に漢字表記するものについては，転記作業用の辞書 (2.3.6節参照)に個別に登録し，揺れが
生じないよう努めた。
¦ 固有名詞については必ずしも本節の方針に従わない。詳細は 2.3.2.2節を参照されたい。
【形式名詞と実質名詞】名詞には，「言われた通り作った」の「通り」のように，それ自身では実質的な意味を
表わさず，連体修飾語を受けて名詞として機能する形式名詞と，「大きな通りを渡る」の「通り」のように，
それ自身が実質的な意味を表わす実質名詞とがある。形式名詞と実質名詞の表記については，以下の 3種類
に分けることができる。
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² 形式名詞を平仮名で，実質名詞を漢字で表記するもの。例えば以下の語がこれに相当する。¶ ³
形式名詞の例 実質名詞の例
うち 今週のうちに終える。遊んでるうちに雨はやんだ。 闘志を内に秘める。内に篭もった性格。
くせ そのくせ成績は良い。 癖はなかなか直らない。髪をいじる癖がある。
ふり 考えるふりをする。寝ているふりをする。 踊りの振りを教わる。身振りで相手に伝える。
わり おいしいわりには安い。口が悪いわりには優しい。 割りに合わない仕事をする。割りを食う。µ ´
² 形式名詞，実質名詞のどちらであっても漢字で表記するもの。例えば以下の語がこれに相当する。¶ ³
形式名詞の例 実質名詞の例
通り 言われた通り作った。この例に見られる通り。 大きな通りを渡る時は注意する必要がある。
訳 遊んでいる訳ではない。こんなに早く来る訳がない。 遅れてきた訳を説明しなさい。µ ´
² 形式名詞，実質名詞のどちらであっても平仮名で表記するもの。例えば以下の語がこれに相当する。¶ ³
形式名詞の例 実質名詞の例
こと 塾に行くことにする。 始めないことには仕方ない。 ことがことだけに厄介だ。
もの 提出はしたものの自信はない。勉強とは難しいものだ。 ものはいいが値段が高いのが難点だ。
ところ 実のところよく知らない。見たところで分からない。 そこはどんなところですか。
やつ それはつまり忘れちゃったってやつか。 遅くまで残ってたやつは多めに払って。µ ´
ただし，「こと」「もの」「ところ」については，複合語の場合に漢字表記することもある。¶ ³
こと：物事，仕事，願い事，事納め，　もの：物分かり，物静か，夏物，　ところ：台所，居所，泣き所µ ´
【送り仮名の付け方】送り仮名は以下の規則に従って付与する。
¦ 名詞の中には仮名を送るものがある。例えば以下の語がこれに相当する。¶ ³
辺り，哀れ，勢い，後ろ，傍ら，幸い，幸せ，半ば，情け，斜め，誉れµ ´
¦ 活用語から転じた名詞，および活用語に「さ」「み」「げ」などの接尾語が付いて名詞になったものについ
ては，元の語の送り仮名の付け方に従う。¶ ³
動き，戦い，眺め，残り，暑さ，大きさ，明るみ，惜しげµ ´
¦ 送り仮名の有無に揺れがある場合は，原則として送り仮名を付ける方を採用する。¶ ³
書き留め (×書留)，待ち合い室 (×待合室)，小包み (×小包)，買い値 (×買値)，踏み切り (×踏切)，後ろ (×後)µ ´
¦ 慣用的に送り仮名を付けないものについては，送り仮名は付けない。¶ ³
関取，頭取，取締役，取締法　 (地位・身分・役職・法令等の名)
博多織，小倉織，加賀染，日光塗，金剛塗，越前彫　 (工芸品の名称)
氷，合図，立場，座敷，建物，物置，番組，乗組員，役割，葉巻，物語，植木，並木，浮世絵　 (その他)µ ´
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¦ また，送り仮名の有無に関し，使い分けが必要なものも幾つかある。典型的なものを以下に挙げる。¶ ³
係／係り [無] 特定の仕事の役割名を表わす場合。「出納係」「給食係」など。
[有] それ以外の場合。「係り受け」など。
組／組み [無] 組織，グループに関する語の場合。「1年 2組」「組合」「組頭」「組員」など。
[有] それ以外の場合。「組み合わせ」，「組み紐」など。
舞／舞い [無] 実際の踊りに関することを表わす場合。「舞を舞う」「獅子舞」「舞子」「舞扇」など。
[有] 動詞，および動詞が名詞化した語の場合。「舞う」，「振る舞う→振る舞い」など。
折／折り [無] 時を表わす語の場合。「折々」「折から」「折しも」「折節」「時折」など。
[有] それ以外の場合。「折り紙」「折り合い」「折り詰め」など。
巻／巻き [無] 「荒巻」「絵巻」「絵巻物」「竜巻」「虎の巻」「葉巻」「昆布巻」は送り仮名を付けない。
[有] それ以外の場合。「巻き舌」「巻き尺」「鉢巻き」「首巻き」など。
隣／隣り [無] 「隣組」「隣近所」は送り仮名を付けない。
[有] それ以外の場合。「隣り」「両隣り」「隣り合わせ」など。
話／話し [無] 下記以外の場合。「話がある」「面白い話だった」など。
[有] サ変動詞として用いられる場合:「お話しする」「お話ししていただく」など。µ ´
なお，動詞の場合は送り仮名を付与するが，名詞の場合は一律送り仮名を付与しないものもある。¶ ³
志／志す [無] 名詞の場合。「青雲の志」，「志の高い若者」など。
[有] 動詞の場合。「志す」。
煙／煙る [無] 名詞の場合。「煙」「湯煙」「水煙」など。
[有] 動詞の場合。「煙る」「煙たがる」。
印／印す [無] 名詞の場合。「印」「合い印」など。
[有] 動詞の場合。「印しておく」。µ ´
【代名詞】漢字と平仮名で表記が揺れるものについては漢字で表記する，という表記の方針 (2.3.1.2節参照)に
従い，代名詞も可能な範囲で漢字で表記する。¶ ³
私（わたし，わたくし），僕，我々，我ら，誰，皆（みな），幾つµ ´
ただし，当て字に関する表記原則（2.3.1.2節参照）や慣習に従い，平仮名表記するものも少なくない。例え
ば以下の語がこれに相当する。¶ ³
あなた（×貴方，彼方，貴女），みんな（×皆，皆な）a，いつ（×何時），いずれ（×何れ・孰れ）
これ（×此，是など），ここ（×此所，此処），こちら（×此方），それ（×其れ），あれ（×彼），どれ（×何れ）b
a 読みが「みんな」の場合は平仮名表記，「みな」の場合は漢字表記とし，書き分ける。
b「こそあど系」の代名詞は，一律平仮名表記とする。µ ´
2.3.2.2 固有名詞
【表記の方針】基本形は原則として，2.3.1節で述べた方針 (以下「基本形の表記方針」)に従って書き記し，表
記の統一を図るが，固有名詞については，以下の方針に従って表記する (以下「固有名詞の表記方針」)。
¦ 使用可能な文字 (2.3.1.1節参照)のみを使用し，それ以外のものは一切用いない。
¦ 当該の固有名詞本来の表記，あるいは一般的に認知されている表記を，把握できる範囲で採用する。
¦ 一般に複数の表記が用いられている場合には，できるだけ基本形の表記方針に沿うものを用いる。ただ
し，使用頻度や認知度に明確な差がある場合については，頻度が高く広く認知されている表記を採用する。
¦ 外国の人名や地名の場合，「ベートーベン／ベートーヴェン」のように，表記に揺れが見られることも少
なくない。このような場合には，2.3.3節に示す基準に従って表記する。
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【人名】　
¦ 日本人名 (芸名やペンネームなどを含む)は，原則として，2.3.1.1節に記した字種の範囲で，一般に用い
られている表記を使用する。¶ ³
椎名林檎， いソノてルヲ，つのだひろ（×つのだ☆ひろ），藤岡弘（×藤岡弘、）µ ´
¦ 外国人名は原則として片仮名を用いて表記する (実際の表記法については 2.3.3節参照)。¶ ³
ブッシュ大統領，ジャッキー・チェン，(Aオージェー;Ｏ・Ｊ)・シンプソンµ ´
ただし，中国人名，韓国人名のうち，著名な人名で，漢字表記が可能なものは，漢字を用いて表記する。¶ ³
毛沢東，魯迅，李登輝，金大中，金日成µ ´
¦ 漢字表記する人名 (日本，中国，韓国の人名)のうち，知名度の高い政治家 (総理大臣など)や著名な作家，
芸術家，芸能人などについては，2.3.1.8節に挙げた「JIS第 1水準／第 2水準」に関する規定にかかわら
ず，固有名詞本来の表記を採用する (以下「漢字の使用範囲の拡張」)*4。¶ ³
小渕元首相（本来の規則では JIS第１水準「淵」を使用）µ ´
ただし，「新字／旧字」の別については，一律新字を採用する。¶ ³
万屋錦之助 (×萬屋錦之助)µ ´
JIS第 1水準・JIS第 2水準に存在しない漢字については，その部分のみ仮名で表記する。¶ ³
久野すすむ先生 （「すすむ」は「日」に「章」），　トウ小平（「トウ」は「登」におおざと）µ ´
【地名 (場所名・地形名等含む)】　
¦ 日本の地名は，2.3.1.1節に記した字種の範囲で，一般に用いられている表記を使用する。¶ ³
東京，北海道，埼玉県さいたま市，たまプラーザµ ´
¦ 外国の地名は片仮名で表記する (実際の表記法については 2.3.3節も参照されたい)。¶ ³
ニューヨーク，ソウル，ピョンヤン，チベット，チョモランマ，マカオµ ´
ただし，中国の地名で漢字表記が可能なものは，漢字で表記する。¶ ³
香港，上海，北京µ ´
¦ 漢字表記する地名のうち，固有名詞の同定に支障があるものについては，前項「人名」で述べた範囲で漢
字の使用範囲を拡張し，一般に用いられている表記を採用する。
*4 上記に該当する人名全てが，必ず当該語本来の表記で記されるという訳ではなく，冒頭の固有名詞の表記方針で述べたように，あ
くまでその表記が把握できた範囲に限る。逆に，上記に該当しない人名であっても，知名度が高く，基本形の表記方針に従って表
記すると，個人の同定に支障が生じる可能性があるものについては，適宜，当該語本来の表記を採用する。ただし，CSJには学会
発表が含まれているため，研究者の氏名が非常に多く見られるが，これについては，知名度にかかわらず一律基本形の表記方針に
従って表記する。
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¦ 日本の地名，駅名，路線名，学校名等で使用される「ヶ」「ケ」「ガ」「ノ」「之」「ツ」は，本来の表記に
かかわらず，「が」「の」「つ」と表記する。これは，「千代田区丸の内」(住所)と「丸ノ内線」(路線名)と
いった具合に，正式名称を採用することによって表記の揺れが生じることがあるためである。また，正式
名称を完全に把握することが難しいという作業上の問題もあった。¶ ³
阿佐が谷，中の島，霞が浦，芦の湖µ ´
ただし「之」については，一般的に「之」が使用されている知名度の高い地名で，他の表記 (「ノ」や「の」)
で書かれることがないものについては，「之」を使用する。¶ ³
徳之島 (とくのしま)，川之江 (かわのえ)市µ ´
なお「八戸 (はちのへ)」や「一橋 (ひとつばし)大学」のように，元々の表記に上述の文字が用いられてい
ないものについては，本規定は適用されない。
【その他の固有名詞】上記以外の固有名詞 (組織名，書名，楽曲名，映画名，番組名，商品名など)についても，
2.3.1.1節に記した字種の範囲で，可能な限り固有名詞本来の表記を採用する。「人名」の項で述べた漢字の
使用範囲の拡張は，人名・地名以外の固有名詞では一切行なわない。¶ ³
龍谷大学 (×竜谷大学)，後撰和歌集 (×後選和歌集)，綴方読本 (×綴り方読本)，なごり雪 (×名残り雪)，
こどもの日 (×子供の日)，すかいらーく (×スカイラーク)，アド街っく天国µ ´
【外来語に関する例外】以下のいずれかに該当する場合には，固有名詞の表記方針には従わず，基本形の表記方
針を優先する。
¦ 語末長音の有無で揺れが見られる語を含む固有名詞は，一律長音を使用する (2.3.3節「語末長音の表記の
有無」参照)。¶ ³
アップルコンピューター，東急ストアー，マイフェアーレディーµ ´
¦ アルファベット表記される固有名詞の本来の読みが，表 2.4に挙げたものと異なる場合，表 2.4に挙げた
読みを採用する。¶ ³
(Aエーティーアール;ＡＴＲ)　…　組織名．本来は「エイティーアール」
(Aケーエスディー;ＫＳＤ)　　…　組織名．本来は「ケーエスデー」µ ´
2.3.2.3 数詞
【表記の方針】数字は，算用数字ではなく漢数字で表記する。「キューヒャクロクジューサン」のように位の
単位が発話されているものは，「九百六十三」のように位も含めて表記する。一方，「イチキューロクサン」
のように位の単位が発話されない場合には，「一九六三」のように漢数字を並べて表記する。なお，数字が
外国語，外来語で話された場合は，「ラッキーセブン」のように片仮名で書き表わす。
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【算用数字の併記】算用数字での表記の方が認知度の高いものや，桁数の多い数字や小数を含む数字など，漢
数字だけでは読みにくいものについては，タグ (A) を用いて，漢字・仮名に併記する形で，算用数字 (全角)
を用いることがある。詳細は，2.3.1.9節，2.5.9節を参照されたい。¶ ³
(Aエフワン;Ｆ１)，(Aスリーディー;３Ｄ)，(Aシーオーツー;ＣＯ２)，(Aダブリューオーセブン;００７)
(A四百九十五万三千五百四;４９５３５０４)円，西暦 (A千九百五十;１９５０)年，(A三．一四;３．１４)µ ´
【記号の扱い】数詞に関連した記号としては，後述の，ゼロの意で発話された「○」と小数点・節番号の「．」
のみ使用可とする。それ以外の記号 (分数記号や正符号，四則演算記号，単位記号)は一切使用しない。また
「○」「．」も，上記の文脈以外では一切使用しない。¶ ³
三分の一　　…　×　 (A三分の一;１／３)，　　　　　マイナス十五　…　×　 (Aマイナスジューゴ;－１５)
三掛ける四　…　×　 (A三掛ける四;３×４)，　　　　六メートル　　…　×　 (A六メートル;６ｍ)µ ´
【0（ゼロ，レイ，マル）の使い分け】発音が「ゼロ」のときは片仮名で「ゼロ」と，「レイ」のときは漢字で
「零」と，「マル」のときは記号で「○」と記す。記号「○」はゼロの意で発話された場合にのみ用い，必ず
タグ (A)を用いて算用数字を併記する。また「ゼロ」「零」が数字列の中に出現した場合にも，同様にタグ
(A)を必須とする。併記する算用数字の部分は，いずれの場合も全角の「０ (ゼロ)」を用いる。¶ ³
ゼロになる，　内線 (A三ゼロ二;３０２)，　午前零時，　 (A三○二;３０２)号室µ ´
【小数】小数の場合は，必ずタグ (A) を用いて漢字・仮名に併記する形で算用数字 (全角) で表記する。小数
点としては，「テン」(例：三テン一四)，「ポイント」(例：スリーポイントファイブ)，「コンマ」(例：零
コンマ三四) と発話されたもののみを認める。以下の例に示す通り，タグ (A)の左項には，実際の発話に従
い「．(テン)」「ポイント」「コンマ」のいずれかを，右項には一律全角ピリオド「．」を記す。¶ ³
(A三．ゼロ六;３．０６)，　 (Aワンポイントフォー;１．４)，　 (A零コンマ八七四;０．８７４)µ ´
【概数】「一二個 (1～2個)」や「千九百四五十年 (1940～50年)」など，おおよその数を言う場合は，タグ (A)
は一切用いず，漢数字のみで「一二個」「千九百四五十年」のように表記する（なお並立の場合については，
2.3.1.10節「中点「・」の使用条件に関する補足」の項参照）。
【数字の言い直し】数字列内で数字の言い直しがあった場合には，言い直された数字にタグ (D2) を付与する
(詳細は 2.5.3節参照)。これは，何もタグを付与しないと，可読性を著しく落とすだけでなく，場合によっ
ては概数と間違えるなどの誤解を招く恐れがあるためである。¶ ³
昭和三十 (D2七)二年の七月に 　　…　×　昭和三十七二年の七月に
(A千九百七十 (D2二)三;１９７３)年の　　…　×　 (A千九百七十二三;１９７２３)年のµ ´
2.3.2.4 副詞
副詞の中には，副詞として用いられている場合は平仮名で表記するが，それ以外の品詞の場合には漢字で表
記するといった具合に，書き分ける必要のあるものがある。以下に幾つか例を挙げる。
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　＊「あまり」 … 「余りがある」のように名詞の場合は漢字で「余り」と表記。
　＊「だんだん」 … 「畑が段々になっている」のように名詞の場合は漢字で表記。
　＊「わりあい」 … 「人口に対する出生の割合」のように名詞の場合は「割合」と漢字で表記。
　＊「いっぱい」 … 「酒を一杯だけ飲む」のように，数詞＋助数詞の場合は漢字で表記。
　＊「まもなく」 … 「休む間もなく」のように「ま」に係る連体修飾成分がある場合は漢字で表記。
　＊「よく」 … 形容詞「良く (良い)」の場合は漢字で表記。µ ´
2.3.2.5 擬音語・擬態語
【表記の方針】　
1. 原則として，聞こえた通り表記する。¶ ³
てくりてくりと歩く，ぱりばりと音がする，ぐんるぐる回るµ ´
2. 明らかに発音の怠け (子音や長音，促音の脱落など) の場合には，一般の語と同様にタグ (W) を用いる
（タグの詳細は 2.5.11節参照）。¶ ³
さっぱりと 　　 &　　 (Wサッパイ;サッパリ)ト
ぐうすかと 　　 &　　 (Wグスカ;グースカ)ト
ぱっぱかぱっぱか　　 &　　 (Wパッパカパパカ;パッパカパッパカ)µ ´
【母音の引き延ばし】長音記号は用いず，母音で記すか，基本形には一切何も記さないものとする。後者の場
合，発音形において母音の引き延ばしをタグ<H>で表現する（タグの詳細は 2.5.17節参照）。使い分けの基
準は概ね以下の通りである。なおここで言う「語」は，原則として最小単位 (3.1.3.1節参照)を指す。
¦ 母音表記するもの：
² 母音の延伸が語中に位置し，かつ動物の鳴き声・人間の声を表わす語で長音のある形の方が自然なもの。¶ ³
ほうほけきょ，ぴいひょろろµ ´
ただし撥音の前の語中長音については，長音のある形の方が自然なものであっても，基本形に母音を記
さず，一律タグ<H>を用いる。¶ ³
うえん & ウエ<H>ン　　　… ×うええん & ウエーンµ ´
² 母音の延伸が語末に位置し，かつ音を模倣する語で 1音節のもの，およびその繰り返し。¶ ³
汽笛がぽう¤ と鳴る，雨がざあ ざあ降る，猫がみい みい鳴く
¤ オ列の長音において母音を表記する場合，原則として「う」を添える（×ぽお）。µ ´
¦ タグ<H>を用いるもの：上記以外のもの，および迷うもの。¶ ³
ふわり　& フワ<H>リ，　げろげろ　& ゲ<H>ロゲ<H>ロ，　ほぎゃと　& ホギャ<H>トµ ´
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【子音の引き延ばし】 「っ」で記すか，基本形には一切記さないものとする。後者の場合，発音形において子
音の引き延ばしをタグ<Q>で表現する（タグの詳細は 2.5.18節参照）。使い分けの基準は概ね以下の通りで
ある。
¦ 子音の延伸が語中に位置する場合：
² 原則として一般の国語辞典に準ずる。具体的には以下の通り。
1. 促音のない形のみ見出しに挙げられている場合はタグ<Q> で記す。¶ ³
ぽちゃん　& ポ<Q>チャン　　… × ぽっちゃん　& ポッチャンµ ´
2. 促音のある形のみ見出しに挙げられている場合は促音「っ」で記す。¶ ³
ゆったり　& ユッタリ　　… × ゆたり　& ユ<Q>タリµ ´
仮に促音のない形で発話された場合，タグ (W)を用いて促音「っ」を含めた形を基本形に記す。¶ ³
ゆったり　& (Wユタリ;ユッタリ)　　… × ゆたり　& ユタリµ ´
3. 両方が見出しに挙げられている場合は促音「っ」で記す。¶ ³
ぴったり　& ピッタリ　　… × ぴたり　　& ピ<Q>タリµ ´
仮に促音のない形で発話された場合，そのままの形を基本形に記す。¶ ³
ぴたり　　& ピタリ　　　… × ぴったり　& (Wピタリ;ピッタリ)µ ´
なお，意味や用法によって扱いが異なるものもある。例えば，辞書には「ばたり」と「ばったり」の両
方が見出しに挙げられており，上記基準に従うと 3に分類される。実際「ばたり／ばったり倒れる」
のようにものが落ちたり倒れたりする場合は両方用いるため 3に分類されるが，「ばったり出会う」の
ように偶然出会うさまを表わす場合は「ばたり」は用いられないため 2に分類される。
² 国語辞典に載ってないものについては，原則として以下の通り判断する。
1. 促音のある形が促音のない形の強調と判断でき，かつ促音のない形の方が自然な場合には，タグ<Q>
で記す。¶ ³
かくん　　& カ<Q>クン　　… × かっくん　　& カックンµ ´
2. 上記以外の場合については，「擬音語・擬態語は聞こえた通り表記する」という方針に従い，促音
「っ」で記す。¶ ³
ぱっぱか　& パッパカ　　… × ぱぱか　& パ<Q>パカµ ´
¦ 子音の延伸が語末に位置する場合：
² 語末が撥音か母音の延伸の場合，あるいは，3モーラ以上で構成される語の場合は，原則としてタグ<Q>
で対処する。¶ ³
ぐさりと　& グサリ<Q>ト　　… × ぐさりっと　& グサリット
どんと　　& ドン<Q>ト　　　… × どんっと　　& ドンット
にゃあと　& ニャー<Q>ト　　… × にゃあっと　& ニャーットµ ´
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² 上記以外の場合については，聞こえた通り記すという原則に従い，促音「っ」で記す。¶ ³
かちゃっ と，かちゃっ かちゃっ と，かちゃ かちゃっ と　　　… 促音が知覚されない場合：かちゃ かちゃ とµ ´
なお，「ぱっと」のように，促音と引用の「と」まで含めた形で 1最小単位と認定されている語もある。
この場合，促音は必須であるため，促音が発話されなかった場合は，タグ (W)で促音を復元する。
2.3.2.6 感動詞
転記の観点から感動詞を便宜的に以下の五つに分けた上で表記の詳細を記す。フィラー，感情表出系感動詞，
応答表現（対話のみ）に対しては，タグ (F)（2.5.1節参照）が付与される。このうちフィラーと応答表現につ
いては，タグとの関係もあるため，詳細を 2.5.1節に譲ることとし，本節では基本形の表記にかかわることを
中心に簡単に記す。感情表出系感動詞については，その記述の多くが表記にかかわることであるため，本節に
詳細な情報を記す。
感動詞の内訳 例 タグ (F)の対象 関係する節 ¤
フィラー（場繋ぎ的な表現） あのー，えーと，あー，んー，あのですね 付与（全講演対象） 本節・2.5.1節
感情表出系感動詞 あ（っ），あら（っ），おー，ふーん，わー 付与（全講演対象） 本節・2.5.1節
応答表現 はい，ええ，うん，いえ，いいえ，いや 付与（対話のみ対象） 本節・2.5.1節
挨拶表現 こんにちは，ただいま，お疲れ様， | 本節
呼び掛け・掛け声 おお，おい，ね，よう，さあ，それ，よし | 本節
　 ¤ より詳細な情報がある節を下線で記す。
【フィラー】　
¦ フィラーとは，以下の発話例に見られるような，言い淀み時などに出現する場繋ぎ的な表現のことである。¶ ³
これは そのー 重要な問題なので あのー 今回の おー 議論でも ん 大きく取り上げたいと思いますµ ´
¦ このような表現は，CSJが対象とする自発性の高い話し言葉には極めて頻繁に出現する。そこでまず，あ
る程度の規模のデータを書き起こした段階で，そこに出現する場繋ぎ機能を有する表現を抽出し，ある一
定の頻度で当該の機能を有すると判断されたものを「フィラー表現」と見なすこととした。その結果，以
下に挙げるものをフィラー表現と認定した。いずれも平仮名で表記する。
フィラー表現¶ ³
基本表現：
　あ（ー），い（ー），う（ー），え（ー），お（ー），ん（ー），と（ー）*，ま（ー）*，
　う（ー）ん，あ（ー）（ん）（ー）の（ー）*，そ（ー）（ん）（ー）の（ー）*，
　う（ー）ん（ー）（っ）と（ー）*，あ（ー）（っ）と（ー）*，え（ー）（っ）と（ー）*，ん（ー）（っ）と（ー）*
組み合わせ：
　上記基本表現　 ＋ 「～ですね（ー）」「～っすね（ー）」　 [例]あのですね，えーとっすねー
　＊印の基本表現 ＋ 「～ね（ー）」「～さ（ー）」 　 [例]まーねー，うーんとさー
※ 括弧内は任意　 [例] あの，あのー，あーの，あんのー，あーんのー，あのですね，あーのですねーµ ´
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¦ 上記フィラー表現が，実際の発話で場繋ぎ機能を有した場合にのみフィラーと見なし，タグ (F)を付与す
る。上記以外の表現については，たとえそれが場繋ぎ機能を有していたとしても，フィラーとは見なさな
い。また上記表現であっても，場繋ぎ機能を有さない場合は，やはりフィラーとは見なさない。
¦ 原則としてフィラーは上記範囲内で聞こえた通り表記するという方針をとる。母音や子音の引き延ばしに
ついては，上記範囲内であれば「ー」や「っ」で，そうでなければタグ<H>，タグ<Q>で記す。¶ ³
(Fうーんっと )ー　&　(Fウーンット )ー 　 … × (Fうんと)　　　　　　 &　(Fウ<H>ン<Q>ト<H>)
(Fえーとですね)　&　(Fエート<Q>デス<H>ネ)　 … × (Fえーとっですーね)　 &　(Fエートッデスーネ)µ ´
母音が通常よりもかなり長く延ばされている場合は，長音記号に添える形でタグ<H>を用いることがある。¶ ³
(Fうーんと )ー　　& 　 (Fウー<H>ントー<H>)µ ´
¦ フィラーの言い淀みについては，それがフィラーであることが明らかである場合に限り，以下のようにタ
グ (W)を用いて上記「フィラー表現」に挙げた形を基本形に記す。¶ ³
(Fあの )ー　 & 　 (F (Wアウノー;アノ )ー)，　 (Fま)(Fあの )ー　 & 　 (Wマノー;(Fマ)(Fアノ )ー)µ ´
¦ フィラーの詳細については，2.5.1.1節を参照されたい。
【感情表出系感動詞】　
¦ 感情表出系感動詞とは，驚いた時や落胆した時などに発する表現のことである。以下に幾つか例を示す。
いずれも平仮名で表記する。¶ ³
あ，あっ，あー，あーあ，あら，あらっ，ありゃ，ありゃっ，うっ，うーむ，うわ，うわっ，え，えっ，えー
お，おっ，おー，おや，おやっ，げっ，へっ，へー，ほー，わー，わっµ ´
感情表出系感動詞については，原則として聞こえた通り表記するという方針をとった。これは次の理由に
よる。話し言葉には，多種多様な感情表出系感動詞が出現する。しかしこの種の表現の多くは既存の国語
辞典などには載っておらず，基本形の表記を決めることが容易ではない。また基本形を統一することに
よって，話者が伝えたかった感情や意図が正確に伝わらなくなる恐れもある。このような理由で上記方針
を採用した。
¦ 「ん？」や「うん？」「ああ？」「ええ？」「は？」のように，感動詞（特に応答表現と重複し得るもの）が
上昇調の抑揚で発話され，主に問い返しや疑問，疑念を表出する機能を持つ場合については，感情表出系
感動詞と見なす。ただし「はい」については，上昇調で発話され，かつ上記機能を担っていたとしても，
感情表出系感動詞ではなく応答表現と見なす。
¦ 感情表出系感動詞は語を限定していないため，例えば「うー わっわ」といった発話があった場合に，「うー
わっわ」全体で一つの感情表出系感動詞なのか，それとも「うー」と「わっわ」の二つに分けられるのか，
その判断に迷うことがある。厳密な基準を設けることは難しいが，原則として音声的に連続しており同種
の感情や意図の伝達に関与していると判断できる場合は全体で一つの感情表出系感動詞と，そうでない場
合は複数の感情表出系感動詞と見なす。
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¦ 感情表出系感動詞の表記に際しては，実際の発音を十分に吟味した上で，必要があれば，表 2.3に示す文
字のうち，原則として使用が制限されている周辺的モーラ A・Bを用いてもよいものとする。¶ ³
うぉー，うぇー，ひぇー　　　　…　実際に CSJに出現したのは「うぉー」のみ。µ ´
¦ 母音や子音の引き延ばしについては，原則としてタグ<H>やタグ<Q>ではなく「ー」や「っ」で記す。ただ
し，母音が通常よりもかなり長く延ばされている場合に限り，長音記号に添える形でタグ<H>を用いてよ
いものとする。¶ ³
(Fあーらら )ー　　& 　 (Fアー<H>ララー<H>)µ ´
なお，子音の引き延ばし（促音）の扱いについては，2.3.5節も参照されたい（この節では，基本形におけ
る全般的な促音の扱いについてまとめている）。
【応答表現】　
¦ 応答表現は，以下のように基本形の表記を定める。いずれも平仮名で表記する。¶ ³
肯定的表現： はい， ええ， うん， ああ， おお， ほい， へい， うむ， （うーん）＊
否定的表現： ううん， いえ， いいえ， いいや， いや
　＊対話の場合のみ基本形に表記可。独話では「うん」に統一。詳細は 2.5.1.3節参照。µ ´
¦ 対話における応答表現に対してのみ，タグ (F)を付与する（理由については 2.5.1節参照）。
¦ これらの応答表現には，依頼に対する承諾・不承諾や，真偽疑問に対する肯定・否定，相手発話に対する
相槌，談話標識（「はい，では次に移りましょう」のような場面転換時に出現）など，さまざまな機能があ
るが，いずれも応答表現と見なす。
¦ 上記のように基本形の表記を定めた上で，実際の発音に対しては，後述のタグ (W)，タグ<H>，タグ<Q>な
どを用いて対応する（タグの詳細についてはそれぞれ 2.5.11節，2.5.17節，2.5.18節参照）。母音の引き
延ばしについては，対話における「うーん」のみ「ー」で記し，それ以外は一律タグ<H>を用いる。以下
に幾つか例を挙げる。¶ ³
　実際の発音の例　 　基本形と発音形の表記（独話）　 　基本形と発音形の表記（対話）
「うん」 　ン 　 　うん　& (Wン;ウン) 　 　(Fうん)　　& (F (Wン;ウン))
「ほい」 　ホイッ 　 　ほい　& ホイ<Q> 　 　(Fほい)　　& (Fホイ<Q>)
「いや」 　イヤー 　 　いや　& イヤ<H> 　 　(Fいや)　　& (Fイヤ<H>)
「うん/うーん」 　ウーン 　 　うん　& ウ<H>ン 　 　(Fうーん)　& (Fウーン)µ ´
¦ 応答表現の詳細については，2.5.1.3節を参照されたい。
【呼び掛け・掛け声】　
¦ 話し言葉では，呼び掛けや掛け声がさまざまな発音で発話されるため，基本形をどのように記すかで迷う
ことが少なくない。例えば呼び掛けとして発話された「ヨッ」を，基本形にそのまま「よっ」と記すか，
それとも「よう」のバリエーションと見なし基本形には「よう」と記すかで迷うといった具合である。呼
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び掛けや掛け声に見られるこのような発音のバリエーションは，まさに話し言葉の特徴であり，「よっ」の
ような表現も積極的に基本形に記すという方針も十分に考えられる。しかし CSJの主対象は独話である
ため，特徴を把握するだけの十分な量の呼び掛けや掛け声は出現しなかった。そこで CSJでは，既存の
国語辞典などを参考に，呼び掛けや掛け声の表記を定めることとした。以下に例を挙げる。いずれも平仮
名で表記する。¶ ³
呼び掛け： おお，おい，な，ね，やあ，よう
掛け声　： えい，さあ，そら，それ，ほら，ほれ，よしµ ´
¦ 上記のように基本形の表記を定めた上で，実際の発音に対しては，後述のタグ (W)，タグ<H>，タグ<Q>な
どを用いて対応する（タグの詳細についてはそれぞれ 2.5.11節，2.5.17節，2.5.18節参照）。以下に幾つ
か例を挙げる。¶ ³
実際の発音 基本形と発音形の表記 備考
呼び掛け「ね」 ネー，ネーエ，ネーエー ね　　& ネ<H> 基本形に「ねえ」の表記は認めず
呼び掛け「よう」 ヨッ よう　& (Wヨッ;ヨ )ー
ヨオ よう　& ヨオ 基本形に「よお」の表記は認めず
掛け声　「えい」 エーイ えい　& エ<H>イ
エイッ えい　& エイ<Q>µ ´
【挨拶表現】　
¦ 本来漢字で表記する語であっても，挨拶表現として用いる場合には平仮名で表記する，というものがあ
る。例えば以下のような表現がこれに相当する。¶ ³
おやすみ　　（×お休み）　　　　…　本来「休む」は漢字表記
すみません　（×済みません）　　…　本来「済む」は漢字表記
こんばんは　（×今晩は）　　　　…　本来「今晩」は漢字表記µ ´
¦ このような例外的な扱いをする表現は誤表記を招き易いため，個別に転記作業用の辞書に登録するように
した（辞書の詳細は 2.3.6節参照）。
2.3.2.7 動詞
【平仮名で表記される動詞】動詞の多くは，表記の方針に則り漢字で表記するが，平仮名で表記するものもあ
る。以下に平仮名表記される動詞のうち，典型的なものを幾つか挙げる。
¦ 以下に挙げるような動詞は，慣習に従い平仮名で表記する。¶ ³
ある（×有る・在る），いたす（×致す），いただく（×頂く・戴く），かかわる（×関わる・係わる・拘わる），
くださる（×下さる），くれる（呉れる），におう（×匂う・臭う），やる（×遣る），よる（×因る），
なす（×成す・為す），いる（×居る），できる（×出来る），なる（×成る・為る）µ ´
ただし，「いる」「できる」「なる」については，複合語の構成要素の場合，漢字で表記する。¶ ³
居合わせる，居心地，出来上がり，出来事，成り立つ，成り上がるµ ´
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¦ 読みが難解なものや，極端な当て字についても，平仮名で表記する。¶ ³
いさかう（×諍う），うずく（×疼く），なびく（×靡く），さすらう（×流離う），たまげる（×魂消る）µ ´
¦ 通常は漢字表記する動詞であっても，付録 2.1，付録 2.2に挙げる助詞相当句，助動詞相当句の一部とし
て用いられた場合に平仮名で表記するものがある。例えば以下に挙げるものがこれに相当する。¶ ³
～てあげる（×上げる）， ～ていく（×行く）， ～ておく（×置く）， ～てくる（×来る）
～てまいる（×参る）， ～てみせる（×見せる）， ～てみる（×見る）， ～てもらう（×貰う）
～かもしれない（×知れ）， ～という（×言う）， ～といった（×言っ）， ～にあたって（×当たっ）
～について（×就い）， ～につれて（×連れ）， ～にとって (×取っ）， ～をめぐって（×巡っ）µ ´
この他，「兼ねる」は動詞連用形に接続する場合に限り平仮名で (例：同意しかねる)，「掛ける」は「～か
ら～にかけて」の形式で出現した場合に限り平仮名で表記する (例：三月から四月にかけて忙しい)。
¦ 「言う」については，以下の通り漢字「言う」と平仮名「いう」を書き分ける。「言う」という動作が形骸
化した用法では，平仮名で表記されることが多いが，形骸化しているか否かの区別は非常に難しく，その
書き分けは揺れを招き易いため，以下のような判断基準を設けることとした。
² 「言う」の動作性があると判断される場合は漢字で，全くないと判断される場合は平仮名で表記する。
² 動作性があるか迷う場合，以下の組み合わせであれば一律平仮名で表記する。
½
指示副詞　　　　：ああ／こう／そう／どう
引用を受ける助詞：と／って／なんて／とか
¾
+
½
いう
いった
¾
+
8<:
体言　　：こと／もの／人／感じ／…
準体助詞：の
副助詞　：くらい／ぐらい／だけ／程
9=;
¶ ³
こういう風に，そういった施設が，こういうのは，見たことがないぞっていうくらい奇麗でµ ´
話し言葉では，「成功したいう例がある」(「という」の「と」の省略)や，「そういうに考える」(「いう
風に」の「風」の省略)など，先行する助詞や後続する体言が省略されることもあるが，明らかに省略
と判断できる場合は，本規則を適用し平仮名で表記する。
² 動作性の有無の判断とは関係なく，以下のものは一律漢字で表記する（「って」「なんて」「とか」等の
場合も同様）。¶ ³
と言い（例：艶と言い照りと言い申し分ない），　と言います（例：鈴木と言います）
と言うか（例：自信と言うか開き直りと言うか），と言うと・と言いますと（例：手本と言うと偉そうだが）
と言うより（例：悲しいと言うより悔しい），　　と言っても（例：休みと言っても名ばかりだ）
と言って・と言いまして（例：これは伊万里焼きと言って）µ ´
【送り仮名の付け方】国語辞典の見出しに複数の送り仮名が挙げられているものについては，原則として送り
仮名の字数の多い方を採用する。一般に送り仮名の付け方に揺れが見られるものであっても，辞書に複数の
送り仮名が記載されていないものは対象外とする。¶ ³
当たる，表わす，著わす，現われる，浮かぶ，生まれる，行なう，起こる，押さえる，落とす，
終わる，変わる，聞こえる，暮らす，断わる，賜わる，積もる，捕らえる，向かうµ ´
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【「言う」と「行く」】　
¦ 「言う／いう」(以下「言う」)と「行く／いく」(以下「行く」)については，語幹が「イ」の場合と「ユ」
の場合の両方をその発音として認める。「言う」「行く」を平仮名で表記する場合，語幹の発音が「ユ」で
あっても，基本形には「い」と記す。仮名表記される部分で，基本形と発音形が一致しないのは，母音連
鎖部の長音以外では，「ユ」で発音される「いう」と「いく」のみである。¶ ³
言わない　 & イワナイ 　　　　　行くなら & ユクナラ
最下位という & サイカイトユー　　　　　付けていくと & ツケテユクトµ ´
¦ ただし「行く」については，連用形促音便「行っ」の場合に限り「ユッ」は認めず「イッ」のみとする。
「ユッ」と発音された場合は，タグ (W)を用いて「イッ」に訂正する。¶ ³
行ったら　& (Wユッ;イッ)タラµ ´
また，「言わば」「いわゆる」のように，副詞や連体詞として一語化しているものの中には，「ユ」を認めな
いものもある。これらが「ユ」と発音された場合には，同様に (W)対処とする。¶ ³
いわゆる　& (Wユワユル;イワユル)　　…　×　いわゆる　& ユワユルµ ´
¦ 「言う」「行く」が曖昧に発音された場合の対処法については，2.4.6.4節を参照されたい。
2.3.2.8 形容詞
形容詞の中には，原則として漢字で表記するが，助動詞相当句 (付録 2.2参照)の一部として，あるいは補助
形容詞として用いられる場合は，平仮名で表記するといったものがある。以下の語がこれに相当する。
¦ 「良い」「欲しい」が助動詞相当句「てよい」「てほしい」の一部として用いられた場合：¶ ³
今日は休んでよい（×良い）， すぐに来てほしい（×欲しい）µ ´
¦ 「難い (にくい)」「臭い」が補助形容詞として用いられた場合：¶ ³
分かりにくい（×難い）問題， 貧乏くさい（×臭い）　… 「焦げ臭い」等，実際のにおいについて言う場合は漢字表記µ ´
補助形容詞全てを平仮名で記すのではなく，この二語に限る。それ以外は通常の表記に従う (例：許し
難い(がたい)，誤り易い)。
2.3.2.9 助詞・助動詞
短単位 (3章参照)における助詞・助動詞は，副助詞の「程 (ほど)」以外，平仮名で表記する。また長単位に
おいて規定される助詞相当句，助動詞相当句 (3章の付録 3.1, 付録 3.2参照)については，本来漢字で表記され
る語が平仮名で表記されることもあるため，注意する必要がある。例えば，「欲しい」は形容詞の場合は「欲し
い」と漢字で書くが，「てほしい」という助動詞相当句の場合は，平仮名で表記されるといった具合である。
付録 2.1，付録 2.2に，助詞相当句・助動詞相当句のうち，表記の際に注意が必要となるものを載せる。これ
らの表には，文節の認定の際に注意が必要となる語も同時に載せている (文節の詳細については 2.8節参照)。
なお，助詞相当句に対する，上記意味での表記の制約は，付録 2.1に示した形のみ適用される。例えば，「にあ
たって」という助詞相当句は，表にある形のみ平仮名で表記し，それ以外の形は，「に当たる」のように，本来
の動詞の表記に従い漢字で表記する。
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2.3.2.10 接辞
接辞のうち，表記する上で特に注意が必要なものについて簡単に触れる。
¦ 接頭辞「す（素）」は漢字で記すが，促音が挿入された「すっ」の場合は原則として平仮名で記す（例：すっ
飛ぶ）。なお接頭辞以外は一律漢字表記とする（例：素に戻る，素直）。
¦ 接尾辞「め（目）」が，形容詞語幹や動詞連用形，名詞などに付き，全体で形容動詞となる場合は平仮名で
(例：低め，控えめ)，全体で名詞となる場合や「目」が助数詞の場合は漢字で記す（例：継ぎ目，一日目）。
¦ 「鈴木様」のように，接尾辞「様」が人名等に付き敬意を表わす場合は漢字で，「続けざま」や「すれ違いざ
ま」のように，先行する動作のさまやその動作の瞬間を表わす場合は平仮名で記す。
¦ 「おき（置き）」や「ふり（振り）」などは，接辞で用いられる場合は平仮名で，動詞の場合は漢字で記す。
（例：一日おき／×一日置き，久しぶり／×久し振り，泳ぎっぷり／×泳ぎっ振り）。
¦ 接頭辞「御」は，読みが「お」の場合のみ平仮名で（例：お美しい／×御美しい，お天気／×御天気），それ
以外の場合は漢字で記す（例：御身／×おん身，御馳走／×ご馳走，御仏／×み仏）。
2.3.3 外来語
外来語の表記において原音を日本語の音で代用する場合，「カシミア／カシミヤ」のように，その代用方法
にバリエーションが見られることがある。そこで以下のような規則を設け，表記の統一を図った。
【基本方針】
1. 原則として，使用可能な片仮名と長音記号 (2.3.1.7節，表 2.3参照)の範囲内で，原音が片仮名表記される
際の慣用的対応関係に従い表記する。例えば，原音が [ti] の場合には概ね「ティ」と表記するといった慣用
的対応関係があるため，「artist」はこれに従い「アーティスト」と記す。
2. 個別の語の表記において，慣用的対応関係から外れる表記が慣用となっている場合には，その慣用に従い表
記する。例えば，原音が [di]の場合には概ね「ディ」と表記するといった慣用的対応関係があるが，「digital」
は「ディジタル」よりも「デジタル」と記されることが多いため，「デジタル」と記す。
3. 人名や地名，なじみの薄い語については，原音に近い表記を採用することがある。例えば，原音が [je] の
場合には概ね「イエ」と表記するといった慣用的対応関係があるため，「yes」のような一般的な語は「イエ
ス」と記すが，「Jespersen」のような人名は，原音に近い「イェスペルセン」と記す。
4. 同一の原語に由来していても，使い分けが存在する場合 (例：ストライク／ストライキ)や，特に使い分けは
存在しなくても，共に使用頻度が高く，かつ表記が大きく異なる場合 (例：リットル／リッター) には，同
一語における表記の揺れと考えず，別語と見なす。
上記 1～4の判断に際しては，『広辞苑』，『コンサイスカタカナ語辞典』，および『NHKことばのハンドブック』
を参考にした。
【表記規則】 典型的な揺れのパターンに対する表記原則ならびにその原則から外れる慣用について記す。
■ [ti・di] … 「ティ・ディ」／「チ・ジ」／「テ・デ」
¦ 原則として「ティ」「ディ」で表記する (例：アコースティック，インディペンデンス，インディアン)。
¦ 慣用により，「チ・ジ」で表記したり (例：プラスチック，スタジオ)，「テ・デ」で表記したりすることが
ある (例：モルジブ，デジタル，アイデア，ハンデ)。
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■ [tsi] … 「チ」／「ツィ」
¦ 原則として「チ」で表記する (例：ベネチア，ライプチヒ)。
¦ 基本方針 3に従い原音に近い「ツィ」で表記することがある (例：エリツィン，ソルジェニーツィン)。
¦ なお [tsa], [tse], [tso]については，一律「ツァ・ツェ・ツォ」で表記し「ツア・ツエ・ツオ」は用いない
(例：モーツァルト，コンツェルン，カンツォーネ)。
■ [tu] … 「ツ」／「トゥ」／「ト」
¦ 原則として「ツ」で表記する (例：ツーピース，ツール，ハウツー，ツイン，ツイード)。
¦ 基本方針 3に従い原音に近い「トゥ」で表記することがある (例：タキトゥス，トゥエルブ，カートゥーン)。
¦ 慣用により「ト」で表記することがある (例：トルファン)。
■ [du] … 「ド」／「ドゥ」／「ズ」
¦ 原則として「ド」で表記する (例：ドガ，ドビュッシー，ポンパドール)。
¦ 基本方針 3に従い原音に近い「ドゥ」で表記することがある (例：ドゥシャンベ)。
¦ 慣用により「ズ」で表記することがある (例：ズック，ヒンズー)。
■ [je] … 「イエ」／「イェ」／「エ」
¦ 原則として「イエ」で表記する (例：イエス，イエスタデー，イエロー，イエナ)。
¦ 基本方針 3に従い原音に近い「イェ」で表記することがある (例：イェーツ，イェスペルセン)。
¦ 慣用により「エ」で表記することがある (例：エルサレム)。
■ [dju] … 「デュ」／「ジュ」
¦ 原則として「デュ」で表記する (例：コーデュロイ，デュエット，デュマ，プロデューサー)。
¦ 慣用により「ジュ」で表記することがある (例：ジュース…「deuce」の場合)。
■ [tju] … 「チュ」／「テュ」
¦ 原則として「チュ」で表記する (例：チューバ，アティチュード)。
¦ 慣用により「テュ」で表記することがある (例：インスティテュート，バルテュス)。
■ [tjua] … 「チャー」／「チュア」
¦ 原則として「チャー」で表記する (例：ジェスチャー，マニュファクチャー)。
¦ 慣用により「チュア」で表記することがある (例：アマチュア，カリカチュア，ミニチュア)。
■ [sje・zje] … 「シェ・ジェ」／「セ・ゼ」
¦ 原則として「シェ・ジェ」で表記する (例：クレッシェンド，ジェネレーション，アルジェリア)。
¦ 慣用により「セ・ゼ」で表記することがある (例：ミルクセーキ，ゼネラル，ゼリー，ロサンゼルス)。
■ [wi・we] … 「ウイ・ウエ」／「ウィ・ウェ」／「イ・エ」
¦ 原則として「ウイ・ウエ」で表記する (例：ウイーク，ウインドー，ウイット， ウエーブ，ウエアー)。
¦ 基本方針 3に従い原音に近い「ウィ・ウェ」で表記することがある (例：ウィーン，ウィザード，ウェーバー)。
¦ 破裂音・摩擦音に後続するものの多くは，慣用により「イ・エ」で表記する (例：スイート，スエット)。
¦ なお [wo]については，一律「ウォ」で表記し「ウオ」は用いない (例：ウォーキング，ウォッカ)。
■ [f ] … 「ファ」系／「ハ」系
¦ 原則として「ファ・フィ・フェ・フォ」で表記する (例：デフォルト，リフォーム)。
¦ 慣用により「ハ・ヒ・ヘ・ホ」で表記することがある (例：セロハン，クロロホルム，プラットホーム)。
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英語で \phone"を構成要素に持つ語は人名・地名以外一律「ホン」と表記する (例：テレホン，メガホン)。
■ [v] … 「バ」系／「ヴァ」系
¦ 原則として固有名詞を含め「バ・ビ・ブ・ベ・ボ」で表記する (例：バイオリン，ベルサーチ)。
¦ 固有名詞で，モーラ Bを用いなければ語の同定が困難になるものに限り，「ヴァ・ヴィ・ヴ・ヴェ・ヴォ」
で表記する (例：ヴォーグ，ルイ・ヴィトン)。
■ 語末の [t] … 「ト」／「ツ」
¦ 原則として「ト」で表記する (例：スピリット，カット，ジェット)。
¦ 慣用により「ツ」で表記することがある (例：ガッツ，ドーナツ，ピーナッツ)。
■ 語末あるいは他の子音の前の [d] … 「ド」
¦ 一律「ド」で表記し「ドゥ」は用いない (例：ドリンク，グランド，ベッド，ピラミッド，ハンドレッド)。
■ "re"で始まる英単語の語頭音 … 「レ」／「リ」
¦ 原則として「リ」で表記する (例：リアル，リファレンス)。
¦ 慣用により「レ」で表記することがある (例：レクリエーション，レボリューション，レポート)。
■ "ium"で終わる英単語の語末音 … 「(イ)ウム」
¦ 一律「(イ)ウム」で表記し「ューム」は用いない (例：シンポジウム／×シンポジューム)。
■ 日本語のイ段・エ段に後続する「ア」／「ヤ」
¦ 原則として「ア」で表記する (例：イタリア，インテリア，ファイアー，エアコン，バイアス，ヒアリング)。
¦ 慣用により「ヤ」で表記することがある (例：ベニヤ，ダイヤ，コンベヤー，ダイヤル，ロイヤル)。
■ 語中促音の表記の有無
¦ 原則として「ッ」を表記する (例：スパゲッティー，ピーナッツ，ファックス，マトリックス)。
¦ 慣用により「ッ」を表記しないことがある (例：アラー，エアロビクス，キス，ヒトラー，ホチキス)。
¦ なお多くの場合，原語 (英語)の綴り字が \x"であれば「ックス」(例：コンプレックス，パラドックス)，
\cs"であれば「クス」となる (例：エレクトロニクス，バイオニクス)。
■ 語末長音の表記の有無
¦ 原則として，長音の有無に揺れの見られる語については，長音記号を表記する (例：アイスティー，アボ
リジニー，データー，アーカイバー，コンベヤー，セーフティー，パーティー)。
¦ 慣用または複合語との整合性の保持のために，長音記号を表記しないことがある (例：イヤ，イヤホン，
エア，エアコン，ヘア，ヘアケア，エンジニア，コンテナ，サンクチュアリ)。
■ 長音記号「ー」／促音「ッ」
¦ 長音で表記するか，促音で表記するかで揺れの見られる語については，個々の語の慣用に従い表記する
(例：アンティーク／×アンティック，ウラジオストック／×ウラジオストーク)。
■ 連母音の扱い
¦ 原則として [ei][ou]については長音記号を使用する（例：メーク，クリエーティブ，ゴール，オーナー)。
¦ 慣用により母音を表記することがある (例：エッセイ，ドメイン，ノウハウ)。
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2.3.4 口語表現
自発性の高い話し言葉には，「こりゃすげえ（これは凄い）」や「見たげる（見てあげる）」のようなくだけた
表現が数多く出現する。CSJでは，このような口語的な表現を積極的に基本形に書き表わすという方針をとっ
た。本コーパスで扱う口語表現は，(1)音の転訛を伴い，(2)くだけた場面で（意図的に）使用される表現で，
(3)一個人に限らず幅広く観察されるものに限定する。例えば「ここは」を「ココア」，「六義園」を「リッギエ
ン」と発話した時のような発音のバリエーションは，あくまで発音上の問題であり，場面に応じた使い分けが
なされている訳ではないと考えられるため (条件 (2)への抵触)，口語表現とは考えない。これらは，以下のよ
うにタグ (W)で対処し，基本形には「ここは」「六義園」と表記する (タグの詳細は 2.5.11節参照)。
¶ ³
ここは　　& 　ココ (Wア;ワ) 　　　六義園へ　& 　 (Wリッギ;リクギ)エンエµ ´
また，「凄い」が「スゴーイ」「スッゴイ」「スッゴーイ」と発話されるように，強調等のパラ言語的意味が付
与されることによって，母音や子音が引き延ばされることがあるが，「ヤッパリ（やはり）」や「ヨッポド（よ
ほど）」のように音の転訛が見られる場合を除き，口語表現とは見なさない (条件 (1)への抵触)。「スッゴーイ」
など音の転訛が見られないものについては，以下のようにタグ<H>（母音の引き延ばし）とタグ<Q>（子音の引
き延ばし）を利用し，基本形は「凄い」に統一する（タグの詳細は 2.5.17節と 2.5.18節参照）。¶ ³
凄い　　　& 　ス<Q>ゴ<H>イµ ´
基本形に表記できる口語表現の認定は，約 80時間の講演音声を書き起こした段階で，そこに出現した口語
的な表現を抽出し，上記三つの条件と照らし合わせながら行なった*5。
口語表現の選別作業にあたっては，口語化のパターンをある程度体系的に整理した上で，同じ，あるいは類
似した現象についてはできるだけ統一的な扱いをするのが望ましい。例えば，「知んない」「やんない」「取んな
い」などは，動詞活用語尾「ら」に否定の助動詞「ない」が後続する場合に撥音化するというパターンで，動
詞の種類にかかわらず出現し得る。また，動詞活用語尾のラ行音が撥音化する現象は，「ない」が後続する場合
だけでなく，「見んな」「すんの」のように，終助詞「な」「の」などが後続する場合にも同様に見られる。この
ような類似した現象については，それぞれ個別に口語表現として扱うか否かを判断するのではなく，体系的・
統一的に判断するようにした。
上述の方針に従い，口語表現として認めたもののうち，CSJでの出現頻度が高く，典型的なものを以下にま
とめて記す。
なお，以下に示す口語表現のうち，接続の条件や語形を限定して口語表現として認めているものについては，
類似した表現であっても口語表現とは見なさない。この場合，発音形にタグ (W)を用いて丁寧に発音した時に
出現すると思われる語形に訂正することとする。
*5 条件の (2)や (3)の判断は，厳密に確定できるものではない。また 80時間というデータ量は，話し言葉の多様性を把握する上で，
決して多い量とは言えない。それ故，完成した CSJや他のデータなどを対象に口語表現の研究を進めた上で，再度検討すべきであ
ろう。
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■ 活用語にかかわる口語表現 ■ 　
動詞ラ行音にかかわる撥音化：動詞活用語尾のラ行音が撥音化する現象については，接続する助詞・助動詞を
限定し，以下の形式を口語表現として認める。
口語表現 元の語形 例
¦ ～んない ～らない 知んない，やんないね，取んないよ
¦ ～んない ～れない かもしんない
¦ ～んな ～るな やんなよ，見んなよ，取んな，すんな
¦ ～んには ～るには やんには，見んには，取んには
¦ ～んなら ～るなら やんなら，見んなら，取んなら
¦ ～んの ～るの やんの，見んのか，取んのね，すんの，あんの
¦ ～んじゃん ～るじゃん やんじゃん，見んじゃんか，取んじゃんね，すんじゃん
¦ ～んだろ（う）¤ ～るだろう やんだろうね，見んだろうか，取んだろう，すんだろう
¦ ～んでしょ（う）¤ ～るでしょう やんでしょうね，見んでしょうか，取んでしょう，すんでしょう
¦ ～んじゃ ～るんじゃ やんじゃない，みんじゃない，あんじゃない
¦ ～んだ ～るんだ やんだ，見んだよ，取んだよね，すんだな，あんだ
¦ ～ん fです/す g ～るんです やんです，見んですよ，取んですね，すんです，あんすよ
¤「だろ」「でしょ」は，上昇調で「ダロ」「デショ」と発話されている場合のみ基本形に表記可とする。
テ形の複合動詞にかかわる縮約：接続助詞「て」を含む複合形式の縮約については，以下のものを口語表現と
認める。また，活用した形や，活用に伴って助詞・助動詞に接続した形も，同様に口語表現と認める。
口語表現 元の語形 例
¦ ～て [で]る て ＋ いる 見てる，やってて，読んでた
¦ ～て [で]ん ¤1 て ＋ いるん 見てんだ，やってんです，読んでんじゃない
¦ ～と [ど]る て ＋ おる 見とります，やっとれば，読んどる
¦ ～て [で]く ¤2 て ＋ いく 見てかない，やってきます，読んでって
¦ ～と [ど]く て ＋ おく 見とかない，やっといて，読んどけば
¦ ～た [だ]げる て ＋ あげる 見たげない，やったげちゃう，読んだげて
¦ ～ち [じ]ゃう て ＋ しまう 見ちゃわない，やっちゃった，読んじゃえば
¦ ～ち [じ]まう て ＋ しまう 見ちまおう，やっちまった，読んじまえ
¦ ～ち [じ]っ fて/た g て ＋ しまう 見ちって，やっちった，読んじった
¤1 上記「動詞ラ行音にかかわる撥音化」のうち，「～る→～ん」の撥音化が認められる助詞，助動詞の後続する場合に限定。
¤2 同様の縮約で，「見に行く」が「ミニク」となるような，「～に＋いく→にく」という縮約のパターンは，口語表現として認めない。
動詞 ＋ 助詞・助動詞の縮約と転訛：上記以外で動詞と助詞，助動詞が接続した場合に生じる縮約と転訛につ
いては，以下のものを口語表現として認める。
口語表現 元の語形 例
¦ ～や／ゃ e ＋ ば 会やいい，書きゃいい，渡しゃいい，立ちゃいい，見りゃいい
¦ ～にゃ ね ＋ ば 何とかせにゃならん
¦ ～なきゃ なけれ ＋ ば 見なきゃいい，やらなきゃいけない
¦ ～し fて/た g せて／せた お話しさしていただく，怒らしてしまった，見した，食べさした
連用形の促音化：現代共通日本語において，連用形が促音便となる五段活用動詞の語以外に，以下の語につい
ては，「て」「た」「ちゃ」などに接続する場合の連用形の促音化を口語表現として認める。
口語表現 元の語形 例
¦ 落っこっ 落っこち 落っこって，落っこった，落っこっちゃう
¦ 歩っ 歩い 歩って，歩った，歩っちゃう
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「言う」の連語：「言う」に関する表現は，発音のバリエーションが非常に多いが，以下の表に挙げるものに限
り口語表現として認める。なお，表中で「（っ）○○」のように促音が括弧で示された表現（いずれも引用の
「って」「と」に関連した連語表現）の促音の表記の有無については，2.3.5節を参照されたい。
口語表現 元の語形 例
¦ 言うな 言う よう/風 な というな感じで
¦ 言っちゃ 言っては 言っちゃなんだが
¦ 言や 言えば そう言や
¦ (っ)たって (っ)て言ったって やだったってしょうがない
¦ (っ)たら ¤1 (っ)て言ったら 三十ったらかなりの数だ，来いったら本当に来た
¦ (っ)ちゃ (っ)て言えば 来いっちゃ来ますね
¦ (っ)ちゅう ¤2 (っ)て言う そんなものないっちゅう訳です，何ちゅうか，
¦ (っ)つう ¤2 (っ)て言う 大丈夫かなっつう感じで，苦手っつうか，猫っつうのは
¦ (っ)てえ ¤3 (っ)て言う どっちかってえと，何てえのかな
¦ (っ)て ¤4 (っ)て言う 山田って人，犬ってのは
¦ (っ)ちゅうな (っ)て言うような もう楽勝っちゅうな感じで
¦ (っ)つうな (っ)て言うような 駄目だっつうな感じで
¦ (っ)て (え)な ¤5 (っ)て言うような 今日中に仕上げるってな感じ
¦ (っ)つって (っ)て言って とてもいいことだっつってました
¦ (っ)てって (っ)て言って どうしてもやるってって聞かない
¦ (っ)ても (っ)て言っても やれっても無理なんです
¦ (っ)つ (う)ん (っ)て言うん (＋で/だ/です) 何つんだろう，駄目だっつうんで
¦ (っ)てん (っ)て言うん (＋で/だ/です) せっかくだからってんで，やるってんだ
¤1 口語表現「（っ）たら」の形をとった場合，「たら」を副助詞と認定する。
¤2 中止用法，終止形の他，体言，助詞「の」「か」「と」，間投助詞が接続したものも，同様に口語表現と認定する。
¤3 体言，助詞「の」「か」「と」，間投助詞が接続した場合。
¤4 体言，助詞「の」「か」間投助詞が接続した場合。「と」が接続した場合は，タグ (W)を用いて「(Wテ;テ )ー」のように訂正する。
¤5「（て）のは」(準体助詞＋係助詞)が融合して「（て）な」となる場合については，口語表現として認めない。
ラ抜き言葉：「見れる（← 見られる）」や「来れる（← 来られる）」などのいわゆるラ抜き言葉（一段動詞やカ
変動詞の可能表現）は口語表現として認め，そのままの形を基本形に表記する。
意志助動詞「よう」「う」における「う」の脱落：意志の助動詞「よう」「う」における「う」の脱落した形は，
以下の 1～3のいずれかに該当する場合のみ口語表現と認める。ただし，助動詞「だ」「です」に「う」が後
続する場合 (「だろう」「でしょう」)については，下記 1に該当する場合のみ，「う」の脱落した形「だろ」
「でしょ」を表記できるものとする。
1. 末尾の音調が上昇調の場合
2. 「行こっか」「しよっと」のように，促音を狭んで終助詞「か」か格助詞文末用法「と」が後続する場合
3. 「飲もか飲まそか迷う」のように，並立の副助詞「か」が用いられ「ＡかＢか」の形をとる場合
なお，上記 3に該当する表現が「ノモッカノマソッカ」のように，子音の引き延ばしを伴って発話された場
合は，発音形にタグ<Q>を用いて表記する。
形容詞連用形活用語尾「く」＋ 助詞「は」の縮約：形容詞の連用形活用語尾「く」が助詞「は」と接続した場
合に「か」となる縮約については，いずれも口語表現と認める。¶ ³
良かない（← 良くはない），　　嬉しかない（← 嬉しくはない），　　おかしかない（← おかしくはない）µ ´
連母音の融合：形容詞，および，形容詞型活用の助動詞（「ない」「たい」）・接尾辞（「づらい」「っぽい」など）
の終止形において見られる，以下の連母音の融合については，口語表現として認める。
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1. /ai/ → /e:/ のパターン： [例] いてえ（← 痛い），痛くねえ（← ない），話しづれえ（← づらい）
2. /oi/ → /e:/ のパターン： [例] すげえ（← 凄い），安っぺえ（← っぽい），おもしれえ（← 面白い）
3. /ui/ → /i:/ のパターン： [例] さみい（← 寒い），かいい（← 痒い），わりい（← 悪い）µ ´
ただし，上記のパターンに合致するものであっても，「オオイ（多い）」や「トオイ（遠い）」のように当該
パターンの一つ前が連母音の場合や，「コイ（濃い）」や「ヨイ（良い）」のように 2音節の場合などは，例
外として融合したパターンを口語表現と認めない。なお，特に 2や 3のパターンには，「にきい（← 憎い）」
や「やしい（← 安い／易い）」など，不自然なものも少なくないが，これらのパターンは CSJには出現しな
かったため，対応の原則を定めなかった。この点については今後の課題としたい。
■ 接続詞の口語表現 ■
指示詞「それ」を含む接続詞の口語化：指示詞「それ」を含む接続詞，「それで」「それじゃ」「それから」「そ
れなら」は，「それ」が「ソイ」や「ソン」，「ホイ」，「ホン」，「フン」のように発音されることも多い。この
うち，特に出現頻度の多い以下のものを口語表現と認め，基本形にそのままの形で表記することとした。
「それ」のバリエーション
「それ」の後続要素 「そい」 「そん」 「そっ」 「ほい」 「ほん」 「ふん」 「ん」
　　　 で そいで そんで 　 － ほいで ほんで ふんで 　んで
　　　 じゃ そいじゃ そんじゃ 　 － 　 － 　 － 　 － 　んじゃ
　　　 なら 　 － そんなら 　 － 　 － ほんなら 　 － 　 －
　　　 から そいから 　 － そっから ほいから 　 － 　 － 　 －
なお，上の表に示した形式以外の形（表中「－」で示した発音や，その他の発音）で発音された場合は，タ
グ (W)を用いて訂正する必要があるが，その際，いずれの表現においても，「それ～」をデフォルトとする。
「ソ」に当たる音の次の音がはっきり「イ」と聞こえれば「そい～」に，「ン」と聞こえれば「そん～」に，そ
れ以外の場合は一律デフォルトの「それ～」に訂正する（詳細については 2.4.6.4節参照）。
■ 撥音化 ■ 　
上記以外の撥音化のうち，典型的なものとして，以下の四つがある。
指示詞「これ／それ／あれ／どれ」の撥音化：指示詞「これ／それ／あれ／どれ」の撥音化については，以下
の通り接続する語を限定し口語表現と認める。¶ ³
² 指示詞 ＋ 副助詞「だけ」　　　　　 [例] こんだけ（← これだけ），あんだけ（← あれだけ）
² 指示詞 ＋ 副助詞「く［ぐ］らい」　 [例] こんくらい（← これくらい），そんぐらい（← それぐらい）
² 指示詞 ＋ 名詞「時」　　　　　　　 [例] あん時（← あの時），どん時（← どの時）
² 指示詞 ＋ 名詞「中」　　　　　　　 [例] そん中（← その中），あん中（← あの中）µ ´
「もの」の撥音化：「もの／物／者」の撥音化「モン」については，以下に限定して口語表現と認める。なお，
「もの」と「物」の表記の使い分けについては，2.3.2.1節「形式名詞と実質名詞」の項を参照されたい。
1. 語末に位置する場合（漢字表記の「物」「者」のみ）：¶ ³
店屋物 & テンヤモン，　落とし物 & オトシモン，　田舎者 & イナカモン，　切れ者 & キレモンµ ´
2. 修飾句を伴う場合：¶ ³
色んなもんが & イロンナモンガ，今来たもんで & イマキタモンデ，うちの若い者が & ウチノワカイモンガµ ´
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「何（ナニ）」の撥音化：「何（ナニ）」の撥音化による口語表現「何（ナン）」については以下の通り規定する。
1.「ナン」のみ認めるもの（「ナニ」と発音された場合はタグ (W)を用いて「ナン」に訂正）
²「なぜ」の意の副詞「何で」
² 副詞「何て」，副詞・感動詞「何と」，感動詞「何だ」
² 副助詞「たって」「ぞ」「たら」「ちゃら」に接続するもの（例：何たって，何ぞ）
²「言う」の口語形に接続するもの（例：何つう，何ちゅう）
2.「ナン」「ナニ」共に認めるが，「ナン」をデフォルトとするもの
² 助動詞「だ」「です」「じゃ」「や」に接続するもの
² 助数詞に接続するもの
3.「ナン」「ナニ」共に認めるが，「ナニ」をデフォルトとするもの
² 格助詞「で／と／に／の」，副助詞「か／かしら／（っ）て／なら／も／や／やら」に接続するもの
²「何せ」
助詞「の」の撥音化：助詞「の」の撥音化は，以下の条件に該当するものに限り，口語表現と認める。
1. 準体助詞「の」
² 指示詞「こんな」「そんな」「あんな」「どんな」に接続する場合¶ ³
こんなんがある，そんなん知らない，あんなんどう，どんなんがいいかなµ ´
² 助動詞「だ」「です」「だろう」「じゃ」「なら」が接続する場合¶ ³
友達に会ったんだ，噂を聞いたんで心配した，そうなんです，どうしたんだろうµ ´
2. 格助詞「の」
²「うち（家）」の口語表現「ち」が接続する場合*6¶ ³
僕んち，人んち，彼んちµ ´
²「今のところ」が「今ん とこ」となるように，「ところ」の口語表現「とこ」が接続し，かつ，
指示詞「ここ／そこ／あそこ／どこ」か「今」に接続した場合¶ ³
ここんとこ，そこんとこ，今んとこµ ´
2.3.5 促音の扱い
本節では，促音の扱いについて述べる。促音の表記において，基本形に「っ」を記する場合と，基本形には
一切記さず発音形にタグ<Q>を記す場合の二つに分けることができる。また，「っ」やタグ<Q>を記す位置が問
題になることもある。本節ではこれらの点について述べる。上記の理由で若干次節「発音形の表記法」に記す
べきものが含まれるが，促音の問題として本節にまとめて記す。
*6 「うち」の口語表現「ち」は，「ン」が先行する場合に限り口語表現として認める。格助詞「の」の撥音化した「ん」の他，「山田さ
んち」や「キャサリンち」のように，撥音で終わる語に接続する。
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1. 促音で始まる語や促音で終わり得る語が転記単位境界に出現した場合は以下の通り対処する。
(a) 促音で始まる語が転記単位の先頭に出現した場合，促音の知覚の有無や位置にかかわらず，語頭促音を
表記する。
(b) 促音で終わり得る語が転記単位の末尾に出現した場合，促音の知覚の有無や位置にかかわらず，語末促
音を表記する。
(c) ただし促音で終わり得る語が転記単位の末尾に出現し，かつ促音で始まる語が次の転記単位の冒頭に出
現した場合は，促音で終わり得る語の語末促音を優先し，促音で始まる語の語頭促音を省略した形で表
記する。¶ ³
(a) できる & デキル (b) うわっ & ウワッ (c) かちゃっ & カチャッ
0251 00630.116-00633.585 L: 0031 00066.308-00066.456 L: 0122 00246.736-00248.665 L:
って & ッテ と & ト て & テµ ´
促音で始まる語には，引用の「って」およびその連語表現（例：「っていう」の口語表現「っちゅう」），助詞・
助動詞（例：「(行こ)うか」の口語表現「(行こ)っか」），接尾的要素（例：「(大人)っぽい」）などがある。
2. 促音「っ」，タグ<Q>の位置に関して以下の制約を設ける。
(a) 促音「っ」，タグ<Q>は，タグの付与範囲の先頭ではなくタグの前に記す。¶ ³
結果から　& 　ケッカ<Q>(Wカリャ;カラ)　　…　×ケッカ (Wッカリャ;カラ)µ ´
ただし，促音で始まる語 (その断片や言い間違いと判断されるものも含む)の語頭促音は，タグの付与
範囲の先頭に記してよい。¶ ³
白っぽい　& 　シロ (Wッピョイ;ッポイ)µ ´
(b) 促音「っ」，タグ<Q>は，タグの直後ではなく，タグの付与範囲の末尾に記す。¶ ³
解析します & (Wカイセッ;カイセキ)シマス　　　　　… × (Wカイセ;カイセキ)<Q>シマス
これ (Dかっ)から & コレ (Dカッ)カラ 　　　　　… ×コレ (Dカ)<Q>カラ
凄く & (? ス<Q>)ゴク 　　　　　… × (? ス)<Q>ゴクµ ´
ただし，促音で始まる語の語頭促音，および引用の「と」にかかわる促音は，タグの直後に記す。¶ ³
母音 (Mえ)っぽい & ボイン (Mエ)ッポイ　　　　　
考察と & (? コーサツ)<Q>ト 　　　　　… × (? コーサツ<Q>)トµ ´
3. 以下の場合に限り，促音で始まる語を，促音のない形で表記する。
(a) 直前が撥音で終わる語の場合。¶ ³
ワインぽい & ワインポイ 　　　　　…　×ワインっぽい & ワインッポイ
(Fがーん)て & (Fガーン)テ　　　　　…　× (Fがーん)って & (Fガーン)ッテµ ´
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撥音の直後の促音は，その有無の判断に揺れが見られるため，促音があるように感じられても，原則と
して促音を記さない方針とした。しかし，明らかに促音が存在すると判断できる場合に限り，発音形に
「ッ」ではなくタグ<Q>を記すこととした*7。¶ ³
ワインぽい　& 　ワイン<Q>ポイ 　　…　 × ワインっぽい　& 　ワインッポイµ ´
ただし，転記単位を跨ぐ場合，つまり，促音で始まる語が転記単位の先頭の場合は，撥音のあとに語頭
促音を記してよいものとする。また直前がフィラー（タグ (F)の対象），語断片（タグ (D)の対象）の
場合は，フィラー，語断片自体は無視し，その直前の語の末尾に着目する。¶ ³
お婆ちゃん & オバーチャン　　 　　赤ちゃん (Fう )ーぽい & アカチャン(Fウ )ー<Q>ポイ
0251 00630.116-00633.585 L: 　　大人 (Dん)っぽい & オトナ(Dン)ッポイ
って　 & ッテµ ´
(b) 直前の語にタグが付与されており，かつそのタグ付与範囲の末尾が促音の場合 (転記単位を跨ぐ場合，
つまり，直前の語が転記単位の末尾で当該語が次の転記単位の先頭の場合も含む)。¶ ³
(Fあっ)て声をあげて， 動詞 (M思う)の促音便 (M思っ)ぽいµ ´
(c) 転記単位先頭で発話され，直前の転記単位末尾に促音で終わる語が出現する場合 (上記 1{(c)参照)。
4. 促音で終わり得る語と促音で始まる語が隣接して出現し，かつ，促音が発話されなかった場合については，
以下の通り対処する。
(a) 促音で終わり得る語が語末促音を必須とする場合，促音で終わり得る語の語末促音をタグ (W)で復元。¶ ³
動詞 (M思う)の促音便 (M思っ)て　& 　ドーシ (Mオモウ)ノソクオンビン (M (Wオモ;オモッ))テµ ´
(b) 促音で終わり得る語が語末促音を必須としない場合，促音で始まる語の語頭促音をタグ (W)で復元。¶ ³
(Fあれ)って　& 　 (Fアレ)(Wテ;ッテ)µ ´
5. 感情表出系感動詞と引用の「って／と」にかかわる促音については，以下の通り表記する。
(a) 感情表出系感動詞の末尾が撥音か同一母音連鎖の場合，促音「っ」・タグ<Q>はタグ (F) の外に記す。¶ ³
(Fがーん)て & (Fガーン)<Q>テ　　　　　　　(Fん)と & (Fン)<Q>ト
(Fうわ )ーって & (Fウワ )ーッテ 　　　　　　　(Fあーあ)と & (Fアーア)<Q>トµ ´
末尾が撥音の場合については，上記 3{(a)に記した通り，明らかに促音が知覚された場合に限り，タグ
<Q>を用いて記す。
(b) 上記以外はタグ (F)の付与範囲の末尾に記す。¶ ³
(Fうわっ)て　& (Fウワッ)テ，　　　 (Fあれっ)と　& (Fアレッ)トµ ´
*7 撥音の直後に出現する促音についてはその存在が明確な場合に限り記す，というこの方針は，促音で始まる語の語頭促音だけでな
く，非語彙的な子音の引き延ばし（タグ<Q>で表記）や，語頭以外の場合（「んっ」などの感情表出系感動詞に限られる）にも適用さ
れる。なお後者の場合，撥音「ん」と促音「っ」が連続して出現することもある。
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2.3.6 転記作業用の辞書の構築
転記作業における基本形の表記の効率的な決定・統一を支援するために，前節までに示した表記原則に基づ
き個々の語の表記を定めた「用字用語辞書」を作成した。実際の転記作業においては，この辞書から以下に記
す二種類の辞書を自動的に生成して利用した。
一つは，日本語入力システム「かんな」のための辞書 (以下「仮名漢字変換用辞書」) である。転記作業で
は，この仮名漢字変換用辞書を用いて基本形を表記した。もう一つは，転記作業者が表記を決定する際に参照
するための可読性の高い辞書 (以下「表記確認用辞書」)である。転記作業中にオンラインで検索することがで
きるよう作業環境が整えられた。このように辞書や作業環境を整備することによって，誤表記を抑制すると同
時に，作業を効率的に進められるようにした。
以降ではそれぞれの辞書について説明する。なお各辞書の仕様の詳細については間淵他 (2005)を，また実
際の作業環境の詳細については籠宮他 (2005)を参照されたい。
2.3.6.1 用字用語辞書
用字用語辞書は，仮名漢字変換用辞書と表記確認用辞書を自動的に生成するための基になる辞書であり，両
辞書に必要な情報が全て含まれている。具体的には，(1)使用の可否，(2)語句の読み，(3)表記，(4)品詞ラベ
ル，(5)品詞記号，(6)注記の六つの情報から構成される。¶ ³
［基本構成］ ○ おこな:行な:あわ行 (#W5r)
× おこな: 行: あわ行 (#W5r) 〔→「行な (う)」〕　 　　　 　 　　　 　　　 　　　　　　 　
(1) (2) (3) (4) (5) (6)µ ´
表記の揺れが想定される語については，使用可能な表記だけでなく，使用不可の表記についても，正表記等
の注記を付けた上で積極的に登録している。(1) において，使用の可否に関する情報が「○ (可)」と「× (不
可)」で示される。仮名漢字変換用辞書にはこのうち使用可能な表記のみが，表記確認用辞書には両方の表記
が，それぞれ反映される。(2)，(3)には，語句の読みとそれに対応する表記に関する情報が記されている。日
本語入力システムに対応した形式で格納されているため，上記例に見られるように，活用語は活用語幹のみの
登録となる。表記確認用辞書に変換する際には，後述の品詞情報から語尾を補完する。(4)，(5)には，品詞情
報が記されている。(5)には，日本語入力システム「かんな」の品詞体系に準拠した仮名漢字変換用の品詞記
号が，(4)にはそれに対応する品詞ラベルが記される。(6)の注記は，表記に関する補助情報が記されており，
表記確認用辞書にのみ反映される (2.3.6.3節の dを参照)。
なお，登録対象とする見出し項目の長さは，長短さまざまなものが含まれている。例えば「国立国語研究所」
であれば，「国立」「国語」「研究」「所」だけでなく，「国語研究所」や「国立国語研究所」でも登録している。
また，一般動詞「巡る」は漢字で表記するが，「憲法をめぐる議論」のように助詞相当句として利用する場合
には平仮名で表記する (2.3.2.9節参照)，といった具合に，表記の使い分けが必要な場合には，動詞「巡る」だ
けでなく，助詞相当句として「をめぐる」全体も登録している。用字用語辞書，およびそこから派生する二つ
の辞書は，あくまで誤表記を抑制し，作業を効率的に進めるために開発したものであり，適切な表記を正確か
つ効率的に変換・検索するために必要なものは，積極的に登録するという方針をとったためである。
2.3 基本形の表記法 71
用字用語辞書の作成にあたっては，フリーの仮名漢字変換用辞書である Pubdic+ などをベースにした。こ
れらは一般の仮名漢字変換用辞書であるため，表記の統一はなされていない。そこで，全ての見出し項目に対
し，CSJの表記原則に従って，使用可能な表記と不可能な表記に分類し，使用の可否の情報を記した。必要が
あれば，使用可能な表記や想定される間違い易い表記も加えた。また品詞についても，表記原則や連接を考慮
し，適宜変更した。更に，転記作業をする過程で辞書に存在しない語句 (いわゆる「未知語」)が出現した場合
には，表記に関する責任者が実際の表記や品詞を決定した上で，新たな項目として辞書に登録した。なお本プ
ロジェクト終了時点で，辞書の見出し項目数は約 11万となった。
2.3.6.2 仮名漢字変換用辞書
日本語入力システム「かんな」用の仮名漢字変換用辞書は，先述の通り用字用語辞書から自動的に生成され
る。転記作業の効率と精度を高めるために，以下のような工夫が施された。
¦ 誤表記をできるだけ防ぐために，用字用語辞書に登録された項目のうち，使用可能なもの（用字用語辞書の
第１項が「○」のもの）のみを対象に，仮名漢字変換用辞書を作成した。
¦ 2.3.4節で述べたように，CSJでは一定の基準を設けた上で口語表現を積極的に採用するという方針をとっ
た。しかし口語表現の中には，通常の「かんな」システムでは対応できないものも多かった。そこで，文法
定義ファイル（品詞のインベントリーや品詞間の接続情報を記述したファイル）の変更・追加等の処理を行
ない，この種の口語表現を適切に変換できるようにした。
¦ CSJの表記原則においては，同音同義の普通名詞と固有名詞で表記の使い分けがある場合が少なくない。そ
のため，辞書には，普通名詞の表記には使用できないが，固有名詞の表記には使用できるというような表記
が数多く存在する。例えば「あしずり」は，普通名詞の場合は「足ずり」と，地名の場合は「足摺」と表記
するといった具合である。また，単独では使用できないが，何らかの語を構成する文字として使用する可能
性のある単漢字も，仮名漢字変換用辞書としては登録しておく必要がある。このように，使用する際に注意
が必要となる表記や文字については，特定の記号が付与された形で変換されるようにし，作業者の注意を促
すようにした。
¦ 「(A ビー二十九;Ｂ２９)」のように，必ずタグ (A)を用いて，漢字・仮名と，アルファベット・算用数字等
を併記して表記しなければならない語がある (詳細は 2.5.9節参照)。このような語については，入力の手間
もかかる上に，表記を間違えることも少なくない。そこで，タグを含めた形で用字用語辞書に登録し，変換
の際の便宜を図った。
¦ 誤り易い仮名遣いについては，誤った形で入力しても正しく変換できるように設計した。例えば，本来は
「うなずく」と入力すべきところを「うなづく」と入力しても，正しく「頷く」と変換されるといった具合
である。
2.3.6.3 表記確認用辞書
表記確認用辞書も，用字用語辞書から自動的に生成される。用字用語辞書のうち，使用の可否，語句の読み・
表記，品詞情報，注記に関する情報を，可読性の高い形で表現している。実際の転記作業では，作業を行なっ
ているエディターから直接本辞書を検索する形で利用した。
以下，辞書を構成する項目について解説する。
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a. 使用の可否 (第 1項) 基本形で使用できる表記を「○」で，使用できない表記を「×」で示している。また
×の項目には，正しい表記に関する情報も載せている。これによって，使用できない表記から正しい表
記を知ることができる。¶ ³
＜例＞　○ 全て すべて [副詞]
　　　　× すべて すべて [副詞] 〔→「全て」〕
　　　　× 総て すべて [副詞] 〔→「全て」〕
　　　　× 凡て すべて [副詞] 〔→「全て」〕µ ´
b. 語句の表記 (第 2項)と読み (第 3項) 語句の表記とそれに対する読みを示している。活用語は言い切りの
形で登録してある。¶ ³
＜例＞　○ 行ない おこない [名詞]
　　　　○ 行なう おこなう [動詞]µ ´
c. 品詞情報 (第 4項) 品詞情報を半角角括弧“[ ]”によって示している。用字用語辞書の品詞情報を，語の同
定に必要となる程度の粗い品詞に変換して記した。
d. 注記 (第 5項) 基本形または発音形の表記に注意が必要な語に対し，基本形の表記候補や使い分けの指示，
発音形の表記や文節の切り方の指示などを亀甲括弧“〔〕”内に記した。以下に注記の例を示す。¶ ³
¦ 表記候補を指示する注記
　基本形表記の指示
　　× 逢う あう [動詞] 〔→「会（う）」〕
　　× まるっきり まるっきり [副詞] 〔＞「まるきり」；口語・促音<Q>表記「マル<Q>キリ」〕
　発音形表記の指示
　　× 学校 がっこ [名詞] 〔口語・「がっこう」の読みのみ可．発音形 (W)表記〕
　同一表記複数読み情報・読みのデフォルト情報
　　○ 愛想 あいそ [名詞] 〔「あいそう」の読みでも登録；デフォルト「あいそ」〕
　　○ 愛想 あいそう [名詞] 〔「あいそ」の読みでも登録；デフォルト「あいそ」〕
¦ 適切な表記の選択を補助する注記
　　○ 伊勢佐木 いせざき [地名] 〔横浜市中区の繁華街〕
　　○ 伊勢崎 いせざき [地名] 〔高知県高知市伊勢崎町〕
¦ 文節の切り方を指示する注記
　　○ 天の川 あまのがわ [固有名詞] 〔文節・ＡのＢ／天の川／〕
　　○ 数多く かずおおく [名詞] 〔文節・その他／数／多く／〕µ ´
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2.4 発音形の表記法
本節では発音形の表記法について解説する。2.1節で述べたように，転記テキストには，漢字と仮名を中心
に可読性の高い形式で音声を書き起こした「基本形」だけでなく，それと対応付ける形で，実際の発音を仮名
で書ける範囲で忠実に書き起こした「発音形」も記される。本節では，発音の怠けや言い間違いなどが生じた
場合の表記法や，曖昧な音が生じて複数の聞き取り候補がある場合の対応などについて記す。
2.4.1 字種
実際に発音された音を，表 2.3に挙げる仮名（「ヂ」「ヅ」以外。いずれも片仮名）を用い，表 2.7に示す範囲
内でできる限り正確に書き起こす（表中のタグの詳細は 2.5節を参照）。「縮む（ちぢむ）」や「続く（つづく）」
など，現代仮名遣いでは「ぢ」「づ」を用いて表記する語であっても，発音形では一律「ジ」「ズ」と表記する。
また助詞の「は」「を」「へ」については，実際の発音である「ワ」「オ」「エ」で記す。
表 2.7 発音形における字種の使用範囲
直音等 ¤ 周辺的モーラ A 周辺的モーラ B
(F)感情表現，(D)，(O)，(W)左項，(M)音や文字の引用，片仮名語 ○ ○ ○
(F)フィラー・応答表現，上記以外の和語漢語 ○ × ×
　 ¤ 直音等：直音・拗音・撥音・促音・長音
2.4.2 発音の怠けや転訛・言い間違い
「あります」を「アリマ」，「手術（シュジュツ）」を「シジツ」，「国語（コクゴ）」を「コッコ」，「形態素（ケー
タイソ）」を「ケーソタイ」と発音するなど，発音の怠けや転訛，言い間違いなどが生じた場合には，実際に発
音された音を可能な限り正確に書き表わした上で，丁寧に発音された場合に生じるであろう音も併記する。こ
の表記には，2.5.11節で詳述するタグ (W)を利用する。以下の例に見られるように，タグ (W)のセミコロン
の左側に実際の発音を，右側に丁寧に発音された場合の音を記す。詳細については 2.5.11節を参照されたい。¶ ³
あります & アリ (Wマ;マス)， 　　　手術 & (Wシジツ;シュジュツ)
国語研 & (Wコッコ;コクゴ)ケン，　　　形態素 & (Wケーソタイ;ケータイソ)µ ´
2.4.3 非語彙的な母音の引き延ばし・子音の引き延ばし
母音や子音の引き延ばし現象のうち，「スゴーイ」や「コレカラー」，「トッテモ」，「カイッセキ（解析）」の
ように，強調等のパラ言語的意味が付与されることによって，あるいは言い淀みによって，一時的に引き延ば
しが生じていると考えられるものについては，タグ<H>，タグ<Q>を用いて次のように表記する。¶ ³
凄い & スゴ<H>イ，　　　　これから & コレカラ<H>
とても & ト<Q>テモ，　　　　解析を & カイ<Q>セキオµ ´
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ただし，「ヤハリ」が「ヤッパリ」，「ヨホド」が「ヨッポド」となるといったように，周囲の音が規則的に転
訛しているものについては，タグ<Q>ではなく「ッ」で対処し，基本形も「やっぱり」のように「っ」を含めて
表記する。タグ<H>，タグ<Q>の詳細については，それぞれ 2.5.17節, 2.5.18節を参照されたい。また子音の引
き延ばしについては，2.3.5節も参照されたい。
2.4.4 綴り字における母音連鎖
「エイゴ（英語）」のように，綴り字において母音が連鎖する場合，その母音連鎖部の発音が [e:go]のよう
に長音化することもあれば，[eigo]のように母音が発音されることもある。これらの聞き分けは難しいこと
も多いため，以下に示すような規則を設け，それに従って母音連鎖部の発音を記すこととした。
表 2.8 母音連鎖部における発音の扱い
綴り字上での　 タイプＡ：形態素内の場合の発音 　　 タイプＢ：形態素を跨ぐ場合の発音
連鎖パターン　語例 　　長音 　　母音 1 　 母音 2 　　語例 　 　長音 　　母音 1 　 母音 2 　
a a（同） 　母さん　カーサン　*カアサン　　 － 　　油揚げ　（アブラーゲ）⇒　アブラアゲ　　 － 　
i i（同） 　小さい　チーサイ　*チイサイ　　 － 　　第一 　（ダイーチ）　⇒　ダイイチ 　　 － 　
u u（同） 　空気 　クーキ 　*クウキ 　　 － 　　安売り　（ヤスーリ）　⇒　ヤスウリ 　　 － 　
e e（同） 　姉さん　ネーサン　*ネエサン　 ネイサン　　影絵 　（カゲー）　　⇒　カゲエ 　×カゲイ　 　
o o（同） 　大きい　オーキイ　*オオキイ　 オウキイ　　お教え　（オーシエ）　⇒　オオシエ 　×オウシエ 　
e i（異） 　経路 　ケーロ 　 ケイロ 　*ケエロ 　　毛色 　　×ケーロ 　ケイロ 　×ケエロ 　
o u（異） 　講師 　コーシ 　 コウシ 　*コオシ 　　子牛 　　×コーシ 　コウシ 　×コオシ 　
【タイプＡ】 綴り字における母音連鎖が，後述する「形態素」の内部で生じるもの（表 2.8「タイプＡ」欄）。
² 表 2.8のタイプＡの欄にあるように，「エエ／エイ」「オオ／オウ」の交代を含む全ての発音を認め，実際
の発音に従って書き分ける。ただし同じ母音が連続する発音（表の中で「＊」が付されたもの）につい
ては，一音一音区切るなど，明らかに分節音レベルでそれぞれの母音が発音されている場合に限定する。
² 長音表記をデフォルトとし，迷った場合は長音表記とする。¶ ³
経路 ： ケーロ・ケエロ・ケイロ　…　いずれも表記可だが，迷う場合は「ケーロ」とするµ ´
ただし ou が活用語の語幹と語尾に跨がる場合は，母音表記をデフォルトとする。¶ ³
思う ： オモー・オモオ・オモウ　…　いずれも表記可だが，迷う場合は「オモウ」とするµ ´
【タイプＢ】 綴り字における母音連鎖が，二つの形態素に跨がるもの（表 2.8「タイプＢ」欄）。
² 二つの形態素に跨がる場合には，綴り字と同じ母音で発話されたもの（表中の「母音１」の系列）のみ，
その語の読みとして認める。そのため，実際の発音において，「エエ／エイ」「オオ／オウ」の交代（表
の中で「×」が付されたパターン）が生じた場合には，以下に示すように，タグ (W)を用い，実際の発
音に加え，丁寧に発音された場合に生じるであろう音（つまり「母音１」の系列）を記す。¶ ³
毛色　 　& 　 (Wケエロ;ケイロ)，　　お産み　　& 　 (Wオーミ;オウミ)µ ´
² 同母音の連鎖において，実際の発音が長音化していたとしても，長音は用いず一律母音で表記する。¶ ³
第一に　 & 　ダイイチニ　　　　… 「ダイーチ」と長音化して聞こえても一律母音表記とするµ ´
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なおここで言う「形態素」とは，原則として形態論情報で定める「最小単位」を指すが（3.1.3.1節参照），次
の 2点において異なる：(1) 最小単位では固有名詞等に関し，姓や名をそれぞれまとめて 1最小単位と扱うが
（例：\\亀井\\），ここでは一般の普通名詞と同様，漢字 1 字ずつに分割する（例：\\亀\\井\\），(2) 助動詞の
「う」の前には形態素境界はないものと見なす（例えば「やろう」は「やろ」と「う」ではなく，「やろう」全体
で 1形態素と見なす）。
2.4.5 ピッチの急激な変動に伴って知覚される母音
以下に示すように，母音を引き延ばして発音した際，ピッチの急激な変動や声の震えなどが生じたことによ
り，引き延ばし部に母音が存在するように感じられることがある。
　　　 　　
【例】 　　
　　　　＿＿＿／ 　　「カオガ」の「ガ」の途中でピッチが急上昇するもの
　　　　カオガー　　　　「カオガア」のように「ア」の部分が強調されて聞こえる
　　　　　 　　
　　　　　 　　
　　　　＿＿＿＿／　　　「カオガー」の引き延ばし部でピッチが急上昇するもの
　　　　カオガーー　　　「カオガーア」のように聞こえる
　　　　　 　　
　　　　＿＿＿　　 　　
　　　　　　　＼／＼　　「カオガー」の引き延ばし部でピッチが上昇下降するもの
　　　　カオガーーー　　「カオガーアー」のように聞こえる
　　 　　
この種の音声については，以下の通り対処する。
² 知覚された母音が語の一部を担う場合，それが形態素境界を跨ぐ（後続形態素の先頭に位置する）場合
は母音を，1形態素内である場合は長音記号を，それぞれ発音形に記す（2.4.4節も参照されたい）。¶ ³
【形態素境界】　　\\影\\絵\\ & \\カゲ\\エ\\ 　　 【形態素内】　　\\小さい\\ & \\チーサイ\\
　　\\お\\送り\\ & \\オ\\オクリ\\ 　　\\数\\学\\ & \\スー\\ガク\\µ ´
² ただし感情表出系感動詞については，引き延ばし部において知覚される母音の有無によって，異なる感
情表出の機能を担う可能性があると考えられるため（「アー」と「アーア」など），1形態素内であって
も，知覚された母音を表記する。¶ ³
(Fあーあ)と & (Fアーア)ト …　×　 (Fあ )ーと & (Fア )ートµ ´
² 上記以外は，以下の通り一律タグ<H>を用いて記す。¶ ³
顔が & カオガ<H>µ ´
2.4.6 曖昧な発音の扱い
発音の怠けや転訛などに伴って曖昧な音声が生じた場合にどのように書き起こすかを，以下四つの場合に分
けて説明する。なお本節の説明では，タグ (?)と タグ (W)に触れる。タグの詳細については，それぞれ 2.5.4
節，2.5.11節を参照されたい。
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1. 発音は曖昧だが，語自体は特定できる場合
2. 発音が曖昧で，その語が存在するか否か迷う場合
3. 発音が曖昧で，語が特定できない場合
4. 複数の読みを持つ語や口語表現に関連する語で迷う場合
2.4.6.1 発音は曖昧だが語自体は特定できる場合
自発性の高い音声においては，以下に示すような発音の怠けや転訛現象などが数多く出現する（以下，まと
めて「音声の転訛現象」と呼ぶ）。
² 母音・子音の脱落：¶ ³
例：コチラガワ　→　コチラガー（[w]の脱落），　アリガトー　→　アイガトー （[r]の脱落）µ ´
² 直音化（拗音の脱落）：¶ ³
例：シュジュツ　→　シジツ，　ジュミョー　→　ジミョーµ ´
² 複数音韻の怠け：¶ ³
例：トリアエズ　→　トリャーズ／トラエズµ ´
² 長母音の短母音化：¶ ³
例：ソーユーヒト　→　ソーユヒト，　ヨースルニ　→　ヨスルニµ ´
このような事例については以下のように対処する。
² 音声の転訛現象が確実に生じていると判断できる場合：タグ (W)を用いて，実際に発音された音と丁寧
に発音された場合に生じる（と予想される）音を併記する。¶ ³
とりあえず　　& 　 (Wトリャーズ;トリアエズ)，　　　手術は　　& 　 (Wシジツ;シュジュツ)ワµ ´
² その判断に曖昧性が残る場合：発音形にタグ (?)を付与するにとどめる。¶ ³
とりあえず　　& 　 (? トリアエ)ズ，　　　　　　　　手術は　　& 　 (? シュジュツ)ワµ ´
「例えば」を例に対処の具体例を示す。
¦ 明瞭に「タトエバ」と聞こえる場合 例えば & タトエバ タグなし
¦ 「タトエバ」かそれ以外の音かで迷う場合 例えば & (? タトエバ) タグ (?)付与
¦ 「タトエバ」以外の音に聞こえる場合
　{ 音が同定可能 例えば & (Wツトエバ;タトエバ) タグ (W)付与
　{ 候補はあるが迷う 例えば & (W (? ツトエバ);タトエバ) (W)左項に (?)
　{ 複数の候補で迷う 例えば & (W (? ツドエ,ツデ);タトエバ) (W)左項に (?)の複数候補
　{ 一切聞き取れない（候補が挙げられない） 例えば & (W (?);タトエバ) (W)左項に値なしの (?)
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2.4.6.2 発音が曖昧でその語が存在するか否か迷う場合
自発性の高い音声では，「が」「は」「へ」などの短い助詞は弱化して発音されることが多い。そのため，これ
らの助詞がそもそも存在するか否かで迷うことがしばしばある。また「顔を合わせる（カオオアワセル）」や
「家へ帰る（イエエカエル）」のように，オ段，エ段で終わる語に同じ母音の助詞「を」「へ」が後続する場合，
ピッチの変化を伴わずに「カオー」「イエー」のように平坦に引き延ばされて発音されることも少なくないが，
この時，引き延ばし部が短くなり，「カオ」「イエ」のように助詞が脱落しているように聞こえることもある。
このように，発音された音が曖昧なために，その語がそもそも存在するか否かで迷う場合については，以下
に示す文脈と音声の観点から対処法を定める。
［文脈上の観点］
　　ア) その語が存在した方が文脈上，より自然である。
　　イ) その語が存在してもしなくても文脈上どちらも自然である。
　　ウ) その語が存在しない方が文脈上，より自然である。
［音声上の観点］
　　 a) その語が確実に聞こえる。
　　 b) その語が存在するように聞こえるが不確かである。
　　 c) その語が存在しないように聞こえるが不確かである。
　　 d) その語が確実に聞こえない。
具体的には以下の通りである。ここでは「私は」を例に説明する（問題となっている語を助詞「は」と仮定）。
音　　　　声
a)確実に存在 b)存在する可能性高い c)存在しない可能性高い d)絶対存在しない
ア)存在した方が 私は & ワタシワ 私は & ワタシ (? ワ) 　 私 & ワタシ
文 　 より自然 ※タグなし 　　※発音形に (?) ※「は」表記せず
イ)存在・非存在 　私は & ワタシワ 私は & ワタシ (? ワ) 　 私 & ワタシ
　 どちらも自然 　　※タグなし ※ 発音形に (?) ※「は」表記せず
脈 ウ)存在しない方 　私は & ワタシワ 私 & ワタシ
　 がより自然 　　※タグなし ※「は」表記せず
なお，このケースに相当するものの多くは，上で例示したように短い助詞であるが，必ずしも助詞に限られ
る訳ではない。また，上記対処法は，あくまで当該語の存在自体に曖昧性が残る場合を対象としている。発音
が曖昧で語の選択に曖昧性が残る場合（助詞の「は」か「が」かの判断が付かない，など）については，次節
を参照されたい。
2.4.6.3 発音が曖昧で語が特定できない場合
発音が曖昧であるために，語が特定できないことがしばしばある。¶ ³
ないという程／ことで 　　… 「程（ほど）」と「こと」で迷う
それくらい／ぐらいにしておく　　… 「くらい」と「ぐらい」で迷う
で／ (Fえ) 次に 　　… 「で」とフィラーの「え」で迷うµ ´
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このような事例については以下のように対処する。「程」と「こと」で迷う場合を例に説明する。
A)音や前後の文脈から，
　 1. まず間違いなく「程」である場合 ⇒ 語を「程」とした上で，2.4.6.1節の基準に従って判断。
　 2. 多分「程」だが自信がない場合 ⇒ 語を「程」とした上で，2.4.6.1節の基準に従って判断。
　 ※基本形にも (?)を付与。タグ (W)を用いる場合は右項にも (?)付与。
　 3. どちらの語も十分あり得る場合 ⇒ 複数の候補を表記する。詳細は以下 B)参照。
B) 上記 A-3)の場合，実際の発音と候補語との関係によって対応が異なる。典型例を幾つか挙げる。
　 1. どちらの音にも聞こえる … (? 程,こと)　& (? ホド,コト)
　 2. 全く別の音に聞こえる … (? 程,こと)　& (Wコド;(? ホド,コト))
　 3. 全く何と言っているか分からない … (? 程,こと)　& (W (?);(? ホド,コト))
以上まとめると，おおよそ次のようになる。
基本形 発音形 例
A-1) 語がいずれかに確定 (?)なし (?)あり 程 & (? ホド)
A-2) 語はある程度確定するが自信なし (?)あり (?)あり (? 程)　 & (? ホド)
(? 程) & (W (? ゴド);(? ホド))
A-3) 語が不確定で複数候補 (?)複数候補 (?)複数候補
　　 ＊ どちらの音にも聞こえる (? 程,こと) & (? ホド,コト)
　　 ＊ 全く別の音に聞こえる (? 程,こと) & (Wコド;(? ホド,コト))
　　 ＊ 何と言っているか全く不明 (? 程,こと) & (W (?);(? ホド,コト))
2.4.6.4 複数の読みを持つ語や口語表現に関連する語で迷う場合
「言う（イウ／ユウ）」や「行く（イク／ユク）)」，「寂しい（サビシイ／サミシイ）」，「決して（ケッシテ／ケ
シテ）」のように，一つの語が複数の読みを持つ場合，発音が曖昧でどちらを記してよいか迷うことがある。ま
た，「どうして」と「どして」，「です」と「っす」，「それで」と「そんで」「そいで」「ほんで」のように，口語
表現か否かで迷うことも多い。このような事例については，以下のように対処する。
1. まず，一般の国語辞典や CSJにおける出現頻度などを参考にしながらデフォルトを決める。その際，「日本
（ニホン／ニッポン）」は圧倒的に出現頻度の高い「ニホン」がデフォルトとなっているが，「大日本帝国」の
ように慣習として「ニッポン」と発話されることの多いものは「ニッポン」をデフォルトとする，といった
具合に，熟語のレベルで，あるいは前後の接続語や意味などに応じて，デフォルトが変わるものもある。例
えば，「言う」「行く」のデフォルトは以下のように定めている。¶ ³
言う： 終止形・連体形は「ユ」を，それ以外は「イ」をデフォルトとする。
行く： 原則として「イ」をデフォルトとする。ただし，「成り行き」や「先行き」など，一般の国語辞典に　　　
　　語幹「ユ」の読みしか登録されていないものについては，「ユ」をデフォルトとする。µ ´
このように設定したデフォルトは，転記作業用の辞書（2.3.6節参照）に注記として記載された。また，「ど
うして」と「どして」，「です」と「っす」のように，口語表現か否かで迷う場合には，原則として元の表現
（上記例では「どうして」や「です」）をデフォルトに設定する。
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2. デフォルトを定めた上で，次のように対処する。ここでは「端（ハシ／ハジ）」を例に説明する。
(a) 当該語の読みの範囲で迷う場合（「ハ シ」か「ハ ジ」のどちらかで迷う場合），一律デフォルト（「ハ
シ」）に倒した上で，発音形にタグ (?)を付与する。¶ ³
端に　 & 　ハ (? シ)ニ 　…　 (?)は曖昧と感じた箇所に付与。語全体が曖昧であれば全体に付与。µ ´
ただし，話者の発話傾向も考慮する。例えば，講演全体を通して「ハジ」と発音している話者が曖昧な
発音をした場合，デフォルトの「ハシ」ではなく「ハジ」の方に倒すこともある。特に「固執（コシツ
／コシュウ）」や「閾値（シキイチ／イキチ）」のように，個人の使用傾向（あるいは状況による使い分
け）がはっきりと見てとれる語については，デフォルト以外に倒すことが多い。
(b) 当該語の読み以外の音（「ハシ／ハジ」以外の音）に聞こえる場合には，以下のようにタグ (W)を用い
る。タグ (W)内の表記については，以下 3で述べる。¶ ³
端に　 & 　 (Wアジ;ハジ)ニµ ´
3. 上記 2(b)では，タグ (W)の右項に丁寧に発音された場合に生じる（と予想される）音を記す必要があり，
どちらを採用するかで問題が生じる。ここでは以下のように対処する。
² 原則として，実際の発音により近い方を採用する。¶ ³
端に　　& 　 (Wアシ;ハシ)ニ 　…　「ハシ」の「シ」を発音
端に　　& 　 (Wアジ;ハジ)ニ 　…　「ハジ」の「ジ」を発音µ ´
その際，典型的なパターンごとに対処法を整理すると同時に，頻出する語については個別に対処法をまと
めた。例えば「言う」の場合は，「言い誤り部の語幹に対応すると考えられる部分が [y]か [u]の音を含
む場合は「ユ」を，[i]を含む場合は「イ」を，タグの右項に記す」といった対処法を設定した*8。
² 迷う場合はデフォルトに倒す。¶ ³
端に　　& 　 (Wハン;ハシ)ニ 　… どちらにも類似しておらず迷う場合はデフォルトの「ハシ」に。µ ´
「女房（ニョーボー／ニョーボ）」や「決して（ケッシテ／ケシテ）」，「刻々（コクコク／コッコク）」のよ
うに，長音，促音の有無あるいは促音化にかかわる対立のみを有するものは，音の類似性から候補を決め
ることが難しいため，一律デフォルトを記す。
*8 この基準に従うと，例えば以下のように対処される。¶ ³
(Wヨッ;ユッ)タラ，　コー (Wウー;ユウ)ト，　ソー (Wリウ;イウ)µ ´
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2.5 転記テキストで用いるタグ
自発的な発話には，言い直しや言い間違い，フィラーといった談話現象や，笑いながら話したり母音や子音
を通常よりも引き延ばすといった音声的現象など，さまざまな種類の現象が生じる。そこで，これらを可能な
範囲で正確かつ体系的に表現するために，表 2.9，表 2.10に示すタグを設計した。本節ではこのうち，表 2.9
に示す転記単位Ａに関するタグについて詳述する。表 2.10に示す転記単位Ｂ，Ｃに関するタグについては 2.2
節を，同じく表 2.10に示す転記単位Ｄに関するタグについては 2.7節をそれぞれ参照されたい。
表 2.9 転記テキストで用いるタグの一覧：転記単位Ａ
● 転記単位Ａ（話者の言語音）に出現するタグ：文字範囲を指定し，その範囲の性質に言及するタイプ
タグ タグの概要 使用例 付与対象 ¤1 範囲 ¤2
(F) フィラー，感情表出系感動詞，（応答表現 ¤3） (Fあの)，(Fうわ)，(Fうーん) 基・発 文・転 ¤4
(D) 言い直し・言い淀み等による語断片 (Dこ)これ，(Dチ)チーズ 基・発 －・－
(D2) 助詞・助動詞・接辞・数字の言い直し そこ (D2が)に，(D2不)不自然 基・発 －・－
(?) 聞き取りや語の判断に自信がない場合 (? タオングー)，(? 堆積,体積) 基・発 ¤5 文・－
(O) 外国語・古語・方言など (Oザッツファイン) 基・発 文・転 ¤7
(M) 音や言葉に関するメタ的な引用 助詞の (Mは)は (Mわ)と発音 基・発 文・転 ¤7
(R) 話者の名前・差別語・誹謗中傷など 国語研の (R××)です 基・発 文・転 ¤7
(X) 非朗読対象発話（朗読における言い間違い等） (X実際は)実際には， 基・発 ¤6 文・－ ¤8
(A) アルファベット・算用数字・記号の併記 (Aシーディーアール;ＣＤ－Ｒ) 基・－　 －・転
(K) 何らかの原因で漢字表記できなくなった場合 (Kたち (Fえ )ーばな;橘) 基・－　 －・－
(W) 転訛や発音の怠けなど，一時的な発音エラー (Wギーツ;ギジュツ) －・発 －・－
(B) 語の読みに関する知識レベルの言い間違い (Bシブタイ;ジュータイ) －・発 －・－
(笑) 笑いながら発話している箇所 (笑 ナニガ) －・発 文・－ ¤8
(泣) 泣きながら発話している箇所 (泣 ドンナニ) －・発 文・－ ¤8
(咳) 咳をしながら発話している箇所 シャ (咳 リン)ノ －・発 文・－ ¤8
(L) ささやき声や独り言などの小さな声 (Lアレコレナンダッケ) －・発 文・－ ¤8
● 転記単位Ａ（話者の言語音）に出現するタグ：音や事象自体を記号で表現するタイプ
<FV> ボーカルフライ等で母音が同定できない場合 だから<FV> & ダカラ<FV> 基・発
<VN>　 「うん/うーん/ふーん」の音の特定が困難な場合 (Fうん) & (F <VN>) －・発 ¤9
<H> 非語彙的な母音の引き延ばし ソレデ<H>，スゴ<H>イ －・発
<Q> 非語彙的な子音の引き延ばし カイ<Q>セキ，ス<Q>ゴイ －・発
<笑>　 言語音と独立に生じる話者の笑い ガクセー<笑>ノ －・発
<咳>　 言語音と独立に生じる話者の咳 ソレデ<咳> －・発
<息>　 言語音と独立に生じる話者の息 ツマリ<息> －・発
<P> 短単位の内部に生じる 0.2秒以上のポーズ オ<P:00453.373-00454.013>モイ －・発
*1 基／発：当該タグが基本形／発音形に出現。　*2 文／転：当該タグの括弧の範囲が複数の文節／転記単位を跨ぐことがある。
*3 対話のみ可。　*4 (Fあの／ですね) や (Fま ／ーね) のように「ですね・ね・さ」が後続する場合のみ転記単位を跨ぐことができる。
*5 状況に応じて，基本形のみ，発音形のみ，あるいは両形に出現。　*6 付与対象は再朗読のみ。
*7 一連のタイトルやメタ的引用などが複数の文節・転記単位に渡る場合，分割せずに一つの括弧でまとめる。
*8 当該のイベントが複数の転記単位に跨がる場合であっても，転記単位ごとに分割して括弧を付与する。　*9 付与対象は対話のみ。
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表 2.10 転記テキストで用いるタグの一覧：転記単位Ｂ～Ｄ
● 転記単位Ｂ（話者の発するボーカル音）に出現するタグ：音や事象自体を記号で表現するタイプ
タグ タグの概要 付与対象
<笑> 話者の笑い声 転記単位情報部
<咳> 話者の咳 転記単位情報部
<泣> 話者の泣き声 転記単位情報部
<息> 話者の息（言語音と連続した息で，波形上切り離せないものに限定） 転記単位情報部
● 転記単位Ｃ（Ａ・Ｂ以外の音で特に目立つ音）に出現するタグ：音や事象自体を記号で表現するタイプ
<フロア発話> 聴衆（司会者等も含む）の発話 転記単位情報部
<フロア笑> 聴衆の笑い 転記単位情報部
<拍手> 聴衆の拍手 転記単位情報部
<デモ> 話者が発表中に用いたデモンストレーションの音声 転記単位情報部
<ベル> 学会講演時に発表時間を知らせるために鳴らすベルの音 転記単位情報部
<雑音> 上記以外の音で特に目立った音 転記単位情報部
● 転記単位Ｄ（再朗読に限定）に出現するタグ：音や事象自体を記号で表現するタイプ
<朗読間違い> 転記単位全体が非朗読対象発話の場合 転記単位情報部
タグに関する補足説明
² タグに利用する記号（括弧・クエスチョンマーク）や英数字はいずれも半角とする。
² 文字範囲を指定しその範囲の性質に言及するタイプのタグ（丸括弧を用いるタグ, 表 2.9参照）の場合，
記号の後に半角スペースを一つ入れる。それ以外の位置には一切スペースは入れない。
² 原則として，同種の現象が複数連続して生じても，一つの括弧にまとめることはしない。¶ ³
(Fえ )ー(Fその )ー　& (Fエ )ー(Fソノ )ー　　　 …　×　 (Fえーその )ー　& (Fエーソノ )ーµ ´
² 表 2.9の「範囲」の欄に「文」あるいは「転」とある場合，それぞれ，当該タグの括弧の範囲が複数の
「文節」あるいは「転記基本単位」に跨がる可能性があることを意味する。¶ ³
0000 00:00:000-00:00:000 L:
それでも & (笑 ソレデモ 　　　　　　… 括弧が複数の文節に跨がる場合の例
つまらない訳だから & ツマラナイワケダカラ)µ ´
² 文字範囲を指定するタイプのタグが，同一の文字範囲に対し複数種類付与されることがある。また文字
範囲を指定するタイプのタグの範囲内に，別のタグが内包されることもある（詳細は 2.5.21節参照）。¶ ³
同一の文字範囲： (笑 (Dコン))コンナ　　　別のタグが内包： (笑 (Dコン)コンナ)µ ´
² 複数のタグが交差して付与されることはない。複数の現象が交差する場合は，以下に示すように，後に
生じた現象のタグ（この例の場合は「笑い」）を分割する。¶ ³
(Lアレ (笑 ナンダッケ))(笑 ワスレチャッタ)　　…　×　 (Lアレ (笑 ナンダッケ)ワスレチャッタ)
||||||||||{　　　　　　　　　　　　　　　　 ||||||||||{　　　　|||||||||||||||{　　　　　　　　　　　|||||||||||||{µ ´
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2.5.1 タグ (F)
本タグは，感動詞（2.3.2.6節参照）のうち，以下のものに対して付与する。このうち応答表現は，対話に対
してのみ付与し，CSJの大半を占める独話には付与しない。理由については後述する。
例 対象
フィラー（場繋ぎ的な表現） あの，そのー，えっとー，うんとー，あー，んー，あのですね 全講演
感情表出系感動詞 あ（っ），あら（っ），うわわ（っ），おー，わー 全講演
応答表現 はい，ええ，うん，ああ，おお，ううん，いえ，いいえ，いや 対話のみ
それぞれの説明に入る前に，なぜこれらに対してタグを付与したのか，またなぜこれらに対して同一のタグ
を付与したのかについて，簡単に述べておきたい。
フィラーや感情表出系感動詞にタグを付与する理由として，転記テキストの可読性の問題と，自動形態素解
析の精度の問題を挙げることができる。フィラーや感情表出系感動詞には，「あ」「え」「ん」などの短い表現が
多く，また特にフィラーは，「法則式イーを」や「多次元項目エー反応モデル」のように，文節や単語の途中
に発話されることも少なくない。そのためこれらの表現を何のタグも付与せずに記すと，転記テキストの可読
性を著しく落とすだけでなく，自動解析の精度を落とすことにもなる。話し言葉に頻出する「うわー」や「あ
れっ」などの多種多様な感情表出系感動詞も，やはり可読性と解析精度を落とす要因の一つとなる。以上が，
フィラーや感情表出系感動詞にタグを付与する最大の理由であるが，このようにタグを付与することによっ
て，フィラーなどを簡単に検索できるという研究上の利便性も，副次的な目的として挙げることができる。両
者に対して同じタグを付与するのは，実際の作業において，フィラーか感情表出系感動詞かの区別が付かない
ケースが少なくないためである。例えば，「これが アー 解答なんだと思って」といった場合の「アー」は，音
調によっては，場を繋ぐためのフィラーなのか，感嘆を表現する感動詞なのかを区別することが難しいことが
ある。そこで，無理に区別せずに，同じタグを付与することとした。
一方，応答表現や挨拶表現などの感動詞は，基本的に表現も固定され，また出現頻度も少ないため，転記テ
キストの可読性や解析精度を下げることは殆どないと判断し，原則として本タグの対象外とした。ただし対話
では，応答表現が相手の発話に対する相槌として極めて頻繁に発話され，転記テキストの可読性を落とす要因
となったため，対話に限定して応答表現にもタグを付与することとした。同じタグにしたのは，先と同様の理
由で，応答表現とフィラー・感情表出系感動詞との区別が難しかったためである。例えば，「ンーそうですね」
といった場合，この「ンー」が，場を繋ぐためのフィラーなのか，ためらいの感情表出系感動詞なのか，相手
に同意を表わす応答表現なのか，相手に対する相槌なのかを区別することは難しい，といった問題である。
勿論，研究上の利便性を考えるならば，三者を区別できるよう，別のタグを付与するに越したことはない。
しかし CSJの構築を開始する時点では，これら話し言葉に特有の表現に関する知見は殆どなく，またそれを
調べるためのデータや時間も十分にはなかったため，このような基準で転記作業を開始することとなった。転
記作業がある程度進み，検討材料が揃った段階で，改めて基準を見直すことも不可能ではなかったが，過去に
遡ってその基準を適用するには，これらの表現はあまりにも数が膨大であり，実現は極めて難しいものであっ
た。また実際，対話の応答表現に何らかのタグを付与すべきと判断した時点では，本タグとは異なるタグを想
定しており，かなり検討を行なったが，結局理論的な問題にぶつかり区別を諦めたという経緯がある。このよ
うに，作業上の問題から理論的な問題に至るまで，さまざまな要因が絡み，結果として三者に対し同一のタグ
を付与するという，CSJの利用者に不便を強いる仕様となった。この点については今後の課題としたい。
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2.5.1.1 フィラー
¦ フィラーとは，言い淀み時などに出現する場繋ぎ的な表現のことである。¶ ³
これは そのー 重要な問題なので あのー 今回の おー 議論でも ん 大きく取り上げたいと思いますµ ´
¦ 語を以下のように限定し，その範囲内で場繋ぎ機能を有する場合に付与する（2.3.2.6節の「フィラー」の項
も参照）。
フィラー表現¶ ³
基本表現：
　あ（ー），い（ー），う（ー），え（ー），お（ー），ん（ー），と（ー）*，ま（ー）*，
　う（ー）ん，あ（ー）（ん）（ー）の（ー）*，そ（ー）（ん）（ー）の（ー）*，
　う（ー）ん（ー）（っ）と（ー）*，あ（ー）（っ）と（ー）*，え（ー）（っ）と（ー）*，ん（ー）（っ）と（ー）*
組み合わせ：
　上記基本表現　 ＋ 「～ですね（ー）」「～っすね（ー）」　 [例]あのですね，えーとっすねー
　＊印の基本表現 ＋ 「～ね（ー）」「～さ（ー）」 　 [例]まーねー，うーんとさー
※ 括弧内は任意　 [例] あの，あのー，あーの，あんのー，あーんのー，あのですね，あーのですねーµ ´
¦ 本タグは，語と機能の両条件を満たした場合に付与する。そのため以下の場合は本タグの対象とはならない。
² 上記以外の表現については，たとえ場繋ぎ機能を有していたとしても，本タグを付与することはしない。
例えば「それは つまり あの つまり えっと…」のように言い淀んでいる場合の「つまり」は，場合によっ
ては場繋ぎ機能を有していると見なすことができるかもしれないが，仮にそのような機能があったとして
も，「つまり」に本タグを付与することはしない。
² 上記表現であっても，場繋ぎ機能を有さない場合には，やはり本タグの対象とはしない。例えば「アノー」
という発話があった場合に，それが場繋ぎ機能を有する場合には本タグを付与するが，それ以外の場合
（例えば連体詞の場合）には付与しない。以下の例に示すように，タグの有無だけでなく，その表記も異
なることがあるため注意する必要がある。¶ ³
フィラーの場合：　 (Fあの )ー　&　(Fアノ )ー
連体詞の場合　：　あの 　&　アノ<H> 　　… タグ (F)を付与しない。母音の引き延ばしの扱いにも注意。µ ´
なお場繋ぎ機能を有するか否か（本タグを付与するか否か）で迷う場合の対処法については後述する。
¦ 本タグ内での母音や子音の引き延ばしの扱いについては，2.3.2.6節の「フィラー」の項を参照されたい。
¦ フィラーの言い淀みについては，それがフィラーであることが明らかである場合に限り，以下のようにタグ
(W)を用いて表現する。¶ ³
(Fあの )ー　 & 　 (F (Wアウノー;アノ )ー) 　，　 (Fま)(Fあの )ー　 & 　 (Wマノー;(Fマ)(Fアノ )ー)µ ´
¦ フィラーが複数連続して出現する場合，まとめることはせず，括弧は括り直す。¶ ³
(Fえっと)(Fあの)(Fん )ー　　× (Fえっとあのん )ーµ ´
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「えーっ<ポーズ>とー」や「んっ<ポーズ>と」などは，「えーっとー」全体で一つのフィラーとするか，「えー」
と「とー」の二つのフィラーに分けるかで迷うことがあるが，これらの区別は難しいため，音調やポーズ長
にかかわらず，一律一つのフィラーと見なす。ポーズが 0.2秒を超える場合は，タグ<P>を利用してポーズ
区間を記す（タグ<P>の詳細は 2.5.19節参照）。¶ ³
0026 00056.170-00059.115 L: 　…　×　0026 00056.170-00056.617 L:
(Fえーっと )ー　&　(Fエーッ<P:00056.617-00058.549>ト )ー　 　(Fえ )ー & (Fエ )ー
0027 00061.432-00062.762 L: 　0027 00058.549-00059.115 L:
魚とか 　&　サカナトカ 　 　(Fと )ー & (Fト )ー
　 　 　 　0028 00061.432-00062.762 L:µ ´
¦ フィラーか否か（本タグを付与するか否か）で迷うことも多い。典型的なケースを取り上げ，その扱いにつ
いて簡単に触れる。
a) フィラーか連体詞かで迷う場合 　
「あの（ー）」，「その（ー）」については，フィラーか連体詞かで迷うことが多い。文脈や音調から判断が
付かない場合には，フィラーとした上で，迷った旨をコメントする（コメントについては 2.1.2節参照）。¶ ³
(Fその) & (Fソノ)
%TYPE=O FIL フィラー「その」連体詞と迷う
ゲストに & ゲストニ
聞く訳ですね & キクワケデスネµ ´
b) フィラーか語断片かで迷う場合 　
「あ」「え」「ん」等の短い音は，フィラーか後述の語の断片（タグ (D)の付与対象）かで迷うことが多
い。この場合の判断基準については 2.5.2節を参照されたい。
c) フィラーか接続詞・接続助詞・格助詞かで迷う場合 　
「と」については，フィラーか，接続詞・接続助詞・格助詞かで迷うことが多い。「Ｘ（前文脈） ＋ と
＋ Ｙ（後文脈）」とあった場合に，ＸとＹの関係が以下の条件のいずれも満たさない場合に限り，フィ
ラーと見なす。
1. ＸとＹが並立関係にある場合（「それと」に置換可能な場合） ⇒　格助詞・接続詞
（語と語を接続する場合は格助詞，それ以外は接続詞）
2. ＸとＹに因果関係がある場合（「（そう）すると」に置換可能な場合） ⇒　接続助詞・接続詞
（文法的・韻律的にＸと繋がる場合は接続助詞，それ以外は接続詞）
3. Ｘを引用的に受けてＹに続くと考えられる場合　　　　　　　　　 ⇒　格助詞
d) フィラーか副詞かで迷う場合 　
実際の発話において，音調や文脈などから，フィラーや感情表出系感動詞の「まー／まあ」と，副詞の
「まあ」とを区別することは極めて難しい。そこで副詞の「まあ」は一切立てずに全て本タグを付与し，
表記も「まー」に統一することとした。しかし「まあまあ」については，文脈や音調から両者を区別す
ることが比較的容易であるため，統一せずに副詞も立てることとした。原則として，以下のいずれかの
条件を満たす場合は副詞，それ以外はフィラーとする。
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² 韻律条件：後者の「マー」のみにアクセント核がある場合（「マーマ'ー」）
² 文法条件：助詞・助動詞が後続するか，用言・副詞に係り程度を表わす場合
ただし，韻律条件を満たす場合であっても，一語と見なせない程に前者と後者の「まー」の間に音声的
な切れ目が強く感じられる場合，および，どうしても後続の用言，副詞等に係っていると解釈できない
場合は，フィラーと見なす。
¦ 本タグを転記テキストから完全に抽出するためには，基本形ではなく発音形を参照する必要がある。理由に
ついては 2.5.11節を参照されたい。
2.5.1.2 感情表出系感動詞
¦ 感情表出系感動詞とは，驚いた時や落胆した時などに発する感動詞である。¶ ³
あ，あっ，あー，あーあ，あら，あらっ，ありゃ，ありゃっ，うっ，うーむ，うわ，うわっ，え，えっ，えー
お，おっ，おー，おや，おやっ，げっ，へっ，へー，ほー，わー，わっµ ´
フィラーの場合とは異なり，語を限定するということはしない。長音や促音も含め，原則として聞こえた通
り表記する。
¦ 感情表出系感動詞の詳細については，2.3.2.6節の「感情表出系感動詞」の項を参照されたい。
2.5.1.3 応答表現
¦ 以下のものを応答表現と定め，本節冒頭で述べた理由により，対話に対してのみ本タグを付与する。¶ ³
肯定的表現： はい，ええ，うん，ああ，おお，ほい，へい，うむ，（うーん）¤
否定的表現： ううん，いえ，いいえ，いいや，いや
　 ¤ 対話の場合のみ基本形に表記可。独話では「うん」に統一。詳細は後述。µ ´
¦ これらの応答表現には，依頼に対する承諾・不承諾や，真偽疑問に対する肯定・否定，相手発話に対する相
槌，談話標識（「はい，では次に移りましょう」のような場面転換時に出現）など，さまざまな機能がある
が，いずれも応答表現と見なす。
¦ 上記のように基本形の表記を定めた上で，実際の発音に対しては，後述のタグ (W)，タグ<H>，タグ<Q>など
を用いて対応する（具体例については 2.3.2.6節の「応答表現」の項参照）。
¦ ある表現を応答表現と見なすか否か，応答表現と見なした場合，基本形にどう記すかで迷うことも多い。以
下では典型的なケースを取り上げ，その扱いについて簡単に触れる。なおこれ以降に挙げる例はいずれも対
話を想定して本タグを付与しているが，独話の場合にはタグは付与されないため注意されたい。
a) 「あい」・「おう」の扱い 　
「ハイ」と「アイ」の聞き分けが困難なことも多いため，「アイ」は応答表現「はい」の発音のバリエー
ションの一つと見なし，応答表現「あい」は認めない。「オウ」も同様の理由で応答表現「おお」の発音
のバリエーションの一つと見なし，応答表現「おう」は認めない。¶ ³
(Fはい)　&　(F (Wアイ;ハイ))　… × (Fあい)　&　(Fアイ)　　
(Fおお)　&　(Fオウ) 　… × (Fおう)　&　(Fオウ)　　※ 発音が「オウ」でも基本形は「おお」に統一µ ´
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b) 「いや」の扱い 　
否定の応答「いや」と感嘆等の感情表出系感動詞「いや」（「いや参った」など）の区別も難しいため，
一律応答表現と見なし，感情表出系感動詞「いや」は認めない。応答表現は基本形の表記が統一される
ため，発音にかかわらず基本形は一律「いや」と記される。¶ ³
(Fいや) & (Fイヤ<H>) 　… × (Fいや )ー & (Fイヤ )ー
(Fいや) & (F (Wヤー;イヤ))　　　 　… × (Fや )ー & (Fヤ )ーµ ´
c) 「はあ」の扱い 　
応答表現の「はあ」と，嘆息の感動表出系感動詞「はー」の区別も難しいため，一律感動表出系感動詞
「はー」と見なし，応答表現「はあ」は一切認めない。¶ ³
(Fは )ー　 & 　 (Fハ )ー　　… × (Fはあ)　 & 　 (Fハ )ーµ ´
d) 「ああ」「おお」「ええ」「うん」の扱い 　
応答表現の「ああ」，「おお」，「ええ」，「うん」は，フィラーや感情表出系感動詞の「あー」，「おー」，
「えー」，「んー」と迷うことも少なくない。原則として，文脈などから機能が確定できずに迷う場合に
は，次の通り判断する：(1)下降音調（アクセント核あり）の場合は「応答表現」，(2)非下降音調（アク
セント核なし）の場合は「フィラー／感情表出系感動詞」とする。「うん」と「んー」の判断について
は，以下の g)も参照されたい。¶ ³
(Fああ) & (Fア )ー … 下降音調（アクセント核あり）で応答表現と解釈した場合
(Fあ )ー & (Fア )ー … 非下降音調（アクセント核なし）で「フィラー／感情表出系感動詞」と解釈した場合µ ´
e) 上昇調で発話された感動詞の扱い 　
「ん？」「うん？」「ああ？」「ええ？」「は？」のように，主に問い返しや疑問，疑念を表出する機能を
持つ発話については，感情表出系感動詞と解釈する（対話・独話共に本タグを付与し，発話された通り
表記する）。ただし，「はい」については，上昇調で発話され，かつ問い返しや疑問，疑念を表出する機
能を担っていたとしても，応答表現と見なす（対話においてのみ本タグを付与し，基本形の表記も統一
する）。
f) 「うーん」の扱い 　
原則として，応答表現の候補語は独話と対話で同じであるが，「うーん」に関してのみ扱いが異なる。独
話では，応答表現「うーん」は認めず，「うん」の発音のバリエーションの一つと見なすが，対話では
「うん」と独立して応答表現「うーん」を認める。これは次の理由による。「ウーン」には，(1)ためらい
等を表出する感動表出系感動詞の「うーん」（例：「うーん ちょっと待って」），(2)ためらい等の感情表
出を伴って応答表現「うん」が引き延ばされたもの（例：「うーん まあそれが正解だろうね」），そして
(3)強調のために引き延ばされた応答表現「うん」（例：「うーん 是非是非そうしよう！」）がある。本来
これらの区別は容易にできるものではないが*9，独話では，相手に対する応答が限られた状況でしか出
現せず，大半が感動表出系感動詞であるため，両者の区別は比較的容易であった。そこで，「ウーン」と
いう発話が生じた場合に，それが感動表出系感動詞であれば「うーん」，応答表現であれば「うん」を基
*9 特に (1) の感情表出系感動詞と (2) の応答表現の区別は容易ではない。両者の区別のためには，話者に（ためらいながらも）「肯
定」の意図があったのかどうかを判断しなければならないためである。
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本形に表記するといった具合に，両者を書き分けることにした。しかし対話では，「ウーン」が感情表
出系感動詞だけでなく応答表現として発話されることも多く，また対話中での機能も豊富なため，量的
にも質的にも両者の区別をすることが極めて難しいという問題が生じた。そこで応答表現「うーん」を
認めることによって，実際に「ウーン」という発音が生じた場合に，応答表現か感情表出系感動詞かの
区別をすることなく，一律本タグを付与した「うーん」を基本形に表記することができるようにした。¶ ³
応答表現 感情表出系感動詞 補足事項
独話 うん & ウ<H>ン (Fうーん) & (Fウーン) 機能に応じて「うん」「うーん」を使い分け
対話 (Fうーん) & (Fウーン) (Fうーん) & (Fウーン) 「うーん」に統一（使い分け不要）µ ´
g) 「うん」，「うーん」，「ふーん」，「んー」の扱い 　
「うん」，「うーん」，「ふーん」，「んー」は曖昧に発音されることも多く，どの語を記すかで迷うことが多
い。そこで，文脈などから語が特定できない場合には，以下の通り機能と音調に基づき判断する。
i. 「うん／うーん」と「ん／んー」で迷う場合：(1)アクセント核がある，(2)応答の機能である（文脈
から応答であることが特定できる），のいずれかの条件を満たした場合は「うん／うーん」とし，そ
れ以外を「ん／んー」とする。
ii.「うん」と「うーん」で迷う場合：機能が応答であることが確実な場合は「うん」に，それ以外は一
律「うーん」とする。上で述べたように，「うーん」には応答と感情表出の両機能があるため，迷う
場合は「うーん」にするという基準を採用した。
iii.「うーん」と「ふーん」で迷う場合：(1) 音調が上昇あるいは平坦である，(2) 感嘆の機能を有する
（感嘆の機能を持つ「へー」と置換可能である），という二つの条件をいずれも満たした場合は「ふー
ん」とし，それ以外は一律「うーん」とする。なお (1)に記す音調とは，徐々に上昇する，あるい
は下降せず平坦のまま続く音調のことを指す。一旦上昇していても，途中から下降するものは対象
外とする。ただし一旦下降しても，最後に上昇する場合には，この条件を満たすものと考える。
以下に，それぞれの表現の典型的な機能と音調をまとめる。
基本形 発音形 機能 音調 特に迷うことの多い表現
うん ウン, <VN> 応答 下降調 うーん (ii)，ん・んー (i)
うーん ウーン, <VN> 応答／疑念・ためらい／感嘆 下降調 うん (ii)，ふーん (iii)，んー (i)
ふーん フーン, <VN> 感嘆 平坦調／上昇調 うーん (iii)
ん／んー ン／ンー 疑念・ためらい／フィラー 平坦調 うん (i)，うーん (i)
なお，特に「うん」「うーん」「ふーん」については，鼻音が混ざる等の理由で実際の音の認定が困難なこ
とも多い。そのような場合，無理に音を特定するのではなく，発音形にタグ<VN>を記すこととした。つ
まり，基本形にどの語を記すかは，上述の通り機能（応答か否か）と音調（上昇か下降か平坦か）から判
断する必要があるのに対し，実際の発音については，必ずしも特定しなくてよいということである。た
だしタグ<VN>の使用は，これらの表現が頻出する対話に限られる（タグ<VN>の詳細は 2.5.16節参照）。¶ ³
(Fうん)(Fうーん) & (F <VN>)(F <VN>)
(Fうん)(Fうん) & (F <VN>)(Fウン) … 二つ目の「うん」のみ母音カテゴリーが明瞭な場合
(Fふーん) & (F <VN>) 　µ ´
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2.5.2 タグ (D)
¦ 本タグは，以下のケースで生じる「語の断片」に対して付与する。この種の語断片は，フィラーや感情表出
系感動詞の場合と同様に，転記テキストの可読性と自動形態素解析の精度を著しく落とす要因となるため，
タグを付与することとした（2.5.1節参照）。
言い直しに伴う語断片：「あたら 最新の研究で」の例に見られるように，何かを言い掛け（「あたら」），そ
れを別の表現（「最新の」）で言い替えた場合の，言い掛けの部分（「あたら」）。
その他の語断片：「そのん問題は」のように，言い直しに伴う語断片と言うよりは，発声上の問題で生じ
たと考えられる断片的な音声。この種の断片的な音声もここでは語の断片の一種と見なす。
¦ ここで言う「語」とは，基本的に「短単位」（3.1.3節参照）を指す。つまり，短単位に満たない断片を本タ
グの対象にするということである。ただし，外来語については例外として「最小単位」を語と見なす。これ
により，例えば「カードゲーム」（１短単位）は「\\カード\\ゲーム\\」のように二つの語と見なされる。こ
の外来語に対する例外的措置は，本タグとタグ (W)（2.5.11節参照），タグ (M)（2.5.6節参照）に対して適
用される。例外的措置がかかわる部分については，明示的にその旨を記すこととする。
¦ 本タグの付与対象に関して，以下の点に注意する必要がある。
² 言い掛け部が語断片ではない場合，言い直しであっても本タグは付与しない。¶ ³
スライド(Fえーと)プロジェクターで … × (Dスライド)(Fえーと)プロジェクターで
それ それについてその問題について … × (Dそれ) (Dそれについて)その問題について
カード カードゲームを … × (Dカード) カードゲームをµ ´
² 以下の条件を満たす場合，言い掛け部を語断片相当と見なし，本タグを付与する。
{ 語として意味をなさず，かつ言い直しを伴う場合。¶ ³
(Dテビス)テニスをする　µ ´
この例の「テビス」のように，音節数が揃っており厳密には語の「断片」と言えないような場合でも，
上記条件を満たした場合には，本タグを付与する。
{ 言い掛け部の末尾が音の転訛（音便化や連濁など）を伴う場合。¶ ³
(D喋っ)喋った　 (D見ん)見んな　 (D書い)書いた　 (Dはっ)八回　 (Dなん)何回　 (Dふな)船火事µ ´
{ 言い掛け部が，次の動詞の未然形，連用形の場合：１）カ変動詞「来る」，２）サ変動詞「する」，３）
語幹が 1モーラの上一段・下一段動詞（「見る」や「得る」など）。¶ ³
(Dこ)来ない　 (Dき)来ます　 (Dし)しない　 (Dみ)見てみる　 (Dに)煮ました　 (Dえ)得たもの　µ ´
{ 発音が曖昧で語断片であるという印象を強く受ける場合。子音まで言い掛けて母音を発音せずにやめる
場合などがこれに相当する。その際，発音が曖昧な部分にタグ (?)を付与することで，語の断片である
ことを示す。タグ (?)は，発音形だけでなく，基本形の対応する箇所にも付与する。¶ ³
(D書 (? く))書き手　　& (Dカ (? ク))カキテµ ´
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¦ 以下の場合には，本タグではなく 2.5.11節で詳述するタグ (W)を付与する。
² 「ダイガ ノ カイギデワ（大学の会議では）」の「ダイガ」のように，語断片であっても，言い直されずに
そのまま発話された場合。¶ ³
大学の　　& (Wダイガ;ダイガク)ノ　　…　×　 (Dだいが)の　　& (Dダイガ)ノ
会議では　& カイギデワ　　　　　　　　　　　　会議では　　　　& カイギデワ　　　　　　　µ ´
² 「ブンシセキ（分し析）」のような短単位内部での言い淀みの場合。¶ ³
分析　& (Wブンシセキ;ブンセキ)　　　…　×　分 (Dし)析　　　& ブン (Dシ)セキµ ´
² 「そここから」や「ありますす それで」のように，短単位の末尾でその一部が繰り返される場合。¶ ³
あります　& アリ (Wマスス;マス)　　 …　×　あります (Dす)　& アリマス (Dス)µ ´
¦ 本タグの付与範囲に関して，以下の点に注意する必要がある。
² 言い掛け部が語断片以外の要素を含む場合，本タグは言い掛け部全体ではなく，語断片にのみ付与する。¶ ³
正解 (Dり)男性の 場合の 正解率を …　×　 (D正解り)男性の 場合の 正解率を
従来の (Dしゅひょ)であり 指標であり …　×　従来の (Dしゅひょであり) 指標でありµ ´
² A を B で，B を C で言い直すといったように，言い直しが複数回連続して生じた場合には，その都度，
本タグを付与する。¶ ³
(Dさ)(D最)最大の　　　 (Dだ)(D大)大学の学部の会議µ ´
¦ 基本形における本タグ内の表記は以下の通りとする。
² 漢字あるいは片仮名で記される語の断片であることが明らかな場合に限り，該当箇所を書ける範囲で漢字
あるいは片仮名で記すが，それ以外については，迷う場合を含め原則として平仮名で記す。¶ ³
漢　字：　　 (D情)情報科学が　　　 (D市)市街地　　　　　　　　手話 (D通や)通訳の
片仮名：　　 (Dプ)プログラム　　　 (Dテニ)昨日のテニスは　　　 (Dテビレ)テレビを見ると
平仮名：　　 (Dす)すると　　　　　この (Dて)提案は　　　　　　 (Dし)つまりそのシステムではµ ´
² ただし漢字の表記については以下の制約がある。
{ 言い掛け部の末尾が音の転訛を伴う場合，当該箇所は平仮名で記す。¶ ³
(Dあま)雨傘　　 (Dなん)何回　　 (D洗たっ)洗濯機µ ´
{ 言い掛け部と訂正部の間に内容語（タグ (F), (D), (D2), (?)，および，<FV>, (笑)などの非言語音以
外）が挿入されている場合には，平仮名で記す。¶ ³
(Dてい)今回の提案は …　×　 (D提)今回の提案は　
史的 (D展)(Fえ )ー<FV>展開が …　×　史的 (Dてん)(Fえ )ー<FV>展開がµ ´
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¦ 本タグ内に生じる母音・子音の引き延ばしについては，以下の通り表記する。なお，子音の引き延ばしの扱
いについては，2.3.5節の 2も併せて参照されたい。
² 基本形における母音の引き延ばし：
¦ 和語，漢語の断片と判断できる場合は母音表記。¶ ³
(Dほう)ほうきで　　　　& (Dホ )ーホーキデµ ´
¦ 片仮名語，および単なる言い淀みに伴う引き延ばしの場合は長音記号「ー」で表記。¶ ³
(Dデ )ーそのデーターを　& (Dデ )ーソノデーターオ，　　 (Dき )ー昨日は　& 　 (Dキ )ーキノーワµ ´
² 発音形における母音の引き延ばし：一律長音記号「ー」で記す。¶ ³
(Dわ )ー私　& (Dワ )ーワタシ　　　 　　　…　×　 (Dわ)私　& (Dワ<H>)ワタシµ ´
母音の引き延ばしが極めて長い場合，長音記号「ー」にタグ<H>を添えることはあるが，それ以外で本タ
グ内にタグ<H>を記すことはない。¶ ³
(Dわ )ー私　& (Dワー<H>)ワタシ　µ ´
² 子音の引き延ばし：基本形・発音形共に，一律「っ/ッ」で表記する。¶ ³
(Dさっ)作家　　& (Dサッ)サッカ　　　　　 (Dこっご)国語研　& (Dコッゴ)コクゴケン
(Dカッ)カップ　& (Dカッ)カップ　　　　　 (Dコッ)コレクト　& (Dコッ)コレクトµ ´
² 語断片の境界に生じる母音・子音の引き延ばし：
1) 語断片始端位置の場合，本タグ内の先頭ではなく本タグの直前に母音・子音の引き延ばしを記す。それ
が語の一部を担う場合は「ー」「ッ」で，そうでなければタグ<H>・タグ<Q> で記す。¶ ³
オーバー (Dス)スローで & オーバー(Dス)スローデ　　　真っ (Dく)暗闇の & マッ(Dク)クラヤミノ
これ (Dま)までには　　 & コレ <H>(Dマ)マデニワ　　　ここ (Dか)から　 & ココ <Q>(Dカ)カラµ ´
ただし子音の引き延ばしについては，促音で始まる語（「っぽい」など）の断片であると判断される場
合，本タグ内の先頭に「っ／ッ」を記す。¶ ³
白 (Dっぽ)っぽい　& 　シロ (Dッポ)ッポイµ ´
2) 語断片終端位置の場合，本タグ内の末尾に「ー」「ッ」を記す。¶ ³
これ (Dま )ーまで & コレ (Dマ )ーマデ　　　　ここ (Dかっ)から & ココ (Dカッ)カラµ ´
ただし子音の引き延ばしについては，促音で始まる語，および引用の「と」が後続する場合，本タグの
直後に記す（2.3.5節参照）。¶ ³
白 (Dぽ)っぽい & シロ (Dポ)ッポイµ ´
¦ 実際のタグ付け作業において，語断片相当と見なし本タグを付与するか否かで迷うことも多い。典型的な
ケースを取り上げ，その扱いについて簡単に触れる。
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a) 語断片かフィラーかで迷う場合 　
実際のタグ付け作業において，語断片であるタグ (D)と，フィラーのタグ (F)のどちらを付与すべきか
で迷うことがよくある。基本的には音調や文脈から両者の区別を行なったが，「あ（ー）」「い（ー）」「う
（ー）」「え（ー）」「お（ー）」「ん（ー）」については特に迷うことが多く，揺れを招く原因となった。そこ
で，ある程度の量の語断片やフィラーを収集し，それぞれの特徴を明らかにした上で，以下の操作的な
判断基準を作成した。上記表現で語断片かフィラーかで迷った場合には，この基準に従って判断する。
1. 母音の引き延ばしがあるか否か：　ある ⇒ (F)　　ない ⇒ 以下 2.¶ ³
(Fあ )ーつまり，　　　 (Fん )ー女の人が，　　　 (Fう )ー一緒にµ ´
2. フィラーが後続し，かつそのフィラーの冒頭の音と同じか否か：　同じ ⇒ (F)　　違う ⇒ 以下 3.¶ ³
(Fあ)(Fあの )ーつまり，　　　 (Fえ)(Fえ )ー音楽が，　　　 (Fん)(Fん )ー昨日はµ ´
3. 後続する内容語あるいは語断片の冒頭の音と同じか否か：　同じ ⇒ (D)　　違う ⇒ 以下 4.¶ ³
(Dあ)あなたが，　　　 (Dい)一緒に，　　　 (Dえ)(D演)演奏がµ ´
4. 問題となっている表現の直後にポーズがあるか否か：　　ある ⇒ (F)　　ない ⇒ (D)¶ ³
(Fお)あなたが　　…　 「お」と「あなたが」の間にポーズがある場合
(Dお)あなたが　　…　 「お」と「あなたが」の間にポーズがない場合µ ´
b) 語断片か１音節の接続詞かで迷う場合 　
語断片か 1音節の接続詞（「で」や「て」など）かで迷う場合には，原則として以下のように判断する。
² 当該語が節あるいは文の切れ目に出現し，かつ「それで」「そして」などで言い換えても繋がりが不
自然でなければ接続詞と判断する。¶ ³
行ってきて で なるたけ　　　　　　　　… 接続詞の「で」と解釈µ ´
² それ以外は語断片と見なし，本タグを付与する。¶ ³
それについては (Dで) なるたけ　　　 … 語断片と解釈µ ´
c) 上記以外で語断片か否かで迷う場合 　
上記以外で迷った場合には，原則として本タグを付与する。以下に典型的なケースを挙げる。
² 短単位かその断片かで迷う場合（例：「さいこ 最大級」の「さいこ」。「最古」か「最高」の断片かで迷う）。¶ ³
(Dさいこ)最大級の　& (Dサイコ)サイダイキューノµ ´
² 口語表現か語断片かで迷う場合（例：「まじ真面目に」の「まじ」。口語か「真面目」の断片かで迷う）。¶ ³
(Dまじ)真面目に　& (Dマジ)マジメニµ ´
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2.5.3 タグ (D2)
¦ 本タグは，言い直しにおける被訂正部，訂正部が共に，助詞・助動詞・接頭辞・接尾辞・数字（いずれも短単
位の断片ではなく１短単位あるいはその連鎖）であり，かつ，被訂正部と訂正部が内容語（タグ (F), (D),
(D2), (?)，および，<FV>, (笑)などの非言語音以外）を挟まずに連続して出現した場合に付与する。¶ ³
評価値 (D2が)の数値が　　　　　　　　 　 事例 (Fい )ー(D2が)(Dしゅ)の収集が困難
桜 (D2だ)ですね　　　 　 明日 (D2ですので)ですから　　
(D2第)第一関門を　　　　　　　　　　 　 (D2御)(Dず)御承知の通り
懐疑 (D2的)的な　　　　　　　　　　　 　 西洋 (D2的)(Fえ )ー(Dふ)風な
二百 (D2五)五円 　 (A千 (D2八百)九百四十;１９４０)年　µ ´
¦ 本タグの付与対象は，タグ (D)とは異なり 1短単位あるいはその連鎖であるため，形態論情報は通常の枠組
みで付与される。短単位の断片でないにもかかわらずこれらにタグを付与するのは，機能語や数字内部の言
い淀みは転記テキストの可読性を著しく落とし，場合によっては誤解を招く恐れもあるためである。¶ ³
ここまで (D2に)は 　 … タグがないと「ここまでには」と誤解する可能性がある
(A千六百 (D2三十)三;１６０３)年 　 … タグがないと「１６３３年」と誤解する可能性があるµ ´
なお，数字の場合には，1長単位の内部に生じた言い直しだけを対象とし，長単位の先頭の言い直しは対象
外とする。これは，数字の先頭の言い直しの場合，言い直しなのか複数の数字の列挙なのかの区別が付かな
いこともあること，また 2.8節に記す文節基準に従いその前後で改行されるため，本タグを付与しなくても
可読性を損なうことはないためである。¶ ³
長単位先頭：　　千六百 … タグ (D2)は不要
　　(A千六百三;１６０３)年に
長単位内部：　　(A千 (D2六百)六百三;１６０３)年に … タグ (D2)を付与µ ´
¦ 本タグの付与対象およびその範囲に関して，以下の点に注意する必要がある。
² 被訂正部の方が文法的，意味的に正しいと感じられる場合であっても，最後にその話者が発話したものを
残し，その前までを本タグの対象とする。¶ ³
数詞 (D2の)(Fえ )ーが問題は　　　分析 (D2は)(D2の)(Fえ)が (Fあ )ー観点からはµ ´
² タグ (D)の場合と同様，A を B で，B を C で言い直すといったように，言い直しが複数回連続して生
じた場合には，その都度，本タグを付与する。¶ ³
解析 (D2と)(D2を)はやりましたけれど　　 (D2非)(D2不)(D2非)非寛容なµ ´
ただし，「ここ までだ までです」のように，「までだ」という助詞・助動詞の連鎖が「までです」という助
詞・助動詞の連鎖で言い直されているといったような場合には，連鎖部をまとめて本タグの対象とする。¶ ³
これ (D2までだ)までです　　　あり (D2ますが)ますけれどもµ ´
2.5 転記テキストで用いるタグ 93
² 「西海岸のロス ですね に行きました」のように，名詞（「ロス」）と助詞（「に」）の間に間投助詞（「です
ね」）が挿入されることがあるが，この場合，間投助詞「ですね」を助詞「に」で言い直した訳ではないた
め，本タグの対象としない。その際，可読性を高めるため，以下の例（左）に示すように，間投助詞とそ
れに後続する助詞の間で改行する。¶ ³
西海岸の 　　　　　　&　ニシカイガンノ　　　　 …　× 西海岸の 　&　ニシカイガンノ
ロスですね　　　　　　&　ロスデスネ 　　　　 ロス (D2ですね)に　&　ロス (D2デスネ)ニ
に 　　　　　　&　ニ 　　　　 行きました 　&　イキマシタ
行きました　　　　　　&　イキマシタ 　　　　µ ´
ただし，間投助詞の先行要素が本タグの対象である場合には，間投助詞を含めて本タグを付与する。¶ ³
西海岸の 　&　ニシカイガンノ …　× 西海岸の 　&　ニシカイガンノ
ロス (D2がですね)に　&　ロス (D2ガデスネ)ニ ロス (D2が)ですね　&　ロス (D2ガ)デスネ
行きました 　&　イキマシタ に 　&　ニ
　 　 行きました 　&　イキマシタµ ´
¦ 以下の場合には，本タグではなくタグ (D)を付与する。
² 被訂正部が助詞・助動詞・接頭辞・接尾辞・数字の断片の場合：¶ ³
ここ (Dか)から　　　 　 × ここ (D2か)から
(A千 (D九)九百七十九;１９７９) 　 × (A千 (D2九)九百七十九;１９７９)　… 「＼九百＼」で１短単位µ ´
² 被訂正部が言い間違いを伴う場合：¶ ³
これ (Dにょ)の　& コレ (Dニョ)ノ　　　　 …　×　これ (D2の)の　 & コレ (D2 (Wニョ;ノ))ノµ ´
ただし，助詞「を」を「ウォ」と発音した場合に限り，タグ (W)で「オ」とした上で本タグを付与する。¶ ³
これ (D2を)を　 & コレ (D2 (Wウォ;オ))オ　…　×　これ (Dうぉ)を　& コレ (Dウォ)オµ ´
² 語の同定が曖昧な場合：¶ ³
×　 (D2 (? 御))御本人　&　(D2 (? ゴ))ゴホンニン　… 基本形でタグ (D2)とタグ (?)は共起しない
○　 (D (? ご))御本人 　&　(D (? ゴ))ゴホンニン 　… 語が曖昧な場合はタグ (D)を用いる
○　 (D2御)御本人 　&　(D2 (? ゴ))ゴホンニン　… 音は曖昧だが文脈から語が確定する場合は対象とするµ ´
つまり，基本形で (D2)と (?)が共起することはない。
¦ 本タグ内の表記は，当該の語（助詞，助動詞，接頭辞，接尾辞，数字）の表記に従う。語彙的に存在しない
母音・子音の引き延ばしが生じた場合は，タグ<H>, <Q>を用いて表記する。¶ ³
ここ (D2です)ですね　& ココ (D2デス<H>)デスネ　　　　…　×　ココ (D2デス )ーデスネ
西洋 (D2的)風な　　　& セイヨー (D2テ<Q>キ)フーナ　　…　×　セイヨー (D2テッキ)フーナµ ´
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2.5.4 タグ (?)
¦ 本タグは，語・漢字の同定や音の聞き取りが曖昧な場合に付与する。
¦ 以下三つの形式を取り得る。¶ ³
タグ内の値が一つ（デフォルト） ： (? 字数)の & 　 (? ジスー)ノ
タグ内の値が複数（複数の候補が想定）： (? 次数,実数) & 　 (? ジス ,ージッスー)
タグ内の値なし（全く不明な場合） ： で & 　 (?)でµ ´
¦ 語や漢字の同定が曖昧なのか，それとも音の聞き取りが曖昧なのかにより，本タグを基本形と発音形のどち
ら（あるいは両方）に付与するかが決まる。幾つか例を挙げる。¶ ³
(? 字数)の 　&　(? ジスー)ノ … 音の聞き取りが曖昧で語も不確定。
それで 　&　(? ソレデ) … 音の聞き取りは曖昧だが文脈から語は確定。
(? せんさ)空間の　&　センサクーカンノ … 音は明瞭だが語が曖昧。候補があれば漢字，なければ平仮名。
(?)から 　&　(?)カラ … 音が全く聞き取れず語も不明。
(? 大賞,対象)の 　&　タイショーノ … 音は明瞭だが語が曖昧。複数の候補あり。
(? 権利,権威) 　&　(? ケンリ,ケンイ) … 音も語も曖昧。複数候補は基本形と発音形で対応付ける。µ ´
¦ 音の聞き取りが曖昧な場合，本タグとタグ (W)を用いて以下のように記すことがある。¶ ³
だから 　& (W (? ダカ);ダカラ) … 音の聞き取りは曖昧だが文脈から語は確定
それから 　& (W (?);ソレ)カラ … 音は全く聞き取れないが文脈から語は確定
(? 思い)ます　& (Wイー;(? オモイ))マス … 音は明瞭だが語が曖昧 ¤1
(? 思い)ます　& (W (? イー);(? オモイ))マス … 音も語も曖昧 ¤1
(? 絵,手) 　& (? エ,(Wエ;テ)) … 音は明瞭でＡと聞こえるが語が曖昧でＡかＢで迷う
(? 毛,手) 　& (Wエ;(? ケ,テ)) … 音は明瞭でＡと聞こえるが語が曖昧でＢかＣ（Ａ以外）で迷う¤1
本当に 　& (W (? ホト,ホノ);ホント )ー … 音の聞き取りに複数の可能性はあるが語は確定 ¤2
¤1 タグ (W)の右項にタグ (?)を付与した場合，基本形にも必ずタグ (?)を付与。
¤2 タグ (W)の左項の一部が曖昧な場合であっても， (Wホ (?ト,ノ);ホント )ー とせず全体にタグ (?)の複数候補を付与。µ ´
なお，曖昧な音声が生じた場合の扱いについては，2.4.6節も参照されたい。
¦ 本タグ内の値は，上記の通り複数とることも可能であるが，できるだけ一つとなるようにする。幾つか典型
例を示す。
² 固有名詞の漢字が特定できない場合には，デフォルトを決めてそれに倒す。¶ ³
菊池さんが　& キクチサンガ　　…　× (? 菊池,菊地)さんが　& キクチサンガµ ´
² 口語表現か否かで迷う場合には，原則として口語の元の形に倒す（2.4.6.4節参照）。¶ ³
それで　& ソ (? レ)デ　　　　　…　× (? それで,そいで)　& (? ソレデ,ソンデ)µ ´
² タグ (F)や タグ (D)がかかわる言い淀み時は音が曖昧なことも多いが，無理に複数の候補を記すことは
せず，一番尤もらしい候補を一つ挙げた上で，基本形・発音形の両方に本タグを付与することとする。¶ ³
(F (? あー))　& (F (? アー))　　　…　× (F (? あ ,ーえー))　& (F (? ア ,ーエー))µ ´
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¦ 語彙的な母音の引き延ばしがあるかないかで迷う場合，一律引き延ばしが存在するものとし，長音記号「ー」
にのみ本タグを付与することはしない。明らかに母音の引き延ばしがないと判断できる場合は，下記のよう
にタグ (W)で対応する。¶ ³
× ビリヤ(? ー)ド & ビリヤ(? ー)ド …　長音記号にのみタグ (?)を付与することはしない
○ ビリヤード & ビリヤード …　母音の引き延ばしの有無で迷う場合はタグなし
○ ビリヤード & (Wビリヤド;ビリヤード) …　明らかに母音の引き延ばしがない場合はタグ (W)対処µ ´
¦ 本タグは，他のタグと共に用いることも多い。以下，他のタグとの共起関係上の注意点について，タグ別に
簡単に説明する。タグ (W)との共起については上述の通りである。なお，全てのタグとの共起関係について
は，2.5.21節を参照されたい。
² タグ (D)：タグ (D)の付与対象はあくまで短単位の断片であるため，基本形のみ本タグが付与されるパ
ターン（音は明瞭だが語が曖昧）や，発音形のみ本タグが付与されるパターン（音は曖昧だが文脈から語
は確定）は認めない。必要があれば基本形と発音形の両方に本タグを付与する。¶ ³
○ (D (? わ))私が　　&　(D (? ワ))ワタシガ　　　… 必要があれば基本形と発音形の両方に本タグを付与
× (D (? わ))私が　　&　(Dワ)ワタシガ 　　　… 基本形のみ本タグを付与することはしない
× (Dわ)私が　　 　&　(D (? ワ))ワタシガ　　　… 発音形のみ本タグを付与することはしないµ ´
² タグ (D2)：語の同定が曖昧な場合には，タグ (D2)ではなくタグ (D)を用いる。そのため，基本形で タ
グ (D2)とタグ (?)が共起することはない。¶ ³
×　 (D2 (? 御))御本人　&　(D2 (? ゴ))ゴホンニン　… 基本形でタグ (D2)とタグ (?)は共起しない
○　 (D (? ご))御本人 　&　(D (? ゴ))ゴホンニン 　… 語が曖昧な場合はタグ (D)を用いる
○　 (D2御)御本人 　&　(D2 (? ゴ))ゴホンニン　… 音は曖昧だが文脈から語が確定する場合は問題なしµ ´
² タグ<FV>・タグ<VN>：いずれも音が曖昧な場合に用いられるタグであるため，「(? <FV>)」のように更に
本タグを付与することはしない。
2.5.5 タグ (O)
¦ 本タグは，外国語や方言，古語など，CSJ が対象とする「現代共通日本語」の枠から外れている（可能性の
ある）箇所に付与する。
¦ CSJの対象は現代共通日本語であり，講演が外国語や方言，古語主体で行なわれているものは対象外として
いるが，外国語や方言などが部分的に用いられたり，あるいは引用の形で出現するといった程度のものは，
コーパスに含めるという方針をとっている。しかしこのような箇所は，研究の目的によっては，除外して分
析した方がよいこともある。例えば，音声認識研究において音響モデルや言語モデルを構築する際，音韻体
系や語彙が「現代共通日本語」の枠から外れるものはノイズとなるため，できるだけ除外した方がよい。そ
こで，必要に応じて CSJの利用者が分析から除外できるよう（除外する候補を絞れるよう），このような箇
所に対してタグを付与することとした。
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¦ 具体的には，以下に示すものに対して本タグを付与する。
² 語彙，文法的に現代共通日本語の枠組みから外れるもの：外国語，古語，方言，複雑な数式の読み上げ¶ ³
(Oウドゥユーライクミートゥーテークアメッセージ)　　 (O来ざりけるに)
(Oどないなっとんねん)と　　　　　　　　　　 　　　　(Oエックスハットケーバーケ )ーをµ ´
ただし，外来語やことわざ，慣用表現として，現代共通日本語に定着している語や表現，英語などの馴染
みのある言語の単語（複合語を含む），固有名詞などについては，本タグの対象外とする。¶ ³
アットホームな雰囲気が　　　　　　　 … × (Oアットホーム)な雰囲気が※ 外来語として定着
百聞は一見にしかずという　　　　　　 … × (O百聞は一見にしかず)という※ 慣用句として定着
ウィー・アー・ザ・チャンピオンを歌う … × (Oウィーアーザチャンピオン)を歌う※ 固有名詞µ ´
² 外来語であっても，外国語風に発音されている場合は，本タグを付与する。ただし，アクセントのみ外国
語の影響を受けているものは本タグの対象外とする。
¦ 本タグは，当該の一連の表現にまとめて付与する。仮に，厳密には助詞・助動詞のみが古語や方言であると
いったような場合であっても，それを含む文節全体にタグを付与する。このような基準を設けたのは，古語
や方言の範囲を局所的に厳密に認定することが困難なことも少なくないという，作業上の理由の他に，タグ
が細切れに付与されるより，古語や方言を含む句全体に付与されている方が使い易いだろうという，利用上
の理由もある。¶ ³
(O遭ったようやないか)　　　　　　…　×　遭ったよう (Oや)ないか
(O大家なるところなり)　　　　　　…　×　大家 (Oなる)ところ (Oなり)µ ´
ただし引用部分と引用を受ける表現がある場合には，文節ではなくその境界に本タグの境界を置く。¶ ³
｜対称代名詞は｜ (Oこなた)であり｜　　　　　　　　…　引用部のみが古語
｜人の｜手に｜渡ってきたもの (Oっていうのんが)｜　…　引用部を受ける表現のみが方言µ ´
¦ 本タグ内の基本形の表記は，原則として 2.3節に示す表記原則に従う。特に英語などの馴染みのある外国語
については，できるだけ外来語の表記原則に従って記す（2.3.3節参照）。具体的には，既に外来語として転
記作業用の辞書（2.3.6 節参照）に多くの表現が登録されているため，その登録された表記に従って記す。
登録されたものと異なる発音の場合には，タグ<H>, タグ<Q>, タグ (W)を用いて登録された表記に一致させ
る。方言や古語を，タグ (W)を用いて現代共通日本語に直すということはしない。¶ ³
(Oイズイットトゥーレート)と　 & (O (Wイズィッ;イズイット)トゥー (Wレイトゥ;レート))
(O喋られへんねんで)　　　　　 & (Oシャベラレヘンネンデ<H>)µ ´
ただし，馴染みのある外国語であっても，外国語風の発音自体がメタ的に引用されている場合については，
無理に表記原則に合わせず，実際の発音をそのまま基本形に記してよいものとする。この場合，下記例に示
すように，基本形と発音形が同じ表記となる。¶ ³
シカゴは (Oシカーゴ)と発音します　　　　 & シカゴワ (Oシカーゴ)トハツオンシマス
サンスクリット語で (Oスーリャ)っていうのが & サンスクリットゴデ (Oスーリャ)ッテユーノガµ ´
このようにタグ (O)の内部は，可能な範囲で基本形の表記原則に従うが，場合によっては原則から外れるこ
ともある（同じ語や表現であっても他と表記が異なることもある）ため，扱いに注意する必要がある。
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2.5.6 タグ (M)
¦ 本タグは，音や言葉自体が言及の対象となるようなメタ的引用を対象に付与する。¶ ³
(Mあ)という文字は (Mめ)と非常によく似ている
(M僕が)の (Mが)は格助詞で (M行って)の (Mて)は接続助詞という具合に
(Mという)や (Mといった)という表現を使って文を作るという課題ではµ ´
¦ このようなメタ的な引用の前後では，通常の単語の連接パターンから逸脱することもあり，後の自動形態素
解析の処理で問題が生じる恐れがある。また，メタ的引用の前後では，可読性も落ち，場合によっては誤解
を招くこともある。そこで，メタ的な引用のうち，このような問題を生じる可能性が高いと考えられる以下
のパターンにのみ，本タグを付与する。
1. 以下の要素が単独で引用されている場合
(a) 短単位未満の要素（音，文字，語の断片，接辞），および，非文¶ ³
(Mい)の持続発声を記録しました 　　(M神じゃ)と濁らず (M神しゃ)となります ¤
(Aエイチ;Ｈ)は (Mエイチ)や (Mエッチ)と読み　　(Mか)と (Mお)の一字の違いでイメージが変わる
対象の (M象)は 　　(M小さいの国がある)という誤った形で
(Oリーガル)の (M (Oリ )ー)の音は 　　
* 語の読みの場合，対象範囲を最小単位のレベルで平仮名表記する。ここでは「神社」の読みとして「じゃ」と「しゃ」
の対立が対象となっており，かつ最小単位が「\神\社\」に分かれるため，「じゃ／しゃ」のみ平仮名で表記する。µ ´
音の引用は原則として平仮名で表記する。ただし，片仮名語の音の引用の場合は片仮名表記とする。
文字や語の断片の引用については，文脈に従って表記する。なおここで言う短単位とは，2.5.2節で
述べた，外来語に関する例外的措置を適用したものである。そのため，例えば「カードゲーム」の
「カード」は，ここで言うところの「短単位未満」には相当しない。
(b) 機能語（助詞，助動詞），連体詞，副詞，接続詞¶ ³
(Mです)(Mます)ありかなしかで，　　 (Mしかし)っていうので始まっていてµ ´
(c) 活用する自立語のうち，終止形・命令形以外¶ ³
(M走ら)は動詞の未然形，　　ここは (M早く)で意味が通るµ ´
ただし，終止形・命令形が，引用を受ける役割を担う表現（「と/って/など/くらい（ぐらい）/なん
て」等）以外に接続する場合は，本タグの付与対象とする。¶ ³
(Mいらっしゃる)が後続すると，　　　 (M低い)から (M高い)という風にµ ´
2. 引用部の始端が機能語，語の断片のもの¶ ³
(Mと考える)とあることで，(Mたら良い)とか (Mればいい)とか，
(M (Dそ)そんなことはないよ)などの (M (Dそ))はµ ´
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3. 引用部の終端が上記 1の要素のもの¶ ³
ここに (M僕が)が来ることで，　　　 (M特別な対応をしていない)が八十パーセントを占めµ ´
ただし引用部の終端が活用語（動詞，形容詞，助動詞，一部の接尾辞）の終止形，命令形の場合を除く。¶ ³
どこに行くのですかという質問例についてµ ´
4. 読み上げられた記号（句読点・括弧等）¶ ³
行ってきます (M丸)という部分に，そうです (Mスラッシュ)とある後にµ ´
原則として，メタ的引用の対象の内部に更にメタ的引用が認められたとしても，タグ (M)を二重に付与
することはしない。¶ ³
次の (M彼はを受ける述語)を御覧ください　　…　× (M (M彼は)を受ける述語)を御覧くださいµ ´
しかし，メタ的引用内部で記号がメタ的に引用された場合に限り，タグ (M)の二重付与を認める。その
場合，可読性を考慮し，内側のメタ的引用の前後で文節を区切る。¶ ³
｜例文の｜ (M木村拓哉｜ (M括弧)｜ 独身は)の｜部分ですが｜µ ´
なお，選択肢や箇条書き項目として読み上げられた「ア・イ・ウ」や「い・ろ・は」，「(1)・(2)・(3)」な
どは，付与対象としない。
5. 文脈上，表記原則から外れた方法で表記せざるを得ない場合
文脈上，表記原則に従って表記すると話者の意図が正確に伝わらない等の問題が生じる場合，本タグを付
与した上で，表記原則以外の表記をしてよいものとする*10。具体的には以下のようなものが該当する。
² 表記・文字種に言及しているもの。¶ ³
(Mうつくしい)と平仮名五文字で書かれていて，片仮名で (Mカッコ)とありますがµ ´
² 一つの読みに複数の表記を割り当てているもの。タグの範囲は短単位に従う。また言及されている範
囲を最小単位レベルで平仮名表記する。¶ ³
フォークロアもエスノロジーも同じ (M民ぞく)学ですが　　… 「民俗学/民族学」
言葉典も事典も含まれる (Mじ典)論を　　　　　　　　　　… 「辞典論/事典論」µ ´
² 発音のし方（母音や子音の引き延ばしなど）に言及しているもの
タグ<Q>，タグ<H>，タグ (W)などを用いて表記を揃えず，可能な範囲で言及された発音を記す。¶ ³
(Mすっごい)と促音を入れることで，
この時 (M参観び )ーと語尾を引き延ばしているのが　　　… 母音の引き延ばしには長音記号を用いるµ ´
*10 ただし，固有名詞の表記において「基本形の表記方針」が優先されるもの（2.3.2.2節参照）に関しては，本規則でタグ (M)を付
与することはしない。
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6. 外国語からの短単位以上の引用
外国語の発音に言及しているもの，または先行する外国語の節や句から一部を引用しているもの。¶ ³
(Oレッツプレーテニス)の (Mテニス)の部分ですがµ ´
ただし，タグ (O)が付与されている場合は，例外的に (M)を付与しない。¶ ³
(Oエーヴァーサスビ )ーの (Oヴァーサス)の発音でµ ´
7. その他
上記以外でも，例えば以下のような場合には本タグを付与する。
² 会話の引用など，タグを付与しなければ始端・終端の位置が分かりにくいもの。¶ ³
(M火曜日ですね)(Mじゃなくて月曜日です)(M月曜日ですか)，該当するのは (M彼は学生である)ぐらいでµ ´
² メタ的引用が幾つか列挙され，そのうちの一部だけが上記の条件を満たすという場合には, 条件を満た
さない同列のメタ的引用にもタグ (M)を付与する。¶ ³
(M行か)とか (M行き)とか (M行く)とかといった形で
(M工場が閉鎖される)も (M閉鎖される工場)も示している事実はµ ´
² 言語にかかわる学会発表などでメタ的引用が多く出現する場合には，可読性を考慮し，上記の条件を満
たさなくても，発表内で特に着目していると見なされる語や表現に本タグを付与することがある。
2.5.7 タグ (R)
¦ 本タグは，発話内容を伏せ字化した上で公開すべきと判断した箇所に対して付与する。なお，話者の個人情
報の取り扱いに関する基本方針については，1.6節を参照されたい。
¦ 本タグが付与された範囲は，基本形，発音形共に伏せ字化される。伏せ字化に際しては，伏せ字化以前の文
字の数だけ記号「×」（全角）を繰り返す。本タグ内に含まれる他のタグの記号はそのままとする。¶ ³
伏せ字前：(R話し言葉の (Fえ )ーイントネーション)というタイトルで国語研の (R佐藤)が発表します
伏せ字後：(R××××× (F××)××××××××)というタイトルで国語研の (R××)が発表しますµ ´
音声ファイルに対しては，本タグの対象範囲を含む転記単位全体に対応する音声信号をホワイトノイズで置
換する処理をとった。つまり，転記単位の一部でも本タグの範囲であれば，その転記単位全体がホワイトノ
イズで置換される。
¦ 具体的に以下の場合に付与する。
1. 話者の特定に繋がる情報（話者の匿名性を確保するため）。例えば以下のようなものがこれに相当する。
² 話者や共著者のフルネーム，ファミリーネーム，住所，電話番号など。ファーストネームのみ，あるい
はあだ名の場合は，本タグの対象外とする。この方針は以下に挙げる一般人の場合も同様である。
² 発表タイトル（学会講演の場合）。完全にタイトルと一致しなくても，タイトルとかなり一致している，
あるいは「タイトルでは…としておりますが」のように，それがタイトル（の一部）であることが自明
な場合は，原則として本タグを付与する。
² 原則，話者の所属（大学名・学部名など）は本タグの対象外とするが，研究室の名称など，かなり範囲
が限定され，話者の特定に繋がる恐れがあると判断された場合には，本タグを付与することもある。
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2. 一般人の特定に繋がる情報（上記 1参照）。ただし以下の場合は本タグの対象外とする。
² 公的な存在（著名人・業界人・公人など）や話者・共著者以外の研究者の氏名。
² 新聞やテレビ等で取り上げられたもので，多くの人が既に知っている情報。ただし，対象が事件・犯罪
の被害者や未成年の場合，あるいはイデオロギーや宗教等に関連した発言などの場合については，扱い
を個別に検討した。
3. 誹謗中傷，差別語のうち，特に問題になると判断されたもの。
4. 話者が非公開を希望した箇所。
2.5.8 タグ (X)
¦ 本タグは，再朗読（1.2.5節参照）のうち，朗読原稿にない余分な発話に対して付与する。¶ ³
色々 & イロイロ
(Fえ )ー & (Fエ )ー
(X見てて) & (Xミテテ) ← 朗読原稿にない余分な発話
見てみたんですが & ミテミタンデスガ 　（朗読における言い間違い等に起因して生じる）µ ´
¦ 本タグは再朗読に対してのみ付与される特殊なタグである。詳細については，2.7節を参照されたい。
2.5.9 タグ (A)
¦ 本タグは，アルファベット・算用数字・一部の記号（表 2.4・表 2.5参照）を基本形に表記する際に用いる。
「(A イーユー;ＥＵ)」のように，セミコロンの左側に通常の基本形表記（漢字・仮名・記号「．」「○」）を，
セミコロンの右側にアルファベット・算用数字・記号を記す。
¦ 基本形における表記の統一を徹底することによって，可読性が著しく低下することがある。そのような場合
に，理解を助ける情報として上記字種を併記すべきと考え，本タグを設計した。このように，可読性を高め
るための補助的な情報であるため，必ずしも本タグの付与に関して徹底した統一を図る必要はない。しかし
実際の作業において，「可読性が低下している場合に適宜付与せよ」という抽象的な基準では，かえって迷い
が生じ，作業効率の低下を招いたため，どのような場合に本タグを用いて上記字種を併記した方がよいか，
あるいは併記しなくてよいかの基準を具体的に定めることとした。以下にその基準を示す。なお，このよう
にあくまでタグ付与のための一つの指針として定められたものであるが，結果的に CSJにおける転記テキ
ストは概ねこの基準に従って作成された。
¦ 本タグは，以下のいずれかの場合に該当するものに対し付与する。
² アルファベットの読み上げ・略語（慣用的な読みの場合も含む）¶ ³
(Aエックス;Ｘ)座標，(Aシーディー;ＣＤ)，(Aディーエーティー;ＤＡＴ)，(Aダット;ＤＡＴ)µ ´
² アルファベットが慣用的に語中に入る語¶ ³
(Aユー;Ｕ)ターン，(Aティー;Ｔ)シャツ，(Aイー;Ｅ)メール，(Aアイ;ｉ)モード，(Aジェー;Ｊ)リーグµ ´
² アルファベットと数字が隣接して出現する場合¶ ³
(Aシーワン;Ｃ１)，(A三十ワイ;３０Ｙ)，(Aボル一;ＶＯＬ１)，(A三エルディーケー;３ＬＤＫ)µ ´
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² アルファベットや算用数字での表記の方が認知度の高いもの¶ ³
(A百十九;１１９)番，ウインドウズ (A九十八;９８)，(Aトリプルエーアイ;ＡＡＡＩ)µ ´
アルファベット表記の慣用があるものでも，単にローマ字綴りのものは本タグの対象としない。¶ ³
日立　…　× (A日立;ＨＩＴＡＣＨＩ)， 　　　　ソニー　…　× (Aソニー;ＳＯＮＹ)µ ´
² 小数点を含むもの¶ ³
(A三．一四;３．１４)，　　 (Aワンポイントフォー;１．４)，　　 (A三コンマ三;３．３)µ ´
小数点は，実際の発話に従い，タグ (A)の左項に「．(テン)」「ポイント」「コンマ」のいずれかを，右項
に一律全角ピリオド「．」を記す。
² 「３．１節」のような節や章の番号で「テン（．）」を含むもの¶ ³
(A三．一;３．１)節，(A五．一．三;５．１．３)節µ ´
予稿集などの参考資料に「３．１」とあっても，「三の一」のように「テン」がない形で発話された場合に
は，本タグは付与しない。
² 4桁以上の数字で，(1)下 4桁の中に飛んでいる位がある，あるいは，(2)下 4桁のうち 3桁以上が位取り
されているもの¶ ³
(1) (A千二十五;１０２５)， (A三千五;３００５)， (A七万二百十三;７０２１３)
(2) (A四千六百九十;４６９０)， (A二万八千九百七十五;２８９７５)， (A四万三千六十五;４３０６５)µ ´
² 西暦の年号¶ ³
(A千九百五十六;１９５６)年，　西暦 (A二千;２０００)年問題，　紀元前 (A三;３)年µ ´
桁の省略が生じているもの，位取りされていないもの，西暦以外の年号は対象としない。¶ ³
四半世紀に渡って，　九十八年の，　国立国語研究所一九八五，　昭和五十一年µ ´
² 「ゼロ」，「零」が含まれるもの，「マル」が「ゼロ」の意で発話されているもの¶ ³
(A三ゼロ四九;３０４９)，　 (A三零四九;３０４９)，　 (A三○九;３０９)号室，　 (A一○一○;１０１０)µ ´
「ゼロ」「零」が単独の場合は対象としない。「マル」は左項に記号「○」を，右項に「０（ゼロ）」を記す。
¦ 以下の場合には，本タグを用いてアルファベット・算用数字を併記することはしない。
1. 概数¶ ³
千九百四五十年　… 発音：センキューヒャクシゴジューネン（1940～1950年，という意味）µ ´
2. 位取りをしていないもの¶ ³
シリアル番号は六四三五二です，一九九七の論文ではµ ´
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3. 英語読みの数字¶ ³
ワン，ツーショット，スリーピース，ラッキーセブン，ベストテン，イレブン，サーティーワン，ミリオンセラーµ ´
ただし，アルファベットと隣接して出現した場合には，その要素と共に本タグで括る。¶ ³
(Aワンディーケー;１ＤＫ)，(Aワイツーケー;Ｙ２Ｋ)，(Aワイエスイレブン;ＹＳ１１)µ ´
4. 長さや重さなどの単位¶ ³
ミリ， センチ， メートル， キロメートル， マイル，グラム， リットル， ポンド， トン，ヘクタールµ ´
ただし，アルファベットの読み上げをする単位については，本タグを用いてアルファベットを併記。¶ ³
(A四百シーシー;４００ＣＣ)，　　 (A五ディービー;５ｄＢ)µ ´
5. タグ (O)の内部¶ ³
(Oエックスケーエルイコールエックスケープラスエル)，(O二分のシー掛け一マイナスアルファエヌ分の一乗)µ ´
数式の読み上げなどで，数字や記号が羅列されており，本タグを付与しても，文字化したものを読んだだ
けでは内容を把握し難いものに対しては，タグ (O)（2.5.5節参照）を付与することとし，それに対し本
タグを重ねて付与することはしない。
¦ タグ (A)の右項で使用可能な記号には，ピリオド「．」の他に，中点「・」，アンパサンド「＆」，負記号「－」
がある（表 2.6参照）。このうち，アンパサンド「＆」，負記号「－」は，アルファベット構成の略語の内部
で，慣用的に必要性の高いものに限定して使用する（中点「・」については，2.3.1.10節の「中点「・」の使
用条件に関する補足」の項を参照）。¶ ³
(Aエムアンドエー;Ｍ＆Ａ)，(Aシーディーアール;ＣＤ－Ｒ)µ ´
2.5.10 タグ (K)
¦ 本タグは，本来基本形において漢字や一部の記号（「○」と「．」）で表記するはずの語が，タグ (F)や<FV>，
<P>，値なしの (?)が途中に挿入されたために表記できなくなった場合に用いる。以下の例に示すように，
セミコロンの左側に，挿入されたタグと共に当該の漢字・記号の読みを平仮名で記すと同時に，セミコロン
の右側には，挿入タグがなかった場合に表記されたはずの漢字・記号を記す。¶ ³
(Kひ (Fい )ーだり;左)，　　　 (A三 (Kま<FV>る;○)四;３０４)µ ´
¦ (K)を付与する範囲は，原則として漢字一文字，あるいは記号一つであるが，「雑魚」や「田舎」等の熟字訓
については全体に付与する。¶ ³
(Kざ (Fあ )ーこ;雑魚)，　　　 (Kい (Fん )ーなか;田舎)µ ´
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2.5.11 タグ (W)
¦ 本タグは，「ガクジツ（学術）」や「コッコケン（国語研）」のように，発音の怠けや音の転訛，言い間違いな
どが生じた場合に付与する。「(W ガクジツ;ガクジュツ)」のように，セミコロンの左側に実際に発音された
音を可能な範囲で正確に書き表わすと同時に，セミコロンの右側には丁寧に発音された場合に生じる（と予
想される）音を併記する。¶ ³
共分散　　　& キョー (Wブサン;ブンサン)，　　　 左へ行って　& (Wミダリ;ヒダリ)エイッテ
手術すると　& (Wシジツ;シュジュツ)スルト，　　　けれども　　& (Wケード;ケレド)モ
走って　　　& (Wハルシッ;ハシッ)テ，　　　　　　そうすると　& (Wホ;ソ )ー(Wス;スル)ト　　　
場合に　　　& (Wバワイ;バアイ)ニ，　　　　　　　生活で　　　& (Wセーカズ;セーカツ)デµ ´
¦ 原則として発音の怠けなどで語断片が生じた場合，それが言い直されている場合にはタグ (D)を，言い直さ
れていない場合は本タグを付与する。¶ ³
共 (Dぶさん)分散について　& キョー (Dブサン)ブンサンニツイテ 　
共分散について 　& キョー (Wブサン;ブンサン)ニツイテ　µ ´
また，短単位の末尾でその一部が繰り返される場合，タグ (D)ではなく本タグの対象とする。¶ ³
あります　& アリ (Wマスス;マス)　　 …　×　あります (Dす)　& アリマス (Dス)µ ´
¦ 以下の場合は本タグの対象外とする。
² 世界知識や文法のレベルで間違っている，あるいは適格でないもの。¶ ³
フランスの 　&　フランスノ …　×　ドイツの 　&　(Wフランス;ドイツ)ノ
シュレーダー首相　&　シュレーダーシュショー 　　　　シュレーダー首相　&　シュレーダーシュショー
　
中間的の 　&　チューカンテキノ …　×　中間的な 　&　チューカンテキ (Wノ;ナ)
立場 　&　タチバ 　 　　　　立場 　&　タチバµ ´
ただし，「泊まる時」を「トマットキ」と発音するといったように，活用語の接続に関する問題について
は，本タグの対象とする。これらは文法レベルの言い間違いと解釈することもできるが（連用形「泊まっ」
の誤用），単なる発音レベルの言い間違いの可能性も十分にあるためである。¶ ³
泊まる 　　&　(Wトマッ;トマル)　　　　　 　…　×　泊まっ 　　&　トマッ
時までには　　&　トキマデニワ 　　　　　 　　　　　時までには　　&　トキマデニワµ ´
² 漢字の読みに関する知識レベルの言い間違い。これらは本タグではなくタグ (B)の対象とする（詳細につ
いては 2.5.12節参照）。
² 口語表現（2.3.4節参照）として基本形に表記が認められているもの。¶ ³
本当は & ホントワ … 「ホント」は口語表現として認められているためタグ (W)は不要
先生は & (Wセンセ;センセ )ーワ … 「センセ」は口語表現として認められていないためタグ (W)が必要µ ´
¦ 本タグの付与範囲は短単位を原則とし（外来語に関する例外あり。詳細は 2.5.2節参照），その範囲でタグを
括り直す。¶ ³
○　室内環境　 & 　 (Wシンナイ;シツナイ)(Wカキョー;カンキョ )ー　　… 短単位：「\\室内\\環境\\」に分割
×　室内環境　 & 　 (Wシンナイカキョー;シツナイカンキョ )ー
×　室内環境　 & 　 (Wシン;シツ)ナイ (Wカ;カン)キョーµ ´
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例外１ 語の融合などが生じて切り離しが難しい場合には，複数の短単位を跨いでタグを付与する。¶ ³
今度は　　 & 　 (Wコンダ;コンドワ)，　　　　 　それは　　　& 　 (Wスーラ;ソレワ)　　
話しか　　 & 　 (Wハナシカ;ハナシシカ)，　　 　ありがとう　& 　 (Wヤトー;アリガトウ)
もう一回　 & 　 (Wモッ;モーイッ)カイ，　　　 　気持ちいい　& 　 (Wキモチー;キモチイイ)µ ´
例外２ （1）本タグの左項・右項，および本タグの直後は，長音記号「ー」で開始することはない，（2）本
タグ内では「ー」と「ッ」が単独で出現することはない，（3）タグの左項は必ず値をとる，という三つの
制約を設け，これに抵触する場合は複数の短単位を跨いで本タグを付与する。¶ ³
行こうよ　　　 & 　 (Wミコー;イコウ)ヨ　　　　　…　×　 (Wミコ;イコ)ーヨ
このように　　 & 　 (Wコノー;コノヨ )ーニ　　　　…　×　コノ (Wー;ヨ )ーニ
何て言ったら　 & 　ナン (Wテッ;テイッ)タラ　　　…　×　ナンテ (Wッ;イッ)タラ
そうでしょう　 & 　ソー (Wデショ;デショウ)　　　…　×　ソーデショ (W ;ウ)µ ´
¦ 曖昧な音声が生じた場合，本タグで対応するか，タグ (?)を用いるか，それとも別の対応をするかで迷うこ
とが多い。このような場合の扱いについては，2.4.6節を参照されたい。また本タグとタグ (?)とを組み合
わせて用いる場合の典型的なパターンについては，2.5.4節を参照されたい。
¦ 「寂しい（サビシイ／サミシイ）」や「言う（イウ／ユー）」のように，一つの語が複数の読みを持つ場合，
本タグの右項にどちらの読みを記すか迷うことがある。この扱いについては 2.4.6.4節を参照されたい。
¦ 本タグ内に生じる母音・子音の引き延ばしについては，以下の通り表記する。
² 本タグの左項（実際の発音）・右項（丁寧に発音した場合に生じると予想される音）共に，タグ <H>, タグ
<Q> は用いず，「ー」と「ッ」で記す。¶ ³
戦術は　　& 　 (Wセーンジッツ;センジュツ)ワ　　　… × (Wセ<H>ンジ<Q>ツ;センジュツ)ワµ ´
ただし本タグの左項については，母音の引き延ばしが極めて長い場合，長音記号「ー」にタグ<H>を添え
ることがある。¶ ³
戦術は　　& 　 (Wセー<H>ンジッツ;センジュツ)ワ　… 母音の引き延ばしが極めて長い場合µ ´
² 本タグの左項（実際の発音）における長音記号，母音表記の使い分けについては，元の語との対応がとれ
る範囲において，2.4.4節に示す表記原則に従う。また本タグの右項（丁寧に発音した場合に生じると予
想される音）における長音記号，母音表記の使い分けについては，2.4.4節に示したデフォルトに従う。
¦ タグ (F)や タグ <FV> は原則として，基本形と発音形の両方に出現する。しかしこれらのタグが本タグの
左項（実際の発音部）に生じた場合，本タグの右項（丁寧に発音した場合に生じると予想される音），および
本タグ右項に対応して記される基本形から，これらのタグは消えてしまうことになる（下記例参照）。その
ため，転記テキストからこれらのタグを完全に抽出するためには，基本形（だけ）ではなく発音形を参照す
る必要がある。¶ ³
持ち合わせてるんですよね　& (Wモチア (Fアノ)アワセ;モチアワセ)テルンデスヨネµ ´
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2.5.12 タグ (B)
¦ 本タグは，「渋滞（ジュータイ）」を「シブタイ」，「疾病（シッペー）」を「シツビョー」と発話するなど，漢
字の読みに関する知識レベルの言い間違いが生じた場合に付与する。「(B シブタイ;ジュータイ)」のように，
セミコロンの左側に実際に発話された読みを書き表わすと同時に，セミコロンの右側には「正しい読み（と
判断されるもの）」を併記する。¶ ³
斎場　 & (Bサイバ;サイジョ )ー　　，　悪乗り　 & (Bアクノリ;ワルノリ)
脱力　 & (Bダツリキ;ダツリョク)　，　確立　　 & (Bカクリュー;カクリツ)µ ´
なお，一時的な発音の怠けや音の転訛などについては，タグ (W)を付与する（詳細は 2.5.11節参照）。
¦ 「正しい読み」は，一般の辞書の見出しや項目記述内の読みのバリエーションを参照して決める。複合語に
ついては，辞書に掲載されていないものも多いが，複合時の漢字の読み方には，意味や接続する語の語種な
どによって規則性があることも多い。そこで，複合時の読み方の規則性を整理した上で，この規則に適合し
た読み方も「正しい読み」として扱う。
¦ 複合時の読みの規則としては，例えば以下のようなものがある。整理した複合時の規則を全て挙げることは
しないが，どのような点に着目して規則をまとめたかを示すために，例と共にその一部を紹介する。
例 1) 和語に接続する複合語構成要素は，原則として訓読みになる（語種による規則）。¶ ³
ショウガ湯　 & ショーガ (Bトー;ユ)µ ´
例 2) 漢語・外来語と接続する複合語構成要素は，原則として音読みになる（語種による規則）*11。¶ ³
生活音　 & 　セーカツ (Bオト;オン)　　　エンジン音　 & 　エンジン (Bオト;オン)µ ´
例 3) 動植物の分類上の区分の意では「目」は「モク」と読む（意味による規則）。¶ ³
スズキ目　　 & スズキ (Bメ;モク)µ ´
¦ 本タグの付与範囲は短単位（3章参照）とし，その範囲でタグを括り直す。¶ ³
当麻寺　 & (Bトーマ;タイマ)(Bジ;デラ)　… × (Bトーマジ;タイマデラ)　 … 短単位は「＼当麻＼寺＼」に分割µ ´
¦ 以下のものは，発話された形が必ずしも「読み誤り」とは断定できないため，本タグは付与しない。
² 専門的な慣用読み，および意味の明確化等の理由で辞書上の読みと異なる読みが慣用化している場合。¶ ³
両耳で　 & リョージデ　　　… × (Bリョージ;リョーミミ)デ
裏面が　 & ウラメンガ　　　… × (Bウラメン;リメン)ガµ ´
*11 例外も幾つかある。例外については，以下に例示するように，適宜，語ごとに規則をまとめる。
[例] 　外来語＋「油」 … 音読みだけでなく訓読みも許容（サラダ油，オリーブ油 など）
[例] 「大」＋漢語 … (a)訓読みのみ許容：大＋番頭, 御所, 人数, 怪我, 喧嘩, 所帯, 火事, 掃除, 騒動, 道具, 入道, 袈裟, 一番, 時代
　　　　　　　　 　 (b)音読みと訓読み共に許容：大＋地震, 舞台
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² (a)人名における連濁の有無・音転・読み入れ換え (b)行政区画名の「町」における音訓入れ替え，(c)「日
本」における「ニホン」「ニッポン」の入れ替え。¶ ³
谷川俊太郎　　　& タニガワトシタロー　　　　　… × (Wタニガワ;タニカワ)(Bトシタロー;シュンタロ )ー
大日本帝国憲法　& ダイニホンテーコクケンポー　… ×ダイ (Bニホン;ニッポン)テーコクケンポー
櫛形町　　　　　& クシガタチョー　　　　　　　… ×クシガタ (Bチョー;マチ)µ ´
(a)については，話者が意図的に行なっている可能性もあり，また正確な読みが特定できないことも少な
くないため, 本タグの対象外とする。
² 複合語における音訓選択の規則が不明確な場合における音訓の入れ替え¶ ³
事業主　 & 　ジギョーシュ　　　　　… ×ジギョー (Bシュ;ヌシ)µ ´
※「事業主」の辞書上の読みは「ジギョウヌシ」だが，「主」が漢語に接続し複合語を構成する場合，「世帯主」のように「ヌシ」と
読むものと，「救世主」のように「シュ」と読むものが混在するため，複合時の音訓選択の規則が明確とは言えない。よって，複
合語構成要素としては，「ヌシ」と「シュ」の両方の読みを許容する。このように，必要に応じて適宜語ごとに上記のような判断
を行なう（以下についても同様である）。
² 複合語における読みの選択規則に合致している読み。¶ ³
初対面　 & 　ハツタイメン　　　　　… × (Bハツ;ショ)タイメンµ ´
※「初対面」の場合，辞書上の読みは「ショタイメン」だが，「初」が漢語に接続し複合語を構成する場合，「初体験」「初登場」「初
勝利」など，「ハツ」と読むものが多く，複合語構成要素としては「ハツ」の形で生産性を持っていると考えられるため，「ハツタ
イメン」の読みも許容する。
² 正しい読みに対し，実際に発話された読みが，母音一つ，ないし子音一つの交替のみで異なる場合。
これらは音が非常に近いため，語の読み方に関する知識レベルの誤りではなく，発音の怠けなど，発声レ
ベルの言い間違い（タグ (W)の対象）である可能性もある。そこでこのような場合には，一律タグ (W)を
適用する。具体的には以下のようなケースがある。
［連濁に関する誤り］　¶ ³
夢見話 & ユメミ (Wハナシ;バナシ)　　　…　×ユメミ (Bハナシ;バナシ)　　※ 子音 /b/→/h/ の交替µ ´
※「話」は，「浮世話，打ち明け話，内輪話」など，複合語の後部要素になる場合は，「バナシ」と連濁するため，これを規則とし，
清音はタグ (W)を用いて訂正する。
［促音化に関する誤り］　¶ ³
悪化　　 & (Wアクカ;アッカ)　　　　　　… × (Bアクカ;アッカ)　　　　　※ 母音 /u/ の挿入
洗濯機　 & (Wセンタッ;センタク)キ　　　… × (Bセンタッ;センタク)キ　　※ 母音 /u/ の脱落µ ´
※ 辞書にない語や複合語については，原則として短単位の境界を跨ぐ促音化をタグ (W)の対象とした（上例「洗濯機」参照）。ただ
し以下については，例外的に促音化したもの，しないものを共に認め，タグ (W)の対象としない。
　「－角形，－学科，－学校，－学会，－学界，－国旗」：　 [例] ＼文学＼界＼ & ○ブンガクカイ，○ブンガッカイ
　　「実－，別－」： [例] ＼実＼体験＼ & ○ジッタイケン，○ジツタイケン
［撥音化に関する誤り］　¶ ³
何たって　 & (Wナニ;ナン)タッテ　　　… × (Bナニ;ナン)タッテ　　※ 母音 /i/ の挿入µ ´
※「何」の撥音化の詳細については，2.3.4節を参照のこと。
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［漢字の読みの誤り（音/訓，呉音/唐音/漢音の選択の誤り）］　¶ ³
無人　 & (Wブジン;ムジン)　　　　… × (Bブジン;ムジン)　　　※ 子音 /m/ → /b/ の交替
目深　 & (Wメブカ;マブカ)　　　　… × (Bメブカ;マブカ)　　　※ 母音 /a/ → /e/ の交替µ ´
※ 漢字の読み（音/訓，呉音/唐音/漢音）の選択については，一短単位の内部で交替が生じている場合（上例参照）は，辞書や複合
規則上の読み方のみを「正しい読み」とし，これに外れるものをタグ (W) で訂正する。一方，以下の例に示すように，短単位を
越える連語のレベルで読みの交替が生じている場合には，訂正の対象としない。
　 [例] \老\若\男\女\ & ロージャクナンニョ　　… × (Wロージャク;ローニャク) ナンニョ
［「お」と「御（ゴ）」の交替］　¶ ³
御高覧 & (Wオ;ゴ)コーラン　　　… × (Bオ;ゴ)コーラン　　　※ 子音 /g/ の脱落µ ´
※ 接頭辞「オ」「ゴ」の選択については，原則として和語には「オ」が，漢語には「ゴ」が接続するものの，家事・教育等の日常生活
に密着した語彙で例外が多く（お料理，お掃除，お勉強，お時間，お返事，など），明確な規則を示し難い。そのため，明らかに
非日常的な（あるいは改まり度が高い）漢語に接続した接頭語が「オ」と発話されているもののみをタグ (W) を用いて訂正し，
その他のものは，それぞれ聞こえた通りに「お（オ）」「御（ゴ）」として表記することとした。
¦ 本タグの左項と右項は，漢字の異なる読み方の対（「ヒト／ジン（人）」など）になっている必要がある。そ
のため，「ヒト（人）」を「ヒトー」や「ヒット」，「シト」と発音するといった具合に，母音・子音の引き延ば
しや，一時的な発音の怠けなどが生じた場合には，タグ<H>，<Q>，(W)を適宜用いて，タグ (B)の左項（実
際の発音）を，丁寧に発音された場合に生じるであろう形に揃える。¶ ³
半ば　& (Bハ<H>ンバ;ナカバ)　　　　　　　　　… × (Bハーンバ;ナカバ)
脱力　& (B (Wタツリキ;ダツリキ);ダツリョク)　… × (Bタツリキ;ダツリョク)µ ´
2.5.13 タグ (笑), タグ (泣), タグ (咳)
¦ 本タグは，話者の笑い声・泣き声・咳と発話が，同時もしくは入り混じりながら進行している区間（笑いな
がら発話している区間など）に対して付与する。
¦ 笑い声・泣き声・咳が言語音とは独立に生じる場合については，2.2節および 2.5.20節を参照されたい。
¦ ある範囲を笑いながら発話している場合，細かに見れば，笑っている区間と笑っていない区間が交互に出現
することもあるが，その区別が難しい場合については，笑っている範囲全体にタグ (笑)を付与することも
ある。タグ (泣), (咳)についても同様である。
¦ 笑いながら発話した後，単独の笑いが続き，また笑いながら発話を始めるといったように，笑いが発話と共
起する区間と笑い単独の区間に跨がるような場合，以下に示すように，タグ (笑)とタグ<笑>を利用して記
述する。咳についても同様である。¶ ³
一度しか &　　イチドシカ
ないということに &　　(笑 ナイトユーコトニ ←
なりまして &　　ナリマシテ)
0391 00880.718-00881.484 L:<笑> ←
0392 00881.484-00882.901 L:
当たり前の &　　(笑 アタリマエノ) ←µ ´
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2.5.14 タグ (L)
¦ 本タグは，ささやき声や独り言など，前後の音声と比べてかなり小さな声で発話されている区間に付与する。¶ ³
0083 00181.409-00182.003 L: 　　　 0132 00329.342-00331.006 L:
お玉に & オタマニ 　　　 (Fあ) & (L (Fア)
半分ぐらい & ハンブングライ 　　　 これも & コレモ
用意してもらう & (Lヨーイシテモラウ) 　　　 言っちゃえ & イッチャエ)µ ´
¦ 本タグはあくまでも小さな声で発話されている区間を対象に付与するものであり，独り言か否かはその判断
に影響しない。つまり，仮に独り言であっても，前後の発話と音の大きさが変わらないものは本タグの対象
とはしない。逆に独り言でなくても，かなり小さな声で発話されている区間は本タグの対象とする。
2.5.15 タグ<FV>
¦ 本タグは，ボーカルフライ（きしみ音）や極度に小さいあるいは短い音であるために，母音の音韻の特定が
困難で候補が挙げられない場合に用いる。
¦ 上記母音不確定音が，語の一部を構成するのではなく，独立した発話の断片である場合には，以下に示すよ
うに基本形と発音形の両方に本タグを記す。¶ ³
だから<FV>　　　& 　　　ダカラ<FV>µ ´
一方母音不確定音が語の一部を構成する場合には，以下に示すように発音形にのみ本タグを記した上で，そ
の箇所を発音の怠けに相当するものと見なし，タグ (W)で対処する。¶ ³
だから　　　　 　& 　　　 (W <FV>カラ;ダカラ)µ ´
このように対処した場合，本タグは基本形に記されないことになる。そのため，本タグを転記テキストから
完全に抽出するためには，基本形ではなく発音形を参照する必要がある。
¦ 以下の場合は本タグは用いない。
² ボーカルフライであっても母音が同定できる場合。このような場合，本タグは使用せずその母音を記す。
² 「ア」と「エ」の中間の音といったように，発音形の表記に用いるカテゴリー（表 2.3に挙げる仮名）の
制約に依存するもの。このような場合，どちらかの音に倒した上でタグ (?)を付与するか，タグ (?)で
複数の候補を列挙する。
² 息の音など，言語音（の断片）以外の音。
¦ 本タグで表現される音が通常より長く引き延ばされたとしても，「ダカラ<FV><H>」のように，本タグにタグ
<H> を付与する必要はない。
2.5.16 タグ<VN>
¦ 本タグは，鼻音が混ざる，母音カテゴリーが曖昧である等の理由で，「うん」「うーん」「ふーん」の音の認定
が困難な場合に用いる。
2.5 転記テキストで用いるタグ 109
¦ 対話では，聞き手からの相槌などで「うん」「うーん」「ふーん」という表現が極めて多く用いられるが，そ
の際，上記理由により音の認定が困難なことも少なくない。そこでこのような場合，発音の聞き取りを無理
に行なうのではなく，以下の例に示すように本タグを用いて表現することとした。¶ ³
(Fうん)(Fうーん) & (F <VN>)(F <VN>)
(Fうん)(Fうん) & (F <VN>)(Fウン) … 二つ目の「うん」のみ母音カテゴリーが明瞭な場合
(Fふーん) & (F <VN>) 　µ ´
¦ 本タグは上記表現が頻出する対話に限定して用いる。対話においては，これらの表現に対して必ずタグ (F)
が付与されるため（2.6.4節参照），結果として全てのタグ<VN>はタグ (F)内に表現されることになる。
¦ 本タグで表現されるような曖昧な発音に対し，基本形に「うん」「うーん」「ふーん」のいずれを記すかを判
断する必要がある。この判断基準については，2.5.1.3節を参照されたい。
2.5.17 タグ<H>
¦ 本タグは，母音の引き延ばし現象のうち，「スゴーイ」や「ワタシワー」のように，本来語彙的には引き延ば
しは存在しないが，強調などのパラ言語的意味が付与されることによって，あるいは言い淀みによって，一
時的に母音が引き延ばされているものに対して付与する（2.4.3節参照）。¶ ³
凄い　　　& 　スゴ<H>イ　　　　　　　　 … × 凄ーい & スゴーイ
私は　　　& 　ワタシワ<H>　　　　　　　 … × 私はー & ワタシワーµ ´
母音の引き延ばしが極めて長い場合については，長音記号に追加する形で本タグを用いることがある。¶ ³
相当　　 & ソー<H>トー<H>
(Fえ )ー & (Fえー<H>)µ ´
¦ タグ (D)の付与対象である言い淀み等に起因する語断片，タグ (W)の付与対象である発音の怠け（タグの
左項），タグ (F)の付与対象である感情表出感動詞については，原則として実際の発音を発音形にそのまま
記すという方針をとったため，母音の引き延ばしは本タグではなく長音記号「ー」で表現する。¶ ³
(Dざーつ)雑音の & (Dザーツ)ザツオンノ 　 … × (D雑)雑音の & (Dザ<H>ツ)ザツオンノ
解析が & (Wガイセーキ;カイセキ)ガ … × 解析が & (Wガイセ<H>キ;カイセキ)ガ
(Fうわわっわ )ー & (Fウワワッワ )ー … × (Fうわわわ) & (Fウワワ<Q>ワ<H>)µ ´
ただし，長音記号との併用に限り，これらのタグ内でも本タグを用いることができる。¶ ³
(Fうわわっわ )ー & (Fウワワッワー<H>)µ ´
また，タグ (W)の右項には，丁寧に発音された場合に生じる（と予想される）音が，タグ (B)の右項には，
漢字の正しい読みが記されるため，この範囲で本タグが用いられることはない。
なお，以上で述べたような各タグ間の共起関係を，2.5.21節に表の形式でまとめて記した。参考にされたい。
¦ 擬音語，擬態語における本タグの使用については，2.3.2.5節を参照されたい。
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2.5.18 タグ<Q>
¦ 本タグは，子音の引き延ばし現象のうち，「スッゴイ」や「カイッセキ（解析）」のように，本来語彙的には
子音の引き延ばしは存在しないが，強調などのパラ言語的意味が付与されることによって，あるいは言い淀
みによって，一時的に子音が引き延ばされているものに対して付与する（2.4.3節参照）。¶ ³
凄い & ス<Q>ゴイ　　　　　　　 … ×すっごい & スッゴイµ ´
¦ 強調による子音の引き延ばしであっても，以下の場合には，タグ<Q>ではなく「っ」を用いて記す。
² 「おっきい」のように，「っ」を除いた表現（「おきい」）が存在しないような場合。
² 「やはり」や「よほど」が「やっぱり」や「よっぽど」になるといったように，子音の引き延ばしが生じ
た際に，周囲の音が転訛するような場合。
² 「甘っちょろい（甘ちょろい）」や「すばしっこい（すばしこい）」のように，「っ」のない形は存在する
ものの「っ」のある形の方が一般的で自然だと思われる場合。なお，このような扱いをする表現について
は，必ず転記作業用の辞書 (2.3.6節参照)に登録し，作業上の揺れを防ぐようにした。
¦ タグ (F)，タグ (D)，タグ (W)内では，子音の引き延ばしは本タグではなく「っ」で表現する。理由につい
ては，2.5.17節を参照されたい。¶ ³
(Fうわわわっ)　 & (Fウワワワッ)　　 … × (Fうわわわ) & (Fウワワワ<Q>)
(Dざっつ)雑音の & (Dザッツ)ザツオンノ … × (D雑)雑音の & (Dザ<Q>ツ)ザツオンノ
解析が 　　　　　& (Wカイシェッキ;カイセキ)ガ … × 解析が & (Wカイシェ<Q>キ;カイセキ)ガµ ´
¦ 擬音語，擬態語における本タグの使用については 2.3.2.5節を，促音の扱いに関する全般的な注意事項につ
いては 2.3.5節を，それぞれ参照されたい。
2.5.19 タグ<P>
¦ 本タグは，短単位（3章参照）の内部に生じる 0.2秒以上のポーズを対象に付与する。
¦ 以下に示す例のように，ポーズの開始・終了時刻の情報（秒単位, 形式は時間情報部と同じ）を値に持つ。¶ ³
0122 00331.802-00334.403 L:
最近　　& 　サイキン
半年　　& 　ハン<P:00333.068-00333.442>トシ<H>
0124 00335.025-00335.170 L:µ ´
¦ 2.2節で述べたように，原則として 0.2秒以上のポーズ（文末形式が存在する場合は 0.05秒以上のポーズ）
で転記基本単位を分割するが，ポーズが短単位内部に生じた場合には，例外的に転記単位を分割せず１転記
単位と認定する。その際，本来であれば単位が分割され時間情報が記録されたであろう，0.2秒以上のポー
ズの開始・終了時刻を，本タグを利用して記録することとした。
¦ 本タグについては，2.2.1.2節 33頁の脚注，および 2.2.1.5節の「タグ<P>に関する例外」も参照されたい。
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2.5.20 タグ<笑>, タグ<咳>, タグ<息>
¦ 本タグは，話者の笑い，咳，息が，言語音とは独立に生じる場合に付与する。¶ ³
こちらが　　　　　 　& 　コチラガ<咳> 　　
肉玉イカ天そば　　 　& 　ニクタマ<笑>イカテンソバ　　µ ´
¦ 本タグが，転記単位Ｂとして転記単位情報部に出現する場合の詳細については，2.2節を参照されたい。
¦ 笑いながら発話するなど，話者の笑い声・咳と発話が，同時もしくは入り混じりながら進行している場合に
ついては，2.5.13節を参照されたい。
2.5.21 タグ間の共起関係
本節では，複数のタグが重複して付与される場合の制約について説明する。タグ間の共起関係は，以下に挙
げる「同一範囲」と「入れ子」の 2種類がある。
【同一範囲】複数のタグが同じ文字範囲に付与される場合：¶ ³
(D (? かわ))，　　 (M (Aエス;Ｓ)), 　　 (Wトノ;(? ソノ,アノ))µ ´
【入れ子】あるタグの付与範囲の一部に別のタグが付与される場合：¶ ³
(L (? 市外,市内)通話)，　　 (Kたち (Fい )ーばな;橘)µ ´
同一範囲，入れ子ごとに，(1) 二つのタグが共起するかしないか，(2) 同一範囲の場合，どちらのタグが外側に
なるかに関する情報を，表 2.11，2.12にまとめる。なお，タグ (?)の複数候補については扱いが他のタグと
若干異なるため，簡単に補足説明を加えておく。
¦ 同一範囲において，タグ (W)・(F)・(M)・(O)・(R)・(X)と タグ (?)の複数候補との組み合わせは，タグ
(?)が外に来る場合と内に来る場合の両方を許容しているが，以下の条件で使い分けをしている。タグ (O)
とタグ (W)を例に説明する。
² (O)・(W)かそれ以外かで迷う場合は，(?)が外，(O)・(W)が内：¶ ³
(? (O寺や),寺屋) & テラヤ
(? 国保,国庫) & (? (Wコッコ;コクホ),コッコ)µ ´
² (O)・(W)であることは確かだが，その中で複数の候補が想定される場合，(O)・(W)が外，(?)が内。¶ ³
(O (? イムニダ,イムニカ)) & (O (? イムニダ,イムニカ))
(? 国保,国庫) & (Wコフコ;(? コクホ,コッコ))
国保　 & (W (? コクコ,コフコ);コクホ)µ ´
¦ 同一範囲，入れ子のいずれの条件においても，(?)の複数候補が外に来るケースを概ね許容（○）している
が，基本的に (?)の複数候補はあまり多用せず，できる範囲で候補を一意に同定する。
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表 2.11 【同一範囲】タグ間の共起関係（○：共起，△：条件付きで共起，×：共起しない，{：タグ制約上そもそも共起しない）
内＼外
タグ 　A左　A右　K左　K右　?単　W左　W右　B左　B右　Fフ　F感　F応　D　D2　R　O　M　X　L　笑　?複
A 　 - 　 - 　 × 　 × 　○　 - 　 - 　 - 　 - 　 × 　 × 　 × 　×　×　○　×　○　○　 - 　 - 　○
K 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 - 　 - 　 - 　 - 　 × 　 × 　 × 　×　○　○　○　○　○　 - 　 - 　○
?単 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　△　○　○　○　○　○　○　 -
W 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　×　△　○　○　○　○　○　○　○
B 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 × 　 × 　 × 　×　○　○　○　○　○　○　○　○
Fフ 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　×　×　×　×　○　○　○　○　○
F感 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　×　×　×　×　○　○　○　○　○
F応 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　×　×　×　×　○　○　○　○　○
D 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　×　○　○　○　○　○
D2 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　×　○　○　○　○　○
R 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　○　○　○　○　△
O 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　○　○　○　○
M 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　○　○　○
X 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　○　○
L 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　×
笑 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　×
?複 　 × 　 × 　 × 　 ○ 　 - 　 ○ 　 ○ 　 × 　 × 　 △ 　 △ 　 △ 　×　×　○　○　○　○　○　○　 -
(?) 　 × 　 × 　 × 　 × 　 - 　 ○ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　○　×　○　○　 -
<FV> 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　 ○ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　○　×　○　○　×
<VN> 　 - 　 - 　 - 　 - 　×　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 △ 　×　×　×　×　△　△　△　△　△
<笑> 　 - 　 - 　 - 　 - 　×　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　×　×　×　×　○　×　×
<H> 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
<Q> 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
<P> 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
　　【Fフ】 タグ F・フィラー　　【F感】 タグ F・感情表出系感動詞　　【F応】 タグ F・応答表現（対話の場合のみ）
　　【(?)】 値なし (?)　　　　　【?単】 値が一つ (?○○)　 【?複】 値が複数 (?○○,△△)
　　【<笑>】 <息>, <咳>を含む　　【左・右】 (A), (K), (W), (B)の左項・右項（例：(A左項;右項)）¶ ³
同一範囲のタグの優先順位（右の記号が外側）： A, K < ?単 <W < B < F, D, D2 < R < O < M < X < L < 笑µ ´
表 2.12 【入れ子】タグ間の共起関係（○：共起，△：条件付きで共起，×：共起しない，{：タグ制約上そもそも共起しない）
内＼外
タグ 　A左　A右　K左　K右　?単　W左　W右　B左　B右　Fフ　F感　F応　D　D2　R　O　M　X　L　笑　?複
A 　 - 　 - 　 × 　 × 　○　 - 　 - 　 - 　 - 　 × 　 × 　 × 　×　×　○　×　○　○　 - 　 - 　○
K 　 ○ 　 × 　 - 　 - 　○　 - 　 - 　 - 　 - 　 × 　 × 　 × 　×　×　○　○　○　○　 - 　 - 　○
?単 　 ○ 　 × 　 × 　 × 　 - 　 ○ 　 △ 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　△　○　○　○　○　○　○　 -
W 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 - 　 - 　 × 　 × 　 △ 　 × 　 × 　×　△　○　○　○　○　○　○　○
B 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 × 　 × 　 - 　 - 　 × 　 × 　 × 　×　×　○　○　○　○　○　○　○
Fフ 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　○　 ○ 　 △ 　 ○ 　 × 　 - 　 - 　 - 　×　×　○　○　○　○　○　○　○
F感 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　○　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 - 　 - 　 - 　×　×　○　○　○　○　○　○　○
F応 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　○　 ○ 　 △ 　 ○ 　 × 　 - 　 - 　 - 　×　×　○　○　○　○　○　○　○
D 　 ○ 　 × 　 × 　 × 　○　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 - 　×　○　○　○　○　○　○　○
D2 　 △ 　 × 　 × 　 × 　○　 × 　 △ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　 - 　○　○　○　○　○　○　○
R 　 × 　 × 　 × 　 × 　○　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　 - 　○　○　○　○　○　△
O 　 × 　 × 　 × 　 × 　○　 × 　 △ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　○　 - 　○　○　○　○　○
M 　 × 　 × 　 × 　 × 　○　 × 　 △ 　 × 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　○　×　△　○　○　○　○
X 　 ○ 　 × 　 × 　 × 　○　 × 　 △ 　 × 　 × 　 ○ 　 × 　 × 　×　○　○　○　○　 - 　○　○　○
L 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　○　○　○　○　○　 - 　○　○
笑 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　○　○　○　○　○　○　 - 　○
?複 　 × 　 × 　 × 　 × 　 - 　 × 　 △ 　 × 　 × 　 △ 　 × 　 × 　×　×　○　○　○　○　○　○　 -
(?) 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 - 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　○　○　○　○　○　○　○　 -
<FV> 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　○　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　○　○　○　○　○　○　○　○
<VN> 　 - 　 - 　 - 　 - 　△　 △ 　 × 　 △ 　 × 　 × 　 × 　 × 　×　×　△　△　△　△　△　△　△
<笑> 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　○　○　○　○　○　○　○　○　○
<H> 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 △ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 △ 　 ○ 　△　○　○　○　○　○　○　○　○
<Q> 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 × 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　×　○　○　○　○　○　○　○　○
<P> 　 - 　 - 　 - 　 - 　○　 ○ 　 × 　 ○ 　 × 　 ○ 　 ○ 　 ○ 　×　○　○　○　○　○　○　○　×
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表 2.13, 2.14に，条件付きで共起可の場合（△）の使用条件，および, 共起不可の場合（×）の補足説明を記す。
表 2.13 【同一範囲】 条件付きで共起可の場合（△）の使用条件。共起不可の場合（×）の補足説明
外 内 許容条件・補足説明・転記例
△ F ?複 音が曖昧な場合 (F (?う ,ーえー))のように複数候補も十分あり得るが，多用せずできる限り候補を一つに絞る。
△ F応 VN 対話の応答表現のうち，基本形が (Fうん)，(Fうーん)，(Fふーん)の場合に限定。
△ F応以外 VN <VN>は必ず (F)と共起して出現する。<VN>とそれ以外のタグとの関係は (F)応と他のタグとの関係に依存する。
△ D2 ?単 (D2)中の (?)は発音形の場合のみ。語が曖昧な場合は (D2)でなく (D)対処：(D (?ご))御本人
△ D2 W 助詞の「を」を「ウォ（ー）」と発音した場合のみ：コレ (D2 (Wウォ;オ))オ
△ ?複 R (? (R××),砂糖) のように (R)を複数候補の一つにのみ付与すると伏せ字の意味をなさないため原則認めない。
× AK左 ?複 (A (?エヌ,エム);(?Ｎ,Ｍ))とはせず，(?)を外に出し (? (Aエヌ;Ｎ),(Aエム;Ｍ))とする。
× A右 ?複 (Aスリーエヌ;(?３Ｎ,ＮＮＮ)) など理論上あり得るが，(A)内ではどちらかの候補に倒し複数候補とはしない。
× ?単複 FV,VN <FV>, <VN>は，元々音が曖昧な場合に使用するタグのため，(?)と併用しない。
× ?単複 笑 <笑>等のボーカル音は，そもそも存在が曖昧な場合には表記しない。
× B右 ?単 右項に自信がない場合には (B)は用いない。
× F感 W 感情表出系感動詞は聞こえた通り記すため (W)は用いない。
× D ?複 (D (?のぼ,のご))などの複数候補は理論上あり得るが，ここまでせず (D (?のぼ))のように単一候補とする。
× ?複 L,笑 同一範囲の (L), (笑)は (?)複数候補の外に出す：(? (Lソレ),(Lコレ))→ (L (?ソレ,コレ))
× D A (D (Aシー;Ｃ))(Aシーディー;ＣＤ)など，理論的にはあり得るが，(D)内では (A)は用いない。
× D K (D (K か<FV>い;回))回復など，理論的にはあり得るが，(D)内では (K)は用いない。
× D W,B (D)は発話された音をそのまま表記するため，(D記)記事 & (D (Wシ;キ))キジ のように (W), (B)は用いない。
表 2.14 【入れ子】条件付きで共起可の場合（△）の使用条件。共起不可の場合（×）の補足説明
外 内 許容条件・補足説明・転記例
△ A左 D2 数字内の数字の言い直しに限定：(A千 (D2八百)九百四十;１９４０)
△ W左,F,D H 母音延伸が極めて長い場合に長音記号に追加した形でのみ使用：(Wスー<H>;スル),(Fウワー<H>)
△ W右 ?,F,D2,O,M,X 複数の語が融合して一つの (W)にまとめられた場合に限定：(Wコキャラ;ココ (D2カラ))マデ
△ Fフ W (Fあのですね)のように (F)が複数の短単位（例：あの/です/ね）から構成される場合のみ。
△ Fフ ?複 (F (?あの,その)ですね)のように複数候補も十分あり得るが，できだけ候補を一つに絞る。
△ D2 ?単 (D2)中の (?)は発音形の場合のみ許容。語が曖昧な場合は (D2)でなく (D)。
△ D2 W 助詞の「を」を「ウォ（ー）」と発音した場合のみ：ナニ (D2カ (Wウォ;オ))カガ
△ M M 括弧や句読点などメタ記号の読み上げに限定：平仮名で (Mこっかい (M中括弧閉じる)では)で
△ ?複 R (R)を複数候補の一つに付与すると伏せ字化の意味をなさない場合もあるため，原則認めない。
△ { VN <VN>は必ず (F)と共起して出現するため，<VN>との関係は，(F)応と他のタグとの関係に依存。
× A左 ?複 (A (?エヌ,エム)三;(?Ｎ,Ｍ)３)とはせず，(? (Aエヌ三;Ｎ３),(Aエム三;Ｍ３))とする。
× A右 ?単 理論上あり得るが，右項に自信がない場合には (A)表記としない。
× W左 D (Wカイ(Dセ)セキュ;カイセキ)のように (D)は使用せず，(Wカイセセキュ;カイセキ)とする。
× W左 ?複 (Wホ (?ト,ド);ホント )ーのように，(W)の左項の一部に (?)を付与するのではなく，
(W (?ホト,ホド);ホント )ーのように，(W)の左項全体に (?)を付与する。
× B左 D (B)の左項では，(Bシブ (Dタ)タイ;ジュータイ)のように (D)を使用する代わりに，(B)の左
項全体を (B (Wシブタタイ;シブタイ);ジュータイ) のように (W)で対処する。
× B右 ?単 右項に自信がない場合には (B)は用いない。
× W左,F感,D Q 聞こえた通り表記するため，<Q> は使用せずに「っ」で表記：(Dこっ)話し言葉
× W右 R 右項の一部が (R)の対象であっても (R)は (W)全体に付与：(W×;(R×)×)→ (R (W×;××))
× O A,M この組み合わせは理論上あり得るが，タグ (O)を付与した時点で (A)や (M)は付与しない。
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2.6 対話
本節では，対話の転記基準のうち，独話と異なる点を中心に説明する。対話の転記例を図 2.6に示す。
2.6.1 転記基本単位の認定
対話では，2名の話者の音声は，それぞれ Lチャンネルと Rチャンネルに独立して記録される。転記テキス
トでは，この音声チャンネルの ID（Lと R）が転記基本単位情報部に記され，話者の識別に利用される。なお
インタビューの場合，インタビュアーは Lに，インタビュイーは Rに固定されている。
転記基本単位の認定は，話者（チャンネル）ごとに別々に行なう。その際の認定基準は独話と同じである
（2.2節参照）。転記テキストでは，個別に認定された転記単位が，話者に関係なく開始時間の早い順に並べら
れる（図 2.6の転記例参照）。
2.6.2 タグの付与
タグは，話者内で整合的に付与される。例えば図 2.6では，タグ (R)が転記単位 0023から 0025にかけて
付与されているが，途中の相手話者の転記単位 0024はタグ (R)の付与範囲とは見なさない。また以下の転記
単位 0335の「(D2 が)」のタグは，同一話者の次の転記単位 0338の助詞「を」を受けて付与されたものであ
り，相手話者の転記単位 0336, 0337 はこのタグの付与に一切関係しない。
0335 00514.697-00516.926 R:
(Fえーと )ー & (Fエート )ー
会議の & カイギノ
議事録なんか (D2が) & ギジロクナンカ (D2ガ) 　　　←　 0338 の「を」を受けて (D2)付与
0336 00516.421-00516.727 L:
(Fうん) & (F <VN>)
0337 00516.781-00517.183 L:
(Fうーん) & (F <VN>)
0338 00517.173-00517.378 R:
を & オ 　　　←　
2.6.3 共話の扱い
対話では，二人で単語や文を共同して発話することがある（以下「共話」）。
［共話例Ａ］ 　　　　 ［共話例Ｂ］
0212 00251.164-00252.195 R: 0300 00273.682-00274.986 L:
北野 & (Lキタノ) 　　　　 吉村 (D作) & ヨシムラ (Dサク)
0213 00253.762-00254.620 L: 0301 00275.252-00276.041 R:
大さん & マサルサン 　　　　 (D治)ですかね & (Dジ)デスカネ
　　　　
［共話例Ｃ］ 　　　　 ［共話例Ｄ］
0132 00208.957-00210.710 L: 0483 00572.810-00573.463 R:
(Dエイチ) & (Dエイチ) 　　　　 食堂に & ショクドーニ
0133 00211.929-00212.580 R: 0484 00573.358-00574.506 L:
(Dエムエム)ですか & (Dエムエム)デスカ　　　　 に & ニ
　　　　 行くんだ & イクン (笑 ダ)<笑>
タグの付与や文字の表記は話者ごとに行なうため，例えば「共話例Ｂ」で「作治」という一つの短単位を
「作」と「治」に分けて二人で共同で発話していたとしても，「作」と「治」が語の断片である限り，それぞれ
タグ (D)が付与されることになる。ただしこのようなケースについては，共話であることが分かるよう，でき
るだけコメントを残すようにした。
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2.6.4 応答表現の扱い
対話と独話では，応答表現の扱いが以下の点で異なる。詳細については，2.5.1.3節を参照されたい。
² 応答表現に対し，独話では特にタグは付与しないが，対話ではタグ (F)を付与する。
² 独話では，応答表現「うーん」は認めず，「うん」の発音のバリエーションの一つと見なすが，対話では
「うん」とは独立に「うーん」を認める。
² 対話では，「うん」「うーん」「ふーん」の発音が曖昧な場合，発音形をタグ <VN> で表記するが，独話の
場合はタグ <VN> は一切使用しない（2.5.16節も参照のこと）。
0021 00024.323-00026.764 L:
じゃ & ジャ<H>
浮かぶ & ウカブ
人 & ヒト
取り敢えず & トリアエズ
言ってもらっていいですか & イッテモラッテイーデスカ
0022 00026.915-00027.264 R:
(Fええ) & (Fエ )ー 　← 応答表現「ええ」にもタグ (F)付与
0023 00028.979-00030.610 R:
(Fえーと )ー & (Fエート )ー
(R×××× & (R××× 　← タグ (R)が話者 Lの「はい」を狭み
0024 00030.813-00031.154 L: 　　 0025まで続く
(Fはい) & (Fハ<H>イ)
0025 00030.892-00031.778 R:
×××××)さん & ×××××)サン
0026 00031.540-00032.076 L:
(Fはい) & (Fハ<H>イ) 　← 応答表現「はい」にもタグ (F)付与
0027 00033.312-00033.837 R: 　　　
でしょう & デショー
0028 00034.008-00034.573 L:
(Fうーん) & (F <VN>) 　 ← 応答表現「うーん」認める。
0029 00034.520-00036.565 R: 　 　 発音形にタグ<VN>使用
それから & (W (? ホ);ソレ)(Wカ;カラ) 　　
水野晴郎さんでしょう & ミズノハルオサン (? デ)ショー
0030 00036.053-00036.521 L:
(Fはい) & (Fハ<H>イ)
0031 00037.377-00038.396 R:
この & コノ
人 & ヒ (? ト)
誰だっけ & ダレダッケ
0032 00039.707-00042.703 R:
(Fあ )ー & (Fア )ー
あたし & アタシ
結構 & ケッコー
名前 & ナマエ
知らない & シラナイ
水沢アキさんか & ミズサワアキサンカ
0033 00042.938-00043.613 L:
(Fはい)(Fはい)(Fはい)(Fはい) & (Fハイ)(Fハイ)(Fハイ)(Fハイ)　← 一つの応答表現ごとに括り直す
0034 00043.636-00044.010 R:
(Fうーん) & (F <VN>)
図 2.6 対話の転記テキストの例
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2.7 再朗読
再朗読とは，学会講演ないし模擬講演として収録された音声（以下「オリジナル講演」）の転記テキストを，
同一の話者に再度朗読し直してもらった音声である（1.2.5節参照）。 フィラーや言い直しも含め，オリジナル
講演の基本形に記されている発話内容をできるだけ忠実に朗読してもらうという方針をとったが，タグ <FV>
とタグ (?)（全く聞き取れない音）は朗読の対象外とした。また，発音形にのみ出現するタグで表現される音
あるは現象（発音の怠けや非語彙的な母音・子音の引き延ばし，単独の笑いや笑いながらの発話など）も，全
て朗読の対象外とした。
このように再朗読は，若干特殊な音声ではあるが，できるだけ通常の講演と同じ仕様で書き起こすという方
針を採用した。ただし，朗読間違いと見なせる箇所，つまり，基本形のレベルでオリジナル講演の転記と一致
しない箇所（タグ <FV>と タグ (?)を除く）に対し，次のいずれかのタグを付与するという点において，通常
のものと異なる。
² 新規タグ<朗読間違い>
² 新規タグ (X)
² コメント
以下ではこの点について解説する。なお，「朗読」（1.2.4節参照）については，本節で述べる特別な措置は行
なっていないので注意されたい。
（Ａ）転記単位全体がオリジナル講演にない余分な発話の場合
再朗読では，一文相当のブロックごとに朗読を行ない，途中で読み間違えた場合には原則としてそのブロッ
クの最初に戻って朗読し直す。仮に読み間違いの箇所が，転記単位の一部ではなく，一つあるいは複数の転記
単位全体に渡る場合には，以下に示すようにタグ<朗読間違い> を付与し，その転記単位の文字化は省略する。
　　○ 発話内容
　　　　
　　　　 0237 00531.325-00533.003 L:
　　　　 (Fえーと) & (Fエート) ← 読み間違い
　　　　 (Aオーエイチピー;ＯＨＰ)では & (Wオーエッチピー;オーエイチピ )ーデワ ← 読み間違い
　　　　 0238 00533.377-00533.858 L:
　　　　 赤を & アカオ ← 読み間違い
　　　　 0239 00535.294-00535.918 L:
　　　　 すみません & スミマセン ← 読み間違い
　　　　 0240 00536.512-00537.084 L:
　　　　 (Fえーと) & (Fエート)
　　　　 0241 00537.335-00541.137 L:
　　　　 (Aオーエイチピー;ＯＨＰ)では & (Wオーエッチピー;オーエイチピ )ーデワ
　　　　 赤を & アカオ
　　　　 示して & シメシテ
　　　　 赤で & アカデ
　　　　 示してありますけれども & シメシテアリマスケレドモ
　　　　
　　○ 実際の転記テキスト
　　　　
　　　　 0237 00531.325-00533.003 L:<朗読間違い> ← 文字化せずタグ対処
　　　　 0238 00533.377-00533.858 L:<朗読間違い> ← 文字化せずタグ対処
　　　　 0239 00535.294-00535.918 L:<朗読間違い> ← 文字化せずタグ対処
　　　　 0240 00536.512-00537.084 L:
　　　　 (Fえーと) & (Fエート)
　　　　 0241 00537.335-00541.137 L:
　　　　 (Aオーエイチピー;ＯＨＰ)では & (Wオーエッチピー;オーエイチピ )ーデワ
　　　　 赤を & アカオ
　　　　 示して & シメシテ
　　　　 赤で & アカデ
　　　　 示してありますけれども & シメシテアリマスケレドモ
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（Ｂ）転記単位の一部がオリジナル講演にない余分な発話の場合
転記単位の一部がオリジナル講演にない余分な発話の場合には，通常通りに文字化した上で，その余分な範
囲にタグ (X) を付与する。
　　　　 0414 01172.918-01176.613 L:
　　　　 (Fま) & (Fマ) 　　　　
　　　　 そういったものを & ソーイッタモノオ 　　　　
　　　　 色々 & イロイロ 　　　　
　　　　 (Fえ )ー & (Fエ )ー 　　　　
　　　　 (X見てて) & (Xミテテ) 　　　　← 転記単位の一部の読み間違い
　　　　 見てみたんですが & ミテミタンデスガ 　　　　
　　　　 0090 00382.480-00384.785 L:
　　　　 (X (D (? つ))) & (X (D (? ツ))) 　　　　← オリジナル原稿にないタグ (D)
　　　　 全ての & スベテノ 　　　　
　　　　 0360 00788.358-00792.626 L:
　　　　 バリエーションが & バリエーションガ 　　　　
　　　　 少ない & スクナイ 　　　　
　　　　 為に & タメニ 　　　　
　　　　 (X (Fえ )ー & (X (Fエ )ー 　　　　← 転記単位の一部の読み間違い
　　　　 関西に比べて & カンサイニクラベテ 　　　　
　　　　 回答 (Dげ)) & カイトー (Dゲ)) 　　　　
　　　　 0361 00793.262-00796.283 L:<朗読間違い> ← 転記単位全体の読み間違い
　　　　 0362 00796.763-00797.614 L:<朗読間違い> ← 転記単位全体の読み間違い
　　　　 0363 00799.184-00799.758 L:<朗読間違い> ← 転記単位全体の読み間違い
　　　　 0364 00800.032-00800.486 L:<朗読間違い> ← 転記単位全体の読み間違い
　　　　 0365 00801.043-00806.870 L:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　 (Fえ )ー & (Fエ )ー 　　　　
　　　　 関西に比べて & カンサイニクラベテ 　　　　
　　　　 回答 (Dげ)語形の & カイトー (Dゲ)ゴケーノ　　　　
　　　　 異なりというのは<FV> & コトナリトユーノワ <FV>　　　　← タグ<FV>に関しては，仮に余分なも
　　　　 少なく & スクナク 　　　　　 のであってもタグ (X)の付与は不要
　　　　 なってるんですけれども & ナッテルンデスケレドモ 　　　　
（Ｃ）上記以外の朗読間違いの場合
オリジナル講演の発話の一部を欠いて発話した場合や，誤って別の表現で発話した場合のように，タグ (X)
や <朗読間違い> で対処できない朗読間違いが生じた場合には，以下のようにコメントを付与する。
　　　　 0168 00392.749-00395.306 L:
　　　　 引き続き & ヒキツズキ
　　　　 百四ページの & ヒャクヨンページノ
　　　　 %TYPE=O ERR 朗読間違い 原稿では「百四」ではなく「百十四」。 　　← コメントを付与　　　　
　　　　 グラフ一から & グラフイチカラ
　　　　 0120 00289.467-00291.674 L:
　　　　 仕事を　　　 & シゴトオ
　　　　 持っている　 & モッテイル
　　　　 方にのみ　　 & カタニノミ
　　　　 %TYPE=O ERR 朗読間違い 原稿では「方にのみ」ではなく「方のみに」 　　← コメントを付与
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2.8 文節の認定基準
本節では，転記テキストにおける文節の認定規則の概略を示す。2.1.1節で述べたように，文節は，基本形と
発音形の対応をとり易くすることを目的として導入されたものであるが，係り受け構造情報における基本単位
としても利用される。本節で定義する文節は，形態論的単位（短単位・長単位）の上位に位置する単位として
設計された。つまり，短単位・長単位が複数の文節に跨がることはない。以下で述べる規則はいずれも，この
方針に則っている。
実際の転記テキストにおいて，文節単位境界は改行によって示される。次に挙げる例において 1行に記され
たものが文節に相当する。
0001 00000.113-00006.570 L:
それでは &　　 ソレデワ
最初に &　　 サイショニ
融合研究の &　　 ユーゴーケンキューノ
話し言葉コーパスの &　　 ハナシコトバコーパスノ
設計と &　　 セッケート
実現への &　　 ジツゲンエノ
方策という &　　 ホーサクトユー
ことで &　　 コトデ
簡単に &　　 カンタンニ
話を &　　 ハナシオ
させていただきます &　　 サセテイタダキマス
ただし，以下の点に注意する必要がある。文節の途中に 0.2秒以上のポーズが挿入された場合，そこに転記
基本単位境界が置かれるために，一つの文節が複数の行に分割されることになる。
　　　　　　文化活動として &　　 ブンカカツドートシテ
　　　　　　 0367 01314.557-01315.379 L:
　　　　┌　古代ギリシャ &　　 コダイギリシャ
1文節　┤　 0368 01315.650-01317.468 L:
　　　　└　劇を &　　 ゲキオ
　　　　　　 (Fお) &　　 (Fオ)
　　　　┌　復活させようと &　　 フッカツサセヨート
1文節　┤　 0369 01317.919-01321.891 L:
　　　　└　いうような &　　 (Wユ;ユウ)(Wヨ;ヨ )ーナ
　　　　　　形で &　　 カタチデ
このように一つの文節が複数の行に分割された場合に，そのことを情報として残していないため，本規則で
分割された文節単位を，完全な形で転記テキストから抽出することはできない。ただし，多くの場合，転記基
本単位の境界と文節の境界は一致するため，転記において一行で記された単位の大半が「文節」であると考え
てよい。
なお，短単位や長単位を定義する際にも文節という概念が出てくるが，本規則で定める文節とは必ずしも一
致しない。前者は短単位・長単位の認定のために導入された概念であり，実際の作業において文節単位に分割
される訳ではない（3.1.2.1節参照）。CSJとして提供される文節情報は，本規則で定める文節のみである。
本節では，転記基本単位や発音形に特に言及する必要のない場合，基本形のみを改行を用いずに示す。その
際，以下に挙げる記号類を用いる。¶ ³
凡例　　　　｜ 文節の切れ目を示す。
　　　　｜ 同上。特に当該規則で着目している箇所。
　　　　- 切らずに繋げることを示す。
　　　　= 同上。特に当該規則で着目している箇所。
　　　　下線 特に着目している箇所（分かりにくい場合）。µ ´
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2.8.1 本則 [A]　助詞・助動詞連続
¦ 助詞・助動詞連続の後で切る。助詞・助動詞の範囲には，付録 2.1，2.2に挙げた助詞相当句，助動詞相当句
を含める。¶ ³
｜私共では｜ (Fあの )ー｜ (Aエヌエイチケー;ＮＨＫ)の｜ ニュースを｜ 音声を｜ データーベース化すると-
いう｜ 仕事を｜ やっております｜µ ´
¦ 助詞相当句・助動詞相当句については，構成要素の間に副助詞などが挿入されることがあるが，その場合も
全体で一つの複合辞と見なす。¶ ³
｜凄く｜食べて=ばっか=いましたね｜µ ´
2.8.2 本則 [B]　助詞・助動詞を伴わない自立語
助詞・助動詞を伴わない自立語については，以下の各項に該当する箇所で切る。
1) 主語・主題
¦ 主語・主題の後で切る。¶ ³
｜山も｜あり｜緑｜ 溢れる｜とても｜いい｜遊園地です｜µ ´
2) 連用修飾成分
¦ 連用修飾成分の後で切る。¶ ³
｜私の｜お腹の｜中の｜子供が｜あんまり｜ 育たなく｜ なりまして｜　　｜先日｜ 整体に｜行ったんですね｜
｜そこで｜ビール｜ 飲みながら｜お弁当｜ 食べながら｜待っていると｜　　｜地中｜ 深く｜根は｜根付くと｜µ ´
※ 「消滅する」「紛失する」「死去する」の意の「なくなる」「亡くなる」は切らない。¶ ³
｜雑木林は｜なく=なってしまってんだけど｜　　｜祖父が｜亡く=なった｜瞬間に｜µ ´
3) 連体修飾成分
¦ 連体修飾成分の後で切る。¶ ³
｜基本的には｜あまり｜高い｜ 建物が｜ない｜ ことを｜　　｜この｜ 国家と-いう｜ 壁は｜µ ´
4) 中止法・終止法・命令法
¦ 用言の中止法・終止法・命令法の後で切る。¶ ³
｜川も｜あり｜ 森も｜あり｜ とても｜大自然の｜中に｜　　｜で｜ (Fあの)｜頑張れ｜ 池田高校ナイン｜
｜裏切られたとしか｜言いようが｜ありません｜ あんなに｜µ ´
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5) 接続詞
¦ 接続詞の前後で切る。¶ ³
｜夏は｜プール｜ そして｜ 夜空を｜彩る｜花火大会｜µ ´
6) 感動詞
¦ 感動詞の後で切る。¶ ³
｜はい｜ そうです｜月曜日ですっていう｜　　｜おい｜ おい｜ こんなに｜取っていいのかと｜µ ´
※ 感動詞のうち，タグ (F)で囲まれた要素については，細則 C{1に従って処理する。
7) 独立格
¦ 体言の独立格の後で切る。¶ ³
｜犬の｜方から｜ (Fあ )ー｜お父さん｜ 起きてよというような｜ことで｜µ ´
2.8.3 本則 [C]　体言連続
以上の規則に該当しないものについて，次の各項を適用する。
1) 一部が連体修飾成分を受けている体言連続
¦ 体言連続の一部が連体修飾成分を受けている場合，その部分の後で切る。¶ ³
｜小泉内閣の｜支持率｜ 上昇｜　　｜声道の｜狭め｜ 形成運動とか｜µ ´
¦ ただし，次に挙げる語が付いた場合には切り離さない。¶ ³
　　当たり　以下　以後　以降　以上　以前　以内　以来　外　
かん
間　
ご
後　ごと　視　自身　自体　　
　　
じょう
上 　
ぜん
前　
まえ
前　達　的　同士 　　
　　｜インディーズの｜教祖=的な｜存在に｜なってしまった｜　　｜発展の｜方は｜文章の｜途中=以降で｜µ ´
2) 同格・言い換え
¦ 同格・言い換えの関係にある体言連続は，互いに切り離す。¶ ³
｜計量国語学会が｜設立され｜ (Fえ )ー｜機関誌｜ 計量国語学が｜発刊され｜
｜この｜差を｜取った｜値が｜閾値｜ (Aシータ;θ)よりも｜大きい｜場合に｜µ ´
¦ ただし，同格・言い換えの関係にある体言連続を受ける，もしくはそれに係る体言・接辞がある場合は切ら
ない。¶ ³
｜機関誌=計量国語学-発刊の｜経緯｜　　｜九月十五日=敬老の日-生まれの｜µ ´
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3) 並立
¦ 並立された語は，互いに切り離す。¶ ³
｜検出結果の｜比較｜ 検討を｜行なっていきます｜
｜先行研究に｜ (Fえ)｜定延｜ 田窪や｜田窪｜ 金水などが｜あります｜µ ´
※ 人名が英語接続詞「アンド」によって並立された場合についても，当規則を適用する。¶ ³
｜トンプソン｜ アンド｜ ミュラックでは｜　 cf.｜ (Aビー-アンド-ビー;Ｂ＆Ｂ)｜µ ´
¦ 並立の関係にある語連続のうち，並立されたもの全体を受ける，もしくはそれに係る体言・接辞・形式的な
意味の「する」「できる」「なさる」「いたす」がある場合は切らない。¶ ³
｜上位=下位-関係を｜　　　　　　　　 cf.｜上位｜下位の｜関係を｜
｜比較=検討-してみましたので｜　　　 cf.｜比較｜検討を｜してみましたので｜
｜益岡・=田窪-氏の｜　　　　　　　　 cf.｜益岡｜田窪には｜
｜益岡・=田窪-一九九二には｜µ ´
※ この規則によって結びつけられた並立要素の間に記号「・」（中点）を記すことがある。詳細は 2.3.1.10
節の「中点「・」の使用条件に関する補足」の項を参照されたい。
4) 2文節以上からなる形式全体を受ける／に係る形式
¦ 2文節以上からなる形式全体を受ける，もしくはそれに係る接辞および体言的な形式は，その前または後で
切り離す。¶ ³
｜への｜字｜ 型と｜なる｜区間を｜　　｜馬の｜耳に｜念仏｜ 状態で｜　｜各｜ 日本語の｜文章｜µ ´
¦ これに関連し，体言を結び付ける働きを持った「たい対」が，二文節以上からなる形式全体を結び付けている場
合は，その前後で切り離す。¶ ³
｜厳しい｜現実｜ 対｜ 理想で｜葛藤して｜　　｜夏の｜北海道｜ 対｜ 冬の｜九州｜沖縄｜µ ´
5) 数量表現を含む体言連続
¦ 数量表現を含む体言連続が以下のいずれかに該当する場合，数量表現の前または後ろで切る。
² 前の数量表現が，数量で表わされるものの範囲を規定している場合¶ ³
｜パチスロの｜場合だったら｜一箱｜ 三万ぐらいなんですけど｜µ ´
² 数量表現が後の要素の表わす位置・時間を限定している場合¶ ³
｜そこから｜一歩｜ 先に｜踏み込んだ｜政策議論が｜µ ´
² 数量表現が前の要素の数量を表わしている場合¶ ³
｜平均値｜ (A三．ゼロ六;３．０６)というような｜値に｜なっております｜
｜短単位は｜原則として｜最小単位｜ 二つが｜一次結合したものから｜なります｜µ ´
² 前の要素が計量の単位，もしくは計量の手段・方法を表わしている場合
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｜ベーキングパウダー｜重曹｜それぞれ｜小匙｜ 一杯｜µ ´
² 数量表現が前で列挙された要素の個数を表わしている場合¶ ³
｜日米韓｜ 三国の｜対応｜µ ´
² 前の要素が，数量を表わす要素に連用的に係る場合¶ ³
｜知床には｜熊が｜推定｜ 三百頭｜いると｜言われています｜　　｜当時｜ 四十歳の｜その｜友人は｜
｜不動産の｜その｜物件自体で｜月々｜平均｜ 二十五万ぐらい｜掛かるんですよ｜µ ´
※ 切り離さないものの例¶ ³
｜昭和-十三年=八月=八日の｜荒木文部大臣の｜発言や｜　　｜まずは｜例文=三十三を｜御覧ください｜
｜九十八年=秋には｜関西にも｜進出し｜　　｜これは｜築島=(A千九百六十六;１９６６)年による｜点検｜
｜朝=八時半に｜家を｜出て｜　　｜予稿集=八十七ページ｜ (Fあの)｜訂正を｜お願い申し上げます｜
｜野村=一九九四で｜提唱された｜概念ですが｜µ ´
¦ ただし，数量表現を含む体言連続全体を受ける，もしくはそれに係る体言がある場合は切り離さない。¶ ³
｜当時｜一ドル=三百六十円-換算で｜千八百億円の｜　　｜日独伊=三国=軍事同盟｜µ ´
2.8.4 細則 [A]　例外規則
各規則に定めたように処理する。
1) 内部で切らないもの
¦ 以下に挙げるものは，その内部が他の規則で切ることになっていても切らない。
² 以下に挙げる固有名詞
人名　　　　　　　　 【例】　｜
みなもとの
源 =
よりとも
頼朝｜　｜舞の=海｜　｜明石の=尼君｜
国名　　　　　　　　 【例】　｜クレートブリテン=および=北部アイルランド連合王国｜
行政区画名　　　　　 【例】　｜自由が=丘｜　｜お茶の=水｜　｜西が=丘｜
駅名　　　　　　　　 【例】　｜青山=一丁目の｜駅を｜通ってきたんですけど｜
地名形　　　　　　　 【例】　｜場所は｜丹沢の｜塔の=岳が｜使われます｜
場所名　　　　　　　 【例】　｜丸の=内｜　｜虎の=門交差点｜
建物名　　　　　　　 【例】　｜五重の=塔｜　｜万里の=長城｜
組織名　　　　　　　 【例】　｜東京の=教育 (A二十一;２１)研究開発委員会｜
グループ名　　　　　 【例】　｜ピンキーと=キラー｜　｜ジュディー・=アンド・=マリー｜
競争馬の登録馬名　　 【例】　｜マチ=カネ=ワラウ=カド｜　｜オジサン=オジサン｜
歴史的出来事の名称　 【例】　｜関が原の=戦い｜　｜本能寺の=変｜
祝日・記念日　　　　 【例】　｜こどもの=日｜　｜防災の=日｜　｜耳の=日｜
商品名　　　　　　　 【例】　｜きのこの=山｜　｜電車で=ゴー｜
題名（副題は除く）　 　
書物　　　　　　　　　　 【例】　｜走れ=メロス｜　｜複合動詞の=構造と=意味用法｜
テレビ・ラジオの番組名　 【例】　｜母を=訪ねて=三千里｜　｜夜の=ヒットスタジオ｜
映画・舞台・演劇の題名　 【例】　｜火の=鳥｜　｜ベルサイユの=ばら｜
楽曲名　　　　　　　　　 【例】　｜白鳥の=湖｜　｜恋は=レインボー｜
美術作品名　　　　　　　 【例】　｜レースを=編む=女｜　｜ミロの=ビーナス｜
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² 動植物名¶ ³
｜タツノ=オトシゴ｜　　｜ユキノ=シタ｜　　｜ワレモ=コウ｜µ ´
² 固定化した表現（転記作業用の辞書（2.3.6節参照）に登録されているもののみ）¶ ³
｜茶の=間｜　｜万が=一｜　｜負けず=嫌い｜µ ´
2) 数式・公式等の読み上げ
¦ 四則演算子（「足す」「引く」「掛ける」「割る」等），比較演算子（「イコール」等）の前後で切る。¶ ³
｜ (Aディー;Ｄ)｜ イコール｜ ゼロの｜時｜　　｜縦｜ 掛ける｜ 横が｜
｜ (Aエックス;Ｘ)｜ プラス｜ (Aワイ;Ｙ)という｜領域は｜
　 cf.｜どの｜時間にも｜プラス-一を｜付けました｜µ ´
¦ 分数「x 分の y」，累乗「x の y 乗」は全体を一続きのものとする。¶ ³
｜後続単語種類数分の=先行単語頻度 (Dんな)の｜関数に｜なっています｜
｜それは｜五分の=一から｜六分の=一に｜なるらしいんですけれど｜µ ´
※ ただし，x, y にあたる要素の両方，またはいずれかが 2文節以上である場合，「の」の後で切る。¶ ³
｜標本化周波数分の｜ 帯域幅｜ (Aパイ;π)｜µ ´
¦ 切る位置が不明な場合は，全体で 1文節とする。¶ ³
｜初期値｜ (Oシグマハットマイナス一エルバーマイナス一エル)には｜µ ´
3) 「何とか」を含む自立語的形式
¦ 一つの自立語となるべき要素の一部を「何とか」で置き換えたものは，それを含む全体を一続きのものと
する。¶ ³
｜電話受け付けとか｜お客様 (Dす)何とか=センターとか｜µ ´
4) 助動詞連用形を含む体言的形式
¦ 体言の一部を構成する「助動詞連用形＋｛名詞/接辞｝」については，助動詞連用形の後で切らない。¶ ³
｜いじめられ=っ子｜　｜憎まれ=役｜　｜言わせ=方｜µ ´
5) 述語
¦ 次に挙げる形式が述語（の一部）を構成する時，その内部で切らない。
² 「形容詞＋助詞＋｛ある/ない/ございます｝」¶ ³
｜あんまり｜大きくは=ないんですね｜　　　｜そう｜大きくは=ありません｜µ ´
² 「形容詞ウ音便＋ございます」
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｜大変｜難しゅう=ございます｜　　　｜おはよう=ございます｜µ ´
² 「助動詞＋（係助詞/副助詞）＋｛動詞/形容詞/接尾辞｝」¶ ³
｜分散和音型を｜ずっと｜聞かせ=続けて｜
｜逆に｜敬遠され=がちかと｜思いますけれども｜
｜あってほしく=は=ないんですけれども｜µ ´
※ ただし，「連用形＋｛係助詞/副助詞｝＋する」については，助詞の後で切る。¶ ³
｜殴られは｜する｜　µ ´
² 「｛お/御｝ +｛動詞連用形/名詞｝ +｛する/できる/くださる/いただく/なさる/いたす/願う/申し上げ
る/あそばす｝」¶ ³
｜いちいちの｜用例について｜御説明=申し上げられませんが｜µ ´
² 「｛お/御｝ + ｛動詞連用形/名詞｝ + になる」¶ ³
｜数字を｜見ると｜お分かりに=なりますように｜µ ´
² 伝聞を表わす「…だ +そう +｛だ/です｝」¶ ³
｜あの｜人は｜九十幾つとかだ=そうです｜µ ´
6) 連体修飾成分と切り離さない語
¦ 次に挙げる語が直前に連体修飾成分を伴って出現した場合，その語の前で切らない。¶ ³
ところ（とこ），もの（もん），はず，
わけ
訳，よう，みたい，そう
||||||
｜住んでいる｜私達としては｜非常に｜ (Fえ )ー｜便利な=ところでもあります｜
｜ただ｜時間は｜もう｜無制限に｜ある=訳ですから｜
｜今｜言った=ような=ものを｜作って｜
｜結局｜スキーに｜来た=みたいで｜
｜一から｜勉強し直すべきだと｜王位継承者を｜批判した=そうです｜µ ´
7) 同一の要素，類似の要素の連続
¦ 同じ代名詞・副詞・接続詞・感動詞の連続のうち，次に挙げるものは切り離さない。¶ ³
｜いつ=いつ｜ ｜ごく=ごく｜ ｜さて=さて｜ ｜ただ=ただ｜ ｜なお=なお｜ ｜何=々｜ ｜まず=まず｜
｜バイ=バイ｜ ｜また=また｜ ｜まだ=まだ｜ ｜もし=もし｜ ｜よく=よく｜
||||||
｜ごく=ごく｜ (Fえ )ー｜普通の｜女の子が｜
｜期待も｜含めて｜まず=まずの｜スタートと｜なりました｜µ ´
¦ 指示代名詞の連続・指示副詞の連続は，切り離さず全体を一続きのものとする。¶ ³
｜どこ=どこ｜　｜あち=こち｜　｜あれ=これ｜　｜どう=こう｜µ ´
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¦ オノマトペの連続は，全体を一続きのものとする。¶ ³
｜腰のところが｜くる=くる=くるって｜こう｜巻かれて｜
｜みんなで｜わいわい=わいわい｜ (Fえ )ー｜やりながら｜
｜みんなで｜わいわい=がやがや｜言いながら｜
｜どこか｜どきどき=わくわく-するような｜気分を｜µ ´
¦ 同じ名詞（数量表現含む）の連続は互いに切り離す。¶ ³
｜その｜合間｜ 合間に｜夫の｜単身赴任という｜期間も｜
｜各異音｜一つ｜ 一つの｜異音ごとに｜µ ´
¦ 同じ動詞連用形の連続は互いに切り離す。¶ ³
｜繰り返し｜ 繰り返し｜　｜組み替え｜ 組み替え｜µ ´
※ 言い直しにより生じた同一要素，類似要素の連続は，細則 B{1に従って処理する。
8) 体言＋「ない」
¦ 体言に「ない」が直接続く場合，体言と「ない」を切り離さない。¶ ³
｜あるいは｜素っ気=ない｜口調の｜　　｜うちに｜来て｜間違い=なく｜その｜犬だと｜µ ´
¦ 前の体言が連体修飾を受けている場合は，用言部分を切り離す。¶ ³
｜もう｜彼との｜関係｜ ないよ｜　 cf. ｜もう｜関係=ないよ｜µ ´
9) 体言＋「する」「できる」「なさる」「いたす」
¦ 体言に形式的な意味の「する」「できる」「なさる」「いたす」が直接続く場合，体言と用言を切り離さない。¶ ³
｜外来音について｜若干｜許容=してきております｜
｜有益な｜出会いを｜演出=できるような｜ことが｜µ ´
※ 国語辞典でサ変動詞語幹としての用法が記述されていないものについても，形式的な意味の「する」「で
きる」「なさる」「いたす」が直接続く場合は，体言と動詞とを切り離さない。¶ ³
｜青空に｜桜の｜花が｜満開=してる｜様子は｜　　｜更に｜三鼻母音=した｜結果｜µ ´
※ 以下のようなものにも当規則を適用する。¶ ³
｜もう｜みんな=して｜集団悔し泣き状態に｜なってしまって｜
｜それから｜二三日=すると｜　　｜十万円=する｜µ ´
¦ 前の体言が連体修飾を受けている場合は，用言部分を切り離す。¶ ³
｜日本語の｜勉強｜ するんです｜　　 cf.｜日本語を｜勉強-するんです｜µ ´
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¦ 指示代名詞「あれ」「これ」「それ」「どれ」およびこれらの複合（細則 A{7）に「する」「できる」「なさる」
「いたす」が直接続く場合，代名詞と用言を切り離す。¶ ³
｜寄宿舎生活ですね｜それ｜ してた｜為に｜　　｜あれ-これ｜ してみたのですが｜µ ´
10) 副詞＋「する」「できる」「なさる」「いたす」
¦ 副詞のうち，形式的な意味の「する」「できる」「なさる」「いたす」に係るものの後では切らない。¶ ³
｜目を｜きらきら=させながら｜熱い｜視線で｜µ ´
※ 以下のようなものにも当規則を適用する。¶ ³
｜それから｜暫く=すると｜
｜こう=したら｜いいんじゃない｜ああ=したら｜いいんじゃないという｜
｜慇懃無礼というのが｜どう=して｜ (Fま)｜不愉快なのかと｜µ ´
※ 副詞と形式的な意味の「する」「できる」「なさる」「いたす」との間に助詞が挿入された場合は切り離す。¶ ³
｜エビが｜ふっくらと｜ するそうです｜　　 cf. ｜エビが｜ふっくら=するそうです｜µ ´
11) 「もしか」＋「する」
¦ 「もしか」に「する」が後続する場合，「もしか」と「する」とを切り離さない。¶ ³
　｜もしか=すると｜　｜もしか=して｜　｜もしか=したら｜µ ´
12) 「｛こう/そう/ああ/どう｝+｛いう/いった｝+｛体言/準体助詞｝」
¦ 「｛こう/そう/ああ/どう｝+｛いう/いった｝+｛体言/準体助詞｝」は，指示副詞と動詞とを切り離さない。¶ ³
｜彼らは｜どう=いう｜風に｜思うだろうか｜
｜また｜こう=いった｜施設が｜近くに｜ある｜ことも｜µ ´
13) 引用成分＋「みたい」
¦ 引用成分を受ける「みたい」の前では切らない。¶ ³
｜東京から｜来たのかい=みたいな｜乗りで｜µ ´
14) 連濁
¦ 連濁している複合語は切らない。¶ ³
｜思い出=
ぶか
深い｜　｜印象=
づ
付けられた｜µ ´
※ ただし，本則 C{4 が適用される場合は，そちらを優先する。¶ ³
｜最終的には｜耳｜人間の｜耳｜
だよ
頼りなんですけど｜µ ´
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15) 口語表現
¦ 以下に挙げる口語表現については，全体を一続きのものとする。¶ ³
（体言）ん=ち　　＜　「のうち（家）」の口語形
こん=｛時／中｝　＜　「この｛時／中｝」の口語形
そん=｛時／中｝　＜　「その｛時／中｝」の口語形
あん=｛時／中｝　＜　「あの｛時／中｝」の口語形
||||||
｜僕ん=ちは｜　　｜こん=中で｜　　｜そん=時は｜µ ´
2.8.5 細則 [B]　話し言葉に特有の現象に対する処理
1) 言い直し
¦ 言い直しについては，以下のように処理する。
a. 語の一部のみを述べた直後に語全体を言い直している場合 → 切り離す¶ ³
｜益岡・田窪氏の｜基本日本語｜ 基礎日本語文法 (D2の)での｜
｜昭和十六年｜ (Fえ )ー｜太平洋開戦｜ 太平洋戦争開戦の｜年に｜発表した｜µ ´
b. 前に述べた語の一部のみを直後で言い直している場合 → 切り離す¶ ³
｜先程｜申し上げました｜ (Fあ )ー｜阪倉篤義さん｜ 篤義先生の｜
｜語幹と｜活用 (Dろ)語尾とに｜切って (Dい)おく｜ おく｜方が｜
｜群れで｜生活する｜ してる｜動物ですから｜µ ´
c. 前に述べた語全体を言い直している場合 → 切り離す¶ ³
｜長野県の｜ (Fえ )ー｜高原農家｜ 高原野菜農家で｜働いている｜
｜向こうで｜教育機関｜ 教育事業｜始めたいという｜ことで｜
｜この｜場所における｜ においては｜µ ´
d. 一つの語の内部に言い直しがある場合 → 切り離さない¶ ³
｜国立=日本語=国語研究所｜µ ´
　※ 言い直しのうち，タグ (D2)が付与された要素については，細則 C{6に従って処理する。
2) 言い差し
¦ 言い差された部分の前後で切る。¶ ³
｜国立教育｜ 今度は｜国立国語研究所の｜話を｜します｜µ ´
※ 言い差しのうち，タグ (D)が付与された要素については，細則 C{7に従って処理する。
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3) 別の文節の割り込み
¦ 一つの文節となるべきものの中に別の文節が割り込んだことが明らかな場合，割り込んだ文節の前後で切る。¶ ³
｜車で｜約｜ 出入口まで｜ 三分ぐらいの｜場所に｜あります｜
｜車で｜約三分ぐらい｜ 出入口まで｜ の｜場所に｜あります｜
　 cf. ｜車で｜出入口まで｜約-三分ぐらい-の｜場所に｜あります｜µ ´
4) 文末形式・節末形式の介在
¦ 体言とそれを受ける助詞・助動詞の間に文末形式・節末形式が介在する場合，その形式の後で切る。¶ ³
｜縦軸が｜ (Fえ)｜弁別率ですね｜ を｜パーセンテージで｜示して｜µ ´
2.8.6 細則 [C]　文節におけるタグの処理
タグの扱いについて，以下のように定める。タグの仕様については，2.5節を参照のこと。
1) タグ (R),(L),(X),(笑),(咳),(泣),(あくび)
¦ これらは，タグの有無にかかわらず，上記までの規則に従って文節を認定する。¶ ³
0000 00000.000-00000.000 L:
さてと　　 　　&　　(Lサテト)
0000 00000.000-00000.000 L:
次は 　　&　　(L ツギワ
何だったっけ　　&　　ナンダッタッケ)µ ´
2) タグ (O)
¦ 外国語が節以上の形式で出現した場合には，分かる範囲で統語上の切れ目（節・文など）や音声上の切れ目
（ポーズ・イントネーション）と一致させる。
¦ 古語や方言が句以上の形式で出現した場合には，分かる範囲で上記までの規則に従って文節を認定する*12。
¦ 数式に関しては，細則 A{2 に従う。
¦ 全体として，1文節があまりにも長くなり過ぎる場合，上記の規則にかかわらず適当な箇所で切る。
3) タグ (M)
¦ 以下の手順で処理する。
a. (M)要素全体を一旦一つの体言と見なした上で，(M)要素の前後の文節を認定する。¶ ³
｜助動詞｜ (Mれる)｜ (Mられる)｜µ ´
b. (M)の値に対して上記までの規則を適用し，内部の文節を認定する。¶ ³
｜こういった｜ (M五回｜中日は｜二死｜一・二塁から)という｜文章を｜µ ´
¦ (M)の内部に別の (M)が含まれる場合，内側の (M)の前後でも文節を切る。¶ ³
｜中括弧で｜ (M 国会｜ (Mスラッシュ))｜ 平仮名で｜ (M こっかい｜ (M中括弧閉じる)｜ では)｜µ ´
*12 歌（短歌，和歌，俳句）の場合には，「五，七，五（，七，七）」の単位で分割してもよい。
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4) タグ (W),(?)
¦ タグ (W),(?)の内部では，他の規則で切ることになっていても切らない。¶ ³
(Fん )ー(Fあの) 　　&　　(Fン )ー(Fアノ)
空気 　　&　　クーキ
入れれば 　　&　　イレレバ
鳴るようになる 　　&　　ナルヨー (Wナッ;ニナル)
　　
(Fま) 　　&　　(Fマ)
世界の 　　&　　セカイノ
半分 　　&　　ハンブン
占めるって言うんですね 　　&　　シメル (? ッテユー)ンデスネ
　　よく 　　&　　ヨク
(? 主に付いて,思い付いて)　　&　　(? オモニツイテ,(Wオモニツイ;オモイツイ)テ)
出てくるのに 　　&　　デテクルノニµ ´
5) タグ (A)
¦ タグ (A)の内部では切らない。¶ ³
×　｜ (Aビーシー五百六十六;ＢＣ５６６)年から｜ (A四百八十六;４８６)年まで｜
×　｜ (Aビーシー｜五百六十六;ＢＣ５６６)年から｜ (A四百八十六;４８６)年まで｜
○　｜ (Aビーシー;ＢＣ)｜ (A五百六十六;５６６)年から｜ (A四百八十六;４８６)年まで｜
cf.本則 C{4µ ´
※ 複数の文節に跨がる要素は，一つの (A)にまとめず，括り直す。
6) タグ (D2)
¦ 1文節となるべきものの中に割り込んだ (D2)の連続は，その文節に含める。¶ ³
｜住まい=(D2を)=は｜どこに｜あるかって｜
｜有名に｜限らず｜私立=(D2小)=(Dがっ)中学校に｜入りたいという｜µ ´
¦ 上記の規則に該当しない (D2)の連続については，各々の前後で切る。¶ ³
｜そのまま｜ (D2お)｜ お見せしますけども｜
｜その｜ (D2長)｜ (D2長)｜ 長母音｜ (Fえ )ー｜促音などの｜特殊拍の｜µ ´
7) タグ (F)(D)
¦ 1文節となるべきものの中に割り込んだ (F)(D)の連続は，その文節に含める。¶ ³
｜この｜比較=(Fう )ー=語彙研究序説というような｜本を｜
｜地下鉄=(Dん)=に｜乗り=(Fえ )ー=ながら｜
｜この｜三者の｜関係-(D2に)=(Dつい)=について｜µ ´
¦ 文節の一部を構成していることが明らかな語の言い淀み・感情表出系感動詞については，その文節に含める。¶ ³
｜予稿集では｜ (Dしゃしん)=を｜斜線を｜引いていますけれども｜
｜これは｜言語音でも｜ (D2非)=(Dげごん)｜非言語音でも｜同じでした｜
｜言ったもんですから｜ (Fへ )ー=って｜驚かれまして｜
｜村の｜住人の｜ (Dディーエヌ)=鑑定｜ (Aディーエヌエー;ＤＮＡ)鑑定を｜µ ´
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¦ 上記の規則に該当しない (F)(D)の連続については，同種のものの連続の前後で切る。¶ ³
｜そういう｜ことが｜ (Fえーっと)｜ (D都み)｜ 都民なら｜誰でも｜
｜いつも｜ (Fあの )ー｜ (Dう)=(Dつ)｜ 凄く｜たくさんの｜自転車が｜
｜でも｜ (Fま )ー=(Fその )ー｜ (Dおおが)｜ (Fあの )ー｜ 大きい｜立体駐車場も｜µ ´
8) タグ (K)
¦ タグ (K)の内部では切らない。
9) タグ<H>,<Q>,<P>
¦ タグ<H>,<Q>,<P>は，直前の要素が属する文節に含める。
10) タグ<FV>,<息>,<笑>,<咳>,(?)[値なし]
¦ これらのタグは，直前の要素が属する文節に含める。ただし，転記基本単位の先頭に出現する場合は，後続
発話の先頭に付与する。¶ ³
これまで<FV>　　&　　コレマデ<FV>
0000 00000.000-00000.000 L:
少しの 　　&　　<息>スコシノ
0000 00000.000-00000.000 L:
(?) 　　&　　(?)
0000 00000.000-00000.000 L:µ ´
2.9 まとめ
本章では，転記テキストの設計方針と認定基準について述べた。661時間という圧倒的規模の前に，立ち止
まる余裕もなく，個々のデータと格闘しながら基準を定めてきた。そのため，ともすれば基準が細かくなり過
ぎたり，あるいは他の基準との整合性を欠くものがなかった訳ではない。また基準の策定を諦めたものもある。
しかし，そのような問題についても，できるだけ包み隠さず記すこととした。これは次の理由による。
CSJ を利用する上で，作成基準が時として重要となることがある。問題や矛盾があるならばなおさらであ
る。その意味において，問題は隠すべきではないと判断した。また，今後音声コーパスを作成する上で，この
種の知見こそが，本当に価値のある情報であろうと考えている。これは CSJの構築に携わった者としての実
感である。最後に，CSJの構築過程で直面した問題，そしてこれから CSJを利用する上で発見するであろう
問題が，話し言葉の研究にとっての「宝の山」であることを指摘しておきたい。すぐに解決できない問題が取
り残されたためである。
これらの問題は，CSJを高度に利用したい者，今後音声コーパスを構築する者，そして話し言葉研究の宝を
発掘したい者にとって，有益な知見を提供し得るものであると同時に，当然我々が取り組むべき課題でもある。
今後，CSJの利用者という立場から，これらの問題に真摯に取り組んでいきたい。
謝辞
転記テキストの設計および実際の作業において，多くの方の協力を得たが，中でも土屋菜穂子氏，斉藤美紀
氏，相馬さつき氏から多大なるご尽力を賜わった。また本稿を執筆するにあたり，相馬さつき氏の協力を得た。
ここに記して感謝の意を表す。
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［付録 2.1］　助詞相当句
　見出し 中止形 連体修飾
異形態連用形 異形態丁寧形 連体修飾普通形 連体修飾丁寧形
1 でもって
2 にあたって にあたり にあたりまして
3 にあって にあり にありまして
4 に至って に至り に至りまして に至る に至ります
に至った に至りました
5 において におき におきまして における におけます
6 に応じて に応じ に応じまして に応じる に応じます
に応じた に応じました
7 に関して に関し に関しまして に関する に関します
に関した に関しました
8 に比べて に比べ に比べまして
9 に際して に際し に際しまして
10 に従って に従い に従いまして に従う に従います
に従った に従いました
11 に対して に対し に対しまして に対する に対します
に対した に対しました
12 について につき につきまして
13 につれて につれ につれまして
14 にとって にとり にとりまして
15 に伴って に伴い に伴いまして に伴う に伴います
に伴った に伴いました
16 に基づいて に基づき に基づきまして に基づく に基づきます
に基づいた に基づきました
17 によって により によりまして による によります
によった によりました
18 に渡って に渡り に渡りまして に渡る に渡ります
に渡った に渡りました
19 として としまして
といたしまして
20 を通じて を通じ を通じまして
21 を通して を通し を通しまして
22 をもって をもち をもちまして
23 を元にして を元にし を元にしまして を元にする を元にします
を元に を元にいたしまして を元にした を元にしました
24 をめぐって をめぐり をめぐりまして をめぐる をめぐります
をめぐった をめぐりました
25 という という といいます
ていう ていいます
っていう っていいます
26 といった といった といいました
ていった ていいました
っていった っていいました
27 によると によりますと
132 第 2章 転記テキスト
［付録 2.2］　助動詞相当句*
種類 見出し 異形態
推量 かもしれない，かもしれません かもしんない，かもしれぬ
かも分からない，かも分かりません かも分かんない，かも分からぬ
てもらう
てもらえる
ていただく
ていただける
やりもらい てやる
てあげる
てさしあげる
てくれる
てくださる
てある，てございます
ている，ていらっしゃる
ておる
アスペクト てしまう
ておく
ていく，てまいる
ていける
てくる，てまいる
意志 てみせる
試行 てみる
である
肯定 でございます
のだ，のです，のである，のでございます んだ，んです，んである，んでございます
でない，でありません，でございません じゃない，じゃありません，じゃございません
否定 のではない，のではありません のじゃない，んではない，んじゃない，
のじゃありません，んではありません，
んじゃありません
ていい，てよい，てよろしい たっていい
許可・依頼 てちょうだい
てほしい
てごらん
てはいけない，てはいけません てはいけぬ，ちゃいけない，ちゃいけぬ，
ちゃいけません
てはならない，てはなりません てはならぬ，ちゃならない，ちゃならぬ，
ちゃなりません
たらいけない，たらいけません たらいけぬ
ないといけない，ないといけません ないといけぬ
なければいけない，なければいけません なければいけぬ，なきゃいけない，なきゃいけぬ，
なきゃいかん，なきゃいけません
禁止・当然・義務 なければならない，なければなりません なければならぬ，なきゃならない，なきゃならぬ，
なきゃなりません
なくてはいけない，なくてはいけません なくてはいけぬ，なくちゃいけない，なくちゃいけぬ，
なくちゃいかん，なくちゃいけません
なくてはならない，なくてはなりません なくてはならぬ，なくちゃならない，なくちゃならぬ，
なくちゃなりません
ねばいけない，ねばいけません ねばいけぬ
ねばならない，ねばなりません ねばならぬ
ざるを得ない，ざるを得ません ざるを得ぬ
* 本表には基本形の表記および文節の認定で注意が必要な表現を掲載 (詳細はそれぞれ 2.3.2.9節，2.8節参照)。
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本章では，CSJの転記テキストに付与した形態論情報について，その設計方針や単位認定・情報付与の基準
等を述べる。
CSJの形態論情報は，単位境界・代表形・代表表記・品詞・活用の種類・活用形・その他の情報の七つから
成る。以下，3.1節では単位の設計方針と認定基準，3.2節では代表形・代表表記の必要性とその付与基準，3.3
節では品詞等の情報の設計方針と品詞・活用の種類・活用形・その他の情報の概要と品詞の判定基準について
述べる。
ここでまず，本論に入る前に，本章の内容に関し，二つの点について断っておく。
1章に述べたとおり，CSJの転記テキストに形態論情報を付与する作業（形態論情報解析）は，次の二つの
方法によって行った。
○ 人手による形態論情報解析（以下，人手解析とする。）
　国語研究所が担当した。解析したデータの規模は約 100万語。
○ 計算機による自動形態論情報解析（以下，自動解析とする。）
　情報通信研究機構が担当した。解析したデータの規模は約 650万語。
本章で述べる形態論情報の設計方針・単位認定基準等は，こうした解析の手法を問わず，基本的に CSJ全体
に共通するものである。ただし，3.1.5節に述べた単位認定の際のタグの扱いのうち，具体的な手順に関する
記述は人手解析を前提としたものである。しかし，タグの扱いに関する考え方（タグを単位として切り出さな
い等）は，やはり CSJ全体に共通するものである。
次に，本章と 4章との関係について説明しておく。本書で CSJの形態論情報について述べた章としては，こ
の 3章のほかに 4章がある。このように形態論情報に関して二つの章を設けたのは，次のような理由による。
国語研究所では形態論情報解析のうち，人手解析を担当した。しかし，人手解析とは言っても，単位認定か
ら品詞等の情報付与までのすべてを人手だけで行ったわけではない。代表形・代表表記・品詞等の情報付与，
データの修正等に当たっては，計算機を活用し，作業の効率化を図った。
コーパス構築の方法ということを考えた場合，形態論情報の設計・付与基準等とともに，計算機を活用して
どのように作業を実施していったかということも非常に重要な問題である。そこで，CSJの形態論情報につい
て，主として設計に関することを説明する章と，その仕様に基づいて具体的にどのような手法を用いて形態論
情報解析の作業を実施したのかについて説明する章とを設けることとし，3章では設計について述べ，4章で
は形態論情報解析の作業について，特に計算機の活用等を中心に述べることとしたのである。
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3.1 長単位・短単位
3.1.1 単位の設計
3.1.1.1 語彙調査の調査単位
国語研究所は，これまでに，マスメディアにおける書き言葉や話し言葉を中心に，数度にわたり大規模な語
彙調査を実施してきた。この語彙調査に当たっては，当然 語というものを規定することが必要となる。しか
し，語の定義については研究者によって様々な立場があるため，語彙調査において語をどのように規定するか
ということは常に大きな問題となる。
国語研究所がこれまでに行ってきた語彙調査では，調査単位 (語)の設計に当たって，語とは何かという本質
的な議論の上に立って調査単位を設計するという立場は取っていない。それぞれの語彙調査の目的に応じて最
もふさわしい単位を設計するという方針の下に，一貫して操作主義的な立場を取ってきた*1。そのため，表 3.1
に示すように，複数の調査単位が使われてきた*2。
表 3.1 主な調査単位
単位の名称 語彙調査名
長
い
単
位
の
系
列
α単位　 婦人雑誌の用語
Ｗ単位 高校教科書の語彙調査，中学校教科書の語彙調査
長い単位 雑誌用語の変遷，テレビ放送の語彙調査
短
い
単
位
の
系
列
β単位 総合雑誌の用語，現代雑誌九十種の用語用字，雑誌２００万字言語調査
Ｍ単位 高校教科書の語彙調査，中学校教科書の語彙調査
【調査単位の概略】
(1) 長い単位の系列：主として構文的な機能に着目して考えた単位で，基本的に文節に相当するようなもの
である。
○ α単位 文節を基にした単位。「｜小学校｜卒業｜」「｜男児用｜外出着｜」のように長い語を分
割する規定を設けている。
○長い単位 文節に相当する単位。なおテレビ放送の語彙調査の長い単位は，複合辞を助詞・助動詞
として扱っていること，人名・地名以外にも固有名詞を広く取っていることから，雑誌
用語の変遷で採用した長い単位よりも長くなっている。
○ Ｗ単位 非活用語及び活用語のうち終止・連体形，命令形，中止用法・修飾用法の連用形を 1Ｗ
単位とする。また，それらに接続する付属語も 1Ｗ単位とする。
*1 ここで言う「操作主義的な立場」とは，「これこれこういうものを「～単位」とする，という規定をするだけで，その「～単位」が
言語学的にどのようなものなのか，単語なのか，単語でないとすれば，どこが単語とちがうのか，といった問題には，まったくふれ
ない」(国立国語研究所 1987:11)という単位設計上の立場を指す。
*2 単位の概略・切り方の例については，林 (1982:582-583)，中野 (1998:171-172) を基にした。
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(2) 短い単位の系列：主として言語の形態的な側面に着目して考えた単位。
○ β単位 原則として，現代語において意味を持つ最小の単位 (最小単位と呼ぶ。)二つが，文節の
範囲内で 1回結合したものを 1単位とする。
○ Ｍ単位 β単位と同様に最小単位を基にした単位。漢語は，β単位と同様に二つの最小単位が文
節の範囲内で 1回結合したものを 1単位とするが，和語・外来語は 1最小単位を 1単位
とする。
【調査単位の例】
(1) 長い単位の系列
　　α単位： 型　紙｜どおり　に｜裁断　し　て｜外出　着　を｜作り　まし　た｜
　　Ｗ単位： 型　紙　どおり｜に｜裁断　し　て｜外出　着｜を｜作り　まし　た｜
　　長い単位 (雑誌用語の変遷)： 型　紙　どおり｜に｜裁断　し｜て｜外出　着｜を｜作り｜まし　た｜
　　長い単位 (テレビ放送の語彙調査)： 型　紙　どおり　に｜裁断　し　て｜外出　着　を｜作り　まし　た｜
(2) 短い単位の系列
　　β単位： 型　紙｜どおり｜に｜裁断｜し｜て｜外出｜着｜を｜作り｜まし｜た｜
　　Ｍ単位： 型｜紙｜どおり｜に｜裁断｜し｜て｜外出｜着｜を｜作り｜まし｜た｜
調査単位の設計に当たって，操作主義的な立場を取ってきたのは，「必要以上に学術的な議論に深入りして，
実際上の作業がすすまないことをおそれたため」(国立国語研究所 1987:12)であり，「学者の数ほどもある「単
語」の定義について，まず，意見を一致させてから，というのでは，見とおしがたたない。」(同:12)からである。
このような立場に対しては，当然のことながら「語というのは何なのか，調査のため便宜的に設けられた単
位にすぎないのかという問題が残る。」(前田 1985:740)という批判がある。しかし，語とは何かという本質的
な議論を積み重ねていくことは確かに重要ではあるが，国立国語研究所 (1987:12)にも，「原則的にただしい定
義に達したとしても，それが現実の単位きり作業に役立たないならば，無意味である。語い調査というのは，
現象の処理なのだから。」と述べられているように，語彙調査においては対象とする言語資料に現れた個々の
事象を，的確に処理するということも極めて重要なのである。そして，結局のところ，これまでの語彙調査に
おいては，この言語現象の処理ということの方をより重視してきたということなのである。
このような立場の下，各種の語彙調査を進めてきたことにより，「同じ資料の語彙調査を短単位と長単位との
両方で行ってみてどのような違いが出てくるかを検討したことなどは，単位の区切り方を曖昧にしたまま「語
彙調査」を行なうことに対する反省を促す」(前田 1985:740)など，国語の計量的な研究を進める上で先駆的な
役割を果たしてきたと言うことができる。国語研究所の語彙調査における調査単位の設計方針には，批判もあ
るが，それにより現実の言語事象を的確に処理してきたことは，十分に意味があったと言える。
3.1.1.2 CSJの単位
CSJの単位の設計に当たっては，語彙調査と同様に，まず目的を設定した上で，その目的に適した単位を設
計することとした。このような立場を取ったのは，語とは何かという本質的な議論の重要性はもちろん認める
ところではあるが，時間的な制約等を考えた場合，CSJに現れた言語事象を的確に処理できる単位を設計する
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ことの方が，まずは重要であると考えたからである。また，そのようにして大規模な話し言葉データを処理し
た結果をまとめておくことは，今後，言語単位論を進める上での基礎的な資料になるとも考えたのである。
単位の設計に当たり語彙調査と同様に目的を設定するとしたが，この場合の目的というのは，我々が CSJを
使ってどのような国語研究を行うのかということである。CSJを利用した国語研究として，我々は次の 2点を
掲げた。
(1) CSJから用例を採集し，話し言葉の語彙・語法の研究を行う。
(2) 品詞の分布などの計量研究によって CSJの言語的な特徴を明らかにする。
もちろん，CSJを使った研究はこの二つに限られるものではない。しかし様々な研究を想定し，それらすべ
てに適した単位を設計することは不可能に近い。そこで，我々はひとまず上記の二つの目的に絞って，それに
適した単位を設計することとした。以下，それぞれの目的にふさわしい単位について考えていくこととする。
まず，目的 (1)のためには，合成語を語構成要素に分割したような短い単位が求められる。表 3.1に示した
単位で言えば，「短い単位の系列」に属する単位が望ましいということになる。しかし，語構成要素に分割する
と言っても，語構成要素をすべて切り出してしまうような単位では，取り出した単位の意味が文脈から離れす
ぎてしまうこともあり，結果的に不要な用例まで検索してしまうという問題がある。
例えば，「気持ち」という語を例に考えてみよう。「気持ち」を語構成要素に分割すると，「気」と「持ち」の
二つの要素に分割できる。しかし，「気持ち」はこれ全体で「心の在り方」などという意味を表しているもので
あり，「気」と「持ち」とに分割して，「持ち」を取り出しても，その「持ち」には動詞「持つ」が本来持ってい
る「手の中に入れて保つ」などという意味は認め難い。そのため，「気持ち」の「持ち」を一つの単位として切
り出して，「荷物を持つ」という例のような，実質的な意味を持つ動詞「持つ」と同様に扱い，見出し等の情報
を付与しても，付与した情報と実際に文脈の中で使われている意味との間に大きなずれが生じることになる。
また，動詞「持つ」を検索した結果に，「気持ち」の語構成要素として用いられた「持ち」が含まれることは望
ましいこととは言えない。つまり，(1)の目的のために短い単位が求められるとは言っても，語構成要素にす
べて分割してしまうような単位では問題があるということになる。
次に，目的 (2)のためには，CSJの資料的な性格を反映するような単位であることが求められる。一般に単
位を短くすればするほど，取り出した単位はいわゆる基本的な語となる。その反対に，より長い単位とすれば，
当該資料の性格を反映するような特徴語などを取り出せるようになる。したがって，表 3.1で言えば，「長い単
位の系列」に属する単位が適当ということになる。
このことについて，「言語」という語を例に少し説明しておく。「言語」は，CSJに収録された幾つかの学会
講演に用例が見られるが，その用いられ方 ― 特にどのような語と結合するか ― については，学会によって差
異が見られる。例えば，音声関係の工学系学会 (Ａ学会)と国語関係の人文系学会 (Ｂ学会)での「言語」の例
を比較してみよう*3。
Ａ学会・Ｂ学会ともに，「言語」が単独で用いられた例のほか，以下のように合成語の語構成要素として用い
られた例がある。
*3 ここで「言語」の用例を採集するために用いたデータは，人手解析データである。
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【Ａ学会】 音声言語　 音声言語概念　 各言語　 各言語モデル　 各種言語モデル　 確率的言語モデル
言語重み　 言語音　 言語音カテゴリー判断　 言語音モード　 言語音声　 言語解析
言語学的　 言語カテゴリー　 言語間　 言語形成期　 言語圏　 言語刺激　 言語習得時
言語情報　 言語情報処理　 言語条件　 言語スコア　 言語制約　 言語生活　 言語的
言語的規則　 言語的情報　言語伝達　 言語特有　 言語非依存　 言語非言語刺激
言語モデル　 第二言語学習者　 聴覚運動性言語野　 聴覚性言語野　 聴覚的言語判断
統計的言語情報　 特異性言語障害者　 パラ言語情報　 パラ言語的　 パラ言語的意味
非言語　 非言語音　 非言語音モード　 非言語刺激　 非言語情報　 文字言語
融合言語モデル
【Ｂ学会】 一言語体系　 音声言語　 音声言語重視　 各言語　 簡易言語
基本的言語単位　 言語外　 言語学　 言語研究者　 言語現象
言語作品　言語社会　 言語習得　 言語政策的　 言語体系　 言語的研究
言語内　言語表現　 西洋言語学　 第二言語習得　 第二言語習得者
他言語　比較言語学
ここで注意したいのは，Ａ学会で下線を付した語 (「言語音声概念」「言語刺激」「言語モデル」など)はＢ学
会には用いられておらず，Ｂ学会で下線を付した語 (「一言語体系」「言語作品」「言語表現」など)はＡ学会に
は用いられていないということである。つまり「言語音声概念」「言語刺激」「言語モデル」などはＡ学会を特
徴付ける語であり，「一言語体系」「言語作品」「言語表現」はＢ学会を特徴付ける語であると言うことができ
る。このような各分野に特徴的な語を把握するためには，「言語モデル」を「言語」と「モデル」とに，「言語
作品」を「言語」と「作品」とに分割するのではなく，全体で一つとして扱うような単位が必要となる。
なお，(1)(2)いずれの目的のためにも，不統一のない単位とすることが必要である。同じ種類の単語が異な
る分割のされ方をしていては，効率的な検索ができない。また計量的な研究では，計量される対象である単位
が等質であることが求められるので，不統一のない単位にすることが重要である。
以上のことを踏まえて，CSJの単位について検討した結果，次のような結論を得た。
まず，二つの目的を掲げたが，目的 (1)については「短い単位の系列」に属する単位，目的 (2)については
「長い単位の系列」に属する単位というように，それぞれの目的にとって望ましい単位が異なっている。そこ
で，CSJでは単位を一つに限ることはせず，長短 2種類の単位を採用することとした。また，今回は新たに単
位を設計するのではなく，表 3.1に挙げた語彙調査の調査単位の中から，それぞれの目的に適した単位を採用
し，必要に応じて拡張等を行うこととした。
その結果，長い単位 (以下，長単位と呼ぶ。)については，テレビ放送の語彙調査で採用された長い単位を基
にして設計を行うこととした*4。一方，短い単位 (以下，短単位と呼ぶ。)については，現代雑誌九十種の用語
用字で用いられたβ単位を採用し，必要に応じて話し言葉の処理用に拡張することとした*5。
*4 長い単位については，国立国語研究所 (1995:49-63)を参照。
*5 β単位については，国立国語研究所 (1962:6-14)を参照。
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3.1.2 長単位の認定基準
以下，本節で長単位の認定基準，次の 3.1.3節で短単位の認定基準について説明することとする。その際単
位等の境界を示すために，次の記号を用いる。
文節の境界　　　 ……　‖ 　　例：‖国立国語研究所の‖
長単位の境界　　 ……　┃ 　　例：┃国立国語研究所┃の┃
短単位の境界　　 ……　｜ 　　例：｜国立｜国語｜研究｜所｜の｜
最小単位の境界　 ……　／ 　　例：／国／立／国／語／研／究／所／の／
※注目している単位が分かりにくい場合は，その単位に下線を施すことがある。また，切らないことを示す場合には
「=」(例：西が=丘)を用いる。
長単位・短単位の認定は，まず転記テキストの基本形を対象として行い，その後，基本形の単位認定結果を
基に自動で発音形の単位認定を行った。そのため，以下に述べる単位認定基準は，転記テキストの基本形を例
にしたものとなっている。転記テキストの発音形を対象とした単位認定については，4章を参照されたい。
以下，長単位の認定基準を説明するが，長単位は文節を基にした単位であり，認定に当たっては，文節の認
定を行った上で，各文節の内部を規則に従って自立語部分と付属語部分とに分割していくという手順を踏む。
そのため，長単位の認定基準は，文節認定基準と長単位認定基準の二つの基準から成る。
3.1.2.1 文節認定基準
長単位の認定に当たっては，まず文節の認定を行う。この文節は，テレビ放送の語彙調査で用いられた長い
単位を基にしたものである。
テレビ放送の語彙調査と同様に，付属語には複合辞も含めた。複合辞は，現代語の研究や日本語教育ではよ
く取り上げられるものである。国立国語研究所 (2001)では，助詞的複合辞 83語，助動詞的複合辞 42語を取
り上げ，用例を示すとともに解説を加えている。このように現代語の研究等では，多くの複合辞が認定されて
いるところではあるが，CSJでは，それらすべてを複合辞として認定することはしなかった。これは複合辞の
認定には意味の問題が絡んでくるため，その認定自体が極めて難しいということによる。CSJでは，付録 3.1・
付録 3.2に挙げた助詞相当句・助動詞相当句のみを複合辞として認定した。なお，今回複合辞として認定した
ものの範囲は，テレビ放送の語彙調査と全く同じというわけではない。また，複合辞については敬語形式のも
の (「について」に対する「につきまして」など)をどのように扱うかが問題となる。これについては，CSJで
は敬語形式になっているものも複合辞として認定することとした。
以下，文節を認定する上で，問題となる点について簡単に触れておく。
文節は，一般に付属語又は付属語連続の後で切れるが，以下のように，固有名・動植物名・「―の～」「―が
～」の体言句・分数の読み上げの内部にある助詞・助動詞の後では切らないこととする。
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　 ¶ ³
固有名： 西が=丘　 国立少年自然の=家　 蛤御門の=変
動植物名： タツノ=オトシゴ　 サキシマスオウノ=キ
「―の～」の体言句のうち，以下に挙げるもの： 麻の=葉　 味の=素　 ありの=まま　 絵の=具　 男の=子
　 思いの=丈　 思いの=外　 女の=子　 髪の=毛　 上の=句　 気の=毒　 木の=芽　 木の=下
　 下の=句　 茶の=間　 念の=為　 日の=出　 目の=当たり　 身の=上　 身の=程　 身の=回り
　 目の=敵　 山の=手　 世の=中
「―が～」の体言句のうち，以下に挙げるもの： 万が=一
分数の読み上げ： 三分の=二　 後続単語種類数分の=先行単語頻度µ ´
また，次のように，2文節以上から成る形式全体を受ける，若しくはそれに係る接辞及び体言的な形式は，そ
の前後で切ることとする。この規則によって，以下の例のように「等」「型」「各」のような接辞が単独で一つ
の文節を構成する場合もあり得るということになる。¶ ³
‖円形劇場とか‖水路‖等‖　　‖への‖字‖型‖　　‖各‖日本語の‖文章‖µ ´
なお，ここで述べた文節は，長単位の認定を行うために規定するものであり，長単位の認定のために必要な
概念として持っておくという性質のものである。したがって，この文節の境界は CSJのデータには示されて
いない。また，転記テキストにおける改行基準としての文節とは細部において一致しないところがある。転記
テキストにおける文節の詳細については，2.8節を参照されたい。
3.1.2.2 長単位認定基準
長単位は，以下に示した規則によって文節（3.1.2.1節の文節認定基準によって認定されたもの。）を分割し，
それによって得られたものを 1単位とするような単位である。以下，長単位の認定基準を示す。
［１］ 付属語 (付録 3.1・付録 3.2に示した複合辞を含む。)は 1長単位とする。¶ ³
┃今┃は┃ファックス┃とか┃そう┃いう┃の┃が┃ある┃んです┃けれども┃µ ´
(1) 形容動詞及び形容動詞活用型の助動詞 (そうだ・みたいだ・ようだ)の活用語尾は助動詞として扱い，1
長単位とする。¶ ³
┃統一的┃な┃視点┃で┃切り┃ましょ┃う┃　　┃涙┃が┃出┃そう┃に┃なる┃
┃エンジニア┃な┃んだ┃そう┃です┃　　┃駅員さん┃が┃いる┃みたい┃だ┃
┃使える┃よう┃に┃し┃たい┃µ ´
(2) 文節の認定の際に一続きとして扱うこととした固有名・動植物名・「―の～」「―が～」の体言句・分数
の読み上げの内部にある助詞・助動詞は切り出さない。¶ ³
┃西=が=丘┃　　┃サキシマスオウ=ノ=キ┃　　┃絵=の=具┃　　┃万=が=一┃
┃三分=の=二┃　　┃後続単語種類数分=の=先行単語頻度┃µ ´
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［２］ 並列及び同格の関係にある語は互いに切り離す。¶ ³
┃安心┃確実┃な┃方法┃　　 ┃塩┃こしょう┃を┃かける┃　　┃機関誌┃計量国語学┃µ ´
並列及び同格の関係にある体言連続のうち，並列された体言全体に係る体言・接辞がある場合は切らな
い。また並列された体言全体を受ける体言・接辞・形式的な意味の「する」「できる」「なさる」「いたす」
がある場合は切らない。¶ ³
┃平成=九年=十年┃　　┃関東=東北=地方┃　　┃機関誌=計量国語学=発行┃　　
┃観察=整理=する┃µ ´
［３］ 体言（合成語）の一部分が連体修飾語を受けている場合，その部分の後で切る。¶ ³
┃項構造┃の┃曖昧性┃解消┃µ ´
「以降」「間 (かん)」「ごと」「自体」「達」が付いた場合は切らない。¶ ³
┃文章┃の┃途中=以降┃　　┃住ん┃でる┃人=達┃µ ´
［４］ 体言及び副詞に形式的な意味の「いたす」「する」「できる」「なさる」が直接続く場合，体言及び副詞と
「いたす」「する」「できる」「なさる」との間は切らない。¶ ³
┃許容=する┃　　┃演出=できる┃　　┃体験=なさる┃　　┃きらきら=する┃　　┃きちんと=する┃µ ´
ただし，前の体言が連体修飾を受けている場合は用言部分を切り離す。¶ ³
┃面白い┃説明┃する┃人┃µ ´
［５］ 「お (ご)＋動詞連用形 (名詞)＋する・くださる・いただく・なさる・いたす・ねがう・もうしあげる・
あそばす」は全体で一続きとする。¶ ³
┃お=会い=する┃　　┃お=与え=ください┃　　┃お=電話=なさる┃　　┃御=登場=願う┃µ ´
［６］ 数量を表す要素を含む自立語は，以下のように処理する。
(1) 前の要素に関する順序・番号を直後の要素が表している場合，両者を切り離さない。¶ ³
┃昭和十三年=八月=八日┃　　┃朝=八時┃　　┃予稿集=八十七ページ┃　　┃入所=二十年目┃µ ´
(2) 上記の規則に該当しない場合，数量を表す要素とその直前の要素とを切り離す。¶ ³
┃果汁┃百パーセント┃　　┃バニラエッセンス┃少々┃　　┃山の手線┃京浜東北線┃二本┃
┃一箱┃三万┃　　┃週┃二通┃　　┃一学年┃上┃　　┃十年以上┃前┃　　┃延べ┃百二十九文┃µ ´
ただし，数量を表す要素が前で列挙された要素の個数を表しているものについては，数量を表す要素と
前の要素とを受ける体言がある場合，切り離さない。¶ ³
┃果汁=百パーセント=オレンジジュース┃µ ´
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3.1.3 短単位の認定基準
短単位は，言語の形態的側面に着目して規定した単位である。認定に当たっては，現代語において意味を持
つ最小の単位（最小単位と呼ぶ。）を規定した上で，その最小単位を，一つの長単位の範囲内で，短単位認定基
準に定めた条件を満たす形で結合させていく（又は結合させない（これを 0回結合と考える。））という手順を
踏む。そのため，短単位の認定基準は，最小単位認定基準と短単位認定基準の二つの基準から成る。
3.1.3.1 最小単位認定基準
短単位の認定に当たっては，まず最小単位というものを認定する。最小単位は，現代語において意味を持つ
最小の単位であり，和語・漢語・外来語・記号・人名・地名の種類ごとに次のように認定される。
　　和　語： ／話し／言葉／　　／豊か／な／暮らし／
／お／話し／し／ます／　　／雨／が／降る／みたい／だ／
／大／雨／が／降っ／た／の／で／
　　漢　語： ／国／語／　　／研／究／所／
　　外来語： ／データー／ベース／　　／ネット／ワーク／
　　記　号： ／図／Ａ／　　／ＮＨＫ／
　　人　名： ／星野／仙一／　　／ジェフ・／ウィリアムス／
　※ 姓と名がそれぞれ 1最小単位。
　　地　名： ／大阪／府／豊中／市／待兼山町／　　／六甲／山／　　／神崎／川／
　※ 地形名の名を表す部分は 1最小単位。
「豊かだ」などのいわゆる形容動詞，「みたいだ」「そうだ」「ようだ」の形容動詞活用型の助動詞については，
その活用語尾を「／豊か／だ／」「／みたい／だ／」「／そう／だ／」「／よう／だ／」のように 1最小単位とし
て分割する。
「だが」「では」などの助詞・助動詞から転化した接続詞も「／だ／が／」「／で／は／」のように分割する。
また接続助詞「ので」や副助詞「とか」のような複数の助詞・助動詞が結合してできた助詞についても，「／の
／で／」「／と／か／」のように最小単位を認定する。
「ていく」「について」などの複合辞は，長単位においては一つの付属語として扱ったが (3.1.2.2節参照)，最
小単位においては「／て／いく／」「／に／つい／て／」のように分割する。
以上のように認定した最小単位について，短単位を認定する必要上，表 3.2のように分類する。
以下，「付属要素」「数」「助詞・助動詞」について説明しておく。
「付属要素」とは，接頭辞・接尾辞のことである。ただしすべての接頭辞・接尾辞が付属要素として扱われる
わけではない。CSJに出現したものの中から，造語力が高いなど特に注目されるものを「付属要素一覧」とい
う一覧表に挙げ，その一覧表に挙げられたもののみを付属要素として扱うこととした。この「付属要素一覧」
を，付録 3.3・付録 3.4として示した。
「数」には，一・十・百・千などの数詞のほか，「数十」「何百」「幾千」の「数」「何」「幾」なども含めた。ま
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表 3.2 最小単位の分類
分　類 　　　　　　　　　　　　　　 　　例
一　　般 　和　語　：　山　川　白い　話す　言葉　……
　漢　語　：　社　会　用　研　究　所　……
　外来語　：　オレンジ　ボックス　アルゴリズム　……
付 属 要 素 　接頭的要素　：　相　お　各　御（ご）　……
　接尾的要素　：　合う　致す　っぽい　性　的　……
記　　号 　Ａ　Ｂ　ω　イ　ロ　ア　ＮＨＫ　ＪＲ　……
数 　一　二　十　百　千　……
　幾　数　何　……
人名・地名 　星野　仙一　大阪　六甲　……
助詞・助動詞 　う　た　です　ます　か　から　て　も　……
た数詞のうち，数え進むことができないと考えられるもの (例えば「一応」の「一」や「百科」の「百」など)
については，「一般」に分類した。
「助詞・助動詞」には，いわゆる形容動詞及び形容動詞活用型の助動詞 (そうだ・みたいだ・ようだ)の活用
語尾も含めた。また，「だが」「では」などの助詞・助動詞から転化した接続詞は，先に示したように「／だ／
が／」「／で／は／」と最小単位が認定されることから，その「だ」「が」「で」「は」はそれぞれ「助詞・助動
詞」に分類した。
なお，ここで述べた最小単位は，短単位の認定を行うために規定するものであり，短単位の認定のために必
要な概念として持っておくという性質のものである。したがって，この最小単位の境界は CSJのデータには
示されていない。
3.1.3.2 短単位認定基準
短単位の認定基準は，表 3.2の分類ごとに適用すべき規則が定められている。この規則に基づいて，最小単
位を結合させていく（又は結合させない）ことによって，短単位が認定されるのである。なお，最小単位の結
合に当たっては，長単位境界を超えて結合させることはしないという制約を設けている。これによって，1文
節の中には 1個以上の長単位があり，1長単位の中には 1個以上の短単位があるというように，CSJの言語単
位が階層的な構造を持つことになる。
以下，短単位の認定基準を示していくが，その規則のうち，短単位認定の基本原則に当たるのが，「一般」に
分類した最小単位に適用される以下の規則［１］である。
［１］ 「一般」に分類した最小単位 2個の 1次結合は 1短単位とする。¶ ³
｜母親｜　　｜食べ歩く｜　　｜音声｜　　｜レーザープリンター｜　　｜無口｜　　｜オレンジ色｜µ ´
「一般」に分類した最小単位であっても，それ単独で 1短単位になるものや 3最小単位以上の結合であって
も全体で 1短単位とするものがある。それを以下に示す。
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［２］ 1最小単位を 1短単位とするもの。
(1) 最小単位が三つ以上並列した場合の各最小単位。¶ ³
｜衣｜食｜住｜　　｜松｜竹｜梅｜　　｜都｜道｜府｜県｜µ ´
(2) 重複形の擬音語・擬態語で，重複が奇数回の場合の，その重複されている要素。¶ ³
｜さく｜さく｜さく｜と｜混ぜ｜　　｜ちょこ｜ちょこ｜ちょこ｜動く｜µ ´
なお，偶数回の繰り返しの場合は規則［１］を適用する。¶ ³
｜さくさく｜と｜混ぜる｜　　｜さくさく｜さくさく｜と｜混ぜる｜µ ´
(3) 類概念を表す部分と名を表す部分とが結合してできた固有名詞のうち，類概念を表す部分と名を表す部
分とが共に 1最小単位の場合の，それぞれの部分。¶ ³
｜さくら｜屋｜　　｜リクルート｜社｜　　｜ハ－バード｜大｜　　｜のぞみ｜号｜　　｜キリスト｜教｜
｜タイムズ｜紙｜　　｜キャノン｜カメラ｜µ ´
ただし，名を表す部分が 1字の漢語で，類概念を表す部分が 1最小単位である場合は，その 1次結合体
を 1短単位とする。¶ ³
｜仏教｜　　｜儒教｜　　｜阪大｜µ ´
(4) 外来語の最小単位のうち英語の接続詞・前置詞・冠詞に当たるもの。¶ ³
｜アウト・｜オブ・｜ドメイン｜　　｜ショアーズ・｜アット・｜ワイコロア｜
｜基本｜レフト・｜トゥー・｜ライト｜構造｜　　｜コール・｜フォー・｜ペーパー｜µ ´
(5) 外来語の最小単位 2個の 1次結合体が 11拍以上になる場合の各最小単位。¶ ³
｜インサーション｜ペナルティー｜　　｜スペクトル｜パラメーター｜µ ´
(6) 外国語（転記テキストにおいてタグ (O)を付与されたもの。）。¶ ³
｜アイ｜ノウ｜ザット｜シープ｜キャン｜スイム｜µ ´
(7) 規則［１］，［２］の (1)～(6)，［３］，［４］，［５］によって得られた短単位に，前又は後ろから結合した
最小単位。¶ ³
｜内閣｜府｜　　｜副｜大統領｜　　｜光ファイバー｜網｜µ ´
(8) 単独で文節を構成する最小単位。¶ ³
｜やっぱり｜これ｜も｜一｜つ｜の｜　　｜オレンジ｜を｜食べる｜µ ´
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［３］ 3最小単位以上の結合であっても全体で 1短単位とするもの。
(1) 三つ以上の最小単位からなる組織名等の略称。¶ ³
｜日経連｜　　｜通総研｜µ ´
(2) 切る位置が明確でないもの，あるいは切った場合と一まとめにした場合とで意味にずれがあるもの。¶ ³
｜大統領｜　　｜不可解｜　　｜明後日｜　　｜殺風景｜　　｜輸出入｜　　｜国内外｜　　｜町村長｜　　
｜原水爆｜　　｜市町村長｜　　｜大袈裟｜　　｜大雑把｜　　｜大丈夫｜　　｜一辺倒｜　　｜十文字｜　
｜二枚目｜　　｜十八番｜µ ´
(3) 文節の認定の際に一続きとして扱うこととした「―の～」「―が～」の体言句（3.1.2.1節参照）。¶ ³
「―の～」の体言句　：　｜麻の葉｜　　｜味の素｜　　｜絵の具｜　など
「―が～」の体言句　：　｜万が一｜µ ´
以下，「一般」以外の最小単位に適用する規則を示す。
［４］ 「記号」「人名・地名」「付属要素」「助詞・助動詞」は，1最小単位を 1短単位とする。¶ ³
記　　号　 ：　｜図｜Ａ｜　　｜ＮＨＫ｜
人　　名　 ：　｜星野｜仙一｜
地　　名　 ：　｜大阪｜府｜豊中｜市｜待兼山町｜　　｜六甲｜山｜　　｜神崎｜川｜
付属要素　 ：　｜お｜母｜さん｜　　｜見｜にくい｜
助詞・助動詞 ：　｜単位｜に｜切り｜ましょ｜う｜　　｜それ｜に｜つい｜て｜
　　｜とても｜きれい｜だ｜µ ´
［５］ 「数」は，「数」以外の最小単位と結合させない。「数」どうしの結合については，結合の次数にかかわ
らず，一・十・百・千のとなえを取るけたごとに 1短単位とする。「万」「億」「兆」などの最小単位は，
それだけで 1短単位とする。小数部分は 1最小単位を 1短単位とする。¶ ³
｜十｜二｜月｜二十｜三｜日｜　　｜七百｜万｜語｜　　｜五｜分｜の｜二｜　　｜何十｜倍｜　　
｜一二｜年｜前｜　　｜二三十｜回｜　　｜零｜．｜四｜五｜µ ´
3.1.4 話し言葉特有の現象の単位認定
話し言葉には，書き言葉にはない様々な現象が見られる。このうち，単位認定の際に問題となる現象として，
次に挙げるような現象がある。
(1) 融合：二つ以上の単位が音の転訛等によって，一つになったもの。¶ ³
*括弧内に示したのは融合する前の形。
そりゃ（それ＋は）　　面白きゃ（面白けれ＋ば）　　食べりゃ（食べれ＋ば）　　じゃ（で＋は）　　
てる（て＋いる）µ ´
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(2) 省略：前接又は後接の単位の影響によって，単位の一部が略されたもの。¶ ³
*括弧内に示したのは元の形。下線部が省略された部分。
やんだっけ（やるんだっけ）　　そうっす（そうです）µ ´
(3) フィラー：転記テキストでタグ (F)を付けられたもの。¶ ³
(Fえ )ー　　 (Fあのね)　　 (Fんーと)µ ´
(4) 語断片：言い直し等に伴って語が断片化したもの。転記テキストでは，タグ (D)が付けられている。¶ ³
(Dす)すると　　 (Dテニ)昨日のテニスは　　 (D情)情報がµ ´
(5) 助詞・助動詞等にかかわる言い直し：転記テキストでタグ (D2)が付けられたもの。¶ ³
評価値 (D2が)の数値が　　桜 (D2です)(Dか)ですから　　 (D2第)第一関門を　　懐疑 (D2的)的な　　
(A一．(D2五)五六;１．５６)キロµ ´
(6) 言い直し：上記 (4)(5)以外のもので，転記テキストでタグが付けられていないもの。¶ ³
*下線部が言い直し。
国立日本語国語研究所µ ´
以下，(1)～(6)に示した話し言葉特有の現象の単位認定について説明する。
【融合】
融合を処理する方法としては，まず元の語形に戻した上で，単位認定するという方法がある。例えば，「面白
きゃ」を「面白ければ」，「じゃ」を「では」に戻した上で単位認定するというものである。この方法は，過去
の国語研究所の語彙調査で取られたものでもある*6。このような処理は，基礎語の選定等を目的とした語彙調
査においては，妥当なものと言えよう。しかし，話し言葉コーパスにおける処理方法としては，話し言葉の特
徴である融合という現象を分からなくするという点で問題がある。また CSJでは融合現象が多く見られるこ
とが予想されるため，すべて元の形に戻していたのでは，作業が煩雑になるという問題もある。そこで，CSJ
では，融合を元の形に戻さずに単位認定を行う。例えば，「面白きゃ」「じゃ」「てる」は，長単位・短単位とも
にそれぞれ 1単位となる。
【省略】
省略についても，元の形に戻すことなく，可能な範囲で単位を認定する。例えば，「やんだっけ」は，「や」を
「やる」の活用語尾が省略された形，「ん」を準体助詞「の」の撥音化したものと考え，長単位では「┃や┃ん
だ┃っけ┃」，短単位では「｜や｜ん｜だ｜っけ｜」と分割する。
*6 国立国語研究所 (1962:7)を参照。
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【フィラー】
フィラーについては，長単位・短単位ともに，以下に示した出現形を 1単位とする。
　あ（ー），い（ー），う（ー），え（ー），お（ー），ん（ー），と（ー），ま（ー），
　う（ー）ん，あ（ー）（ん）（ー）の（ー），そ（ー）（ん）（ー）の（ー），
　う（ー）ん（ー）（っ）と（ー），あ（ー）（っ）と（ー），え（ー）（っ）と（ー），ん（ー）（っ）と（ー）
実際に単位認定を行った例を示すと，以下のようになる。¶ ³
┃ (Fえ )ー┃　　┃ (Fんーと)┃　　※短単位も長単位と同様の単位認定となる。µ ´
上記の要素に助詞・助動詞が結合した場合，長単位では助詞・助動詞も含めて 1単位とするが，短単位では，
助詞・助動詞を切り出す。¶ ³
長単位　：　┃ (Fあのですね)┃　　┃ (Fあのね)┃
短単位　：　｜ (Fあの｜です｜ね)｜　　｜ (Fあの｜ね)｜µ ´
またフィラーが，単位の中に現れる場合がある。例えば，以下のような例である。¶ ³
味わうことが (Fえ )ーできま (Fえ )ーせん　　ここでもメタ (Fあ)言語行動表現てものを手掛かりにµ ´
「ま (F え )ーせ」は，長単位・短単位いずれにおいても 1単位となる助動詞「ます」の未然形の中にフィラー
が現れたものであり，「メタ (F あ)言語行動表現」は 1長単位となる「メタ言語表現行動」の中にフィラーが
現れたものである。このような例について，テレビ放送の語彙調査の長い単位では，「単位の中に割り込んで
いる要素は，その単位には含めない。適宜，位置を変える」(国立国語研究所 1995：61)という規則を設け，
あの｜百‖ま‖六十度以上にね　　　　　　　→　あの‖ま‖百六十度以上にね
強攻策に｜出た｜現‖えー‖執行部に対する　→　えー‖現執行部に対する
というような形で単位認定している。つまり，単位認定がしやすいように，音声を書き起こしたテキストにお
いてフィラーなどの位置を適宜変えるのである。このような方法は，切り出した単位を最終的に実際の音声と
は切り離し，語彙表という形にまとめる語彙調査だからこそできるものと言えよう。実際の音声との対応関係
が保たれている CSJのような音声言語コーパスでは，出現した単位語のテキスト上の位置を変えるというこ
とは適当な処理とは言い難い。
そこで，CSJでは，長単位・短単位いずれにおいても，フィラーを無視して単位認定を行うこととした。先
に挙げた二つの例は，次のように単位が認定されることになる。¶ ³
┃味わう┃こと┃が┃ (Fえ )ー┃でき┃ま (Fえ )ーせ┃ん┃
※短単位も長単位と同様の単位認定となる。
┃ここ┃で┃も┃メタ (Fあ)言語行動表現┃て┃もの┃を┃手掛かり┃に┃
※短単位については，「メタ言語表現行動」が「｜メタ｜言語｜表現｜行動｜」と分割されるので，ここで
問題としている 1単位の中に現れるフィラーには当たらない。短単位では，「｜メタ｜ (Fあ)｜言語｜行動
｜表現｜」と分割される。µ ´
3.1 長単位・短単位 147
つまり，「ま (F え )ーせ」については，助動詞「ます」の中に現れたフィラーを 1長単位・1短単位と認め
ることをせず，「┃ま (F え )ーせ┃」全体で 1長単位・1短単位として認定するということである。別の言い
方をすると，「ま (F え )ーせ」全体を助動詞「ます」の未然形の異形態と考えて処理するということでもある。
「メタ (F あ)言語行動表現」についても同様で，「メタ言語行動表現」の中に現れたフィラーを 1長単位と認
めることをせず，「メタ (F あ)言語行動表現」を「メタ言語行動表現」の異形態として扱うこととし，「┃メタ
(F あ)言語行動表現┃」全体で 1長単位として認定する。
なお，上記の (F え )ーや (F あ)のように，一つの単位として認定されなかったフィラーには，品詞等の情
報は付与しない（3.3.5節を参照）。そのため，品詞情報を基にフィラーを数えても，CSJに出現したフィラー
の総数とは一致しないことになる。この点，CSJの形態論情報を利用する際に注意する必要がある。
【語断片】
語断片は，単独で 1長単位又は 1短単位とする。例えば，次のように単位認定される。¶ ³
┃ (Dす)┃する┃と┃　　┃ (Dテニ)┃昨日┃の┃テニス┃は┃　　┃ (D情)┃情報┃が┃
※短単位も長単位と同様の単位認定となる。µ ´
1長単位又は 1短単位の中に現れる語断片については，フィラーと同様に無視して単位認定を行う。¶ ³
┃それ┃と┃ポライト┃ノン (Dプロ)ポライト┃と┃いう┃
※短単位も長単位と同様の単位認定となる。
┃それ┃を┃利用 (Dす)する┃の┃も┃
※短単位については，「利用する」が「｜利用｜する｜」と分割されるため，ここで問題としている 1単位
の中に現れる語断片には当たらない。短単位では，「｜利用｜ (Dす)｜する｜」と分割される。µ ´
つまり，「ノン (D プロ)ポライト」については，「ノンポライト」の中に現れた語断片を 1長単位・1短単位
と認めることをせず，「┃ノン (D プロ)ポライト┃」全体で 1長単位・1短単位として認定するということで
ある。別の言い方をすると，「ノン (D プロ)ポライト」全体を「ノンポライト」の異形態として処理するとい
うことでもある。「利用 (D す)する」についても同様の考え方によって単位を認定する。
なお，先に述べたフィラーと同様に，上記の (D プロ) や (D す) のように，一つの単位として認定されな
かった語断片には，品詞等の情報は付与しない（3.3.5節を参照）。そのため，長単位・短単位で語断片として
認定されたものだけを数えても，CSJ に出現した語断片の総数とは一致しないことになる。この点について
も，CSJの形態論情報を利用する際に注意する必要がある。
【助詞・助動詞等にかかわる言い直し】
数詞・助詞・助動詞・接頭辞・接尾辞にかかわる言い直し（タグ (D2)が付けられたもの）については，通常
の数詞・助詞・助動詞・接頭辞・接尾辞と同様に単位認定を行う。¶ ³
長単位　： ┃実験三┃ (D2の)┃として┃は┃　　┃国内┃ (D2で┃も)┃の┃選手┃も┃
┃ (D2未)┃未観測┃だっ┃た┃
短単位　： ｜六十｜ (D2二)｜二｜パーセント｜の｜　　｜実験｜三｜ (D2の)｜と｜し｜て｜は｜
｜国内｜ (D2で｜も)｜の｜選手｜も｜　　｜ (D2未)｜未｜観測｜だっ｜た｜µ ´
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また，長単位については，1単位内にタグ (D2)を付けられた要素が出現する場合がある。¶ ³
六十 (D2二)二パーセントの　　懐疑 (D2的)的なµ ´
このような 1長単位内に出現したものについては，1単位内に現れたフィラーや語断片と同様に，タグ (D2)
を付けられたものを無視して単位認定を行う。¶ ³
┃六十=(D2二)=二パーセント┃の┃　　┃懐疑 (D2的)的┃な┃µ ´
つまり，「六十 (D2 二)二パーセント」については，「六十二パーセント」の中に現れた (D2 二)を 1長単位
と認めず，「┃六十 (D2 二)二パーセント┃」全体で 1長単位として認定するということである。「懐疑 (D2 的)
的な」についても同様である。
また上記の (D2 二)や (D2 的)のように，一つの単位として認定されなかったものに対する情報付与及びそ
れに関連する注意事項は，1長単位・1短単位の中に現れた語断片におけるそれと同様である。
なお，短単位については，助詞・助動詞・接頭辞・接尾辞が，ほかの最小単位と結合することなく，常に単
独で 1短単位となることから，短単位の内部に，助詞・助動詞等に関する言い直しが現れることはない。数詞
については，タグ (D2)が短単位又はその連鎖に対して付与されるため（2.5.3節参照），短単位内に数詞の言
い直しが現れることはない*7。
【言い直し】
ここで取り上げる言い直しは，既に述べた語断片や助詞・助動詞にかかわる言い直しとは異なり，以下の例
（下線部）のように転記テキストにおいてタグを付けられていないものである。¶ ³
益岡・田窪氏の基本日本語基礎日本語文法(D2の)でのµ ´
このような言い直しについては，短単位では，¶ ³
｜益岡・｜田窪｜氏｜の｜基本｜日本｜語｜基礎｜日本｜語｜文法｜ (D2の)｜で｜の｜µ ´
と単位が認定されるため，単位認定の際に問題となることはない。しかし長単位については，言い掛け部であ
る「基本日本語」を一つの長単位（合成語）として認めるかどうかなど，言い掛け部・訂正部に関連する箇所
の扱いについて種々の問題がある。
CSJ では，上記のような言い直しを，まず次に示すように四つに分類した上で，長単位の認定基準を作成
した。
*7 「千九百九十七」と言おうとして「千九，九百九十七」と言った場合，下線部を言い掛け部として扱う。具体的には，「九」を「九
百」という短単位の語断片として扱い，転記では「(A千 (D九)九百九十七;１９９７)」のように，タグ (D2)ではなくタグ (D)を
付ける。短単位では「(D九)」が単独で 1単位となる。
　このようなタグの付与基準・短単位の認定基準から，数詞の言い直し（タグ (D2)を付けられたもの）が短単位内に現れることは
ない。
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［１］ 分類
(1) 語の一部を述べたところで，語全体を言い直している場合。¶ ³
益岡・田窪氏の基本日本語基礎日本語文法µ ´
(2) 前に述べた語の一部のみを直後で言い直している場合。¶ ³
阪倉篤義さん篤義先生の　　国語についてつきましてµ ´
(3) 前に述べた語全体を言い直している場合。¶ ³
向こうで教育機関教育事業始めたいということでµ ´
(4) 1長単位の内部に言い直しがある場合。¶ ³
国立日本語国語研究所で　　µ ´
［２］ 長単位認定基準
(1)～(3)については，まず言い掛け部と訂正部との間に長単位の境界を設け，その境界の前後の要素に長単
位認定基準（3.1.2.2節参照）を適用して，長単位を認定する。
(1) 語の一部を述べたところで，語全体を言い直している場合。¶ ³
┃益岡・田窪氏┃の┃基本日本語┃基礎日本語文法┃
※長単位認定基準には，言い掛け部「基本日本語」，訂正部「基礎日本語文法」を更に短く分割するような
規定はない。そのため，言い掛け部・訂正部がそれぞれ 1長単位となる。µ ´
(2) 前に述べた語の一部のみを直後で言い直している場合。¶ ³
┃阪倉篤義さん┃篤義先生┃の┃　　┃国語┃について┃つき┃まし┃て┃
※「についてつきまして」のうち，言い掛け部「について」は，長単位で複合辞として扱われるため全体で
1長単位となる。一方「つきまして」は，この形では複合辞として認められないため，付属語「まし」「て」
を分割して「つき｜まし｜て｜」のように 3長単位とする。
　なお，「についてにつきまして」という言い直しであれば，「┃について┃につきまして┃」のように長単
位を認定する（以下の (3)に該当する。）。µ ´
(3) 前に述べた語全体を言い直している場合。¶ ³
┃向こう┃で┃教育機関┃教育事業┃始め┃たい┃という┃こと┃で┃
※長単位認定基準には，言い掛け部「教育機関」，訂正部「教育事業」を更に短く分割するような規定はな
い。そのため，言い掛け部・訂正部がそれぞれ 1長単位となる。µ ´
(4)については，言い掛け部と訂正部との間に長単位境界を設けることはしない。1単位中に出現した語断
片と同様，言い掛け部を 1長単位として切り出さずに，無視して単位認定を行う。
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(4) 1長単位の内部に言い直しがある場合。¶ ³
┃国立=日本語=国語研究所┃で┃
※下線を施した訂正部「日本語」を 1長単位として認定することはしない。µ ´
なお，情報付与に関連して，(4)の扱いについて補足しておく。長単位では，言い掛け部「日本語」を切り出
さず，「国立=日本語=国語研究所」を 1単位として認定するため，言い掛け部「日本語」には品詞等の情報は付
与されない（3.3.5節参照）。一方，短単位では，
｜国立｜日本｜語｜国語｜研究｜所｜で｜
のように言い掛け部も単位として認定されるため，言い掛け部にも品詞等の情報が付与される。
3.1.5 タグの扱い
CSJの転記テキストにおいては，フィラー・言いよどみ等，種々の談話現象にタグが付けられている（2.5
節参照）。単位認定に当たっては，これらのタグをどのように扱うかが問題となる。これらタグの扱いについ
ては，既に 3.1.2～3.1.4節で挙げた用例の中に示されているものもあるが，本節において改めて解説すること
とする。
なお本節で述べるのは，人手で長単位・短単位を認定する場合に，タグが付けられたテキストをどのような
考え方に基づいて単位に分割していくかということである。そのため，取り上げるタグは転記テキストの基本
形に記載されるタグのみである。
人手で単位を認定した後，タグが付いた単位に対してどのように品詞等の情報を付与していくか，また発音
形を単位に分割していく際に，発音形に記載されたタグをどのように扱うかについては，4章を参照されたい。
単位認定の際のタグの扱い方としては，例えば，「｜ (F ｜えー｜)｜」のようにタグを単独で切り出すとい
う方法が考えられる。しかし，転記テキストと実際の音声との対応関係が保たれている CSJのような音声言
語コーパスにおいて，音声と対応しないタグを単独で切り出すことには問題がある。
そこで，長単位・短単位の認定に当たっては，タグを単独で切り出すことはせず，直前若しくは直後の単位
に含めることとした。具体的には，次のような手順で単位認定を行うことになる。
なお，以下に示す手順の中で「タグを取り外す」「タグを戻す」といった文言が出てくるが，これは，飽くま
で作業者がそのような状態を想定して単位認定を行うということを述べたものであり，人手による単位認定に
当たって，実際にそのような手順を踏んでいるわけではない。また，手順を示す際に挙げる例は，煩雑になる
のを避けるため，基本的に短単位の例のみとした。ただし必要に応じて長単位の例も示すこととする。
【タグ (F)・タグ (D)・タグ (D2)・タグ (M)・タグ (O)・タグ (X)】タグ (F)・(D)・(D2)・(M)・(O)・(X)が
付けられた範囲については，以下のような手順で単位認定を行う。
(1) 転記テキスト基本形からタグを取り外して，単位認定を行う。
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〈転記テキスト〉※下線部が取り外す対象。
　その後 (F えー )そのエコーによって
　 (F あのねー )何かこの眼鏡を
　これは (D ん )キー押しの場合には
　融合バイグラム (D2 が )の提案手法のが
　後半の (M 彼にあげた )の部分では
　英語の日常会話に現われる (O アイシンク )が
　色々 (F えー ) (X 見てて )見てみたんですが
〈単位認定〉※タグを外した状態を想定して，単位認定を行う。下線部は，元々タグが付けられていた単位。
　｜その後｜えー｜その｜エコー｜に｜よっ｜て｜
　｜あの｜ねー｜何｜か｜この｜眼鏡｜を｜
　｜これ｜は｜ん｜キー押し｜の｜場合｜に｜は｜
　｜融合｜バイグラム｜が｜の｜提案｜手法｜の｜が｜
　｜後半｜の｜彼｜に｜あげ｜た｜の｜部分｜で｜は｜
　｜英語｜の｜日常｜会話｜に｜現われる｜アイ｜シンク｜が｜
　｜色々｜えー｜見｜て｜て｜見｜て｜み｜た｜ん｜です｜が｜µ ´
(2) タグを元の位置に戻す。
例えば，「｜彼｜に｜あげ｜た｜」の場合，元にあったタグ (M)のうち，「(M 」（記号の後の半角スペー
スも含む。）は直後の単位「彼」とその前の単位境界との間に戻し，閉じ括弧は直前の単位「た」とその
後の単位境界との間に戻す。
「えー」の場合，「(F 」の直後の単位と閉じ括弧の直前の単位とが一致しているが，タグを戻す際の考
え方は上記のタグ (M)の扱いと同じである。¶ ³
｜その後｜ (F えー )｜その｜エコー｜に｜よっ｜て｜
｜ (F あの｜ねー )｜何｜か｜この｜眼鏡｜を｜
｜これ｜は｜ (D ん )｜キー押し｜の｜場合｜に｜は｜
｜融合｜バイグラム｜ (D2 が )｜の｜提案｜手法｜の｜が｜
｜後半｜の｜ (M 彼｜に｜あげ｜た )｜の｜部分｜で｜は｜
｜英語｜の｜日常｜会話｜に｜現われる｜ (O アイ｜シンク )｜が｜
｜色々｜ (F えー )｜ (X 見｜て｜て )｜見｜て｜み｜た｜ん｜です｜が｜µ ´
【タグ (A)】タグ (A)については，「(A 」・閉じ括弧に加えて，可読性を高めるために記載されたタグ内の右
項も取り外した上で，単位認定を行う。
(1) 転記テキスト基本形からタグを取り外して，単位認定を行う。¶ ³
〈転記テキスト〉※下線部が取り外す対象。
　音圧は大体 (A 零．四五 ;０．４５)から (A 二．二四 ;２．２４)パスカルで
　 (A エヌエイチケー ;ＮＨＫ)出版から出ております
〈単位認定〉※タグを外した状態を想定して，単位認定を行う。下線部は，元々タグが付けられていた単位。
　｜音圧｜は｜大体｜零｜．｜四｜五｜から｜二｜．｜二｜四｜パスカル｜で｜
　｜エヌエイチケー｜出版｜から｜出｜て｜おり｜ます｜µ ´
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(2) タグを元の位置に戻す。
戻し方は，タグ (F)等と同様である。なお長単位では，下記の「エヌエイチケー出版」のように，タグ
を戻す位置が単位境界と隣接しない場合があるが，いずれにしても元の転記テキストの位置に戻すこと
に変わりはない。¶ ³
｜音圧｜は｜大体｜(A 零｜．｜四｜五;０．４５)｜から｜(A 二｜．｜二｜四;２．２４)｜パスカル｜で｜
｜(A エヌエイチケー;ＮＨＫ)｜出版｜から｜出｜て｜おり｜ます｜
　※長単位：┃(A エヌエイチケー;ＮＨＫ)出版┃から┃出┃ており┃ます┃µ ´
【タグ (K)】タグ (K)の扱いも基本的にタグ (A)と同様である。ただし，以下に示すように，タグ (K)の中に
あるタグ (F)等を外すという手順が加わる。
(1) 転記テキスト基本形からタグ (K)を取り外した後，さらにタグ (F)とフィラーを取り外して，単位認定
を行う。¶ ³
〈転記テキスト〉※下線部が取り外す対象。タグ (K)，その中のタグ (F)及びフィラーを外す。
　そんなお (K かん (Fあー)が ;考)えを申し上げました
〈単位認定〉※タグを外した状態を想定して，単位認定を行う。
　｜そんな｜お｜かんがえ｜を｜申し上げ｜まし｜た｜µ ´
(2) タグ (K)及びタグ (F)・フィラーを元の位置に戻す。¶ ³
｜そんな｜お｜ (K かん (Fあー) が ;考)え｜を｜申し上げ｜まし｜た｜µ ´
【タグ (?)】以下のように，タグ内の値の数によって扱いが異なる。
《値が一つの場合》 タグ (F)等と同様の方法で単位認定を行う。
(1) 転記テキスト基本形からタグを取り外して，単位認定を行う。¶ ³
〈転記テキスト〉※下線部が取り外す対象。
　有効である (? って ) (F ま )これ前回と同じ結果です
〈単位認定〉※タグを外した状態を想定して，単位認定を行う。
　｜有効｜で｜ある｜って｜ま｜これ｜前回｜と｜同じ｜結果｜です｜µ ´
(2) タグを元の位置に戻す。¶ ³
｜有効｜で｜ある｜ (? って )｜ (F ま )｜これ｜前回｜と｜同じ｜結果｜です｜µ ´
《値が複数の場合》 列挙された候補のうち，先頭に挙げられたものを単位解析の対象とする。2番目以下の
候補は，タグ (A)の右項と同様の扱いをする。
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(1) 転記テキスト基本形からタグを取り外して，単位認定を行う。¶ ³
〈転記テキスト〉※下線部が取り外す対象。
　真剣に (? やれ ,なれ)なかったことの一つが
〈単位認定〉※タグを外した状態を想定して，単位認定を行う。
　｜真剣｜に｜やれ｜なかっ｜た｜こと｜の｜一｜つ｜が｜µ ´
(2) タグを元の位置に戻す。¶ ³
｜真剣｜に｜ (? やれ ,なれ)｜なかっ｜た｜こと｜の｜一｜つ｜が｜µ ´
《値なしの場合》 タグ (?)を 1単位として切り出す。ただし語の同定ができないため，品詞等の情報は付
与されない。¶ ³
｜飛行｜経路｜を｜ (?)｜限定｜さ｜せ｜µ ´
《タグ内にある場合》 ほかのタグの中にタグ (?) が出現する場合は，まず外側のタグを外した上で，上記
のタグ (?)の扱いに従って，タグ (?)の付けられた範囲を単位認定する。
(1) 転記テキスト基本形からタグを取り外して，単位認定を行う。¶ ³
〈転記テキスト〉
　※タグ (F)・タグ (D)を取り外す。
　　 (F (? あ))すいません談話に含まれる段落
　　 (D よっ(? つ)) (F あの )ー今説明した
　※タグ (?)を取り外す。
　　 (? あ)すいません談話に含まれる段落
　　今のよっ (? つ)あのー今説明した
〈単位認定〉※タグを外した状態を想定して，単位認定を行う。
　｜あ｜すい｜ませ｜ん｜談話｜に｜含ま｜れる｜段落｜
　｜今｜の｜よっつ｜あのー｜今｜説明｜し｜た｜µ ´
(2) タグを元の位置に戻す。¶ ³
｜ (F (? あ))｜すい｜ませ｜ん｜談話｜に｜含ま｜れる｜段落｜
｜今｜の｜ (D よっ(? つ))｜ (F あのー)｜今｜説明｜し｜た｜µ ´
【タグ (R)】公開されたデータでは，タグ (R)が付けられた範囲は，「(R ××)」のように伏せ字化されている
が，作業段階では「(R 小椋)」のように発話どおりに記載されている。単位認定をはじめとする形態論情報解
析は，伏せ字化される前の段階で行うため，タグ (R)は，タグ (F)等と同様の扱いをして，単位認定を行う。
(1) 転記テキスト基本形からタグを取り外して，単位認定を行う。
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〈転記テキスト〉※下線部が取り外す対象。
　国語研究所の (R 小椋秀樹)です
〈単位認定〉※タグを外した状態を想定して，単位認定を行う。
　｜国語｜研究｜所｜の｜小椋｜秀樹｜です｜µ ´
(2) タグを元の位置に戻す。¶ ³
｜国語｜研究｜所｜の｜ (R 小椋｜秀樹)｜です｜µ ´
以上，3.1.2～3.1.5節では長短 2種類の単位の認定基準等について述べた。その規定により長単位・短単位
を認定した例を次に示す。¶ ³
〔長単位〕 ┃ (Fえ )ー┃パラ言語情報┃という┃こと┃な┃んです┃が┃ (Fあ)┃簡単┃に┃最初┃
に┃ (Fえ )ー ┃復習┃を┃し┃ておき┃たい┃と┃思い┃ます┃ (Fま) ┃ (Fあの )ー ┃
こう┃やっ┃て┃ (Dあっ)┃話し┃ており┃ます┃と┃それ┃は┃勿論┃ (Fあの)┃言語
的情報┃を┃伝える┃という┃こと┃が┃
〔短単位〕 ｜ (Fえ )ー｜パラ｜言語｜情報｜と｜いう｜こと｜な｜ん｜です｜が｜ (Fあ)｜簡単｜に
｜最初｜に｜ (Fえ )ー ｜復習｜を｜し｜て｜おき｜たい｜と｜思い｜ます｜ (Fま) ｜ (F
あの )ー｜こう｜やっ｜て｜ (Dあっ)｜話し｜て｜おり｜ます｜と｜それ｜は｜勿論｜ (F
あの)｜言語｜的｜情報｜を｜伝える｜と｜いう｜こと｜が｜µ ´
3.2 代表形・代表表記
単位認定基準に基づいて長単位・短単位を認定した後，各単位に対して付加情報を与えていく。CSJでは，
各単位に与える付加情報として，代表形・代表表記・品詞・活用の種類・活用形・その他の情報という六つの
情報を設けた。
このうち代表形は，単位認定基準に基づいて認定した各単位に与える見出し語の情報で，CSJでは片仮名で
表記する。代表表記は，片仮名表記の代表形を漢字等で表したものである。この代表形と代表表記とは，国語
辞典の見出しと見出しに与えられた漢字表記として位置付けられるものである。
本節では，付加情報のうち代表形と代表表記とを取り上げ，各単位に代表形を与えるための作業（同語異語
判別）が必要な理由と，代表形・代表表記の付与基準とについて述べることとする。
3.2.1 同語異語判別の必要性
単位認定基準によって認定した一つ一つの単位は，活用変化・音の転訛・ゆれ・省略・融合等によって生じ
た異形態や異表記形そのままの形のものである。このような切り出されたままの単位について，どの単位とど
の単位とが同じ語であるかを判断し，同じ語と判断した語群に対して，一つの見出し（代表形）を与えるとい
う作業を行っていく。この作業を同語異語判別と呼ぶ。
言語単位の認定に当たっては，語の長さをどうするかということとともに，どこまでを一つの語と認めるか
ということも重要な問題である。しかしながら，語の長さをどうするかということが，目に見える具体的な形
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で扱うことのできる問題であるのに対し，どこまでを同じ語とみなすかということは，意味という実態のつか
みにくいものを扱う問題であるため，語の長さの問題と比べて議論しにくい面がある。そのため，同語異語判
別の方法等については，単位の長さの問題ほどにはその重要性が余り強く意識されていないように思われる。
そこで本節では，まず同語異語判別を行うことの必要性について述べておくこととする。
CSJの単位は，3.1.1.2節で述べたように，
(1) CSJから用例を採集し，話し言葉の語彙・語法の研究を行う。
(2) 品詞の分布などの計量研究によって CSJの言語的な特徴を明らかにする。
という二つの目的に適したものとなるように設計したものである。したがって，各単位に与える付加情報につ
いても，この二つの目的を念頭に置いて考えていく必要がある。
そこで，まず (1)の用例採集という観点から同語異語判別の必要性を考えてみたい。
国語研究においてコーパスを利用する際，最も基本的な利用法として挙げられるのは，文字列検索によって
用例を採集するということであろう。この時に問題となることとして，活用変化や異形態・異表記形がある。
動詞・形容詞・助動詞は，テキストの中では，未然形・連用形等の活用変化した形で出現するため，ある活用
語について，その全用例を検索しようとすると，正規表現を用いて検索文字列を指定する必要がある。このこ
と自体，コーパスの活用に慣れた人にとっては，問題にならないことかもしれないが，そうでない人にとって
は煩雑なことである。
また，話し言葉の場合は，融合・省略といった異形態が数多く出現する。これらは活用変化とは異なり，必
ずしも規則的ではないため，出現する形態をあらかじめ想定し，網羅的に検索するということは難しい。
表記の面から見ると，日本語には「常用漢字表」「現代仮名遣い」等の表記の目安・よりどころがあるもの
の，正書法は完全には確立していない。そのため，例えば，形容詞〈アオイ〉には，「青い」「蒼い」「碧い」「あ
おい」「アオイ」など複数の表記があり得る。また，動詞〈イク〉について，本動詞の場合は「行く」と漢字表
記し，補助動詞の場合は「いく」と平仮名表記するなどといった，意味・用法による表記の使い分けが行われ
ることもある。したがって，用例を検索する場合には，こうした異表記形についても，想定し得る限り列挙し
て検索しないと，目的とする語のすべての用例を集めることができない*8。
このような問題を解決し，CSJを使った用例採集を効率的に行うことができるようにするためには，同じ語
と認められる異形態・異表記形をまとめた上で，代表形を与えることが必要である。そうしておけば，例えば
〈チイサイ〉という代表形を検索することで，「ちいさい」のほか，「ちっちゃい」「ちっさい」といった異形態
の用例も得ることができるようになり，効率良く検索ができるようになる。
次に，(2)の計量研究という観点から検討する。
従来の国語研究所の語彙調査において，必ずと言ってよいほど同語異語判別の作業が行われてきていたこと
から，計量研究における同語異語判別の必要性は極めて高いと言えよう。もし，同語異語判別を行わなければ，
「行か」「行こ」「行く」といった活用形や，「おんなじ」「同じ」，「ちっちゃい」「小さい」といった異形態が，そ
れぞれ見出しとして立てられることになる。そうなると，幾つかのテキストについて異なり語数を比較しよう
*8 異表記の問題については，CSJの場合，転記テキストを作成する段階で，表記について一定の方針を立てているため，問題が起こ
らないのではないかという見方もあろう。しかし，本動詞と補助動詞とで漢字表記・仮名表記を使い分けるということなどが行わ
れているため，同一語の異表記形が全く存在しないわけではない。したがって，異表記形の検索という面からも代表形が必要とな
るのである。
156 第 3章 形態論情報
とした場合，活用語が多く使われているために異なり語数が多くなっているのか，使われている語の種類自体
が多いのか把握できなくなる。
また，見出し語の品詞比率について検討する場合，活用語の異なり語数が名詞等の無活用語よりも多くなる
ため，活用語の品詞比率が高くなり，その結果，量的な構造を正確に把握することができなくなってしまう。
このような問題を回避するためには，「行か」「行こ」「行く」といった活用形や，「おんなじ」「同じ」，「ちっ
ちゃい」「小さい」といった異形態を一つの見出し語の下にまとめておくことが求められる。つまり，同語異語
判別を行うことで初めて，延べ語数の面と異なり語数の面とから，調査対象とした資料における語彙の量的な
構造を把握できるのである。
以上述べたように，CSJ の形態論情報を設計する際に掲げた二つの目的 ― 用例採集と計量研究 ― をより
良い形で実現するためには，同語異語判別の作業が必要であると言うことができる。
なお，CSJでは代表形に加えて，代表形を漢字等で表記した代表表記を各単位に与えることとした。代表形
は片仮名で表記されるため，同語異語判別を行っても，代表形だけでは同音異義語の区別が付かなくなってし
まうが，代表表記を与えることで同音語の区別が可能となる。これによって，同語異語判別の結果をより厳密
にデータとして示すことができるようになる。このことは，計量的な研究にとって有用であるとともに，代表
表記を活用した検索が可能になり，用例検索の効率が向上するという点で，用例採集にとっても有用である。
3.2.2 代表形・代表表記の付与基準
ここでは，長単位・短単位に対して，どのような基準によって代表形・代表表記を与えるのかについて述べ
ることとする。
3.2.2.1 代表形の付与基準
CSJの代表形は，次に述べる基準に基づいて付与する。
［１］ 代表形は，転記テキストの発音形に基づいて定める。
(1) 発音形の表記を国語表記の基準に基づいて改めるなどする。¶ ³
［基本形］　　［発音形］　　［代表形］
　衣装 　　　イショー　　　イショウ
　或いは 　　　アルイワ　　　アルイハ
　続く 　　　ツズク 　　　ツヅクµ ´
(2) 発音形にタグが付けられている場合は，以下のようにタグを取り除く。¶ ³
［基本形］　　［発音形］ 　　 　　 　　［代表形］
　時刻 　　　ジコ<H>ク 　　→　　ジコク 　　　ジコク
　 (Fえ )ー　　　 (Fエ )ー 　　→　　エー 　　　エー※
　厳しい 　　　 (Lキビシ )ー　　→　　キビシー　　　キビシイ
※フィラーの代表形は，上記 (1)の規定にかかわらず，長音を表すのに長音符号（ー）を用いる。µ ´
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タグ (W)・タグ (B)が付けられている場合は，タグ及び左項に示した語を取り除き，右項に示した語を
代表形として採用する。タグ (?)で値が複数あるものは，タグ及び２番目以降に挙げられた語を取り除
き，1番目に挙げられた語を代表形として採用する。¶ ³
［発音形］ 　　 　　 　　 　　［代表形］
　 (Wアリーワ;アルイワ) 　　→　　アルイワ 　　→　　　アルイハ
　 (Bカボン;ゲボン) 　　→　　ゲボン 　　→　　　ゲボン
　 (? サイシュ ,ーサイシュ)　　→　　サイシュー　　→　　　サイシュウµ ´
複数のタグが付けられている場合は，次のようにタグを内側から順次取り除き，代表形を決定する。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］ 　　 　　 　　 　　［代表形］
　 (? 対峙,対置)　　　 (? (Wタイチ;タイジ),タイチ)　　→　　(? タイジ)タイチ　　→　　　タイジµ ´
［２］ 活用語は，終止形を代表形とする。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］　　［代表形］
　続き (ます) 　　　ツズキ 　　　ツヅク
　白かっ (た) 　　　シロカッ　　　シロイ
　 (述べ)ましょう　　　マショー　　　マスµ ´
ただし，連用形転成名詞は終止形に戻さず，連用形を代表形とする。¶ ³
［基本形］　　［発音形］　　［代表形］
　動き (が)　　　ウゴキ 　　　ウゴキµ ´
［３］ 連濁した語は，清音の形を代表形とする。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］　　［代表形］
　 (衣装)箱 　　　バコ 　　　ハコ
　 (条件)付け 　　　ズケ 　　　ツケ
　 (沈ん)だ 　　　ダ 　　　タ
　 (八)本 　　　ポン 　　　ホン
　 (知らん)ぷり　　　プリ 　　　フリµ ´
名詞用法と接尾辞用法とを持つ語については，名詞として使われている場合は清音の形を代表形とし，接尾
辞として使われている場合は濁音の形を代表形とする。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］　　［代表形］　　
　 (活用)型　　　ガタ 　　　カタ 　　※名詞
　 (連続)型　　　ガタ 　　　ガタ 　　※接尾辞µ ´
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連濁によって濁音化したのか，元々濁音なのか判断が付きにくいもののうち，清音の単独用法がないもの，
又は単独用法があっても濁音が自然と考えられるものは，濁音の形を代表形とする。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］　　［代表形］
　 (合成)側　　　ガワ 　　　ガワµ ´
［４］ 語頭音が清音化した語は，元の形（濁音形）を代表形とする。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］　　［代表形］
　 (そんなこっ)たろ (う)　　　タロ 　　　ダ
　右っ側 (ミギッカワ) 　　　カワ 　　　ガワµ ´
［５］ 上記［３］［４］以外の転訛形・省略形で，意味変化が生じていない場合は，元の形を代表形とする。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］　　［代表形］
　 (言わん)こっ (ちゃない)　　　コッ 　　　コト
　こっ (から) 　　　コッ 　　　ココ
　そん (で) 　　　ソン 　　　ソレ
　そい (から) 　　　ソイ 　　　ソレ
　もん 　　　モン 　　　モノ
　 (山)ん (中) 　　　ン 　　　ノ
　 (見)や (しない) 　　　ヤ 　　　ハ
　おっ (さん) 　　　オッ 　　　オジ
　おんなじ 　　　オンナジ　　　オナジ
　おっきい 　　　オッキー　　　オオキイ
　何 (だ) 　　　ナン 　　　ナニ※
　何 (本) 　　　ナン 　　　ナン※
　 (どう)す (んだ) 　　　ス 　　　スル
　やっぱ 　　　ヤッパ 　　　ヤハリ
　あんた 　　　アンタ 　　　アナタ
※代名詞の場合は「ナニ」を代表形とし，数詞の場合は「ナン」を代表形とする。µ ´
ただし機関の略称などは省略形を代表形とする。¶ ³
［基本形］　　［発音形］ 　　［代表形］
　国研 　　　コッケン 　　　コッケン
　通総研 　　　ツーソーケン　　　ツウソウケンµ ´
［６］ 数の代表形は，以下の規定により決める。
(1) 短単位の数の代表形は，音の系列と訓の系列とを区別した上で，それぞれ表 3.3に挙げるものを代表形
とする。
表 3.3 数の代表形（短単位）
一 二 三 四 五 六 七 八 九 十
代表形 音の系列 イチ ニ サン シ ゴ ロク シチ ハチ キュウ，ク ジュウ
訓の系列 ヒト フタ ミ ヨン イツ ム ナナ ヤ ココノ トオ
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［基本形］ 　　［発音形］ 　　［代表形］
　 (十)一 (日) 　　　イチ 　　　イチ
　一 (回) 　　　イッ 　　　イチ
　一 (つ) 　　　ヒト 　　　ヒト
　四 (人) 　　　ヨ 　　　ヨン
　六 (日) 　　　ムイ 　　　ム
　八 (本) 　　　ハッ 　　　ハチ
　九 (回) 　　　キュー 　　　キュウ
　 (四十)九 (日)　　　ク 　　　ク
　三十 (歳) 　　　サンジュッ　　　サンジュウµ ´
(2) 長単位の数の代表形は，原則として発音形に基づいて決める。¶ ³
［基本形］　　［発音形］ 　　［代表形］
　三本 　　　サンボン 　　　サンボン
　四十名 　　　ヨンジューメイ　　　ヨンジュウメイµ ´
「十」に関して，「十回」「十本」等が「ジュッカイ」「ジュッポン」と発音されていても，「ジッカイ」
「ジッポン」を代表形とする。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］ 　　［代表形］
　十種類 　　　ジュッシュルイ 　　　ジッシュルイ
　二十キロヘルツ　　　ニジュッキロヘルツ　　　ニジッキロヘルツµ ´
「六回」の発音形が「ロッカイ」と「ロクカイ」，「八本」の発音形が「ハッポン」と「ハチホン」という
ように，発音形にゆれが見られる場合，原則として促音の方を代表形として採用する。ただし，ゆれが
見られない場合は，原則どおり発音形に基づいて代表形を決める。¶ ³
［基本形］　　［発音形］　　［代表形］
　六回 　　　ロッカイ　　　ロッカイ
　六回 　　　ロクカイ　　　ロッカイµ ´
［７］ アルファベット・記号は，タグ (A)の左項に記された読みを代表形とする。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］
　 (Aエイチエムエム;ＨＭＭ)　　　エイチエムエム
　 (Aエスオメガエル;ＳωＬ)　　　エスオメガエル
　 (Aケー;Ｋ) 　　　ケー
　 (Aニスト;ＮＩＳＴ) 　　　ニスト
　 (Aエスアイドット;Ｓｉ．)　　　エスアイドットµ ´
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3.2.2.2 代表表記の付与基準
CSJの代表表記は，次に述べる基準に基づいて付与する。
［１］ 代表表記には，書き起こしテキストの基本形の表記を採用する。ただし，［２］以下の規定に該当するも
のについては，その規定によって代表表記を定める。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　コウモリ 　　　コウモリ 　　　コウモリ
　パラメーター　　　パラメーター　　　パラメーター
　行なう 　　　オコナウ 　　　行なう
　表わす 　　　アラワス 　　　表わすµ ´
［２］ 以下に挙げるものは，転記テキストの基本形の表記によらず，各規定に基づいて代表表記とする漢字表
記を定める。
(1) 数字の代表表記は，すべて漢字とする。¶ ³
［基本形］　　［代表形］ 　　［代表表記］
　 (A九十 　　キュウジュウ　　　九十
　四;９４)　　ヨン 　　　四µ ´
(2) 助詞・助動詞の代表表記は，すべて平仮名とする。¶ ³
［基本形］　　［代表形］　　［代表表記］
　程 　　　ホド 　　　ほどµ ´
(3) 以下に挙げる語については，転記テキストにおける表記の使い分けにかかわらず，以下のとおり代表表
記を統一する。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］
　現われる，表われる 　　　現われる
　替える，代える 　　　替える
　言葉，詞 　　　言葉
　箱，匣 　　　箱
　咄本，噺本 　　　咄本
　張る，貼る 　　　張る
　汎化，般化 　　　汎化
　平行，並行 　　　平行
　混ぜる，交ぜる 　　　混ぜる
　巡り会える，巡り合える　　　巡り会える
　食料，食糧 　　　食料
　ゼロ，〇，零 　　　ゼロ
　戦う，闘う 　　　戦う
　取れる，捕れる 　　　捕れる
　引き延ばす，引き伸ばす　　　引き延ばす
　柔らかい，軟らかい 　　　柔らかい※
※「地盤が軟らかい」のように，「柔らかい」で表記するのが極めて不自然である場合は，「軟らかい」を代表表記とする。µ ´
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(4) 同一語で漢字表記と仮名表記との使い分けが行われている場合は，すべて漢字表記を代表表記とする。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］　　［代表表記］
　行く，いく　　　イク 　　　行く
　置く，おく　　　オク 　　　置くµ ´
(5) 和語・漢語のうち，転記テキストの基本形において一部又は全部が平仮名で表記されているものについ
ては，『岩波国語辞典』第 5版（岩波書店）及び『国語大辞典』（小学館）を参照して，可能な限り漢字
表記を当てる。¶ ³
［基本形］　　［代表形］　　［代表表記］
　あなた 　　　アナタ 　　　貴方
　これ 　　　コレ 　　　此れ
　無理やり　　　ムリヤリ　　　無理矢理
　あるいは　　　アルイハ　　　或いは
　おる 　　　オル 　　　居る
　する 　　　スル 　　　為る
　うまい 　　　ウマイ 　　　甘いµ ´
『岩波国語辞典』第 5版及び『国語大辞典』を参照しても漢字表記を当てることができない，又は漢字
表記を当てることが適当でない場合は，転記テキストの基本形の表記（平仮名表記）を代表表記とする。¶ ³
［基本形］　　［代表形］　　［代表表記］
　とんかち　　　トンカチ　　　とんかち
　とんでも　　　トンデモ　　　とんでも
　もう 　　　モウ 　　　もう
　やや 　　　ヤヤ 　　　やや
　にこやか　　　ニコヤカ　　　にこやかµ ´
［３］ タグ (A)が付された記号等については，タグ (A)の右項に記載された表記を代表表記とする。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　 (Aエイチエムエム;ＨＭＭ)　　　エイチエムエム　　　ＨＭＭ
　 (Aエスオメガエル;ＳωＬ)　　　エスオメガエル　　　ＳωＬ
　 (Aケー;Ｋ) 　　　ケー 　　　Ｋ
　 (Aニスト;ＮＩＳＴ) 　　　ニスト 　　　ＮＩＳＴ
　 (Aエスアイドット;Ｓｉ．)　　　エスアイドット　　　Ｓｉ．
　ラージ (Aラムダ;λ) 　　　ラージラムダ 　　　ラージλ
　ラージ (Aシー;Ｃ) 　　　ラージシー 　　　ラージＣµ ´
アルファベット 1文字が 1短単位となる場合，タグ (A)の右項に小文字で表記されていても，代表表記は大
文字にする。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］　　［代表表記］
　 (Aエス 　　　エス 　　　Ｓ
　アイ;Ｓｉ)　　　アイ 　　　Ｉµ ´
162 第 3章 形態論情報
3.2.3 話し言葉特有の現象に対する代表形・代表表記の付与
話し言葉特有の現象のうち，融合・省略・フィラー・語断片・言い直しに対する代表形・代表表記の付与基
準について説明する。
【融合】
融合は，本来複数の単位に分割されるものが音の転化等によって一まとまりになったものである。長単位・
短単位認定基準では，融合について，元の形に戻すことなく，融合した単語連続全体で 1単位とする。そのた
め，どのように代表形・代表表記を付与するかということが問題となる。
CSJでは，活用語の融合と非活用語の融合とに分けた上で，それぞれ以下のように代表形・代表表記を付与
することとした。
［１］ 活用語の融合は，活用語の終止形を代表形として付与する。代表表記についても同様とする。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　面白きゃ 　　　オモシロキャ　　　オモシロイ　　　面白い
　 (行か)なきゃ 　　　ナキャ 　　　ナイ 　　　ない
　 (加味さ)れりゃ　　　レリャ 　　　レル 　　　れる
　じゃ 　　　ジャ 　　　ダ 　　　だµ ´
［２］ 非活用語の融合は，元の単語連続の形を代表形として付与する。代表表記についても同様とする。¶ ³
［基本形］　　［発音形］　　［代表形］　　［代表表記］
　こた 　　　コタ 　　　コトハ 　　　事は
　こら 　　　コラ 　　　コレハ 　　　此れは
　そりゃ 　　　ソリャ 　　　ソレハ 　　　其れは
　ちゃ 　　　チャ 　　　テハ 　　　ては
　じゃ 　　　ジャ 　　　デハ 　　　ではµ ´
【省略】
省略は，3.2.2.1節に述べた代表形の付与基準［５］にあるとおり，元の形を代表形として与える。また，代
表表記は，その代表形を基にして付与する。以下に例を示す。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］　　［代表表記］
　 (どう)す (んだ)　　　スル 　　　為る
　や (んだっけ) 　　　ヤル 　　　遣るµ ´
【フィラー】　　　
フィラーのうち，助詞・助動詞を含まないもので，単独で 1長単位又は 1短単位となるものについては，CSJ
に出現する様々な形態を表 3.4のように分類した上で，各分類ごとに，代表形・代表表記を定めた。
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表 3.4 フィラーの代表形・代表表記
　　　基　　本　　形 　　　 　代 表 形　 　代 表 表 記　
　あ（ー） アー あー
　あ（ー）（ん）（ー）の（ー） アノ あの
　あ（ー）（っ）と（ー） アート あーと
　い（ー） イー いー
　う（ー） ウー うー
　う（ー）ん ウン うん
　う（ー）ん（ー）（っ）と（ー） ウント うんと
　え（ー） エー えー
　え（ー）（っ）と（ー） エート えーと
　お（ー） オー おー
　そ（ー）（ん）（ー）の（ー） ソノ その
　と（ー） ト と
　ま（ー） マー まー
　ん（ー） ン ん
　ん（ー）（っ）と（ー） ント んと
長単位で 1単位となる助詞・助動詞を含むフィラー (例：(F あのですね)，(F あのね))は，まず助詞・助動
詞以外の部分について，表 3.4として示した一覧表に基づいて代表形・代表表記を定めた上で，それに助詞・
助動詞の代表形・代表表記を結合させるという手順で，代表形・代表表記を定める。例を以下に示す。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　 (Fあのですね)　　　 (Fアノデスネ)　　　アノデスネ　　　あのですね
　 (Fあのね) 　　　 (Fアノネ) 　　　アノネ 　　　あのねµ ´
1長単位又は 1短単位の中に出現するフィラーについては，単位認定の際に，¶ ³
┃味わう┃こと┃が┃ (Fえ )ー┃でき┃ま (Fえ )ーせ┃ん┃
┃ここ┃で┃も┃メタ (Fあ)言語行動表現┃て┃もの┃を┃µ ´
のように，フィラーが 1単位として認定されないため，代表形・代表表記も付与されない。つまり「ま(F え )ー
せ」「メタ (F あ)言語行動表現」は，フィラーのない「ませ」「メタ言語行動表現」と同様に，次のように代表
形・代表表記が与えられることになる。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］
　ま (Fえ )ーせ 　　　マ (Fエ )ーセ
　メタ (Fあ)言語行動表現 　　　メタ (Fア)ゲンゴコードーヒョーゲン
　　　　　　［代表形］ 　　　　　　　　［代表表記］
　　　　　　　マス 　　　　　　　　　ます
　　　　　　　メタゲンゴコウドウヒョウゲン　　　　　　　　　メタ言語行動表現µ ´
【語断片】
語断片は，文字どおり単語の断片であり，意味を持たないため，そもそも同語異語判別という作業の対象に
164 第 3章 形態論情報
はならない。長単位認定基準・短単位認定基準では，¶ ³
長単位 ： ┃処理速度┃や┃ (Dお)┃その┃大きさ┃など┃
短単位 ： ｜処理｜速度｜や｜ (Dお)｜その｜大き｜さ｜など｜µ ´
のように語断片を 1単位として認定するが，同語異語判別の対象外ということから，代表形・代表表記は与え
ない。
1 長単位・1 短単位の中に現れる語断片は，3.1.4 節で述べたとおり 1 単位として認定されないため，代表
形・代表表記は付与されない。つまり，¶ ³
　長単位　：　┃それ┃を┃利用 (Dす)する┃の┃も┃
　短単位　：　｜それ｜と｜ポライト｜ノン (Dプロ)ポライト｜と｜いう｜µ ´
という例の「利用 (D す)する」や「ノン (D プロ)ポライト」は，語断片を含まない「利用する」「ノンポライ
ト」と同様に，次のように代表形と代表表記を付与する。¶ ³
［基本形］ 　　［発音形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　利用 (Dす)する 　　　リヨー (Dス)スル 　　　リヨウスル 　　　利用する
　ノン (Dプロ)ポライト　　　ノン (Dプロ)ポライト　　　ノンポライト　　　ノンポライトµ ´
【助詞・助動詞等にかかわる言い直し】
数詞・助詞・助動詞・接頭辞・接尾辞の言い直し（タグ (D2)が付けられたもの）は，通常の数詞・助詞・助
動詞・接頭辞・接尾辞と同様に単位認定を行うので，代表形・代表表記の付与についても，やはり通常の数詞
等と同様に行う。以下に，例を示す。¶ ³
［基本形］　　［発音形］　　［代表形］　　［代表表記］
　 (D2の)　　　 (D2ノ)　　　ノ 　　　の
　 (D2未)　　　 (D2ミ)　　　ミ 　　　未
　 (D2二)　　　 (D2ニ)　　　ニ 　　　二µ ´
【言い直し】
ここで取り上げる言い直しは，3.1.4節と同様，転記テキストにおいてタグを付けられていないものである。
3.1.4節では，この種の言い直しを，
(1) 語の一部を述べたところで，語全体を言い直している場合。¶ ³
益岡・田窪氏の基本日本語基礎日本語文法µ ´
(2) 前に述べた語の一部のみを直後で言い直している場合。¶ ³
阪倉篤義さん篤義先生の　　国語についてつきましてµ ´
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(3) 前に述べた語全体を言い直している場合。¶ ³
向こうで教育機関教育事業始めたいということでµ ´
(4) 1長単位の内部に言い直しがある場合。¶ ³
国立日本語国語研究所で　　µ ´
という 4種類に分類した上で，(1)～(3)と (4)との二つに分けて，単位の認定方法を示した。代表形・代表表
記についても，単位認定と同様に (1)～(3)と (4)とに分けて付与基準を定めた。
上記の分類 (1)～(3)については，言い掛け部と訂正部との間に長単位境界を設定した上で，言い掛け部・訂
正部それぞれに対して長単位認定基準を適用して単位認定を行っている。
このように言い掛け部・訂正部ともに，単位認定に当たって通常の単位と同様の扱いを受けていることから，
代表形・代表表記を与えるに当たっても，特別な規定等を設けることなく，通常の単位と同様に代表形・代表
表記を与えることとする。
以下，各分類ごとに単位認定の例と代表形・代表表記を付与した例とを示す。
(1) 語の一部を述べたところで，語全体を言い直している場合。¶ ³
┃益岡田窪氏┃の┃基本日本語┃基礎日本語文法┃
　　 　　［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　基本日本語 　　　キホンニホンゴ 　　　基本日本語
　基礎日本語文法　　　キソニホンゴブンポウ　　　基礎日本語文法µ ´
(2) 前に述べた語の一部のみを直後で言い直している場合。¶ ³
┃阪倉篤義さん┃篤義先生┃の┃　　┃国語┃について┃つき┃まし┃て┃
　　 　　［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　阪倉篤義さん　　　サカクラアツヨシサン　　　阪倉篤義さん
　篤義先生 　　　アツヨシセンセイ 　　　篤義先生
　　 　　　について 　　　ニツイテ 　　　について
　つき 　　　ツク 　　　就く
　まし 　　　マス 　　　ます
　て 　　　テ 　　　てµ ´
(3) 前に述べた語全体を言い直している場合。¶ ³
┃向こう┃で┃教育機関┃教育事業┃始め┃たい┃という┃こと┃で┃
　　 　　［基本形］　　［代表形］ 　　［代表表記］
　教育機関　　　キョウイクキカン 　　　教育機関
　教育事業　　　キョウイクジギョウ　　　教育事業µ ´
1長単位の内部に言い直しがあるものについては，言い掛け部を 1長単位として切り出さずに，言い掛け部
を内部に含む形で 1長単位として認定する。
そこで，代表形・代表表記の付与においても，言い掛け部に対して代表形・代表表記を付与することはしな
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い。つまり，以下の例で言えば，「国立日本語国語研究所」を，言い直しを含まない「国立国語研究所」と同様
に見なして，代表形・代表表記を付与する。
以下，単位認定の例と代表形・代表表記を付与した例とを示す。
(4) 1長単位の内部に言い直しがある場合。¶ ³
┃国立=日本語=国語研究所┃で┃
　　 　　［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　国立日本語国語研究所　　　コクリツコクゴケンキュウジョ　　　国立国語研究所µ ´
3.3 品詞等の情報
CSJで，長単位・短単位に付与する品詞等の情報は，(1)品詞・(2)活用の種類・(3)活用形・(4)その他の情
報 1・(5)その他の情報 2・(6)その他の情報 3の 6種類である（以下，本節では，これらの情報を一括して品
詞情報と呼ぶ。）。
CSJで採用した品詞情報は，いわゆる学校文法に基づくものである。また，多くの自動形態素解析システム
で採用しているものとは異なり，品詞や活用の種類・活用形について詳細な分類を行っていない。品詞の判定
方法についても，自然言語処理の分野における方法とは異なっている。
以下，本節では，CSJにおける品詞情報の設計方針と品詞情報の概略について説明することとする。
3.3.1 品詞情報の設計
ここでは，CSJにおける品詞情報を設計する際の方針について，学校文法に基づいたこと，品詞等について
詳細な分類を行わなかったこと，そして品詞の判定方法のうち，特に自然言語処理の分野における判定方法と
の違いについて述べておく。
まず，品詞情報を学校文法に基づくものとしたことについて述べる。
学校文法については，これまでに多くの批判がなされており，学校文法とは異なる文法論も，既に幾つも提
起されているところである。特に，日本語教育においては，学校文法とは異なる文法論に基づいて教育が行わ
れており，自然言語処理の分野においても，この日本語教育における品詞・活用等の考え方に近いものを基盤
として，品詞情報を設計している。
このように学校文法については，いろいろな批判が出されているが，それでもなお現在の我が国における事
実上の標準的な文法論であることも，否定できないであろう。そして，このような我が国における学校文法の
位置付けは，CSJの形態論情報をより多くの研究者の間で共有していくということを考えた場合，大きな利点
となる。
また，CSJでは，自動形態素解析システムの学習用データとして使うために，750万語のうち約 100万語に
ついて，人手で形態論情報の解析作業を行った。このような人手による作業を円滑に進める上でも，広く知ら
れている学校文法を基にすることは大きな利点となる。というのは，先に述べたように，学校文法は日本にお
ける事実上の標準的な文法論となっていて，既に作業者が一定の理解に達していることから，作業者に対する
教育の手間が軽減されるとともに，作業の一貫性も保ちやすいからである。
なお，学校文法は基本的に標準的な書き言葉を基にしたものであるため，CSJのような実際の話し言葉を解
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表 3.5 CSJと UniDicとの品詞（名詞）の比較
CSJ
　品詞　 　その他１　
名詞
固有名詞
数詞
UniDic
　大分類　 　中分類　 　小分類　 　細分類　
普通名詞 一般
サ変可能
形状詞可能
副詞可能
一般
一般
名詞 人名 姓
固有名詞 名
地名 一般
国
組織名
数詞 一般
桁
析していくに当たって対応できない部分もある。そこで CSJでは，学校文法に完全に依拠するのではなく，必
要に応じて修正・拡張等を行って，現代における話し言葉の単位解析に適したものとするようにした。この修
正・拡張等については，3.3.2節以下を参照されたい。
次に，自然言語処理における品詞情報との違いのうち，品詞等について詳細な分類を行わなかったことにつ
いて述べる。
CSJの品詞情報を自動形態素解析システムで採用している品詞情報と比較した場合，CSJの方が詳細な分類
を行わない，粗いものとなっている。ここで，CSJの品詞情報と自動形態素解析システムで採用している品詞
情報とを具体的に比較するために，茶筌用解析辞書の UniDicを例に取って CSJの品詞情報との違いを見てみ
ることとする。
CSJと UniDicとの品詞情報の違いについては，伝・山田・宇津呂 (2004:42)に，次のように述べられてい
る（以下の引用文中の「体系」とは「品詞情報」のことである。）。
・短単位体系の品詞は概ね UniDicの中分類まで，活用形は概ね UniDicの行分類までである。
・短単位体系には，人名・地名以外の固有名詞はない。
・短単位体系では，UniDicの「名詞-形状詞可能」「名詞-副詞可能」を，使用された文脈に応じて「名詞」
　 と「形状詞」「副詞」に分類している。
・短単位体系では，UniDicの「基本形」を，使用された文脈に応じて「終止形」と「連体形」に分類して
　 いる。
品詞の分類について，名詞を例にして両者の比較をすると，表 3.5のとおりである。
また，活用の種類 (UniDicでは活用型)について，カ行五段活用を例にして比較すると，表 3.6のとおりで
ある。
名詞の比較，活用の種類の比較から分かるように，CSJよりも UniDicの方がかなり詳細な分類を行ってい
る。自動形態素解析システムで，高精度な解析を実現するためには，これぐらい詳細な品詞情報が必要になる
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表 3.6 CSJと UniDicとの活用の種類（五段動詞）の比較
CSJ
　活用の種類　
カ行五段
ガ行五段
サ行五段
タ行五段
ナ行五段
バ行五段
マ行五段
ラ行五段
ワア行五段
UniDic
　大分類　 　行分類　 　段分類　 　小分類　
一般
カ行 イク
ユク
ガ行
サ行
タ行
ナ行
バ行
マ行 一般
済ム
一般
ラ行 アル
サル
一般
アウ
五段 カウ
ガウ
タウ
ダウ
ア段 ナウ
ハウ
バウ
ワア行 マウ
ヤウ
ラウ
ワウ
イ段 一般
イウ
ウ段 一般
ツウ
エ段
オ段
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ということであろう。
しかしながら，CSJの長単位・短単位は，3.1.1.2節でも述べたように，用例採集と計量研究という二つの国
語に関する研究を目的としたものであり，代表形・代表表記についても，この目的を踏まえて必要性等につい
て検討を行ったところである。したがって，品詞情報について，どこまで詳細な分類を行うかについても，国
語研究，特に用例採集と計量研究においてどのように活用していくかという観点から検討を加える必要がある。
用例採集という面から言えば，品詞情報は，用例を検索する際の検索条件として利用するものである。また，
集めた用例を分類・整理していく際にも，利用するものである。このような利用の仕方を考えた場合，UniDic
で採用しているような詳細な分類がどこまで必要かということが問題になる。
ただ，この問題は，結局，個々の研究者の研究方法等に依存する面が強いということ，またそもそも現時点
では，コーパスを活用した国語研究が，それほど進んでおらず，そういう意味でも，どのような品詞情報が有
用なのかということについて共通の考え方ができ上がっていないということから，判断するための材料が極め
て乏しい状況にある。
このような状況を踏まえて，CSJにおいては，ひとまず自動形態素解析システムで採用しているような詳細
な分類は行わないこととした。まずは，最低限必要と思われる品詞情報を付与しておき，実際に研究に活用し
ていく中で，どのような品詞情報が望ましいか検討していくという方針を取ったということでもある。
最後に，自然言語処理における品詞情報との違いのうち，品詞の判定方法の違いについて述べる。
品詞の判定方法で主に問題となるのは，名詞のうち，形状詞や副詞としても使われる語である。例えば，次
のような語である。
形状詞としても使われる語　：　安全，インターナショナル，可能，自然
副詞としても使われる語　　：　今日，昨日，今年
国語学では，このような語について，主語や目的語として使われていれば，名詞として扱い，連体修飾語と
して使われていれば形状詞，連用修飾成分として使われていれば副詞として扱うというのが，一般的であろう。
つまり，その語が実際に使われている文脈ごとに，名詞か形状詞か副詞かという判定を行い，品詞を定めてい
くのである。その結果，同じ「自然」という語であっても，テキストの中では，名詞と判定されたもの，形状
詞と判定されたものの 2種類が存在することになる。
一方，自然言語処理の分野では，このような品詞の判定方法は取っていない。上記の「安全」や「今日」の
ような語について，どのような文脈で使われているかにかかわらず，常に一つの品詞を与えている。
表 3.5に示した UniDicの名詞の分類を見ると，名詞の下位分類として，「形状詞可能」「副詞可能」という
分類を設けている。これが，名詞のうち，形状詞や副詞としても使われ得る語に付与するために設けられた分
類である。具体的には，「インターナショナル」「自然」などには「名詞-普通名詞-形状詞可能」，「今日」「今年」
などには「名詞-普通名詞-副詞可能」という品詞を，実際の使用例にかかわらず与えていくのである。
CSJでは，先に引用した伝・山田・宇津呂 (2004:42)にもあるとおり，UniDicのような品詞の判定法をと
らず，その語が使われている文脈等に基づいて，名詞・形状詞・副詞の判定を行っていくことにした。このよ
うな判定方法をとったのは，3.1.1.2節に示した目的の一つ，計量研究によってデータの言語的な特徴を明らか
にすることに適した品詞情報にするためである。この点について，以下，先行研究の調査結果を引用しながら
説明しておく。
次に示す表 3.7 は，国立国語研究所 (1955) における品詞比率の調査結果を基に，日常談話とニュース・
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ニュース解説の品詞比率を表にまとめたものである。
表 3.7 日常談話・ニュース解説・ニュースの品詞比率
　 　 　日常談話　 　ニュース　 　ニュース　
　 解　　説　
　　名　詞 　　　　 17.9% 　　　　 27.6% 　　　　 35.9%
　　代名詞 　 　　 　 2.6% 　 　　 　 0.9% 　 　　 　 0.5%
　　形容動詞 　 　　 　 1.2% 　 　　 　 1.5% 　 　　 　 0.9%
　　連体詞 　 　　 　 0.8% 　 　　 　 1.2% 　 　　 　 1.6%
　　副　詞 　 　　 　 6.1% 　 　　 　 2.5% 　 　　 　 1.3%
　　接続詞 　 　　 　 1.9% 　 　　 　 2.6% 　 　　 　 1.0%
　　感動詞 　 　　 　 4.7% 　 　　 　 0.3% 　 　　 　 0.0%
　　動　詞 　　　　 12.2% 　　　　 16.0% 　　　　 14.9%
　　形容詞 　 　　 　 2.7% 　 　　 　 0.9% 　 　　 　 0.4%
　　助　詞 　　　　 34.7% 　　　　 34.3% 　　　　 33.0%
　　助動詞 　　　　 12.9% 　　　　 12.3% 　　　　 10.6%
　　その他 　 　　 　 2.3% 　 　　 　 0.0% 　 　　 　 0.0%
この表を見ると，日常談話とニュース・ニュース解説とを比べた場合，名詞の比率はニュース・ニュース解
説の方が高く，副詞・形容詞の比率は日常談話の方が高いという差異が見られる。つまり，日常談話とニュー
ス・ニュース解説の差異が，名詞・副詞・形容詞の比率という点に現れているのである。
こうした調査結果を踏まえると，名詞のうち，副詞・形状詞としても使われる語について，どのような形で
品詞の判定を行うかということが，計量研究の調査結果に影響を与えるものと考えられる。
計算機による自動解析と同様の品詞判定の方法をとると，実際の文脈では形状詞・副詞として使われている
ものが，一律に名詞として扱われることになる。その結果，形状詞・副詞の比率が下がり，名詞の比率が高く
なる。そうなると，データの言語的な特徴が見えにくくなってしまう可能性があり，品詞比率を基にデータの
言語的な特徴を把握しようとする立場からは，望ましいとは言えないであろう。
このような，計量研究への活用という目的に適した品詞の判定方法という観点から，名詞・形状詞・副詞の
品詞判定を，できる限り文脈に基づいて行うこととしたのである。
以上述べたような方針に基づいて品詞情報の設計を行った結果，付録 3.5に一覧したような品詞情報を採用
することとした。これらの品詞情報について，次の 3.3.2節以下で説明することとする。
3.3.2 品詞
品詞は，長単位・短単位ともに共通で，付録 3.5に示す 15種類である。以下，学校文法の品詞と異なる点に
ついて説明を加える。
(1)形状詞
形状詞は，いわゆる形容動詞の語幹のことである。長単位・短単位ともに，形容動詞は「｜きれい｜だ｜」
「｜新鮮｜だ｜」のように活用語尾が分割されるので，その語幹に当たる部分に付与する品詞として形状詞を
用意した。なお活用語尾は，断定の助動詞「だ」として扱うので，助動詞という品詞を付与する。
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(2)接頭辞・接尾辞・言いよどみ
接頭辞・接尾辞・言いよどみに伴う語断片（タグ (D)を付けられたもの）は，本来，品詞とされるものでは
ない。そういう意味では，品詞の分類に名詞・動詞などと並べて，接頭辞・接尾辞・言いよどみという分類を
立てることは，適当でないということになる。
しかし，例えば短単位では，「国立国語研究所」が「｜国立｜国語｜研究｜所｜」と 4単位に分割され，接尾
辞に当たる「所」が「国立」「国語」「研究」という単語と同様に 1短単位として切り出されることになる。ま
た長単位においても，文節間の係り受けを厳密に考えていこうとする立場から，
┃ローマ時代┃の┃円形劇場┃とか┃水路┃等┃
のように，接尾辞「等」を 1長単位として認定する場合がある。
また，実際の話し言葉を収録した CSJでは，言いよどみに伴う語断片も数多く出現している。この言いよど
みは，そもそも意味を持たず，文の成り立ちや単語の構成にもかかわることがないという点で，明らかに単語
とは呼べないものである。しかし長単位・短単位の認定基準では，3.1.4節に述べたとおり，原則として一つの
単位として認定する。
このように CSJの単位認定基準では，単語よりも短い要素である接辞や，そもそも意味を持たず，単語とは
呼べない語断片が，単語と同様に 1単位として認定される。したがって，これらに対して付与するための品詞
情報を用意しておく必要がある。
そこで CSJでは，品詞の分類項目として，接頭辞・接尾辞・言いよどみという三つを設けることとした。
(3)記号
記号は，文法的な機能に基づく分類ではなく，むしろ文字種という観点からの分類と言うべきものである。
そういう意味では，品詞の分類に記号を設けることは，適切ではないという意見もあろう。また，書き言葉な
ら，記号として扱うべき単位があるかもしれないが，話し言葉において記号という扱いをしなければならない
ような単位があるのかという疑問もあろう。しかしながら，CSJ のデータを解析していくと，名詞・副詞と
いった一般的な品詞分類では対応しきれない，記号と扱うより仕方がない単位も出てくるのである。
CSJに収録した音声には学会講演が含まれているため，例えば，次のような選択肢や箇条書きの項目の読み
上げや，語・文字・発音についてのメタ的な言及が見られる（下線部）。
項目の読み上げ：　 (A ビー;Ｂ)相手の状態を見て話し掛けている例
メタ的な言及　：　それから (M 布)を字母とした字
このような「Ｂ」「布」に対して，どのような品詞を付与するのかということが問題になる。「Ｂ」「布」につ
いて，活用しないということ，上記の例で「布」が格助詞「を」で受けられており，「Ｂ」も格助詞で受けるこ
とができるということから，名詞とする立場もあろう。しかし，そのような扱いをしていくと，結果的に名詞
が「品詞のゴミ箱」となってしまうおそれがある。
結局，このような問題を解決する手段の一つとして，記号という品詞を設けることにしたのである。また，
名詞をいわゆる「品詞のゴミ箱」のような扱いにしないという観点から，選択肢等の項目の読み上げ，メタ的
な言及のほか，数式の読み上げ（タグ (O)を付けられたもの）に出てくる記号類に対しても記号という品詞を
与えることとした。
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3.3.3 活用の種類・活用形
活用する語のうち，動詞・形容詞・動詞性接尾辞・形容詞性接尾辞・文語助動詞には，活用の種類と活用形と
を，口語の助動詞には活用形を付与した。これらも基本的に学校文法に基づくものであるが，一部変更を加え
るなどしている。以下，そのような点について説明する。
(1)形容詞
口語形容詞には活用の種類は存在せず，すべて一つの活用の種類に属するが，文語の形容詞にはク活用・シ
ク活用という活用の種類が存在する。
CSJでは，まず文語の形容詞に，活用の種類としてク活用・シク活用の種別を与えることとし，ク活用形容
詞には文語形容詞型 1，シク活用には文語形容詞型 2という情報を与えることとした。なお，文語形容詞のう
ち「多し」は，終止形に「多かり」という活用形を取ることがある。そこで，「多し」は，ク活用と区別して文
語形容詞型 3とした。
口語形容詞については，先にも述べたように本来活用の種類を付与する必要はないが，文語形容詞との釣り
合いを考えて，形容詞型という活用の種類を付与することとした。
(2)接尾辞
接尾辞のうち，動詞性接尾辞・形容詞性接尾辞には，動詞・形容詞に準じて活用の種類を付与した。活用の
種類は，活用語尾の形態に基づいて，動詞・形容詞と同じものを付与した。以下に例を示す。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］　　［代表表記］　　［品詞］　　［活用の種類］
　 (嬉し)がる 　　　ガル 　　　がる 　　　接尾辞　　　ラ行五段
　 (認め)難い 　　　ガタイ 　　　難い 　　　接尾辞　　　形容詞型
　 (長男)らしから (ぬ)　　　ラシ 　　　らし 　　　接尾辞　　　文語形容詞型 2µ ´
(3)ザ行変格活用
活用の種類で，学校文法と大きく異なるのは，ザ行変格活用を設けた点である。これは，ザ行上一段活用と
サ行変格活用のうちザ行に活用するものとを併せたものである。活用表には，次のようにザ行上一段活用の活
用語尾とサ行変格活用の活用語尾との両方が登録されている。見出し語形は，サ行変格活用の語形とした。
表 3.8 ザ行変格活用の活用表
　見出し　 　未然形　 　連用形　 　終止形　 　連体形　 　仮定形　 　命令形　
ずる じ じ じる じる じれ じよ
ぜ ずる ずる ずれ ぜよ
このような活用の種類を設けたのは，次のような理由による。
サ行変格活用に分類される「信ずる」「禁ずる」などは，一段化が起こり，「信じる」「禁じる」というザ行
上一段活用の形で使われることがある。このような語については，一般的に，その活用語尾の形態を基にして
「サ行変格」「ザ行上一段」という活用の種類を付与していくことになる。しかし，そのようにしていくと，サ
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行変格活用とザ行上一段活用とで活用語尾の語形が一致する未然形と連用形とについて，どちらの活用の種類
に属するものとするかという問題が生じる。
このような場合，語形が同じである以上，一定の方針を立てて一律にどちらかの活用の種類を付与していく
より方法がない。しかし，例えば飽くまでサ行変格活用が上一段化したものという立場を取って，未然形・連
用形は一律にサ行変格活用として扱うという方針を立てると，ザ行上一段活用動詞の未然形・連用形の例が存
在しなくなるという問題がある。一方，その反対に，一律にザ行上一段活用として扱うという方針を立てれば，
サ行変格活用動詞の未然形のうち「～じ」という活用語尾の例と連用形の例とが存在しなくなる。
CSJでは，このような問題を解決する方策として，サ行変格活用とザ行上一段活用とを統合したザ行変格と
いう活用の種類を設けることとした。これにより，サ行変格活用の「信ずる」「禁ずる」などとザ行上一段活用
の「信じる」「禁じる」などには，いずれも「ザ行変格」という活用の種類を与えることになる。
3.3.4 その他の情報
その他の情報は，品詞・活用の種類・活用形以外の品詞の下位分類，語形等に関する種々の情報である。各
種類ごとに 1～3の三つに分けて整理した。以下，各種類ごとに説明する。
(1)その他の情報 1
その他の情報 1は，名詞・助詞に対して付与する情報である。名詞のうち人名・地名には固有名詞，数詞に
は数詞という情報を付与する。助詞には，格助詞・準体助詞・接続助詞・係助詞・副助詞・終助詞という助詞
の下位区分を付与する。
一般に固有名詞とするものの範囲としては，人名・地名以外にも，会社名・学校名・乗り物の名のほか，元号
などが考えられる。しかし，固有名詞の範囲を広げていくと，固有名詞とするか普通名詞とするかについて，
判断に迷う例が非常に多くなり，一貫性を持って情報付与を行うことが難しくなるという弊害が生じる。
そこで，CSJでは，固有名詞の範囲を人名・地名に限ることとした。これによって，最小単位認定基準，短単
位認定基準においても人名・地名に限って，一般の単位とは異なる扱いをしていることとも対応が取れ，CSJ
内で固有名詞の扱いに一貫性が確保されることとなった。
(2)その他の情報 2
その他の情報 2は，音便等の語形変化に関する情報である。イ音便・ウ音便・促音便・撥音便のほかに，融
合又は省略という現象の見られる単位に付与する融合・省略がある。この融合・省略については，3.3.5節を参
照されたい。
音便には，動詞「行く」の連用形「行っ」のように，活用形の一つとして認められている音便のほかに，「知
らない」が「知んない」となるような活用形の一つとして認められていない音便がある。「知んない」のような
活用形の一つとして認められていない音便については，撥音便Ａのように末尾にＡという記号を付けて，活用
形の一つとして認められている音便と区別している。つまり，「知んない」の「知ん」には撥音便Ａという情報
を付与する。
(3)その他の情報 3
その他の情報 3には，転記でタグ (M) を付けられたものに付けるメタ，転記でタグ (D2) を付けられたもの
に付ける言いよどみ，長単位で認定される複合辞に付ける連語がある。言うなれば，その他の情報 1及びその
他の情報 2に分類できない情報が，その他の情報 3として扱われているのである。
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3.3.5 話し言葉特有の現象に対する品詞情報の付与
ここでは，話し言葉特有の現象に対する品詞情報について述べることとする。
【融合】
活用語の融合については，活用語の品詞を付与する。また，活用形については，元の形に戻した場合の活用
形を付与する。またその他の情報 2には融合という情報を付与する。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］ 　　［品詞］　　［活用形］　　［その他 2］
　面白きゃ 　　　オモシロイ　　　形容詞　　　仮定形 　　　融合
　 (行か)なきゃ 　　　ナイ 　　　助動詞　　　仮定形 　　　融合
　 (加味さ)れりゃ　　　レル 　　　助動詞　　　仮定形 　　　融合
　じゃ 　　　ダ 　　　助動詞　　　連用形 　　　融合µ ´
活用語の融合のうち，以下に挙げるものは助動詞として扱った。
「てる」(「ている」の融合) 「てらっしゃる」(「ていらっしゃる」の融合)
「てく」(「ていく」の融合) 「とく」(「ておく」の融合)
「とる」(「ておる」の融合) 「ちまう・ちゃう」(「てしまう」の融合)
「たげる」(「てあげる」の融合) 「たる」(「てやる」の融合)
「つう (っつう・(っ)ちゅう)・ってえ)」(「という」の融合)
これらは，例えば表 3.9のように規則的に活用するものとしてとらえることが可能だからである。
情報付与の例を次に示す。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］　　［代表表記］　　［品詞］　　［活用形］
　 (走っ)てる 　　　テル 　　　てる 　　　助動詞　　　終止形
　っつう (のは)　　　ツウ 　　　つう 　　　助動詞　　　連体形
※その他の情報 2として融合という情報を付与することはしない。µ ´
非活用語の融合については，先行語の品詞を付与する。また，その他の情報 2として融合という情報を付与
する。¶ ³
［基本形］　　［代表形］　　［品詞］　　［その他 1］　　［その他 2］
　こた 　　　コトハ 　　　名詞 　　 　　　融合
　こら 　　　コレハ 　　　代名詞　　 　　　融合
　そりゃ 　　　ソレハ 　　　代名詞　　 　　　融合
　ちゃ 　　　テハ 　　　助詞 　　　接続助詞 　　　融合
　じゃ 　　　デハ 　　　助詞 　　　格助詞 　　　融合µ ´
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表 3.9 「てる」「てく」の活用表
　見出し　 　未然形　 　連用形　 　終止形　 　連体形　 　仮定形　 　命令形　
てる て て てる てる てれ てろ
てく てか てっ てく てく てけ てけ
てこ
【省略】
省略については，その他の情報 2として省略という情報を与える。それ以外は，通常の単位に対する情報付
与と同様である。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］　　［品詞］　　［その他 2］
　や (んだっけ)　　　ヤル 　　　動詞 　　　省略µ ´
【フィラー】
表 3.4に一覧したフィラーの品詞は，「感動詞」とする。
「(F あのですね)」のような，助動詞・助詞と結合しているものについては，長単位と短単位とでフィラーと
して認定している範囲に違いがあるため，感動詞として扱う範囲にも違いが生じる。長単位では，「あのです
ね」を 1長単位とするため，「あのですね」全体を感動詞とする。一方，短単位では，「｜ (F あの｜です｜ね)
｜」と分割するため，「あの」のみを感動詞とし，「です」は助動詞，「ね」は助詞とする。
1長単位又は 1短単位の中に現れるフィラーについては，単位認定の際に 1単位として切り出さないことか
ら，代表形・代表表記もフィラーには与えられない。例えば，
┃味わう┃こと┃が┃ (F え )ー┃でき┃ま (F え )ーせ┃ん┃
┃ここ┃で┃も┃メタ (F あ)言語行動表現┃て┃もの┃を┃
という例の「ま (F え )ー せ」「メタ (F あ) 言語行動表現」には，次のように代表形・代表表記が与えられて
いる。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　ま (Fえ )ーせ 　　　マス 　　　ます
　メタ (Fあ)言語行動表現　　　メタゲンゴコウドウヒョウゲン　　　メタ言語行動表現µ ´
そこで品詞情報については，その代表形に基づいて行うこととし，「ま (F え )ーせ」はその代表形「マス」を
基に助動詞，「メタ (F あ)言語行動表現」はその代表形「メタゲンゴコウドウヒョウゲン」を基に名詞とした。
【語断片】
語断片のうち，
｜処理｜速度｜や｜ (D お)｜その｜大き｜さ｜など｜
とある「(D お)」のように，単独で 1単位となるものには，言いよどみという品詞を与える。
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1長単位又は 1短単位の中に現れる語断片については，単位認定に当たって，
┃それ┃を┃利用 (D す)する┃の┃も┃
┃それ┃と┃ポライト┃ノン (D プロ)ポライト┃と┃いう┃
のように 1単位として切り出されないことから，代表形・代表表記は与えられない。例えば，上記の「利用 (D
す)する」「ノン (D プロ)ポライト」には，次のように代表形・代表表記が与えられている。¶ ³
［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］
　利用 (Dす)する 　　　リヨウスル 　　　利用する
　ノン (Dプロ)ポライト　　　ノンポライト　　　ノンポライトµ ´
そこで品詞情報については，その代表形・代表表記に基づいて行うこととし，「利用 (D す)する」はその代
表形「リヨウスル」を基に動詞，「ノン (D プロ)ポライト」はその代表形「ノンポライト」を基に名詞とする。
【助詞・助動詞等にかかわる言い直し】
数詞・助詞・助動詞・接頭辞・接尾辞にかかわる言い直し（タグ (D2)を付けられたもの）は，通常のものと
同様に単位認定，代表形・代表表記の付与が行われているので，品詞情報についても通常の単位と同様に行う
こととした。ただし，その他の情報 3として，言いよどみという情報を与える点が，通常の単位と異なる。以
下に，例を示す。¶ ³
［基本形］　　［代表形］　　［代表表記］　　［品詞］　　［その他 3］
　 (D2の)　　　 (D2ノ)　　　の 　　　助詞 　　　言いよどみ
　 (D2未)　　　 (D2ミ)　　　未 　　　接頭辞　　　言いよどみ
　 (D2二)　　　 (D2ニ)　　　二 　　　名詞 　　　言いよどみµ ´
【言い直し】
ここで取り上げる言い直しは，3.1.4節と同様，転記テキストにおいてタグを付けられていないものである。
単位認定及び代表形・代表表記の付与に当たっては，この言い直しを，
(1) 語の一部を述べたところで，語全体を言い直している場合。¶ ³
益岡・田窪氏の基本日本語基礎日本語文法　　µ ´
(2) 前に述べた語の一部のみを直後で言い直している場合。¶ ³
阪倉篤義さん篤義先生の　　国語についてつきましてµ ´
(3) 前に述べた語全体を言い直している場合。¶ ³
向こうで教育機関教育事業始めたいということでµ ´
(4) 1長単位の内部に言い直しがある場合。¶ ³
国立日本語国語研究所で　　µ ´
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という 4種類に分類した上で，(1)～(3)と (4)との二つに分けて，単位の認定方法，代表形・代表表記の付与
基準を示した。そこで，品詞情報の付与に当たっても，(1)～(3)と (4)とに分けて基準を示すこととする。
分類 (1)～(3)については，言い掛け部と訂正部との間に長単位境界を設定した上で，言い掛け部・訂正部そ
れぞれに対して長単位認定基準を適用して単位認定を行う。つまり，言い掛け部・訂正部とも，通常の単位認
定の方法で単位を認定するのである。そして，代表形・代表表記の付与に当たっても特別な規定等を設けるこ
となく，通常の単位と同様に代表形・代表表記を与える。
そこで，品詞情報も，代表形・代表表記を基にして，通常の単位と同様に与えることとする。以下，各分類
ごとに単位認定の例と品詞を付与した例とを示す。
(1) 語の一部を述べたところで，語全体を言い直している場合。¶ ³
┃益岡・田窪氏┃の┃基本日本語┃基礎日本語文法┃
　　 　　 　　［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］ 　　［品詞］
　基本日本語 　　　キホンニホンゴ 　　　基本日本語 　　　名詞
　基礎日本語文法　　　キソニホンゴプンポウ　　　基礎日本語文法　　　名詞µ ´
(2) 前に述べた語の一部のみを直後で言い直している場合。¶ ³
┃阪倉篤義さん┃篤義先生┃の┃　　┃国語┃について┃つき┃まし┃て┃
　　 　　 　　［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］ 　　［品詞］
　阪倉篤義さん　　　サカクラアツヨシサン　　　阪倉篤義さん　　　名詞
　篤義先生 　　　アツヨシセンセイ 　　　篤義先生 　　　名詞
　　 　　 　　　　について 　　　ニツイテ 　　　について 　　　助詞
　つき 　　　ツク 　　　就く 　　　動詞
　まし 　　　マス 　　　ます 　　　助動詞
　て 　　　テ 　　　て 　　　助詞µ ´
(3) 前に述べた語全体を言い直している場合。¶ ³
┃向こう┃で┃教育機関┃教育事業┃始め┃たい┃という┃こと┃で┃
　　 　　 　　［基本形］　　［代表形］ 　　［代表表記］　　［品詞］
　教育機関　　　キョウイクキカン 　　　教育機関 　　　名詞
　教育事業　　　キョウイクジギョウ　　　教育事業 　　　名詞µ ´
1長単位の内部に言い直しがあるものについては，言い掛け部を 1長単位として切り出さずに，言い掛け部
を内部に含む形で 1長単位として認定する。これを受けて，代表形・代表表記の付与においても，言い掛け部
に対して代表形・代表表記を付与することはせず，上記の例で言えば，「国立日本語国語研究所」を，言い直し
を含まない「国立国語研究所」と同様に見なして，代表形・代表表記を付与する。
品詞情報は，言い直しを含まない「国立国語研究所」と同様に見なして与えた代表形を基に付与する。以下，
品詞を付与した例を示す。
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(4) 1長単位の内部に言い直しがある場合。¶ ³
┃国立=日本語=国語研究所┃で┃
　　 　　 　　［基本形］ 　　［代表形］ 　　［代表表記］ 　　［品詞］
　国立日本語国語研究所　　　コクリツコクゴケンキュウジョ　　　国立国語研究所　　　名詞µ ´
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以上述べてきたように，CSJでは，用例採集・資料研究という二つの研究目的を設定した上で，用例採集の
ための短単位，資料の言語的特徴を明らかにするための長単位というように，その目的に応じて 2種類の単位
を設計した。また，長短 2種類の単位に付与する情報も，用例採集・資料研究という研究目的を念頭に置いて
設計した。
その結果，単位の設計については，これまでの国語研究所の語彙調査と同様に，単語とは何かという議論を
ひとまず棚上げしている。この点については，今回の成果を基に改めて考えていく必要がある。
また，今回設計した長短 2種類の単位，代表形・代表表記・品詞情報について，本当に上記の二つの研究目
的に適した単位となっているのかどうか検証する必要もある。これについては，CSJの形態論情報を活用した
研究を進め，その結果を基に考えていくことが求められよう。
なお以下，現時点において単位認定基準等の中で再検討を要すると思われる事項について述べておく。
3.4.1 単位に関する検討課題
3.4.1.1 長単位に関する検討課題
長単位については，規則［３］として「体言連続の一部分が連体修飾語を受けている場合，その部分の後で
切る。」という規定を設けたことが挙げられる。この規定は，語と語との係り受けを厳密に考えたところから
作られた規定であり，その意味では問題はない。しかし実際にテキストを単位に分割していく際には，体言連
続の一部分が連体修飾語を受けているかどうかの判定が難しいものもあった。また，その結果，特に判定の難
しい「以降」「間」「ごと」「自体」「達」が付いた体言連続について，「「以降」「間」「ごと」「自体」「達」が付い
た場合は切らない。」という例外規定を設けることにもなった。このようなある意味 煩雑な規則を設けること
は，複数の作業者で大量のデータを不統一のないように処理するということを考えた場合，作業上の大きな負
担になる。今後はこのような規則を設けないということも考えてよかろう。
また，ここで問題にした規則に見られるように，一般に長単位の認定規則は短単位の認定規則に比べて煩雑
になる傾向がある。したがって，長単位自体をもっと単純なものにするということも検討する必要があろう。
3.4.1.2 短単位に関する検討課題
短単位については，まず第一に付属要素の認定の問題が挙げられよう。付属要素の認定の難しさについては，
短単位の基となったβ単位においても既に指摘されているところである。CSJでは，一般に接頭辞・接尾辞と
されるもののうち，付録 3.3・付録 3.4に掲げたものを付属要素とすることとしたが，その判断についてはやは
り迷う点もあった。今後，さらにほかの資料について短単位での解析を進める際にも問題になることが予想さ
れることであり，付属要素の認定について何らかの指針を設ける必要もあろう。
3.4 今後の検討課題 179
次に挙げられるのは，外来語の処理についてである。理系の学会講演に出現する専門用語の中には，「イン
サーションペナルティー」「スペクトルパラメーター」などのような長い語が見られた。そこで，外来語の最小
単位 2個の 1次結合体が 11拍以上になる場合には，二つの最小単位を結合させずに単独で 1短単位とすると
いう例外規則を設けた。このように拍数によって最小単位の結合に制約を与えるという規則は，β単位の認定
基準でも設けられているものである*9。
しかしながら，CSJについて言えば，この規則は和語・漢語の短単位の長さとの釣り合いを考えて設けたと
いう性質のものであり，11拍で線を引くことに言語学的な意味があるわけではない。したがって，今後はこの
ような例外規則を設けずに一律に最小単位 2個の 1次結合を 1短単位とするか，外来語の最小単位の扱いにつ
いて別の規則を考えることが必要であろう。
3.4.2 代表形・代表表記に関する検討課題
CSJにおいても，国語研究所がこれまでに行ってきた語彙調査を踏まえ，同語異語判別を行った上で，代表
形・代表表記を付与した。これにより，自動形態素解析システムによる解析とは異なり，「ちっちゃい」「ちっ
さい」といった異形態と「小さい」という規範的な語形とを〈チイサイ〉という代表形の下に統合することと
なり，用例採集や計量研究に，より適したデータとなったと言うことができる。
しかしながら，この同語異語判別については，大きな課題を残しているのも事実である。それは，同語異語
判別が完全にはできておらず，本来，別語と判定されるべき語を，結果的に同一語として扱うことになったと
いうことである。
CSJでは，各長単位・短単位に対して，代表形・代表表記・品詞情報を付与したため，同音異義語を代表表
記や品詞によって区別できたり，同音・同表記で意味が異なる語について品詞で区別できたりしている。しか
し，中には同音・同表記・同品詞という語がある。例えば，次に挙げる「大 (ダイ)」が，それである。
ケーキ屋はやはり女子大とか多いせいかですね (F え )ーお洒落なお店が
酢飯の方を (F えーっと )ー手で取りまして一口大の大きさに丸めます
「女子大」の「大」，「一口大」の「大」は，共に代表形「ダイ」，代表表記「大」，品詞「接尾辞」であり，同
音・同表記・同品詞となっている。しかし，「女子大」の「大」は大学という意，「一口大」の「大」は大きさと
いう意というふうに意味が異なるため，本来は別語として扱うべきものである。しかし，CSJの形態論情報に
は，意味の違いを示すための情報を用意していなかったため，上記の「大」は，結果的に同じ語として扱われ
ている。このような語は，余り多くはないが，より高精度な研究を行っていくためには，すべての語について
同語異語判別ができていることが求められよう。
ただ，もし人手解析作業において，同語異語判別を完全に行ったとしても，現在の自動形態素解析システム
は，意味の判別をできないため，自動解析で作成する約 650万語のデータについては同語異語判別ができない
ということになる。今回，同語異語判別を完全な形で行うということをあきらめた背景には，このような自動
形態素解析システム側の事情もある。
代表形の付与については，もう一つ課題がある。それは，長単位・短単位の認定基準に比べて，同語異語判
*9 β単位の規則では，外来語の最小単位どうしの結合では 7拍，その他の結合では 6拍を超える場合，最小単位を結合させずに単独
で 1短単位とするように定めている。なお，活用語の場合，動詞は連用形，形容詞は語幹で拍数を数えることとしている (国立国語
研究所 1962：12-13)。
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別の基準が十分に整備できなかったという点である。同語異語判別の基準については，国語研究所の語彙調査
の報告書を見ても，単位認定基準よりも比較的簡単な記述にとどまっている。主として言語の形態的な面から
規定していく単位の規定に比べると，同語異語判別は，意味の面に踏み込む作業であるため，規定が立てにく
い面がある。
結局，CSJにおいては，3.2.2.1節に示したような基準を定めた上で，実際のデータを見ながら，同一語とす
るか，異なる語とするかの判定を行っていった。このような形である程度一貫性を持って作業を行うことがで
きたのは，人手解析分のデータ量が延べ語数で約 100万語，異なり語数で約 2万語という規模であったからで
あろう。今後，より大規模なコーパスを構築していくためには，同語異語判別についても，より明確な基準を
作成できるよう検討を行っていく必要がある。
代表表記については，CSJでは基本的に転記テキストの基本形の表記を採用することとした。ただし転記テ
キストが仮名書きされている場合等は，『岩波国語辞典』第 5版（岩波書店），『国語大辞典』（小学館）の見出
し語の漢字表記を基にして，できる限り漢字を与えていった。その結果，「トテモ」に対する「迚も」，「ウワ
ゴト」に対する「譫言」などのように，一般には余りなじみのない漢字表記を代表表記として採用する結果と
なった。また，「ツライ」「カライ」ともに代表表記は「辛い」となるなど，代表形は異なるが代表表記が一致
するという語も見られる。
代表表記をどのように定めるかということについて基準を立てることは非常に難しいが，少なくとも一般に
なじみのない漢字表記を採用したり，代表形が異なる語どうしで代表表記が一致するというような例がないよ
うにしていく必要がある。
3.4.3 品詞情報に関する検討課題
CSJ の品詞情報は，学校文法に基づいて設計した。このこと自体には，基本的に問題はないが，今後は
UniDicなどで採用しているような詳細な分類を取り入れていくことを検討する必要があろう。
UniDicなどで採用している詳細な情報を CSJで採用しなかったのは，3.3.1節でも述べたように，国語研
究にとって必要な情報かどうかの判断が難しかったためである。しかし，CSJの完成後，これを使って用例の
採集・整理・分析等を行ってみると，UniDicの品詞情報で採用されている細分類が，国語研究，特に用例の分
類・整理などに有用ではないかと感じることがしばしばあった。
また，UniDicの品詞情報にある細かな分類は，いずれも特定の語形等と対応したものであるため，付与す
る際に，意味・用法等について判断する必要はない。そういう意味では，作業上の負担もそれほどかからない
と考えられる。
今後構築していくコーパスでは，UniDicをはじめとして，自然言語処理で採用している品詞情報等を参考
にして，より詳細な品詞情報を設計していく必要がある。ただ，自動形態素解析システムで採用している品詞
等の情報すべてが，国語研究に有用とは言えないであろう。その中から，国語研究にとって有用な情報を取捨
選択していくことが求められる。また，名称について，自動形態素解析システムで採用しているものには，分
かりにくいものがある。より分かりやすい名称を考えていくことも必要である。
上記以外にも，CSJの形態論情報には，見直しを要する点があろう。先にも述べたように，今後 CSJを利
用した研究を進めつつ，国語研究にとって有用な形態論情報についても検討を行い，より良い形態論情報を提
案していきたいと考えている。
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　［付録 3.1］　助詞相当句
　 　 普 通 形 　 　 連 用 形 　　 　　丁 寧 形 　 　連　体　修　飾　型
　 普 通 形 　 丁 寧 形
　でもって
　にあたって 　にあたり 　にあたりまして
　にあって 　にありまして
　に至る
　において 　におきまして 　における 　におけます
　に応じて 　に応じまして 　に応じた
　に関して 　に関し 　に関しまして 　に関する
　に比べて 　に比べ 　に比べまして
　に際して
　に従って 　に従い 　に従った
　に対して 　に対し 　に対しまして 　に対する 　に対します
　について 　につき 　につきまして
　につれて 　につれ 　につれまして
　にとって 　にとりまして
　にとっては
　に伴って 　に伴い 　に伴う
　に基づいて 　に基づき 　に基づきまして 　に基づく
　 　に基づいた
　によると 　によりますと
　によって 　により 　によりまして 　による 　によります
　によっては
　にわたって 　にわたり 　にわたりまして 　にわたる
　として 　としまして
　 　といたしまして
　を通じて 　を通じまして
　を通して
　をもって
　をもとにして 　をもとに 　をもとにしまして
　 　をもとにいたしまして
　をめぐる
　 　という
　という 　ていう
　 　っていう
　 　といった
　といった 　ていった
　 　っていった
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　［付録 3.2］　助動詞相当句
種　類 　 普　通　形 　　丁　寧　形
　である
　でございます
　 肯定・否定（肯定）　 　のだ 　のです
　のである
　のでございます
　でない
　ではない
肯定・否定（否定） 　ではありません
　ではございません
　のではない
　のではありません
　てもいい
許可・依頼・勧誘 　てもよろしい
　てほしい
　てはいけない
　てはいけません
　てはならない
　ないといけない
　ないといけません
　なければいけない　
　なければいけません
禁止・当然・義務 　なければならない
　なければなりません　
　なくてはいけない 　
　なくてはいけません
　なくてはならない
　ねばいけない
　ねばならない 　ねばなりません
　ざるを得ない
　ざるを得ません
　かもしれない
推　　量 　かもしれません
　かもわからない
　かもわかりません
試　　行 　てみる
　てもらう
　てもらえる
　ていただく
やりもらい 　ていただける
　てやる
　てあげる
　てくれる
　てくださる
　てある 　てございます
　ている 　ていらっしゃる
　ておる
アスペクト 　てしまう
　ておく
　ていく 　てまいる
　ていける
　てくる 　てまいる
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［付録 3.3］　付属要素（接頭的要素）
　　　語 　　　　　　　　　　　　　　　　　備　　考
　相 　※「相乗り」は除く。
　御（お） 　※次の場合は後の部分と併せて１最小単位とする。
　　おかげ　おかず　おかま　おさげ　おしゃれ　おたふく　おでき　おとぎ　おなか　おにぎり
　　おふくろ　おまえ　おまけ　おまわり（さん）　おむつ　おもらし　おやつ
　御（おん）
　各 　※１字漢語と結合したものは除く。
　今 　※１字漢語と結合したものは除く。
　御（ご） 　※次の場合は後の部分と併せて１最小単位とする。
　　御殿　御飯　御免　御覧　
　諸 　※１字漢語と結合したものは除く。
　全 　※１字漢語と結合したものは除く。
　対 　※１字漢語と結合したものは除く。
　本 　※１字漢語と結合したものは除く。
　御（み） 　※次の場合は後の部分と併せて１最小単位とする。
　　神籤　巫女　神輿　大御
［付録 3.4］　付属要素（接尾的要素）
　 　 語 　　　　　　　　　　　　　　　　　備　　考
　合う 　※「共に～する」「互いに～する」という意のもの。
　上がり
　致す
　上 (うえ)
　得 (え)る 　※「…することができる」という意のもの。
　終える
　遅れる
　終わる 　※「すっかり～する」という意のもの。
　化 　※１字漢語と結合したものは除く。
　掛かる 　※動作・作用があるものに向けられるという意のもの。
　がかる
　掛ける 　※「途中でやめる」「～し始める」という意及び動作や作用をあるものに向けるという意のもの。
　方 (かた) 　※「しかた（仕方）」は除く。
　型 (がた) 　※１字漢語及び和語の１最小単位と結合したものは除く。
　方 (がた) 　※複数を表すもの。おおよそそのぐらいであることを表すもの。
　難 (がた)い
　勝 (が)ち
　がてら
　兼ねる
　がましい
　がる 　※助動詞「たがる」は除く。
　交わす 　※「互いに～する」という意のもの。
　間 (かん) 　※　１字漢語と結合したものは除く。
　切る 　※「すっかり～し終える」という意のもの。
　臭い 　※望ましくない意を強める用法のもの。「かび臭い」「焦げ臭い」は除く。
　下さる
　君 (くん)
　気 (げ)
　系 　※１字漢語と結合したものは除く。
　後 (ご) 　※１字漢語と結合したものは除く。
　ごと 　※「…も一緒に」の意。
　毎 (ごと) 　※そのもの一つ一つ，その時その時という意のもの。
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［付録 3.4］　付属要素（接尾的要素）（続き１）
　　　語 　　　　　　　　　　　　　　　　備　　考
　熟 (こな)す 　※「うまく～する」という意のもの。
　さ 　※「なさ」「よさ」は除く。ケシ型形容詞語幹に接続する「さ」は除く。
　様 (さま)
　さん
　時 (じ) 　※１字漢語と結合したものは除く。
　式 　※形式・方法などの意のもの。１字漢語と結合したものは除く。
　染 (じ)みる
　中 (じゅう) 　※１字漢語と結合したものは除く。
　上 (じょう) 　※１字漢語と結合したものは除く。
　状 　※「～の形」という意のもの。１字漢語と結合したものは除く。
　過ぎる
　尽くめ
　為る 　※１字漢語と結合したものは除く。
　性 　※１字漢語と結合したものは除く。
　そう 　※一般に，様態の助動詞「そうだ」及び伝聞の助動詞「そうだ」の語幹とされるもの。
　損なう
　そびれる
　対 　※１字漢語と結合したものは除く。
　出す 　※動作を始める意のもの。
　達
　給う
　だらけ
　たらしい
　ちゃん
　中 (ちゅう) 　※１字漢語と結合したものは除く。
　尽くす 　※「十分に～する」という意のもの。
　付き
　っこ 　※「…比べ」及び「互いに…すること」という意のもの。
　っこい
　続く
　続ける
　辛 (づら)い
　的 　※１字漢語と結合したものは除く。
　出来る
　等 (とう)
　同士
　通す 　※「ずっとし続ける」という意のもの。
　所 (ところ)
　殿 (どの)
　共 (とも) 　※全部の意のもの。
　共 (ども) 　※へりくだる意味を表すものも含む。
　内 (ない) 　※１字漢語と結合したものは除く。
　乍ら
　為さる
　並 (なみ) 　※その類と同じ，あるいは同じ程度であることを表すもの。
　形 (なり) 　※そのもの相応である様の意のもの。「～するまま」「～するに従う様」という意のもの。
　慣れる
　難 (にく)い ※醜悪の意の「みにくい」は除く。
　抜く 　※「終わりまでする」という意のもの。
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［付録 3.4］　付属要素（接尾的要素）（続き２）
　　　語 　　　　　　　　　　　　　　　　備　　考
　始める 　※その動作をやり出すという意のもの。
　果たす 　※「すっかり～し終える」という意のもの。
　果てる 　※「すっかり…する」「…し終わる」「完全に…してしまう」という意のもの。
　放し
　版 　※１字漢語と結合したものは除く。
　風 (ふう) 　※様子の意のもの。１字漢語と結合したものは除く。
　振 (ぶ)り 　※時日の過ぎ去った程度の意のもの。形・姿・様子の意のもの。
　分 (ぶん)
　ぽい 　※形容詞に接続するものは除く。
　ぽっち
　前 (まえ)
　捲る
　間違う
　間違える
　周り
　みたい
　向き
　向け
　目 　※順序を示すもの。中心となる点や場所の意及び物の程度の意のもの。
　めく 　※擬態語的なものは「めく」を切り出さない。
　易い
　良い
　様 (よう) 　※一般に助動詞「ようだ」の語幹とされるもの。方法の意。
　用 　 ※１字漢語と結合したものは除く。
　等（ら） 　※複数を表す。事物をおおよそに指す。
　らしい 　※助動詞「らしい」は除く。
　流 　※１字漢語と結合したものは除く。
　類 　※１字漢語と結合したものは除く。
　忘れる 　
　渡る 　 ※「辺り一面～にする」という意のもの。
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［付録 3.5］　品詞情報一覧
品　詞 　　活用の種類 　　　　 活　　用　　形 　　　　　その他の情報
　 1 　 2 　 3
名　詞 固有名詞 融合 メタ
数詞
代名詞 融合 メタ
形状詞 融合 メタ
連体詞 融合 メタ
副　詞 融合 メタ
接続詞 融合 メタ
感動詞 メタ
○行五段
○行上一段
○行下一段 未然形・連用形・終止形・連体形・
カ行変格 仮定形・命令形・語幹
サ行変格 ○音便
ザ行変格 ○音便Ａ
動　詞 文語○行四段 融合 メタ
文語○行上二段 省略
文語○行下二段 未然形・連用形・終止形・連体形・
文語カ行変格 已然形・命令形・語幹
文語サ行変格
文語ナ行変格
文語ラ行変格
未然形・連用形・終止形・連体形・ ○音便
形容詞型 仮定形・命令形・語幹 ○音便Ａ メタ
形容詞 融合
文語形容詞型 1 未然形・連用形・終止形・連体形・
文語形容詞型 2 已然形・命令形・語幹 ○音便 メタ
文語形容詞型 3
○音便 言いよどみ
未然形・連用形・終止形・連体形・ ○音便Ａ メタ
仮定形・命令形・語幹 融合 連語
助動詞 省略
未然形・連用形・終止形・連体形・ ○音便 言いよどみ
文語 已然形・命令形・語幹 融合 メタ
省略
格助詞
準体助詞 言いよどみ
助　詞 接続助詞 融合 メタ
係助詞 連語
副助詞
終助詞
接頭辞
〔無活用の接尾辞〕
言いよどみ
メタ
〔動詞性接尾辞〕
○行五段 ○音便
○行上一段 未然形・連用形・終止形・連体形・ ○音便Ａ 言いよどみ
○行下一段 仮定形・命令形・語幹 融合 メタ
接尾辞 省略
〔形容詞性接尾辞〕
未然形・連用形・終止形・連体形・ ○音便 言いよどみ
形容詞型 仮定形・命令形・語幹 ○音便Ａ メタ
融合
文語形容詞型 1 未然形・連用形・終止形・連体形・ ○音便 言いよどみ
文語形容詞型 2 已然形・命令形・語幹 融合 メタ
省略
記　号 メタ
言いよどみ
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第 4章
短単位・長単位データベース
山口昌也
本章では，「短単位・長単位データベース」について解説する (以後，特に断りがなければ，「単位データベー
ス」と略記する)。
単位データベースは，転記テキストの基本形に対する短単位・長単位解析結果を格納するためのデータベー
スである。単位データの構築にあたっては，単位データを管理するという基本的な機能とともに，単位データ
の人手修正を支援するための基盤として機能してきた。そこで，本章では，人手を加えて，単位データを構築
するという側面から，次の構成で単位データベースについて解説を行うことにする。
まず，4.1節において，単位データベース自体についての設計，および，運用方法について解説する。4.2節
では，転記テキストから単位データベースを構築する手順について説明する。4.3節では，単位データの人手
修正を行うためのツールとその運用方法について述べる。このツールは，単位データベースのクライアントと
して機能し，多数の作業者が同時に修正作業を行うことができる。最後に，4.4節では，単位データの整合性
を維持するための単位辞書，および，活用表について，作成方法も含めて説明する。これらは，情報通信研究
機構が担当した自動短単位解析システムの辞書データとしても利用される。
なお，本章で示す単位データは，CSJとして公開されている「短単位・長単位データベース」に含まれる単
位データとは，一部形式が異なる。これは，本章で示す形式には，管理用のデータなどが含まれているためで
ある。公開版の単位データについては，CSJ付属の「短単位・長単位データマニュアル」を参照されたい。
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4.1 短単位・長単位データベースの設計と運用
4.1.1 概要
本節では，単位データベースの設計と運用について述べる。
すでに述べたように，単位データベースは，転記テキストの基本形に対する短単位・長単位解析結果を格納
するためのデータベースである。転記テキストに付与されている情報のうち，コメントを除くすべての情報を
保持している。したがって，単位データベースには，短単位・長単位という形態論情報の他に，転記基本単位
や文節などの転記テキストに関する情報も格納することになる。
単位データベースには，解析手法，単位認定手法の点から，次の 4種類の異なる単位データが格納される。
² 人手解析単位データ（短単位）
² 人手解析単位データ（長単位）
² 自動解析単位データ（短単位）
² 自動解析単位データ（長単位）
まず，形態論情報の解析手法の面から見ると，人手単位解析と自動単位解析に分けられる。人手単位解析
では，基本的にすべての単位データに対して，人手でチェック・修正を行う。この単位データは，精密なアノ
テーションを必要とする言語研究や，自然言語処理システムにおける学習用データとしての利用を想定する。
一方，後者は，基本的に自動的に単位解析を行い，解析結果に対する人手によるチェック・修正は部分的にし
か行わない。自動単位解析では，人手単位解析によって得られた単位データから言語モデルを学習し，その言
語モデルに基づいて解析する。なお，人手解析と自動解析単位データとでは，品詞情報に一部差異がある。詳
細は，4.4.4節を参照のこと。
次に，単位認定手法の面から見ると，短単位と長単位の 2種類がある。ただし，2種類の単位は同一の転記
テキストに対して，並行して付与されるので，短単位，長単位ごとに個別の転記テキストがあるわけではない
ことに注意されたい。
これら 4 種類の単位データのうち，形態論情報付与に関して，国語研究所が担当したのが，人手解析単位
データの短単位・長単位である。一方，自動解析単位データに関しては，情報通信研究機構が実現した自動短
単位・長単位解析システムにより構築した（構築方法については，（内元 2000，2003）を参照していただきた
い）。ただし，自動単位解析システム用の単位辞書の構築と解析精度向上のための人手修正については国語研
究所が一部担当した。したがって，プロジェクトの中盤から後半にかけては，４種類すべての単位データが単
位データベースに格納，および，運用されていた。
次に単位データの形式だが，上記の 4種類の単位データは，データベース形式上，同一の形式を持ち，すべ
て一つのテーブル（table）にまとめて格納・管理される。上記データの区別は，レコード中のデータベース管
理用のフィールドで行う（詳細は，4.1.3.6節を参照のこと）。
このテーブルの 1レコードは，1短単位に相当する。長単位は，構成要素の短単位の並びで表現する。した
がって，単位データベース上で，長単位は一つ以上のレコードの並びで表現される。このように，単位データ
ベースの構造は非常にシンプルである。単位データベースのレコード形式については，4.1.2節で設計を行っ
た上で，4.1.3節で詳しく解説を行う。
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次に，単位データの構築にあたって，単位データベースがどのような位置付けにあるかを概説しておく。単
位データの構築環境の全体図を図 4.1に示す。¶ ³
µ ´
図 4.1 単位データの構築環境
国語研究所では単位データの人手解析を主として担当している事から，この単位データ構築環境は，人手単
位解析の精度，効率，整合性を考慮して設計した。具体的に焦点を当てているのは，次の二つの事柄である。
² 単位データの人手解析・修正の支援による精度，効率の向上
² 単位データの言語学的・データ形式上の整合性の維持
単位データベースは，図 4.1のとおり，「関係データベース管理システム」(Relational Database Management
System)*1によって管理される。
単位データベースに対する各種の操作は，データベース管理システムから SQLを用いて行われるが，単位
データの一括登録などの管理目的以外では，通常「単位データベース修正ツール」（以後，特に断りがない限
り，「修正ツール」と略記）を用いる。修正ツールを用いれば，修正者が SQLを覚える必要はなく，容易に人
手解析・修正ができるだけなく，単位データベースと転記テキストとの間の不整合を防ぐなど，単位データの
整合性を維持するのに役立つ。修正ツールは，単位データ修正者の使用する PCから，関係データベース管理
システムのクライアントとしてアクセスする。また，図 4.1のとおり，複数の修正者が同時に人手単位解析を
行うことができる。
次に，図中の「単位辞書」，「活用表」は，修正ツールによる修正内容の整合性（例：動詞「食べる」の未然形
が「食べ」になっているかどうか）をチェックするために用いる。これらも，単位データベースと同様に，関
係データベース管理システムによって管理されるデータベースである。詳しくは，4.4 節で説明する。
以上のように，単位データベースは，修正ツール，単位辞書，活用表など単位データを構築する環境の中で
中核をなし，その構造は修正ツールで実現される機能や，単位辞書・活用表の構造に大きな影響を与える。こ
の後の節では，まず，4.1.2節で単位データベースの構築の背景についてふれた後，4.1.3節で構築の背景に基
づいて単位データベースの設計を行い，4.1.4節で実際の運用方法について説明する。なお，修正ツールを使っ
*1 本プロジェクトでは，オープンソースの関係データベース管理システム PostgreSQLを用いた。使用バージョンは開発時期により
異なるが，ver.6.5，ver.7.2を順次利用した。PostgreSQLに関する詳細な情報は，http://www.postgresql.orgを参照のこと。
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た修正作業の詳細については，別途修正ツールの設計，実現方法とあわせて 4.3節で述べる。また，この後述
べるように，転記テキストから単位データへの変換については，作業効率を上げるために，計算機による単位
解析をはじめとした自動化を行っている。これらの処理については，4.2節で詳説する。
4.1.2 単位データベースの設計
4.1.2.1 構築の背景
単位データベースの設計に先だって，単位データベース構築の背景を示すことにより，設計方針を明確にす
る。そこで，ここでは，「単位データベースのサイズ」，「単位データの種類」，「単位データの人手解析」，「形態
論情報の仕様」，「情報の共有」という観点から，いかなる単位データベースが必要となるのかを考察すること
にする。
■単位データベースのサイズ CSJの計画段階では，構築する単位データの量は，約 700万語（短単位）であ
ると見積もられていた（前川他 2000）。このうち，約 50万語が人手解析による単位データ（「コア」と呼ばれ
る）であり，国語研究所が主体となって構築を担当する部分である。1章で述べられているように，「コア」は，
言語研究としての利用や，自動単位解析システムの学習用データとしての利用を考慮して，99.9%程度の高精
度を目指す。したがって，少なくとも 50万語程度の単位データに対する人手解析を行うために，単位データ
の検索，更新，追加，削除などを高速に実行できるデータベースを用意する必要がある。
さらに，コア以外の残りの 650万語については，情報通信研究機構の自動単位解析システムにより構築され
ることが計画されていたが，これらのデータを参照しつつ，コアを人手解析することも考えられる。そこで，
700万語程度の単位データを扱えるようなデータベースを設計する。
■単位データの種類 すでに述べたように，単位データベースには，4種類の異なる単位データが登録される
ことになる。このような複数の種類の単位データを含んだデータベースを構築するために必要な事柄を次に
示す。
² 使用目的により，単位データを適宜使い分けできるようにすること。例えば，人手解析単位データの人
手修正作業では，人手解析単位データだけを抽出して，分析したり，人手修正することが考えられるだ
ろう。その一方で，特定の語の分析を行う場合には，より多くの用例を利用できたほうが好ましく，人
手解析単位データだけでなく自動解析単位データを参照する必要性も生じる。
² 短単位と長単位間の整合性を維持すること。例えば，同一の長単位は，構成要素の短単位が常に一定で
なければならない。また，長単位の活用形は，構成要素の末尾の短単位の活用形と同期している必要が
ある。
■単位データの人手解析 人手解析に対する必要事項を次に挙げる。
² 複数の修正者が同時に人手解析できるような単位データベース。すでに述べたように，構築する単位
データベースのサイズは，少なくとも 50万語以上であり，複数の修正者による人手解析が必須である。
したがって，高速な検索・更新処理を実現することや，複数の修正者が同時にデータベースに対して修
正作業を行っても，データ形式上，矛盾が起きないようにすることが重要である。
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² 効率的で，高精度な形態論情報付与を可能にするインターフェイス。単位分割位置の誤りや，品詞・活
用の種類などの付与情報を，正確，かつ，容易に修正できるようにする。
² 修正者ごとの付与情報のゆれや修正者個人に起因する系統的な修正誤りの問題を解消する仕組み。この
問題の解消には，誰がいつ，どの単位データを修正したか，ということを記録することが必要になるだ
ろう。
² 人手単位解析時のリファレンスとしての短単位・長単位の辞書。複数の修正者が統一的な単位データを
付与するには，辞書の構築は必要不可欠である。
■形態論情報の仕様 プロジェクト開始の段階で，形態論情報の仕様を完全に確定することは難しい。また，
短単位・長単位の辞書も整備されていなかった。したがって，単位データの構築をしながら，形態論情報の仕
様と短単位・長単位の辞書を整備していくことになる。このことは，単位データの構築の段階で，頻繁に辞書
に変更が加わること，また，付与情報に揺れが生じる可能性があることを意味する。そのため，単位データ
ベースには，次のことが求められると考えられる。
² 単位の仕様変更に伴う単位データベースの変更・拡張に柔軟に対応できること
² 単位の仕様変更時に付与情報の揺れを統一していく仕組み
² 段階的な単位辞書の整備
■情報の共有 すでに述べたように，単位データベースの作成には，複数の修正者が関わることが必要不可欠
である。したがって，形態論情報の仕様をはじめとする各種の情報を修正者間で共有することが精度の高い
データを作成するために必要である。
さらに，CSJコーパスの作成には，複数の異なるグループが関わっている。国語研究所の内部に限っても，
転記テキスト，形態論情報，韻律・分節音の三つのグループが存在し，それぞれが担当するデータを個別に作
成していく。したがって，形態論情報の修正者間における情報の共有のみならず，各グループ間のやりとりを
緊密に行う必要がある。例えば，転記テキストが変更されれば，単位データベースに記述されている形態論情
報も修正しなければならない。また，その逆もありえる。
4.1.2.2 単位データベースの特徴
以上の背景に基づき，単位データベースを設計した。本単位データベースの特徴は，次のとおりである。
■関係データベースによる管理 単位データベース，単位辞書，および，活用表（図 4.1参照）は，関係デー
タベースで管理する。関係データベースを用いる理由は，次の五つである。
² 短単位・長単位データの並びは表形式で表現できるので，関係データベースとの親和性が高い。また，
単位辞書・活用表も同様に表形式で管理することが可能である。
² 関係データベースは 1970年代から存在する技術であり，700万語程度のデータに対して検索，更新，追
加，削除などの処理を高速に，かつ，安定して実行できることが実証されている。
² SQLを用いて，多様な検索を行うことができる。
² サーバ・クライアント形式でのデータ処理の仕組みやデータ処理における排他処理機能が備えられてい
るため，複数の修正者を想定したシステムを容易に構築することができる。
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² また，オープンソフトウェアのデータベースソフトウェアが存在するので，システムを実際に稼働させ
る前に，人手単位解析処理にとって実用的な速度で動作するかなどのテストを，コストをかけることな
く実施できる。
■シンプルな構造 単位データベースには，4種類の異なる単位データが格納される。これらの形式は，すべ
て同一とし，単一の table中に格納する。単位データの使い分けは単位データベースの tableの設計（4.1.3参
照）によって解決する。このようなシンプルな構造を持った単位データベースには，次の利点がある。
² 単位データベースの構造の拡張や変更が容易である。実際，単位データベースは，プロジェクトの初期
段階では，人手解析単位データを格納するだけの構造しか持っていなかった。後述する単位データベー
ス（表 4.1参照）における長単位データや予備的な情報に関連する構造は，プロジェクトの進行にした
がって，拡張していったものである。
² 単位データベースにアクセスするクライアント（例：修正ツール）の設計がシンプルになり，開発期間
を短縮できる*2。
その一方で，単位データの整合性を確保するという観点から見ると，シンプルさは欠点にもなるが，修正
ツールや単位データベースの運用方法を工夫することにより，その欠点を補う，という方針を取る。
例えば，本来，単位データベースと短単位・長単位の辞書は別の tableとし，単位データベースには，短単
位・長単位の辞書への参照のみを記述すべきである。なぜならば，同一の単位の付与情報を一括して変更でき
るなど，単位データを統一的に管理できるからである。しかし，単位辞書が未整備であり，人手解析中に単位
辞書を保守する必要があるなど，修正者の手間が大きいと判断し，単位データベースから単位辞書への参照は
行わなかった。そのかわり，修正ツールと単位データベース運用過程に単位データの整合性をチェックするた
めの手段を用意した（4.1.4.1，4.3.7節を参照）。
■言語分析用の情報の保持 人手単位解析では，情報付与のために，解析中の単位データに対して，簡単な分
析ができる必要がある。例えば，活用形を付与するには，後文脈の情報が必須である。そこで，本単位データ
ベースは，個々の単位データに対して，次の二つの情報を付与した。
² KWIC (Key Word In Context)
² 前後単位へのリンク
KWICは，従来から言語分析用に用いられてきた手法であり，その有効性は実証されている。本データベー
スでは，KWICの前後文脈を静的に付与しておくことにより，大量の単位データを高速に検索できるようにし
た。また，前後単位へのリンク情報を持つことにより，関係データベース管理システムの機能を用いて，前後
単位に対する付与情報の参照や修正を高速に行うことができる。
■複数修正者の想定と単位ごとの変更管理 複数の修正者が人手解析を行うこと，また，高精度の単位データ
を構築することを考慮し，個々の単位データに管理用の情報を付与した。具体的には，各単位データごとに最
終更新時間・更新者を保持している。これにより，以下の事柄を実現している。
*2 単位データベース，および，修正ツールの設計・開発期間は，2ヵ月程度しかなかった。
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² 複数の修正者による人手解析を実現するために必要な，単位データ更新時の排他処理（4.3.7節を参照）
² 最終更新者による修正者ごとの系統的な誤り分析や，最終更新時間を利用して一定期間中に修正された
データをチェックするなど，解析精度を向上させるための仕組み
■修正ツール，単位辞書，ニュースシステムとの連係 4.1.2.1節において必要性を考察し，単位データベース
自体に備わっていない機能は，修正ツール，単位辞書，ニュースシステムとの連係を図ることにより実現して
いる（4.3節参照）。
² 修正ツールの GUIにより，SQLの知識がなくても単位データベースに対する修正ができるようにした。
² 修正ツールに単位データの誤修正を防止する機能や，効率的に付与情報を入力する機能を付加した。ま
た，修正ツールで修正する際に，修正結果の整合性を単位辞書によりチェックするようにした。
² ニュースシステムを導入することにより，修正者間，グループ間（転記テキストグループと形態論情報
グループ）で情報の共有が図れるようにした。
4.1.3 単位データベースの構造
4.1.3.1 単位データベースのレコード形式
単位データベースのレコード形式は，表 4.1のとおりである。なお，表中，[長]とあるのは，長単位に関連
するデータであることを示す。単位データベースの 1レコードは 1短単位に相当し，31フィールドからなる。
フィールドの内容は，レコード ID，転記テキストの情報，短単位の情報，長単位の情報，管理情報の五つ大き
く分けられる。詳細については，この後の節で順に述べることにする。
4.1.3.2 レコード ID関連
各レコードの第 1，2フィールドがそれぞれ「ID」と「後続 ID」である。「ID」は，8桁の通し番号（1以上
の値を取る）で，単位データベース中で一意に定まる値である。単位データベースの 1レコードは 1短単位に
相当するので，短単位の IDでもある。
「後続 ID」は，転記テキストにおける出現順で，当該短単位（レコード）に後続する短単位の IDを保持す
る。なお，講演の末尾の短単位のように，後続する短単位が存在しない場合は，「後続 ID」を `00000000'と
する。「後続 ID」を使うと，後続する短単位，および，前接する短単位を高速，かつ，容易に検索することが
できる。例えば，ID `00000010'，後続 ID `00000011'の短単位に後続，前接する短単位を SQLで検索する
と次のようになる。なお，SQL中の unitとは，単位データベースを表す table名である。また，「ID」，「後
続 ID」などのフィールド名は，説明のための便宜的なフィールド名である。
² 後続する短単位を検索する場合¶ ³
select * from unit where ID='00000011'µ ´
² 前接する短単位を検索する場合¶ ³
select * from unit where 後続 ID='00000010'µ ´
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表 4.1 単位データベースのレコード形式
番号 フィールド名 内容
1 ID 当該短単位の通し番号（8桁）
2 後続 ID 後続する短単位の ID（後続する短単位が存在しない場合は，00000000）
3 講演 ID 当該短単位が収録されている転記テキストの講演 ID
4 転記情報 当該短単位を含む転記単位のタイムスタンプなど
5 前文脈 当該単位に先行する文脈（最長 15短単位）
6 出現形 当該短単位の転記テキスト（基本形）における出現語形
7 後文脈 当該単位に後続する文脈（最長 15短単位）
8 タグなし出現形 出現形から転記テキストのタグを取り除いたもの
9 代表形 出現形の標準的な語形（国語辞典の見出しに相当）
10 代表表記 代表形を漢字，仮名などで表記したもの
11 発音形 当該短単位の発音形（転記テキストの発音形に相当）
12 品詞 当該短単位の品詞
13 活用の種類 当該短単位の活用の種類（「カ行五段」等）
14 活用形 当該短単位の活用形（「連用形」等）
15 その他の情報１ 品詞の下位分類（「助詞」の下位分類として「格助詞」等）
16 その他の情報２ 語形の情報（「促音便」等）
17 その他の情報３ 「言いよどみ」「メタ」等の補足情報（複数情報がある場合は，全角スペース
で区切る）
18 後続 ID [長] 後続する短単位の ID（後続する短単位が存在しない場合は，00000000）
19 品詞 [長] 長単位の品詞
20 活用の種類 [長] 長単位の活用の種類
21 活用形 [長] 長単位の活用形
22 その他の情報１ [長] 長単位のその他の情報１
23 その他の情報２ [長] 長単位のその他の情報２
24 その他の情報３ [長] 長単位のその他の情報３
25 代表形 [長] 長単位の代表形
26 代表表記 [長] 長単位の代表表記
27 最終更新者 当該レコードの最終更新者
28 最終更新時間 当該レコードの最終更新時間
29 予備１ 特定の目的を定めない，予備用のフィールド
30 予備２ 特定の目的を定めない，予備用のフィールド
31 予備３ 特定の目的を定めない，予備用のフィールド
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4.1.3.3 転記テキストに関する情報
第 3，4フィールドには，それぞれ「講演 ID」「転記情報」を格納している。単位データベースでは，この二
つのフィールドの情報により，単位データが転記テキストのどの部分に対応するかを記述している。転記テキ
ストに関する事柄については，2章を参照のこと。
まず，「講演 ID」には，当該短単位が収録されている転記テキストの講演 IDが格納される。一方，「転記情
報」は，当該短単位を包含する転記基本単位に関する情報を格納しており，転記テキストにおけるタイムスタ
ンプに，短単位の位置情報を付加したものである。形式は，次のとおりである。¶ ³
発話 ID タイムスタンプ 短単位位置情報µ ´
² 発話 ID： 当該短・長単位を包含する転記基本単位の通し番号
² タイムスタンプ： その転記基本単位の開始時刻・終了時刻
² 短単位位置情報： 転記基本単位の先頭からの行数（文節数），および，各行における先頭からのバイト
数。バイト数は，出現形（転記テキストの基本形）を基準とする。文字のエンコーディングは Shift JIS
である。*3。
転記情報の例として，転記テキストとそれに対応する単位データをそれぞれ図 4.2，4.3 に示す。なお，図
4.3の単位データには，転記情報と転記テキストの基本形（出現形）だけ示してあり，他のフィールドの値は省
略している。¶ ³
0017 00051.048-00056.945 L:
日本語の & ニホンゴノ
文法は　 & ブンポーワ
0018 00057.439-00061.747 L:
従来の　 & ジューライノµ ´
図 4.2 転記情報の例（転記テキスト）¶ ³
0017 00051.048-00056.945 L:-001-001 日本
0017 00051.048-00056.945 L:-001-005 語
0017 00051.048-00056.945 L:-001-007 の
0017 00051.048-00056.945 L:-002-001 文法
0017 00051.048-00056.945 L:-002-005 は
0018 00057.439-00061.747 L:-001-001 従来
0018 00057.439-00061.747 L:-001-005 のµ ´
図 4.3 転記情報の例（単位データ）
*3 文字数でなく，バイト数を使ったのは，4.3 節で示す単位データベース修正ツールの実装に利用したMicrosoft Excel のマクロ言
語が文字列をバイト列で表現していたためである。
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これらの図に示したとおり，各短単位（レコード）には，発話 IDとタイムスタンプが付与され，コロン (:)
の後に，当該短単位の転記テキストの位置を示す数値が付与される。例えば，短単位「語」の転記情報は，¶ ³
0017 00051.048-00056.945 L:-001-005µ ´
である。これは，発話 IDが \0017"，タイムスタンプが \00051.048-00056.945 L:"である*4ことを表す。
そのあとの \-001-005"は，短単位「語」が転記基本単位の 1行目の 5バイト目から始まることを意味する。
なお，Shift JISでエンコードしているので，ASCIIコードに属する文字を除いて，1文字 2バイトになる。
以上のとおり，「講演 ID」「転記情報」フィールドは，当該の短単位の転記テキスト中の位置を表すものであ
るが，二つのフィールドを組み合わせることにより，短単位の IDとしての機能も果たす。また，この二つの
フィールドをキーとしてソートすれば，短単位を転記テキストの時系列順にソートすることも可能である。
4.1.3.4 短単位の情報
短単位の情報は，5～17フィールドに格納される。
第 6，11フィールドに転記テキストの基本形（出現形）と発音形が格納される。出現形に対しては，第 5，
6，7フィールドで KWICを構成するようになっている。また，第 8フィールドのタグなし出現形は，人手解
析時の検索の便を考えて，出現形から転記テキストのタグを取り除いたものを格納している。
KWICの前文脈（第 5フィールド）・後文脈（第 7フィールド）は，それぞれ 15短単位が静的に格納され
る。人手解析の便を図り，短単位と短単位の間は，空白で区切られている。動的に KWICを生成する手法を
用いていないので，高速に単位データを閲覧することができる。なお，短単位の区切り位置を修正した場合に
限り，修正ツールが KWICを生成しなおす処理を自動的に行っている。詳しくは，4.3.6.1節を参照のこと。
第 9～17フィールドには，当該短単位に付与される形態論情報が格納される。短単位の形態論情報について
は，3章を参照のこと。ただし，活用の種類，活用形については，人手解析単位データと自動解析単位データ
に違いがあり，自動解析単位データのほうが詳細な情報が付与されている。自動解析単位データに付与されて
いる活用の種類，活用形については，4.4節を参照していただきたい。
なお，転記テキスト中には，<雑音>，<ベル> などの非言語音タグが一つの転記単位全体に対して付与され
ている場合がある。この場合，非言語音タグを便宜上，一つの短単位として扱う。ただし，「出現形」，「発音
形」フィールドに当該タグが入るだけで，「代表形」，「代表表記」，「品詞」など，短単位，長単位に関する情報
は，付与しない。
非言語音タグの例として，転記テキストと単位データを対応づけて，図 4.4，4.5に示す。図 4.4の発話 ID
0203の非言語音タグ <雑音> は，図 4.5で，便宜上，1短単位となっているのがわかる。その際，出現形と発
音形のフィールドに <雑音> が格納され，それ以外の形態論情報に関するフィールドは空欄となる。
4.1.3.5 長単位の情報
18～26フィールドに長単位の形態論情報が格納される。付与される形態論情報の仕様は，短単位と同一であ
る（したがって，人手解析単位データと自動解析単位データの活用形，および，活用の種類には短単位と同様
の差異がある）。
長単位の形態論情報は，長単位を構成する先頭の短単位に相当するレコードのみに記載される。長単位を構
*4 `L'は，音声を録音する際のチャンネル（Left）を表す。
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成する先頭以外の短単位のレコードは，長単位関連のフィールドが空欄である。図 4.6に長単位の単位データ
の例を示す。
図 4.6では，長単位「音響モデル」が複数の短単位（ID が 00000010と 00000011）から構成されている。長
単位「音響モデル」に対する形態論情報は，IDが 00000010のレコードに付与され，00000011のレコードの
長単位関連のフィールドは空欄になる。ただし，後続する長単位の IDを示す「後続 ID [長]」フィールドは，
00000010と 00000011のいずれのレコードでも同じ値 00000012が格納される。これにより，「後続 ID [長]」
の値が同じ短単位を取り出せば，一つの長単位を構成する，すべての短単位を抽出することができる。¶ ³
0202 00498.324-00501.003 L:
コーパスの & コーパスノ
0203 00501.163-00502.587 L:<雑音>
0204 00503.031-00503.812 L:
内容は & ナイヨーワµ ´
図 4.4 非言語音タグの例（転記テキスト）
¶ ³
転記情報 出現形 発音形 品詞 その他の情報１
0202 00500.324-00501.003 L:-001-001 コーパス コーパス 名詞
0202 00500.324-00501.003 L:-001-009 の ノ 助詞 格助詞
0203 00501.163-00502.587 L:-001-001 <雑音> <雑音>
0204 00503.031-00503.812 L:-001-001 内容 ナイヨー 名詞
0204 00503.031-00503.812 L:-001-005 は ワ 助詞 係助詞µ ´
図 4.5 非言語音タグの例（単位データ）
¶ ³
ID 後続 ID 出現形 品詞 代表表記 [長] 品詞 [長] 後続 ID [長]
00000010 00000011 音響 名詞 音響モデル 名詞 00000012
00000011 00000012 モデル 名詞 00000012
00000012 00000013 の 助詞 の 助詞 00000013
00000013 00000014 研究 名詞 研究 名詞 00000014
00000014 00000015 が 助詞 が 助詞 00000015µ ´
図 4.6 長単位データの例
4.1.3.6 管理情報
単位データベースの 27～31フィールドは，単位データの管理情報を格納する。このうち，27，28フィール
ドは修正者管理用のフィールドである。残りの 29～31 フィールドは，特定の目的を定めない，予備用のフィー
ルドだが，人手単位解析時に利用することを想定して設けた。
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まず，修正者管理用の 2フィールドは，通常，4.3節で述べる単位データベース修正ツールが自動的に記入
する。このツールで，レコードの情報を変更すると，自動的に当該レコードの修正者名と更新時刻が記入され
るようになっている。この二つのフィールドを使うことにより，修正者を管理し，人手単位解析の効率や精度
を向上させることができる。例を次に示す。
² 特定の修正者の作業量を計測することができる。
² 修正者ごとの人手単位解析の精度や誤りの傾向をつかむことができる。
² 特定の日に人手単位解析されたレコードをチェックできる。
次に，29～31フィールドの予備用のフィールドだが，プロジェクト期間中は，次のように利用していた。
修正者のコメント： 特に，プロジェクト後半では精度を下げないために，付与情報のチェックを一般の修正
者が行い，誤りを発見した場合は，コメントだけを残し，実際の修正は，修正管理者（4.3.3節を参照）
が単位データを確認してから行っていた。修正管理者は，前出の修正者管理用フィールドと併せて検索
することにより，特定期間内にコメントが付け加えられた単位データだけをチェック・修正できる。
人手解析単位データと自動解析単位データの別： すでに述べたように，単位データベースには，人手解析単
位データと自動解析単位データが混在している。そのため，予備用フィールドのフィールドを使って，
両者を区別していた。
自動解析単位データの「確信度」： 自動解析単位データには，正しさの程度を示す「確信度」が付与されてい
る。4.4.5.2 節で述べるように，確信度の大きさを目安にして，単位データを人手でチェックした。その
際，自動解析結果の確信度を予備用のフィールドに格納し，確信度が低い単位データを優先してチェッ
クした。SQL を用いれば，指定した範囲の確信度を持つレコードを検索したり，確信度をキーとして
ソートすることは容易である。
4.1.4 単位データベースの運用
この節では，単位データベースを運用していく際に，定常的に行っていた事柄について述べることにする。
なお，人手単位解析作業自体については，4.3節で詳しく述べることにする。
4.1.4.1 単位データの整合性チェック
4.1.2.2節で述べたように，人手単位解析時に付与される形態論情報に対しては，単位データベース側では制
約を設けない。そのかわり，修正ツールによる整合性チェックと，スクリプトによる単位データ全体に対する
整合性チェックを行う。
■修正ツールによる整合性チェック 整合性のチェックは，単位データベースに対する変更が行われる際に，
次の項目に対して実施される（ただし，短単位のみ）。
² 品詞，活用の種類，活用形（3章で規定されている値かどうか）
² 代表形，代表表記（単位辞書に登録されている値かどうか）
² 出現形，発音形（基本的に変更不可）
² 講演 ID，タイムスタンプ（変更不可）
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上記の制約に違反があった場合は，単位データベースに変更が反映される直前に，警告だけを発し，変更自
体は許可した（講演 ID，タイムスタンプは変更不可）。例えば，未出の単位を人手解析する場合，代表形や代
表表記などの付与情報が「単位辞書に未登録である」という警告のみ行い，変更自体は許可される。
■スクリプトによるチェック 単位データベース全体に対して，Perlスクリプトを用いて，整合性のチェック
を行う。チェックの実施時期は，1ヵ月に一回程度であるが，単位データベースを他の作業グループ（転記テ
キストグループや情報通信研究機構）へ送付する際には必ず実施する。チェックの種類は，大きく分けて，次
の 3種類がある。
² 単位データ形式上の整合性
² 単位辞書との整合性
² 転記テキストとの差分
このうち，転記テキストとの整合性については，次節（4.1.4.2節）で詳しく述べることとし，単位データ形
式上の整合性，単位辞書との整合性について説明する。
まず，単位データ形式上の整合性のチェックとは，単位データの物理的仕様，形態論情報の仕様に関する
チェックである。具体的には，次の 3項目がある。
² 単位データに使用されている文字集合。規定された文字集合に含まれない文字がないかチェックする
（例：機種依存文字や，転記テキストのタグ以外で出現する ASCII文字）。
² 出現形フィールドの文字数と転記情報中の短単位位置情報。例えば，転記情報フィールドの値が，¶ ³
0202 00500.324-00501.003 L:-001-001µ ´
で，出現形の長さが 2文字（4バイト）の場合，同一転記文節内で後続する短単位の転記情報フィール
ドは，次のようにならなければならない。¶ ³
0202 00500.324-00501.003 L:-001-005µ ´
² 形態論情報の形式： 3章の付録 3.5の「品詞情報一覧」の形式に一致しているかをチェックする。この
際，品詞と「活用の種類」フィールドなど複数のフィールドを組合せも考慮する。例えば，形容詞のう
ち，活用の種類が文語形容詞型の場合は，活用形として「仮定形」が付与されていた場合は，誤りであ
ると判定される。
もう一つは，単位辞書との整合性である。まず，短単位だが，4.4 節で示すように，短単位辞書は次の情報
を保持している。これらの情報と単位データベース中の単位データとの整合性をチェックする。
² 代表形，代表表記
² 品詞，活用の種類
² 出現形（活用語の場合は，終止形）
単位データの出現形については，活用の種類と活用形の情報から，出現形を実際に活用させた上で，マッチ
ングをとる。例えば，単位データの出現形が「食べ」で，活用の種類が「下一段活用」の場合は，単位辞書の
出現形を下一段活用させてマッチングを試みる。
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長単位の場合は，上記の情報のマッチングに加えて，構成要素の短単位のチェックを行う。長単位辞書には，
長単位の構成要素となる短単位が活用形を含めて記述されている。例えば，長単位「に関して」は，短単位列
「に/関し/て」から構成されることが記述される。この際，「関し」は「関する」の連用形であることもあわせ
て記述されている。ただし，長単位辞書は短単位辞書が完成したのちに作成されることから，実際に適用され
たのは，プロジェクト後期になってからであり，一般公開もされなかった。したがって，本報告書でも簡単に
ふれるにとどめる。
以上のように人手単位解析時には緩い制約を用い，別途，スクリプトにより単位データ全体をチェックする
方法を用いたのは，単位の仕様や単位辞書が単位データベースの構築とともに確定していったことによる。特
に，単位辞書に関しては，プロジェクト初期には十分な量が存在せず，人手単位解析時に機械的なチェックを
行うのが困難だった。そこで，形態論情報の仕様や単位辞書の整備がある程度確定した段階で，スクリプトに
より一括して単位データ全体をチェックした。さらに，整合性の取れていない単位データを抽出し，人手修正
した。この方法の利点は，次の 2点である。
² 単位データの人手解析時に，単位辞書の管理者と修正者とのやり取りを軽減できる。例えば，人手単位
解析時に付与情報に対する厳密なチェックを行うとすると，単位辞書に未登録の単位が出現した場合，
単位辞書への登録をそとつど行わなければならない。しかし，上述の「修正ツールによる整合性チェッ
ク」のところで述べたように，修正時には警告を表示するのみにとどめることにより，単位辞書の管理
者に問い合わせすることなしに人手単位解析を継続できる。
² 仕様上不整合な状態の単位データを一括してチェックすることになるので，単位の仕様に関して，全体
的な整合性を取りつつ，単位データベースを修正したり，単位辞書を更新していくことが可能になる。
人手単位解析時にそのつど形態論情報の仕様や単位辞書を修正すると，場あたり的な対処になり，全体
的な整合性を取るのが難しくなる恐れがある。
4.1.4.2 転記テキストの修正と同期
すでに述べたように，単位データベースには転記テキストに含まれる情報をすべて含んでいる（ただし，コ
メントは除く）が，単位データベースと転記テキストの構築は，並行して行われていたので，両者の同期を取
る必要があった。同期を取る必要があるのは，次の場合である。
² 転記テキストの確定版がリリースされた場合。単位データベースには，転記テキストグループがリリー
スする確定版の転記テキストを利用し，新しい確定版がリリースされた時に，それに同期する。より具
体的に言えば，単位データベースの講演 ID，転記情報，出現形，発音形フィールドの値が同期対象とな
る。さらに，出現形，発音形が変更されることにより，前文脈・後文脈フィールドに変更が加わる。ま
た，場合によっては，代表表記や品詞などの形態論情報の変更が必要になる場合もある。実際の変更は，
次のように行われる。
{ 同期に際しては，形態論情報に影響を与えないものに関しては，機械的に単位データベースに変更
を適用する。例えば，前文脈，後文脈フィールド，タグなし出現形フィールド，転記情報フィール
ドの文節情報などがこれに相当する。
{ 上記以外の変更については，形態論情報に変更がないか人手でチェックしつつ，単位データベース
に変更を加える。
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² 単位データベース構築の過程で転記テキストに誤りが発見された場合。例えば，誤字，脱字，表記の不
統一などは，転記テキスト作成グループに報告され，修正の可否については，転記テキスト作成グルー
プが判断し，その場では修正しない。修正が受理されれば，次回にリリースされる確定版との同期にお
いて，単位データベースに修正が加わる。報告の仕組みの詳細については，4.3.8節で述べる。
なお，単位データの整合性チェックのため，定期的に単位データベースと確定版の転記テキストとの差分を
とる*5。具体的には，単位データベースの講演 ID，転記情報，出現形，発音形から転記テキストを再生成し，
両者の差がないかチェックする。
4.1.4.3 索引
単位データの参照を高速化するために，関係データベース管理システムの「索引」機能を用いる。索引づけ
は通常，フィールドごとに行われるが，過度な索引づけは，更新速度の低下*6と索引ファイルの増大につなが
る。そこで，検索キーとしての使用頻度が高い，次のフィールドに索引づけを行った。
² ID，後続 ID
² 講演 ID
² 出現形，代表形，代表表記，タグ無し出現形
² 発音形
² 品詞，
² 代表形 [長]，代表表記 [長]
² 予備１～３
² 最終更新時間
*5 通常，人手解析によって転記テキストと単位データベースの差分が発生する事はないが，修正ツールや保守用のスクリプトのバグ
などにより差分が発生する可能性があるため，単位データベースと転記テキストとの差分のチェックを行う。
*6 更新する際に，索引づけを再度行うため，更新速度が低下する。
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4.2 人手解析による短単位・長単位データの構築
本節では，人手解析により，短単位・長単位データを構築する方法について説明する。
4.2.1 構築する単位データの全体像
4.1.1節で示した 4種類の単位データのうち，本節で扱うのは，次の二つの人手解析単位データである。
² 人手解析単位データ（短単位）
² 人手解析単位データ（長単位）
人手解析単位データの構築に際して，焦点を当てるのは，構築の効率と精度である。精度向上のために，人
手によるチェック・修正を前提にするとはいえ，すべてを人手で実施するのは，非効率である。そこで，既存
の形態素解析システムなどの計算機システムを援用しつつ，効率的，かつ，高精度に人手単位解析する方法を
考えることにする。より具体的に述べると，まず，既存の形態素解析システムで単位データの初期値を作成し，
そのデータを人手修正する方法を用いる。本節では，単位データの初期値を効率的に高精度で作成する手順を
示す。作成した単位データの人手修正については，4.1節の図 4.1に示した修正ツールを使うことになるが，こ
のシステムについては，別途 4.3節で解説することにする。
4.2.2 構築方法の概略
人手による，短単位と長単位の解析方法は，次のような流れで行う。
(1) 既存の形態素解析システムにより転記テキストを解析し，人手解析短単位データの初期値とする。
(2) 修正ツールを使用し，（1）のデータに対して，人手チェック・修正を行う。
(3) 短単位から長単位への変換規則に基づいた構文解析システムにより，（2）の短単位データ列を長単位解
析し，長単位データの初期値とする。
(4) 修正ツールを使用し，（3）のデータに対して，人手チェック・修正を行う。
このように，まず，短単位の解析を行い，その後，長単位の解析を行う。この一つの理由は，既存の形態素
解析システムが採用している「形態素」*7が短単位のほうに近く，短単位となるように人手修正したほうが，手
間を少ないからである。もう一つの理由としては，長単位は一つ以上の短単位から構成されるので，（3）のよ
うに，短単位データから長単位データをある程度自動的に構成できることが挙げられる。
全体的には，以上の流れで構築が進んでいくが，(2)で短単位データが完成するわけではなく，(3) (4)と単
位データの構築が進んだ後でも，さまざまな観点からの人手チェック・修正が継続して行われる。したがって，
短単位のデータと長単位のデータの整合性（例えば，長単位の活用語の活用形は，それを構成する末尾の短単
位の活用形と一致する必要がある）を取りつつ，人手チェック・修正を行うことになる。
*7 自然言語処理システムにおける「形態素」とは，多くの場合，解析用辞書に記述されている辞書項目のことを指す。
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4.2.3 人手短単位解析の手順
4.2.3.1 概要
本節では，人手で短単位解析を行う手順を解説する。人手短単位データの構築においては，すべての短単位
データに対して，人手でチェック・修正を行い，高精度なデータを目指す。図 4.7に解析の流れを示す（図中
の番号は処理の順番を表す）。¶ ³
µ ´
図 4.7 人手短単位解析の手順
図 4.7のとおり，まず，転記テキストの基本形と発音形を分離し，基本形に対して人手で短単位認定を行う。
そして，認定された短単位の境界を反映させつつ，形態素解析システム「茶筌」（奈良先端科学技術大学院大学
が開発）*8 により解析を行う。さらに，「茶筌」の品詞情報（品詞体系）から短単位の品詞情報への変換を行う。
次に，基本形の単位境界位置から発音形側の単位境界位置を DPマッチングにより推定し，両者を対応づけす
る。最後に，個々の短単位に KWICを付与し，単位データベースに登録する。個々の処理については，この
後の節で順次説明する。
4.2.3.2 人手短単位認定
まず，転記テキストの基本形に対して，人手で短単位の境界位置を指定する。短単位の境界位置の認定を計
算機で行わずに人手で行ったのは，既存の形態素解析システムでは，次の理由から単位認定の精度が十分でな
いことが予想されたためである。
² 今回使用した「茶筌」を含め，既存の形態素解析システムの単位の認定方法が短単位と異なること
² さらに，「茶筌」は新聞などの書き言葉を主な解析対象にしており，話し言葉特有の現象や文法に対応し
ていないこと
*8 http://chasen.naist.jp/hiki/ChaSen/
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精度が十分でない場合，短単位境界の人手修正が多発することになる。短単位境界の人手修正は，短単位の
再結合／再分割と品詞情報の再付与を行わなければならず，人手修正の手間が大きい。そこで，短単位境界は
人手であらかじめ認定しておいた上で，品詞情報を計算機で付与することにした。
図 4.8に短単位認定の例を示す。短単位の境界は，短単位の末尾で指定する。短単位境界を指定するための
記号は，`/'とした。¶ ³
0261 00671.207-00671.659 L:
(F えー)/(F い)/
0262 00672.450-00673.772 L:
ごめん/なさい/
これ/
間違い/です/
(D エルエルー)/
0263 00673.991-00676.025 L:
(A エル/エル/ワイ;ＬＬＹ)/です/ね/
上下/方向/です/
すい/ませ/ん/µ ´
図 4.8 単位境界認定の例
実際の短単位認定作業は，図 4.8のように転記テキストから基本形だけ抽出したファイルをテキストエディ
タで編集することにより実施した。プロジェクト初期に行った作業量見積りのための試算結果であるが，人手
解析速度は 1人/日当たり約 8000短単位，精度は約 99%であった。
4.2.3.3 「茶筌」による形態素解析
次に人手で短単位認定した結果に基づき，「茶筌」で解析する。ただし，転記テキストには，さまざまなタグ
が付与されているので，転記テキスト中のタグの情報を利用しつつ，「茶筌」で扱える形に整形して形態素解析
する。形態素解析は，転記テキストの文節単位で行う。
前処理，後処理を含めた形態素解析の手順は，次のとおりである。
(1) 転記テキスト中のタグの処理
ここでは，例として，次の転記テキストを形態素解析することを考える。¶ ³
(F えー)/
(A 千/二十/四;１０２４)/(D ん)/点/の/µ ´
「茶筌」では，転記テキストの中のタグ自体を通常の発話文と同様に扱ってしまうため，転記テキストから解
析対象の部分を抽出して，「茶筌」に入力する必要がある。また，言いよどみのように，文中に挿入される断片
的な要素は，発話文から取り除いたのちに解析したほうが解析精度の向上が望める場合もある。そこで，上記
の例の場合は，次のように処理することになる。
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² (F えー)からタグ (F)を除去し，「えー」を解析対象にすること
² (A 千/二十/四;１０２４)から解析対象の文字列「千二十四」を取り出すとともに，言いよどみの (D
ん)を解析対象から除外し，「千/二十/四/点/の」が解析対象になるようにする。
上記の処理を行うために，次のように，転記テキスト中のタグごとに処理方法を変えて形態素解析すること
にした。
タイプ 1 ... タグ (F)： フィーラーは，発話文中に挿入される要素であり，フィラーを取り除いてから形
態素解析を行うことが好ましい。ただし，フィラーの中にも複数の短単位からなるものが存在する。そ
こで，フィラーと残りの文字列をそれぞれ独立に形態素解析する。それぞれの形態素解析結果は，(3)
で統合される。上の例のタグ (F)の場合，(F えー)の contentsである「えー」と，(F えー)抽出後
の残りの文字列（この例の場合は，空文字列となるが）をそれぞれ独立に形態素解析する。
タイプ 2 ... タグ (A)，(D2)，(K)，(M)，(O)，(R)，(W)，(?)： これらの転記テキスト中のタグの
contents は，文の一部となる。そこで，転記テキスト中のタグの contents から形態素解析対象の
文字列を抽出*9して，タグ前後の文字列と連結させた上で形態素解析を行う。上の例の (A 千/二十/
四;１０２４) の場合，「千/二十/四」を取り出し，前後の文字列と合わせて形態素解析する。タグ (D)
の処理と合わせると，形態素解析対象の文字列は，「千/二十/四/点/の/」となる。
タイプ 3 ... タグ (D)，(?)： これらもフィラーと同様，発話文中に挿入されるタグであるが，フィラー
と異なり，contentsを形態素解析する必要がない。そこで，転記テキストのタグを抽出し，抽出後の残
りの文字列だけを形態素解析する。上の例では，(D ん)を取り除いた上で，残りの文字列を形態素解
析する。(D ん)は，「形態素」として認定するが，品詞（言いよどみ）以外の形態論情報は付与しない。
また，ここで扱うタグ (?)は，「(?)」のように，推定されている文字列が存在しないものに限り，便宜
的に何も形態論情報を持たない短単位として処理する。
以上の処理を行うと，次の (2)において，発話文を断片的に形態素解析することになるが，この後の (3)で
それらを統合する。
(2) 形態素解析の実行
4.2.3.2節の単位認定の結果にしたがうように，(1)で決定された文字列を「茶筌」で解析する。なお，解析
に利用した「茶筌」，および，ipadic*10のバージョンは，それぞれ ver.2.0，ver.2.2.9である。
「茶筌」は，解析対象の文字列中の「形態素」境界の区切り記号*11を利用しつつ解析することができるので，
この機能を使用する。ただし，(1)で指定した短単位境界以外でも分割してしまう可能性がある。この場合は，
過分割が起こらなくなるまで次解を求める。過分割が起こらない解が見つからない場合は，当該の短単位の品
詞を未知語として処理する。
「茶筌」による解析の結果は，1形態素 1行のタブ区切りテキストとなる。結果に含まれるのは，次の情報で
ある。短単位に最終的に付与される形態論情報との対応関係とともに示す。
*9 ここで扱うタグ (?)は，(? タオングー)のように，推定されている文字列が存在する場合である。(? 体積, 堆積)のように，
複数の候補が列挙されている場合は，第一候補を形態素解析する。存在しない場合は，タイプ 3のタグとして扱う。
*10 「茶筌」の解析用辞書
*11 「茶筌」の区切り記号はスペースやタブなどの空白文字なので，「茶筌」解析時には区切り記号を `/'からスペースに変換する。
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² 出現形 ... 短単位の基本形である（ただし，(1)で述べたように，タグは除去されている）。
² 品詞 ... 短単位の品詞の初期値として利用する。
² 活用型 ... 短単位の「活用の種類」の初期値として利用する。
² 活用形 ... 短単位の活用形の初期値として利用する。
² 読み ... 短単位の代表形の初期値として利用する。また，転記テキストの基本形と発音形とを
マッチングさせるための基礎情報として利用する。
² 基本形*12 ... ipadicの見出し。短単位の代表表記の初期値として利用する。
これらの情報のうち，品詞，活用型（活用の種類），活用形については，「品詞情報の変換」（4.2.3.4節参照）
で自動的に短単位の品詞情報に変換する。「茶筌」の「読み」情報は，「茶筌」の解析用辞書に基づく当該「形
態素」の読みだが，転記テキストの基本形と発音形との対応づけ処理（4.2.3.5節）のための基礎情報として保
持しておく。さらに，「茶筌」の基本形は短単位の代表表記の初期値として保持しておき，短単位の辞書が整備
されてきた段階で変換表を作成し，統一を図った*13。
(3) タグ情報の再現
(2)の形態素解析のために (1)において削除した転記テキストのタグを復元するとともに，個別に形態素解
析された，タグタイプ 1，3の形態素をもとの位置に戻す。例えば，上の例の場合，次の処理が行われる。
² 「えー」と「千二十四」から除去されたタグ (F)とタグ (A)を復元する。「千二十四」については複数の
短単位から構成されるが，先頭と末尾の短単位の基本形にタグが復元され，それぞれ「(A 千」と「四;
１０２４)」となる。
² (D ん)を「(A 千二十四;１０２４)」と「点」の間に戻す。
4.2.3.4 品詞情報の変換
次に，「茶筌」の解析結果の品詞体系（つまり，ipadicの品詞体系）から短単位の品詞情報に変換する。変換
には，品詞（71項目），活用形（26項目），活用の種類（78項目）の三つの変換表を用いた。それぞれの変換
表の一部を表 4.2，4.3，4.4に示す。品詞，活用の種類，活用形の記述は，ほとんどの場合，「茶筌」のほうが
詳細なので，一対一の対応関係を記述できる。ただし，次のように短単位の品詞情報のほうが詳細な場合は，
確実に人手チェックの対象となるようにする。
² 「茶筌」の活用型が一段動詞の場合（短単位の上一段動詞，下一段動詞のいずれかに対応する）
² 「茶筌」の活用形が基本形*14の場合（短単位の終止形，連体形のいずれかに対応する*15）
² 「茶筌」の品詞が未知語の場合
*13 「茶筌」の基本形は，活用語の場合は，終止形となるが，非活用語の基本形は，当該「形態素」の表記どおりであり，表記が異なれ
ば，別語となる。他方，短単位の場合，「おっきい」も「大きい」も代表表記は「オオキイ」となる。
*14 「茶筌」は終止形と連体形を識別せずに，「基本形」として解析する。
*15 初期値として，後節する短単位が名詞，もしくは，形状詞「よう」の場合は，連体形，それ以外は終止形とした。
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表 4.2 品詞の変換表の例
「茶筌」 短単位（品詞） 短単位（その他の情報 1）
名詞-一般 名詞
名詞-代名詞-一般 代名詞
名詞-固有名詞-一般 名詞 固有名詞
名詞-数 名詞 数詞
名詞-接尾-一般 その他 接尾辞
動詞-自立 動詞
助詞-格助詞-一般 助詞 格助詞
フィラー 感動詞
未知語 その他 未知語
表 4.3 活用形の変換表の例
「茶筌」 短単位
未然形 未然形
未然ウ接続 未然形
連用形 連用形
連用タ接続 連用形
仮定形 仮定形
基本形 終止連体形
ガル接続 語幹
命令ｅ 命令形
命令ｉ 命令形
表 4.4 活用の種類（活用型）の変換表の例
「茶筌」（品詞） 「茶筌」（活用型） 短単位（品詞） 短単位（活用の種類） その他の情報 2
動詞-自立 カ変・クル 動詞 カ行変格
動詞-自立 五段・カ行イ音便 カ行五段 イ音便
動詞-自立 四段・カ行 文語カ行四段 文語
動詞-自立 一段 一段
4.2.3.5 基本形と発音形との対応づけ
基本形と発音形との対応づけは，図 4.7 の「発音形抽出」と「発音形対応づけ」の処理に相当する。ここで
は，短単位に分割した転記テキストの基本形と，まだ分割されていない発音形とを対応づける処理を行う。対
応づけには，「茶筌」による解析結果として付与された各形態素の「読み」情報と発音形とを DP(Dynamic
Programming)マッチングすることにより行う。DPマッチングを用いることにより，発音形と読みとの間の
表記上の差異や解析誤りを考慮した上で，基本形と発音形の対応づけを行うことが可能になる。ここでは，DP
マッチングの動作を例で説明することにする。図 4.9は，短単位列「そう/いっ/た/よう/な」と発音形の文字
列「ソーイッタヨーナ」を対応づける例である。短単位の区切り位置は，前節までの処理で認識され（縦軸に
付与された矢印が区切り位置を表す），各短単位には，「茶筌」の読み情報が付与されているので，これを発音
形と DPマッチングさせる。図 4.9の横軸は発音形，縦軸は「茶筌」の読みである。それぞれの軸の個々の枠
には，読み，発音形から 1文字ずつ割り当てられる。
図 4.9中の矢印（実線）は，マッチングを表す。一つの斜めの矢印は，発音形と読みの 1文字が一致したこ
とを表す。縦方向の一つの矢印は，読みの 1文字が発音形の 0文字とマッチしたことを表す。一方，横方向の
一つの矢印は，発音形の 1文字が読みの 0文字と一致したことを意味する。
対応づけは，DPマッチングを用いて，図 4.9の原点から終点（座標は（発音形の長さ，読みの長さ））まで
の最も「短い」経路を探索することにより行う。今回は，非常に単純だが，矢印の数を経路の長さとして定義
した。図 4.9で示した矢印の経路は，すべての経路の中で最も短いものである。対応づけの位置は，次のよう
に決める。
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² 「読み」軸上の読みの分割位置（点線の矢印）から，「発音形」軸に対して並行に直線を引き，経路の矢
印（実線）と交わった点の「発音形」座標値が「発音形」の分割位置になる。
² ただし，経路の矢印と並行になって重なった状態になる場合は，並行ではない矢印と交わるところまで
分割位置を伸ばす。これは，経路を選ぶ上で，!"も "!も経路の長さが同じだからである。
したがって，読みの「ソウ」の分割位置と対応づけられるのは，発音形の「ソー」ということになる。同様
に，「イッ/タ/ヨー/ニ」と対応づけられる。このように，表記の違いを吸収した上でマッチングを行うことが
できる。¶ ³
図 4.9 DPマッチングの例 1
基本形 読み（茶筌） 発音形
そう ソウ ソー
いっ イッ イッ
た タ タ
よう ヨウ ヨー
な ナ ナ
µ ´
図 4.10の例は，解析誤りに対応している例である。この例では，「心的な」を「ココロ/テキ」と解析してし
まっているが，適切に発音形が対応づけられている。図 4.11は，転記テキストのタグの処理例である。この例
では，発音形側にタグ (W)が含まれているが，適切に対応づけがなされている。¶ ³
図 4.10 DPマッチングの例 2 図 4.11 DPマッチングの例 3µ ´
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なお，文字の対応づけには，次のように，読みと発音形の差異を吸収するためのルールと，転記テキストの
タグのマッチングに関する特別なルールを設けている。
² 転記テキストのタグと単位解析外の属性（例：(W ユ;ユウ)の「(W ユ;」と閉じ括弧）はまとめて１文
字として扱う。
² 読みが「ヲ」，発音形「オ」の場合は，一致させる
² 転記テキストのタグの開き括弧とタグ自体，タグの属性に相当する文字列については，後接する文字列
に含める。例えば，図 4.11では，タグ (W)と付随する属性である「(W ユ;」の部分は，後接する「ユ」
に含める。
² 転記タグの閉じ括弧は，前接する文字列に含める。例えば，図 4.11では，タグ (W)の閉じ括弧は，前
接する文字「ウ」に含める。
4.2.3.6 単位データベースへの登録
以上の処理によって，短単位に付加されるすべての情報が揃い，転記テキストの出現順に並んだ，1短単位
1行のタブ区切りのテキストになる。単位データベースには，次の情報を付け加えた上で登録する。
² 当該短単位の講演 ID
² 当該短単位の転記情報（発話 ID，開始・終了時間，基本単位中の行，桁情報）
² ID，および，後続 ID
² 最終更新者（初期値は admin），および，最終更新時間（初期値は，単位データベースに登録する時間）
なお，プロジェクト初期段階の小規模な調査結果であるが，単位データベースに登録される短単位データの
解析精度は，約 78%であった。調査時のサンプル数は 1995短単位である。誤りの内訳は次のとおりである。
括弧内の数値は，誤り全体に対する割合を示す。
² 終止・連体形の区別 ... 194 (44%)
² 一段動詞の活用の種類の区別 ... 49 (11%)
² 未知語 ... 43 (10%)
² 発音形の対応づけ誤り ... 41 (9%)
ただし，上記の結果は，品詞情報の変換において，必ずチェック対象となる情報（終止・連体形の区別，一
段動詞の活用の種類の区別）については，誤りと判定している。したがって，実際の解析精度はこの結果より
も高くなる。終止・連体形の区別，一段動詞の活用の種類の区別による誤りを除けば，解析精度は約 90% と
なる。
4.2.4 人手長単位解析の手順
4.2.4.1 BUPによる長単位解析
ここでは，解析済みの短単位データ列から，長単位データを生成する方法について説明する。
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長単位の生成には，BUPシステム*16 を用いる。まず，文脈自由文法を拡張*17した DCG（Di¯nte Clause
Grammer，確定節文法）で長単位の構造を解析する規則（以後，「長単位解析規則」と表記）を記述する。次
に，BUP Translatorにより，DCGを左隅構文解析を行う Prologプログラムに変換する。長単位の生成には，
変換された構文解析プログラムを BUP Starterから呼び出し，転記テキストの文節ごとに短単位データ列を
解析する。使用した Prologの処理系は，SWI-Prolog (ver.3.30)である。
次に，DCGによる長単位解析規則の記述方法を説明する。DCGは，次のように書き換え規則で記述する。
非終端記号は，引数を持つこともできる。この例では，「非終端記号 1」は，「非終端記号 2」と「非終端記号
3」... に書き換えられることを意味する。なお，右辺には，非終端記号だけでなく，終端記号も記述すること
ができる。
非終端記号 1 --> 非終端記号 2, 非終端記号 3 ...
実際に使用した DCGの一部を図 4.12に示す*18。まず，規則 1は，「名詞句」は，「接頭辞」と「名詞」に書
き換えられることを意味する。「名詞句」「接頭辞」が非終端記号に相当し，それぞれ引数を持っている。引数
は 9個あり，左から解析木，および，単位に付与される形態論情報，つまり，品詞，活用の種類，活用形，そ
の他の情報 1，2，3，代表形，代表表記である。引数中のアルファベットで始まる記号（例：B1）は変数を表
す。同一規則内では，同名の変数は，同一の値を取らなければならない。例えば，規則 1の右辺の変数 B1は，
左辺の非終端記号「名詞句」の引数 B1と同じ値を取る。変数の値は，構文解析の過程で決定（uni¯cation）さ
れていく。長単位解析結果として得られる形態論情報は，構文木の rootの非終端記号「長単位」の引数という
ことになる。
規則 6は複合辞「という」の規則である。この規則のように辞書的な規則を記述する場合は，引数の値に変
数ではなく，特定の値を指定する。規則 6の場合は，短単位「と」「言う」の品詞などを直接記述しておく。
上記の長単位解析規則を使って，「御客さんが」を解析した結果を図 4.13に示す。この例では，「御客さん」
と「が」の二つの長単位に解析される。「御客さん」の解析には，規則 1～4が適用され，「が」には規則 5が適
用される。図 4.13 の各ノードの横には，解析中に適用された規則番号を付記しておいた。
次に規則適用の過程を少し詳しく見てみる。例えば，図 4.13のノード Aでは，規則 1が適用される。規則
1 により，規則 1の左辺の品詞に関連する引数 B1，B2，B3，B4a，B4b，B4cは右辺の非終端記号「名詞句」の
引数と同一の値になる。これにより，ノード Aの非終端記号「名詞句」は，「客」の品詞に関連する情報を引き
継ぐことになる。一方，代表形と代表表記に相当する引数 A5+B5，A6+B6は，右辺の非終端記号「接頭辞」「名
詞句」の代表形，代表表記を連結した値になる。したがって，それぞれ「オ +キャク」「御 +客」となる*19。
実際に長単位解析を行う際には，長単位解析結果の曖昧性が発生する場合もある。例えば，短単位列「観光/
客」（`/'は短単位の分割位置）を上記の長単位解析規則で解析すると，「観光|客」と「観光客」（`|'は長単位
の分割位置）の 2通りの解析結果が得られる。なぜなら，規則 4により名詞句「観光」も長単位になりうるか
らである。
この問題を解決するために，ここでは，「できるだけ長い長単位となるように解析する」というヒューリス
*16 http://chasen.naist.jp/bup.html
*17 文法規則の中に補強項と呼ばれる Prologプログラムを記述することができる。
*18 説明のため，一部を簡略化している。
*19 解析結果の代表形，代表表記に対しては，後処理を行う必要がある。例えば，複合動詞の前項の動詞は，代表形，代表表記を連用形
に活用させたうえで連結する。
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¶ ³
名詞句 (名詞句 (A+B),B1,B2,B3,B4a,B4b,B4c,A5+B5,A6+B6) -->
接頭辞 (A,A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6),
名詞句 (B,B1,B2,B3,B4a,B4b,B4c,B5,B6). ..... 規則 1
名詞句 (名詞句 (A+B),A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5+B5,A6+B6) -->
名詞句 (A,A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6), ..... 規則 2
接尾辞 (B,B1,B2,B3,B4a,B4b,B4c,B5,B6).
名詞句 (名詞句 (A+B),A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5+B5,A6+B6) -->
名詞 (A,A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6), ..... 規則 3
長単位 (長単位 (A),A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6) -->
名詞句 (A,A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6). ..... 規則 4
長単位 (長単位 (A),A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6) -->
助詞 (A,A1,A2,A3,A4a,A4b,A4c,A5,A6). ..... 規則 5
助詞 (助詞 (Z0+Z1),助詞,_,_,格助詞,_,連語,トイウ,という) -->
助詞 (Z0,助詞,_,_,格助詞,_,_,ト,と),
動詞 (Z1,動詞,ワア行五段,連体形,_,_,_,イウ,言う). ..... 規則 6µ ´
図 4.12 DCGによる長単位解析規則の例
¶ ³
µ ´
図 4.13 BUPによる長単位解析例
ティクスを用いた。具体的な処理方法としては，解析対象の短単位列を末尾から徐々に短くしていき，最初に
解析に成功した長単位を解析結果とした。「御客さんが」の解析は，次の手順で行われる。
(1) 「御客さんが」を対象に長単位解析
(2) 全体としては長単位として認定できず，解析に失敗
(3) 1文字末尾の文字を削除し，「御客さん」で長単位解析
(4) 解析に成功。長単位として認定
(5) 残りの「が」を長単位解析
(6) 解析に成功。長単位として認定
なお，今回は，長単位解析結果の曖昧性を解消する手段として，上記のヒューリスティクス以外の方法を用
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いていない。そのため，長単位内部の構造に曖昧性があるが，多くの場合，長単位に付与される情報に違いが
ないことが多い。例えば，「御客さん」の場合，上記の長単位構成規則で解析を行うと，構造上，[[御 客] さ
ん]，[御 [客 さん]]の 2通りの結果が考えられるが，全体としての長単位の付与情報には差がない。
4.2.4.2 単位データベースへの登録
前節の長単位解析が済んだデータは，単位データベースに登録する。単位データベースに登録するのは，次
の情報である。なお，最終更新者と最終更新時間については，短単位の人手修正に関する情報がすでに格納さ
れているので，更新しない。
² 長単位解析結果（品詞，活用の種類，活用形，その他の情報 1～3，代表形，代表表記）
² 後続 ID [長]
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4.3 単位データベース修正ツール
4.3.1 概要
本節では，単位データベース修正ツール（以後，「修正ツール」と表記）の設計，実現された機能を示すとと
もに，修正ツールの運用方法についても述べることにする。
修正ツールは，単位データベース管理システムに対するクライアントとして動作し，単位データの検索や修
正を行うことができる。人手単位解析において，単位データベースへのアクセスは，通常，この修正ツールを
介して行われる。修正ツールの主な特徴は，次のとおりである。
複数の修正者による単位データベースの修正： 単位データベースに不整合を起こすことなく，複数の修正者
が同時に単位データを修正できる。
表計算ソフトウェアを用いた閲覧と修正： 単位データの閲覧と編集に表計算ソフトを用いることにより，修
正者が容易に操作方法を覚えることが可能である。また，表計算ソフトウェアに付随するソートや絞込
みなどの機能を活用することができる。
GUI を用いた検索： GUIを用いた検索条件入力インターフェイスを備えているため，SQLを知らない修正
者でも容易に単位データベースを検索できる。
4.3.2 設計
本修正ツールを設計するにあたって，まず，既存の類似するシステムを概観することにした。自然言語処理
の分野では，1990年代始めごろからコーパスの利用が盛んに行われはじめた。そのため，形態素解析結果を人
手修正するシステムとして，タグ付きコーパスの作成支援を行うシステムである VisualMorphs（松田 2000）
や ViJUMAN （山下 1996）などが提案されている。また，近年提案されたものとして，タグ付きコーパスを
格納・検索するツール「茶器」（松本 2004）がある*20。
しかし，構築対象のコーパスの規模が大きくなると，上記の提案システムが考慮していない，次の問題が発
生する。
(1) 大量の単位データを修正するため，複数の修正者が同時に単位データベースにアクセスすることが前提
となり，単位データベース全体の整合性を取る仕組みが必要になる。
(2) 修正者は多くの場合，言語学の素養を持っているが，必ずしもコンピュータの専門家であるとは限らな
い。したがって，SQL コマンドなど，コンピュータに関する専門的な知識を使わないで，単位データ
ベースを検索したり，単位データベースの内容を修正できなければならない。
そこで，本修正ツールでは，次の 2点に考慮して設計を行った。
(1) 単位データベースの論理的・言語情報的な整合性を維持しつつ，複数の修正者が同時に人手単位解析で
きるようにすること
(2) 誰でも容易にデータベースを検索・閲覧・修正できること
*20 設計当時は，「茶器」はまだ存在しなかった。
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まず，1点目に対しては，次の三つの仕組みを用意した。
² 関係データベース管理システムによる排他制御と，個々の単位データに付与された最終修正時刻を利用
した排他制御により，単位データベース全体の整合性を保持する。
² 多数の用例を比較できる KWIC表示機能を備えることにより，言語的な分析を効率化し，同一の単位
に異なる形態論情報が付与されるなどの不整合が起きないようにする。
² 単位辞書を利用して，付与情報の言語的な整合性チェックを行う。
² ニュースシステムを導入し，人手単位解析作業の管理者から一般の修正者への情報伝達や，解析誤りの
指摘などのやりとりを円滑に行えるようにする。ニュースシステムは修正ツール自体の機能ではない
が，高精度の単位データを構築するための補助的なシステムとして位置づける。
次に，2点目に関しては，次の機能を持たせる。
² 検索に関しては，GUI により，単位データベースへの問い合わせを実現することで，簡便性を確保す
る。なお，GUIでは実現できない複雑な問い合わせを必要とする場合や大量の検索結果を扱わなければ
ならない場合を考慮して，管理者が検索した結果を一般の修正者へ容易に配布できるようにする。
² 単位データの閲覧・修正の機能に関しては，人手修正の機能を表計算ソフトウェア上に実現する。表計
算ソフトウェアは，（計算機の専門家ではない）一般の利用者が日常的に利用しているソフトウェアで
あり，操作方法などを容易に習得することが可能である。
4.3.3 システム構成
本修正ツールを含めた人手修正環境のシステム構成を図 4.14に示す。なお，この図は，4.1.1節の図 4.1を
修正ツールの観点から詳細化したものである。¶ ³
µ ´
図 4.14 システム構成
図 4.14のとおり，修正ツールは，関係データベース管理システムに対するクライアントとして，各修正者の
PC 上で動作する。修正ツール自体は，表計算ソフトウェア Microsoft Excel のマクロとして実現している。
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なお，プロジェクト期間中，修正者は，クロック 500～700MHz程度の PCを使用して修正作業を行っていた。
OSはWindows98である。
修正者は，GUI を用いて，単位データベースから単位データを検索する。検索された単位データは，修正
ツールに読み込まれる。GUIを用いた検索の他に，スクリプトなどで単位データベースから抽出した単位デー
タを通常の Excelファイルと同様に読み込むこと（図 4.14の中央下）も可能である。
読み込まれた単位データの編集は，基本的に表計算ソフトウェア上で普通のデータを編集するのと、ほぼ同
じである。もちろん，単位データの修正を効率化したり，不注意による誤修正を防止する機能も用意している。
詳細は，この後の節で説明する。
人手解析が終了した単位データは，修正ツールを介して，単位データベースに送信・更新される。データ
ベースの更新は，修正者が明示的に行う（つまり，修正ツール上での編集結果がデータベースにすぐ反映され
るわけではない）。
修正ツールは，ODBC（Open DataBase Connectivity）を介して，関係データベース管理システムにアク
セスする。したがって，本プロジェクトでは関係データベース管理システムとして PostgreSQLを用いたが，
Windows用の ODBCドライバを持つ関係データベース管理システムであれば，修正ツールに大きな変更を加
えることなく利用できる。関係データベース管理システムには，単位データの他に，単位辞書，および，活用
表が格納され，修正した単位データの整合性チェック，および，形態論情報の入力補助のために利用される。
単位データの修正者は，全員，言語学の素養があるものとし，同時修正者数は，最大 10名程度とする。修
正者のうち，4名程度を修正管理者とする。修正管理者は，修正対象の指示や短単位・長単位の認定，および，
単位辞書への登録など，コーパス全体の整合性を維持する役割を果たす。
図 4.14右のニュースシステム（INN ver.2*21）は，4.1.2節で述べたように，複数の修正者が存在すること
を考慮して，修正上の問題とその解決方法の共有を図るために用意した。具体的な利用方法としては，修正管
理者から一般の修正者への連絡・指示が挙げられる。また，一般の修正者からの質問，単位データに対する誤
りの指摘，それに対する修正管理者からの回答なども主要な利用例の一つである。なお，転記テキストに対す
る誤りもこのニュースシステムを介して，転記テキストグループへ伝達され，対応結果や対処方法についても
転記テキストグループの担当者が返答する。このように，ニュースシステムは，単位データベース構築だけで
なく，他のグループとのやりとりにも利用される。
4.3.4 修正ツールの概要
すでに述べたように，本修正ツールは，修正対象の単位データを表計算ソフトウェアに読み込み，その上で
単位の区切り位置や付与されている形態論情報の修正を行う。単位データを読み込んだ状態を図 4.15に示す。
表計算ソフトウェア中の 1行が単位データベースの 1レコード，すなわち 1短単位に相当する。単位データを
読み込む際には，単位データベースの 1レコードに含まれる 31フィールドすべてを読み込む。各列の内容は，
左から順に次のとおりである。詳細については，表 4.1を参照していただきたい*22。全部で 31フィールドと
多くのフィールドがあるが，表計算ソフトウェアの機能を利用して，参照したいフィールドだけを表示するこ
*21 http://www.isc.org/index.pl?/sw/inn/
*22 なお，表 4.1 と異なり，管理情報のフィールドが二つの部分に分かれている。これは，管理情報のうち，最終更新者と最終更新時
間は修正作業を行う上でよく参照される（例えば，修正作業をしているとき，修正管理者の編集した単位データが参考になる）と
いうこともあるが，単位データベースを短単位，長単位の順で拡張していった経緯にもよる。
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とができるので，編集上は大きな支障とはならない。
² 講演 ID，転記情報
² KWIC（前文脈，出現形，後文脈）
² 短単位関連情報（代表形，代表表記，発音形，品詞などの情報）
² 管理情報（最終更新者，最終更新時間）
² 長単位関連情報（代表形，代表表記，品詞などの情報）
² 管理情報（予備 1～3）
¶ ³
µ ´
図 4.15 修正ツール
修正ツールを使った人手単位解析作業は，基本的に次の流れで行われる。この後の節では，それぞれの内容
について，説明を行う。
² 単位データの検索と読み込み
² 単位データの修正
² 人手修正結果の単位データベースへの反映
4.3.5 単位データの検索と読み込み
単位データを検索し，修正ツールに読み込む方法としては，大きく分けて，次の四つの方法がある。詳細は，
この後の節で順次説明する。読み込まれた単位データは，基本的に表計算ソフトウェアの一つのシートに読み
込まれる。もちろん，複数のシートや別の表計算ソフトウェアに，複数の検索結果を読み込み，同時に編集す
ることも可能である。
方法 1: GUIを用いた方法
方法 2: SQLを直接記述する方法
方法 3: 単位データファイルを読み込む方法
方法 4: 検索結果から再検索する方法
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4.3.5.1 方法 1: GUIを用いた方法
まず，方法 1 は，図 4.16 に示した GUI を介して検索した結果を修正ツールに読み込む方法である。この
GUI では，4.1.1 節で示したほとんどのフィールド（「ID」「後続 ID」など一般の修正者が通常利用しない
フィールドを除く）に対して検索条件を指定できる。図 4.16は，短単位の表記関連（図左），品詞関連（図右）
のフィールドの指定画面である。¶ ³
µ ´
図 4.16 検索用 GUI
生成される検索式は，各フィールドに対する制約値の AND条件となる。また，各フィールドの制約値を半
角スペースで区切ることにより，当該のフィールド内で OR条件を指定することができる。
各フィールドの制約値に対する一致条件は，完全一致の他に次の条件を指定することができる。なお，これ
らの一致条件を使用する場合は，下記脚注に示してあるとおり，効率的な検索を行うためには，索引機能のこ
とを考慮して，検索式を指定する必要がある。
² like 検索： SQL-92の like検索で指定可能な文字列を指定*23
² 正規表現検索： 正規表現を指定*24
² 任意条件指定検索： 一致のための演算子を直接入力する。特に，否定条件を用いる時は，この方法を使
用する。使用できる演算子や記述形式は，使用する関係データベース管理システムに依存する。
例 1: フィールド値が「国語」で始まらないもの¶ ³
not like '国語 %'µ ´
例 2: 指定したフィールドの値が posフィールドと一致するもの¶ ³
= posµ ´
一致条件は，各フィールド欄の右上にある小さなボタンをクリックすると toggle するようになっている。一
致条件は，次の四つの状態があるが，現在どの状態かは，各フィールド欄の色で区別とともに，フィールド欄
*23 PostgreSQLでは，フィールド値の先頭の値がリテラル値として特定されていないと，検索時に索引機能が働かず，検索速度が低
下する。
*24 PostgreSQLの拡張機能を利用している。like検索と同様，フィールド値の先頭の値がリテラル値として特定されていないと，検
索時に索引機能が働かない。
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にカーソルを合わせると，現在の状態がポップアップで表示されるようになっている。
さらに，このGUIでは，前後の隣接するレコードの情報を指定することも可能である。具体的には，図 4.16
の上部の「前へ」，「次へ」ボタンを押すと，指定レコードに対するフィールド欄ウィンドウが現れ，各フィー
ルド値を指定できる。図 4.17は，出現形に「外国」「語」を持つ連続する二つの短単位を指定した例である。
検索結果はまとまった複数の短単位の組（この例の場合は，「外国」と「語」が組となる）になるので，先頭の
短単位の前文脈と末尾の短単位の後文脈に下線を引いて，個々の組の範囲を明示している。¶ ³
µ ´
図 4.17 前後のレコードを指定した検索 (「外国/語」の例)
4.3.5.2 方法 2: SQL文を直接記述する方法
GUIから生成できない検索式については，図 4.18のように，直接 SQL文を記述して，問い合わせを実行す
ることも可能である。例えば，検索結果の並び順の指定や SQLで定義されているさまざまな関数を利用する
ことができる。図 4.18の「現在のシートから」ボタンは，現在読み込まれているデータを検索した時に利用し
た SQL文を SQL文の指定欄に読み込むためのものである。なお，記述できる SQL文は，使用している関係
データベース管理システムに依存する。¶ ³
µ ´
図 4.18 検索用 GUI（SQL文の記述）
SQL文を直接指定して検索する際に注意すべきことは，検索結果は単純に修正ツールに読み込まれるだけだ
ということである。つまり，検索結果の 1レコードが表計算ソフトウェアの 1行として，また，1フィールド
が 1セルとして左から順に読み込まれるだけである。したがって，方法 1，2と同様に検索結果を修正・更新
する場合は，検索結果のレコードを修正ツールの仕様に合わせる必要がある。
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4.3.5.3 方法 3: 単位データファイルを読み込む方法
これは，表計算ソフトウェアの形式で保存された単位データファイルを読み込む方法である。この機能は，
本ツールにおいて，データベースから検索された単位データは，データベースとは完全に分離された状態にあ
り，本ツール上で修正を行っても，すぐにはデータベースに反映されない，という性質を利用している。
この方法は，大きく分けて三つの状況で利用する。
² 検索結果が大量になり，修正ツールに読み込めない場合*25
² SQL文では目的の修正対象を検索することが困難で，スクリプトなどで抽出する必要がある場合
² 方法 1，2で読み込んだデータをファイルに保存して，後で編集する場合
この方法は，複数の修正者を想定した修正作業において有用な機能である。次に実際の使用例を示す。
² 修正対象の単位データが膨大な場合（例：助詞の「の」のチェックを行う場合），単位データを複数の
ファイルに分割して複数の修正者に割り振れば，修正作業を分担して実施することができる。
² ファイルに作業途中の単位データを保存することができるため，修正者自身が進行状況を把握しやす
くなる。また，修正管理者も進行状況を管理しやすくなる。例えば，修正管理者が複数の修正者に単位
データのチェックを依頼する場合，作業中のファイルを見れば作業の進行状況をすぐ把握できる。方法
1，2では，データベースの内容が常に変化しているため，進行状況を把握するのは難しい。
4.3.5.4 方法 4: 検索結果から再検索する方法
検索結果から再検索する機能として，次の三つの機能を実装した。
■転記基本単位の検索： 検索結果の単位データを分析しているとき，その前後の単位の情報を詳しく閲覧し
たい場合がよくある。そこで，指定した短単位（レコード）を含む転記基本単位，および，隣接する転記基本
単位に含まれる短単位を検索する機能を実装した。
図 4.19 は，基本形が「国語」の短単位を検索した結果から，再度，周囲の転記基本単位を検索する例であ
る。この例のように，前後の転記基本単位の範囲を指定する。検索結果は，新たに追加されるシートに読み込
まれる。¶ ³
µ ´
図 4.19 転記基本単位の検索
*25 修正ツールは Excelのマクロとして実現されているが，Excelのシートの最大読み込み数は 65536行である。
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■転記テキストの閲覧： 転記基本単位よりも広い範囲の文脈を参照したい場合は，転記テキスト全体を閲覧
することが効果的である。そこで，指定された短単位（レコード）を含む転記テキストをテキストエディタで
閲覧する機能を実装した*26。実行例を図 4.20に示す。エディタは起動すると，自動的に当該の短単位を含む
転記基本単位にカーソルを移動するようになっている。なお，エディタで閲覧するのは，単位データベースと
は独立した転記テキストファイル（図 4.14左下）である。¶ ³
µ ´
図 4.20 転記テキストの検索
■指定レコードの再読み込み： 4.3.7.2 節で述べるように，データ読み込み後に，別の修正者が変更したレ
コードを変更する場合は，当該のレコードを再度読み込み直して，レコードの内容を修正する必要がある。こ
の手間を軽減するために，指定したレコードを再読み込みする機能を実装した。なお，再読み込みされた単位
データは，文字色が緑色になり，通常の単位データと区別できるようになっている。
4.3.6 単位データの修正
修正ツールには，高精度，かつ，容易に単位データを修正するための機能として，大きくわけて，次の三つ
の機能がある。この後の節では，これらの機能について個々に説明する。
² 単位分割位置の修正機能
² 修正支援機能
² 単位辞書検索機能
4.3.6.1 単位分割位置の修正機能
まず，修正ツールの最も基本的な修正機能として，単位分割位置の修正について説明する。短単位の単位分
割位置の修正機能には，分割，結合，移動の三つがある。
分割： 一つのレコードを二つに分割（例：外国語→外国/語）
結合： 二つのレコードを一つに結合（例：外/国→外国）
移動： 二つのレコード間での文字列の移動（例：外/国語→外国/語）
*26 本プロジェクトでは，閲覧用のテキストエディタとして，「秀丸」エディタを使用した。
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■分割 一つのレコードを複数の単位に分割する修正である。例えば，本来「外国/語/大学」と単位認定され
るべきところを「外国語大学」のように誤って 1短単位に解析されている場合，三つに分割し直す。分割位置
の指定は，図 4.21（左）のように，出現形フィールドに `/'を記入することにより指定する。
分割を実行すると，図 4.21（右）のように，三つのレコードに分割される。このとき，次の処理が自動的に
実行される。
² 個々の出現形の長さに基づいて，転記情報フィールドの単位位置情報を修正する。
² 出現形の分割位置を考慮して，前文脈・後文脈フィールドの値を修正する。
² 分割する場合，単位データベース上に新たなレコードが追加されるので，新たな IDを発行し，それに
合わせて，後続 IDを修正する。
ただし，発音形は自動的には分割されないので，分割後に別途修正する必要がある（修正には，この後述べ
るテキスト移動機能を使う）。また，品詞情報などの付与情報（表 4.1の 9～17フィールドまで）については，
分割前の付与情報が分割後の先頭の短単位に引き継がれ，先頭以外の短単位の付与情報は，空欄となる。付与
情報の入力については，いくつかの入力支援機能がある。詳しくは，4.3.6.2節で述べる。
なお，通常の編集操作（例：品詞の修正）では，明示的に更新処理を実行しないと，編集内容が単位データ
ベースに反映されないが，分割の操作を実行すると，分割と同時に単位データベースの内容も変更される。こ
れは，（分割により発生する）新規レコードの追加にともなう更新処理の複雑化を避けるためである。¶ ³
µ ´
図 4.21 短単位の分割
■結合 二つのレコードを一つの短単位に結合する修正である。例えば，「外/国」のように誤って過分割され
ている場合は，二つの短単位を結合し「外国」に修正する。結合も分割と同様に，結合を実行した段階で，単
位データベース上のデータが修正される。
結合する場合は，次の条件を満たす必要がある。満たさない条件があると，修正ツールはエラーを表示して，
処理を中止する。
² 修正対象の 2レコードが転記テキストの出現順に読み込まれていること（出現順にするには，後述する
ようにソート機能を使う）
² 二つのレコードが同一の文節に属していること。この条件が付加されているのは，この条件を満たさな
い二つのレコードの結合が転記テキストの修正を意味するからである。このような修正を行う場合は，
4.3.8節で述べるように，転記テキストグループに報告し，その結果を待って，修正を行う。
上記の条件を満たしていることが確認された段階で，次の処理を行う。
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² 二つのレコードのタグなし出現形，代表形，代表表記，発音形フィールド値をそれぞれ合併する。
² 出現形の分割位置を考慮して，前文脈・後文脈フィールドの値を修正する。
² 結合前の後方のレコードを削除するとともに，結合結果のレコードの後続 IDを修正する。
■移動 「移動」は「外/国語」→「外国/語」のように，二つのレコード間での文字列の移動により修正を行
う。この種類の短単位境界位置の修正は，「分割」「結合」を組み合わせれば実行できるが，修正の効率化のた
めに個別に機能を実装した。修正の手順は，次のとおりである。
(1) 修正対象となる二つのレコードが転記テキストの出現順に並んで読み込まれていることを確認する。
(2) 「出現形，発音形の修正」機能（4.3.6.2節参照）により，出現形の文字列を移動させる。誤修正を防ぐ
ため，カーソルが出現形のセルにない場合は，文字列の移動は行われない。
(3) 更新を実行する。「移動」は，「分割」「結合」と異なり，単位データベース中のレコード数は変化しない
ので，通常の編集と同様，更新の実行は修正者が明示的に行う。
■結合（長単位） 次に，長単位の単位分割位置の修正機能について説明する。長単位の単位分割位置の修正
機能は，「結合」のみ実装されている。長単位の結合例を図 4.22に示す。この例は誤って分割されてる「外国
語」と「話者」を結合している例である。結合する際には，後続長単位の代表形（長単位）と代表表記（長単
位）を，先頭の長単位の代表形（長単位）と代表表記（長単位）にそれぞれ結合させる。また，品詞などの付
与情報に関しては，結合前の長単位からコピーできるようになっている。コピー元の情報は，結合前の先頭，
もしくは，末尾の長単位のいずれかから選択できる。
長単位の結合は，データベースのレコード数を変化させないので，修正ツール上の単位データに修正を加え
るだけで，単位データベースへの変更結果の反映は修正者が明示的に行う。¶ ³
µ ´
図 4.22 長単位の結合
4.3.6.2 修正支援機能
単位データの修正支援機能は，品詞などをはじめとする付与情報の修正を支援する機能である。修正支援機
能には，修正ツール上に実装した機能と，表計算ソフトウェアにもともと付随している機能がある。ここでは，
まず修正ツール上に実装した機能について見てみる。
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■KWIC機能 図 4.15にも示したとおり，単位データベースには，前文脈，後文脈フィールドがあり，手軽に
KWICを利用することができる。この機能は，品詞，活用形などの人手修正には不可欠の機能である。また，
単に KWICを閲覧できるだけでなく，前文脈，後文脈でのソートが手軽にできるようになっている*27。修正
ツールに実装されているソートの種類を次に示す。
² 短単位
{ 出現順： 転記テキストの出現順にソートする（転記 IDと転記情報をキーとしてソートする）。
{ 前文脈： 前文脈をキーとしてソートする。ただし，ソートキーの優先順位は，短単位の代表形，代
表表記，品詞，活用の種類，活用形（以後，これらのフィールドをまとめて，「辞書項目フィールド」
と表記）*28，前文脈の順である。なお，前文脈をキーとして比較する際は，前文脈の末尾から先頭
方向に向けて文字列の比較を行う。
{ 後文脈： 後文脈をキーとしてソートする。ソートキーの優先順位は，短単位の辞書項目フィール
ド，後文脈の順である。
² 長単位
{ 前文脈（構成要素ごと）： 長単位の構成要素となる短単位（レコード）を組にして，前文脈をキー
としてソートする。ただし，長単位を構成する短単位は事前に修正ツールに読み込まれている必要
がある。また，ソートキーの優先順位は，長単位の辞書項目フィールド，前文脈の順である。
{ 後文脈（構成要素ごと）： 長単位の構成要素となる短単位（レコード）を組にして，後文脈をキー
としてソートする。ソートキーの優先順位は，長単位の辞書項目フィールド，後文脈の順である。
{ 前文脈（レコードごと）： 長単位の構成要素となる短単位を考慮せずに，前文脈をキーとしてソー
トする。したがって，長単位を構成する短単位のうち，先頭以外の短単位のレコードについては，
長単位の辞書項目フィールドが空欄であるものとして，ソートされる。ソートキーの優先順位は，
長単位の辞書項目フィールド，前文脈の順である。
{ 後文脈（レコードごと）： 長単位の構成要素となる短単位を考慮せずに，後文脈をキーとしてソー
トする。ソートキーの優先順位は，長単位の辞書項目フィールド，後文脈の順である。
■転記情報表示機能 単位データベースから読み込まれた単位データは，転記テキストの情報に基づいて色分
けされて表示される。図 4.15のように（白黒のため分かりづらいが），講演 ID（第 1フィールド）は，当該短
単位の転記テキスト上の位置により，次のような色分けがなされる。
² 灰色：転記基本単位の先頭の短単位の場合
² 黄色：（転記テキストの）文節の先頭の短単位の場合
これにより，文の先頭や文節の先頭であることが分かりやすくなり，形態論情報の付与に役立つ。例えば，
接続詞の「デ」は転記基本単位の先頭に現れることが多く，助動詞「ダ」の連用形や格助詞の「デ」と区別す
るのに役立つ。また，仕様上，異なる転記基本単位，文節間では短単位は連結できないことになっているが，
*27 表計算ソフトウェアのソート機能を使わずに修正ツール側でソート機能を実現しているのは，表計算ソフトウェアが扱えるソート
キーの数が 3 と少ないためである。例えば，代表形，代表表記，品詞，出現形というように，三つ以上のソートキーを使用するこ
とはよくある。
*28 これにより，同一種類の短単位をまとまった形でソートすることが可能である。
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上記のような色分けがなされていることにより，その仕様に反した転記テキストを発見しやすくなる。
■付与情報入力支援機能 単位の付与情報の入力支援機能には，次の機能を実装している。
入力値選択メニュー 形態論情報のうち，入力値の候補が決まっているフィールドは，メニュー選択で値を入
力できるようになっている。これにより，不正な入力値を防ぐことができる。メニュー選択できるのは，品詞，
活用形，その他の情報 1，3である。
短単位情報のコピー 長単位に対する形態論情報付与に際しては，構成要素の短単位の形態論情報を利用でき
る場合も多い。顕著なのが，単一の短単位からなる長単位であり，構成要素の短単位と同一の形態論情報を持
つ。このような長単位は，CSJ全体の約 82%を占める。そこで，修正対象のレコード内の短単位の形態論情
報を長単位のフィールドにコピーする機能を実装した。
長単位の情報の表示/非表示 表 4.1に示したとおり，単位データベースのレコードは 31フィールドもある。
そのため，修正ツールに読み込んだ場合，管理情報関連や予備フィールドなど，表計算ソフトウェアの表の右
方に表示されるフィールドは，閲覧しづらい。そこで，長単位の付与情報の修正を行わない場合には，長単位
に関連するフィールドを非表示にする機能を実装した。
出現形，発音形の修正 出現形の編集（「分割」や「結合」など修正ツールの機能を使った編集を除く）は，短
単位の「移動」（4.3.6.1節参照）の際に行われる。また，発音形の編集は，単位分割位置の修正や DPマッチ
ング（4.2.3.5節参照）による誤りを修正する場合などに行われる。これらの修正は，テキストの脱落や不要な
文字の追加など，転記テキストとの不整合を発生させる恐れがある。そこで，このような不整合を防ぐため，
次の機能を実装した*29。
² 機能 1：修正対象の短単位の出現形（または，発音形）の先頭の文字を，前接する短単位の出現形（ま
たは，発音形）の末尾に移動
² 機能 2：修正対象の短単位の出現形（または，発音形）の末尾の文字を，後接する短単位の出現形（ま
たは，発音形）の先頭に移動
実行例を図 4.23に示す。図中の I欄が発音形である。左図の 1行目にまとまっている「ガイコクゴダイガ
ク」を 2，3行目に分割していく（中央，右図）。この操作は，機能 2を連続的に実行している。¶ ³
µ ´
図 4.23 発音形の修正
なお，この機能は，意図しない修正を防ぐために，次の条件をすべて満たす場合しか実行されない。
² 修正対象の短単位データの出現形，もしくは，発音形のセルにカーソルが存在すること
² 前接，もしくは，後接する短単位と修正対象の短単位が転記テキストの出現順に並んでいること
*29 これらの機能は，ファンクションキーに割り当てている。
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次に，表計算ソフトウェア自身の編集機能のうち，単位データの修正を効率的に行うのに有用な機能を次に
示す。
² フィルタ機能： 各フィールドの値を制約するフィルタ機能は，検索結果の単位データの中から特定の単
位データだけを抽出するのに有用である。例えば，名詞の単位データだけを表示するなど，さまざまな
利用方法がある。
² ソート機能： 修正ツールには，短単位，長単位合わせて 4 種類のソートが用意されているが，よく使
われるソートキーに限定して実装している。用意されていないフィールドをキーとしてソートする場合
は，表計算ソフトウェア自身のソート機能を利用することができる。
² 文字列のコピー＆ペースト機能： 語別に形態論情報をチェックしている場合など，同一の修正を行うこ
とがよくある。このような場合，表計算ソフトウェアのコピー＆ペースト機能が有効である。また，修
正対象の単位が修正ツール上で連続して表示されている場合，修正した単位の情報をドラッグして，複
数の単位に連続的にコピーするなど，人手修正を効率化するのに役立つ。
² セルの色やフォント： セルの色やフォントの種類を，修正作業時の補助情報として，利用することがで
きる。これらの情報は，単位データベースに反映することはできないが，修正作業の見直し時などに有
効である。特に，4.3.5節で述べたように，本修正ツールは，単位データベースから読み込んだ単位デー
タを，表計算ソフトウェアのファイル形式で保存し，後日そのファイルを編集することができるので，
後日の編集のためのメモとしての機能を果たすことができる。
4.3.6.3 単位辞書検索機能
単位辞書は，代表形，代表表記，活用型（活用語のみ）*30，品詞，その他の情報 1を保持した短単位と長単
位の辞書である。単位辞書の構成の詳細については，4.4節で述べることとし，ここでは，修正ツールと連係
した利用の方法について述べることにする。
修正ツールにおいて，単位辞書は，修正したデータのチェックと単位データの入力支援を行うために利用さ
れる。まず，修正したデータのチェックは，修正結果の単位データと単位辞書に格納されている辞書項目とを
比較し，両者に矛盾がないかチェックする。この際，修正対象の単位データの活用の種類，活用形，および，
活用表を参照し，単位辞書の基本形を活用させた上で比較する。このチェックは，修正した単位データの更新
時に実行される。矛盾が発見された場合は，警告を発するとともに，矛盾が存在する単位データの色を変化さ
せる。この際，警告は発するが，修正結果は単位データベースに反映される。なお，このチェックは，更新時
だけでなく，チェック対象の単位データを指定（複数指定可）して明示的に実行することもできる。
もう一つの利用方法は，単位辞書を使った単位データの入力支援である。図 4.24に示す GUIを介して，単
位辞書にアクセスする。実装されている機能は，次のとおりである。
² 代表形，または，代表表記を指定して，単位辞書を検索すること
{ 単位データの検索と同様，完全一致検索，like検索や正規表現などが可能である。
{ 検索結果のうち，選択した辞書項目の情報を編集中の短単位データに反映させることができる（図
4.24の「挿入」ボタン）。
*30 単位辞書の仕様では，「活用の種類」を「活用型」と呼んでいる。詳しくは，4.4を参照。
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{ なお，長単位の検索結果では，図 4.24（右）のように，構成要素の短単位の情報を表示することが
できる。この図では，長単位「ガイコクゴワシャ」の短単位構成情報を表示している。
² 単位データベースから選択した辞書項目の用例を検索する（図 4.24の「用例検索」ボタン）。検索結果
の用例は，新たに追加されるシートに読み込まれる。
¶ ³
µ ´
図 4.24 単位辞書検索用 GUI
4.3.7 単位データの更新と排他制御
4.3.7.1 更新処理
すでに述べたように，修正ツールに読み込まれた単位データに修正を加えても，その修正は，すぐには単位
データベースに反映されない。修正内容の反映は，短単位の「分割」「結合」処理以外は，随時，修正者が明示
的に実行する。更新処理は，次の手順で行われる。
(1) 修正された単位データの文字色を赤色に変更し（修正ツールに読み込まれたデータは，修正者が何らか
の修正を加えると自動的に変更されるようになっている），更新対象行とする。
(2) 修正者により更新が指示され，更新処理が始まると，単位データベース上の当該レコードがロックさ
れる。
(3) 単位辞書を用いて，当該単位データの整合性をチェックする（整合性チェックの処理内容は，4.3.6.3節
を参照）。
(4) 排他制御（次節を参照）を行いつつ，修正内容に基いて単位データベースを更新（update）する。更新
に成功した単位データは，文字色を青色に変更する。
(5) 更新対象行が複数存在する場合は，2～4の処理を繰り返し実行する。
(6) 2～4の処理の過程でエラーが発生した場合は，エラーが発生したことを修正者に警告するとともに，当
該単位データの文字色を次のように変更する。
² 紫色：当該レコードが単位データベース上ですでに修正されている場合（単位データの「結合」な
どにより，当該レコードが存在しない場合も含む）
² ピンク色：当該単位データが整合性に矛盾が発見された場合
4.3 単位データベース修正ツール 227
4.3.7.2 排他制御
4.3.1節で述べたように，本修正ツールの特徴は，複数の修正者が同時に単位データベースを修正できるこ
とである。本修正ツールは，この機能を実現するために，排他制御を用いる。本修正ツールは「コピー/変更/
更新」型の排他制御方式を採用した。この方式は，CVS*31などのバージョン管理システムなどで利用されて
いる。単位データの読み込み（コピー）から更新までの一連の排他制御の手順は，次のとおりである。
(1) 修正ツールへ単位データの読み込みを行う。この際，読み込み時だけロックをかける（読み込み終了時
にロックを解除する）。修正ツールに読み込まれる単位データは，単位データベース上のデータのコピー
となる。このため，同じ単位データを複数の修正ツールで同時に読み込み，編集することが可能になる。
4.3.5.3節「方法 3：単位データファイルを読み込む方法」のような読み込み方法を実現できるのは，こ
の機能によるものである。
(2) 読み込んだ単位データを修正する。
(3) 修正が終了したら，更新処理を行う。更新する際は，（修正ツールに読み込まれている）更新対象の単位
データの最終更新時刻と単位データベース側の最終更新時刻とが一致するか，検査する。
² 検査に適合した場合: 更新対象のレコードの最終更新時間，および，最終更新者フィールドを現在
の修正者*32，現在時刻に変更し，当該のレコードにロックをかけつつ，更新する。
² 適合しなかった場合: 更新を中止する。なお，この場合，修正者は「レコード再読み込み」機能に
より当該レコードを再読み込みし，他の修正者がどのように変更したのかを確認する必要がある。
4.3.8 ニュースシステム
すでに述べたように，単位データベースの構築には，複数の修正者が修正を行う。また，単位データベース
が情報的に包含する転記テキスト自体は，転記テキストグループにより構築される。そのため，修正者間，転
記テキストグループとの間でさまざまなやりとりをする必要がある。実際に行われていたやりとりの例とし
て，次の三つを挙げる。
² 修正管理者が単位データの仕様変更や修正ツールのバージョンアップを一般の修正者に連絡する。
² 同一の短単位データにもかかわらず，代表表記が異なる場合，修正作業者が修正管理者にどちらが正し
いか確認を行う。
² 転記テキストに誤りを発見した場合，転記テキストグループの担当者に，誤りの報告と問い合わせを
行う。
以上のようなやりとりは，構築する単位データベースの整合性や精度を向上させる上で非常に重要である。
そこで，インターネットニュースシステムを導入した*33。このシステムのニュースグループとして扱うのは，
主として，単位データ，および，転記テキストに関する事柄である。ニュースグループの一覧を投稿数ととも
に，表 4.5に示す。
*31 https://www.cvshome.org/
*32 Microsoft Excelの「作成者」プロパティの値が使用される。修正者は事前に一意に定まる名前を記入しておくことになっている。
*33 国語研究所内のローカルネットワーク内でのみの運用である。
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表 4.5 ニュースグループと投稿数
グループ名 概要 投稿数
announce 関係者への連絡用 129
tantan 短単位一般に関する事柄 966
chotan 長単位一般に関する事柄 280
tenki 転記テキスト一般に関する事柄 966
chotenki 転記テキストに関連する事柄のうち，長単位に関連するもの 651
daihyoukei 代表形に関する事柄 108
non-core コア以外のデータに関連する事柄 237
system 単位データベース，修正ツールに関する事柄（リリースやバグ情報など） 132
misc どのニュースグループにも属さない事柄 0
test テスト用 83
形態論グループのメンバーは，その日の作業開始時にニュースグループを閲覧するように決められていた。
したがって，連絡事項や他の修正者が直面した問題を全員で共有できる。また，tenkiに投稿されたメッセー
ジは転記テキストグループの担当者が適宜参照し，転記テキストの修正を行った。ただし，表 4.5のとおり，
転記テキストの修正量が多いので，必要がない限り，転記テキストグループの担当者からの返答はない。
使用したニュースシステムは，INN ver.2である。ニュース閲覧用のクライアント*34から閲覧，投稿する。
実際に投稿されたメッセージを，次に 2例示す。
例 1は，ニュースグループ tantanに投稿されたメッセージである。このメッセージでは，修正者が活用形
の誤りを指摘し，修正管理者がそれに答えている。例 2 は，ニュースグループ tenkiに投稿されたメッセージ
で，転記テキストの表記の誤りを指摘した例である。
² 例 1（tantanに投稿されたメッセージの例）¶ ³
■修正者の質問
講演 ID: JL99OCT002
発話 ID: 0297
コメント: 「抽出した」の「た」の活用「終止形」となっていますが「連体形」では？
0297 00798.143-00802.369 L:
(F え)菊沢が & (F エ)キクザワガ
抽出した & チューシュツシタ
女房詞の & ニョーボコトバノ
四つの & ヨッツノ
特徴を & トクチョーオ
挙げます & アゲマス
■修正管理者の回答
　ご指摘のとおり「連体形」が正解です。µ ´
*34 Microsoft Outlookや Netscape Communicatorがよく用いられていた。
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² 例 2（tenki に投稿されたメッセージの例）¶ ³
講演 ID：IS01NOV009
発話 ID: 0512，基本形
訂正前：（食べ）もの
訂正後：（食べ）物µ ´
4.3.9 修正ツールの運用
ここでは，修正ツールの実際の運用内容について述べる。
■転記テキスト単位でのチェック 4.2 節で述べたように，既存の形態素解析システムを使用するなどして，
単位データの初期値を半自動的に作成する。したがって，作成された単位データを単位データベースに登録し
た直後は，すでに人手で修正されている単位データと精度が異なる。そこで，まず，新たに登録した単位デー
タを転記テキスト単位でチェック・修正する。基本的に，一つの転記テキストに対して，一人の修正者が担当
する。担当者は，修正対象の転記テキストの転記 IDを検索キーとして修正ツールで当該の転記テキストに含
まれるすべての単位データを読み込み，修正作業を行う。
■語単位でのチェック 転記テキスト単位でチェックを行った単位データがある程度集積した段階*35で，語ご
とのチェックを行った。これにより，主として，付与されている形態論情報（例えば，代表形や代表表記）に
ばらつきがないかをチェックすることができる。チェックの手順は次のとおりである。
² 単位データベース中に含まれるすべての単位データを抽出し，代表形，代表表記，品詞，「その他の情
報１」，「活用の種類」フィールドをキーとしてソートする。抽出される単位データは膨大なので，単位
データベース管理システム上で抽出・ソートを行う。
² 1～2万レコードずつに分割し，Excel形式のファイルに変換する。
² 各ファイルを修正者に割り当て，修正作業を行う。基本的に一つのファイルを一人の修正者が担当する。
■特定の言語表現に対するチェック 特定の言語表現に関して，系統的な誤りが発見された場合など，言語表
現を限定して検索を行い，単位データをチェックする。例えば，終止・連体形の区別，助詞「で」と助動詞「だ」
の区別などが挙げられる。なお，検索数が少ない場合は，修正ツールから直接検索を行うが，終止・連体形の
区別のように検索数が膨大になる場合は，単位データベース管理システム上で検索を行い，検索結果を複数の
Excelファイルに分割した上で修正者に分配する。
■修正内容のチェック ある程度の解析精度に達した場合，例えば，プロジェクト終盤では，不用意な修正が
解析精度の低下につながる可能性がある。そこで，次のように修正内容をチェックすることにより，精度の低
下を防ぐ。
² 一般の修正者は誤りを発見しても修正はせず，当該単位の予備 3 フィールドに修正内容を記入する。次
に，修正管理者が予備 3 フィールドが記入されている単位データを検索し，誤りであることを確認した
*35 人手短解析単位データは約 100万短単位だが，おおむね 2回に分けて実施した。
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後に修正する。
² 最終更新時間フィールドの情報を用いて，一定期間（例えば，その日 1日）に修正されたレコードを検
索して，修正管理者が修正内容をチェックする。
■解析精度の測定 プロジェクトの過程では，構築した単位データの解析精度を測定していた。解析精度の測
定は，単位データベースからスクリプトにより 10000レコードランダムサンプリングし，Excel形式に変換し
た後に，人手で再度チェックするというものである。短単位のサンプリングチェック結果を図 4.25に示す。
この方法は，ファイルとして渡された単位データだけを確実にチェックすることができるので，次の利点が
ある。
² ある時点の精度を測定することができる。つまり，単位データをチェックしている間も他の修正者によ
る修正が行われているので，単位データは常に変動していることになるが，その影響を除くことがで
きる。
² 再度確認することが可能になり，チェックの精度を向上させることができる。
¶ ³
µ ´
図 4.25 サンプリングチェックの結果
4.3.10 修正ツールによる単位データの構築結果
本修正ツールを CSJに対する形態論情報の人手修正に適用した結果は，次のとおりである。まず，人手解析
短単位データについては，延べ 1015589短単位（異なり 19451）に対してチェック・修正を行い，解析精度は
99.9%（ランダムサンプリング，サンプル数 20000）となった。一方，情報通信研究機構の自動短単位解析シ
ステムが出力した短単位データに対する人手修正では，約 650万短単位の中から，新たに 31456の未知の短単
位を抽出し，単位辞書への登録を行った。
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4.4 短単位辞書の構築
4.4.1 概要
本節では，短単位辞書の構築方法について説明する。短単位辞書は，『日本語話し言葉コーパス』から，短単
位をその用例とともに収集したものである。短単位辞書を作成した目的は，次のとおりである。
² 人手解析時に修正した短単位の整合性チェックを行うこと
² 自動短単位解析システム用の辞書として利用すること
² 自動短単位解析対象の転記テキストに含まれる短単位を実際の用例とともに列挙すること
短単位辞書に収録される短単位は，大きく分けて，次の二種類の転記テキストから収集した。
(1) 人手短単位解析対象の転記テキスト（人手解析単位データ）
(2) 自動短単位解析対象の転記テキスト（自動解析単位データ）
(1)から収集した辞書項目は，人手短単位解析結果を元に作成したものであり，(1)に含まれる短単位はすべ
て収録している。また，自動短単位解析システムで利用できるよう，活用形，活用型（活用の種類*36）の情報
を詳細化している（4.4.4節参照）。
一方，(2)から収集した辞書項目については，自動短単位解析結果を人手修正する過程で収集した短単位で
ある。したがって，自動短単位解析対象の転記テキストに含まれる短単位を時間の許す範囲で収集したもので
あり，すべての短単位を網羅しているわけではない。
また，短単位辞書の活用型，活用形は，短単位の仕様とは一部異なる。これは，上で述べたように，自動短
単位解析システム用の辞書としての利用も考慮しているため，より詳細な活用型，活用形が必要となったこと
によるものである。
この後の節の構成は，次のようになっている。まず，4.4.2節で短単位辞書の設計ついて述べる。次に，4.4.3
節で短単位辞書の構造について述べる。4.4.4節では，短単位辞書の活用型，活用形を規定する活用表につい
て説明する。4.4.5節では，人手・自動単位解析における短単位辞書の構築方法について説明する。
なお，単位データ構築環境（図 4.1）における単位辞書には，短単位辞書だけでなく，長単位辞書も含まれ
ている。本来，長単位辞書についても解説すべきだが，4.1.4.1節で述べたように，長単位辞書は，スクリプト
による人手解析長単位データの整合性チェックと，修正ツールから参考用の長単位辞書として利用されただけ
で，一般には公開されなかった。したがって，本節では短単位辞書について説明するにとどめる。
4.4.2 設計
短単位辞書は，上述した三つの目的のもとに作成された。これらの目的に基づいて，次の特徴を持つ短単位
辞書を設計した。
*36 本節（4.4節）では，「活用型」という用語を「活用の情報」のかわりに用いる。これは，短単位辞書を自然言語処理システム用の
辞書として利用することを開発目的の一つとしており，自然言語処理の分野では一般的に「活用型」という用語が用いられるから
である。
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転記テキストに則した基本形： 各辞書項目には，CSJの転記テキストの表記規則に則した基本形が格納され
る。また，異表記の存在を考慮して，一つの辞書項目が複数の基本形を保持する。例えば，代名詞「オ
マエ」（代表形）の基本形には「おまえ」と「おめえ」が格納される。これにより，異表記に対応した自
動単位解析システムを構築できるものと思われる。
詳細な活用型と活用形： 短単位の人手解析データの品詞情報と比較して，活用型，活用形を詳細化させた。
これは，自動短単位解析システムでは，実際の活用語形に一対一対応した活用型，活用形が必要となる
からである。例えば，五段活用の動詞の未然形には，二つの語形が存在する（例：「書く」の場合，「書
か」「書こ」の二つがある）が，短単位辞書では，それぞれの語形に対して，活用形を設けた。
特殊な語形への対応： CSJは話し言葉を収録しているため，活用表に適合しない崩れた語形も現われる。例
えば，次に示す例のように，未然形，終止形，連体形語尾が撥音になる場合である。¶ ³
例： 分からない → 分かんない，集めるのは → 集めんのは，歩いて → 歩ってµ ´
このような活用表で対応できない，特殊な語形を持つ短単位については，その語形を基本形とする，独
立した辞書項目として収録する（以後，このような辞書見出しを「個別辞書項目」と表記する）。なぜな
ら，活用語を自動解析する場合，活用表を用いて，各語形を認識することが多く，活用表で対応できない
語形については，正しい認識ができないからである。また，人手修正作業における単位の整合性チェッ
クの際にも同様の問題が起こる。
用例の付与： それぞれの辞書項目には，CSJに実際に出現した用例を含める。用例を付与した目的は，個々
の辞書項目に対応する短単位が CSJ中のいなかる文脈で使われているかを明示するためである。これ
は，自動短単位解析データだけに含まれる短単位の用例を参照したいときなどに，特に有用であると考
える。なぜならば，自動解析短単位データは，人手解析短単位データよりも解析精度が低く，必ずしも
正しい用例を参照できるとは限らないからである。
以上のことを考慮して，短単位辞書の辞書項目は，次の情報を格納することにする。なお，このうち，* の
情報については，個別辞書項目だけに付与される。
² 基本形，代表形，代表表記
² 品詞，活用型，活用形 ¤，その他の情報１，その他の情報２ ¤
² 当該辞書項目に対応する用例
4.4.3 短辞書辞書の構造
4.4.3.1 辞書項目の例
短単位辞書は，XMLで記述されている。ここでは，短単位辞書の構造を記述する前に，辞書に登録されて
いる辞書項目の例を示しておく。
例 1は，名詞「アイシャ」の例である。このように，一つの辞書項目は，「辞書項目」要素で記述され，「基
本形」「代表形」「代表表記」「品詞」「その他の情報１」「用例集」要素を持つ。このうち，「基本形」要素につ
いては，複数の基本形があることを想定し，複数の li要素を包含できるようになっている。また，活用語につ
いては，以上の要素の他に，「活用型」要素が加わる。動詞「アエル」の例を例 2に示す。
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¶ ³
例 1：名詞「アイシャ」
<辞書項目>
<基本形><li>愛車</li></基本形>
<代表形>アイシャ</代表形>
<代表表記>愛車</代表表記>
<品詞>名詞</品詞>
<その他の情報 1></その他の情報 1>
<用例集>
<用例>
<講演 ID>S02M1715</講演 ID>
<転記情報>0301 00692.003-00695.787 L:-009-001</転記情報>
<前文脈>いう こと は (F あ) もう 特に 考え て 今後 は もう 本当 に 自分 の</前文脈>
<転記基本形>愛車</転記基本形>
<後文脈>を 傷付け ない よう に 破壊 し ない よう に ええ 気 を 付け たい</後文脈>
<転記発音形>アイシャ</転記発音形>
<その他の情報 2></その他の情報 2>
</用例>
</用例集>
</辞書項目>µ ´¶ ³
例 2：動詞「アエル」
<辞書項目>
<基本形><li>会える</li></基本形>
<代表形>アエル</代表形>
<代表表記>会える</代表表記>
<品詞>動詞</品詞>
<活用型>ア行下一段２</活用型>
<その他の情報 1></その他の情報 1>
<用例集>
<用例>
<講演 ID>S00F0173</講演 ID>
<転記情報>0025 00066.183-00067.400 L:-003-001</転記情報>
<前文脈>貨幣 も 拒み 昔 ながら の 伝統 を 守り ながら 暮らし て いる 人々 に</前文脈>
<転記基本形>会える</転記基本形>
<後文脈>(F え) そんな 話 を 本 で 読ん だ 私 は たまら なく この 土地 へ</後文脈>
<転記発音形>アエル</転記発音形>
<活用形>終止形</活用形>
<その他の情報 2></その他の情報 2>
</用例>
</用例集>
</辞書項目>µ ´
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「用例集」要素には，CSJに含まれる実際の用例を一つ以上含む。自動解析単位データの場合，誤りを含む
可能性があるが，収録されている用例は，正しく解析されているかどうかを人手で確認してある。また，実際
の出現位置を特定できるように，講演 IDと発話 IDを保持している。
次に示す例 3は，動詞「いりゃ」の辞書項目である。これは，個別辞書項目の例として示した。「いりゃ」は，
ア行上一段動詞「イル」＋接続助詞の「バ」の融合した語形である。この例ように，活用型と活用形だけでは
活用表から出現語形を導きだせない場合，独立した辞書項目を登録している。個別辞書項目では，この例のよ
うに，一般の辞書項目には含まれない「活用形」「その他の情報 2」要素を「辞書項目」要素中に含んでいる。¶ ³
例 3：動詞「いりゃ」
<辞書項目>
<基本形><li>いりゃ</li></基本形>
<代表形>イル</代表形>
<代表表記>居る</代表表記>
<品詞>動詞</品詞>
<活用型>ア行上一段１</活用型>
<活用形>仮定形</活用形>
<その他の情報 1></その他の情報 1>
<その他の情報 2>融合</その他の情報 2>
<用例集>
<用例>
<講演 ID>S05M0016</講演 ID>
<転記情報>0162 00354.293-00358.181 L:-002-001</転記情報>
<前文脈>今 で も (D つ) 付き合っ て ます です から 友達 って の は 何 人</前文脈>
<転記基本形>いりゃ</転記基本形>
<後文脈>いい って もん じゃ なく 本当 に 気持ち が 分かる 人間 一人 で も いれ</後文脈>
<転記発音形>イリャ</転記発音形>
<活用形>仮定形</活用形>
<その他の情報 2>融合</その他の情報 2>
</用例>
</用例集>
</辞書項目>µ ´
4.4.3.2 DTD
短単位辞書は，XMLで記述され，その形式は DTDで規定されている。ここでは，DTDに記述されている
要素と対応させて，短単位辞書の構造を説明していくことにする。
■「短単位辞書」要素
² 「短単位辞書」要素は短単位辞書自体を表す要素であり，一つ以上の「辞書項目」要素を含む。
² 属性 versionは，短単位辞書の版を表す。
² 属性 release dateは，短単位辞書のリリース年月日を表す。
² 属性 nameは，短単位辞書の名前を表す。
4.4 短単位辞書の構築 235¶ ³
<!ELEMENT 短単位辞書 (辞書項目 +)>
<!ATTLIST 短単位辞書
version CDATA #REQUIRED
release_date CDATA #REQUIRED
name CDATA #REQUIRED
>µ ´
■「辞書項目」要素
² 「辞書項目」要素は，短単位辞書の個々の辞書項目を表す。
² 「基本形」「代表形」「代表表記」「品詞」「活用型」「活用形」「その他の情報 1」「その他の情報 2」「用例
集」要素を含む。
² 「活用型」は，活用語だけに付与される。
² 「活用形」要素，「その他の情報 2」要素は，個別辞書項目のみに付与される。¶ ³
<!ELEMENT 辞書項目 (基本形, 代表形, 代表表記,
品詞, 活用型?, 活用形?,
その他の情報 1, その他の情報 2?,
用例集)>µ ´
■「基本形」要素
² 「基本形」要素は，短単位辞書の見出しに相当する。表記は，転記テキストに準ずるが，転記テキスト
に付与されている各種のタグは，取り除いてある。
² 活用語の場合は，終止形で表記する。
² 複数の表記が存在する場合を考慮し，li要素で列挙する。¶ ³
<!ELEMENT 基本形 (li+)>
<!ELEMENT li (#PCDATA)>µ ´
■「代表形」要素
² 形態論情報の「代表形」を格納する。短単位辞書の見出しに相当する。代表形についての詳細は，3.3節
を参照のこと。¶ ³
<!ELEMENT 代表形 (#PCDATA)>µ ´
■「代表表記」要素
² 形態論情報の「代表表記」を格納する。代表表記についての詳細は，3.3節を参照のこと。
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² ただし，自動解析単位データにしか現れない短単位の代表表記については，人手解析単位データの代表
表記と異なり，厳密な表記基準を定めておらず，同一表記の代表形を持つ辞書項目を分別できるよう定
めているだけである。¶ ³
<!ELEMENT 代表表記 (#PCDATA)>µ ´
■「品詞」要素
² 形態論情報の「品詞」を格納する。品詞についての詳細は，3.3節を参照のこと。¶ ³
<!ELEMENT 品詞 (#PCDATA)>µ ´
■「活用型」要素
² 形態論情報の「活用型」を格納する。なお，すでに述べたように，「活用型」は 3.3節の「活用の種類」
に相当するが，自然言語処理システムでの利用を想定して，一部詳細化してある。詳しくは，4.4.4節の
「活用表」を参照のこと。
² この要素は，「辞書項目」要素と「用例」要素に現れるが，「辞書項目」要素では，個別辞書項目の場合
のみ記述される。¶ ³
<!ELEMENT 活用型 (#PCDATA)>µ ´
「活用形」要素
² 形態論情報の「活用形」を格納する。自然言語処理システムでの利用を想定して，3.3節の「活用形」よ
りも詳細化してある。詳しくは，4.4.4節の「活用表」を参照のこと。
² この要素は，「辞書項目」要素と「用例」要素に現れるが，「辞書項目」要素では，個別辞書項目の場合
のみ記述される。¶ ³
<!ELEMENT 活用形 (#PCDATA)>µ ´
■「その他の情報 1」要素
² 形態論情報の「その他の情報 1」，すなわち品詞の細分類に関する情報を格納する。詳細は，3.3節を参
照のこと。¶ ³
<!ELEMENT その他の情報 1 (#PCDATA)>µ ´
■「その他の情報 2」要素
² 形態論情報の「その他の情報 2」，すなわち語形に関する情報を格納する。詳細は，3.3節を参照のこと。
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² この要素は，「辞書項目」要素と「用例」要素に現れるが，「辞書項目」要素では，個別辞書項目の場合
のみ記述される。付与されるのが音便情報の場合は，「撥音便Ａ」「促音便Ａ」などと末尾に「Ａ」が付
加される。この仕様の詳細についても 3.3節を参照のこと。¶ ³
<!ELEMENT その他の情報 2 (#PCDATA)>µ ´
■「用例集」要素
² 辞書項目に対する用例集を表す。
² 0個以上の用例を含む（CSJとして配布したデータでは，最大一つ）。
² 用例には，前文脈，後文脈，活用形，その他の情報 2が付与される。なお，活用型，代表形，代表表記
などは親要素に記述されているので，「用例集」要素では陽に記述しない。
² 前文脈，後文脈の長さは，15短単位である。短単位間は，空白で区切ってある。表記は，転記テキスト
の基本形に基づく。
² 「講演 ID」要素：当該短単位が含まれる転記テキストの講演 ID （2章参照）
² 「転記情報」要素：当該短単位が含まれる転記基本単位に関する情報（2章参照）
² 「転記基本形」要素：当該短単位の転記テキストにおける基本形
² 「転記発音形」要素：当該短単位の転記テキストにおける発音形¶ ³
<!ELEMENT 用例集 (用例*)>
<!ELEMENT 用例 (講演 ID,転記情報,
前文脈, 転記基本形, 後文脈,
転記発音形,
活用形?, その他の情報 2)>
<!ELEMENT 講演 ID (#PCDATA)>
<!ELEMENT 転記情報　 (#PCDATA)>
<!ELEMENT 転記基本形 (#PCDATA)>
<!ELEMENT 前文脈　　 (#PCDATA)>
<!ELEMENT 後文脈　　 (#PCDATA)>
<!ELEMENT 転記発音形 (#PCDATA)>µ ´
4.4.4 活用表
4.4.4.1 概要
本節では，活用表に関する解説とデータ形式を示す。
ここで示す活用表は，短単位辞書中の活用語に対する活用語形を規定するものである。主として，短単位解
析システムで利用することを想定して作成した。そのため，人手単位解析用に設計された人手解析単位データ
の活用型（活用の種類），活用形よりも詳細化されている。自動解析単位データに付与されている活用型，活用
形はこの本活用表の仕様に準拠する。人手解析単位データの活用型，活用形と異なるのは，次の点である。
² 後続する単位により，未然形，連用形を細分化した。「未然形１」のように 1～4の数字で細分化を表示
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する。この数字を除去したものが人手解析単位データの活用形に対応する。
² 活用型は，「カ行五段１」，「カ行五段２」といった形式で，細分化している。活用形と同様，末尾の数字
を除去したものが人手解析単位データの活用の種類に対応する（なお，人手解析単位データでも細分化
されている「文語形容詞型１～３」は除く。また，CSJの自動解析単位データでは，上一段活用の詳細
化がなされていない）。
4.4.4.2 活用表の記述例
活用表は，XML で記述している。次に示したのは，「カ行五段１」動詞の活用表の例である。個々の活用
は，conj要素で記述され，属性として品詞（pos），口語・文語の別（style），活用名（name），行（column）
を持つ。個々の活用語形は form要素として列挙される。¶ ³
<conj pos ="動詞" style="口語" name="五段" column="カ行１">
<form name="未然形１"><f_item>か</f_item></form>
<form name="未然形２"><f_item>こ</f_item></form>
<form name="未然形３"><f_item>か</f_item></form>
<form name="未然形４"><f_item>か</f_item></form>
<form name="連用形１"><f_item>き</f_item></form>
<form name="連用形２"><f_item sound_change="イ音便">い</f_item></form>
<form name="終止形"><f_item>く</f_item></form>
<form name="連体形"><f_item>く</f_item></form>
<form name="仮定形"><f_item>け</f_item></form>
<form name="命令形"><f_item>け</f_item></form>
<example><e_item>書く</e_item><e_item>動く</e_item></example>
</conj>µ ´
4.4.4.3 DTD
活用表の XML文書形式は，次の DTDで定義される。
■conjtable要素（活用表）
² conjtable要素は，活用表自体を表し，一つ以上の conj要素（活用型）から構成される。
² 属性 versionは，活用表の版を表す。
² 属性 nameは，活用表の名称を表す。
² 属性 release dateは，リリース日の情報を表す。¶ ³
<!ELEMENT conjtable (conj)+>
<!ATTLIST conjtable
version CDATA #REQUIRED
name CDATA #REQUIRED
release_date CDATA #REQUIRED
>µ ´
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■conj要素（活用型）
² conj要素は，活用型を表す。活用型要素は，複数の form要素からなり，個々の活用形の語形は form要
素で記述される。また，当該活用型の語例を格納する example要素を一つ以上含む。
² pos属性は，当該活用型の品詞を表す。
² style属性は，当該活用型の口語，文語の別を表す。
² name属性は，当該活用型の名称を表す。
² column属性は，当該活用型の活用行を表す。¶ ³
<!ELEMENT conj ((form+),example?)>
<!ATTLIST conj
pos CDATA #REQUIRED
style CDATA #REQUIRED
name CDATA #REQUIRED
column CDATA #IMPLIED
>µ ´
■form要素（活用形）
² form要素は，活用型における個々の活用語形を表す。複数の活用語形を持つことを考慮し（例：上一段
動詞の命令形），form要素は，0個以上の f item要素を含む。
{ 活用語形は，f item要素に格納される。
{ 活用語形中に語幹に相当する部分が存在する場合は，その部分を base タグでマークアップする。
例えば，表 4.6中のナ行上一段動詞「にる」の「に」は base要素となる。
{ f itemの sound change属性は，音便の種類を記述する。
² name 属性は，活用形の名称を表す。¶ ³
<!ELEMENT form (f_item)*>
<!ATTLIST form
name CDATA #REQUIRED
>
<!ELEMENT f_item (#PCDATA|base)*>
<!ATTLIST f_item
sound_change CDATA #IMPLIED
>µ ´
■example要素（語例）
² 個々の活用型の語例を格納する。語例は終止形で表記する。CSJとして公開した活用表には，一つか二
つの語例を示した。複数の語例を示すことを考慮し，実際の語例は e item要素として列挙する。¶ ³
<!ELEMENT example (e_item)+>
<!ELEMENT e_item (#PCDATA)*>µ ´
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4.4.4.4 解説
この後の節では，次に示す五つの活用表について解説を行う。なお，活用形に関する説明は，後続の要素に
注記が必要なものしか示していない。また，実際の単位データには，活用形が「語幹」となる場合もあること
に注意されたい。
² 口語動詞，文語動詞
² 形容詞
² 接尾辞
² 助動詞
■口語動詞（表 4.6，4.7）
² 活用形
{ 未然形１： 助動詞ナイに連なる形
{ 未然形２： 助動詞ウ・ヨウに連なる形
{ 未然形３： 助動詞レル・ラレルに連なる形
{ 未然形４： 助動詞ズに連なる形
{ 連用形１： 助動詞マスに連なる形
{ 連用形２： 助動詞タ，接続助詞テに連なる形
{ 終止形： 文末，または，引用の助詞ト，助動詞ダ・デスに連なる形
{ 連体形： 名詞，または，準体助詞ノに連なる形
{ 仮定形： 接続助詞バに連なる形
{ 命令形： 文末，または，引用の助詞トに連なって命令を表わす形
² 注記
{ 「生ずる」「生じる」のように，「ずる」，および，「じる」語尾の付きうる語については，通常，別語
として扱い，それぞれサ行変格，ザ行上一段と称しているが，本活用表では，この種の動詞を一つ
にまとめて，一類を立て，ザ行変格と呼ぶ。代表形は「～ずる」とするが，活用語尾としては，サ
変と上一段の両方の語形を認める。
{ 未然形が四つに分かれるのは，サ変とザ変のためであり，他の動詞においては，一ないし二で十分
である。
{ 語尾の一部が括弧で括ってあるのは，語幹と重なる部分であり，配布した XML形式の活用表では，
base要素として記述されている。なお，語幹は機械的に語尾として認定できるように仮名表記して
いる。
{ 一つの欄に複数の語形が入っている場合があるが，これは機能的には同じものである。
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表 4.6 口語動詞 [1/2]
活用型 活用行 未然
形１
未然
形２
未然
形３
未然
形４
連用
形１
連用形
２
終止
形
連体
形
仮定
形
命令形 語例
五段 カ行１ か こ か か き い [イ音便] く く け け 書く，動く
カ行２ か こ か か き っ [促音便] く く け け 行く
ガ行 が ご が が ぎ い [イ音便] ぐ ぐ げ げ 漕ぐ，騒ぐ
サ行 さ そ さ さ し し す す せ せ 探す，渡す
タ行 た と た た ち っ [促音便] つ つ て て 立つ，勝つ
ナ行 な の な な に ん [撥音便] ぬ ぬ ね ね 死ぬ
バ行 ば ぼ ば ば び ん [撥音便] ぶ ぶ べ べ 飛ぶ，及ぶ
マ行 ま も ま ま み ん [撥音便] む む め め 沈む，頼む
ラ行１ ら ろ ら ら り っ [促音便] る る れ れ 取る，凍る
ラ行２ ら ろ ら ら い っ [促音便] る る れ い いらっしゃる
なさる
ワア行 わ お わ わ い っ [促音便] う う え え 言う，思う
上一段 ア行１ (い) (い) (い) (い) (い) (い) (い)
る
(い)
る
(い)
れ
(い)ろ
(い)よ
居る，射る
ア行２ い い い い い い いる いる いれ いろ
いよ
強いる
報いる
カ行１ (き) (き) (き) (き) (き) (き) (き)
る
(き)
る
(き)
れ
(き)ろ
(き)よ
着る
カ行２ き き き き き き きる きる きれ きろ
きよ
起きる
尽きる
ガ行 ぎ ぎ ぎ ぎ ぎ ぎ ぎる ぎる ぎれ ぎろ
ぎよ
過ぎる
ザ行 じ じ じ じ じ じ じる じる じれ じろ
じよ
閉じる
信じる
タ行 ち ち ち ち ち ち ちる ちる ちれ ちろ
ちよ
落ちる
朽ちる
ナ行 (に) (に) (に) (に) (に) (に) (に)
る
(に)
る
(に)
れ
(に)ろ
(に)よ
似る，煮る
バ行 び び び び び び びる びる びれ びろ
びよ
伸びる
詫びる
マ行１ (み) (み) (み) (み) (み) (み) (み)
る
(み)
る
(み)
れ
(み)ろ
(み)よ
見る
マ行２ み み み み み み みる みる みれ みろ
みよ
沁みる
試みる
ラ行 り り り り り り りる りる りれ りろ
りよ
降りる
借りる
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表 4.7 口語動詞 [2/2]
活用型 活用行 未然
形１
未然
形２
未然
形３
未然
形４
連用
形１
連用
形２
終止形 連体形 仮定形 命令形 語例
下一段 ア行１ (え) (え) (え) (え) (え) (え) (え)る
(う)る
(え)る
(う)る
(え)れ (え)ろ
(え)よ
得る
心得る
ア行２ え え え え え え える える えれ えろ
えよ
考える
見える
カ行 け け け け け け ける ける けれ けろ
けよ
受ける
付ける
ガ行 げ げ げ げ げ げ げる げる げれ， げろ
げよ
挙げる
逃げる
サ行 せ せ せ せ せ せ せる せる せれ せろ
せよ
見せる
任せる
ザ行 ぜ ぜ ぜ ぜ ぜ ぜ ぜる ぜる ぜれ， ぜろ
ぜよ
混ぜる
爆ぜる
タ行 て て て て て て てる てる てれ てろ
てよ
捨てる
立てる
ダ行１ (で) (で) (で) (で) (で) (で) (で)る (で)る (で)れ (で)ろ
(で)よ
出る
ダ行２ で で で で で で でる でる でれ でろ
でよ
撫でる
奏でる
ナ行１ (ね) (ね) (ね) (ね) (ね) (ね) (ね)る (ね)る (ね)れ (ね)ろ
(ね)よ
寝る
真似る
ナ行２ ね ね ね ね ね ね ねる ねる ねれ ねろ
ねよ
重ねる
跳ねる
ハ行 (へ) (へ) (へ) (へ) (へ) (へ) (へ)る (へ)る (へ)れ (へ)ろ
(へ)よ
経る
バ行 べ べ べ べ べ べ べる べる べれ べろ
べよ
述べる
食べる
マ行 め め め め め め める める めれ めろ
めよ
決める
止める
ラ行１ れ れ れ れ れ れ れる れる れれ れろ
れよ
知れる
崩れる
ラ行２ れ れ れ れ れ れ れる れる れれ れ，れろ
れよ
呉れる
変格 カ行 (こ) (こ) (こ) (こ) (き) (き) (く)る (く)る (く)れ (こ)い 来る
サ行 (し) (し) (さ) (せ) (し) (し) (す)る (す)る (す)れ (し)ろ
(せ)よ
為る
ザ行 じ じ じ
ぜ
じ
ぜ
じ じ じる
ずる
じる
ずる
じれ
ずれ
じろ
ぜよ
生ずる
禁ずる
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■文語動詞（表 4.8）
² 活用形
{ 未然形： 口語動詞の未然形 1～4の機能を併せ持つほか，助詞バが付いて，仮定を表わす。
{ 連用形： 助動詞キ・ケリ・タリに連なる形
{ 終止形： 文末，または，引用の助詞トに連なる形
{ 連体形： 名詞に連なる形
{ 已然形： 接続助詞バ・ドが付いて，既定（順接・逆接）を表わす。
{ 命令形： 文末，または，引用の助詞トに連なって，命令を表わす形
² 注記
{ 下一段活用としては，「蹴る」が挙げられるが，文語といっても近世においては，四段に変わったも
のと思われるので，実際にはほとんど出現しない。
{ 基本形，並びに，代表表記が現代仮名づかいなので，行名をどうするかが問題になる。「思う」など
をワア行四段とするか，ハ行四段とするかについては，後者とした。それに合わせて，「強う（強い
る）」はハ行上二段，「与う，仕う，捕らう」などはハ行下二段とした。また「植う，餓う，据う」な
ど，元がワ行下二段活用のものをワ行としたが，これも表記上はハ行２と同じである。
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表 4.8 文語動詞
活用型 活用行 未然形 連用形 終止形 連体形 已然形 命令形 語例
四段 カ行 か き く く け け 書く，行く
ガ行 が ぎ ぐ ぐ げ げ 漕ぐ，騒ぐ
サ行 さ し す す せ せ 探す，渡す
タ行 た ち つ つ て て 立つ，勝つ
ハ行 わ い う う え え 言う，給う
バ行 ば び ぶ ぶ べ べ 呼ぶ，忍ぶ
マ行 ま み む む め め 沈む，頼む
ラ行 ら り る る れ れ 取る，遣る
上一段 ア行 (い) (い) (い)る (い)る (い)れ (い)よ 居る，射る
カ行 (き) (き) (き)る (き)る (き)れ (き)よ 着る
ナ行 (に) (に) (に)る (に)る (に)れ (に)よ 似る，煮る
ハ行 (ひ) (ひ) (ひ)る (ひ)る (ひ)れ (ひ)よ 干る
マ行 (み) (み) (み)る (み)る (み)れ (み)よ 見る
上二段 カ行 き き く くる くれ きよ 起く，尽く
ガ行 ぎ ぎ ぐ ぐる ぐれ ぎよ 過ぐ
タ行 ち ち つ つる つれ ちよ 落つ
ダ行 じ じ ず ずる ずれ じよ 閉ず，恥ず
ハ行 い い う うる うれ いよ 強う
バ行 び び ぶ ぶる ぶれ びよ 伸ぶ，詫ぶ
マ行 み み む むる むれ みよ 沁む，恨む
ヤ行 い い ゆ ゆる ゆれ いよ 悔ゆ，報ゆ
ラ行 り り る るる るれ りよ 降る，借る
下一段 カ行 (け) (け) (け)る (け)る (け)れ (け)よ 蹴る
下二段 ア行 (え) (え) (う) (う)る (う)れ (え)よ 得
カ行 け け く くる くれ けよ 受く，付く
ガ行 げ げ ぐ ぐる ぐれ げよ 挙ぐ，遂ぐ
サ行 せ せ す する すれ せよ 見す，任す
ザ行 ぜ ぜ ず ずる ずれ ぜよ 混ず，爆ず
タ行 て て つ つる つれ てよ 捨つ，立つ
ダ行 で で ず ずる ずれ でよ 出ず，撫ず
ナ行１ (ね) (ね) (ぬ) (ぬ)る (ぬ)れ (ね)よ 寝
ナ行２ ね ね ぬ ぬる ぬれ ねよ 重ぬ，跳ぬ
ハ行１ (へ) (へ) (ふ) (ふ)る (ふ)れ (へ)よ 経
ハ行２ え え う うる うれ えよ 与う，仕う
バ行 べ べ ぶ ぶる ぶれ べよ 食ぶ，述ぶ
マ行 め め む むる むれ めよ 極む，止む
ヤ行 え え ゆ ゆる ゆれ えよ 消ゆ，見ゆ
ラ行 れ れ る るる るれ れよ 恐る，崩る
ワ行 え え う うる うれ えよ 植う，据う
変格 カ行 (こ) (き) (く) (く)る (く)れ (こ) 来
サ行 (せ) (し) (す) (す)る (す)れ (せ)，(せ)よ 為
ザ行 ぜ じ ず ずる ずれ ぜよ 禁ず，存ず
ナ行 な に ぬ ぬる ぬれ ね 死ぬ，去ぬ
ラ行 ら り り る れ れ 有り，居り
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■形容詞（表 4.9，4.10）
² 活用形 （口語）
{ 未然形： 助動詞ウに連接
{ 連用形１： 中止
{ 連用形２： 助動詞タに連接
² 活用形 （文語）
{ 未然形１： 助動詞ズ・ムに連接
{ 未然形２： 助詞バに連なって仮定を表わす
{ 連用形１： 中止
{ 連用形２： 助動詞キ・ケリに連接
² 注記
{ 動詞の場合も同じであるが，文語では，未然形に接続助詞「ば」が付いて，仮定を表わし，已然形＋
「ば」は別の意味を持つ。
{ 上記の他に，連用形１のウ音便があるが，これが語幹と融合して音韻変化を生ずるので，詳細に記
述するためには，行によって分ける必要がある。したがって，これは活用表に記載せず，実際に出
現したものだけを個別辞書項目として，短単位辞書に登録した。
例： お/はよう（はやい），お/めでとう（めでたい），ありがとう（ありがたい），
うれしゅう（うれしい），少のう（少ない）
{ 存在しない活用形には，「|」としてある。
表 4.9 形容詞（口語）
活用型 未然形 連用形１ 連用形２ 終止形 連体形 仮定形 命令形 語例
形容詞型 かろ く かっ [促音便] い い けれ | 無い，良い，正しい
表 4.10 形容詞（文語）
活用型 未然形１ 未然形２ 連用形１ 連用形２ 終止形 連体形 已然形 命令形 語例
文語形容詞型１ から く く かり し き けれ かれ 無し
良し
文語形容詞型２ しから しく しく しかり し しき しけれ しかれ 悪し
正し
文語形容詞型３ から く く かり し
かり
き けれ かれ 多し
■接尾辞
² 接尾辞のうち，動詞性の活用をもつものには，動詞と同じ活用型が記入されている。
例: がる（ラ行五段），兼ねる（ナ行下一段）
² 形容詞性の活用を持つものには，形容詞型，文語形容詞型１，文語形容詞型２などの情報が付く。
例: がたい，がたし，がましい，くさい，たらしい，づらい，にくい，ぽい，やすい
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■助動詞（表 4.11，4.12，4.13，4.14，4.15）
² 活用型
{ 活用型を (1)口語動詞型，(2)文語動詞型，(3)口語形容詞型，(4)文語形容詞型に大別する。
{ 基本的に，(2)と (4)は，純粋に文語のみの場合とし，語形や用法が混じるようなものは，口語の方
に入れる。しかし，助動詞には古くからあるものが多く，語形面でも，名付けの面でもきれいに分
けるのが困難である。例えば，「ず」に「ば」の付く形は，「ずば」「ざれば」「ねば」の三つある。こ
のうち，「ずば」は意味的には仮定だが，呼び名としては文語の未然形だと思われる（CSJには存
在しない）。「ざれば」は已然形といってよいと思うが，「ねば」には両方の用法がある。また，「ま
すれば」というのはやや古めかしい言い方であるが，やはり両様に使いそうである。「ざる」は本来
文語であるが，「ざるをえない」の形で口語にもしばしば用いられる。そのため，文語，口語の両方
に同一見出し，同一語形が含まれる場合がある。
{ 自立語の場合と異なるのは，助動詞間の接続の順序がほぼ決まっているため，それが活用にも影響
することである。そのため，存在しない部分は「|」で埋めてある。
² 活用形
{ 口語動詞型
¤ 未然形１： ナイ・ズ・レル・ラレルに連接
¤ 未然形２： ウ・ヨウに連接
¤ 連用形１： マスに連接
¤ 連用形２： タに連接
{ 文語動詞型
¤ 未然形： ズ・ル・ラル・ムに連接
¤ 連用形： キ・ケリ・タリに連接
{ 口語形容詞型
¤ 連用形１： 中止
¤ 連用形２： タに連接
{ 文語形容詞型
¤ 未然形１： ズ・ムに連接
¤ 未然形２： バに連接
¤ 連用形１： 中止
¤ 連用形２： キ・ケリに連接
² 注記
{ 動詞における未然形３，４が未然形１に統合される他は，口語動詞と同じである。
{ タとダのように連濁によって出現形が変わったものは，同一見出しとしている。
{ コーパス中に出現しないものでも，データの拡張ということも考えて，日常見聞きする範囲のもの
は活用表に含めた（例： 教師にある/まじき/振舞い，得/べかり/し/収入）。
{ 同語源であっても，文語と口語とでは，代表形が異なるのが普通であるが，「ず」の場合だけは例外
的に同一である。
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表 4.11 助動詞（口語動詞型）[1/2]
見出し語 未然形１ 未然形２ 連用形１ 連用形２ 終止形 連体形 仮定形 命令形
せる せ，さ せ せ，し せ，し せる せる せれ せろ
せよ
させる させ させ させ，さし させ，さし させる させる させれ させろ
させよ
しめる しめ しめ しめ しめ しめる しめる しめれ しめよ
す | | | | す す | |
さす | | | | さす さす | |
れる れ れ れ れ れる れる れれ れろ
れよ
られる られ られ られ られ られる られる られれ られろ
られよ
たがる たがら たがろ たがり たがっ [促音便] たがる たがる たがれ |
ます ませ ましょ | まし ます
まする
ます
まする
ますれ まし
ませ
んす んせ んしょ | んし んす んす んすれ んし
んせ
じゃ | じゃろ | じゃっ [促音便] じゃ | | |
だ | だろ で，に だっ [促音便] だ な なら |
です | でしょ | でし です です | |
どす | | | どし どす | | |
やす やせ やしょ | やし やす | | やす
はる はら | はり はっ [促音便] はる はる | はれ
ざます | | | ざまし ざます | | |
や や やろ | やっ [促音便] や | | |
ねん | | | | ねん | | |
ず | | ず | ぬ，ん，ず ぬ，ん
ざる
ね |
た | たろ
だろ
| | た，だ た，だ たら，だら |
う | | | | う う | |
よう | | | | よう | | |
てる て，で て，で て，で て，で てる，でる てる，でる てれ，でれ てろ
でろ
てらっしゃる てらっしゃら
でらっしゃら
| てらっしゃい
でらっしゃい
てらっしゃっ
[促音便]，てらし，
でらっしゃっ
[促音便]，でらし
てらっしゃる
でらっしゃる
てらっしゃる
でらっしゃる
てらっしゃれ
でらっしゃれ
てらっし
ゃい，で
らっしゃ
い
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表 4.12 助動詞（口語動詞型）[2/2]
見出し語 未然形１ 未然形２ 連用形１ 連用形２ 終止形 連体形 仮定形 命令形
てく てか
でか
てこ
でこ
てき
でき
てっ [促音便]
でっ [促音便]
てく，でく てく
でく
てけ
でけ
てけ
でけ
てける てけ
でけ
| てけ
でけ
てけ
でけ
てける
でける
てける
でける
てけれ
でけれ
|
とく とか
どか
とこ
どこ
とき
どき
とい [イ音便]
どい [イ音便]
とく
どく
とく
どく
とけ
どけ
とけ
どけ
とける とけ
どけ
| とけ
どけ
とけ
どけ
とける
どける
とける
どける
とけれ
どけれ
|
とる とら
どら
とろ
どろ
とり
どり
とっ [促音便]
どっ [促音便]
とる
どる
とる
どる
とれ
どれ
とれ
どれ
ちまう ちまわ
じまわ
ちまお
じまお
ちまい
じまい
ちまっ [促音便]
じまっ [促音便]
ちまう
じまう
ちまう
じまう
ちまえ
じまえ
ちまえ
じまえ
ちゃう ちゃわ
じゃわ
ちゃお
じゃお
ちゃい
じゃい
ちゃっ [促音便]
じゃっ [促音便]
ちゃう
じゃう
ちゃう
じゃう
ちゃえ
じゃえ
ちゃえ
じゃえ
たげる たげ たげ たげ たげ たげる たげる たげれ たげろ
たる たら たろ | たっ [促音便] たる たる たれ たれ
たり
ちゃる | ちゃろ | | ちゃる ちゃる ちゃれ ちゃれ
つう | | | つっ [促音便]
っつっ [促音便]
ちゅっ [促音便]
っちゅっ
[促音便]
つう，っつう
ちゅう
っちゅう
てえ，ってえ
つう，っつう
ちゅう
っちゅう，て
ちゃ
っちゃ
|
しゃる しゃら
っしゃら
| しゃり
っしゃり
しゃっ [促音便]
っしゃっ
[促音便]
しゃる
っしゃる
しゃる
っしゃる
しゃれ
っしゃれ
しゃれ
っしゃ
れ
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表 4.13 助動詞（文語動詞型）
見出し語 未然形 連用形 終止形 連体形 已然形 命令形
む | | む，ん む，ん め |
らむ | | らむ，らん らむ，らん らめ |
うず | | うず うずる うずれ |
めり | | めり める めれ |
べらなり | | べらなり べらなる べらなれ |
き せ | き し しか |
けり | | けり ける けれ |
つ て て つ つる つれ てよ
ぬ な に ぬ ぬる ぬれ ね
り | | り る れ |
なり なら に，なり なり なる なれ なれ
たり たら と，たり たり たる たれ たれ
る れ れ る るる るれ れよ
らる られ られ らる らるる らるれ られよ
しむ しめ しめ しむ しむる しむれ しめよ
表 4.14 助動詞（口語形容詞型）
見出し語 未然形 連用形１ 連用形２ 終止形 連体形 仮定形 命令形
たい たかろ たく
とう [ウ音便]
たかっ [促音便] たい たい たけれ |
ない なかろ なく なかっ [促音便] ない ない なけれ |
らしい らしかろ らしく
らしゅう [ウ音便]
らしかっ [促音便] らしい らしい らしけれ |
まい | | | まい まい | |
表 4.15 助動詞（文語形容詞型）
見出し語 未然形１ 未然形２ 連用形１ 連用形２ 終止形 連体形 已然形 命令形
たし たから たく たく たかり たし たき たけれ |
べし べから | べく べかり べし べき べけれ |
ごとし | | ごとく | ごとし ごとき | |
らし らしから | | | らし らしき | |
まじ | | まじく | まじ まじき まじけれ |
じ | | | | じ じ じ |
ず ざら ず ず ざり ず ざる ざれ，ね |
250 第 4章 短単位・長単位データベース
4.4.5 短単位辞書の構築
短単位辞書の構築は，大きく分けて二つの方法で行った。一つは，人手短解析単位データを構築する過程で
派生的に蓄積していくものである。もう一つは，人手解析対象とならない転記テキスト（自動解析単位データ
用の転記テキスト）に対して，能動的に短単位辞書を構築していったものである。この後の節では，それぞれ
の構築方法について説明していくことにする。
4.4.5.1 人手解析単位データの構築に伴うもの
4.1.1節で述べたように，人手短単位解析では，すべての単位データに対して，人手でチェック・修正を行う。
したがって，基本的には，人手短単位解析の結果の異なりを求めれば，短単位辞書を作成することができる。
ただし，人手単位解析の誤りや個別辞書項目として登録すべき単位データに対応する必要がある。それに付
け加え，短単位辞書の作成時期を考慮する必要もある。なぜならば，短単位辞書は修正ツールで単位データの
整合性をチェックするために利用されているので，頻繁な変更は修正者に混乱を引き起こす恐れがあるからで
ある。そのため，プロジェクト中は，転記テキストのリリーススケジュールに合わせて，短単位辞書の構築を
行うことが多かった。これは，新規転記テキストの追加やバージョンアップは，短単位辞書の辞書項目の増
減*37に大きな影響を与えるからである。
以上のことから，ここでは，転記テキストのリリーススケジュールを考慮した短単位辞書の作成手順を次に
示す。なお，それぞれの辞書項目に付与される用例については，この後の 4.4.5.3節で述べる。
(1) 新規転記テキストのリリース
(2) 新規転記テキストを 4.2.2節の方法で人手短単位解析し，単位データベースに登録する。
(3) 登録された短単位データを人手修正する。
(4) 一定量の人手修正が終了した時点で，人手修正済みの短単位データから短単位辞書を生成する。この段
階では，短単位に付与されている次の情報の組で異なり作成する。
² 代表形，代表表記
² 品詞，活用型，その他の情報１
(5) 新規に作成された短単位辞書と既存の短単位辞書との差分を作成する。
(6) 差分として検出された辞書項目の用例を人手でチェックし，本当に新たな辞書項目かをチェックする。
(7) 新たな辞書項目であることが確認された時点で，該当する用例から基本形（活用語の場合は，終止形の
語形）のリストを作成する。さらに，活用型，活用形を詳細化し，短単位辞書に追加する。
(8) 新たに作成された短単位辞書に基づいて，すべての単位データの出現形をチェックし，個別辞書項目を
探す。検出された単位データは人手チェックを行った上で個別辞書項目として短単位辞書に追加する。
(9) 新たに生成された短単位辞書をデータベース管理システムに登録する（修正ツールの整合性チェック用
の短単位辞書が更新されることを意味する）。
*37 新たな転記テキストが加わることによる新規辞書項目の追加だけでなく，転記テキストの表記の統一などによる辞書項目の減少も
考えられる。
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4.4.5.2 自動解析単位データの人手修正に伴うもの
次に，自動解析単位データに対する短単位辞書の構築方法について説明する。自動解析単位データは，人手
解析単位データと異なり，部分的にしか人手のチェック・修正を行わない。したがって，解析結果の異なりを
そのまま短単位辞書に登録することはできない。そこで，次の二つの方法で短単位辞書の増補を行った。
■「茶筌」の未知語をチェックする方法 この方法は，情報通信研究機構の自動短単位解析システムと学習用
の短単位データ（つまり，人手解析短単位データ）の準備ができるまでの暫定的な方法である。プロジェクト
中期頃には，自動単位解析対象の転記テキストの準備が整いつつ合ったが，自動短単位解析システムと学習用
の短単位データの準備ができていなかった。そこで，「茶筌」を使って，転記テキストを解析し，品詞が未知語
と認定された文字列を人手でチェックし，短単位辞書に登録することにした。
チェックの方法は，通常の人手短単位解析手順（4.2.3 節の図 4.7）のうち，「基本形抽出」「茶筌による形態
素解析」および「KWIC作成」だけを行ったのちに，関係データベース管理システムに通常の単位データベー
スとして登録する*38。そして，品詞が未知語の単位データを検索し，適宜，短単位辞書に追加する。
■情報通信研究機構の自動短単位解析システムによる方法 4.1 節で述べたように，CSJ の自動単位解析は，
情報通信研究機構の自動短単位解析システムによって行われた。自動短単位解析システムは，最大エントロ
ピー法を採用しており，さまざまな素性を使って解析を行う（内元 2004）。国語研究所では，短単位辞書と活
用表，および，自動単位解析結果の一部に対する人手修正結果を，情報通信研究機構に提供することにより，
自動解析単位データの精度向上を図った。両組織間のデータのやりとりの流れを次に示す。この流れを繰り返
すことにより，解析精度を向上させる。
(1) 短単位辞書と活用表の提供（国語研究所）
(2) 自動短単位解析システムによる解析（情報通信研究機構）
(3) 解析された単位データに対する部分的人手修正（国語研究所）
(4) 短単位辞書と活用表の更新（国語研究所）
次に，実際の短単位辞書構築方法について説明する。辞書の構築は，上記（3）の人手修正作業の中で実施す
る。具体的な方法は，次のとおりである。
(1) 自動短単位解析された単位データを関係データベース管理システムに登録する。自動解析単位データに
付与されている確信度を単位データベースの「予備１」フィールドに格納する。確信度は，単位データ
の正確さの度合を示し，0～1の値を取る。
(2) 次の条件に一致する転記基本単位を抽出し*39，抽出された転記基本単位中のすべての短単位を修正ツー
ルでチェックする。
² 包含する短単位の確信度の積が 95%以下の転記基本単位
² ただし，チェックする短単位の数が当該転記テキストに含まれる短単位数の 1%を越える場合は，
上位の 1%を選択してチェックする。
*38 この作業により，人手単位解析対象にならない転記テキストを単位データベースに登録・運用できることを，実際のデータを使っ
て確認することができた。
*39 抽出には，情報通信研究機構の内元清貴氏作成のスクリプトを用いた。
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(3) チェックしたデータは，情報通信研究機構に学習用短単位データとして提供する。
(4) 学習用短単位データを人手解析単位データと同様に処理（4.4.5.1節参照）し，短単位辞書に追加する。
4.4.5.3 用例の付与
用例の付与は，短単位辞書に登録されている辞書項目と合致する短単位データを単位データベースから検索
し，人手でその採否を決定した。手順は，次のとおりである。なお，用例の付与を行ったのは，自動解析単位
データの解析精度が向上したプロジェクト後期である。
(1) 単位データベース（すべての人手・自動解析単位データ）から，各辞書項目の用例をそれぞれ 10例ラン
ダムに抽出する。ただし，抽出する際は，人手修正を行ったものを優先する。
(2) 下記の基準に基づき，好ましい用例を人手で選択する。選択作業には，修正ツールを用いる。選択する
際は，まず，抽出された単位データを Excel ファイルの形式にする。そして，用例として採用するレ
コードの「予備３」フィールドに採用情報を付与した。CSJとして配布した短単位辞書には 1辞書項目
1用例を収録しているので，一つの単位データだけに採用情報を付与する。
² 基本形部分が当該の見出しに対応する語であること
² 基本形部分を当該の見出しと判断するに十分な文脈を持っていること。この条件により，フィー
ラーや言いよどみなど文脈の特定に役立たない要素をなるべく排除する。
² 基本形部分にタグがついている場合は，タグがついていない用例を優先する。この条件は，「(? 言
葉)」のように不確かな用例や「(M 言葉)」のようにメタ的に使われている用例を排除するためで
ある。
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4.5 まとめ
本章では，短単位・長単位データベース，および，その構築環境について，次のことを示した。
² 短単位・長単位データベースの設計・運用方法
² 単位データベース修正ツールの設計・実現方法
² 短単位辞書の設計・構築方法
4.1.1節で述べたとおり，短単位・長単位データベース，および，その構築環境は，人手単位解析の精度，効
率，整合性を考慮し，次の点に焦点を当てて設計・実現した。
² 単位データの人手解析・修正の支援による精度，効率の向上
² 単位データの言語学的・データ形式上の整合性の維持
実現した単位データ構築環境は，プロジェクト完了時まで大きな問題もなく動作し，単位データベースも目
標の解析精度を達成している（もちろん，解析精度の高さは，修正者の努力によるところが大きい）ことから，
上記の目標自体は達成したと考えられる。ただし，今後，より巨大なデータベースを構築し，それを言語研究
に応用する場合は，単位データベースと単位辞書との統合や多様なアノテーションへの対応，より柔軟な条件
での検索などが求められるようになると思われる。
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単位データベースの構築のみならず，短単位辞書，および，活用表の作成に多大な貢献をされた木村睦子氏
（元国立国語研究所国語辞典編集室長，CSJのプロジェクト期間中は非常勤研究員），単位データ修正ツールを
共同で開発してくださった小島丈幸氏（元国立国語研究所非常勤研究員，現管理工学研究所），転記テキストと
単位データベースとの同期や外来語辞書の提供をしてくださった西川賢哉氏（慶應義塾大学大学院・国語研究
所非常勤研究員），自動単位解析デーや単位データの誤り候補の提供してくださった内元清貴氏，村田真樹氏
をはじめとする情報通信研究機構（旧通信総合研究所）の方々，大量の単位データに対して人手修正をすると
ともに，単位データ修正ツールへの改良点を提案してくださった修正者各氏に心より感謝いたします。
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節単位情報
丸山岳彦・高梨克也*1・内元清貴*2
本章では，CSJに付与された「節単位（Clause Unit）」という研究用情報について，その設計方針と認定手
順について述べる。節単位とは，基本的に「節（clause）」の終端境界で発話を分割することによって得られる，
文法的・意味的なまとまりを備えた言語的単位である。節単位とはそもそも，「係り受け構造情報」，「重要文情
報」，「談話境界情報」など談話レベルにかかわる研究用情報の付与に共通して用いる基本単位として，独自に
設計された単位である。すなわち，係り受け関係を付与する範囲，重要文として抜き出す範囲，談話境界情報
を付与する範囲を一元的に取りまとめるために認定された単位である。
以下，この 5章では，節単位という独自の単位を設計するに至った経緯と，その設計方針について述べる。
さらに，節単位情報を実際に認定するまでの手順や規則の詳細について，具体例を挙げながら示す。
5.1 話し言葉の「文」をどう捉えるか
5.1.1 書き言葉の「文」と話し言葉の「文」
「文（sentence）」の定義には古来より諸説あるが，伝統的な見方に従うと，例えば，「書き手あるいは話し手
の完結した思想の表現であり，1つ以上の単語の規則的な連結により構成される言語的単位」と規定すること
ができるだろう。また文法論的な見方からすると，文とは，その下位の言語的単位である「語（word）」が文
法規則に従って連結されることにより，文法的に適格な構造を持ち，かつ意味的な完結性を備えた単位として
具現化したものである，と言うこともできる。さらに文は，その上位にある「文章・談話（discourse）」を構成
する最小の言語的単位として捉えることも可能である。
文は，語とともに，言語表現を構成する最も基本的な単位として捉えられてきた。従来の言語研究|特に 20
世紀初頭以降の統語論的な研究| では，文を客観的な分析対象の上限とした上で，その統語規則（syntactic
rule：語が文に合成されるための規則や制約）や構成的意味（compositional meaning：構文要素と統語構造か
ら合成的に得られる意味解釈）に関して研究が進められてきた。特に Chomskyに始まる生成文法の流れを汲
む理論言語学においては，その理論が備える反証可能性（falsi¯ability）を保障しなければならないという必要
性から，研究対象を内省によって得られる文に限定して研究が進められてきた。母語話者の直観に基づく文法
*1 京都大学学術情報メディアセンター，東京大学大学院情報学環
*2 情報通信研究機構
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性・非文法性を問うための実験材料として用いられる「文」は，この場合，一種の抽象的・記号的な構築物と
して扱われていると言ってよい。言語表現を構成する文法的単位には，形態素，語，文節，節，文，段落，文
章・談話などさまざまな種類や長さの単位が存在するが，文はその中でも中核的な位置を占める言語的単位と
して位置づけられる。
以下，この 5.1.1節では，本章全体の前置きとして，「話し言葉の中から文の範囲を認定することは可能か」
という問題について考えてみたい。言語における最も基本的な単位として見なされる文が，実際の話し言葉の
中ではどのように存在し得るのか（存在し得ないのか）という問題について，少しばかり述べてみたい。
まず，書き言葉の文について見てみよう。大半の書き言葉では，書き手自身によって文末位置に句点が付与
されるため，文の範囲を取り出すことは比較的容易であると言える。例えば (1)のような新聞記事では，文の
終端が句点によって明示的に示されている。そこで，句点（あるいはテキスト冒頭）から句点までの範囲を取
り出せば，文の範囲を認定することができるということになる。¶ ³
(1) 被災地からは、壊れた住宅の再建支援制度を求める声が強い。だが、「公的資金による援助は個人財
産の形成につながる」との意見も強く、論議は足踏み状態だ。その中で鳥取県は昨年秋、被災者住宅
再建支援基金を設け、国に先行して一歩を踏み出した。政府、国会も論議を加速すべきだろう。
（毎日新聞 2002年 1月 17日 朝刊）µ ´
一方，話し言葉では，話し手自身が文末位置を明示的に示すということはない。もとより，句点のように文
末位置を明示するために特化した装置が話し言葉には存在しない。とすると，話し言葉の中から文の範囲を取
り出すためには，何らかの手がかりをもとに文の範囲を認定しなければならないということになる。例えば次
のような発話の書き起こし*3から文の範囲を取り出すためには，何を手がかりとしたらよいだろうか。¶ ³
(2) 今から八年前の jp十二月に jp私は jp友人と二人で jpオーランドのディズニーワールドに行ってき
ました jp八泊十日とちょっと長めだったのですがお金を頑張って溜めて jp行きました jpここは昔か
ら jpテレビで何度も見て一度でもいいから行ってみたいと強く思っていたところです jp東京ディズ
ニーワールドも jp大好きで何度も行きました jp. . . (S01F0050)µ ´
(2)の中から文を取り出すことを考えた場合，手がかりとしてまず目に付くのは，「行ってきました」「行き
ました」「ところです」などの文末表現である。文末表現は，文の完結点を判定するための形態的な指標として
考えることができる。そこで，その直後を文境界と見なし，文末表現の直後で発話を分割することにより，以
下のような 4つの文を取り出すことができる。¶ ³
(3) 1. 今から八年前の十二月に私は友人と二人でオーランドのディズニーワールドに行ってきました
2. 八泊十日とちょっと長めだったのですがお金を頑張って溜めて行きました
3. ここは昔からテレビで何度も見て一度でもいいから行ってみたいと強く思っていたところです
4. 東京ディズニーワールドも大好きで何度も行きました (S01F0050)µ ´
ところが話し言葉の場合，文末表現が常に安定的に得られるとは限らない。特に自発的な話し言葉では，「～
*3 ここでは，転記テキストに含まれる情報のうち，基本形として書き表された言語情報のみを抜き出して示す。jp は転記基本単位の
境界，つまり 200ミリ秒以上のポーズが挿入されている位置を表す。「(Fえ )ー」はフィラー，「(Dご)」は語断片を表す。
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が」「～けれども」などの接続助詞で発話が延々と続くことにより，最初に現れる文末表現までが非常に長くな
ることがある。例えば次のような例である。¶ ³
(4) 帯状疱疹というのは jp(F あの )ーjp水ぼうそうのウイルスによって起こる病気で jp(F え )ーjp大概小
さい頃に水ぼうそうをやった人は必ず (F あの) 体の中に jp 体の中のどこかに jp 水ぼうそうのウイ
ルスというのが残っていて jpで (F え)ストレスだとか後凄い極度の疲れとかによって jp突然 (F そ
の )ー水ぼうそうのウイルスがまた暴れ出して jp(F あの )ー jp発病するというものなんですが jp水
ぼうそうの時にできる (F あの )ー水疱 jpを伴ったぶつぶつ jpじんま疹みたいなぶつぶつが jp(F え
) 突然できるんですけれども jp(F え )ー jp 私の場合はですね jp(F え )ーjp(F あの) jp 首の後ろの脊
椎 jpに jp(F え)ウイルスが残っていて jpちょうど首の jpこの jp部分に jpここから jp(F え )ー(D な
)首胸の上から顔の顔までの間に出る jpということで jp(F え )ーjp体のですね大体片側 jpの限られ
た部分に jp(F え )ー jpその発疹が jp出る jp 病気です jpで (F え )ー(F その)神経に沿って (F え )ー
(D は)jp大体 (D は)発疹が出るので . . . (S00F0210)µ ´
(4)に現れる文末表現は，下線部の「病気です」という部分のみである。先ほどと同じように，文末表現の直
後で発話を分割して文を取り出すという手続きを考えると，(4)の冒頭から「病気です」の直後までが 1文と
して認定されるということになる。しかしながら，この取り出された範囲は 1つの文としてはあまりに長く，
冒頭で示した「書き手あるいは話し手の完結した思想の表現」という文の規定からはあまりに逸脱してしまっ
ている。文末表現という形態的な指標は，文末位置を知る手がかりとしては確かに有用であるが，文末表現が
現れるまでの範囲を 1文とする文の認定方法は，話し言葉の場合，不適切な結果を生じさせることがある。
さらに話し言葉の中には，「フィラー」「語断片」「言いさし」「言い直し」「挿入」「倒置」など，通常の書き
言葉には見られないさまざまな「非流暢性 (dis°uency)」に関する現象が現れることがある。そのような非流
暢現象が原因となり，文の境界が不明瞭になってしまうことがある。例えば，以下の発話を見てみよう。¶ ³
(5) その jp 泊まった部屋っていうのが jp(D な )ーjp 何畳ぐらいかな (D けっ)jp 何畳ぐらいになるのか
な jp(F ん)(?)もう jp(F ん )ーjp八畳 jp八畳は狭いですかね (D なん)何だろうとにかく凄く広くて
jp(F えと )ーjp船旅なのに jp普通船旅とかって jp二等とかでしか行ったことないからあたしにとっ
ては衝撃だったんですが jpもうとにかく部屋にベッドが二つあってソファーもあって jpでクロゼッ
トとかも全部付いててバルコニーが付いていて jpでしかも何か (F その) jp(F ま)お風呂とかバスト
イレも (D べ)しっかり (D ん)jp部屋の中にあるみたいな jp感じ jpでした . . . (S01F0183)µ ´
(5)には，「フィラー」「語断片」「言いさし」「言い直し」「挿入」など，多くの非流暢現象が現れている。こ
こで発話中における話者の心的な過程を考えてみると，以下のようになるだろう。話者は，「泊まった部屋」に
ついて説明をしようと発話を開始したが，途中で行き詰まり，自ら発話した内容やこれから発話する内容に対
して逡巡したり，発話開始時には考えていなかった新しい内容をその場で付け加えたりしながら，最終的には
「～みたいな感じでした」という文末表現で一連の説明を終えている。
具体的な非流暢現象として現れているのは，次に話す内容や既に話した内容について逡巡する発話の「挿入」
（「何畳ぐらいかな」「八畳は狭いですかね」「何だろう」），既に話した内容を新しい表現で置き換える「言い直
し」（「八畳～とにかく凄く広くて」），途中まで言いかけた内容（「船旅なのに」）を破棄して新しい発話（「普通
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船旅とかって」）を開始する「言いさし」などで，この結果，発話全体に構造的な乱れが生じている。
意味的には発話全体がゆるやかなまとまりを成しているように見えるものの，(5)全体が適格な構造を持つ
1文であるとは言いがたい。構造的な適格性にさまざまな破綻をきたしながらも，逡巡しつつ発話を継続・展
開し，自らの発話を文末表現によって何とか完結させようとした結果，最終的に (5)のような発話が形成され
た，と見るべきであろう。
話し言葉に見られるこのような現象について，大石 (1971:255{256)には，次のような記述がある。
話しことばに不整表現が多いということも，つねに指摘されるところである。不整表現の中には，語順
の混乱，首尾の不照応，話線の混交等，文の構造に関するものが少なくない。これらは要するに，話し
手の表現管理に破綻が生じ，表現の統一の崩れたところに生まれた現象である。書きことばにおいては，
言語行動の条件から，概してそうした破綻が少なく，また，破綻のつくろわれる余裕がある。話しこと
ばでは，事情がこれに反して，破綻が多く，また，その結果生じた不整をおおうすべがない。
「不整をおおうすべがない」のは，話し言葉の実体が音声であるということに起因する。さらに言えば，話し
言葉の本質が，実時間に沿って行われる「発話生成（utterance production）」という行動の結果の現れそのも
のであるということに起因する。そもそも発話生成とは，発話開始時から時間とともに動的に展開される一回
的・個別的な行動であり，発話開始時において，発話終了時までの発話形式が厳密に決められているわけでは
ない。話し手は，大まかな発話プランを策定した上で発話を開始し，文法的に適格な構造と意味的に完結した
内容とを備えた言語形式を，実時間内に構築し，かつ線状的（linear）に話さなければならない (Levelt 1989)。
特に自発的な話し言葉では，時間をかけて編集することが可能な書き言葉と異なり，状況に応じて発話プラン
をその場で変更・更新したり，当初の発話プランを破棄して新しいプランに沿った発話を新たに開始したりす
るという，即興的な性格が強くなる。その結果，「話し手の表現管理に破綻が生じ」，(5)のような発話が形成
されることになる。
このような結果生じた一まとまりの発話の中から，「文法的に適格な構造を持ち，かつ意味的な完結性を備
えた単位」である文の範囲を認定するということは，本質的に矛盾した考え方であると言わざるを得ない。発
話生成という一回的・個別的な行動の結果である「発話」と，一種の抽象的・記号的な構築物である「文」と
は，そもそも概念として異質なものであるからである。
このことに関連して，話し言葉を収録してその「総合文型」を網羅的に記述することを試みた国立国語研究
所 (1960:57)には，次のような記述がある。
もし，\話しことば"を \発話"の意味に解し，\文"をその抽象的形式の意味に解するならば，\話しこ
とばの文"ということば自体，2つの相いれない概念を結ぶという点で，矛盾を含む。\話しことば"を
\発話"の意味に解することに異論はないが，\話しことばの文"とは，\発話"と \文"との，具体と抽象
の間にあって，\文"により近く位置する単位としての，やはり抽象的形式であり，ここでの \話しこと
ばの"という形容の語は，\話し言葉を資料とし，ここから抽象の段階を踏むところの"の意味である。
以上，「話し言葉の中から文の範囲を認定することは可能か」という問題について考えてきた。言語表現に
おける基本的な単位として見なされてきた文が，ある種の抽象化を経たものでなければ存在し得ないものであ
る以上，話し言葉の中から文の範囲を認定するという考え方自体に矛盾が含まれる，ということになる。文は
あくまでも抽象的・概念的な構築物であり，一方，発話は外界に具現した実在的な構築物である。話し言葉を
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研究対象として扱う場合，文と発話という両者が本質的に乖離した存在であるということについて，常に自覚
的でなければならないであろう。
5.1.2 談話レベルにおける基本単位の必要性
前節で述べた内容を前置きとして，ここでは，CSJの構築過程において「節単位」という情報がなぜ必要と
なったのか，その経緯について述べておく。
CSJには，本報告書で解説されている種々の研究用情報以外にも，次のような情報が付与されている。構文
や談話のレベルに関わるこれらの情報は，主に情報通信研究機構（当時は通信総合研究所）において設計・付
与されたものである。
² 係り受け構造情報 | 文節間の係り受け関係に関する情報
² 要約・重要文情報 | 講演内容の重要な部分を選択した情報
² 談話境界情報 | 話し手の意図を推測して談話構造を区分化した情報
これらの情報を実際に付与する段階においてまず問題となったのは，ある講演のうち，どこからどこまでの
範囲を対象として情報を付与すればよいか，ということであった。係り受け構造情報を例に取ると，どこから
どこまでの範囲に対して係り受けの修飾関係を付与すべきかを最初に考える必要があった，ということである。
この段階においては，転記テキストで 1行ごとに配置されている文節が最大の文法的な単位であり，それより
大きい文法的単位は存在しなかった*4。そこで，作業者間で「意味的に係り受け関係を結んでいると考えられ
る範囲に対して係り受け関係を付与する」と申し合わせ，作業の試行を行った。その結果，係り受け関係を付
与する範囲が作業者により大きく異なってしまうという結果が生じた。ある作業者はごく狭い範囲に対しての
み係り受け関係を付与していたのに対し，ある作業者は談話的なまとまりを持つ広い範囲に対して係り受け関
係を付与していた。これと同様の問題，すなわち，講演のどの範囲に対して情報を付与すればよいかという問
題は，重要文情報・談話境界情報の付与作業においても生じると考えられた。
ここから，構文レベル・談話レベルに関わる情報の付与作業に共通する分析用の基本単位を確定することが
先決である，という結論に達した。すなわち，係り受け関係を付与する範囲，重要文として抜き出す範囲，談
話構造を構成する範囲を一元的に取り扱うための共通単位をあらかじめ認定しておき，その単位をもとに各作
業を進める，という方針を立てた。問題は，そのような基本単位をどのようにして認定するかということに
なった。
この場合，基本単位として最も一般的に考えられるのは，「文」という単位である。しかしながら，先に述べ
たように，自発的な話し言葉の中から文という単位を取り出すことには本質的な矛盾が含まれる。連綿と続く
話し言葉の中から，文法的・意味的なまとまりを備えた範囲を取り出し，言語的な単位として認定することを
考えた場合，どのような単位が想定されるであろうか。
ちょうど同じ時期に，本章の第一筆者が所属していた ATR音声言語コミュニケーション研究所第 4研究室
（当時）において，「節境界検出プログラム CBAP （Clause Boundary Annotation Program）」というプロ
グラムが開発されていた（丸山他 2004）。このプログラムは，形態素解析された日本語のテキストから「節境
界（clause boundary）」の位置と種類を自動的に検出するという，節境界解析の機能を持っていた。例えば，
*4 200 ミリ秒以上のポーズで区切られる転記基本単位は文節よりも大きな単位を作ることが多いが，それらは必ずしも文法的な単位
を構成するものではない。
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(6)のようなテキストを入力すると，節境界の位置と種類を特定し，(7) のように「節境界ラベル」を付与した
結果を出力する。/連体節/や/文末/などが節境界ラベルである*5。¶ ³
(6) 三十一日のニューヨーク外国為替市場は、ロンドン市場で円高が進んだ流れを引き継いで円を買う勢
いが強まり、円は一時一ドル百二円五銭まで円高ドル安が進みました。円が一ドル百二円台で取引さ
れるのは、今年初め以来ほぼ三ヶ月ぶりのことです。µ ´¶ ³
(7) 三十一日のニューヨーク外国為替市場は、/主題ハ/ ロンドン市場で円高が進んだ/連体節/ 流れを引
き継いで/テ節/ 円を買う/連体節/ 勢いが強まり、/連用節/ 円は一時一ドル百二円五銭まで円高ド
ル安が進みました。/文末/ 円が一ドル百二円台で取引されるのは、/補足節/ 今年初め以来ほぼ三ヶ
月ぶりのことです。/文末/µ ´
同研究室では，ニュース解説番組や新聞記事など長文を多く含むテキストを対象に，あらかじめ節境界解析
を行った上で，ある特定の節境界の直後で文分割（発話分割）を行うことにより，長文が効果的に分割される
ことが確かめられていた（丸山他 2004）。そこで，この CBAPを用いて CSJに含まれる発話を分割し，基本
単位の自動的な抽出を試みることにした。ただし CBAPは，日本語形態素解析システム「茶筌*6」で解析さ
れた結果を入力形式としていたため，異なる仕様の形態論情報を持つ CSJに対して，そのままの形では適用
できなかった。そこで，CSJの形態論情報の仕様に沿って CBAPを改編し，新たに「節境界検出プログラム
CBAP-csj」を開発することにした。
5.1.3 節単位が認定されるまでの流れ
新たに開発された CBAP-csjは，CSJに付与されている形態論情報（主に短単位）を手がかりとして節境界
の位置と種類を検出し，その文法的属性を表示する機能を持っている。例えば先の (2)に挙げた例に対しては，
(8)のような結果を出力する*7。¶ ³
(8) 1. 今から八年前の十二月に私は友人と二人でオーランドのディズニーワールドに行ってきました
[文末]
2. 八泊十日とちょっと長めだったのですが/並列節ガ/
3. お金を頑張って<テ節>溜めて<テ節>行きました [文末]
4. ここは昔からテレビで何度も見て<テ節>一度でもいいから<理由節カラ>行ってみたいと
<引用節>強く思っていたところです [文末]
5. 東京ディズニーワールドも大好きで<並列節デ>何度も行きました [文末] (S01F0050)µ ´
CBAP-csjによって検出された節境界の直後には，CBAPと同様，その節の種類に応じて「節境界ラベル」
が自動的に付与される。[文末]，/並列節ガ/，<テ節> などが節境界ラベルである。オリジナルの CBAPと異
*5 CBAPが検出する対象は，節境界だけでなく，主題要素なども含まれる。丸山他 (2004)参照。
*6 http://chasen.aist-nara.ac.jp/
*7 以降，CBAP-csjの出力結果を示す場合，フィラーや語断片などの情報は省略して示す。
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なるのは，発話分割処理に利用するという目的を第一に考えて，全ての節境界を検出するのではなく，発話分
割処理に関連する節境界のみを検出対象としたこと*8，そして，その節境界直後の発話の切れ目の大きさとい
う観点から，節境界の種類に 3段階のレベルを設けたこと，の 2点である。これらの理論的背景や具体的な仕
様については，5.2節以降で詳しく述べる。
CBAP-csjは，節境界の位置と種類を検出すると同時に，[ ]および/ /で囲まれた節境界の直後で発話を
分割する。上記の例で言えば，[文末]および/並列節ガ/ の直後が分割位置となり，発話が 5つの部分に分割さ
れている。
特定の節境界の直後で発話を分割するという方針を採ったことにより，接続助詞などで発話が延々と続く
ような場合も，文末の出現を待たずに発話を分割することが可能になった。先に挙げた (4)は，CBAP-csjに
よって次のように分割される。¶ ³
(9) 1. 帯状疱疹というのは水ぼうそうのウイルスによって<テ節>起こる病気で<並列節デ>大概小さ
い頃に水ぼうそうをやった人は必ず体の中に体の中のどこかに水ぼうそうのウイルスというの
が残っていて/テ節/
2. で<接続詞>ストレスだとか<トカ節>後凄い極度の疲れとかによって<テ節>突然水ぼうそうの
ウイルスがまた暴れ出して<テ節>発病するという<トイウ節>ものなんですが/並列節ガ/
3. 水ぼうそうの時にできる水疱を伴ったぶつぶつじんま疹みたいなぶつぶつが突然できるんです
けれども/並列節ケレドモ/
4. 私の場合はですね首の後ろの脊椎にウイルスが残っていて<テ節>ちょうど首のこの部分にここ
から首胸の上から顔の顔までの間に出るという<トイウ節>ことで<並列節デ>体のですね大体
片側の限られた部分にその発疹が出る病気です [文末]
5. で<接続詞>神経に沿って<テ節>大体発疹が出るので<理由節ノデ>. . . (S00F0210)µ ´
しかしながら，特定の節境界の直後で発話を分割する処理だけでは，結果として不適切・不自然な分割結果
しか得られないことがある。特に，非流暢性の影響によって，不適切な分割結果が生じてしまうことがある。
例えば，(10)のような発話を CBAP-csjで分割すると，(11)のような形が出力される。¶ ³
(10) テーマ jp 今まで人生を振り返って jp 印象に残ったこと jp タイトルは長男の嫁として jp 長男に嫁
いだのが jp 二十四歳の時でした jp 夫も二十四歳 jp 母 (F あの )ー おしゅうとめさんが四十八歳二
回り上の jpで jp(F (?うーん))jp(D おし) (D う)しゅうとが jp五十一歳です jpそれでとても封建的
な jp時代 (D (?つ))jpだったのでとても苦労しました jp(F あーの )ーjpjp母 (D (?お))(F あの )ーjpお
しゅうとめさんはとても血圧が高い人で jp 朝から jp ずっと寝てました jpjp 食事も全部嫁 jp 洗濯も
嫁 jp(F あの) おしゅうとさんが jp(F あの) 会社に行くのも jp 嫁の私が全部食事の支度をして jp. . .
(S05F1517)µ ´
*8 CBAPが検出対象とする節境界は 144種類，CBAP-csjが検出対象とする節境界は 49種類である。
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(11) 1. テーマ今まで人生を振り返って<テ節>印象に残ったことタイトルは長男の嫁として<テ節>長
男に嫁いだのが二十四歳の時でした [文末]
2. 夫も二十四歳母おしゅうとめさんが四十八歳二回り上ので<接続詞>しゅうとが五十一歳です
[文末]
3. それで<接続詞 L>とても封建的な時代だったので<理由節ノデ>とても苦労しました [文末]
4. 母おしゅうとめさんはとても血圧が高い人で<並列節デ>朝からずっと寝てました [文末]
5. 食事も全部嫁洗濯も嫁おしゅうとさんが会社に行くのも嫁の私が全部食事の支度をして
<テ節>. . . (S05F1517)µ ´
この例の音声を聞くと，「テーマ」「今まで人生を振り返って印象に残ったこと」「タイトルは長男の嫁とし
て」はそれぞれ独立した発話として成り立っていることが分かる。意味としてのまとまりという点からすると，
それぞれの直後で発話が分割されることが望ましい。また，「夫も二十四歳」「食事も全部嫁」「洗濯も嫁」など
はいわゆる「体言止」の構造を取る表現であり，やはりその直後で分割されることが望ましい。さらに，「母お
しゅうとめさんが四十八歳二回り上の」の「二回り上の」は，直前の「四十八歳」を修飾する要素であり，倒
置の構造となっている。しかしながら，CBAP-csjがこれらの点を発話の分割位置として適切に検出すること
は非常に困難である。
そこで，作業者が CBAP-csjの自動分割結果をチェックし，不適切な分割結果が生じている部分に対しては
人手で修正を施すことにした。例えば (11)の例は，人手でチェックされた後，以下のような形に修正される。¶ ³
(12) 1. テーマ - ; 体言止
2. 今まで人生を振り返って<テ節>印象に残ったこと - ; 体言止
3. タイトルは長男の嫁として<テ節> - ; 体言止
4. 長男に嫁いだのが二十四歳の時でした [文末]
5. 夫も二十四歳 - ; 体言止
6. 母おしゅうとめさんが四十八歳 ¿二回り上のÀ - ; 倒置-後切り
7. で<接続詞>しゅうとが五十一歳です [文末]
8. それで<接続詞 L>とても封建的な時代だったので<理由節ノデ>とても苦労しました [文末]
9. 母おしゅうとめさんはとても血圧が高い人で<並列節デ>朝からずっと寝てました [文末]
10. 食事も全部嫁 - ; 体言止
11. 洗濯も嫁 - ; 体言止
12. おしゅうとさんが会社に行くのも嫁の私が全部食事の支度をして<テ節>. . . (S05F1517)µ ´
CBAP-csjの出力では分割されていないが，文法的・意味的なまとまりを備えた言語的単位としては分割さ
れるべきであると判断された点には，「 - 」記号を人手で付与し，その直後を切断した。また，倒置要素であ
ると判断された要素は「¿ À」で囲むことにした。さらに，どのような理由でそのような操作を行ったのか
を，「; 体言止」のようにコメントとして記述することにした。その他，係り受け構造情報，重要文情報，談話
境界情報などの付与作業における必要性などを考慮して修正すべき項目を定義し，「人手修正規則」を定めた。
この規則に従って人手による修正作業を行い，最終的な分割結果を得た。
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以上のような手順に従って，CBAP-csjで自動発話分割を行い，その結果を必要に応じて人手で修正した最
終的な分割結果を「節単位（Clause Unit）」と呼び，各情報付与作業に共通して用いる単位とすることにした。
節単位認定までの流れを示すと，図 5.1のようになる。
形態論情報の
読み込み
) CBAP-csjによる
自動発話分割
) 人手修正 ) 「節単位」の認定
図 5.1 節単位が認定されるまでの流れ
これによって認定される節単位とは，以下のように定義される。
節単位とは，話し言葉における「文」に相当する単位として，係り受け構造情報，重要文情報，談話境
界情報など構文・談話レベルの情報を付与するための基本単位として想定された，文法的・意味的なま
とまりを備えた言語的単位を指す。基本的には特定の節境界の直後で発話を分割することによって得ら
れる節（述語を中心としたまとまり）が節単位を構成するが，非流暢現象などが原因となり，単独の名
詞句や言いさされた部分，発話の断片などが節単位を構成することもある。
節単位は，ある特定の節境界を分割点とするという点で，基本的には文法的な性格を帯びた単位である。
CSJに付与された文法的な単位のうち，節単位は，短単位，長単位，文節に続いて大きく，かつ，1つの講演
を構成する最大の文法的単位である。CSJに含まれる文法的単位の階層を示すと，図 5.2のようになる。
短単位 < 長単位 < 文節 < 節単位 < 講演
図 5.2 CSJに含まれる文法的単位の階層
以上，「節単位」という独自の単位を認定することになった経緯と，節単位を認定するまでの一連の手順につ
いて述べた。以降，5.2節と 5.3節では CBAP-csjによる自動発話分割処理のアルゴリズムについて詳細に述
べる。続く 5.4節と 5.5節では，CBAP-csjの自動発話分割結果を人手修正するための規則について述べる。
5.2 CBAP-csjによる自動発話分割処理
5.2.1 理論的背景
話し言葉の中から文という抽象的構築物を取り出そうとすることに本質的な矛盾が含まれるということは，
冒頭に述べた。その一方で，話し言葉を分析対象として扱う場合，発話をあらかじめ何らかの分析用の単位に
分割しておくことが必要であることもまた事実である。
これと同様の問題意識から，話し言葉を対象とした従来の研究においては，文に代わるさまざまな言語的単
位が提唱されてきた。例えば，以下のようなものである。
² \C-Unit（Communication Unit）" (Loban 1966)
² \TCU（Turn Constructional Unit）" (Sacks et.al. 1974)
² \Intonation Unit" (Chafe 1987)
² \Utterance" (Crookes 1990)
² \AS-Unit（The Analysis of Speech Unit）" (Foster et.al. 2000)
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このうち Utteranceと Intonation Unitは，基本的にポーズやイントネーションなどの音声的な情報を手が
かりとして発話を分割し，得られる単位である。ただし，自発的な発話ではポーズがさまざまな位置に生起し
得るため，独話の分析単位として適切な分割結果が得られる可能性は不明である。TCUは，「ターン」を構成
する単位を指す。「ターン（発話順番）」は，メイナード泉子 (1993:56)によると「会話において一人の話者が
話す権利を行使するその会話中の単位で，会話の当事者によりその何らかの意味または機能を持っていると認
められたもの」と定義され，談話分析・会話分析の研究においてよく用いられるが，独話の発話単位としてど
れだけ利用できるかは定かではない。C-Unitとそれを改良した AS-Unitは，表層に現れている統語的な特徴，
特に「節（clause）」の境界を分割位置として得られる文法的な単位（syntactic unit）である。CSJにおける
節単位は，設計方針という点では C-Unitや AS-Uunitに近い。
さて，節境界を利用して発話をある種の単位に分割することを考えた場合，その構造的な特性から，日本語
は英語などと比べて比較的有利な立場にあると言ってよい。まず，日本語では述語句の部分が形態的によく発
達しており，表層の形態素列から豊富な文法情報を獲得することができる。さらに日本語の述語句は常に節の
終端に配置されるため，述語の活用形や接続助詞の種類などを手がかりとして，節の終端境界の位置およびそ
の文法的な特性をかなり正確に把握することができる。発話の中から節境界の位置と種類を検出し，その形態
的特徴や文法的特性に応じて分割位置を定めることにより，節境界を基本とする柔軟な分割処理を実現するこ
とができる。
そもそも，ある種の節境界が統語的に大きな切れ目として文の分割位置になり得るということは，日本語の
記述的文法研究の中でも早い時期から指摘されてきた。例えば，従属節の種類とその従属度との対応関係を論
じた三上 (1953,1959,1963)や南 (1974,1993) などは，その代表である。三上 (1953:182)は，「代表的な活用形
の平均的陳述度を分数値で表し」たもの，すなわち従属節の種類と文中の切れ目の大きさとの関係として，表
5.1に示すような対応を示している。
表 5.1 従属節の種類と切れ目の大きさの対応
中止連用形 何々シ（テ） 1/4
連体形 何々シタ 1/2
仮定形 何々スレバ 3/4
終止形 何々シタ，セヨ 1
さらに，「連用補語を食止めるか否か」「連体として収まるか否か」「普通体を丁寧体に変更することがふさ
わしいか否か」という統語的テストによって，従属節（三上の言う「活用形」）の各種類を「単式」「軟式」「硬
式」という 3つのクラスに割り当てている。これらのクラスは「句切りの力」の違いに対応づけられており，
後に述べる南 (1974,1993) による従属節の分類に引き継がれていくことになる。
次に，南 (1974,1993)は，従属節の内部に現れ得る要素の範囲，および従属節相互の包含可能性が従属節の
種類によって異なるという統語的な事実に注目し，従属節が備える「文らしさ」という観点から，従属節を「A
類」「B類」「C類」という 3つのクラスに分類した。
A類: つつ，て（様態），ながら（継続），連用形反復. . .
B類: て（理由，原因），と，ながら（逆接），ので，連用形. . .
C類: が，から，けれど，し，て，連用形. . .
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例えば，「*食べたつつ」は非文法的だが「食べたので」「食べたが」は文法的である，また「*食べただろう
ので」は非文法的だが「食べただろうが」は文法的である，というように，A類から C類に進むほど従属節内
部に現れ得る要素の範囲は広くなり，それに応じて主節への従属度が低く（主節からの独立度が高く）なる。
つまり，C類に近づくほど従属節に「文らしさ」が備わっていくということであり，そこに属する節境界を文
の分割位置として利用できる可能性が高くなることを示している。
三上や南によるこれらの記述は，従属節の形態ごとに切れ目の大きさ（従属度）が対応付けられている点で，
発話分割処理にそのまま応用することができる。節境界の位置と種類を特定できれば，その直後の切れ目の大
きさを推測し，発話分割位置と見なせるかどうかを決定することができるわけである。
節境界検出プログラム CBAP，CBAP-csjの開発*9は，以上のような理論的考察が背景となっている。以降
では，CBAP-csjが節境界を検出するアルゴリズム，および動作の仕様を具体的に解説していくことにする。
5.2.2 節境界の検出アルゴリズム
まず，CBAP-csjが節境界を検出するアルゴリズムについて述べる。CBAP-csjは，節境界をパタンマッチ
によって検出するための規則を記述した「節境界検出ルール」と，それを実行するためのプログラム本体とか
ら構成されている。「節境界検出ルール」は，節境界の位置と種類を特定するための「形態素列パタン」と，節
境界の名称を示す「節境界ラベル」を含む，292個の規則の集合（テキストファイル）である。プログラム本
体の実装は Perl で行った。
CBAP-csjは形態論情報を読み込み，パタンマッチによって節境界の位置を特定し，節境界の直後の位置に
その種類を表す節境界ラベルを挿入する。CBAP-csjへの入力には，「MOR形式」と呼ばれる独自の形式を
用いた。MOR 形式とは，形態論情報として付与されている短単位から「基本形」「品詞」「その他の情報 1」
「活用形」「活用の種類」「その他の情報 2」という 6つの情報を取り出し，1つの形態素を以下のような形式で
表現したものである*10。
基本形_品詞-その他の情報 1_活用形_活用の種類-その他の情報 2
例えば，「被ったけれども」という表現は，MOR形式では次のように表現される。
¶ ³
被っ 動詞 ラ行五段 連用形-促音便 た 助動詞 終止形 けれど 助詞-接続助詞 も 助詞-副助詞µ ´
図 5.3 MOR形式による「被ったけれども」
(2)で示した例の冒頭部分をMOR形式で示すと，次のようになる。
*9 なお，「CBAP」および「CBAP-csj」の著作権は，株式会社国際電気通信基礎技術研究所 ATR音声言語コミュニケーション研究
所が有しており，研究目的に限り無償で提供されている。
*10 例えば助詞類の活用形のように，情報が付与されていない場合は，値なしとして表現される。なお，以降ではMOR形式で表され
る 1つの単位を便宜的に「形態素」と呼ぶことにする。
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(13) 今 名詞 から 助詞-格助詞 八 名詞-数詞 年 接尾辞 前 名詞 の 助詞-格助詞 十 名詞-数詞
二 名詞-数詞 月 接尾辞 に 助詞-格助詞 私 代名詞 は 助詞-係助詞 友人 名詞 と 助詞-格助
詞 二人 名詞 で 助詞-格助詞 オーランド 名詞-固有名詞 の 助詞-格助詞 ディズニー 名詞-
固有名詞 ワールド 名詞 に 助詞-格助詞 行っ 動詞 カ行五段 連用形 て 助詞-接続助詞 き 動
詞 カ行変格 連用形 まし 助動詞 連用形 た 助動詞 終止形 八 名詞-数詞 泊 接尾辞 十 名詞-数
詞 日 接尾辞 と 助詞-格助詞 ちょっと 副詞 長 形容詞 形容詞型 語幹 め 接尾辞 だっ 助動
詞 連用形 た 助動詞 連体形 の 助詞-準体助詞 です 助動詞 終止形 が 助詞-接続助詞 . . .µ ´
入力されたMOR形式は，節境界検出ルール内の形態素列パタンと照合される。もし入力中に形態素列パタ
ンにマッチする表現があると，節境界検出ルールが定める当該の箇所に節境界ラベルが挿入される。1個の節
境界検出ルールは IN行と OUT行という 2行の組から構成されており，IN行ではパタンマッチを行うための
形態素列パタンが，OUT行ではマッチした形態素列に対する操作が指定されている。例として，/並列節ガ/，
<条件節タラ>という節境界ラベルを付与するための節境界検出ルールを，図 5.4に示す。
¶ ³
IN: (が 助詞-接続助詞 ) ;
OUT: $1 /並列節ガ/ ;
IN: ((たら jだら) 助動詞 仮定形) ;
OUT: $1 <条件節タラ> ;µ ´
図 5.4 /並列節ガ/，<条件節タラ> を付与するための節境界検出ルール
図 5.4の上段のルールでは，入力されたMOR形式中に「が 助詞-接続助詞 」という 1形態素からなる形
態素列パタンを発見したらその直後に /並列節ガ/ という節境界ラベルを挿入することが指定されている。下
段では，「たら 助動詞 仮定形」もしくは「だら 助動詞 仮定形」という 1形態素からなる形態素列パタンを
発見したらその直後に <条件節タラ> という節境界ラベルを挿入することが指定されている。
(13)から節境界の検出を行った結果を以下に示す。下線部は，形態素列パタンにマッチした部分を示す。¶ ³
(14) 今 名詞 から 助詞-格助詞 八 名詞-数詞 年 接尾辞 前 名詞 の 助詞-格助詞 十 名詞-数詞
二 名詞-数詞 月 接尾辞 に 助詞-格助詞 私 代名詞 は 助詞-係助詞 友人 名詞 と 助詞-格
助詞 二人 名詞 で 助詞-格助詞 オーランド 名詞-固有名詞 の 助詞-格助詞 ディズニー 名
詞-固有名詞 ワールド 名詞 に 助詞-格助詞 行っ 動詞 カ行五段 連用形 て 助詞-接続助詞 き
動詞 カ行変格 連用形 まし 助動詞 連用形 た 助動詞 終止形 [文末] 八 名詞-数詞 泊 接尾辞
十 名詞-数詞 日 接尾辞 と 助詞-格助詞 ちょっと 副詞 長 形容詞 形容詞型 語幹 め 接尾辞
だっ 助動詞 連用形 た 助動詞 連体形 の 助詞-準体助詞 です 助動詞 終止形 が 助詞-接続助詞
/並列節ガ/ . . .µ ´
5.2 CBAP-csjによる自動発話分割処理 267
5.2.3 CBAP-csjが検出する節境界の種類
次に，CBAP-csjが検出する節境界の種類について述べる。CBAP-csjの設計段階において，寺村 (1981)や
益岡・田窪 (1992)などの記述文法書で記述されている従属節の種類を参考にして，49種類の節境界を準備し
た。また，付与された節境界ラベルを発話分割処理に利用することを念頭に置き，その節境界直後の構造的な
切れ目の大きさという観点から，節境界に次の 3段階のレベルを設定した。
² 絶対境界 (Absolute Boundary)
² 強境界 (Strong Boundary)
² 弱境界 (Weak Boundary)
絶対境界とはいわゆる文末表現に相当する境界であり，その直後には発話の完全な切れ目があると見なされ
る。節境界ラベルは [文末] のように表示される。強境界とは南 (1974)の言う C類の従属節にほぼ相当するも
ので，いわゆる文末表現ではないが，構造的に大きな切れ目を成すと考えられる節境界である。「並列節ガ」や
「並列節ケレドモ」などがこれに相当する。節境界ラベルは/並列節ガ/ のように表示される。弱境界とは，通
常は発話の切れ目になることはないが，稀に発話の切れ目になり得る従属節の境界である。「理由節ノデ」「条
件節タラ」などがこれに相当する。節境界ラベルは <理由節ノデ> のように表示される。これら 3段階のレベ
ルは，先の三上や南らによる従属節の従属度に関する知見を参考にして，49種類の節境界すべてに対して個別
に割り当てた。
これに加えて，検出された節境界ラベルのうち，絶対境界および強境界の直後を発話の分割位置として採用
することにした。発話の完全な切れ目である絶対境界と，従属度が相対的に低い強境界の 2種類を分割位置と
することにより，発話の構造的な切れ目の大きさという文法的特性に基づく発話分割が可能になると判断した。
CBAP-csjで検出される 49種類の節境界ラベルを，図 5.5に挙げる。
² 絶対境界： [文末]，[文末候補]，[と文末]
² 強境界： /並列節ガ/，/並列節ケレドモ/，/並列節ケレド/，/並列節ケドモ/，/並列節ケド/，
/並列節シ/，/ヨウニ節/
² 弱境界：<条件節タラ>，<条件節タラバ>，<条件節ト>，<条件節ナラ>，<条件節ナラバ>，
<条件節レバ>，<理由節カラ>，<理由節カラニハ>，<理由節カラ-助詞>，<理由節ノデ>，
<タリ節>，<タリ節-助詞>，<テ節>，<テハ節>，<テモ節>，<テカラ節>，<テカラ節-助詞>，
<テ節-助詞>，<トカ節>，<トカ節-助詞>，<ノニ節>，<連用節>，<引用節>，<引用節-助詞>，
<引用節トノ>，<トイウ節>，<間接疑問節>，<間接疑問節-助詞>，<連体節テノ>，
<並列節ダノ>，<並列節デ>，<並列節ナリ>，<フィラー文>，<感動詞>，<接続詞>，
<接続詞 C>，<接続詞 L>，<接続詞 CL>，<接続詞M>
図 5.5 CBAP-csjで検出される 49種類の節境界ラベル
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節境界のラベル名は，その形態的特徴，および節の前後で結ばれる関係的意味の違いを考慮して，「並列節ケ
レドモ」「理由節カラ」「トカ節」「引用節」のように表現した*11。それぞれの節境界ラベルごとの形式的・意
味的な特徴や具体例については，5.3節で一覧として示す。
さらに，これら 49種類の節境界ラベルを付与する節境界検出ルールとは別に，出現文脈に応じて節境界ラ
ベルに付与されたレベルを強制的に書き換える「メタ規則」を導入した。例えば，弱境界の直後に接続詞が出
現した場合，その境界を強境界に書き換える，というメタ規則がある。図 5.6は，一度弱境界のラベルが付与
された後，その直後に接続詞が出現している場合に，ラベルを強境界に書き換えるメタ規則である。
¶ ³
IN: <(.*?)> ((.*?)_接続詞__) ;
OUT: /$1/ $2 ;µ ´
図 5.6 直後に接続詞が出現した場合に，弱境界を強境界に書き換えるメタ規則
例えば「検査をして」という表現はその直後に弱境界の<テ節>という節境界ラベルが挿入されるのが原則で
あるが，次の例のようにその直後に接続詞が出現する場合には，メタ規則によりラベルが強境界の/テ節/に書
き換えられ，そこが発話分割位置となる。¶ ³
(15) 1. で<接続詞>耳鼻科の有名な病院を紹介してもらいました [文末]
2. で<接続詞>そこに診察に行って<テ節>子供の頃からの状況とか後聴力の検査をして/テ節/
3. で<接続詞>手術をすれば<条件節レバ>回復の見込みがありますよという<トイウ節>ことを伝
えられました [文末] (S00M0053)µ ´
また，弱境界の<テ節>と<条件節ト>に限り，その節を構成する述語句がデスマス体・ゴザイマス体になっ
ている場合は，その境界を強境界に変更するというメタ規則を設けた。
¶ ³
IN: ((て jで) 助詞-接続助詞 ) ;
OUT: $1 <テ節> ;
IN: ((でし jまし) 助動詞 連用形 て 助詞-接続助詞 ) <テ節> ;
OUT: $1 /テ節/ ;
IN: (ませ 助動詞 未然形 ん 助動詞 終止形 で 助詞-接続助詞 ) <テ節> ;
OUT: $1 /テ節/ ;
µ ´
図 5.7 <テ節>を付与するための節境界検出ルールと，デスマス体の場合に/テ節/に書き換えるメタ規則
*11 なお，<感動詞>から<接続詞M>までの 6種は，実質的には節境界ではないが，すぐ後に述べる「メタ規則」の適用などに関わる
ものであるため，他の節境界ラベルと同様に検出対象としている。接続詞の各種類については，5.3.3.26節を参照。
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図 5.7の上段のルールにより，全ての「て 助詞-接続助詞 」または「で 助詞-接続助詞 」の直後に<テ節>
というラベルが挿入される。その上で，もしその述語句が「でし 助動詞 連用形 て 助詞-接続助詞 」「まし
助動詞 連用形 て 助詞-接続助詞 」「ませ 助動詞 未然形 ん 助動詞 終止形 で 助詞-接続助詞 」というデ
スマス体・ゴザイマス体の表現であった場合，中下段のメタ規則により，<テ節>が強境界の/テ節/に書き換え
られることになる。
<条件節ト>を付与する節境界検出ルール，およびデスマス体・ゴザイマス体の場合に強境界に書き換えるメ
タ規則を示すと，以下のようになる。
¶ ³
IN: (と_助詞-接続助詞__) ;
OUT: $1 <条件節ト> ;
IN: ((です|ます)_助動詞__終止形 と_助詞-接続助詞__) <条件節ト> ;
OUT: $1 /条件節ト/ ;µ ´
図 5.8 <条件節ト>を付与するための節境界検出ルールと，デスマス体の場合に/条件節ト/に書き換えるメタ規則
次の例では「言い伝えますと」の直後が強境界の/条件節ト/に書き換えられ，発話分割位置となっている。¶ ³
(16) 1. 父親が動くと<条件節ト>とてもお腹が苦しいので<理由節ノデ>お父さんが動くと<条件節ト>
苦しいよと<引用節>言い伝えますと/条件節ト/
2. 父は極力動かないようになって<テ節>なってきました [文末] (S06M0895)µ ´
5.2.4 コアに含まれる学会講演・模擬講演の節境界ラベル検出結果
コアに含まれる学会講演 70講演および模擬講演 107講演を CBAP-csjで解析した結果として，絶対境界・
強境界・弱境界の出現頻度を表 5.2に示す。また，出現した節境界ラベルを頻度順に集計した結果を表 5.3に
示す。
表 5.2 177講演に現れた絶対境界・強境界・弱境界
学会講演（70講演） 模擬講演（107講演）
絶対境界 5,744 (28.15%) 4,839 (18.93%)
強境界 2,829 (13.86%) 4,644 (18.16%)
弱境界 11,835 (57.99%) 16,086 (62.91%)
合計 20,408 (100%) 25,569 (100%)
表 5.2，表 5.3 の節境界ラベルの分布を見ると，絶対境界の割合が学会講演では 28.15%，模擬講演では
18.93% と，大きな開きがあることが分かる。このうち，[文末] の割合は学会講演で 25.91%，模擬講演で
15.86%となっており，文末表現が学会講演では現れやすく，模擬講演ではなかなか現れないという傾向がう
かがえる。その他，検出された節境界ラベルを用いることにより，さまざまな分析が可能になると考えられる。
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表 5.3 学会講演 70講演および模擬講演 107講演に対して付与された節境界ラベル（頻度順）
表 5.3.1: 学会講演（70講演）
[文末] 5,288 (25.91%)
<テ節> 2,684 (13.15%)
<接続詞> 2,653 (13.00%)
<トイウ節> 1,568 (7.68%)
<引用節> 1,148 (5.63%)
/並列節ガ/ 1,148 (5.63%)
<接続詞 L> 750 (3.68%)
<連用節> 560 (2.74%)
/テ節/ 512 (2.51%)
<並列節デ> 447 (2.19%)
/並列節ケレドモ/ 433 (2.12%)
<理由節ノデ> 360 (1.76%)
/条件節ト/ 334 (1.64%)
<条件節ト> 327 (1.60%)
[文末候補] 322 (1.58%)
<テハ節> 229 (1.12%)
<条件節レバ> 183 (0.90%)
<トカ節> 158 (0.77%)
[と文末] 134 (0.66%)
<テモ節> 129 (0.63%)
/並列節ケドモ/ 127 (0.62%)
<理由節カラ> 94 (0.46%)
<間接疑問節> 83 (0.41%)
<連体節テノ> 75 (0.37%)
/並列節シ/ 70 (0.34%)
<間接疑問節-助詞> 65 (0.32%)
<条件節タラ> 64 (0.31%)
<感動詞> 59 (0.29%)
<タリ節> 58 (0.28%)
/並列節ケド/ 51 (0.25%)
<文末候補> 49 (0.24%)
/ヨウニ節/ 48 (0.24%)
<ノニ節> 36 (0.18%)
/間接疑問節/ 28 (0.14%)
/連用節/ 20 (0.10%)
/並列節デ/ 13 (0.06%)
<フィラー文> 12 (0.06%)
/並列節ケレド/ 12 (0.06%)
<テ節-助詞> 10 (0.05%)
/感動詞/ 10 (0.05%)
/理由節ノデ/ 9 (0.04%)
<引用節-助詞> 8 (0.04%)
<条件節タラバ> 7 (0.03%)
<テカラ節> 7 (0.03%)
/タリ節/ 6 (0.03%)
<接続詞 C> 5 (0.02%)
/理由節カラ/ 4 (0.02%)
<条件節ナラバ> 2 (0.01%)
<条件節ナラ> 2 (0.01%)
<理由節カラニハ> 1 (0.01%)
<並列節ダノ> 1 (0.01%)
<トカ節-助詞> 1 (0.01%)
/文末候補/ 1 (0.01%)
/フィラー文/ 1 (0.01%)
/テモ節/ 1 (0.01%)
/テハ節/ 1 (0.01%)
学会講演 合計 20,408(100%)
表 5.3.2: 模擬講演（107講演）
[文末] 4,054 (15.86%)
<テ節> 3,491 (13.65%)
<接続詞> 2,705 (10.58%)
<引用節> 1,830 (7.16%)
<トイウ節> 1,320 (5.16%)
/テ節/ 1,145 (4.48%)
<接続詞 L> 958 (3.75%)
<並列節デ> 938 (3.67%)
/並列節ケレドモ/ 884 (3.46%)
<理由節ノデ> 834 (3.26%)
/並列節ガ/ 732 (2.86%)
/並列節ケド/ 707 (2.77%)
[文末候補] 677 (2.65%)
<条件節ト> 637 (2.49%)
<トカ節> 412 (1.61%)
/並列節ケドモ/ 395 (1.54%)
<条件節タラ> 379 (1.48%)
<理由節カラ> 354 (1.38%)
<タリ節> 322 (1.26%)
<テモ節> 290 (1.13%)
<文末候補> 270 (1.06%)
<連用節> 266 (1.04%)
<条件節レバ> 253 (0.99%)
/並列節シ/ 248 (0.97%)
/条件節ト/ 187 (0.73%)
<テハ節> 132 (0.52%)
<感動詞> 130 (0.51%)
<間接疑問節> 126 (0.49%)
[と文末] 108 (0.42%)
<フィラー文> 102 (0.40%)
/並列節デ/ 92 (0.36%)
<テカラ節> 86 (0.34%)
<ノニ節> 77 (0.30%)
/並列節ケレド/ 51 (0.20%)
/理由節ノデ/ 46 (0.18%)
/感動詞/ 45 (0.18%)
<間接疑問節-助詞> 39 (0.15%)
<連体節テノ> 35 (0.14%)
/連用節/ 21 (0.08%)
/理由節カラ/ 20 (0.08%)
<タリ節-助詞> 19 (0.07%)
<テカラ節-助詞> 16 (0.06%)
/引用節/ 13 (0.05%)
/タリ節/ 13 (0.05%)
<テ節-助詞> 12 (0.05%)
/ヨウニ節/ 10 (0.04%)
<引用節-助詞> 9 (0.04%)
/フィラー文/ 9 (0.04%)
<条件節ナラ> 8 (0.03%)
/条件節タラ/ 8 (0.03%)
<接続詞 C> 7 (0.03%)
<トカ節-助詞> 7 (0.03%)
/文末候補/ 7 (0.03%)
<理由節-助詞> 6 (0.02%)
<条件節タラバ> 5 (0.02%)
<条件節ナラバ> 3 (0.01%)
<引用節トノ> 3 (0.01%)
/トイウ節/ 3 (0.01%)
<接続詞M> 2 (0.01%)
/条件節レバ/ 2 (0.01%)
/間接疑問節/ 2 (0.01%)
<理由節カラニハ> 1 (0.00%)
<並列節ダノ> 1 (0.00%)
<接続詞 CL> 1 (0.00%)
/条件節ナラ/ 1 (0.00%)
/ノニ節/ 1 (0.00%)
/テモ節/ 1 (0.00%)
/テカラ節/ 1 (0.00%)
模擬講演 合計 25,569(100%)
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以下，5.3節では，CBAP-csjが付与する節境界ラベルについて，代表的な形態素列パタン，形式的・意味的
な特徴，具体例などを図 5.9のような形式で記述していく。なお，ここで記述する形態素列パタンだけで全て
の節境界ラベルの付与が制御されているわけではないことに注意されたい。
節境界ラベル名
パタン： 節境界検出ルールに含まれる代表的な形態素列パタン。
形式： その節境界が備える形式的な特徴。
意味： その節境界が備える意味的な特徴。
注意点： CBAP-csjの解析結果に対して注意すべき点。
例文
図 5.9 節境界ラベル一覧の記述形式
5.3.1 絶対境界
5.3.1.1 [文末]
パタン：
IN: (終止形|終止形-(省略|撥音便Ａ|促音便Ａ)|命令形) ;
OUT: $1 [文末] ;
形式： 用言の終止形・命令形などによって発話が形式的に完結される点。
意味： 叙述の完結点であり，話し手の心的態度が文法的な手段により表示される。
注意点： 「雨！」のようないわゆる一語文の文末や，「ちょっと変。」のような形式的に明示的でない（有標
な形態的特徴を有しない）文末は，CBAP-csj検出対象とならないため，[文末]のラベルは付与されな
い。人手修正の際にそのような箇所が発見された場合，修正の対象となる。「行くんですね」のようにノ
ダ形に終助詞が後接した場合は [文末]となるが，「行くね」のようにノダ形以外の用言に終助詞が後接
した場合は [文末候補]となる。
¶ ³
(17) 簡単に最初に復習をしておきたいと<引用節>思います [文末] (A01M0074)
(18) で<接続詞>それぞれ十六名の有効データーを得ました [文末] (A01F0055)
(19) あたしニワトリ歩いてるのって見たことが今までなかったんですね [文末] (S03F0062)
(20) まず左側の方を御覧ください [文末] (A01M0048)µ ´
以下の例において，「十三人」「大変」の直後は [文末]に相当する箇所として分割されるべき位置であるが，
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形式的に明示的でないために CBAP-csj の検出対象とはなり得ない。このような例は，人手修正の対象とな
る。（参照 → 5.5.1.1節）¶ ³
(21) 被験者は全部で十三人で<接続詞>システムが何か聞いては<テハ節>答えるっていうのの繰り返し
ですね [文末候補] (A01M0021)
(22) 金曜日の夜の終電中央林間行きとか乗っちゃうと<条件節ト>もう凄い大変もうそれぐらいたくさん
の人が住んで<テ節>大手町とか都心に働きに行ってるんですね [文末] (S03F0062)µ ´
5.3.1.2 [文末候補]
パタン：
IN: (終止形|終止形-(省略|撥音便Ａ|促音便Ａ)|命令形) (.*?)_助詞-終助詞__) ;
OUT: $1 [文末候補] ;
形式： いわゆる文末表現に相当するものの，終助詞が後接していることによって，文脈によっては文末にな
らない可能性がある場合。典型的には，用言の終止形に終助詞「か」「ね」などが後接する場合。
意味： [文末]と同様，叙述の完結点であり，話し手の心的態度が文法的な手段により表示される。
注意点： CBA-csjによる節境界解析では絶対境界として発話分割位置となるが，人手修正の際に文末ではな
いと判断された場合，修正の対象となる。典型的には，付与された終助詞が間投助詞として機能してい
る場合（「昨日ですね」）や，発話の一時的な中断点になっている場合（「何だったかな」）など。¶ ³
(23) 一番左が最初千文書を取得した段階での初期検索の精度ですね [文末候補] (A03M0045)
(24) 犬を飼っている方は多分犬を全般的に好きな方が多いですよね [文末候補] (S00F0031)
(25) 1. それにしても<テモ節>私が本で読んだあの情報は一体何だったのでしょうか [文末候補]
2. 保守的な生活を好むはずの人々がそんなに急進な手段を取るのでしょうか [文末候補]
(S00F0173)µ ´
以下の例において，「那覇に到着した後ですね」の「ですね」は文末表現ではなく間投助詞として働いてお
り，文末表現とは認められないため，不適切な分割結果として人手修正の対象となる。（参照 → 5.5.5.1節）¶ ³
(26) 1. 那覇に到着した後ですね [文末候補]
2. 船酔いに苦しんだ多くの乗客は帰りのチケットをキャンセルしていました [文末] (S02M0011)µ ´
また，以下の例において，「うちの主人も」は「離れ難かった」に係っており，「何て言うんですか」は発話
中に挿入された部分であると認められるため，不適切な分割結果として人手修正の対象となる。¶ ³
(27) 1. で<接続詞>結局うちの主人も何て言うんですか [文末候補]
2. 離れ難かったのかもしれませんけどね/並列節ケド/. . . (S03F0314)µ ´
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5.3.1.3 [と文末]
パタン：
IN: (と_助詞-格助詞__) <引用節> ((.*?)_(感動詞|接続詞)__) ;
OUT: $1 [と文末] $2 ;
形式： いわゆる文末表現に格助詞「と」が後接して発話が完結している場合。
意味： 「～と」という形を取る，叙述の完結点。演説調の発話スタイルの中でよく見られる。
注意点： 用言の終止形などに格助詞「と」が後接すると<引用節>のラベルが付与される（参照 → 5.3.3.17
節）が，その直後に感動詞または接続詞が出現した場合に，ラベルが [と文末]に書き換えられる。
¶ ³
(28) 1. まず音声データーベースからメルケプストラム分析行ないまして/テ節/
2. メルケプストラムとそれの動的特徴量デルタとデルタデルタを求めたいと [と文末]
3. で<接続詞>後は音素ごとにエイチエムエムを学習しまして/テ節/. . . (A01M0007)
(29) 1. で<接続詞>総論では賛成なんだけれども/並列節ケレドモ/
2. 少し煮詰める必要があるんではないだろうかと [と文末]
3. で<接続詞>私もそういう風に思います [文末] (S06M0894)µ ´
5.3.2 強境界
5.3.2.1 /並列節ガ/
パタン：
IN: (が_助詞-接続助詞__) ;
OUT: $1 /並列節ガ/ ;
形式： 接続助詞「が」により導かれる節。
意味： 前件と後件が並列的関係（逆接または順接）にあることを表す。話題の導入や前置きの表現として用
いられることも多い。
注意点： いったん発話した内容について補足するために，発話の途中に「～が」という節が挿入される場合
がある。この場合，不適切な分割結果が生じるため，人手修正の対象となる。
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(30) 1. 預けるの連用形預けは通常それだけでは名詞になりませんが/並列節ガ/
2. お預けと語頭におが付くことによって<テ節>犬の仕付けの一つや転じて<テ節>実行が保留さ
れている状態を表わすようになります [文末] (A02F0038)
(31) 1. で<接続詞>結果ですが/並列節ガ/
2. まず絶対音感群の結果から見ていきたいと<引用節>思います [文末] (A01F0067)
(32) 1. まず一つ目の検証方法ですが/並列節ガ/
2. 単純に音響尤度のみによる検証を行ないます [文末] (A01M0103)µ ´
以下の例において，「色んなパターンを」は「集めてみました」に，「小学校一年生になる時に」は「引っ越
しまして」にそれぞれ係っており，「ここに書いてある数字は頻度ですが」「昔は僕は足立区に住んでいたんで
すが」は発話中に挿入された部分であると認められるため，不適切な分割結果として人手修正の対象となる。
（参照 → 5.5.2.2節）¶ ³
(33) 1. 色んなパターンをここに書いてある数字は頻度ですが/並列節ガ/
2. たくさん集めてみました [文末] (A01M0021)
(34) 1. 僕は小学校一年生になる時に昔は僕は足立区に住んでいたんですが/並列節ガ/
2. 今住んでる文京区に引っ越しまして/テ節/. . . (S02M0161)µ ´
5.3.2.2 /並列節ケレドモ/ /並列節ケレド/ /並列節ケドモ/ /並列節ケド/
パタン：
IN: (けれど_助詞-接続助詞__ も_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 /並列節ケレドモ/ ;
IN: (けれど_助詞-接続助詞__) ;
OUT: $1 /並列節ケレド/ ;
IN: (けど_助詞-接続助詞__ も_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 /並列節ケドモ/ ;
IN: (けど_助詞-接続助詞__) ;
OUT: $1 /並列節ケド/ ;
形式： 接続助詞「けれど」+副助詞「も」により導かれる節。または，接続助詞「けど」+副助詞「も」，接
続助詞「けれど」，接続助詞「けど」により導かれる節。
意味： 前件と後件が並列的関係（逆接または順接）にあることを表す。話題の導入や前置きの表現として用
いられることも多い。
注意点： いったん発話した内容について補足するために，発話の途中に「～けれども」などの節が挿入され
る場合がある。この場合，不適切な分割結果が生じるため，人手修正の対象となる。
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(35) 1. 女性の場合でもやはり同様な傾向だったんですけれども/並列節ケレドモ/
2. 男性の場合の時に見られたような逆転現象が有意な程には見られていません [文末] (A01M0096)
(36) 1. まずその教室の様子ですけれども/並列節ケレドモ/
2. 教室の名前は俳句文法教室と言います [文末] (S04F1495)
(37) 1. 今からグラフお見せしますけれども/並列節ケレドモ/
2. 縦軸と横軸の説明だけ先にしときます [文末] (A01M0096)µ ´
以下の例において，「合計四個の」は「電流双極子」に，「早速」は「チェックしました」にそれぞれ係って
おり，「この緑の部分なんですけれども」「夜着いたんですけども」は発話中に挿入された部分であると認めら
れるため，不適切な分割結果として人手修正の対象となる。（参照 → 5.5.2.2節）¶ ³
(38) 1. この例では左右に二個ずつの合計四個のこの緑の部分なんですけれども/並列節ケレドモ/
2. 電流双極子を必要としました [文末] (A01M0025)
(39) 1. ホテルの部屋の中も早速夜着いたんですけども/並列節ケドモ/
2. チェックしました [文末] (S01F0050)µ ´
5.3.2.3 /並列節シ/
パタン：
IN: (し_助詞-接続助詞__) ;
OUT: $1 /並列節シ/ ;
形式： 接続助詞「し」により導かれる節。
意味： 前件と後件が並列的関係にあることを表す。関係的意味としては，並列・累加・理由などを表す。¶ ³
(40) 1. 御覧のようにエフゼロにも非常に大きな違いが観察されますし/並列節シ/
2. から<接続詞>デュレーションにも非常に大きな違いが観察されます [文末] (A01M0074)
(41) 1. だから<接続詞 L>飼い主なりあるいは<接続詞>隣近所の人が日本語で言えば<条件節レバ>
ちゃんと座るし/並列節シ/
2. 来いと<引用節>言えば<条件節レバ>来る [文末] (S02M1698)
(42) 1. で<接続詞>その豪華な船に乗れたっていう<トイウ節>体験もできたし/並列節シ/
2. 楽しかったと<引用節>思っています [文末] (S01F0183)µ ´
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5.3.2.4 /ヨウニ節/
パタン：
IN: (ます_助動詞__連体形 よう_形状詞__ に_助動詞__連用形) ;
OUT: $1 /ヨウニ節/ ;
IN: (まし_助動詞__連用形 た_助動詞__連体形 よう_形状詞__ に_助動詞__連用形) ;
OUT: $1 /ヨウニ節/ ;
形式： 助動詞の連体形「ます」+形状詞「よう」+助動詞の連用形「に」で導かれる節。
意味： 例示や引用の意味を表す。特に「先程申し上げましたように」「一番下に書いてありますように」のよ
うな形で，講演中に注釈を添えるような場面で用いられることが多い。
注意点： /ヨウニ節/という節境界ラベルは，「ますように」「ましたように」という連接にしか付与されず，
強境界しか存在しない。¶ ³
(43) 1. 先程申し上げましたように/ヨウニ節/
2. 条件付き確率の式はこのように異なっています [文末] (A03M0010)
(44) 1. よく知られますように/ヨウニ節/
2. 線形予測法というのがございまして/テ節/. . . (A01M0147)µ ´
5.3.3 弱境界
5.3.3.1 <条件節タラ> <条件節タラバ>
パタン：
IN: ((たら|だら)_助動詞__仮定形) ;
OUT: $1 <条件節タラ> ;
IN: <条件節タラ> (ば_助詞-接続助詞__) ;
OUT: $1 <条件節タラバ> ;
形式： 助動詞の仮定形「たら」「だら」により導かれる節。または「たら」「だら」+接続助詞「ば」により
導かれる節。
意味： 前件で示される内容が，後件で示される事態の仮定条件や確定条件（時系列関係）になっていること
を表す。
注意点： 「そうしたら」「ひょっとしたら」「どうしたら」のような固定的な表現に対しても<条件節タラ>が
付与される。
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(45) 学部の成績で選ばれたら<条件節タラ>多分落ちていたと<引用節>思うんですけれども
/並列節ケレドモ/. . . (S01M0051)
(46) 初めに言わば素人段階でどのぐらいできるかと<引用節>調査をしましたら<条件節タラ>六十七パー
セントが鼻濁音できないんですね [文末] (A05M0040)
(47) で<接続詞>乗り移って<テ節>ビーのやつも乗り移ったらば<条件節タラバ>まず最初にやることは
ですね見学履歴と興味を共有相違部分を検出する [文末] (A04M0047)
(48) で<接続詞>その時にちょうど先生がもしかしたら<条件節タラ>私は東京都指定の特殊な難病かも
しれないと<引用節>言われました [文末] (S02F0100)µ ´
5.3.3.2 <条件節ト>
パタン：
IN: (と_助詞-接続助詞__) ;
OUT: $1 <条件節ト> ;
IN: ((です|ます)_助動詞__終止形 と_助詞-接続助詞__) <条件節ト> ;
OUT: $1 /条件節ト/ ;
形式： 接続助詞「と」により導かれる節。
意味： 前件で示される内容が，後件で示される事態の仮定条件や確定条件（時系列関係）になっていること
を表す。
注意点： 用言がデスマス体の場合，メタ規則により弱境界が強境界に書き換えられる。「まとめますと」「そ
うしますと」のように，談話の展開を表す表現として用いられることも多い。¶ ³
(49) 言語カテゴリーとして<テ節>どういうものを持ってくると<条件節ト>比較的うまく行くのかとい
う<トイウ節>ことを考えたという<トイウ節>ことです [文末] (A01M0157)
(50) 翌日朝食を済ませると<条件節ト>私達は旅行代理店へ向かいました [文末] (S00F0173)
(51) 1. 以上をまとめますと/条件節ト/
2. 我々は本研究におきまして<テ節>周波数伸縮を用いた話者正規化法の種々の年齢層話者に対す
る効果これを検証いたしました [文末] (A01M0115)µ ´
5.3.3.3 <条件節ナラ> <条件節ナラバ>
パタン：
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IN: ((終止形|終止形-(省略|撥音便Ａ|促音便Ａ)) なら_助動詞__仮定形) ;
OUT: $1 <条件節ナラ> ;
IN: <条件節ナラ> (ば_助詞-接続助詞__) <条件節レバ> ;
OUT: $1 <条件節ナラバ> ;
IN: (連体形 (の|ん)_助詞-準体助詞__ なら_助動詞__仮定形) ;
OUT: $1 <条件節ナラ> ;
形式： 用言の終止形 +助動詞の仮定形「なら」により導かれる節。または「なら」+接続助詞「ば」により
導かれる節。
意味： 前件で示される内容が，後件で示される事態の仮定条件や推論の前提条件になっていることを表す。
注意点： 「できるなら」のような固定的な表現に対しても<条件節ナラ>が付与される。用言の連体形 +準
体助詞「の」+「なら」で<ナラ節>が構成される場合もある。¶ ³
(52) 日本のテレビと英国のテレビ一番違う面というのは英国のテレビはいかにも見るなら<条件節ナラ>
何かを学べっていう<トイウ節>ものが多かったのをよく覚えてます [文末] (S00M0213)
(53) もし形式的にこの会話の中で起きた他の相づちに習うならば<条件節ナラバ>ここではそうかなそう
だよといったものになるはずなるのではないでしょうか [文末候補] (A06F0049)
(54) できるならば<条件節ナラバ>遭難でなくてですね<テ節>無人島に行って<テ節>そういう経験した
いなと<引用節>文章作りながら思いました [文末] (S07M0833)µ ´
5.3.3.4 <条件節レバ>
パタン：
IN: (ば_助詞-接続助詞__) ;
OUT: $1 <条件節レバ> ;
形式： 接続助詞「ば」で導かれる節。
意味： 前件で示される内容が，後件で示される事態の仮定条件や推論の前提条件になっていること表す。
注意点： 「～すればいい」のような固定的な表現に対しても<条件節レバ>が付与される。¶ ³
(55) でも<接続詞>一生懸命頑張っていれば<条件節レバ>いつか爽快な気持ちでゴールテープを切る日
が来るのかしらという<トイウ節>風に思うのです [文末] (S00F0131)
(56) で<接続詞>動的に音素ツリーを生成するのであれば<条件節レバ>各状態で残すパスは一つで良い
のですが/並列節ガ/. . . (A01M0030)
(57) で<接続詞>ついでにこれもいい日本語に替えてくれれば<条件節レバ>いいなと<引用節>そんな気
がしてます [文末] (S06M0373)µ ´
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5.3.3.5 <理由節カラ>
パタン：
IN: (から_助詞-接続助詞__) ;
OUT: $1 <理由節カラ> ;
形式： 接続助詞「から」で導かれる節。
意味： 前件で示される内容が，後件で示される事態の原因・理由や，推論の根拠となっていることを表す。¶ ³
(58) どうしてもこの遊びの方が先に入ってたから<理由節カラ>そっちを優先しちゃったっていう
<トイウ節>ことでした [文末] (S02F0012)
(59) 全体としては精度は約八割で<接続詞>ベースラインが大体三割ですから<理由節カラ>有意な正し
い有効な結果が出ていると<引用節>考えられます [文末] (A03M0059)µ ´
5.3.3.6 <理由節カラニハ>
パタン：
IN: <理由節カラ> (に_助詞-格助詞__ は_助詞-係助詞__) ;
OUT: $1 <理由節カラニハ> ;
形式： <理由節カラ>に格助詞「に」+係助詞「は」が後接したもの。
意味： 前件で示される内容が，後件で示される判断の前提となっていることを表す。¶ ³
(60) ここで意味的な繋がりと言うからには<理由節カラニハ>何らかの基準が必要となってきます [文末]
(A03M0138)
(61) で<接続詞>逆に言うと<条件節ト>常任理事国になるからには<理由節カラニハ>我が国が我が国の
軍事組織が外国で行動することいわゆる海外派兵これが問題にならないように憲法を改めざるを得
ない訳です [文末] (S06M0373)µ ´
5.3.3.7 <理由節カラ-助詞>
パタン：
IN: <理由節カラ> ((.*?)_助詞-(係|副)助詞__) ;
OUT: $1 <理由節カラ-助詞> ;
形式： 「からこそ」などのように，<理由節カラ>に係助詞または副助詞が後接したもの。
意味： 「からこそ」の場合，前件で示される内容が唯一の理由になって後件が引き起こされたことを表す。
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(62) 寝泊まりを一緒にしたからこそ<理由節カラ-助詞>長く続く友達ができたんじゃないかと<引用節>
思います [文末] (S00F0083)
(63) ただ<接続詞>私は地元なので<理由節ノデ>逆に地元だからこそ<理由節カラ-助詞>お店にあまり
入らなくて<テ節>どこのお店がおいしいだとか<トカ節>よく行き付けのお店がっていうのは実は
ないんですね [文末] (S03F0224)µ ´
5.3.3.8 <理由節ノデ>
パタン：
IN: (連体形 (の|ん)_助詞-準体助詞__ で_助動詞__連用形) ;
OUT: $1 <理由節ノデ> ;
形式： 用言の連体形 +準体助詞「の」「ん」+助動詞の連用形「で」で導かれる節。
意味： 前件で示される内容が，後件で示される事態の原因・理由や，推論の根拠となっていることを表す。¶ ³
(64) 縮むことがないので<理由節ノデ>安心して<テ節>何度でも洗います [文末] (S04F0013)
(65) 御飯一に対して<テ節>イクラ一の割合で三杯ぐらい食べちゃったんで<理由節ノデ>多分それが原
因かなと<引用節>思います [文末] (S00M0025)µ ´
5.3.3.9 <タリ節> <タリ節-助詞>
パタン：
IN: (連用形 (たり|だり)_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <タリ節> ;
IN: <タリ節> ((は|も)_助詞-(係|副)助詞__) ;
OUT: $1 <タリ節-助詞> ;
形式： 用言の連用形 +副助詞「たり」「だり」で導かれる節。
意味： 「～たり～たり」という形で，並列する動作や事態を表す。例示の意味で用いられることもある。
注意点： <タリ節>に係助詞「は」「も」が後接する場合は，<タリ節-助詞>となる。¶ ³
(66) これに対してですね<テ節>抽象化をこちら側は抽象化によって<テ節>ノードが小さくなったり
<タリ節>大きくなったり<タリ節>する訳ですけども/並列節ケドモ/. . . (A03M0005)
(67) 多義を判定する場合というのは非常に主観が入ってしまったり<タリ節>するので<理由節ノデ>あ
まり無理やり分けないという<トイウ節>こと方針にいたしました [文末] (A03F0109)
(68) いわゆる制作進行助監督みたいなこともやったりも<タリ節-助詞>しました [文末] (S01M0227)µ ´
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5.3.3.10 <テ節>
パタン：
IN: ((て|で)_助詞-接続助詞__) ;
OUT: $1 <テ節> ;
IN: ((でし|まし)_助動詞__連用形 て_助詞-接続助詞__) <テ節> ;
OUT: $1 /テ節/ ;
IN: (ませ_助動詞__未然形 ん_助動詞__終止形 で_助詞-接続助詞__) <テ節> ;
OUT: $1 /テ節/ ;
形式： 接続助詞「て」「で」で導かれる節。
意味： 様態，事態間の継起関係，因果関係，並列関係などを表す。
注意点： 用言がデスマス体の場合，メタ規則により弱境界が強境界に書き換えられる。「について」「によっ
て」「おいて」「に関して」のような固定的な表現に対しても<テ節>が付与される。テ節の直後に「い
る」「ある」「しまう」などが後接してアスペクト的意味を表す場合，<テ節>は付与されない。¶ ³
(69) で<接続詞>自分達でレンタカー車を飛ばして<テ節>行きました [文末] (S00F0014)
(70) 1. で<接続詞>当日は四時に起きまして/テ節/
2. で<接続詞>最少のスタッフで現場に直行いたしました [文末] (S01M0227)
(71) ある時は失恋して<テ節>泣いている私に寄り添ってもくれました [文末] (S00F0031)
(72) これに対し<連用節>日本語話者は日本語の長短母音のカテゴリー判断では物理的な長さのみで決ま
るカテゴリーを持っていて<テ節>それに基づき<連用節>長さの判断をしていると<引用節>考えら
れます [文末] (A01F0122)
(73) では<接続詞>実際に我々がこれまで構築してきた検出システムの評価結果について<テ節>述べて
いきます [文末] (A01M0015)
(74) 脳磁図測定によって<テ節>得られた代表的な結果を示します [文末] (A01M0025)µ ´
5.3.3.11 <テハ節>
パタン：
IN: (<|/)テ節 (>|/) (は_助詞-係助詞__) ;
OUT: $3 <テハ節> ;
IN: ((連用形|連用形-促音便) ちゃ_助詞-接続助詞__融合) ;
OUT: $1 <テハ節> ;
形式： <テ節> /テ節/ に係助詞「は」が後接したもの。
意味： 繰り返す動作を表す。「に関しては」「については」「によっては」「に対しては」などの形は，ある種
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の主題を提示する。
注意点： 「してはいけない」のような固定的な表現に対しても<テハ節>が付与される。「ては」の縮約形と
して「ちゃ」がある。強境界の/テ節/の直後に「は」が現れた場合でも，弱境界の<テハ節>に書き換え
られる。¶ ³
(75) もう初日から彼らを探しては<テハ節>きゃあきゃあ騒ぎ過ぎて<テ節>もう声枯れしちゃって
<テ節>大変でした [文末] (S01F0050)
(76) 明らかな言い淀みに関しては<テハ節>このようにシステムの出力が何らかの形で重なっていれば
<条件節レバ>それを正解と見なしました [文末] (A01M0015)
(77) 周波数伸縮を用いたさまざま伸縮法につきましては<テハ節>これまでにもさまざまな手法関数等が
提案されてきております [文末] (A01M0115)
(78) 十一月頃イラン革命が始まって<テ節>まず戒厳令と言って<テ節>夜の最初は八時以降は外出しちゃ
<テハ節>いけない [文末] (S03F0072)µ ´
5.3.3.12 <テモ節>
パタン：
IN: (<|/)テ節 (>|/) (も_助詞-係助詞__) ;
OUT: $3 <テモ節> ;
形式： <テ節> /テ節/ に係助詞「も」が後接したもの。
意味： 前件が成立したとしても，そこから予期される後件が成立しないという，譲歩関係を表す。「に関して
も」「につきましても」などの形は，ある種の主題を提示する。
注意点： 「してもいい」のような固定的な表現に対しても<テモ節>が付与される。¶ ³
(79) で<接続詞>今回ちょっと運が悪かったみたいでですね<並列節デ>ヨーロッパに行きましても
<テモ節>ヴィトンの商品自体がないんですよ [文末] (S02M0245)
(80) そういう機会を設けてくれた上司に対しても<テモ節>凄くこう感謝の気持ちでいっぱいだったんで
すね [文末] (S01F0074)
(81) リコールと呼んでも<テモ節>いいんですけども/並列節ケドモ/. . . (A03M0005)µ ´
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5.3.3.13 <テカラ節> <テカラ節-助詞> <テ節-助詞>
パタン：
IN: (<|/)テ節 (>|/) (から_助詞-格助詞__) ;
OUT: $3 <テカラ節> ;
IN: <(テ|テカラ)節> ((.*?)_助詞-(.*?)__) ;
OUT: $2 <$1節-助詞> ;
形式： <テカラ節>は，<テ節>に格助詞「から」などの助詞が後接したもの。<テカラ節-助詞>は，<テカラ節>
に助詞が後接したもの。<テ節-助詞>は，<テ節>に格助詞「から」以外の助詞が後接したもの。
意味： <テカラ節>は，前件の内容が完了した後に後件の内容が生起することを表す。¶ ³
(82) そして<接続詞>最後に八月に入って<テ節>大学の授業が終わってから<テカラ節>修道院を訪ねま
した [文末] (S01F0157)
(83) 寝たきりになってからは<テカラ節-助詞>どんどんと衰弱していきました [文末] (S02F0180)
(84) この群においてのみ<テ節-助詞>原型への選好が有意に認められました [文末] (A01F0055)µ ´
5.3.3.14 <トカ節> <トカ節-助詞>
パタン：
IN: (終止形 と_助詞-格助詞__ か_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <トカ節> ;
IN: <トカ節> (.*?)_助詞-(.*?)助詞__) ;
OUT: $1 <トカ節-助詞> ;
形式： 用言の終止形 +格助詞「と」+副助詞「か」で導かれる節。
意味： 「～とか～とか」という形で，並列する動作や状態を表す。例示の意味でも用いられる。
注意点： <トカ節>に助詞が後接する場合は，<トカ節-助詞>となる。¶ ³
(85) 洗濯機の音ですとか<トカ節>テレビの音ですとか<トカ節>色々あります [文末] (A01M0137)
(86) で<接続詞>その時点でも何の疑いもなく<連用節>例えば御家族じゃないですかとか<トカ節>色ん
なこと向こうは言ってくるんですね [文末] (S02F0121)
(87) で<接続詞>そうすると<条件節ト>大体遅く食うとか<トカ節>あるいは<接続詞>残すとかに
<トカ節-助詞>なる訳ですけど/並列節ケド/. . . (S02M0161)µ ´
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5.3.3.15 <ノニ節>
パタン：
IN: (連体形 の_助詞-準体助詞__ に_助詞-格助詞__) ;
OUT: $1 <ノニ節> ;
形式： 用言の連体形に準体助詞「の」+格助詞「に」が後接したもの。
意味： 典型的には，前件と後件の逆接関係を表す。内容を表す節（名詞節）として用いられることもある。
その場合，「ことに」「ものに」などに言い換えることができる。¶ ³
(88) 1. でですね<接続詞>食べ物がろくに出ないのに<ノニ節>吐き気だけを催すというですね
<トイウ節>一番つらい状況になった訳です [文末] (S02M0011)
(89) 基本的に人間って変わらないんだなっていうのに<ノニ節>気が付いた時自分が外国に対して<テ節>
持っていた情熱は何だったんだろうって<引用節>考えたんです [文末] (S00M0213)
(90) 何か自分が死ぬのが悲しいんじゃなくて<テ節>親にそういう思いをさせている自分というのに
<ノニ節>凄く悲しみを感じました [文末] (S02F0100)µ ´
5.3.3.16 <連用節>
パタン：
IN: ((.*?)_(動詞|助動詞)_(.*?)_連用形) ;
OUT: $1 <連用節> ;
IN: (で_助動詞__連用形) <連用節> (ある_動詞_ラ行五段_終止形) ;
OUT: $1 $2 ;
IN: <連用節> ((始め|始める)_動詞_マ行下一段_(.*?)) ;
OUT: $1 ;
IN: (思い切り_動詞_ラ行五段_連用形) <連用節> ;
OUT: $1 ;
形式： 動詞，助動詞の連用形で導かれる節。
意味： 前件と後件が並列的関係にあることを表す。関係的意味としては，事態間の継起関係，因果関係，並
列関係などを表す。
注意点： 形容詞の連用形は，連用修飾語として働く場合と述語として働く場合とがある。後者は<連用節>
のラベルが付与されるべき箇所であるが，CBAP-csjでは検出することができない。人手修正の際にそ
のような箇所が発見された場合，修正の対象となる。また，助動詞の連用形「で」に「ある」「はない」
などが後接する場合や，動詞の連用形の直後に動詞「始める」「続ける」，接続助詞の「て」などが後接
する場合には，<連用節>は付与されない。「思い切り」「何となく」「繰り返し」「思わず」などは述語と
して働く場合よりも連用修飾語として働く場合が多いので，<連用節>のラベルは付与されない。
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(91) 花火が上がり<連用節>紙吹雪が舞い<連用節>みんなもう酔っ払ったアメリカ人が踊りながらハッ
ピーニューイヤーと叫び合います [文末] (S01F0050)
(92) その一本の足でも地面に付くことができないようになると<条件節ト>体重が支えられなくなり
<連用節>やがて体中の毛細血管が収縮して<テ節>命取りになってしまうのです [文末] (S00F0131)
(93) 次に刺激提示条件は聴覚提示のみ視覚提示のみ視聴覚提示の三条件とし<連用節>被験者は比較刺激
の一つを数えるという<トイウ節>課題としました [文末] (A01M0025)
(94) ちなみに<接続詞>この時に使ったシャツやパンツゼッケン運動靴はその後使わずに<連用節>ずっ
と取ってあります [文末] (S01M0091)
(95) 聞くところによると<条件節ト>この地方を治めていたスペイン人はとても温厚な人柄だったらしく
<連用節>先住民と争うようなことはあまりなかったのだそうです [文末] (S00F0173)µ ´
以下の例において， 形容詞の連用形「多く」「安く」は述語として機能しており，その直後が連用節の境界
として判断できるため，人手修正の対象となる。¶ ³
(96) 単純語の五百九十七語に入っていない動詞でもこのように合成語としてなら<条件節ナラ>名詞にな
り得る語は非常に多く分類語彙表中の合成語で<並列節デ>後項が連用形名詞のものを取り出して
<テ節>見ると<条件節ト>それだけでも二千百九十五語ありました [文末] (A02F0038)
(97) 非常にお野菜物とかの物価が非常に安く今は若者達の集まるイタ飯屋さんとか中華のお店とかちょっ
と行列のできる店になってるくらい少し周りの情景が変わってます [文末] (S03F1477)µ ´
5.3.3.17 <引用節> <引用節-助詞> <引用節トノ>
パタン：
IN: ((終止形|命令形|未然形|助詞-終助詞__) と_助詞-格助詞___) ;
OUT: $1 <引用節> ;
IN: ((終止形|命令形|未然形|助詞-終助詞__) (って|て|っと|なんて)_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <引用節> ;
IN: ((終止形|命令形|未然形|助詞-終助詞__) など_助詞-副助詞__ と_助詞-格助詞__) ;
OUT: $1 <引用節> ;
IN: <引用節> ((は|も)_助詞-係助詞__) ;
OUT: $1 <引用節> ;
IN: <引用節> ((さえ|すら|しか|まで|も)_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <引用節-助詞> ;
IN: <引用節> (の_助詞-格助詞__) ;
OUT: $1 <引用節トノ> ;
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形式： 用言の終止形，命令形や終助詞など，文末表現に相当する述語句の直後に，格助詞「と」や副助詞「っ
て」など引用を表す助詞類が後接した形式。
意味： 発話や思考などの内容をまとめて引用し，後方に現れる発話・思考系の述語句を補足する。
注意点： 格助詞「と」の位置には，副助詞「って」「なんて」や，副助詞「など」+格助詞「と」などが現れ
得る。<引用節>の直後に係助詞「は」「も」が後接した場合，その直後までが<引用節>となる。副助詞
「さえ」「まで」「も」が後接した場合，その直後は<引用節-助詞>に，また格助詞「の」が後接した場合，
その直後は<引用節トノ>になる。¶ ³
(98) 何となく雰囲気は分かったと<引用節>思います [文末] (A05F0039)
(99) で<接続詞>結局みんなそのメンバーが凄くいい恋愛をしてたから<理由節カラ>全部引っくるめて
<テ節>トータルで凄く楽しい時期だったなって<引用節>思ってます [文末] (S01F0166)
(100) 先住系の人々は皆貧しくて<テ節>とても柄が悪いとか<トカ節>先住民は反政府的な活動している
などと<引用節>言い<連用節>皆あまり勧めてはくれませんでした [文末] (S00F0173)
(101) だから<接続詞>凄い自立が遅くなってるなとは<引用節>思うんですね [文末] (S06F0167)
(102) もう私としては裏切られたとしか<引用節-助詞>言いようがありません [文末] (S02F0012)
(103) スペイン語ではないので<理由節ノデ>分からないとの<引用節トノ>ことでした [文末]
(S00F0173)µ ´
5.3.3.18 <トイウ節>
パタン：
IN: <引用節> (いう_動詞_ワア行五段_連体形) ;
OUT: $1 <トイウ節> ;
IN: ((終止形|命令形|未然形|助詞-終助詞__) っちゅう_助動詞__連体形) ;
OUT: $1 <トイウ節> ;
形式： <引用節>に動詞の連体形「いう」が後接した形式。
意味： 発話や思考などの内容をまとめて引用し，後方に現れる体言を修飾する。「こと」を修飾する場合も
多い。
注意点： 引用の形式が助動詞の連体形「っちゅう」のみで表される場合がある。
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(104) そして<接続詞>正しい答え正しいシラブルの数が入力されるまでそのトライアルを繰り返すという
<トイウ節>手法です [文末] (A01M0048)
(105) 人類言語学者のシルバースタイン一九七六は言語の機能は大きく分けて<テ節>二つの機能があると
いう<トイウ節>ことを述べています [文末] (A06F0049)
(106) 何か汗がすぐ塩になっちゃう感じで<並列節デ>あんまりだらだらと汗をかいたっていう<トイウ節>
イメージがないです [文末] (S03F0072)
(107) そこで<接続詞>やっぱしどうしても働くっちゅう<トイウ節>意欲がやっぱり人間には備わってく
るんじゃないかと<引用節>一つ考えてみたいと<引用節>思います [文末] (S05M1505)µ ´
5.3.3.19 <間接疑問節> <間接疑問節-助詞>
パタン：
IN: ((終止形|終止形-(省略|撥音便Ａ|促音便Ａ)) か_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <間接疑問節> ;
IN: (連体形 の_助詞-準体助詞__ か_助詞-(終|副)助詞__) ;
OUT: $1 <間接疑問節> ;
IN: <間接疑問節> (どう_副詞__ か_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <間接疑問節> ;
IN: (何_代名詞__ だ_助動詞__終止形 か_助詞-副助詞__) <間接疑問節> ;
OUT: $1 ;
IN: <間接疑問節> ((.*?)_助詞-(格|係|副)助詞__) ;
OUT: $1 <間接疑問節-助詞> ;
形式： 用言の終止形+副助詞「か」，または，用言の連体形 +準体助詞「の」+副助詞（または終助詞）「か」
で導かれる節。
意味： 動作や事態を不定化した上でまとめ，後方に現れる述語句を補足する。
注意点： 「～かどうか」という形で用いられることもある。「何だか」という表現は連用修飾語として働く場
合が多いので，<間接疑問節>のラベルは付与されない。<間接疑問節>の直後に格助詞，係助詞，副助
詞が後続した場合は，<間接疑問節-助詞>となる。
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(108) そういったモデルがまだどうしたら<条件節タラ>良いか<間接疑問節>よく分からないというのが
実態だと<引用節>思います [文末] (A11M0469)
(109) とにかく夢のような八日間で<並列節デ>今でも本当にそこに行ったのか<間接疑問節>時々分から
なくなるくらいです [文末] (S01F0050)
(110) で<接続詞>キリマンジャロは五千メーターも高さがあるので<理由節ノデ>それまでに体力を蓄え
られるかどうか<間接疑問節>分からないんですけれども/並列節ケレドモ/ldots (S01F0151)
(111) どのモデルが良いかは<間接疑問節-助詞>講演によって<テ節>異なります [文末] (A11M0369)
(112) この大成誠太のせいの部分に短縮が起きているかどうかを<間接疑問節-助詞>先程のインタビュー
の場合と同様に二人で聞いて<テ節>判断しました [文末] (A05M0068)µ ´
5.3.3.20 <連体節テノ>
パタン：
IN: (<テ節> の_助詞-格助詞__) ;
OUT: $1 <連体節テノ> ;
形式： <テ節>に格助詞「の」が後接した形式。
意味： <テ節>に「の」が後接することにより，後方に現れる体言を修飾する。「としての」「についての」「に
対しての」のような固定的な表現に対しても<連体節テノ>が付与される。¶ ³
(113) 要するに<接続詞>片仮名で書く外来語にしか使わないからという<トイウ節>安心感があっての
<連体節テノ>ことだとは<引用節>思うんですが/並列節ガ/. . . (A05M0040)
(114) 日本語のネイティブスピーカーとしての<連体節テノ>発言も欲しいという<トイウ節>ことで
<並列節デ>そういう立場から少し発言させていただきます [文末] (A05F0154)
(115) 研究の内容についての<連体節テノ>発表はここまでで<並列節デ>実際に実装したツールのデモン
ストレーションを行ないたいと<引用節>思います [文末] (A03M0138)µ ´
5.3.3.21 <並列節ダノ>
パタン：
IN: (終止形 だ_助動詞__終止形 の_助詞-格助詞__) ;
OUT: $1 <並列節ダノ> ;
形式： 用言の終止形に助動詞「だ」+格助詞「の」が後接した形式。
意味： 「～だの～だの」という形で，並列する動作や事態を表す。例示の意味で単独でも用いられる。
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(116) で<接続詞>そこに行くのにはやはり日本人て凄く幼く見られるので<理由節ノデ>もう入り口から
パスポート見せろだの<並列節ダノ>身分証を見せろとか<トカ節>凄くうるさかったんですけれど
も/並列節ケレドモ/. . . (S01F0050)µ ´
5.3.3.22 <並列節デ>
パタン：
IN: (で_助動詞__連用形) ;
OUT: $1 <並列節デ> ;
IN: <並列節デ> ((あっ|あら|あり|ある|あれ|あろ)_動詞_ラ行五段_(.*?)) ;
OUT: $1 ;
IN: <並列節デ> (ない_助動詞__終止形) ;
OUT: $1 ;
IN: <並列節デ> (は_助詞-係助詞__ ない_形容詞_形容詞型_終止形) ;
OUT: $1 ;
形式： 助動詞の連用形「で」で導かれる節。
意味： 前件と後件が並列的関係にあることを表す。関係的意味としては，事態間の並列関係，因果関係など
を表す。
注意点： 「で」に「ある」「ない」「はない」などが後接する場合には，<並列節デ>のラベルは付与されない。¶ ³
(117) 横軸が時間で<並列節デ>縦軸が周波数になっています [文末] (A01M0133)
(118) それで<接続詞>その為に大型のチェーン店が次々と入ってくるようで<並列節デ>益々治安が悪く
なるんじゃないかと<引用節>みんなでとても心配しています [文末] (S03F0133)
(119) んで<接続詞>元の親分の宮沢さんが大体加藤さんの行動に反対しましたもんで<並列節デ>あれも
随分響いてるんじゃないかなと<引用節>思いましたよね [文末候補] (S06F1034)µ ´
5.3.3.23 <並列節ナリ>
パタン：
IN: (終止形 なり_助詞-副助詞__) ;
OUT: $1 <並列節ナリ> ;
形式： 用言の終止形に副助詞「なり」が後接した形式。
意味： 「～なり～なり」などの形で，並列する動作や事態を表す。例示の意味でも用いられる。
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(120) 結局そっから自分で達で道を聞くなり<並列節ナリ>何なりして<テ節>うまく帰ったり<タリ節>し
たんですけれども/並列節ケレドモ/. . . (S00F0033)µ ´
5.3.3.24 <フィラー文>
パタン：
IN: (そう_副詞__ です_助動詞__終止形 ね_助詞-終助詞__) [文末候補] ;
OUT: $1 <フィラー文> ;
形式： 「そうですね」という形式の，それだけで独立した発話。
意味： 自発的な話しことば（特に独話）の場合，発話中に逡巡する際「そうですね」という形が多く見られ
る。形式としては [文末候補]と同等であるが，「そうですね」という形に限ってはフィラーのような働
きをしているため，<フィラー文>という節境界ラベルを付与することにした。¶ ³
(121) 歩いて<テ節>そうですね<フィラー文>十分ぐらいでしょうか [文末候補] (S03M0317)
(122) それから<接続詞>そうですね<フィラー文>これは<感動詞>このことはそうですね<フィラー文>
一般的なサンプリング誤差の範囲は超えていると<引用節>思いますが/並列節ガ/. . . (A07F0844)µ ´
5.3.3.25 <感動詞>
パタン：
IN: ((.*?)_感動詞__) ;
OUT: $1 <感動詞> ;
形式： 「ええ」「うん」「はい」など，単独で発話される感動詞。
意味： 基本的には，「はい」「ええ」「うん」「いいえ」「いや」など応答に用いられる要素。発話冒頭や発話中
に現れてフィラーのような働きをする場合も多い。
注意点： 短単位の品詞が感動詞であり，かつ基本形にタグ (F)やタグ (M)が付いていないものに対して付与
される。厳密には節境界ではないが，[と文末]のラベル付与に関わるため，検出対象となっている。人
手修正の際にも，修正する必要性の有無を判断する手がかりとして用いられることがある。なお，感動
詞の直後に「と」「って」など引用の形式が後接した場合，<感動詞> のラベルは付与されない。
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(123) 補償のことはって言いましたら<条件節タラ>いや<感動詞>それは考えてないっていう<トイウ節>
風にあの方も正直な方っていう風に新聞には出てますけど/並列節ケド/. . . (S06F1566)
(124) 1. はい/感動詞/
2. それでは<接続詞 L>始めさせていただきます [文末] (A06F0075)
(125) なぜかうん<感動詞>面白かった気がします [文末] (S03M0089)
(126) よいしょ<感動詞>続いて<テ節>ワンパストライグラムデコーダーにおける探索パスのマージにつ
いて<テ節>説明します [文末] (A01M0030)µ ´
5.3.3.26 <接続詞> <接続詞 C> <接続詞 L> <接続詞 CL> <接続詞M>
パタン：
IN: ((.*?)_接続詞__) ;
OUT: $1 <接続詞> ;
IN: ((.*?)_接続詞__) <接続詞> ((は|も|こそ)_助詞-(係|副)助詞__) ;
OUT: $1 $3 <接続詞 C> ;
IN: ((.*?)_接続詞 L__) ;
OUT: $1 <接続詞 L> ;
IN: ((.*?)_接続詞 L__) <接続詞 L> ((は|も|こそ)_助詞-(係|副)助詞__) ;
OUT: $1 $3 <接続詞 CL> ;
IN: (/(.*?)/) (って_助詞-副助詞__ 言う_動詞_ワア行五段_終止形 か_助詞-終助詞__) ;
OUT: $1 $2 <接続詞 M> ;
形式： <接続詞>は接続詞「で」のように一つの短単位から接続詞になるもの，<接続詞 C> は接続詞「けれ
ど」+副助詞「も」のように短単位の連接から 1語相当の接続詞と見なすことができるもの，<接続詞 L>
は代名詞「それ」+格助詞「で」のように短単位では 2単位だが長単位では 1単位の接続詞「それで」
になるもの，<接続詞 CL>は接続詞 L「ですけれど」+副助詞「も」のように長単位と短単位の連接か
ら 1 語相当の接続詞と見なすことができるもの，<接続詞M>は強境界直後に現れる副助詞「って」+
動詞の終止形「言う」+終助詞「か」を 1語相当の接続詞と見なしたものである。
意味： 語と語，発話と発話をさまざまな関係的意味によって連結する。
注意点： 短単位では複数の単位だが長単位では 1単位になる「接続詞 L」は，CBAP-csjに入力されるMOR
形式の段階ですでに 1単位になっているものとする。
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(127) ただし<接続詞>関東では四都県内での県境を越える移動また<接続詞>関西では同一府県内での移
動は構わないと<引用節>しました [文末] (A06F0128)
(128) けれども<接続詞 C>実際の会話の中で起こる相づちは常に同じ形式のものが義務的に使われてる訳
ではありません [文末] (A06F0049)
(129) だから<接続詞 L>そういう意味では歴史のある町なんですね [文末] (S03M0046)
(130) だからこそ<接続詞 CL>今そういう状況なってるのかもしれないけれども/並列節ケレドモ/. . .
(S03M0046)
(131) 1. ちょっとこれ汚い川なんですが/並列節ガ/
2. って言うか<接続詞M>ちょっとだいぶ汚い川なんですけども/並列節ケドモ/ (S03M0098)µ ´
5.4 人手による修正と節単位の認定
5.4.1 人手修正作業の概要
以下では，前節までで述べてきた CBAP-csjによる発話分割処理について，その分割結果を人手で修正する
ことの必要性について，また，発話分割結果を人手で修正する際の操作の概要と手順について述べる。
人手で修正を行うことの最大の理由は，5.1.3節でも述べたように，CBAP-csjの発話分割処理によって生じ
た不適切な分割結果を修正することである。先の (10)から (12)の例では，節境界以外の位置で発話を分割す
る必要がある場合（「体言止」や「倒置」など）に，人手で修正する事例を取り上げた。その他にもさまざまな
理由により，人手修正が必要となる事例が存在する。また，構文レベル・談話レベルの情報付与作業（係り受
け構造情報，重要文情報，談話境界情報）からの要請によって修正が必要となる事例も，多く存在する。以下
では，例として，引用節構造を含む発話の過分割という事例を取り上げて説明する。
5.2節で示したように，CBAP-csjは，局所的な形態素列のみを手がかりにして節境界の位置と種類を検出
し，発話を分割するプログラムである。形態素の連接関係をパタンマッチで捉えることによって節境界の位置
と種類を同定するこの手法は，非常に軽い処理で精度の高い結果を出力することが可能である。が，その一
方，局所的な処理であるがゆえに，その節境界を含む大局的な構造までを把握することはできないという側面
を持つ。
発話の大局的な構造を把握できないという特性により，場合によって発話が過度に分割されてしまうことが
ある。例えば，以下の例を見てみよう。¶ ³
(132) 1. 国際政治家の多くの方々は今現在国際社会は国家という枠組みを基礎にして<テ節>出来上がっ
ているが/並列節ガ/
2. この国家という壁はいずれなくなり<連用節>越えられるであろう [文末]
3. しかし<接続詞>どうしても越えられないものが二つある [文末]
4. それは宗教と民族であると<引用節>言っていますが/並列節ガ/. . . (S02M0068)µ ´
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(132)は，2つの [文末]と 2つの/並列節ガ/によって 4つの部分に分割されている。この節境界の検出結果
そのものは正しいのであるが，発話全体の分割結果としては適切ではない。発話の大局的な構造を考えてみる
と，1行目の「国際政治家の多くの方々は」は 4行目の「言っていますが」に係る要素であり，その間にある
部分は全て引用された要素，すなわち 4行目の<引用節>に含まれる要素であることが分かる。しかしながら，
上記の分割結果では，引用節に含まれる [文末] /並列節ガ/の直後で発話が分割されてしまったことにより，係
り受け関係を付与すべき冒頭と末尾の要素が分断されてしまっている。このような過分割の問題は，局所的な
パタンマッチによる節境界の検出とそれに基づく発話分割処理では解決することができない問題である*12。
このような過分割の事例に対しては，CBAP-csjによる発話分割結果を人手でチェックし，修正を加えるこ
とが必要となる。(132)の不適切な分割結果は，以下のように修正される。¶ ³
(133) 国際政治家の多くの方々は f 今現在国際社会は国家という枠組みを基礎にして<テ節>出来上がって
いるが/並列節ガ/ : ;引用節構造 この国家という壁はいずれなくなり<連用節>越えられるであろう
[文末] : ; 引用節構造 しかし<接続詞>どうしても越えられないものが二つある [文末] : ; 引用節構
造 それは宗教と民族である g と<引用節>言っていますが/並列節ガ/. . . (S02M0068)µ ´
引用節に含まれる絶対境界・強境界の直後で分割されていた箇所には「:」をマークし，分割された箇所を
結合する。また，そのように操作した理由を「 ; 」以下に記述する。さらに，引用されている範囲を f g
で囲んでマークする。これにより，CBAP-csjによって 4つの単位に分割されていた (132)は 1つにまとめら
れ，1つの節単位として認定されることになる。
人手修正作業は，基本的には，CBAP-csjによる分割結果を作業者が目で確認した上で，さまざまな要因か
らその分割が不適切だと判断された場合に，「切断する」「結合する」「囲む」といういずれかの操作を適用し
て，適切な形に修正することである。修正操作の種類に応じて，「切断記号」「結合記号」「範囲記号」という人
手修正操作記号が付与される。人手修正操作記号の一覧を，表 5.4に示す。
表 5.4 人手修正操作記号の一覧
切断記号 - 分割されていなかった箇所を切断したことを表す記号
結合記号 + 分割されていた箇所を結合したことを表す記号
: 引用節・連体節内で分割されていた箇所を結合したことを表す記号
範囲記号 f g 絶対境界・強境界を含む引用節・連体節の範囲を表す記号
¿ À 倒置要素の範囲を表す記号
（ ） 挿入節，挿入文，フィラー文の範囲を表す記号
5.4.2 人手修正作業で扱う項目の分類
次に，人手修正作業で扱う項目の分類について述べる。人手修正作業の種類は，その修正がどのような原因
によって必要とされるのかという点から，図 5.10に示すように，大きく 5つに分類できる。
*12 この問題を解決するためには，発話分割処理に係り受け解析を組み込み，引用節の開始点・終了点のような大局的構造を把握する
必要がある。係り受け解析を利用した話し言葉の発話分割処理については，下岡他 (2005)を参照。
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¶ ³
1. 大局的な文法構造に関するもの → 大局的な文法構造に起因する不適切な分割結果
2. 非流暢性に関するもの → 非流暢性に起因する不適切な分割結果
3. 係り受け構造に関するもの → 係り受け構造情報の付与にとって不適切な分割結果
4. 談話構造上の問題に関するもの → 談話構造に関わる不適切な分割結果
5. 不適切な節境界ラベルに関するもの → 検出された節境界ラベルに問題がある場合µ ´
図 5.10 人手修正作業が必要となる項目の分類
これらの分類に対して，26 種類の具体的な修正項目を割り当てた。その上で，各項目に対してどのような修
正を施すべきかの基準を作り，「人手修正規則」としてまとめた。図 5.11に，修正対象となる項目の一覧を示
す。数字は，コアに含まれる学会講演・模擬講演の計 177講演にその修正項目が現れた総数を表す。括弧内の
数字は，学会講演 70講演・模擬講演 107講演に各修正項目が出現した数を表す。それぞれの修正項目ごとの
具体的な事例や人手修正規則の詳細については，5.5節で一覧として示す。
¶ ³
1. 大局的な文法構造に関するもの
1-1 体言止 674 (359：315)
1-2 引用節構造 513 (255：258)
1-3 連体節構造 45 (28：17)
2. 非流暢性に関するもの
2-1 倒置 223 (32：191)
2-2 挿入節 606 (222：384)
2-3 挿入文 82 (39：43)
2-4 フィラー文 94 (14：80)
2-5 言いさし 391 (155：236)
2-6 言い直しマーカー 128 (56：72)
2-7 述語の言い直し 131 (69：62)
3. 係り受け構造に関するもの
3-1 主題の共有 471 (192：279)
3-2 主題の飛び越し 121 (56：65)
3-3 格要素の飛び越し 48 (19：29)
5-1 連体形 37 (23：14)
4. 談話構造上の問題に関するもの
4-1 話題導入表現 536 (247：289)
4-2 直後がまとめ表現 341 (103：238)
4-3 話題の転換点 92 (23：69)
4-4 大きい切れ目 483 (76：407)
5. 不適切な節境界ラベルに関するもの
5-1 と文末 203 (92：111)
5-2 間投助詞 135 (27：108)
5-3 例文など 34 (32：2)
5-4 格助詞相当表現 10 (10：0)
5-5 強→弱 206 (133：73)
5-6 文末候補 165 (73：92)
5-7 非文末 63 (28：35)
5-8 タグミス 97 (40：57)
総数（学会講演：模擬講演）
5,929 (2,403：3,526)
µ ´
図 5.11 人手修正の対象となる項目の一覧と，コア 177講演における出現数
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5.4.3 人手修正作業の流れ
実際の人手修正作業は，各講演について次の手順で行った。
1次修正作業（3名） ! 比較統合作業（1名） ! 最終判定作業（1名）
図 5.12 人手修正作業の手順
3名の 1次修正作業者が CBAP-csjによる分割結果をチェックし，5.5節で示す人手修正規則に従って修正
を行った。その結果を，1次作業者とは異なる 1名の作業者が比較統合し，3者の作業結果の間に生じた不一致
の箇所とその内容を記録した。さらに，不一致があった箇所について 1名の作業者が判定を行い，最終的な修
正結果を一意に定めた。また，1次作業，比較統合作業，最終判定作業のいずれにおいても，音声を参照した。
さらに，人手修正作業において修正を行った場合，どのような理由でそのような修正操作を行ったのかを記
録するために，その修正項目名を「義務的コメント」として記録しておくことにした。図 5.11で定義されてい
る修正項目のうち，どの項目に該当する修正を行ったのかを，当該の位置に「 ; 体言止」のような形で記録し
た*13。
5.5 人手修正規則の一覧
以下では，人手修正規則の詳細と具体的な修正例について，修正項目ごとに示す。
5.5.1 大局的な文法構造に関するもの
5.5.1.1 体言止
話し言葉の中には，単独の名詞によって発話が完了している場合や，名詞述語に後続すべき助動詞（だ，で
す等）が省略される場合（いわゆる体言止）など，形態的に有標でないさまざまな発話の完了点が存在する。
以下の例では，「十三人」「大変」の直後に絶対境界に相当する大きな発話の切れ目があるが，CBAP-csjで検
出することは不可能である。¶ ³
(134) 被験者は全部で十三人で<接続詞>システムが何か聞いては<テハ節>答えるっていうのの繰り返し
ですね [文末候補] (A01M0021)
(135) 金曜日の夜の終電中央林間行きとか乗っちゃうと<条件節ト>もう凄い大変もうそれぐらいたくさん
の人が住んで<テ節>大手町とか都心に働きに行ってるんですね [文末] (S03F0062)µ ´
そこで，単独の名詞によって発話が完了していると判断された箇所には，「体言止」を認定する。当該箇所の
直後に「 - 」をマークして発話を切断した上で，「 ; 体言止」を義務的コメントとして残す。
*13 ここでは見やすさを考慮して，義務的コメントを「 ;体言止」のような形で記述するが，実際の XML文書中には「 ; 」の記号
は付与されていない。
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(136) 1. 被験者は全部で十三人 - ; 体言止
2. で<接続詞>システムが何か聞いては<テハ節>答えるっていうのの繰り返しですね [文末候補]
(A01M0021)
(137) 1. 金曜日の夜の終電中央林間行きとか乗っちゃうと<条件節ト>もう凄い大変 - ;体言止
2. もうそれぐらいたくさんの人が住んで<テ節>大手町とか都心に働きに行ってるんですね [文末]
(S03F0062)
(138) 1. 赤い線が音響尤度のみによる検証 - ; 体言止
2. それに加えまして<テ節>その青いラインが母音列を用いた検証 - ; 体言止
3. 緑色のラインが誤認識傾向に基づく検証です [文末] (A01M0103)µ ´
また，発話冒頭に「はい」「ええ」のような<感動詞>が現れている場合，そこだけが単独の発話を構成する
部分と見なす。この場合にも「体言止」を認定し，当該箇所を切断する。¶ ³
(139) 1. はい<感動詞> - ; 体言止
2. タイトルは不運続きで<並列節デ>忍耐の一年だったっていう<トイウ節>ことで話したいと
<引用節>思います [文末] (S02F0121)µ ´
さらに，タイトルなどが単独で発話されている場合や，箇条書きの記号や例文番号を読み上げている場合に
も，「体言止」を認定して発話を切断する。¶ ³
(140) 1. テーマ - ; 体言止
2. 今まで人生を振り返って<テ節>印象に残ったこと - ; 体言止
3. タイトルは長男の嫁として<テ節> - ; 体言止
4. 長男に嫁いだのが二十四歳の時でした [文末] (S05F1517)
(141) 1. 四 - ; 体言止
2. 太郎がゆっくり歩いている [文末]
3. 五 - ; 体言止
4. 太郎が枝をゆっくり折っている [文末] (A02M0107)µ ´
5.5.1.2 引用節構造
引用節やトイウ節で導かれる引用構造の内部に絶対境界・強境界が含まれる場合，引用の途中で発話が分割
されるという不適切な結果が生じる。以下の例では，「寒い」「狭い」「寂しい」のいずれもがトイウ節に含まれ
る引用部分であるが，「寒い」「狭い」の直後に [文末]が付与されているため，そこが分割位置となっており，
不適切な分割結果となっている。
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(142) 1. うちに遊びに来る友人達にはスリーエスと言われていて<テ節>寒い [文末]
2. 狭い [文末]
3. 寂しいという<トイウ節>風に言われています [文末] (S00F0177)µ ´
そこで，引用されている範囲全体を「f g」で囲み，不適切に分割された箇所には「:」をマークして発話を
結合する。また，「 ; 引用節構造」を義務的コメントとして記述する。なお，「f g」で囲む引用の範囲は，音
声および文脈に基づいて判断する。¶ ³
(143) うちに遊びに来る友人達にはスリーエスと言われていて<テ節> f 寒い [文末] : ; 引用節構造 狭い
[文末] : ; 引用節構造 寂しい g という<トイウ節>風に言われています [文末] (S00F0177)
(144) 母音の場合には f 強母音が弱化して<テ節>弱母音になって/テ節/ : ; 引用節構造 で<接続詞>
更に<接続詞>それが落ちる g という<トイウ節>ことはかなり頻繁にあるんですけれども
/並列節ケレドモ/. . . (A05F0154)
(145) 看護婦さんで<並列節デ>優しい声で f おめでとうございます [文末] : ; 引用節構造 女の子です
[文末] : ; 引用節構造 お母さんも元気ですよ g って<引用節>言って/テ節/. . . (S01M0706)µ ´
絶対境界・強境界以外の位置で分割されるべき点が引用節の内部に入り込んでいる場合，これらの直後に
「 - 」をマークして一旦発話を切断し，さらに「:」をマークして発話を再度結合する。この場合，「 ; 引用節
構造-内部切断」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(146) 私最初これを見た時に f 一体どういうことなのかな<文末候補> - : ; 引用節構造-内部切断 何か
アルバイトでもしてほしいという<トイウ節>ことなのかな g という<トイウ節>風に思いました
[文末] (S06M0894)
(147) イントネーションについて f日本語のイントネーションどうあるべきなのか<間接疑問節> - : ;引
用節構造-内部切断 特に外国人教える場合どうなのか/間接疑問節/ : ;引用節構造 あるいは<接続詞>
日本人同士の正しい喋り方はどうなのか g と<引用節>いった場合のイントネーション論については
殆ど言及がないんですね [文末] (A05M0002)µ ´
引用節中に「体言止」に相当する切れ目がある場合は「 ;引用節構造-内部切断-体言止」，また，[と文末]に相
当する切れ目がある場合は「 ; 引用節構造-内部切断-と文末」を，それぞれ義務的コメントとして記述する。
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(148) で<接続詞>このように分かりにくさを記述する為の情報として<テ節> f 分かる為にどういう情報
が必要かという<トイウ節>観点 - : ; 引用節構造-内部切断-体言止 それから<接続詞 L>問題の所
在がどこにあるか [文末候補] : ; 引用節構造 それから<接続詞 L>分かりにくさの程度がどういうも
のがあるか g と<引用節>いったような幾つか観点が必要になってくるという<トイウ節>ことが分
かってきました [文末] (A03F0108)
(149) で<接続詞> f この部分がこういった形で出血すると<条件節ト>右半身不随と - : ;引用節構造-内
部切断-と文末 後左脳だったもんで<並列節デ>（ 左左脳には言語中枢があるんですよ [文末] ） + ;
挿入文-その他 で<接続詞>言語中枢のところで失語症になる可能性がある [文末] : ; 引用節構造 で
<接続詞>言葉も結局うまく喋れないようになる [文末] : ; 引用節構造 で<接続詞>最悪車椅子の生
活を強いられる g っていう<トイウ節>ことを聞いたんですね [文末] (S02F0189)µ ´
引用された部分の末尾に絶対境界があり，発話が不適切に分割されている場合，引用部分を「f g」で囲む。
ただし，引用内部の要素同士を結合するわけではないので，「:」ではなく「 + 」で結合する。この場合には，
「 ; 引用節構造-末尾境界」を義務的コメントとして残す。¶ ³
(150) それで<接続詞 L> f もうこのエーさんとは終わったんだな [文末候補] g + ; 引用節構造-末尾
境界 っつって/引用節/で<接続詞>振り返ってみたら<条件節タラ>今言ってるように妄想とか単
なる憧れ恋愛に対する憧れみたいの高一まで持っていた男の子みたいな感じなんですけれども
/並列節ケレドモ/. . . (S01M0101)µ ´
なお，人手修正作業の目的は節単位の境界を確定することであるため，引用された範囲を「f g」で囲むの
は CBAP-csj の分割結果を修正する必要がある場合に限る。逆に言えば，出現したすべての引用節の範囲を
マークするわけではない。以下の例における引用された範囲（「一度でもいいから行ってみたい」）については，
CBAP-csjの分割結果を修正する必要がないため，「f g」で囲む必要はない。¶ ³
(151) ここは昔からテレビで何度も見て<テ節>一度でもいいから<理由節カラ>行ってみたいと<引用節>
強く思っていたところです [文末] (S01F0050)µ ´
5.5.1.3 連体節構造
連体節（連体修飾節）の内部に絶対境界・強境界が含まれる場合，連体節の途中で発話が分割されるという
不適切な結果が生じる。以下の例では，1行目の「文の日本語らしさ」から 2行目の「残した」までの範囲が
連体節として「要約文」に係る構造になっているが，途中に/連用節/が含まれているため，発話が不適切に分
割されている。¶ ³
(152) 1. つまり文の日本語らしさを維持しており/連用節/
2. かつ<接続詞>意味的重要部分を残した要約文を生成することができます [文末] (A03M0004)µ ´
そこで，連体節の範囲を「f g」で囲み，不適切に分割された箇所に「:」をマークして発話を結合する。ま
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た，義務的コメントとして「 ;連体節構造」を記述する。なお，「f g」で囲む連体節の範囲は，音声および文
脈に基づいて判定する。¶ ³
(153) つまり f 文の日本語らしさを維持しており/連用節/ : ; 連体節構造 かつ<接続詞>意味的重要部分
を残した g 要約文を生成することができます [文末] (A03M0004)
(154) で<接続詞> f いいえとか違いますしか答えない [文末] : ; 連体節構造 それ以外何も言わない g
人っていうのは大体四分の一しかいませんでして/テ節/. . . (A01M0021)µ ´
絶対境界・強境界以外の位置で分割されるべき点が連体節の内部に入り込んでいる場合，これらの直後に
「 - 」をマークして一旦発話を切断し，さらに「:」をマークして発話を再度結合する。「 ; 連体節構造-内部切
断」を義務的コメントとして残す。¶ ³
(155) 私が行った先というのは f お父さんお母さん - : ; 連体節構造-内部切断 お父さんは先生なんです
が/並列節ガ/ : ; 連体節構造 お母さんは専業主婦で/並列節デ/ : ; 連体節構造 で<接続詞>子供が
女七人上の七人が女で<接続詞>下二人が男 g の合計十一人家族でした [文末] (S00F0083)µ ´
5.5.2 非流暢性に関するもの
5.5.2.1 倒置
絶対境界・強境界で分割された点の直後の要素が，直前の節内の用言に係る関係にあると判断される場合，
「倒置」の構造が発生していると見なす。以下の例の 3行目の「待ってる人と」は，その直前の節の述語「目が
合うんですよ」に係る要素であるため，倒置された要素であると判断される。¶ ³
(156) 1. んで<接続詞>落ち着いて<テ節>したんですけど/並列節ケド/
2. そしたらですね<条件節タラ>目が合うんですよ [文末]
3. 待ってる人と で<接続詞>凄いプレッシャー掛けてくるような気がするんですよね [文末]
(S05F1600)µ ´
倒置の構造が発生している場合，係り受け関係を結ぶはずの要素間が分断されるという不適切な結果が生じ
る。そこで，倒置された要素を「¿ À」で囲んだ上で，その直後を「 - 」で切断し，直前の絶対境界・強境
界の切れ目を「 + 」で結合する。切断した点と結合した点のそれぞれに，「 ; 倒置-つなぎ切り」を義務的コメ
ントとして記述する。なお，「¿ À」で囲む倒置要素の範囲は，音声および文脈に基づいて判定する。
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(157) 1. んで<接続詞>落ち着いて<テ節>したんですけど/並列節ケド/
2. そしたらですね<条件節タラ>目が合うんですよ [文末] + ; 倒置-つなぎ切り ¿待ってる人とÀ
- ; 倒置-つなぎ切り
3. で<接続詞>凄いプレッシャー掛けてくるような気がするんですよね [文末] (S05F1600)
(158) 1. 一軒家の借家を借りてくれまして/テ節/ + ; 倒置-つなぎ切り ¿あたしの父親がÀ - ; 倒置-
つなぎ切り
2. で<接続詞>そこで半年ぐらい住んでまして/テ節/. . . (S05F1517)µ ´
弱境界の直後の要素が直前の節の用言に係り，かつその要素の直後で発話が分割されるのが自然であると判
断される場合，倒置された要素を「¿ À」で囲み，直後を「 - 」で切断する。義務的コメントとして，「 ;倒
置-後切り」を記述する。¶ ³
(159) 1. 外車ですからね<理由節カラ> ¿何せÀ - ; 倒置-後切り
2. ですんで<接続詞 L>もう何せよく分かんないことになってるんですよ [文末] (S01M0227)
(160) 1. 後はもう一度カード会社に連絡をして<テ節>伝票を取り寄せて<テ節> ¿一切公開しないとい
う<トイウ節>約束でÀ - ; 倒置-後切り
2. んで<接続詞>その伝票と筆跡を合わせていったんですね [文末] (S02F0121)µ ´
節境界ではないが発話の切れ目となる箇所の直後の要素が直前の節の用言に係り，かつその要素の直後で発
話が分割されるのが自然であると判断される場合にも，倒置された要素を「¿ À」で囲み，直後を「 - 」で
切断する。「 ;倒置-後切り」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(161) 1. 母おしゅうとめさんが四十八歳 ¿二回り上のÀ - ; 倒置-後切り
2. で<接続詞>しゅうとが五十一歳です [文末] (S05F1517)µ ´
5.5.2.2 挿入節
発話中に発話プランが変更されることにより，発話の途中で「～ですけれども」「～ですが」のような形の
「但し書き」が急遽挿入されることがある。この但し書きとして挿入された部分が強境界の形を取り，かつ挿入
部分の前後に係り受け関係を持つ要素がある場合，不適切な分割結果が生じる。以下の例の「ここに書いてあ
る数字は頻度ですが」は発話の途中に急遽挿入された部分であり，かつそれが強境界の形を取っているために，
1行目の「色んなパターンを」とその係り先である 2行目の「集めてみました」が分断されてしまっている。¶ ³
(162) 1. 色んなパターンをここに書いてある数字は頻度ですが/並列節ガ/
2. たくさん集めてみました [文末] (A01M0021)µ ´
このような挿入によって係り受け関係が分断されてしまっている場合に限り，「挿入節」を認定する。
挿入節として認めるのは，原則として，/並列節ガ/，/並列節ケレドモ/，/並列節ケレド/，/並列節ケドモ/，
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/並列節ケド/のいずれかの形を取っているものに限る。挿入された部分を「（ ）」で囲み，不適切に分割さ
れた箇所に「 + 」をマークして発話を結合する。義務的コメントしては，「 ; 挿入節」を記述する。「（ ）」
で囲む挿入節の範囲は，音声および文脈に基づいて判断する。¶ ³
(163) 色んなパターンを（ ここに書いてある数字は頻度ですが/並列節ガ/ ） + ;挿入節 たくさん集めて
みました [文末] (A01M0021)
(164) 成城やら久我山の方から多くの買い物客 （普通にスーパーにお買い物するお客さんなんですけれど
も/並列節ケレドモ/ ） + ;挿入節 そういった方が凄く集まって<テ節>集客する場所らしいんです
ね [文末] (S03F0224)
(165) 高校に入りましたら<条件節タラ>（中学でもやっておったんですけれども/並列節ケレドモ/） + ;
挿入節 野球をそのまま続けまして/テ節/. . . (S02M0092)
(166) 上海って （ 多分皆さん御存じだと<引用節>思うんですけど/並列節ケド/ ） + ; 挿入節 凄くもう
近代的な奇麗なところなんですよ [文末] (S05F1600)µ ´
5.5.2.3 挿入文
発話中に発話プランが変更されることにより，発話の途中で「～です」「～ですね」のような形の「但し書
き」が急遽挿入されることがある。この但し書きとして挿入された部分が絶対境界の形を取り，かつ挿入部分
の前後に係り受け関係を持つ要素がある場合，不適切な分割結果が生じる。以下の例では，「中森明菜」を発
話した直後にその補足として「当時の松田聖子さんと双肩結構双璧をなすアイドルですね」という発話が急遽
挿入され，その直後が発話分割位置となっている。この分割によって，1行目の「彼はですね」とその係り先
「やっておりました」が分断されてしまっている。¶ ³
(167) 1. 彼はですね中森明菜当時の松田聖子さんと双肩結構双璧をなすアイドルですね [文末候補]
2. で<接続詞>こちらの追っ掛けをやっておりました [文末] (S02M0092)µ ´
このような挿入によって係り受け関係が分断されてしまっている場合，「挿入文」を認定する。挿入文とし
て認めるのは，原則として，絶対境界の形を取っているものに限る。挿入された部分を「（ ）」で囲み，不
適切に分割された箇所に「 + 」をマークして発話を結合する。義務的コメントしては，挿入部分が「～です」
のようなコピュラ文の文末表現を取っている場合は「 ;挿入文-判定詞」を記述する。「（ ）」で囲む挿入節の
範囲は，音声および文脈に基づいて判断する。
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(168) 彼はですね中森明菜 （ 当時の松田聖子さんと双肩結構双璧をなすアイドルですね [文末候補] + ;
挿入文-判定詞 ） で<接続詞>こちらの追っ掛けをやっておりました [文末] (S02M0092)
(169) で<接続詞>こちら訓練の一回目 （ こちらですね [文末候補] ） + ; 挿入文-判定詞 では五十パーセ
ントから八十三パーセントぐらいの弁別率の範囲だったんですが/並列節ガ/. . .
(170) そいで<接続詞 L>やはり妻との対話も （ うちの母親ですね [文末候補] ） + ; 挿入文-判定詞 対話
も少なく我が家庭内も暗かったという<トイウ節>印象があります [文末] (S05M0412)µ ´
また，挿入部分がコピュラ文の文末表現以外の形を取っている場合は，「 ; 挿入文-その他」を義務的コメン
トして記述する。¶ ³
(171) 1. 空間音響特性依存エイチエムエムの評価方法ですが/並列節ガ/
2. まず音源とマイクロホンとの距離が音響モデルの学習時とその音声の認識時で同じ場合 （ これ
をマッチドエイチエムエムと呼びます [文末] ） + ;挿入文-その他 そして<接続詞>最大尤度基
準に基づき<連用節>空間音響特性依存エイチエムエムを選択して<テ節>認識した場合 （ これ
をライクリーフッドセレクションと呼びます [文末] ） + ;挿入文-その他 そして<接続詞>まず
音響特性を学習していないエイチエムエムで認識した場合アイピーエーエイチエムエムの三種
類の認識率で比較します [文末] (A01M0151)µ ´
さらに，発話の途中で逡巡している場合に挿入される発話に対しても，「挿入文」を認定する。¶ ³
(172) テニスコートも （ 何面ですかね [文末候補] ） + ; 挿入文-判定詞 かなりの面はあります [文末]
(S03M0003)
(173) ところがですね<接続詞 L>まもなく （ あれはどこどの辺だったでしょうか [文末候補] ） + ; 挿
入文-判定詞 （ 静岡沖辺りを通過した辺りからでしょうか [文末候補] ） + ; 挿入文-判定詞 船が揺
れ始めました [文末] (S02M0011)µ ´
5.5.2.4 フィラー文
CBAP-csj によって<フィラー文>が付与されている箇所以外にも，「何て言うんですかね」「何て言うんで
しょう」「そうですね」「すいません」のように，実質的な意味をほとんど持たず，それ単独でフィラーのような
働きをする発話が挿入される場合がある。このような挿入部分の前後に係り受け関係を持つ要素がある場合，
不適切な分割結果が生じる。以下の例では，「何て言うんですか」というフィラーのような働きを持つ発話が
挿入されることにより，1行目の「うちの主人も」とその係り先「離れ難かった」が分断されてしまっている。¶ ³
(174) 1. で<接続詞>結局うちの主人も何て言うんですか [文末候補]
2. 離れ難かったのかもしれませんけどね/並列節ケド/ (S03F0314)µ ´
このような分割結果によって係り受け関係が分断される場合に限り，挿入された部分を「（ ）」で囲み，不
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適切に分割された箇所に「 + 」をマークして発話を結合する。義務的コメントとしては「 ; フィラー文」を記
述する。¶ ³
(175) で<接続詞>結局うちの主人も （ 何て言うんですか [文末候補] ） + ; フィラー文 離れ難かったの
かもしれませんけどね/並列節ケド/. . . (S03F0314)
(176) その先にボンアートというちょっとややいかがわしいですね<文末候補>（ 何でしょうか [文末候補]
） + ; フィラー文 画材屋さんのようなのがあります [文末] (S03M0141)
(177) 自分はどれだけ悪い回収をしてたんだという<トイウ節>ことを （ そうっすね [文末候補] ） + ;
フィラー文 初めて気が付きました [文末] (S00M0221)
(178) で<接続詞>これら語頭の子音クラスター内のアールエルの調音についての<連体節テノ> （ すいま
せん [文末] ） + ; フィラー文 全話者の調音地図がこちらですが/並列節ガ/. . . (A05M0031)µ ´
5.5.2.5 言いさし
発話中に発話プランが変更されたり，発話が途中で言いやめられたりすることで，係り先のない要素ができ
る場合がある。以下の例の音声を聞くと，「被験者群による」と言いかけてその後別の発話を始めてしまった
ため，「被験者群による」の係り先が消失してしまっていることが分かる。¶ ³
(179) 1. 強さ条件でもピッチパターンの効果は有意でした [文末]
2. 被験者群による 同様に強さパターンの効果が見られました [文末]
3. また<接続詞>実験三の非言語音でもああの言語音とほぼ同様の結果が得られました [文末]
(A01F0122)µ ´
そこで，発話プランの変更によって係り先が消失してしまった要素を「言いさし」として認定する。言いさ
された要素の直後を「 - 」で切断し，「 ; 言いさし-係り先なし」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(180) 1. 強さ条件でもピッチパターンの効果は有意でした [文末]
2. 被験者群による - ; 言いさし-係り先なし
3. 同様に強さパターンの効果が見られました [文末]
4. また<接続詞>実験三の非言語音でもああの言語音とほぼ同様の結果が得られました [文末]
(A01F0122)µ ´
言いさされた要素は，後になって同じ形が言い直されるものも多い。言いさされた要素と後方の言い直され
た要素との間に絶対境界・強境界がある場合，言いさされた要素には「 ; 言いさし-言い直しあり」を義務的コ
メントとして記述する。
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(181) 1. こちらは論文の方にも掲載さしていただいておりますけれども/並列節ケレドモ/
2. 集団エーというのが - ;言いさし-言い直しあり
3. これ一番下になりますけれども/並列節ケレドモ/
4. 集団エーというのがですね本システムを利用した集団です [文末] (A04M0026)
(182) 1. 五か月児 - ; 言いさし-言い直しあり
2. それぞれこちらが原型旋律の平均聴取時間平均それから<接続詞 L>こちらの白い方が変形旋律
の聴取時間平均です [文末]
3. で<接続詞>この有意差を見ましたところ五か月児八か月児のいずれにおいても<テモ節>有意
差は認められませんでした [文末] (A01F0055)
(183) 1. ここの目玉はシャークリーフと言いまして/テ節/
2. シュノーケルで - ; 言いさし-言い直しあり
3. 海の中とそっくりに作られた大きいプールがありまして/テ節/
4. そこにシュノーケルで入るんですけれども/並列節ケレドモ/. . . (S01F0050)µ ´
なお，言いさされた要素と後方の言い直された要素との間に絶対境界・強境界がない場合は，人手修正の対
象とはしない。以下の例では，発話冒頭で言いさされた要素「正解率」は後方で言い直されており，かつそこ
までの間に絶対境界・強境界が存在しないため，人手修正として操作すべき項目はない。¶ ³
(184) 正解率今回の提案手法であります音素で見た時の正解率がこのようになっております [文末]
(A01M0096)µ ´
5.5.2.6 言い直しマーカー
「～と言いますか」「～と言うんでしょうか」などの形で発話が一旦中断し，その後言い直しの表現を含む形
で発話が継続される場合がある。以下の例では，1行目の「パート・オブ・スピーチって言いますか」は 2行
目の「品詞」に言い直すための表現であり，[文末候補]として発話の切れ目と見なすのは適切ではない。¶ ³
(185) 1. で<接続詞>前回の発表で単純にパート・オブ・スピーチって言いますか[文末候補]
2. 品詞的な情報を使うよりはもう少しこう用法的な情報を使うと<条件節ト>うまく行くという
<トイウ節>話をしてたんですが/並列節ガ/. . . (A01M0157)µ ´
このような言い直し表現の前後で発話が不自然に分割されてしまっている場合，当該箇所を「 + 」で結合
し，義務的コメント「 ; 言い直しマーカー」を記述する。
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(186) で<接続詞>前回の発表で単純にパート・オブ・スピーチって言いますか [文末候補] + ; 言い直し
マーカー 品詞的な情報を使うよりはもう少しこう用法的な情報を使うと<条件節ト>うまく行くとい
う<トイウ節>話をしてたんですが/並列節ガ/. . . (A01M0157)
(187) ある何かのセグメントって言うんですかね [文末候補] + ; 言い直しマーカー まとまりに対して
<テ節>以下のステップを行ないます [文末] (A01M0070)
(188) で<接続詞>これをビデオと言うんでしょうか [文末候補] + ;言い直しマーカー 映像と音声の形で将
来的には公開いたしますので<理由節ノデ>是非御研究の何かの参考にしていただければと<引用節>
思っております [文末] (A05M0002)µ ´
5.5.2.7 述語の言い直し
絶対境界や強境界の形を持つ述語句部分が言い直されている場合，言い直しの途中で発話が分割されるとい
う不適切な結果が生じる。以下の例の音声を聞くと，述語句の「外れます」が「飛びます」に言い直されてい
ることが分かるが，「外れます」の直後に [文末]が付与されているため，そこが分割位置となり，不適切な分
割結果が生じている。¶ ³
(189) 1. 後は話がちょっと外れます [文末]
2. 飛びますが/並列節ガ/. . . (S03M0003)µ ´
そこで，述語句の言い直しによって発話が不適切に分割されている場合，「述語の言い直し」を認定する。該
当箇所に「 + 」をマークして発話を結合し，義務的コメントして「 ; 述語の言い直し」を記述する。当該の表
現が述語句の言い直しになっているかどうかは，音声および文脈に基づいて判定する。¶ ³
(190) 後は話がちょっと外れます [文末] + ; 述語の言い直し 飛びますが/並列節ガ/. . . (S03M0003)
(191) この結果を次にします [文末] + ; 述語の言い直し 示します [文末] (A01F0145)
(192) 調査調査アンケート調査の概要については資料集の方を御覧ください [文末] + ; 述語の言い直し 予
稿集の方を御覧ください [文末] (A06F0120)µ ´
5.5.3 係り受け構造に関するもの
5.5.3.1 主題の共有
係助詞「は」や「も」でマークされる主題要素は，強境界の前後において複数の係り先を持つという，広い
スコープ構造を取る場合がある。次の例において，主題要素「聴取者は」は，1行目の「聞き取り」だけでなく
2行目の「理解しなければなりません」にも係っていると解釈できる。これは，「聞き取り」と「理解し」とい
う 2つの述語句が並列の関係にあるためである。係り受け構造情報の付与作業を考えると，これらの述語句は
1つの節単位の内部に納まっている方が望ましい。
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(193) 1. このような場合聴取者は注目した一方の音声を正確に聞き取り/連用節/
2. また<接続詞>確実に内容を理解しなければ<条件節レバ>なりません [文末] (A01M0110)µ ´
そこで，分割された前後において主題要素が共有されていると判断された場合，強境界で分割された箇所に
「 + 」をマークして発話を結合する。義務的コメントとして「 ;主題の共有」を記述する。¶ ³
(194) このような場合聴取者は注目した一方の音声を正確に聞き取り/連用節/ + ; 主題の共有 また
<接続詞>確実に内容を理解しなければ<条件節レバ>なりません [文末] (A01M0110)
(195) 実音の確定というのは本当にさまざまな解釈がございまして/テ節/ + ;主題の共有 大変難しゅうご
ざいます [文末] (A02F0116)
(196) で<接続詞>この尤度の上がりも大きいとこもあるし/並列節シ/ + ; 主題の共有 こう小さいところ
もあると [と文末] (A01M0070)
(197) 富士山を見ながらの生活というのはこれまでも経験もありませんし/並列節シ/ + ;主題の共有 想像
もしてこなかったことでして/テ節/ + ; 主題の共有 大変気に入ってます [文末] (S03M0098)µ ´
5.5.3.2 主題の飛び越し
係助詞「は」や「も」でマークされる主題要素は，強境界で分割された後方の節内にのみ係り先を持つ場合
がある。次の例において，主題要素「こちらの町は」は 2行目の「東京都東村山市秋津町です」に対して係る
要素であり，1行目の「所在地で言いますと」には係り先を持っていない。¶ ³
(198) 1. こちらの町は所在地で言いますと/条件節ト/
2. 東京都東村山市秋津町です [文末] (S03M0201)µ ´
このように，主題要素が強境界を飛び越して係り先を持っていると判断された場合，強境界で分割された箇
所に「 + 」をマークして発話を結合する。義務的コメントとして「 ;主題の飛び越し」を記述する。¶ ³
(199) こちらの町は所在地で言いますと/条件節ト/ + ; 主題の飛び越し 東京都東村山市秋津町です [文末]
(S03M0201)
(200) で<接続詞>セット内の刺激提示の順序は順序効果を考慮しまして/テ節/ + ; 主題の飛び越し ラン
ダムといたしました [文末] (A05M0031)
(201) 今日は簡単ですが/並列節ガ/ + ; 主題の飛び越し コソボ問題について<テ節>述べさせていただき
ました [文末] (S00M0199)
(202) で<接続詞>ここは毎晩十二時になりますと/条件節ト/ + ; 主題の飛び越し カウントダウンショー
が行なわれます [文末] (S01F0050)µ ´
5.5 人手修正規則の一覧 307
5.5.3.3 格要素の飛び越し
格助詞でマークされる格要素が，強境界で分割された後方の節内にのみ係り先を持つ場合がある。次の例に
おいて，格要素「音声が」および「ヘッドホンに」は 2行目の「出力される」に対して係る要素であり，1行目
の内部には係り先を持っていない。¶ ³
(203) 1. で<接続詞>システム側の音声が被験者のヘッドホンに音声合成を使いまして/テ節/
2. 出力されるという<トイウ節>ことになっています [文末] (A11M0846)µ ´
このように，格要素が強境界を飛び越して係り先を持っていると判断された場合，強境界で分割された箇所
に「 + 」をマークして発話を結合する。義務的コメントとして「 ; 格要素の飛び越し」を記述する。また，格
助詞「の」でマークされる連体句や，副詞のような格助詞を伴わない連用修飾句が強境界を飛び越して係り先
を持つ場合にも，同様の修正を行う。¶ ³
(204) で<接続詞>システム側の音声が被験者のヘッドホンに音声合成を使いまして/テ節/ + ; 格要素の
飛び越し 出力されるという<トイウ節>ことになっています [文末] (A11M0846)
(205) この確率付き項構造を利用した曖昧性解消の小規模ですが/並列節ガ/ + ; 格要素の飛び越し
予備実験を行ないましたので<理由節ノデ>その結果を報告したいと<引用節>思います [文末]
(A03M0061)
(206) やっぱりとても坂道もないし/並列節シ/ + ; 格要素の飛び越し 住み易いところなんだと<引用節>
思います [文末] (S03F0133)µ ´
5.5.3.4 連体形
5.2.2節で述べたように，CBAP-csjへの入力には，短単位から「基本形」「品詞」「その他の情報 1」「活用
形」「活用の種類」「その他の情報 2」という 6つの情報を取り出した「MOR形式」が入力される。このうち，
活用形が「終止形」と認定された述語について，大域的な談話レベルの構造や係り受け構造情報の付与を考え
ると，「連体形」と見なす方がよいと思われるものがある。以下の例において，1 行目の「飛行機が通る」の
「通る」は「終止形」と認定されており，その直後に [文末]が認定されている。¶ ³
(207) 1. で<接続詞>わりとその拝島駅の北側の真上を飛行機が通る [文末]
2. 何て言うか<文末候補>道道空の道が飛行機が通る道になってるんで<理由節ノデ>もう飛行機
の爆音が凄いうるさいです [文末] (S03F0184)µ ´
しかしながら，2行目には「道道空の道が飛行機が通る道に」という言い直された表現があることから，そ
もそも 1行目の「飛行機が通る」は，2行目の「道」を修飾する表現として発話されていたと推測される。局
所的に見ると 1行目の「通る」は終止形として認定されるが，係り受け構造情報の付与にとっては，1行目と
2行目の発話はつながっていた方が都合がよい。
そこで，述語の活用形が「終止形」となっていることによって発話が分割され，かつ大域的な談話レベルの
308 第 5章 節単位情報
構造を考えた時にその分割が望ましくないと判断された場合に限り，人手で「連体形」を認定する。終止形の
直後で分割された箇所に「 + 」をマークして発話を結合し，義務的コメントとして「 ;連体形」を記述する。¶ ³
(208) で<接続詞>わりとその拝島駅の北側の真上を飛行機が通る [文末] + ; 連体形 何て言うか
<文末候補>道道空の道が飛行機が通る道になってるんで<理由節ノデ>もう飛行機の爆音が凄い
うるさいです [文末] (S03F0184)
(209) で<接続詞>曲の提示順先程あった長調六曲短調六曲の提示順それから<接続詞 L>音源の左右右か
ら出たり<タリ節>左から出たりと<引用節>いう [文末] + ; 連体形 （ 半分ずつ出るんですけれど
も/並列節ケレドモ/ ） + ;挿入節 その左右の順は全て被験時間それから<接続詞 L>月齢間でカウ
ンターバランスを取りました [文末] (A01F0055)µ ´
5.5.4 談話構造上の問題に関するもの
5.5.4.1 話題導入表現
局所的な節境界の検出としては正しいものの，大域的な談話レベルの構造を考えた場合に，CBAP-csjによ
る分割処理がふさわしくない結果を生じさせている場合がある。次の例における談話構造を考えてみると，2
行目の「ワイ君はどういう人かと言うと」という表現は，それ以降の話題（ワイ君に関する説明）を導入する
機能を果たしており，それに対して「凄く頭がよくて」「凄いおとなしいんですけど」「超面白い感じで」など
が並列的に叙述される，という格好になっている。¶ ³
(210) 1. 当時小学校六年生の時に一学期に隣りの席のワイ君のことが好きになったんですが/並列節ガ/
2. で<接続詞>ワイ君はどういう人かと<引用節>言うと<条件節ト>凄く頭が良くて/テ節/
3. で<接続詞>凄いおとなしいんですけど/並列節ケド/
4. 超面白い感じで/並列節デ/
5. で<接続詞>女子にも隠れて<テ節>人気があったけど/並列節ケド/
6. どっちかって<引用節>言うと<条件節ト>男子に人気があって<テ節>慕われてるという
<トイウ節>感じで/並列節デ/. . . (S02F0094)µ ´
談話境界情報の付与作業においては，「ワイ君はどういう人かと言うと」という部分を話題の導入表現とし
て認定するために，その部分が独立した単位として切り離されていた方が都合がよい。そこで，大域的な談話
レベルの構造において話題導入を行っていると解釈できる部分を「話題導入表現」として認定する。話題導入
表現の直後を「 - 」で切断し，「 ;話題導入表現」を義務的コメントとして記述する。
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(211) 1. 当時小学校六年生の時に一学期に隣りの席のワイ君のことが好きになったんですが/並列節ガ/
2. で<接続詞>ワイ君はどういう人かと<引用節>言うと<条件節ト> - ; 話題導入表現
3. 凄く頭が良くて/テ節/
4. で<接続詞>凄いおとなしいんですけど/並列節ケド/
5. 超面白い感じで/並列節デ/
6. で<接続詞>女子にも隠れて<テ節>人気があったけど/並列節ケド/
7. どっちかって<引用節>言うと<条件節ト>男子に人気があって<テ節>慕われてるという
<トイウ節>感じで/並列節デ/. . . (S02F0094)µ ´
話題導入表現として認定される箇所は，上記のような<条件節ト>だけでなく，<並列節デ>，<テ節>，主題
要素などの場合もある。¶ ³
(212) 1. ビーグループとシーグループの比較も同じで<並列節デ> - ; 話題導入表現
2. ビーグループの方が全体の正答率が高くオーエヌエーエヌの区別が多少できてますが/並列節ガ/
3. シーグループの方はアイエヌの正答率が高くなります [文末]
4. つまりオーエヌエーエヌの区別ができると<条件節ト>アイエヌの正答率が下がるという
<トイウ節>結果が出ました [文末] (A05F0043)
(213) 1. まとめといたしまして<テ節> - ; 話題導入表現
2. 音声の組み合わせによって<テ節>その聞き分け易さが大きく異なることが分かりました [文末]
3. また<接続詞>被験者と再生用音源の設置位置関係が聞き分け易さに影響を及ぼすことも確認い
たしました [文末]
4. なお<接続詞>日本語と英語の組み合わせによるメッセージの聞き分け易さの評価が良好であっ
たことは目的の意味から考えて<テ節>大変意義深いと<引用節>. . . (A01M0110)
(214) 1. うちに来た経緯というのは - ; 話題導入表現
2. その獣医さんの紹介なんですけれども/並列節ケレドモ/
3. 捨て犬を保護してくれというのがその獣医さんのところに来まして/テ節/
4. その獣医さんが (R ××) さんちでどうですか<文末候補>みたいな話をしたんですけれども
/並列節ケレドモ/
5. それで<接続詞 L>それで<接続詞 L>その犬を見に行ったんですけれど. . . (S02M0198)µ ´
5.5.4.2 直後がまとめ表現
話題導入表現とは逆のパタンとして，ある話題に関する叙述が続いた上で，最後にそこまでの叙述を受けて
話題をまとめるための表現が現れる場合がある。次の例における談話構造を考えてみると，ある話題（町の住
みやすさ）に関する叙述として，1行目の「わざわざ～買えますし」，2行目の「魚屋さんも～ありましたから」，
3行目の「安くありましたから」などが続き，3行目の「もうとても便利でした」によって一連の話題がまとめ
られている。
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(215) 1. わざわざ新宿の方まで買いに行かなくても<テモ節>そこで十分色んな新鮮な野菜も買えますし
/並列節シ/
2. 魚屋さんもお肉屋さんも結構しっかりとありましたから/理由節カラ/
3. で<接続詞>安くありましたから<理由節カラ>もうとても便利でした [文末] (S03F1577)µ ´
話題のまとめ表現として働いている「もうとても便利でした」は，それ自体が独立した単位として切り離さ
れていた方が，談話境界情報の付与作業上，都合がよい。そこで，大域的な談話レベルの構造において，話題
のまとめを行っている部分を「まとめ表現」として認定する。まとめ表現の直前を「 - 」で切断し，「 ; 直後
がまとめ表現」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(216) 1. わざわざ新宿の方まで買いに行かなくても<テモ節>そこで十分色んな新鮮な野菜も買えますし
/並列節シ/
2. 魚屋さんもお肉屋さんも結構しっかりとありましたから/理由節カラ/
3. で<接続詞>安くありましたから<理由節カラ> - ; 直後がまとめ表現
4. もうとても便利でした [文末] (S03F1577)µ ´
まとめ表現として認定されるのは，<テ節>，<並列節デ>，<理由節ノデ>などの直後が多い。¶ ³
(217) 1. 大きい丸い石が転がってきて<テ節>逃げ惑うスタントの人 - ; 体言止
2. そして<接続詞>プロペラ機が出てきて<テ節>プロペラ機が大爆発して<テ節>炎に包まれます
[文末]
3. で<接続詞>その炎がもうこっちに移りそうで<並列節デ>熱くて<テ節> - ; 直後がまとめ表現
4. こんなショー日本では不可能だと<引用節>思いました [文末] (S01F0050)
(218) 1. で<接続詞>私達はとにかく一番安いツアーに行ってるものですから<理由節カラ>部屋もそん
なに良くはなかったんだと<引用節>思うんですけれども/並列節ケレドモ/
2. それでも<接続詞 L>もう普段とても狭いところで暮らしてる私達にしてみれば<条件節レバ>
もう何か本当にリゾートと言うか<文末候補>バカンスっていう感じで<並列節デ> - ; 直後が
まとめ表現
3. とてもいいところだったなという<トイウ節>印象でした [文末] (S00F0014)
(219) 1. やはり中には産地直送なんつって<テ節>八百屋さんなんかありますので/理由節ノデ/
2. で<接続詞>凄くもう新鮮だし/並列節シ/
3. 食べるものも野菜とか果物も新鮮で<並列節デ>安いので<理由節ノデ> - ;直後がまとめ表現
4. やはり買い物にはもう事欠かなかったです [文末] (S03F1577)µ ´
5.5.4.3 話題の転換点
ある話題に関する叙述が続いた後，絶対境界・強境界以外の位置で，話題が転換されていると認められる場
合がある。次の例では，「遊んだ内容」という話題に関して「隠れん坊」「缶蹴り」「おままごと」に関する叙述
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が並列的に並べられている。その談話的な構造を考えてみると，「缶蹴りですとか」という表現の直後で別の
叙述内容（「おままごと」）に移っていることが分かる。¶ ³
(220) 1. 青山墓地の中は本当絶好の隠れん坊をする場所として<テ節>凄くみんなでよく隠れん坊をいた
しましたし/並列節シ/
2. 後は缶蹴りですとか<トカ節>それから<接続詞 L>今もちょうど桜の時期ですけれども
/並列節ケレドモ/
3. お花の木の下でおままごとをしたり<タリ節>ですとか<トカ節>. . . (S03F0108)µ ´
形式的には発話の分割点にはなり得ないものの，話題が移っていると判断される箇所で発話が分割されてい
る方が，談話境界情報の付与作業上，都合がよい。そこで，大域的な談話レベルの構造において，話題の転換
点となっている箇所を「話題の転換点」として認定する。話題の転換点となっている箇所を「 - 」で切断し，
「 ; 話題の転換点」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(221) 1. 青山墓地の中は本当絶好の隠れん坊をする場所として<テ節>凄くみんなでよく隠れん坊をいた
しましたし/並列節シ/
2. 後は缶蹴りですとか<トカ節> - ; 話題の転換点
3. それから<接続詞 L>今もちょうど桜の時期ですけれども/並列節ケレドモ/
4. お花の木の下でおままごとをしたり<タリ節>ですとか<トカ節>. . . (S03F0108)
(222) 1. 告発して<テ節>暫くたってから<テカラ節>事件は全て一応解決したんだけど/並列節ケド/
2. やっぱりお財布とかに結構気を付けるようになったっていうのと - ; 話題の転換点
3. 後何かこうそれまでは人をあんまり疑うこととかはなかったのに<ノニ節>この人ってってやっ
ぱり一緒に仕事してても<テモ節>そういうことがある訳だから<理由節カラ>やっぱり考える
ようになっちゃった [文末] (S02F0121)µ ´
5.5.4.4 大きい切れ目
談話の構造を大域的に見たとき，<テ節>，<並列節デ>，<理由節ノデ>などの弱境界の直後に，発話の進行
上，大きい切れ目が存在する場合がある。次の例では，2行目で「坂が多い」という話題を出し，3行目の前半
（<並列節デ>までの部分）で区役所が坂の本を出していることについて説明した後，後半で「そんな本出され
ても困る」という主観的なコメントを述べ，4行目以降ではまた本の説明に戻っている。
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(223) 1. そんなような感じで<並列節デ>非常に落ち着いた町なんですけど/並列節ケド/
2. で<接続詞>坂が多いって<引用節>さっき言ったんですけど/並列節ケド/
3. それは本当にもう坂の町って何か区役所の方が文京の坂道とかいう本を出してるぐら
いで<並列節デ>そんな本出されても<テモ節>困るんだけどって<引用節>思うんですけど
/並列節ケド/
4. なかなかそれなりの厚さのある小冊子で/並列節デ/
5. で<接続詞>坂の名前とか場所がずっと書いてあるっていうので/理由節ノデ/. . . (S03M0046)µ ´
ここで，3行目の前半「それは～本を出してるぐらいで<並列節デ>」から，3行目の後半「そんな本出され
ても～思うんですけど/並列節ケド/」に対する係り受け関係は存在しない。発話の大域的な流れを考えると，
両者は別々の部分を構成しており，談話の構造上，そこには大きい切れ目があると考えられる。
そこで，大域的な談話レベルの構造において，弱境界の直後が発話の進行上大きい切れ目となっており，か
つその前後に係り受け関係が存在しない場合，その弱境界の直後を「大きい切れ目」として認定する。当該箇
所の直前を「 - 」で切断し，「 ; 大きい切れ目-係り先なし」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(224) 1. そんなような感じで<並列節デ>非常に落ち着いた町なんですけど/並列節ケド/
2. で<接続詞>坂が多いって<引用節>さっき言ったんですけど/並列節ケド/
3. それは本当にもう坂の町って何か区役所の方が文京の坂道とかいう本を出してるぐらいで
<並列節デ> - ; 大きい切れ目-係り先なし
4. そんな本出されても<テモ節>困るんだけどって<引用節>思うんですけど/並列節ケド/
5. なかなかそれなりの厚さのある小冊子で/並列節デ/
6. で<接続詞>坂の名前とか場所がずっと書いてあるっていうので/理由節ノデ/. . . (S03M0046)
(225) 1. また<接続詞>買っただけの同じ割合で両替えする時も戻ってくるっていう/トイウ節/
2. んで<接続詞>そこの常連さんなんかも一月五六十万擦るなんていうのはもうざらって感じで
<並列節デ> - ; 大きい切れ目-係り先なし
3. 僕自身も一か月で正直な話百五十万ぐらい擦ったことあんですけど/並列節ケド/
4. 勝ちはせいぜい一日最高十五六万ぐらいですかね [文末候補] (S00M0071)
(226) 1. そんなことで入院がどんどんどんどん長引いていったので<理由節ノデ>私の母の兄弟姉妹での
交代での付き添いが始まって<テ節> - ;大きい切れ目-係り先なし
2. 私もその時にお腹が大きかったので<理由節ノデ>実家に殆ど帰ってることが多かったんですが
/並列節ガ/
3. 母もうちにいなく<連用節>付き添いで<並列節デ>一晩交代で付いていることが始まったので
<理由節ノデ>何か私も自身も不安で<並列節デ> - ; 大きい切れ目-係り先なし
4. 何かだんだんだんだんこれから楽しみなことがあるのに<ノニ節>何かどうしたんだろうなって
いう<トイウ節>何となく空気が漂い出しました [文末] (S02F0113)µ ´
また，ある節全体が直前の節に対する倒置要素になっているような場合にも，「大きい切れ目」を認定する。
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次の例の 3行目「ちゃんと耳が出るようにして<テ節>」という部分は，直前の「帽子を作ってあげたことがあ
るんですね」に係る部分であり，逆に直後の「そしたら～」には係り先がない。そこで，<テ節>の直後に「大
きい切れ目」を認定し，発話を分割する。¶ ³
(227) 1. で<接続詞>後うち猫がいるんですが/並列節ガ/
2. 冬は寒いかなと<引用節>思って<テ節>猫は寒いのは駄目なので<理由節ノデ>一度帽子を作っ
てあげたことがあるんですね [文末]
3. ちゃんと耳が出るようにして<テ節> - ;大きい切れ目-係り先なし
4. そしたら<条件節タラ>思い切り嫌われて<テ節>頭を振って<テ節>取られてしまいました
[文末]
5. で<接続詞>それから暫く寄ってこなくなり<連用節>. . . (S04F0013)µ ´
さらに，弱境界以外の要素の直後において談話構造上の大きい切れ目となっている場合にも，「大きい切れ
目」を認定する。¶ ³
(228) 1. 私が生まれた場所はですね神奈川県の川崎市でして/テ節/
2. 父が製鉄所ですかに<間接疑問節-助詞>勤めていた関係で - ;大きい切れ目-係り先なし
3. 父父の出身は山形の酒田なんですけども/並列節ケドモ/
4. で<接続詞>酒田から - ; 言いさし-言い直しあり
5. 二十代前半ぐらいですか [文末候補]
6. ちょうど戦争が終わって<テ節>まだそんなに程たってない頃だと<引用節>思うんですけども
/並列節ケドモ/
7. 酒田から川崎まで出てきまして/テ節/
8. それで<接続詞 L>縁があって<テ節>製鉄所へ職工として<テ節>勤めてまして/テ節/. . .
(S03M0098)µ ´
さらに，上記の分類に該当しない場合でも，発話の進行上大きい切れ目となっていると判断された箇所には，
その直後を「大きい切れ目」として認定する。当該箇所の直前を「 - 」で切断し，「 ;大きい切れ目-その他」を
義務的コメントとして記述する。¶ ³
(229) 1. 本当は今家族と同居してるんで<理由節ノデ>いずれはいずれは出ていかなくては<テハ節>い
けないんですが/並列節ガ/
2. 烏山というところがとてもアクセスもいいし/並列節シ/
3. 町自体が凄くこう雰囲気もいいので<理由節ノデ> - ; 大きい切れ目-その他
4. できれば<条件節レバ>その近辺に住みたいなっていう<トイウ節>風に今思ってます [文末]
5. で<接続詞>ただ<接続詞>住みたいなと<引用節>思っても<テモ節>色々. . . (S03F0224)µ ´
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5.5.5 不適切な節境界ラベルに関するもの
5.5.5.1 間投助詞
「～ですね」という形に [文末候補]が付与されている場合，それがいわゆる間投助詞として機能しているた
めに，実際には発話の完結点になっていないことがある。次の例の「ですね」は間投助詞として働いており，1
行目の「到着した後」は 2行目の「キャンセルしてしまいました」に係る要素であるが，「ですね」の直後に絶
対境界のラベルが付与されているため，両者が分断されてしまっている。¶ ³
(230) 1. 那覇に到着した後ですね [文末候補]
2. 船酔いに苦しんだ多くの乗客は帰りのチケットをキャンセルしていました [文末] (S02M0011)µ ´
そこで，間投助詞として働いている要素に対して [文末候補]のラベルが付与され，それによって不適切な分
割結果が生じている場合，「間投助詞」を認定する。間投助詞の直後で不適切に分断された箇所を「 + 」で結
合し，「 ; 間投助詞」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(231) 那覇に到着した後ですね [文末候補] + ;間投助詞 船酔いに苦しんだ多くの乗客は帰りのチケットを
キャンセルしていました [文末] (S02M0011)
(232) エヌがこのエヌベストのエヌが大きくなってしまえば<条件節レバ>殆ど同じですね [文末候補] + ;
間投助詞 認識率になってしまうんですが/並列節ガ/. . . (A01M0030)
(233) 一日を仕事をハードに終えて<テ節>床に就く時娘の寝顔を見る時ですね [文末候補] + ; 間投助詞
何物にも代えない凄い幸せってか幸福感を感じます [文末] (S01M0706)µ ´
「ですね」以外の形に対しても，「間投助詞」が認定される場合がある。¶ ³
(234) 恐らくですねタイタニック号ですか [文末候補] + ; 間投助詞 それ並みにですね揺れたんだと
<引用節>思います [文末] (S02M0011)
(235) これは日本の道百選て言うんでしょうかね [文末候補] + ; 間投助詞 そんなのにも確か載ってると
<引用節>思いますけれども/並列節ケレドモ/. . . (S03M0317)µ ´
5.5.5.2 と文末
CBAP-csjによって [と文末]が付与されている箇所以外にも，<引用節>のラベルが付与された節境界の直後
が [と文末]に相当する発話の切れ目になっている場合がある。以下の例では，「治るんじゃないかと<引用節>」
は，直前の「できていないと [と文末]」と同様，[と文末]に相当する発話の切れ目になっている。
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(236) 1. きちんと音を伝えるようにできてないと [と文末]
2. で<接続詞>手 術 を す れ ば<条件節レバ>治るんじゃないかと<引用節>そ う い う こ と で
<並列節デ>昨年の十一月に手術をした訳です [文末] (S00M0053)µ ´
このような場合，当該箇所に「 - 」をマークして発話を切断し，「 ;と文末」を義務的コメントとして残す。
なお，人手で「と文末」を認定する際には，音声および文脈に基づいて判定する。¶ ³
(237) 1. きちんと音を伝えるようにできてないと [と文末]
2. で<接続詞>手術をすれば<条件節レバ>治るんじゃないかと<引用節> - ; と文末
3. そういうことで<並列節デ>昨年の十一月に手術をした訳です [文末] (S00M0053)
(238) 1. 閉じれば<条件節レバ>低くなるし/並列節シ/
2. 開けば<条件節レバ>上がると<引用節> - ; と文末
3. そういう関係が予測される訳であります [文末] (A01M0074)µ ´
5.5.5.3 例文など
学会講演（特に人文系）において，例文が読み上げられることがある。例文中に絶対境界・強境界が含まれ
る場合，例文の途中で発話が分割されるという不適切な結果が生じる。以下の例では，「荒らす」「たたる」「向
く」が例文として読み上げられているが，それぞれの直後に [文末]が付与されているため，そこが分割位置と
なっており，不適切な分割結果となっている。¶ ³
(239) 1. 特殊なアクセントになっているものは殆どが起伏式の語で<並列節デ>平板式の語は荒らす
[文末]
2. たたる [文末]
3. 向く [文末]
4. 痩せるの四語だけでした [文末] (A02F0038)µ ´
そこで，例文として読み上げられている途中で不適切に分割された箇所には「例文など」を認定し，「 + 」を
マークして発話を結合する。また，「 ; 例文など」を義務的コメントとして記述する。¶ ³
(240) 特殊なアクセントになっているものは殆どが起伏式の語で<並列節デ>平板式の語は荒らす [文末]
+ ;例文など たたる [文末] + ;例文など 向く [文末] + ;例文など 痩せるの四語だけでした [文末]
(A02F0038)
(241) 五十パーセントのセンテンスが文末思考動詞と呼ばれている思うとか<トカ節>気がする [文末] + ;
例文など 感じるという<トイウ節>言葉で終わっております [文末] (A06F0075)
(242) ここでもし形式的にこの会話の中での他の相づちに習えば<条件節レバ>酷いね [文末候補] + ; 例
文など 程度の言い方も十分考えられますけれども/並列節ケレドモ/. . . (A06F0049)µ ´
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5.5.5.4 格助詞相当表現
弱境界の節境界ラベル<テ節>は，直後に接続詞が後接した場合，メタ規則の適用により，強境界の/テ節/に
書き換えられる。しかしながら，「に対して」「において」「によって」のように複合的な格助詞に相当すると思
われる表現の直後は，接続詞が後続したとしても，やはり弱境界として認定されるべきである。このように，
いわばメタ規則の過適用によって，不適切な分割結果が生じることがある。例えば以下の例では，「対して」の
直後が強境界となり，発話分割位置となっている。本来は，1行目の「正しい確認に対して」と 2行目の「間
違った確認に対して」は並列された構造であるため，この分割結果は適切ではない。¶ ³
(243) 1. で<接続詞>正しい確認に対して/テ節/
2. あるいは<接続詞>間違った確認に対して<テ節>それぞれどんな特徴があったかと<引用節>言
うと<条件節ト>. . . (A01M0021)µ ´
そこで，格助詞相当表現の直後が強境界となり，不適切な分割結果が生じている場合に限り，「格助詞相当表
現」を認定し，当該箇所に「 + 」をマークして発話を結合する。また，「 ;格助詞相当表現」を義務的コメント
として記述する。¶ ³
(244) で<接続詞>正しい確認に対して/テ節/ + ; 格助詞相当表現 あるいは<接続詞>間違った確認に対し
て<テ節>それぞれどんな特徴があったかと<引用節>言うと<条件節ト>. . . (A01M0021)
(245) こういったものを元にいたしまして/テ節/ + ; 格助詞相当表現 本発表で考える文段の連接のあり方
としては大きく三種類を考えました [文末] (A02F0082)µ ´
5.5.5.5 強→弱
<テ節>および<条件節ト>は，述語句がデスマス体・ゴザイマス体の場合，または直後に接続詞が後接した
場合，メタ規則の適用により，強境界に書き換えられる。しかしながら，発話の構造的な切れ目としては認め
にくく，弱境界へ戻すことがふさわしいと判断される場合がある。例えば以下の例の「御覧いただきまして」
には強境界の/テ節/が付与されているが，このテ節は後方の「分かるように」にのみ係る要素であり，その直
後に構造的な切れ目があるわけではない。¶ ³
(246) 1. 御覧いただきまして/テ節/
2. 分かるように幾つかのパターンが示されると<引用節>思います [文末] (A01F0067)µ ´
このようなメタ規則の過適用によって不適切な分割結果が生じている場合に限り，節境界ラベルのレベルを
強境界から弱境界に戻す操作を行う。当該箇所に「 + 」をマークして発話を結合し，「 ; 強→弱」を義務的コ
メントとして記述する。
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(247) 御覧いただきまして/テ節/ + ; 強→弱 分かるように幾つかのパターンが示されると<引用節>思い
ます [文末] (A01F0067)
(248) そうしますと/条件節ト/ + ;強→弱 今度は文字が多過ぎて<テ節>読み切れないという<トイウ節>
ことがあります [文末] (A11M0469)
(249) 青山と言いますと/条件節ト/ + ;強→弱 御存じの方はやっぱりお洒落な町都会的な都内でもお洒落
な町ということで知られてるところかもしれないんですけれども/並列節ケレドモ/. . . (S03F0108)
(250) もうきちんとノートに書くようになってから<テカラ節>もう三年くらいたってるんで<理由節ノデ>
随分当初に比べますと/条件節ト/ + ; 強→弱 乱暴な書き方になってきてしまってます [文末]
(S00F0031)µ ´
5.5.5.6 文末候補
節境界ラベルは付与されていないが，[文末候補]に相当する発話の明らかな切れ目となっている箇所が見つ
かる場合がある。次の例は，音声を聞く限り，「入れてくださいみたいな」の直後に発話の切れ目が存在する。
しかしながら，[文末候補]のラベルを付与する定義には該当しない表現であるため，節境界ラベルは付与され
ていない。¶ ³
(251) 1. 畑がまだたくさんあるんで<理由節ノデ>その日取れた野菜とかをこう山積みにして/テ節/
2. で<接続詞>お金は缶の中に入れてください<文末候補>みたいなだから<接続詞 L>入れてる人
もいれば<条件節レバ>入れてない人もいるから<理由節カラ>まだそういうところがこうちょっ
とほのぼのして<テ節>. . . (S03F0062)µ ´
また次の例では，音声を聞く限り「なぜか」の直後に明らかな切れ目が存在するが，やはり節境界ラベルは
付与されていない。¶ ³
(252) 1. ところが<接続詞 L>これまでのところ具体的自主的な検討は進んでおりません [文末]
2. なぜか主として<テ節>常任理事国が特権を手放したり/タリ節/
3. あるいは<接続詞>他の国に自分達と同様の特権を持たせるっていう<トイウ節>ことをこれ嫌っ
てる訳ですね [文末] (S06M0373)µ ´
そこで，[文末候補]に相当する発話の明らかな切れ目となっている箇所の直後を「 - 」で切断し，「 ; 文末
候補」を義務的コメントとして記述する。
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(253) 1. 畑がまだたくさんあるんで<理由節ノデ>その日取れた野菜とかをこう山積みにして/テ節/
2. で<接続詞>お金は缶の中に入れてください<文末候補>みたいな - ; 文末候補
3. だから<接続詞 L>入れてる人もいれば<条件節レバ>入れてない人もいるから<理由節カラ>ま
だそういうところがこうちょっとほのぼのして<テ節>. . . (S03F0062)
(254) 1. ところが<接続詞 L>これまでのところ具体的自主的な検討は進んでおりません [文末]
2. なぜか - ; 文末候補
3. 主として<テ節>常任理事国が f 特権を手放したり/タリ節/ : ; 引用節構造 あるいは<接続詞>
他の国に自分達と同様の特権を持たせる g っていう<トイウ節>ことをこれ嫌ってる訳ですね
[文末] (S06M0373)
(255) 1. 基本的に狭いところなんで<理由節ノデ>ちょっと変わったものを買おうと<引用節>思うと
<条件節ト>まずないと<引用節> - ;と文末
2. 巣鴨とか池袋に出ないと<条件節ト>いけないっていう<トイウ節> - ; 文末候補
3. そんなようなのでもやっぱり営業できてるところがこの町の凄いところかもしれませんね
[文末候補] (S03M0046)
(256) 1. これから私の意見に入ります [文末]
2. 常任理事国入りと現行憲法の平和主義これをどう整合させるか<間接疑問節> - ; 文末候補
3. 二十世紀初頭の日本にとって<テ節>極めて悩ましい問題です [文末]
4. で<接続詞>勿論私も軽々に結論を出す訳には行きません [文末] (S06M0373)µ ´
5.5.5.7 非文末
CBAP-csjによって認定された絶対境界が，これまでに述べてきたこと以外の理由によって，不適切な位置
での分割を生じさせていることがある。例えば以下の例では，「～にしろ」の直後に絶対境界 [文末]が付与さ
れているが，ここで発話が分割されるのは適切ではない。¶ ³
(257) 1. そのような訳で<並列節デ>殆どの行政にしろ [文末]
2. 色んな催し物にしろ [文末]
3. 八潮市っていうところは草加市の陰に甘んじていると言うか<文末候補>. . . (S03M0996)µ ´
そこで，CBAP-csjによって付与された絶対境界のラベルが不適切な分割結果が生じさせている場合，「非文
末」を認定する。当該箇所に「 + 」をマークして発話を結合し，「 ;非文末」を義務的コメントとして記述する。
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(258) そのような訳で<並列節デ>殆どの行政にしろ [文末] + ; 非文末 色んな催し物にしろ [文末] + ;
非文末 八潮市っていうところは草加市の陰に甘んじていると言うか<文末候補>. . . (S03M0996)
(259) うちの犬がそういう音が嫌いで<並列節デ>大騒ぎして<テ節>植木は倒すわ [文末候補] + ; 非文末
網戸は破くわで<文末候補>大変です [文末] (S03F0119)
(260) スピッツとかチンとかコリーって見掛けないんで<理由節ノデ>どこ行ってしまったんだろうと
[と文末] + ; 非文末 ええ<感動詞>いうこと感じますね [文末候補] (S02M0191)
(261) 活用語尾と語幹また<接続詞>名詞動詞形容詞などでは変化に遅い [文末] + ; 非文末 速いがあるん
だろうかとか<トカ節>地の文と会話の文また<接続詞>位相差っていうようなもので何か表記にか
かわりはないんだろうかとか<トカ節>. . . (A02F0116)µ ´
5.5.5.8 タグミス-その他
その他，どの項目にも当てはまらないが，CBAP-csjによる発話分割の結果が不適切であると判断された部
分には，「タグミス-その他」を認定し，該当箇所の修正（結合，切断）を行う。結合を行った例としては，以下
のようなものがある。¶ ³
(262) 1. 行き当たりばったりで<並列節デ>作るっていう<トイウ節>ことだと<条件節ト>実際の開発が
難しいし/並列節シ/ + ; タグミス-その他 メンテナンスも難しいんで<理由節ノデ> - ; 直後
がまとめ表現
2. 我々は方法論として<テ節>こういう方法論を今回提案します [文末] (A04M0047)
(263) ただ<接続詞>図の軸が違いますので<理由節ノデ>先程の (M あ) に比べますと/条件節ト/ + ; 強
→弱 非常に狭い範囲で/並列節デ/ + ;タグミス-その他 しかし<接続詞>コンシステントに差が出て
るという<トイウ節>ことであります [文末] (A01M0074)
(264) そうすると<条件節ト>それを最も徹底させ/連用節/ + ; タグミス-その他 かつ<接続詞>恐らくは
意識的に行なっていたのが定家であるという<トイウ節>解釈が可能かと<引用節>思います [文末]
(A02M0076)µ ´
また，切断を行った例としては，以下のようなものがある。特に会話が引用されている場合には，「 ; 体言
止」や「 ;タグミス-その他」によって修正されることが多い。
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(265) 1. ここでは虫よけ対策のスプレーについての<連体節テノ>話をしています [文末]
2. この前ねあたしのいつも行き付けのねお花ねお花屋さんでね - ; タグミス-その他
3. おお<感動詞> - ; 体言止
4. レモンの香り - ; タグミス-その他
5. ああ<感動詞> - ; 体言止
6. レモンの香りのするスプレー売ってて<テ節> - ;タグミス-その他
7. ああ<感動詞> - ; 体言止
8. それは虫よけになりますって<引用節>言ったから<理由節カラ>何か - ; タグミス-その他
9. うん<感動詞> - ; 体言止
10. おんなじようなものなんじゃない [文末] + ; 倒置-つなぎ切り¿柑橘類のにおいってÀ - ; 倒
置-つなぎ切り
11. そうかな - ; 文末候補
12. うん - ; 体言止
13. うんうん<感動詞>らしいよ [文末候補]
14. 柑橘類のにおいが効くのかな/文末候補/
15. でも<接続詞 L>レモンはそうだった [文末]
16. そううん<感動詞>それは初耳だね [文末候補]
17. うん<感動詞> - ; 体言止
18. 例の三ではビーの相づちに注目してください [文末]
19. この会話の中ではビーはやや男性的なあるいは<接続詞>ぞんざいな. . . (A06F0049)µ ´
5.6 節単位情報の管理と XML文書への格納
最後に，本章で示してきた節単位に関する情報が，最終的にどのように管理され，また，XML文書の中で
どのように格納されているかについて，簡単に示しておく。
人手修正を経て認定された全ての節単位に対しては，当該の講演内における IDが一意に付与される。これ
を「節単位 ID」と呼ぶ。節単位 IDは，講演の冒頭に現れる節単位に対して「0」を付し，以降，講演の終わ
りまで，すべての節単位に対して連番で振られる通し番号である。講演 IDと節単位 IDによって，CSJに含
まれる全ての節単位は，一意に定められることになる。
次に，節単位に関する情報が XML文書の中でどのように格納されているかについて示す。節単位に関する
情報は，すべて短単位（SUW要素）の属性として格納されている*14。SUW要素に格納されている節単位情
報の属性名について，表 5.5に示す。
以下，節単位に関する情報について解説する。節単位 ID（ClauseUnitID）は，その節単位の開始点となる
SUW要素の属性として付与される。節境界ラベル（ClauseBoudaryLabel）は，その節境界の末尾となる SUW
要素の属性として付与される。人手修正操作記号（CU OperationSign，CU PreBracket，CU PostBracket）
は，切断，結合，範囲確定などの人手修正操作を行った当該の位置にある SUW要素の属性として付与される。
*14 節単位 IDについては，稀に，SUW要素でなく Noise要素の属性として格納されている場合がある。
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表 5.5 XML文書内における節単位情報の格納
属性名 説明 値
ClauseUnitID 節単位 ID 全ての節単位に対して与えられる番号
ClauseBoundaryLabel 節境界ラベル CBAP-csjにより付与される節境界ラベル
CU OperationSign 人手修正操作記号（切断・結合） 切断記号（ + ），結合記号（: - ）の 3種類
CU PreBracket 人手修正操作記号（範囲-開始点） 範囲記号の開始点（（ f <<）の 3種類
CU PostBracket 人手修正操作記号（範囲-終了点） 範囲記号の終了点（） g >>） の 3種類
CU ObligateComment 義務的コメント 人手修正操作を行った理由
義務的コメント（CU ObligateComment）もまた，実際に修正を行った箇所に当たる SUW要素の属性として
付与される。
その他，XML文書に付与された各要素の内容については，8.3節の表 8.1を参照されたい。
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本章では，話し言葉における分析用の基本単位として，「節単位」という独自の単位を設計するに至った経
緯と，その認定手順の詳細について述べてきた。CSJにおける構文レベル・談話レベルの研究用情報 |係り
受け構造情報，重要文情報，談話境界情報| を付与するために用いる共通単位を確定することを目的として，
節境界を主たる基準とした統語的な単位を取り出すことを試みた。実際には，人手修正のための基準作成に比
較的長い時間が費やされたものの，最終的には話し言葉の分析用単位としてその仕様を確定し，節単位の認定
作業を終えることができた。また，係り受け構造情報，要約・重要文情報，談話境界情報については，本章で
示した基準によって認定された節単位をもとに，情報付与作業が実際に行われた。これらの詳細については，
『日本語話し言葉コーパス』付属マニュアルのうち，以下のものを参照されたい。
² 『日本語話し言葉コーパス』における係り受け構造付与
² 『日本語話し言葉コーパス』における自由要約・重要文抽出データについて
² 『日本語話し言葉コーパス』の談話境界情報について
話し手と聞き手相互のインタラクションから談話が構築されていく対話とは異なり，一人の話し手が話し続
ける独話という発話様式は，最初に想定された発話プランに従って実時間上に展開されていく一回的な行動
（発話生成）の結果である。その結果だけを取り出して見ると，独話とは，連綿と続くいわば「一本の紐」の
ような状態であると言える。この発話生成の結果からある種の言語的な単位を取り出すことを考えようとする
と，従来言語の中心的な単位であった「文」という概念は，途端に通用しなくなることが分かる。これはそも
そも，従来の言語研究 |特に文法研究| が，実際の話し言葉に現れる種々の現象をノイズとして切り捨て，
特に母語話者による内省を主たる立脚点として，言語の客観的な分析という作業に対して洗練を重ねてきた結
果であるとも言える。
これに対して，話し言葉の大規模なコーパスが完成した現在，従来とは全く異なるアプローチによって，言
語におけるある種の単位を捉え直すことができるかもしれない。一例を挙げると，本章で示した節単位という
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独自の単位は，独話における話し手の心理的な単位を反映したものである可能性が挙げられる。動的な発話生
成の過程において，話し手が発話のために管理できる概念や情報の量はさほど多いわけではない。話し手は，
多くの情報と複雑な構造を持つ長大な「文」をあらかじめ想定して発話を開始するわけではなく，むしろ，比較
的短く，かつ統語的・意味的なまとまりを持つような単位を次々と産出し，それらに関連を持たせながら動的
につなぎ合わせていくことによって，独話を構成していくと考えられる。節単位は，そのような発話生成時に
おける基本的な処理単位，あるいは話し手の心理的なチャンクを反映する単位として捉えられる可能性がある。
本章で示した節単位という概念に関する一般言語学的な妥当性は，さまざまな側面から話し言葉を分析し，
記述が進められることによって，改めて問われるものと考える。そのような視点は，同時に，話し言葉の言語
学的研究 |特に文法研究| に大きく寄与するものと考える。最後に，大石 (1971:34)による次のような言葉
を引用しておきたい。
話しことばの浮動性，不安定性をさしひいてもなお，書きことばの上に現れない特殊な言語事
実が，かずかず話しことばの上に発見される。たとえば文法に関しても，書きことばの上に見
られない構造や傾向が，話しことばの上に，いろいろ見いだされる。これをとらえなければ，
やはり，日本語の文法を全体的に明らかにすることができないのではなかろうか。話しことば
独自の文法的事実から抽出されるものを組み込んで，日本語の文法体系は完成されるのではな
かろうか。
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本章では，音声ラベリングの仕様について解説する。CSJでは，「コア」（1章参照）に含まれる約 50万語
（短単位），およそ 44時間の音声に対して，分節音情報と韻律情報を付与しているが，本章ではこのうち分節
音情報だけを扱う。韻律情報については 7章を参照されたい。
6.1 節でラベリングの方針について，6.2 節で分節音ラベルについて触れたあと，6.3 節以降でラベリング
の方式や作業の実施方法，問題点やその処理方法など，ラベリングの詳細について述べる。また付録として，
CSJの音声分析に使用可能なフリー・ソフトウエアの入手法と使用法についても簡単に紹介する。
6.1 分節音ラベリングの方針
分節音ラベリングとは，音声信号を，それを構成すると考えられる子音，母音等の構成要素に分解して，当
該要素を表現するラベルと時刻を確定する作業である。構成要素は音声学のレベルでも音韻論のレベルでも考
案できるが，CSJ のラベルセットは，日本語の音素ラベルに音声学的なラベルを一部追加したものとなって
いる。これは，現代日本語に観察される分節音の音声変異のうち，音声学的に興味深く，また一貫したラベリ
ングが可能であるものを記録するためである。その結果，CSJ の分節音ラベルは，一般音声学でいう精密表
記と簡略表記の中間的なレベルのラベルセットとなっている。以下では分節音ラベルに言及する場合，「a」，
「b」のように引用符で囲う。
6.2 分節音ラベル
表 6.1～表 6.3に CSJで用いた分節音ラベルの一覧を示す。表 6.1は母音のラベル，表 6.2は子音のラベル，
表 6.3は補助ラベルである。これらのラベルはすべて通常の ASCII文字の組み合わせて表現されており，小文
字と大文字を区別する。なお，表 6.2の下部に位置しているアスタリスクを付与したラベルは，ラベルセット
としては定義したが，現在は利用していないラベルである。本章末の付録 6.1に，現代日本語におけるモーラ
と CSJ分節音ラベルの対応表を掲載している。
*1 早稲田大学人間科学学術院
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表 6.1 母音ラベル
　ラベル 　　　 対象 　ラベル 　　　 対象 　ラベル 　　　 対象
a ア aH アの長母音* A 無声化したア
i イ iH イの長母音* I 無声化したイ
u ウ uH ウの長母音* U 無声化したウ
e エ eH エの長母音* E 無声化したエ
o オ oH オの長母音* O 無声化したオ
* ラベル「H」は長母音の第二要素を表す。転記テキストにおけるタグ<H>との相違については，本文書の 6.4.3節参照。
表 6.2 子音ラベル
ラベル 対象
　 k 　カ行子音（軟口蓋無声破裂音）
　 g 　ガ行子音（軟口蓋有声破裂音）
　 s 　サ行のうち「サ，ス，セ，ソ」の子音（歯茎無声摩擦音）
　 z 　ザ行子音（歯茎有声摩擦音ないし破擦音）→　 6.4.2節参照
　 t 　タ行のうち「タ，テ，ト」の子音（歯茎無声破裂音）
　 c 　タ行のうち「ツ」の子音（歯茎無声破擦音）
　 d 　ダ行のうち「ダ，デ，ド」の子音（歯茎有声破裂音）
　 n 　ナ行子音（歯茎鼻音）
　 h 　ハ行のうち「ハ，ヘ，ホ」の子音（声門無声摩擦音）
　 F 　ハ行のうち「フ」の子音（両唇無声摩擦音），IPAならば [F]
　 b 　バ行子音（両唇有声破裂音）
　 p 　パ行子音（両唇無声破裂音）
　m 　マ行子音（両唇鼻音）
　 y 　ヤ行（拗音）子音（硬口蓋接近音）
　 r 　ラ行子音（歯茎弾き音）
　 w 　ワ行子音（両唇軟口蓋接近音）
　 v 　ヴァ行子音（唇歯有声摩擦音）
　 kw 　「クヮ」の子音，いわゆる合拗音，IPAならば [kw]
　 gw 　「グヮ」の子音，いわゆる合拗音，IPAならば [gw]
　 kj 　母音イの前で口蓋化した k：「キ」の子音
　 gj 　母音イの前で口蓋化した g：「ギ」の子音
　 sj 　母音イの前で口蓋化した s：「シ」の子音，IPAならば [S]
　 zj 　母音イの前で口蓋化した z：「ジ」の子音，IPAならば [Z]ないし [dZ]
　 cj 　母音イの前で口蓋化した c：「チ」の子音，IPAならば [tS]
　 nj 　母音イの前で口蓋化した n：「ニ」の子音，IPAならば [ñ]
　 hj 　母音イの前で口蓋化した h：「ヒ」の子音，IPAならば [»c]
　 ky 　カ行拗音の子音
　 gy 　ガ行 拗音の子音
　 sy 　サ行 拗音の子音
　 zy 　ザ行拗音の子音
　 cy 　タ行拗音の子音（「チャ」「チュ」「チョ」の子音）
　 ty 　「テャ」，「テュ」，「テョ」の子音，IPAならば [tj]
　 dy 　「デャ」，「デュ」，「デョ」の子音，IPAならば [dj]
　 ny 　ナ行拗音の子音
　 hy 　ハ行拗音の子音
　 Fy 　「フャ」，「フュ」，「フョ」の子音，IPAならば [Fj]
　 by 　バ行拗音の子音
　 py 　パ行拗音の子音
　my 　マ行拗音の子音
　 ry 　ラ行拗音の子音
　 N 　撥音
　 Q 　促音
　 G * 　ガ行子音（軟口蓋有声摩擦音）
　 Gj * 　母音イの前で口蓋化した G
　 Gy * 　ガ行拗音の子音（軟口蓋有声摩擦音）
　 @ * 　ガ行子音（軟口蓋鼻音）
　 @j * 　母音イの前で口蓋化した@
　 @y * 　ガ行拗音の子音（鼻音）
* 現在の CSJでは利用していない
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表 6.3 補助ラベル
　　　 ラベル 対象
<cl> 　破裂音ないし破擦音中の閉鎖区間の終端（バースト位置）
<pz> 　発話中のポーズ（200ms未満）
<uv> 　声帯振動終了後に母音フォルマントが持続している場合，その終端を示す
<sv> 　母音終了後に声帯振動が持続している場合，その終端を示す
<fr> 　ボーカルフライが言語音と重畳せずに生じている区間の終端に付与
<fv> 　母音であるが，音素としての属性が分類不能のもの（母音不確定音）
<?> 　子音であるが，音素としての属性が分類不能のもの（子音不確定音）
<N> 　種々の雑音
<b> 　呼吸音
＃ 　発話単位の先頭に付与
6.3 ラベリング方式
6.3.1 分節音ファイルの形式と注意点
分節音ラベルは，各講演の PLABEL というディレクトリに格納された拡張子が.seg のファイルに記録さ
れている。これを以下では分節音ファイルと呼ぶ。分節音ファイルは，Entropic社の waves形式のテキスト
ファイルである。ファイルの先頭には種々のヘッダー情報が位置している。ヘッダー情報の終わりには「#」１
文字からなる行が位置しており，それ以降がラベル情報である。ラベル情報は
ラベルの時間位置 （区切記号） フォント情報 （区切記号） ラベル
の形式で記録されている。区切記号はスペースである。このうちフォント情報は Entropic社のソフトウェ
ア xwaves を利用した際にラベルを表示するフォントを指定する情報であり，分節音ラベルとしての意味は
ない。
分節音ファイルからラベル情報だけを抽出したければ，3フィールドからなるレコードで，第 1フィールド
が数字で構成されているものをとりだせばよい。
図 6.1に分節音ファイルの実例を示す。対象は模擬講演であり，その冒頭「テーマ，無人島に持っていくも
の」という発話に該当する部分が示されている。「テーマ」と「無人島」の間に転記基本単位の境界がある。図
6.2は，図 6.1の発話中，「無人島に持っていくもの」に該当する区間の音声信号とサウンドスペクトログラム
を分節音ラベルと時間的に同期させた形で示している。
詳しくは 6.3.2節以下で説明するが，分節音ラベルはすべて当該要素の終端時刻に付与されている。そのた
め，分節音の持続時間を知るには先行するラベルとの時間差を計算する必要がある。しかし，以下の説明から
わかるように，ある分節音ラベルの直前のラベルが直前の分節音の終端を示しているとは限らないので（種々
の補助ラベルであることがあるので），持続時間を正確に計算するためには本文書で説明するラベル間の関係
を理解しておくことが必要である。
分節音ファイルは xwaves のほかに，WaveSurfer (http://www.speech.kth.se/wavesurfer/), Praat
(http://www.fon.hum.uva.nl/praat/)等のソフトウェアでも利用できる。ソフトウェアの使用法については，
本章末尾の付録 6.2を参照されたい。
326 第 6章 分節音情報
　　 　　
　　signal S07M0833　　　　　　　 ← ヘッダー情報の始端 　　
　　type 0
　　comment created using xlabel Mon Mar 28 00:00:00 2003
　　color 121
　　font -*-times-medium-r-*-*-17-*-*-*-*-*-*-*
　　separator ;
　　#　　　　　　　　　　　　　　 ← ヘッダー情報の終端 　　
　　　 0.315932　 121 #,<cl>　　　 ← ラベル情報の始端，ラベルの融合　　
　　　 0.369405　 121 t 　　
　　　 0.453561　 121 eH 　　
　　　 0.557414　 121 m 　　
　　　 0.699691　 121 a 　　
　　　 1.121812　 121 #　　　　　　 ← 発話単位 (転記基本単位)の始端 　　
　　　 1.179131　 121 m 　　
　　　 1.234524　 121 u 　　
　　　 1.289000　 121 zj 　　
　　　 1.382435　 121 i 　　
　　　 1.446980　 121 N 　　
　　　 1.480697　 121 <cl> 　　
　　　 1.508634　 121 t 　　
　　　 1.624114　 121 oH 　　
　　　 1.669000　 121 nj 　　
　　　 1.717077　 121 i 　　
　　　 1.809000　 121 m 　　
　　　 1.867724　 121 o 　　
　　　 1.892772　 121 <sv> 　　
　　　 2.013311　 121 <cl> 　　
　　　 2.037185　 121 Q,t　　　　　 ← ラベルの融合 　　
　　　 2.059000　 121 e 　　
　　　 2.120001　 121 i 　　
　　　 2.142384　 121 <cl> 　　
　　　 2.173719　 121 k 　　
　　　 2.205756　 121 u 　　
　　　 2.279000　 121 m 　　
　　　 2.346767　 121 o 　　
　　　 2.389000　 121 n 　　
　　　 2.485180　 121 o 　　
　　 　　
図 6.1 分節音ファイルの構造
図 6.2 ラベルと音声信号の関係
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6.3.2 ラベリングの基準
CSJ の分節音ラベリングでは，以下の基準にしたがってラベルの種類とラベル位置を決定している。しか
し，境界の決定が不可能な場合はラベルの融合を許した。融合については 6.4.1節で詳しく説明する。
Ａ）発話単位に関するラベル 音声信号は転記テキストにおける転記基本単位によって発話単位に分割される
（転記基本単位については 2.2節参照）。分節音ラベリングでは発話単位の先頭に「#」を付与している（図 6.1
参照）。そのため，200ms以上のポーズは分節音ラベリングの対象となっていない。発話単位中に（200ms
未満の）ポーズがあれば，その終端にラベル「<pz>」が付与されている。
Ｂ）子音ラベルおよび関連する補助ラベル 　
破裂音：閉鎖区間の終端に補助ラベル「<cl>」を，後続する母音の始端に分節音ラベル「p」，「b」等を付
与する（図 6.2参照）。有声子音（特にガ行子音）が有声摩擦音ないし鼻音として実現されている場合も
破裂音としてのラベリングを施す。この場合，「<cl>」は「<cl>,g」のように破裂音ラベルと融合させる
（6.4.1節および 6.4.2節参照）。
摩擦音：摩擦ノイズの終端に分節音ラベル「s」，「h」，「z」等を付与する（図 6.3参照）。
破擦音：閉鎖区間の終端に補助ラベル「<cl>」を，摩擦ノイズの終端にラベル「c」，「cj」，「z」，「zj」を付
与する（図 6.4参照）。「z」は，摩擦音のラベルと同一であるが，「<cl>」と共起することによって破擦音
であることが示される（6.4.2節参照）。
鼻音：鼻音区間の終端に音素ラベル「m」，「n」等を付与する（図 6.2，図 6.3参照）。
弾音：弾音に対応するスペクトル変化区間の終端にラベル「r」を付与する。ラ行子音が有声破裂音として
実現されている場合も，弾音と同じラベル「r」を閉鎖区間の終端に付与する。
接近音：定常的なスペクトル区間をもたないことが接近音の特徴である。(1)先行母音のフォルマントの定
常部終端ないし典型部（フォルマントがピークをなす時刻），(2) 接近音区間の中心部（フォルマントが
ピークをなす時刻），(3)後続母音の定常部始端ないし典型部を決定し，(2)から (3)へのフォルマント遷
移区間の中央にラベル「y」，「w」を付与する。また，先行母音の終端は (1)から (2)への遷移部の中央と
する（図 6.3参照）。また下の拗音についての説明も参照。
促音：後続する子音によってラベリングが変化する。後続子音が破裂音ないし破擦音の場合は，閉鎖区間の
終端に補助ラベル「<cl>」を付与し，後続する母音の始端に促音ラベル「Q」と破裂音ラベル「p」，「t」
等の融合ラベル（6.4.1節参照）を付与する（図 6.2参照）。後続子音が摩擦音の場合は，摩擦ノイズの終
端に「Q,s」のような促音と摩擦音の融合ラベルを付与する。促音で終了する語（感動詞の「エッ」など）
では，「e,Q」のように最終母音と促音を融合処理する。「ッテユーコトデ」のように発話単位冒頭に促音
で始まる語が生じた場合は，冒頭に融合ラベル「#,Q」を付与する。
撥音：後続する分節音によってラベリングが変化する。後続要素が鼻音であれば多くの場合に鼻音ラベル
と融合処理する。ただし，稀ではあるが，撥音と後続鼻音との間に語境界が存在している場合などに，撥
音と鼻音の間に音声信号の振幅差やフォルマントの異同が存在することによって，音声信号に明らかな不
連続性が認められることがある。その場合は，撥音と鼻音を分離してラベリングする。後続子音が無声子
音である場合は，有声区間の終端にラベル「N」を付与する。有声子音が後続する場合は，鼻音フォルマ
ントの終端にラベルを付与する。母音が後続する場合で，アンチ・フォルマントなどによって鼻音の区間
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図 6.3 接近音（ヤ行子音）「y」のラベリング例（女声による「そのような」）
「o」と「oH」を結ぶフォルマント遷移区間の中央にラベル「y」が付与されている。
図中の矢印は左から順に本文で説明した (1), (2), (3)の時刻を示している。
を決定できる場合は，そこにラベルを付与する。
拗音：拗音の子音は，上に述べた直音の子音と同じ基準によって子音区間の終端を定め，そこに拗音ラベル
「ky」，「cy」，「sy」，「my」等を付与する。図 6.4に示されているように，子音区間から後続母音へのフォ
ルマント遷移区間は拗音ラベルの区間に含まれていないことに注意。また，鼻音の拗音（「my」，「ny」）に
関して，子音固有の区間を決定することは困難であるがフォルマントの遷移は認められれば，図 6.3にお
けるラベリングと同様，遷移区間の中心にラベルを付与する。
Ｃ）母音ラベルおよび関連する補助ラベル 一般：母音にポーズや無声子音が後続している場合は，有声区間
の終端に母音ラベル「a」，「i」等を付与する。
声帯振動の継続「<sv>」： 母音に対応するフォルマントが消失した後に，スペクトルの低域に声帯振動だけ
が継続している場合は，フォルマントが認められる区間の終端に母音ラベルを与え，声帯振動の終端に補
助ラベル「<sv>」を付与する（図 6.2参照）。
共鳴の継続「<uv>」： 上とは反対に声帯振動が停止した後にスペクトルの高域にフォルマントが継続して
存在している場合は，声帯振動の終端に母音ラベルを与え，（無声の）フォルマントの終端に補助ラベル
「<uv>」を付与する。
母音の連鎖：２個以上の母音がポーズを挟まずに連続して発音されている場合は，母音間のスペクトル遷移
の中心に両母音の境界を認め，先行母音のラベルを付与する。
ボーカルフライ：母音の終わりに非周期的な声帯振動，いわゆるボーカルフライが生じることがある。その
場合周期的な声帯振動区間の終端に母音ラベルを付与し，それに後続するボーカルフライ区間の終端に補
助ラベル「<fr>」を付与する。なお，分節音ラベル「<fr>」と転記テキストにおけるタグ<FV>（2.5.15節
参照）の生起とは必ずしも一致しない。
Ｄ) その他の補助ラベル 雑音（「<N>」および「<b>」）： 発話と重ならずに種々の雑音が単独で生じている場
合，その終端に付与する。話者の呼吸音についてはラベル「<b>」を，その他の雑音にはラベル「<N>」を
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図 6.4 拗音「ky」のラベリング例（女声による「用いた曲」）
後続母音「o」へのフォルマント遷移区間はラベル「ky」の区間に含まれていない。
利用する。雑音については転記テキスト中にも所在が記録されている (2.2 節参照) が，分節音ラベリン
グにおける雑音と一致するとは限らない。なお，学会講演のなかには，空調設備や工事の騒音などが音声
ファイルの全体にわたって音声と重畳しているものがある。この種の雑音には，記録表データのなかで主
観評価を与えている（1章で紹介した CSJ付属マニュアル「記録票データ・対話記録票データ・講演者属
性データ・対話参加講演者の講演一覧の解説」を参照）。
6.4 利用上の注意
6.4.1 ラベルの融合
前節に述べた基準では分節音の境界を確定できないことがある。その場合，無理にラベル位置を確定するこ
とはせずに，存在すると考えられる複数のラベルをひとつのラベルにまとめて，位置を確定できる最初の（ラ
ベル列としては最後の）分節音の時刻に付与する。このようなラベルを融合ラベルと呼び，融合ラベルを付与
する作業を融合処理と呼ぶ。本節では，融合処理が生じ易い環境について解説する。
融合処理が頻繁に生じる環境のひとつは母音が無声化した場合である。「シ」「ス」のような無声摩擦音を含
むモーラに母音の無声化が生じると，モーラの全体が無声摩擦子音として実現されるが，そのうちどこまでが
子音音素で，どこからが無声化母音であるかを時間軸上で区分することはできない。この場合，母音が無声化
したモーラの終端に，融合ラベル「sj,I」ないし「s,U」を付与している。融合ラベルでは，融合したラベルを，
カンマで区切って想定される出現順に並べ，ひとつのラベルとしている。
ラベルの融合が生じやすい環境には母音の無声化のほかに，二重母音を含めた母音連鎖，促音，撥音，半子
音「w」，「y」，補助ラベル「<cl>」などがある。母音連鎖では，「a,u」，「o,a」のような融合ラベルが生じる。
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促音（「Q」）は，6.3.2節 でも述べたように多くが後続ラベルと融合し，「Q,t」，「Q,s」のような融合ラベルと
なる。図 6.1，6.2では 2.04秒付近に「Q,t」が生じている。撥音（「N」）では，鼻子音が後続する場合に融合
が頻繁で，「N,m」，「N,n」のようなラベルが生じる。補助ラベルの「<cl>」は融合することの非常に多いラベ
ルであるが，これについては 6.4.2節で別途説明する。
ラベルの融合は 3個以上のラベルにわたって生じることがある。例えば「Q,k,U」は促音に後続するモーラ
「ク」の母音が無声化している場合，「Q,k,U,s,U」は促音に後続する「クス」の母音がともに無声化したうえ，
さらに子音「k」，「s」間の境界も確定できない場合である。
上記のほかに，「h」，「r」，「n」，「m」の前後，発話末で音声信号の振幅が小さい区間，笑いながら発話して
いる区間，ささやき声での発話区間などでも融合処理が多くなりやすい。
6.4.2 <cl>について
すでに説明したように，ラベル「<cl>」は破裂音ないし破擦音における閉鎖区間の終端時刻に付与される
補助ラベルであり，分節音を構成する音声要素のラベルである。本節では，本ラベルと「p」，「b」，「t」，「d」，
「c」，「z」等の子音ラベルとの関係について説明する。
無声破裂音（「p」，「t」，「k」）およびその口蓋化子音と拗音子音を含む CVモーラでは，閉鎖の開放後に気
息音 (aspiration)が続き，その後で，母音の声帯振動が始まるのが典型的なパタンである。この場合，「<cl>」
は閉鎖の終端に生じるバースト音（スパイク）の始端に付与され，子音ラベルは声帯振動（後続母音）の開始
時点に付与される。したがって，「<cl>」と子音ラベルの時間間隔が気息音の持続時間（いわゆる VOT）に該
当する。しかし，「<cl>」と子音ラベルが常に時間軸上で分離できるとは限らない。つまり無声破裂音であっ
ても VOTが実際上ゼロになることがある。その場合，「<cl>」と子音ラベルは融合ラベルとなって同一の時
刻（声帯振動の開始時点）に付与されている。
有声破裂音（「p」，「b」，「g」）およびその口蓋化子音と拗音子音を含むモーラでは，閉鎖の開放と同時かも
しくはそれよりも早い時刻に声帯振動が始まるのが普通である。その場合，「<cl>」は子音ラベルと融合して，
バースト音の時刻に付与される。有声破裂音の発音では閉鎖区間の途中で声帯振動が始まることがあるが，閉
鎖区間中における声帯振動の開始点にはラベルを付与していない（そのため，いわゆる負の VOTは計測でき
ない）。
無声破擦音（「c」）およびその口蓋化子音と拗音子音では，「<cl>」は破擦音の前半を構成する閉鎖区間の終
端に付与される。
有声破擦音（IPAの [dz]と [dZ]）は有声摩擦音（IPAの [z]と [Z]）とともにザ行子音の異音をなす。CSJの
分節音ラベルでは，ザ行子音（の終端）にはラベル「z」が付与されており，そのうち有声破擦音であるものに
は，閉鎖の終端に「<cl>」が付与されている。
その他「<cl>」について注意が必要な場合を列挙しておく。転記基本単位の冒頭に破裂音が位置している場
合，例外なく融合ラベル「#,<cl>」が用いられる。「<pz>」に破裂音が後続する場合も融合処理が適用される。
語中や語境界に「<sv>」や「<uv>」が生じ，これらに破裂音が後続する場合も，融合処理されていることが
多い。
無声破裂音，特に軟口蓋破裂音では，バースト音が２回以上生じることがある。その場合，「<cl>」は振幅
の大きいバースト音（振幅に差がなければ最後のバースト音）に付与している。
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6.4.3 転記テキスト中のタグ<H>について
CSJ の転記テキストの発音形では タグ<H> と タグ<Q> というタグが用いられており，これらはそれぞれ
「非語彙的な母音の引き延ばし」と「非語彙的な子音の引き延ばし」を表している。例えば「私」「本当」が「ワ
ターシ」「ホンット」と発音されていれば，転記テキストは「ワタ<H>シガ」「ホン<Q>トニ」となる（詳細は
2.5.17節，2.5.18節参照）。これらのタグは X-JToBIラベルの単語ラベルにもそのまま用いられており，上の
例はそれぞれ/wata<H>sji/，/hoN<Q>to/となっている。
しかし，分節音ラベリングでは，これらの音声学的な長母音，長子音（促音）には長母音ラベル「H」ないし
促音ラベル「Q」を付与していない。分節音ラベルにおいて「H」，「Q」が付与されているのは語彙的に長母音
ないし促音という音素（すなわち<>に囲まれていない音素「H」，「Q」）が指定されている場合だけである。上
に示した短単位音素表記における/a<H>/と/<Q>to/は，分節音ラベルとしては，短母音「a」，短子音「t」と
して処理されている。転記テキストにおいてタグ<H>ないしタグ<Q> が付与された分節音だけを選択的に調査
したい場合は，X-JToBIの単語層情報（7章）ないし転記テキスト（2章）を参照する必要がある。このよう
な複合的な情報検索の便宜を図るために，CSJでは各種付加情報を統合した XML文書を提供している（8章
参照）。
6.5 ラベリング作業の実施方法
CSJの分節音ラベリング作業は，以下の手順で実施した。1)から 5)までには複数の作業者が介在している。
作業の詳細については菊池他 (2003)参照。
1) 転記テキストの「発音形」情報（2.4節参照）から発話に含まれる音素列を自動生成する。
2) 隠れマルコフモデルを用いて自動的に上記音素列と音声信号のアラインメントをとり，これを分節音ラ
ベルの初期値とする。
3) ラベリング一次作業者が上記初期値を人手で修正して本文書に解説されているラベル体系に変換する。
4) 人手で修正されたラベルを二次作業者（音声学の専門家 2名）が検討して修正する。
5) 上記 4)において，転記テキストに問題が発見されれば，それを修正する。
6.6 XML文書および音響モデルにおける「音素」について
分節音ラベリングの過程では，音素 (phoneme)という概念は，自動アラインメントの過程で潜在的に利用
されるだけである。しかし分節音ラベル以外の研究用付加情報のなかには音素という概念を利用するものがあ
る。それは，音声認識用音響モデルと XML文書である。
このうち音響モデルにおける音素セットについては CSJ付属マニュアル「音声認識のための音響モデルと言
語モデルの仕様」に解説がある。XML文書では階層構造の一部として Phoneme要素が設定されており，そ
の子要素として Phone要素（分節音ラベル）が配置されている（詳細は 8 章参照）。この Phoneme要素は，
自動アラインメント作業のために転記テキストから自動生成した記号列のことであり，分節音ラベルから補助
ラベル類を除外したものにほぼ該当する。音韻論的に厳密な意味での phonemeではない。
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6.7 分節音ラベリング上の問題点と CSJでの処理方法
本節では CSJの分節音ラベリングの際に問題となった点と CSJでの処理法を記述する。これらの情報は本
コーパスの音声を分析する際や，今後新たにコーパスを作成する際の参考になると考える。　
6.7.1 有声破裂音/g/の異音とその表記方法
破裂音は典型的には閉鎖と破裂を含む音である。無声破裂音では閉鎖－破裂 (バースト)に母音の声帯振動が
後続する。CSJのラベリングの基準では母音の声帯振動が破裂に後続する場合，閉鎖区間終端に「<cl>」を，
声帯振動の始点に「p」，「t」，「k」等の子音ラベルを付与した。しかし有声破裂音では，破裂と母音の声帯振動
の開始が同時に生起したり，声帯振動の開始が破裂に先行する事が多い。この場合には子音区間全体に融合ラ
ベル（「<cl>,b」等）を付与した。
さらに/g/では摩擦音化した異音や鼻音化した異音が多く見られた。そこで「CSJの子音ラベル」（表 6.2参
照）に記載したように，当初摩擦音化した/g/に「G」，鼻音化した/g/に「＠」のラベルを用意し，区別を試み
た。しかしこれら 3種類をかならずしも適切に区分することは容易でないため，最終的には「G」，「@」共に
「<cl>,g」の融合ラベルに統一した。これらの異音の区分は今後の課題であると考えている。
図 6.5～6.9に各種の/g/の例を示す。各図は上から音声波形，スペクトログラム（ワイドバンド），単語（短
単位）ラベル (.word)，分節音ラベル (.seg)，時間情報 (秒表示)，発話全体の音声波形の順に表示されている。
単語ラベル (.word)については 7章の付録 7.1を参照されたい。なお本節の図の表示にはWaveSurfer（本章
末尾の付録 6.2参照）を用いているが，表示フォントを拡大しているため左端のラベル項目の表記が一部見え
にくくなっている。
図 6.5 /g/の分節例 1（男声による「は学生」）。「<cl>」と「g」が分節されている。
6.7 分節音ラベリング上の問題点と CSJでの処理方法 333
図 6.6 /g/の分節例 2（男声による「(えら)く身勝手」）。/g/のバーストに先行して先行母音から継続する
声帯振動が認められるため融合ラベル「<cl>,g」が付与されている。また先行する/m/の影響でやや鼻音化
している。
図 6.7 /g/の分節例 3（男声による「自身も犬が」）。摩擦音化した/g/([G])の例。
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図 6.8 /g/の分節例 4（女声による「言語学」）。/geNgogaku/の３つの/g/のうち，第 1の/g/は破裂音で
あるが，第 2と第 3の/g/は摩擦音化している ([G]の例)。さらに第 2の/g/は先行する/N/の影響で鼻音
化している ([@]の例)。
図 6.9 /g/の分節例 5（男声による「協議が」）。/kyoHgji/の/gj/は鼻音化し/g/は摩擦音化している。
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6.7.2 無声破裂音の摩擦音化
有声破裂音より頻度は少ないが無声破裂音や無声破擦音の摩擦音化も観察された。この場合には融合ラベル
（「<cl>,k」等）を付与した。図 6.10, 6.11に/k/の摩擦音化の例を示す。
図 6.10 /k/の摩擦音化の例 1（女声による「なかった」）。/k/の破裂が明白でないため「<cl>,k」の融合
ラベルが付与されている。なお/k/に先行する母音/a/の終端部は声帯振動の停止後も母音フォルマントが
継続しているため「<uv>」が付与されている。
図 6.11 /k/の分節例 2（男声による「心が」）。/kokoro/の第 1の/k/は破裂音であるのに対し，第 2の/k/
は摩擦音化している。また/kokoro/の語頭の/ko/の/o/は無声化している。
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6.7.3 /Q/＋破裂音での「Q」の付与
破裂音の促音（「った」等）の表記は，当初 XML文書の形式と揃えて，閉鎖区間終端に「Q,<cl>」の融合
ラベル，後続母音始点に子音ラベル (「t」等)を付与していた。しかし短子音と促音（重子音）の閉鎖区間の
比較の際の便宜を考慮し，CSJの分節音ラベルでは閉鎖区間終端にラベル「<cl>」を，後続母音の始点に子音
ラベル (「t」等)を付与した。図 6.12に例を示す。/doQ/と/ka/の単語境界，/iQ/と/cyau/の単語境界はと
もに「<cl>」区間の中間点に付与されている。このように単語境界と分節音境界とが一致しない場合があるこ
とに注意が必要である。
図 6.12 促音「Q」の表示例（男声による「どっか行っちゃうん」）。/doQ/と/ka/の単語境界，/iQ/
と/cyau/の単語境界はともに「<cl>」区間の中間点に付与されている。
6.7.4 /N/＋有声破裂音の融合
撥音/N/に有声破裂音が後続する環境において，破裂音が摩擦音化し/N/との境界が特定できない例が見ら
れた。この場合，「N」と子音の融合ラベル（「N,<cl>,d」等）を付与した。また，破裂音のバーストは観察され
るが子音の閉鎖区間と/N/との境界が特定できない場合には，破裂の時点で分節し，破裂以前に「N」を，後続
母音の始点に<cl>と子音の融合ラベル（「<cl>,d」等）を付与した。各々の例を図 6.13と図 6.14に示す。な
お後者のラベリングについては，バースト音が特定できる以上子音の閉鎖区間は終了していると考えられるた
め，バースト以前に「N,<cl>」の融合ラベル，バースト以後に子音ラベルを付与するという方法もあるが CSJ
では採用していない。これについては今後検討の余地があると考えている。
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図 6.13 /N/＋有声破裂音の例 1（男声による「考えられる」）。「N,<cl>,g」の融合ラベルが付与された例。
図 6.14 /N/＋破裂音の例 2（男声による「みたいな感じで」）。「N」と「<cl>,zj,i」を分節した例。/zj/と
後続母音/i/との境界が明白でないため「<cl>,zj,i」の融合ラベルが付与されている。なお/kaNzji/の/k/
（597.1近辺）は摩擦音化している。
6.7.5 有声子音と拗音の分節
拗音のラベリングでは，音響的子音部に拗音ラベル「ky」，「cy」等を付与する。しかし，有声子音と拗音，特
に/ny/，/my/でアンチフォルマントが明らかでない場合など，後続母音との境界判断が難しい事例が多かっ
た。その場合には，子音/y/の分節基準にならい，遷移区間の中間を後続母音との境界とした。図 6.15に例を
示した。
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図 6.15 有声の拗音の分節例（女声による「入院する」）。/ny/の子音区間が明らかでないため，フォルマ
ント遷移区間の中間で分節した。図中の矢印はフォルマント遷移区間を示している。
6.7.6 <sv>，<uv>，<fr>の付与例
「<sv>」，「<uv>」，「<fr>」は母音の終端部に関わるラベルである。「<sv>」は声帯振動のみが持続する場
合，「<uv>」は声帯振動が停止しフォルマント情報のみ持続する場合に付与した。いずれも短時間の場合は付
与していない。また一部「<sv>」，「<uv>」が逆についている誤りがあり，修正し残されている可能性がある。
「<fr>」は母音の終端部にヴォーカルフライが生じている場合である。「<fr>」については転記で語断片 (D対
処)が認定されていればそれに対応して「V,<fr>」を，そうでなければ「<fr>」を付与した。以下に，「<sv>」，
「<uv>」，「<fr>」の例を示した。
図 6.16 「<sv>」，「<fr>」の付与の例（女声による「かという」）。/ka/の/a/の終端部に声帯振動が継続
しているため「<sv>」が付与されている。/uH/の終端部は転記で語断片と認定されているため，単なる
「<fr>」ではなく「u,<fr>」が付与されている。
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図 6.17 「<uv>」付与の例 (上図 6.10に同じ)（女声による「なかった」）。/na/の/a/の終端部（495.95秒
近辺）で声帯振動は終止しているがフォルマント情報は継続している区間に「<uv>」が付与されている。
図 6.18 「<sv>」付与の例（女声による「などいろいろ」）。/na/の/a/の終端部で声帯振動のみが継続し
ている区間に「<sv>」が付与されている。
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6.7.7 その他
その他自発音声に特徴的な事例を挙げておく。
6.7.7.1 /h/の有声化
図 6.19 /h/有声音化の例（男声による「犬と話し」）。/hanasji/の/h/が有声で実現されている。子音の
有声化を示す記号は準備していない。
6.7.7.2 撥音と鼻子音の融合
図 6.20 /N/＋鼻子音の例 1（男声による「そんな風に」）。/N/と/n/が分節できないため融合ラベルが付
与されている。
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図 6.21 /N/＋鼻子音の例 2（男声による「なる部分に」）。/N/と/nj/が分節できないため融合ラベルが
付与されている。融合した/N,nj/の中間点を/bubuN/と/nji/の単語境界と定めた。また/bubuN/の 2つ
の/b/のうち第 1の/b/は破裂が明白でないため融合ラベルが付与され，第 2の/b/は破裂が明白であるた
め分節されている。
図 6.22 /N/＋鼻子音の例 3（男声による「無制限に」）。/N/と/nj/の分節が不可能であるため融合ラベル
を付与し，その中間地点を単語境界とした。なお，/museHgen/の/g/は摩擦音化しているため「<cl>,g」
の融合ラベルが付与されている (472.72 秒近辺に破裂に伴うスパイクらしきものが認められるが，明白で
ない)。
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図 6.23 （図 6.7 に同じ） /N/＋鼻子音の例 4（男声による「自身も犬が」）。/N/と/m/の分節が不可能
であるため融合ラベルを付与し，その中間地点を単語境界とした。
6.7.7.3 母音無声化に関わる問題
分節音ラベルの初期値として利用した自動ラベリングでは，無声化した母音が後続子音の<cl>と融合したラ
ベルが多く見られた。例えば，「s,U＋<cl>,g」とすべきところが「s＋ u,<cl>,g」と分節されているようなラ
ベルである。これらは手作業で修正した。また母音無声化に伴い無声セグメントが連続する場合，分節が不可
能な箇所が多々あった。図 6.24にその例を示す。
図 6.24 無声セグメントが連続する例（男声による「（な）もしかしたら」）。/mosjika/の「sj,I」と
「<cl>,k」は分節されているが，/sjitara/の「sj,I,<cl>,t」は分節不可能なため融合ラベルが付与されてい
る。「sj,I,<cl>,t」区間の中間点を/sji/と/tara/の単語境界と定めた。
以上，CSJ の分節音ラベリングに関わる問題点とそれらの CSJ における処理方法について記述した。摩
擦音化や鼻音化した/g/のラベリング方法 (6.7.1節)や，/N/に有声破裂音が後続する場合の<cl>の付与位置
(6.7.4節)など，CSJでは処理し切れなかった問題も残る。これらについては今後の検討が期待される。
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［付録 6.2］　ソフトウェアの使用法
CSJの音声分析に使用可能なフリー・ソフトウエアの入手法と使用法について簡単に紹介しておく。
1. WaveSurfer
WaveSurfer はスウェーデンの王立研究所（KTH）の Center for Speech Technology（CTT）で開発
されたソフトウェアである。無料で公開されているため，音声分析に広く利用されている。Windows，
Macintosh，Linux用のアーカイブファイルが用意されており，KTHの次のサイトから無料で取得できる：
http://www.speech.kth.se/wavesurfer/。マニュアルも同じサイトから入手できる。
以下にWaveSurfer使用例を略述する。WaveSurferを立ち上げ，CSJの DVDから分析したい音声が含
まれた発話の音声ファイルを取り込む。音声が表示されたウインドウを右クリックし create pane で必要
に応じたパネル（spectrogramや transcription等）を追加する。よく用いる Con¯gurationは名前をつけ
て保存しておくとよい。また音声取り込みの際に表示されるウィンドウで定型の con¯gurationを選択する
ことも可能である。例えば Speech analysisを指定すると，音声波形，ワイドバンド・スペクトログラム，
フォルマント（F1～F4），ピッチ，時刻が表示される。ただし CSJのような長時間のファイルの場合表示
に時間を要する。
図 6.25にWaveSurferの表示例を示した。各パネルは上からパワー，音声波形，スペクトログラム（ワイ
ドバンド），単語（短単位）ラベル，分節音ラベル，時刻である。WaveSurferの時刻の表示方法は 2種類
(秒表示と時.分.秒表示)から選択が可能である。CSJでの転記情報は秒表示であるため，図 6.25のように
秒表示にすると転記の時間表記と一致する。図中の 205.2は発話開始から 205.2秒 (3分 25秒 2)の時点を
示す。CSJの付与情報（単語ラベルや分節音ラベル）を取り込むには transcriptionパネルで右クリックし
Load Transcriptionで当該ファイルの単語ラベル（.word）や分節音ラベル（.seg）などを指定する。なお
単語（短単位）情報は全ての発話に，分節音情報はコアの発話にのみ付与されている。
以下に WaveSurfer のインストール方法や使い方に関する日本語の解説が公開されており，参考になる。
　 http://www.f.waseda.jp/kikuchi/tips/wavesurfer.html
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図 6.25 WaveSurferを用いた表示例（女声による「えーこちらに」）。パネルは上からパワー，音声波形，
スペクトログラム（ワイドバンド），単語ラベル（.word），分節音ラベル（.seg），時刻（秒表示），発話全体
の音声波形の順である。
2. Praat
Praat はオランダのアムステルダム大学の研究者により開発されたソフトウエアであり，
http://www.fon.hum.uva.nl/praat/より無料で入手できる。WaveSurfer 同様 Windows，Macintosh，
Linuxのアーカイブが用意されている。
Praatに CSJの音声を読み込むには，objectウィンドウで Read－ open long soundを選択し，必要な
ファイル名を指定する。音声が読み込まれるとObjects欄に LongsoundXXXX（LongsoundS00F0197等）
のファイル名が表示される。そのファイルを選択した状態で viewボタンを押すと，別ウィンドウに音声波
形が表示される。Soundウィンドウ上部には Spectrum，Pitch，Intensity，Formantの項目があり，各項
目のメニュー最上部の show Spectrum，show Pitch，show Intensity，show Formantにチェックを入れる
と各項目が波形の下部のウィンドウに表示される。
Praat では CSJ で採用した Xwaves 形式のアノテーション情報はそのままでは表示されないため，
TextGrid 形式に変換して用いる。TextGrid 形式への変換は，まず Praat object ウィンドウの Read －
Read from special tier ¯le－ Read Interval Tier from xwavesで必要なファイル，単語ラベル (.word)や
分節音ラベル (.seg)を読み込み，次にそれらを選択した状態で Into TextGrid ボタンを押すと，Text Grid
ファイルに変換された新ファイルが作られる。波形と Text Grid のファイルを Shift を押した状態で選択
し，右欄に表示される Editボタンを押すと，波形とアノテーション情報を同期させて表示できる。図 6.26
に Praat の表示例を示した。図の左上の objects ウィンドウには音声ファイル，単語ラベル（.word）の
TextGridファイル，分節音ラベル（.seg）の TextGridの各ファイル名が表示されている。右上の TextGrid
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gridウィンドウには「そこで」の区間の音声波形，スペクトログラム (ワイドバンド)とフォルマント，単
語ラベルが表示されている。また objectウィンドウ中央部に重ねて示した Infoウィンドウには，「こ」の
母音/o/のフォルマント定常部の中間点近辺 (12.900087秒)でのフォルマント情報が表示されている。この
情報から F1，F2，F3，F4は各々 543Hz，999 Hz ，2977 Hz ，3965 Hzであることが解る。図の下部の
TextGrid gridウィンドウには音声波形，スペクトログラム (ワイドバンド)とピッチ，分節音ラベルを表示
した。このウインドウ右端の表示から，/o/の中間点近辺 (12.900444秒)のピッチは 240.7Hzであることが
読み取れる。
図 6.26 Praat を用いた表示例（女声による「えーそこで」）。左上の objects ウィンドウにファイル名，
Infoパネルに母音/o/のフォルマント情報（F1～F4），右上の TextGrid gridウィンドウに音声波形，スペ
クトログラム (ワイドバンド)とフォルマント，単語ラベル (.word)，下部の TextGrid gridウィンドウに
音声波形，スペクトログラム (ワイドバンド)とピッチ，分節音ラベル (.seg)が表示されている。
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五十嵐陽介*1・菊池英明*2・前川喜久雄
本章では CSJのコアに対して適用された韻律情報ラベリングについて解説する。7.1節では我々が提案した
ラベリング体系である X{JToBIを，その前身である J ToBIとの比較もまじえて概説する。CSJの韻律情報
についてのひととおりの知識をえるためには 7.1節をよむだけでよい。
7.2節以降は CSJの構築過程で準備した作業者用マニュアルを整理したもので，実際のラベリング作業にお
いて作業者に指示した種々の作業原則を逐一説明している。
7.1 韻律情報とそのラベリング
7.1.1 ToBIと J ToBI
イントネーションを中心とする音声の韻律特徴を検索可能な音声コーパスが構築できれば音声研究にとっ
て非常に有益であると考えられる。そのためには，各言語の韻律特徴を適切に表現できるラベリング体系
(labeling scheme)を考案する必要がある。そのようなラベリング体系の代表として，Silvermanらが 1992年
に発表した ToBI(Tones and Break Indices)をあげることができる (Silverman et al. 1992)。
ToBIではイントネーションの物理的関連量として音声基本周波数 (F0)を考え，F0形状は時間軸の要所要
所に配置された音韻論的なトーン (tone) － Lや H－を直線補間することによって必要十分な精度で近似でき
ると考える。発話のどこにトーンを配置するかを決定する要素としては，発話を構成する語彙の韻律特徴とな
らんで，発話の韻律境界を考慮する。
ToBI は英語を対象とした体系であったが，Venditti は，日本語東京方言の音韻分析 (Pierrehumbert &
Beckman 1988)に基づいて，日本語東京方言のラベリング用に ToBIを改変した J ToBIを提案した (Venditti
1997)。J ToBIでは表 7.1に示した 5層のラベルによって東京方言の特徴をラベリングする。
Word 層には語境界と語の音形がラベルとして表示される。例えば「これは大変だ」という発話であれば，
fkoregfwagftaiheNgfdagのように語（ないし形態素）の情報がそれぞれ１個のラベルをなし，音声信号の時
間軸上で各語の終端位置に付与される。
Tone 層のラベルには，東京方言の語彙的に指定されたアクセント（アクセント核）を表現する「H*+L」，
*1 理化学研究所脳科学総合研究センター
*2 早稲田大学人間科学学術院
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表 7.1 J ToBI ラベル
層 　　 表現する情報 　　　　 ラベル 　　　　
Word層 　　 形態論情報 　　　　 　　　　
Tone層 　　 音韻論的 tone 　　　　 %L, %wL, L%, wL%, H%,HL%, H{, H*+L　　　　
BI層 　　 韻律境界の強さ 　　　　 0,1,2,3 (補助記号として m, {, p) 　　　　
Finality層 　　 発話の終了 (¯nality)　　　　 ¯nal 　　　　
Miscellaneous層　　 備考情報 　　　　 　　　　
アクセント句頭におけるピッチ上昇のピークを表現する句頭音調「H{」，アクセント句頭におけるピッチの
低さを表現する句頭境界音調「%L」，同じくアクセント句末の特徴を表現する句末境界音調 (「L%」「H%」
「HL%」)がある*3。
東京方言のアクセント句はそれが有核句すなわちアクセント核を含む句であれば，「%L」「H{」「H*+L」
「L%」というトーンの連鎖から構成され，無核句すなわちアクセント核を含まない句であれば，「%L」「H{」
「L%」という連鎖から構成される。これらの記号列はアクセント句の冒頭が相対的に低いピッチ (「%L」)で
始まった後すぐに上昇し (「H{」)，アクセント核があればそこで下降し (「H*+L」)，最後もまた低く終わ
る (「L%」) ことを表現している。「%wL」，「wL%」は，それぞれ「%L」，「L%」の変異形であり，句頭が
（wL%の場合はアクセント句が連鎖する際の後続する句の句頭が）重音節であるとき，あるいは句頭にアクセ
ント核があるときに用いられ，ピッチの上昇幅が小さいことを示す。
アクセント句末には言語ないしパラ言語情報の伝達に重要な種々の局所的音調が生じる。J ToBIではこれ
を表現するために「H%」と「HL%」が用意されている。これらのラベルはいずれも「L%」の直後に付与され
て，「L%H%」で上昇調を「L%HL%」で上昇下降調を表現する。
BI 層のラベルは韻律境界の強さに関する作業者の判断を離散化したもので，原則として１～３の整数値を
とる。その値が大きくなるほど韻律境界が深いことが示される。「１」は語境界，「２」はアクセント句境界，
「３」はイントネーション句境界に該当する。「イントネーション句」とはアクセント句よりも階層的に上位の
単位のことである*4。イントネーション句の特徴は，そこでピッチレンジがリセットされることである。アク
セント核によって引き起こされるピッチレンジの狭め，すなわち「ダウンステップ」はイントネーション句境
界でリセットされる。
Finality層は，専ら発話の終了 (¯nality)を表すために提供されている層であり，「¯nal」を記入することに
よってそれを表現する。発話の終了の有無の判断は主として作業者の主観に依拠する。
最後に miscellaneous層は種々の備考情報を記入するための層として提供されている。
*3 句末境界音調のうち「H%」と「HL%」は，すぐ後に述べるように，常に「L%」とともに「L%H%」「L%HL%」のように用い
られる。J ToBIにおいて「L%」は，「H%」，「HL%」に先行する場合も含めて，アクセント句の終端に所属するトーンと考えら
れている。それにに対して「H%」と「HL%」は，階層的に上位の「イントネーション句」に所属するトーンと考えられている。
したがって「H%」と「HL%」は，より正確に言うならば，アクセント句末ではなくイントネーション句末の特徴を表現するトー
ンということになる。また J ToBIにおける句頭境界音調「%L」は，アクセント句にポーズが先行する場合（発話冒頭を含む）お
よび先行アクセント句末に「H%」が生じる場合にのみ挿入されるトーンであるとされており，その他の場合には用いられない。し
たがって，アクセント句頭に生じるピッチ上昇は，ポーズや「H%」が先行する場合は句頭境界音調「%L」と「H{」の組み合わせ
によって，それ以外の場合は句末境界音調「L%」と「H{」の組み合わせによって表現されることになる。
*4 J ToBI が立脚している音韻分析である Pierrehumbert & Beckman (1988) ではアクセント句より階層的に上位の単位として
「中間句 (intermediate phrase)」と「発話 (utterance)」の 2 つが認められているが，J ToBI における「イントネーション句」
は，これらを融合させた単位となっている。
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7.1.2 J ToBIの問題点と X{JToBI
既に述べたように J ToBI は日本語の音韻論的分析をもとに構築された体系であるから，日本語を母語と
する作業者であれば比較的容易に習熟することができる。しかし J ToBI を CSJ のような自発音声コーパス
に適用しようとすると，種々の困難に逢着することが分かっている。我々が提案した X{JToBI (eXtended
J ToBI)は，J ToBIを自発音声にも適用可能なように拡張する試みであるが，以下に説明するように，拡張
の動機には J ToBI自体の問題点の解消も含まれている。
J ToBI に固有の問題のうち最大のものは，トーン情報に関連した時間情報 (time stamp) の取り扱いであ
る。J ToBIではトーンラベルおよび BIラベルに音声信号に対する時間情報を付与して表示するが，その際以
下の慣行に従わなければならない。
1. 「H{」および「H*+L」は，音韻論的にそれが属するモーラないし音節の時間区分内部に付与される。
2. 境界音調のラベルはそれが所属する BIの終端に同期させる。
3. BIはそれが属する語の終端に同期させる。
このうち 1, 2には問題がある。1に関して問題となるのは，F0のピーク（ないし屈曲点）が，対応する音韻
論的時間区分の外部にはみ出している場合である。その場合 J ToBIではトーンラベルに加えて「>」や「<」
を用いてピークの物理的位置を表示する。この慣行はトーンラベルのなかに部分的に分節音の時間区分情報を
導入するものであり，さらにその情報は十分なものではない（例えば「>」や「<」がどのモーラの時間区分に
属しているかを知ることができない）点に問題がある。この問題は J ToBIが語境界を除いては分節音に関す
る時間情報を保有しないために生じる問題である。
3 に関しては上述の問題に加えて，「L%HL%」などの複数の屈曲点を有する句末境界音調の問題がある。
J ToBI では，そのような境界音調に対してただ 1 つのラベルが BI の終端に付与される。したがってたとえ
「>」等を用いても一部の屈曲点の生起位置を記述することができない。
X{JToBIには，分節音の持続時間長が記述される「分節音層」が追加されており，ラベルの付与位置決定
の際に分節音に関する時間情報を参照することが可能となっている。分節音層を導入することにより，すべて
のトーンラベルは，原則としてトーンの物理的生起位置に付与すればよいことになり，その物理的位置がどの
モーラないし音節の時間区分に生じているかを容易に知ることができるようになる（分節音ラベルについては
6章参照）。
句末境界音調の問題は X{JToBIでは，境界音調のトーンラベルを分解し，複数の屈曲点の生起位置を記述
することによって解消される。この際，トーンラベルを単に分解しただけでは検索に支障をきたすので，分解
されたトーンの一部には補助ラベルを付与することにしている (7.1.3.4節参照)。このような句末境界音調の
有する複数の屈曲点とモーラないし音節の時間区分との関係も，分節音ラベルを参照することによって知るこ
とができる。
以上のような J ToBI固有の問題の解消の他に，X{JToBIを提案した動機には，前述のように，J ToBIを
自発音声に適用できるようにする必要性が含まれている。J ToBIが立脚している音韻分析 (Pierrehumbert &
Beckman 1988)は，専ら朗読音声の分析から帰納されたものであるため，以下に挙げるような自発性の高い
話し言葉に特徴的な現象を，この体系を用いて記述することは困難あるいは不可能である。
J ToBI が対処困難な現象としてまず挙げられるのは，自発音声で頻繁に遭遇するフィラー (¯lled pause)
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や語断片などの非流暢性 (dis°uency)である。「エー」「アノー」「マ」などのいわゆるフィラーについては，そ
れをひとつのアクセント句とみるのか，あるいは先行／後続アクセント句の一部とみるのか，そのイントネー
ションをどう記述するのか，そもそもフィラーとフィラーでないもの（「アノ」や「マー」などの音形はフィ
ラーとしても通常の語としても出現しうる）をどう区別するかなどの問題を解決しなければならない。「（ワ）
私が」「（コ）これを」「日本人（ダ）ではない」のような発話に含まれる語断片についてもフィラーと同じ問題
を指摘できる。X{JToBIでは，第一にフィラーや語断片の認定基準を設定することにより，第二にそれらに
特化したトーンラベル（例えば「FL」）や BIラベル（例えば「F」「D」）を導入することによって，非流暢性
に対処している。
フィラーや語断片は文字に転記しうる現象だが，そうでないタイプの現象もある。代表は句末境界音調のイ
ンベントリ不足である。川上蓁が東京方言の句末上昇に４ないし５種の区別を認めていることからわかるよう
に (川上 1963)，J ToBIの句末境界音調のインベントリは明らかに不足している*5。またアクセント句頭に生
じるピッチ上昇のバリエーションも記述困難である。アクセント句頭句末に生じる局所的音調は，パラ言語情
報の伝達に重要な役割を果たしていることが明らかにされているから（前川・北川 2002），これも適切にラベ
リングしておきたい。X{JToBIでは新しいトーンラベルを導入することや「プロミネンス層」という層を新
たに設けることによって，自発音声に特徴的な音調およびそのバリエーションを記述できるようにした。
自発音声のラベリングでは，種々の原因によって韻律境界が曖昧化するために，BIの判定に迷う場合が少な
からずある。J ToBIでもこのような場合に備えて，BIラベルに「-」「m」などの補助記号が準備されている
が，これらを具体的にどのようなケースに適用するのかの説明が不足しているために作業に支障をきたすこと
が多い。X{JToBIでは BIのインベントリを拡張するとともに，補助記号を整理して個々の用法を詳細化する
ことに努めた。
最後に X{JToBIにおける各層とラベルの一部を表 7.2に示す。表 7.1と比較すると，ふたつの層が新設さ
れ，各層ラベルのインベントリも拡張されているのが分かる。J ToBIにおける ¯nality層は X{JToBIでは廃
止した。
以下では，上に概観した X{JToBIの主要な拡張点を，各層ごとに説明する。ラベリングの技術的な諸問題
については 7.2節以降で触れることにする。
表 7.2 X{JToBI ラベル層 　　 表現する情報 　　　　 ラベル
単語層 　　 形態論情報 　　　　 CSJでは短単位の音形
分節音層 　　 分節音情報 　　　　 p, t, k, a, i, u, e, o, <pz>, <sv>, etc.
トーン層 　　 音韻論的トーン　　　　 %L,L%,H%,HL%,LH%,H{,A,>,pH,pL,FL,FH, etc.
BI層 　　 韻律境界の強さ　　　　 1,1+p,2,2+p,2+b,2+bp,3,P,<D,<F,PB etc.
プロミネンス層　　 トーンの変異 　　　　 PNLP, FR, HR, EUAP
注釈層 　　 備考情報 　　　　 AYOR etc.
*5 2005年に発表された Vendittiによる J ToBIの概説 (Venditti 2005)では，句末境界音調のインベントリに「LH%」が追加さ
れている。
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7.1.3 トーン層
トーン層に生じるラベルの一覧を表 7.3に示す。またトーンラベルと組み合わされて利用される補助記号の
一覧を表 7.4に示す。表 7.4中のラベルは何らかの原因で表 7.3中のラベルの付与に困難が生じた際に利用す
る。表 7.3中の各ラベルについては 7.1.3.1節以下で概説し，さらに 7.2節においてラベリング作業の諸原則を
示す。表 7.4中のラベルの付与作業については 7.2.1.13～7.2.1.15の各節で説明している。
表 7.3 X{JToBIのトーンラベル
ラベル　　 分類 　　　　　　 出現位置 　　　　　
A 　　 語彙アクセント（アクセント核）　　　　　　 　　　　　
H{ 　　 句頭音調 　　　　　　 アクセント句頭からアクセントまでの位置 　　　　　
%L 　　 句頭境界音調 　　　　　　 アクセント句頭 　　　　　
(H%) 　　 仮想的句末境界音調 　　　　　　 例外的に高いピッチで始まるアクセント句の冒頭　　　　　
L% 　　 句末境界音調 　　　　　　 アクセント句末 　　　　　
H% 　　 句末境界音調 　　　　　　 アクセント句末，L%の後 　　　　　
HL% 　　 句末境界音調 　　　　　　 アクセント句末，L%の後 　　　　　
LH% 　　 句末境界音調 　　　　　　 アクセント句末，L%の後 　　　　　
HLH%　　 句末境界音調 　　　　　　 アクセント句末，L%の後 　　　　　
pH 　　 ポインター 　　　　　　 HL%ないし HLH%の前 　　　　　
pL 　　 ポインター 　　　　　　 LH%ないし HLH%の前 　　　　　
> 　　 エクステンダー 　　　　　　 　　　　　
FH 　　 フィラー音調 　　　　　　 フィラー区間 　　　　　
FL 　　 フィラー音調 　　　　　　 フィラー区間 　　　　　
表 7.4 X{JToBIのトーン層補助記号
記号　　 使用例 　　　　 意味 　　　　
x 　　 Ax, L%x 等　　　　 トーン時刻の F0情報が存在しない，もしくは信頼できない 　　　　
? 　　 A?, HL%? 　　　　 要素の存在（あるかないか）ないし選択（どれか）に自信がない　　　　
! 　　 A! 　　　　 位置が不明確* 　　　　
* ToBI（English ToBI）における「!」の用法とは異なっているので注意
7.1.3.1 アクセント
東京方言のアクセント核を「A 」で表示する（J ToBIにおける「H*+L」に相当する）。アクセント辞書に有
核語（アクセント核を持つ語）として記載されている語であっても，無核語（アクセント核を持たない語）と
して発音されていれば「A」は付与していない。同じくアクセント辞書に無核語として記載されていても，有
核語として発音されていれば「A」を付与している。「A」が付与された語に対応する単語層のラベルでは，ア
クセント核の位置がアポストロフで示されている。
「A」の付与位置は，アクセント核による F0の下降が始まる時刻である。F0曲線に明瞭なピーク（頂点）が
存在していれば，その位置がラベル位置になる。F0が下降しつづけている場合は，下降の加速度が急激に変
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化する時刻（屈曲点と呼ぶ）にラベルを付与している。ここでピークとは，F0曲線が上昇から下降に転ずる
（ピークをなす）時刻をさし，屈曲点とは F0曲線の変化率が符号を変えずに顕著に減少ないし増大する時刻を
さす（図 7.1参照）。
㗂ὐ㧔ࡇ࡯ࠢ㧕        ዮᦛὐ㧔ᄌൻ₸ࡊ࡜ࠬ㧕 ዮᦛὐ㧔ᄌൻ₸ࡑࠗ࠽ࠬ㧕
図 7.1 F0曲線の形状と「A」の付与位置
F0曲線にはピークも屈曲点も見あたらず，しかも，聴覚的には明瞭にアクセント核が知覚されることがあ
る。その場合は，分節音情報を参照して，アクセント核を担う母音領域の近傍に「A！」を付与している。この
ラベルが生じやすいのは主に以下のふたつの環境である。
1. H%で終わるアクセント句に頭高型（第１モーラにアクセント核をもつ）アクセント句がポーズ無しに
後続する場合，
2. 先行語のピッチレンジが拡大されており対象とする語のピッチレンジが狭められている場合（先行語が
強調されている場合）。
「Ax 」は，F0抽出アルゴリズムの問題等によって，アクセント核が存在すると想定される母音近傍に F0値
が存在しない，もしくは信頼できない場合に使用する。ラベルの位置はアクセント核を担うと想定される母音
の終端である。ただし，アクセント核を有すると知覚される母音に無声化が生じている場合の処理は特別であ
る。この場合，無声化した母音に後続する有声区間の F0ピーク（始端が最高値であればそこ）に「A」を付与
している。この処理は，アクセント核を有する母音が無声化した場合，後続する有声区間の F0が代償的に上
昇するという音声学的な観察を根拠としている。
最後に，ラベリング作業者がアクセント核の有無の判断に迷い，どうしても自信を持って判断できない場合
は，「A?」を付与している。アクセント核の連続などによって，ピッチレンジが極めて狭くなった発話の句末
ではこのラベルを用いることが多い。
¤ アクセントラベルの付与にかかわる諸原則は 7.2.1.1節参照。
7.1.3.2 句頭音調
東京方言のアクセント句頭では通常，第１モーラから第２モーラにかけてピッチ上昇が知覚される。この上
昇に該当する F0のピークないしプラスの屈曲点に「H{」を付与している（なお，X{JToBIではアクセント
句境界には必ず２以上の強さの BIが付与される。7.1.4節及び 7.2.2節参照）。
ピークないし屈曲点の位置は，分節音からみると，必ずしも第２モーラの内部とは限らない。第１モーラに
も第３モーラにも生じることがある。X{JToBIでは，句頭の上昇が知覚されるかぎりにおいて，実際にピー
クないし屈曲点が観察された位置に「H{」を付与している。第２モーラが促音であったり，母音に無声化が生
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じたりした場合は，第３モーラにラベルが付与されることが多い（第３モーラも無声化している場合は，第２
モーラの終端に「H{x 」を付与している）。また稀に，上昇が知覚されるにもかかわらず F0曲線がほとんど平
坦であったり下降しつづけていたりすることがある。その場合には「H{！」を第２モーラの中心部に付与して
いる。
ただし，すべてのアクセント句に「H{」が付与されているわけではない。句頭におけるピッチ上昇が知覚さ
れず，F0も上昇していないアクセント句にはラベルは付与されていない。第１ないし第２モーラにアクセン
ト（核）を有するアクセント句において「H{」が省略されやすい。
¤ 句頭音調ラベルの付与にかかわる諸原則については 7.2.1.2節参照。
¤ アクセント句境界の認定にかかわる諸原則については 7.2.2.17節参照。
7.1.3.3 句頭境界音調
アクセント句の始端には「%L 」が付与されている。このラベルは，前節で言及した句頭の上昇の起点を示
すものであり，句頭の上昇は，「%L」とそれに後続する「H{」ないしアクセント (「A」)の組合せによって表
現されている*6。J ToBIにおける「%wL」は X{JToBIでは廃止した。句頭の音節構造やアクセント位置は
X{JToBIでは単語層のラベルから知ることができるうえ，句頭のピッチ上昇の上昇幅はパラ言語的要因等に
よって著しい変動を示すためである。
「%L」は F0の局所的最低値の時点に付与するのが原則である。最低値が確定できない場合の処理は以下の
とおりである。
1. アクセント句頭の F0が全体的に信頼できない場合は，「%Lx 」をアクセント句頭モーラの母音始端に
付与している（母音が無声化している場合も同様）。
2. F0の局所的最低値がみつからない場合は，「%L！」を付与している。
3. アクセント句頭の F0に先行子音の影響などで乱れが生じている場合は，アクセント句頭モーラの母音
区間のうち F0が安定して抽出されている箇所に付与している。
4. 頭高型のアクセント句では，F0曲線の開始時刻に F0が最高値をとることがある。この場合，「%L」と
「A」は同じ箇所（最高値）に付与している。
5. 先行するアクセント句末に句末境界音調「H%」，「LH%」，「HLH%」（7.1.3.4節参照）が生じており，ア
クセント句間にポーズが介在していない場合，当該アクセント句の冒頭が高い F0値ではじまり，その
まま単調に下降し続けることがある。このような場合，下降区間中の屈曲点を探してその位置に「%L」
を付与している。F0が途切れなく下降していて屈曲点を確定できない場合は先行句の「H%」，「LH%」，
「HL%」，「HLH%」と同時刻に「%L」を付与している。
6. アクセント句頭に音声の延長が知覚され，かつピッチが低く保持されていると知覚される場合は，「%L」
とエクステンダー「>」を組み合わせることによって，低ピッチ区間を表現している（7.2.1.10節参照）。
*6 348頁の注*3で述べたとおり，J ToBIにおける句頭境界音調「%L」は，アクセント句にポーズが先行する場合（発話冒頭を含
む）および先行アクセント句末に「H%」が生じる場合にのみ挿入されるトーンであるとされていた。それに対して X{JToBI で
はすべてのアクセント句頭に必ず「%L」が付与される。したがって句頭の上昇は，常に「%L」と「H{」の組み合わせで表現され
ることになる。またこの拡張により，連続するアクセント句の境界に，J ToBI では（ポーズが介在する環境を除いて）あり得な
かった「L%」「%L」というラベル連鎖が X{JToBIでは生じることになる。
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7. 自発音声には，稀にではあるが，アクセント句頭が高いトーンで始まると解釈すべき発話も生じている。
その場合，「(H%)」を用いたラベリングをおこなう。この現象については，7.1.7節及び 7.5.5節におけ
る HBPの解説，及び 7.2.1.4節における句頭境界音調の解説参照。
7.1.3.4 句末境界音調
日本語のアクセント句末には多彩なイントネーションが生じる。これを句末境界音調と呼ぶ。表 7.5 に
X{JToBIにおける句末境界音調ラベルの一覧を示す。句末境界音調は２種類に大別できる。アクセント句末
が単純に下降して終わる場合とそれ以外の場合，すなわち句末に上昇をともなう複雑なピッチ変動が観察され
る場合である。前者を単純境界音調，後者を複合境界音調 (boundary pitch movement; BPM)と呼ぶ。BPM
の第１要素は必ず「L%」である。7.1.3.3節で述べた理由により，J ToBIにおける「wL%」は廃止した。
表 7.5 句末境界音調のラベリングに使用されるラベル
ラベル　　 使用するラベル列 　　　　 特徴 　　　　
L% 　　 L% 　　　　 下降調（単純境界音調） 　　　　
H% 　　 L%, H% 　　　　 上昇調 1（BPM） 　　　　
LH% 　　 L%, pL, LH% 　　　　 上昇調 2（BPM） 　　　　
HL% 　　 L%, pH, HL% 　　　　 上昇下降調（BPM） 　　　　
HLH%　　 L%, pH, pL, HLH%　　　　 上昇下降上昇調（BPM） 　　　　
pH 　　 HL%,HLH%参照 　　　　 BPMにおける上昇のピーク　　　　
pL 　　 LH%,HLH%参照 　　　　 BPMにおける上昇の開始点　　　　
A 単純境界音調 　
「L%」（下降調）：句末に BPMが生じていなければ（すなわち下降調であれば），アクセント句末に「L%」
を付与している。なお，アクセント句末には creaky phonation等が生じたりするためにしばしば F0抽
出が不安定になり，母音が無声化することも多い。このような場合には「L%x」（対応する F0が存在し
ない）を句末モーラの終端に付与している。
¤ 作業原則については 7.2.1.5節参照。
B 複合境界音調（BPM）　
「L%H%」（上昇調 1）： BPM のうち上昇調 1 は，単純な上昇調である。上昇の始端に「L%」，ピークに
「H%」を付与している。
¤ 作業原則については 7.2.1.6節参照。
「L%LH%」（上昇調 2）：これは上昇が始まる前に一定期間低いピッチが持続されるタイプの上昇調であ
る。これに対しては，知覚される低ピッチ区間の始端に対応する屈曲点に「L%」を，低ピッチ区間の終
端に対応する F0上昇の始端に「pL」を，そして上昇の終端に「LH%」を付与している。上昇調 1と上昇
調 2は，異なるパラ言語的意味を伝達するが，ときに両者の区別が困難なことがある。その場合には上昇
調 1に分類している。
¤ 作業原則については 7.2.1.7節参照。
「L%HL%」（上昇下降調）：これはピッチが上昇したのち下降するタイプの BPM である。上昇の始端に
「L%」，上昇のピークに「pH」，BPM全体の終端に「HL%」を付与している。
¤ 作業原則については 7.2.1.8節参照。
7.1 韻律情報とそのラベリング 355
「L%HLH%」（上昇下降上昇調）：これは，自発性の高い対話音声で稀に観察される，ピッチが上昇・下降
した後再び上昇するタイプの BPMである。CSJの音声にはほとんど出現しないが，念のためにラベリン
グ方法だけは規定してある。最初の上昇の始端に「L%」，その上昇のピークに「pH」，下降の谷に「pL」
を付与し，2番目の上昇の終端に「HLH%」を付与している。
¤ 作業原則については 7.2.1.9節参照。
7.1.3.5 ポインター
以上のラベリングで利用された「pH 」と「pL 」をポインターと呼ぶ。BPMによる複数の屈曲点の時刻を
明示するためにラベルは分解されるわけであるが，例えば「L%HL%」を単に L%, H, L%と分解しそれらをそ
のままラベルとして利用すると，検索時に支障をきたすことになる（句末境界音調のタイプが下降調なのかそ
れ以外なのか分からなくなる）。ポインターを導入したラベリングでは，「H%」，「LH%」，「HL%」，「HLH%」
のいずれかが最後の屈曲点に付与され，その屈曲点の時刻が示される同時に，そのラベルが句末境界音調のタ
イプを表示することになる。つまり句末に与えられたラベルが「L%」，「H%」，「LH%」，「HL%」，「HLH%」
のいずれであるかによって句末境界音調のタイプが識別できるようになる。前半の屈曲点の時刻はポインター
とそれに先行する「L%」よってそれぞれ表示される。
朗読音声では，句末境界音調は原則として発話の最終音節（ないしモーラ）内部に生じる。しかし CSJに記
録されているような自発音声では，上昇の始端やピークが最終音節以前に位置することがある。その場合は，
プロミネンス層に特別なラベルを付与して，通常の BPMと区別する（7.5.1～7.5.3節参照）。
¤ 作業原則については 7.2.1.7～7.2.1.9節参照。
7.1.3.6 エクステンダー
自発音声では，様々な要因によって，音声の延長（引き延ばし）が生じることがある。すなわち，発音すべ
きテキストの一部が言語的要因（長母音など）とは無関係に，知覚可能な程度に延長される現象である。音声
の延長はアクセント句の句頭ないし句末に生じることが多い。音声の延長が生じ，なおかつ延長部分のピッチ
もほぼ一定値を保ったまま延長されている場合，トーン記号と記号「>」との組合せによって，延長の区間を
表示する。この記号をエクステンダーと呼ぶ。
例えばアクセント句頭で分節音の延長が生じており，かつ当該箇所がほぼ一定の低いピッチで発音されてい
れば，延長区間の始端に「%L」を付与し，終端にエクステンダーを付与している。
同様の現象（つまり分節音の延長と一定のピッチの持続）は，アクセント句末でも生じる。その場合は，延
長区間の始端に句末境界音調ラベルに含まれる最後のラベルを付与し，終端にエクステンダーを付与している。
なお，CSJのラベリングでは，句末においてエクステンダーを適用しうるトーンラベルを，「L%」と「H%」に
限定して作業をおこなった。これら以外の句末境界音調に延長が生じることは極めて稀であると判断されたか
らである。
¤ 作業原則については 7.2.1.10節参照。
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7.1.3.7 フィラーのトーンラベル
フィラー（¯lled pause）にはフィラー専用のトーンラベル「FH 」と「FL 」を付与している。それぞれ
¯ller-high, ¯ller-lowの意である。フィラー (¯lled pause)について声の高さを指定することに言語学上の意味
があるか，またその指定は H, Lの 2段階で大丈夫かなどは慎重な検討を要する問題である。しかし，データ
不足と時間の制約から十分な検討をくわえることができなかったので，2段階でのラベリングが可能であるこ
とを前提として，ラベリング作業を実施することにした。
¤ 作業原則については 7.2.1.12節及び 7.3節参照。
7.1.4 BI層
BIラベルは，J ToBIと同様，すべての語境界（短単位境界）に付与される。J ToBIの BIラベルは，韻律
境界の深さに応じて基本的には１以上３以下の整数値をとる。しかし，自発音声においては種々の原因によっ
て韻律境界が曖昧化するために，従来の整数値の中間値を認め，さらに種々の非流暢性 (dis°uency)に対処す
るために，数値を用いない特殊な BIを考案した。以下，X{JToBIにおける拡張部分について説明する。
¤ BIラベルの作業原則については 7.2.2節参照。
7.1.4.1 中間値
中間値を示すラベルは，整数 1,2,3 を Nとし，アルファベットを Xとすると，N+Xの形で与えられる。こ
こで，Xは２文字となることもある。N＋は，その韻律境界の深さが Nと N+1の中間値であることを示して
おり，Xはその境界を中間値と判断する音声学的根拠を示している。Xをヌルとすることは許しているが，で
きるかぎり避けるべきである。
表 7.6に BI層のラベリングに用いられるラベルのうち従来の BIラベルと中間値ラベルの一覧を示す。
表 7.6 X{JToBIの BIラベル（その１：中間値）
ラベル 用法 備考
1 語境界 CSJでは短単位境界
1+p アクセント句内のポーズ ポーズ位置は語と語の境界
2 アクセント句境界
2+p アクセント句境界にポーズが後続
2+b アクセント句境界に BPMが存在するが， ピッチレンジがリセットされていれば３
ピッチレンジのリセットがない
2+bp アクセント句境界に BPMが存在し， ピッチレンジがリセットされていれば３
ポーズが後続するがピッチレンジのリセットがない
3 イントネーション句境界　
「1+p 」：アクセント句境界を「｜」，ポーズを「<pz>」で示すと「フクオカ <pz>ニ｜イキマシタ」のよう
に，アクセント区内部の語境界にポーズが生じた場合に付与している。なお，ポーズが単語の内部に生じた
場合は表 7.7の「P」を用いることになるので注意。
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「2+p 」：アクセント句境界にポーズが後続することによって，アクセント境界における韻律上の不連続性が，
ポーズのないものよりも強く感じられる場合に付与している。
「2+b 」：アクセント句境界に BPMが生じると，BIは 3となるのが普通であるが，ときとしてピッチレン
ジがリセットされないことがある。その場合に付与している。
「2+bp 」：アクセント句境界に BPMが生じており，ポーズも後続しているが，ピッチレンジはリセットさ
れていない場合に付与している。
¤ 中間値を伴う BIラベルの作業原則については 7.2.2.4{7.2.2.10節参照。
7.1.4.2 非流暢性
表 7.7も X{JToBIにおいて拡張された BIラベルである。これらのラベルは表 7.6のラベルと違ってその強
さを１次元上に配列することが困難であるので，整数値は与えていない。
表 7.7 X{JToBIの BIラベル（その２：非流暢性など）
ラベル 用法 備考
P 語中のポーズ
<D 語断片の直前
D 語断片の終端
<F フィラー区間の開始 「3<F」,「2+b<F」のように先行アクセント句の BIとともに示す
F フィラー区間の終了 「<F」と共に利用
F2 対話の応答詞のうち，言 対話音声にのみ使用
語情報を保有していない
と判断される部分の終端
W 語内部のアクセント境界 CSJでは短単位内部。下記参照
PB 句末境界音調の継起 下記参照
「P 」：「フク <pz>オカデ」（福岡で）のように，語（短単位）の内部にポーズが生じた場合に付与している。
¤ 作業原則については 7.2.2.11節参照。
「<D 」および「D 」：語（短単位）が断片化した発話で，かつ，そこに韻律上の非流暢性が知覚される場合，
語断片の直前に「＜ D」を，終端に「D」を付与している。例えば「先日，ト，名古屋で」という発話には，
「名古屋」を「東京」と言い誤りかけたところで発話を中断したために生じた語断片「ト」が含まれている。
この発話の BIを ( )に入れて示すと「センジツ (<D)ト (D)ナゴヤ (1)デ (2)」のようになる。転記テキス
トにおける語断片の扱いについては，2.5.2節を参照。
¤ 作業原則については 7.4節及び 7.2.2.12節参照。
「<F 」および「F 」：「<F」はフィラー区間の始端に付与している。フィラーに先行するアクセント句の BI
とともに用いて，後続区間がフィラー区間であることを示す。一方「F」はフィラー区間の終端を示す（「F」
は単独で使用し，後続するアクセント句との関係は示さない）。例えば「私がエー学生だったとき」という
発話の BIを ( )に囲って示すと，「ワタクシガ (2<F)エー (F)ガクセーダッタトキ」のようになる。
¤ 作業原則については 7.5.9節及び 7.2.2.13節参照。
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「F2 」：このラベルは対話音声においてのみ使用される。対話音声には「ウン」「フーン」「ンー」等の応答表
現やあいづちが生じる。これらの表現は転記テキストではタグ (F)で囲われている。しかし (F)で囲われ
たテキストのなかには，発音が明瞭でなく，また，言語情報を保有しているかどうかも明らかでないもの
がある。例えば相手の発話を聞きながら「アー」「ンー」と母音や鼻音を発音しつづけているような場合で
ある。この種の音声にラベリングを施すことは困難であるので，ラベリングの対象から除外した。BI層に
「F2」が記入されている語（短単位）の区間には，トーン情報は何も記入されていない。ただし，対話音声
の転記テキストにおいて (F)で囲われている表現であっても，以下の条件を満たす発話は通常のアクセント
句として認定している。1は有核アクセント句，2は無核アクセント句である。
1. 発話中にアクセント類似のピッチ下降が知覚される場合
2. アクセント類似のピッチ下降は知覚されないが，テキストが明確な言語情報を保有している場合（ほぼ
テキストが「ハイ」の発話に限られる）
¤ 作業原則については 7.5.9節参照。
「W 」：ひとつの語（短単位）内部において，複数のアクセント核が生じるかアクセント核の後ろに句頭の上
昇類似の上昇が生じた場合，その境界に付与している。下の例では‖の位置に「W」が付与される（┓はア
クセント核，┏は句頭の上昇，そして｜は語境界）。¶ ³
　　ファ┓ッショ‖ナ┓ブル｜ナ｜カタ┓｜ガ｜オ┓ーク｜テ　　（ファッショナブルな方が多くて）
　　 W 1 2 1 2 1 　　
　　エ┓キ‖マ┏エ｜ワ｜カワラ｜ナ┓イ｜シ　　　　　　　　　（駅前は変わらないし）
　　 　 W 1 1 1 1 　　　　　　　　　µ ´
¤ 7.2.2.15節も参照。
「PB 」： PBは「Parasitic Boundary」の略である。句末境界音調は，原則として表 7.5上部に示された 5種
類のどれかひとつが選択される。しかし自発音声ではふたつの境界音調が隣接して継起したと解釈できる発
話が生じることがある。その場合，最初の境界音調末尾に BIラベル「PB」を付与し，２番目の境界音調に
は通常の BIを付与している。
PBが生じる典型的環境は何らかの語句が引用された場合である。例えば「『そうなの』と訊いた」という
発話は，図 7.2のようなイントネーションで発音されることがある（<pz>はポーズ）。この場合，被引用
句「そうなの」の末尾に「L%H%」が生じているが，後続する引用の助詞「と」も高いピッチで発音されて
いるので，境界音調「H%」を保有しているとみなせる。「そうなの」末尾の「L%」は，図下部の矢印のよ
うに，直後の「H%」と句末境界音調を形成すると同時に，2番目の「H%」とも句末境界音調を形成してい
ると解釈できる（なお，ここで助詞「と」の F0最高値の時点に「H%」と「%L」が付与されているのは，
7.1.3.3節のケース 5に該当するからである）。
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A) ࠰ ࡯ ࠽ ࡁ   <pz> ࠻ ࠠ ࡯ ࠲
࠻࡯ࡦ %L  A   L%  H%  H%%L      L%
࠰ֶ ࡯㨨  ࠽  㨨 ࡁ ц    ࠻㨨 ࠠ࡯ 㨨 ࠲
BI 1     1   PB    2+b   1
㧔     ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧝     㧕㧔ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧞㧕
図 7.2 Parasitic Boundaryの模式図
¤ 「PB」は注釈層における「AYOR」，「QQ」と共起することが多いので，これらのラベルに関わる記述
も参照すること。また 7.2.2.16節も参照。
7.1.5 単語層
単語層には，発話を構成する語の音韻的語形と語の境界が示されている。また，有核語であればアクセン
ト核の位置がアポストロフによって表示されている。
語の単位としては短単位 (3章参照)が用いられており，転記テキストの発音形（2.4節参照）を 6章の付録
6.1 に拠って分節音ラベル列に変換したものが表示される。単語ラベルの付与位置は，各語の終端である。こ
の位置は同時に BIラベルの付与位置ともなっている。
アポストロフが示すアクセント核の位置は，アクセント辞書等に記載されている規範的なアクセント位置で
はなく，実際にアクセント核が実現された位置である。
¤ 7.2.3節も参照。
7.1.6 プロミネンス層
プロミネンス層は X{JToBIにおいて新たに設けられた層であり，表 7.8に示す４種類のラベルが記入され
る。これらのラベルは，句末境界音調の下位分類に関わる情報と無核アクセント句のプロミネンスに関わる情
報を提供することによって，トーン層ないし BI層のラベルの解釈を補助することを目的としている。
「PNLP」： PNLP は Penult Non-Lexical Prominenceの略である。アクセント句の最後から 2 番目のモー
ラ（以下では次末モーラと呼ぶ）に非語彙的な卓立（プロミネンス）がおかれる現象をさす。例えば「ディ
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表 7.8 X{JToBIのプロミネンスラベル
ラベル　　 用法 　　　　 備考 　　　　
PNLP　　 アクセント句次末モーラに生じた非語彙的な卓立　　　　 L%HL%と共起 　　　　
FR 　　 川上蓁の「浮き上がり調」 　　　　 L%H%ないし L%HL%と共起　　　　
HR 　　 川上蓁の「つり上げ調」 　　　　 L%H%と共起 　　　　
EUAP　　 強調された無核アクセント句 　　　　
ズニーラ┓ン┏ド┓デ」という発話において「ラ」から「ン」にかけてのピッチ下降はアクセント核に起因
しているが，「ド」における上昇・下降は，アクセント核とは無関係であるので「PNLP」として記述され
る。X{JToBIではこの現象を「L%HL%」（上昇下降調）と同一のトーン列の時間的配置が変更されたもの
と解釈している。すなわち，通常は最終モーラ（「デ」）内部に生じる上昇下降調の句末境界音調が，句末の
２モーラ（「ドデ」）に広がって実現されたという解釈である。通常の上昇下降調と PNLP化した下降上昇調
とはトーン層のラベルを見るだけでは区別できない。そこで両者を区別するために PNLP化した上昇下降
調については，プロミネンス層に「PNLP」を付与している。ラベルの付与位置はアクセント句末の BI位
置である。
¤ ラベル付与にかかわる諸原則については 7.2.4.1節及び 7.5.1節参照。
¤ PNLPとアクセント核の関係についての補記。
CSJでは，音声学的には PNLPと同じイントネーション形状を有する発話であっても，次末モーラにアク
セント核が存在する可能性がある場合は，PNLPとしては解釈していない。例えば「名古屋まで」が「ナ┓
ゴヤ┏マ┓デ」と発音されていても PNLPとはしていない。助詞「マデ」が単独の発話ではアクセント核
をもちうるからである。上記の発話は助詞がアクセント句として独立していると解釈して以下のようにラベ
リングする。¶ ³
　　　　 　　 ナ┓ゴ　ヤ　｜　┏マ┓　デ 　｜
　　　　BI 　　 3 3
　　　　トーン　　%L A L% %L A L%µ ´
「FR」： FR は Floating Riseの略であり「L%H%」(上昇調 1)の変種を示す。通常の上昇調 1ではピッチ上
昇は専ら発話の最終音節（ないしモーラ）内部で生じるが，FRに分類される変種では，上昇の始端が，次
末ないし次々末モーラ（を含む音節）に置かれる。これは，川上蓁が 1963年に「浮き上がり調」と呼んだ
句末境界音調現象である。通常の上昇調 1 と FR 化した上昇調 1 では，トーン層のラベルの種類はともに
「L%H%」であり，ラベルの位置（時刻）だけが相違する。FR化した句末境界音調をもつアクセント句には
プロミネンス層に「FR」を付与している。ラベルの位置はアクセント句末の BIラベル位置である。なお，
FR化した句末境界音調は稀にではあるが「L%HL%」（上昇下降調）に生じることもあるので，川上の「浮
き上がり調」とは完全には一致しない。
¤ ラベル付与にかかわる諸原則については 7.2.4.2節及び 7.5.2節参照。
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「HR 」： Hooked Riseの略。このラベルは，やはり川上蓁が「つり上げ調」と呼んだ句末境界音調のために
用意されたものである。川上はこの音調の特徴を，アクセント句末が「～です」「～ます」で終わる発話に生
じ，末尾の２モーラが [des], [mas]と１音節に発音され，その始端から急にピッチが上昇するタイプの句末
境界音調と説明している。CSJでも，ほぼこの環境に限って「つり上げ調」が観察されている。「つり上げ
調」のトーンラベルは「L%H%」のままであるが，プロミネンス層に「HR」を記入している。ラベルの位
置は句末 BIの終端である。
¤ ラベル付与にかかわる諸原則については 7.2.4.3節及び 7.5.3節参照。
「EUAP 」： EUAPは Emphasized Unaccented Accentual Phraseの略である。このラベルは強調を受けた
無核アクセント句と後続アクセント句との境界に顕著なピッチレンジの差が生じ，その結果としてして句境
界に屈曲点が観察される場合に付与している。ラベルの位置は強調を受けた無核アクセント句終端の BIに
あわせる。EUAPが必要とされる理由は，東京方言ではアクセント句が有核であるか無核であるかによって
強調の音声学的実現形が異なってくるからである。
東京方言の強調は，基本的にはアクセント句のピッチレンジの拡大によって実現される。有核句の場合ア
クセントに起因する F0のピークが顕著に高まることによってピッチレンジの拡大が実現されるが，無核ア
クセント句は，F0曲線に顕著なピークが存在しないために強調を実現しにくいことが知られている。無核
句における強調を実現するために，以下のような手段がもちいられることがある。
1. 強調の置かれた無核句のピッチレンジを拡大すると同時に後続するアクセント句のピッチレンジを狭
める。
2. 無核句のピッチレンジはほとんど変化させないが，句末に BPMを置くと同時に後続するアクセント句
のピッチレンジを狭める。
いずれの場合も，あたかも有核句におけるダウンステップが生じたかのように，強調を受けた無核句とそ
れに後続する句にピッチレンジの差が生じ，句境界に屈曲点が観察されることになる。その場合強調を受け
たとみなされる無核句終端の BI ラベルの位置に「EUAP」を付与している。なお，EUAP を認定するに
は，後続句のピッチレンジの縮小と，先行句と後続句の境界付近の屈曲点の存在が条件となるので，たとえ
先行する無核語の連鎖に強調があると解釈されるような場合でも，これらの条件を満たしていない場合には
EUAPとはみなされない。
図 7.3の A)-G)は，EUAPの生じている場合とそれが生じていない場合を比較するために，無核語の連鎖
にさらに語の連鎖が継起した際にあり得る F0形状を示している。EUAPとみなされるのは D), E), G)の
みである。C)は先行する無核語の連鎖に強調が置かれていると解釈される場合であるが，境界に屈曲点が
存在していないので EUAPとはみなされない。F)と G)は双方とも先行する無核句に BPMが生じている
が，F)にはピッチレンジの縮小が観察されないので，EUAPが認定されるのは G)のみとなる。
¤ ラベル付与にかかわる諸原則については 7.2.4.4節及び 7.5.4節参照。
¤ EUAPに関するふたつの補記。
有核句に関して EUAPの役割を果たすラベル，すなわち有核句に強調が置かれていることを示すラベルは
定義していない。
EUAPの対象となる無核句の BIは「2」，「2+b」，「2+bp」のいずれかであり「3」とはなることはない。
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  1        3   2        3 
A)               B) 
  1        3   2        3 
C)               D)     EUAP 
  2        3          2+b        3 
E)         EUAP      F) 
         2+b        3 
G)         EUAP       
図 7.3 EUAPの模式図
7.1.7 注釈層
注釈層に用いられるラベルは表 7.9に示した３種類である。これらはいずれも，X{JToBIによる自発音声ラ
ベリングにおいて十分には解決されていない問題の所在を示している。
表 7.9 X{JToBIの注釈ラベル
ラベル　　 用法 　　　　 備考 　　　　
HBP 　　 Hで始まるアクセント句 　　　　 High Beginning Phrase　　　　
QQ 　　 いわゆる「半疑問」イントネーション　　　　 Quasi{question 　　　　
AYOR　　 韻律の解釈に成案を得ていない箇所 　　　　 At your own risk 　　　　
「HBP 」： High Beginning Phraseの略。アクセント句頭が例外的に高いトーンで始まっていると解釈でき
る場合に当該アクセント句頭の語（短単位）終端に付与している。東京方言のアクセント句は必ず低いトー
ンで始まると考えられているが，実際にはアクセント句頭（とみなしうる位置）で顕著に高いピッチで始ま
る発話が少なからず存在している。しかし，その多くは下記のいずれかに該当しており，一種の条件異音と
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してみなすことができる（従って HBPの対象とはならない）。
1. アクセント核が句頭にあるケース
2. 直前のアクセント句が「H%」ないし「LH%」で終了しており，その高さが当該アクセント句頭まで持
ち越されていると分析できるケース
3. 直前の語が「L%」で終わっているときに，高く始まる後続の語が機能語であり，かつ，統語的には先行
の語とともにアクセント句を形成すると解釈できるケース（図 7.4参照）
࠰┓ ࡯ ࠽ ࡁ   <pz> ࠻㨨  ࠗ ࠶ ࠲
%L   A  L%   H% %L  L%
(      ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧝     )㧔ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧞㧕
図 7.4 顕著に高いピッチで始まる場合のうち 3）の例
しかし，稀にではあるが，上記 1）-3）のような合理的説明が不可能なケースも生じる。例えば講演の冒頭
や長いポーズに続く発話が，いきなり「というわけで」，「ってことで」等で始まり，その際，「ト」や「ッテ」
のピッチが顕著に高いことがある。これはちょうど上図の右半分が先行文脈なしに生じるケースである。こ
のような発話は，句頭にアクセント核がなく，また，先行するイントネーション上の文脈も存在しないので，
発話冒頭に高いピッチとして実現される句頭境界音調が存在するとみなさざるをえない。CSJの韻律ラベリ
ングでは，上例のように，a）講演の冒頭ないしポーズの直後に生じる発話が，b）高いピッチで始まってお
り，c）形態的には機能語（上例では助詞）で始まっている場合に限り，トーン層に「（H%）」を付与し，プ
ロミネンス層に「HBP」を付与している。
なお，「（H%）」が句頭境界音調でありながら「（%H）」ではないのは以下の理由による。上記 a）～ c）の
条件にかなう発話が生成されるのは，やはり何らかの先行発話が（たとえ表層的には実現されていなくても）
話者の意識中に存在しているからであると考えられる。その潜在的発話の影響によって当該発話が高いピッ
チで始まったという解釈が「（H%）」というラベルによって含意されている。
¤ ラベル付与にかかわる諸原則については 7.2.5.1節及び 7.5.5節参照。
「QQ 」： Quasi Questionの略。俗に「半疑問」「半クエスチョン」と呼ばれるイントネーションが生じたこと
を示すラベルである。「半疑問」の認定基準は明示化されておらず，ラベリング作業者の直感に依存してい
る。その位置に「H%」（上昇調 1）ないし「LH%」（上昇調 2）が生じていることが必要条件である。「QQ」
の付与位置は半疑問と判断される句末境界音調が生じたアクセント句の終端である。「？」で半疑問の音調，
「｜」でアクセント句境界を示せば，「スマート？と｜言うのかな」の場合助詞の「と」の終端である。
QQはしばしば PBと共に生じる。アクセント句内部に（半疑問の）BPMが生じ，後続する機能語が高い
ピッチを有する場合である。例として図 7.5に「農業？ <pz>の|衰退が」（<pz>はポーズ）の模式図を
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示す。この種の発話は下図のようにラベリングするが，PBと共起する場合にかぎり，「QQ」は「PB」と同
じ BI位置に付与している。
¤ ラベル付与にかかわる諸原則については 7.2.5.2節及び 7.5.6節参照。
ࡁ┓ ࡯  ࡚ࠡ  ࡯ |  <pz> ࡁ| ࠬ ࠗ ࠲ ࠗ | ࠟ
࠻࡯ࡦ   %L  A  L%  H% H% %L   L%
BI PB| 2+b|   1| 3|
ᵈ㉼   QQ|
    㧔   ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧝     㧕㧔  ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧞 㧕
図 7.5 QQおよび PBを用いるイントネーションの模式図
「AYOR 」： At your own risk の略。いわゆる引用の発話では，X{JToBIによるラベリングに困難が生じる
ことがある。典型的には「～と言う（ことです）」「～って（ことです）」などの発話形式である。引用表現
には，先に説明した PBと QQが多く生じるが，その他に「という」「ってこと」などの引用句部分が低く
（稀には高く）平らなピッチで（あたかもフィラーのように）発音されることもある。これら，引用にかかわ
るイントネーション特徴の解釈には現在でも十分な成案を得ていないので，韻律ラベルの利用目的によって
は，引用の発話を分析対象から除外する方が賢明な場合もある。そこで，引用とみなされる発話に「AYOR」
というラベルを付与することにした。なお，ここで「引用の発話」と呼んでいるのは，文法的に正確な用法
ではなく「典型的には引用の表現に生じる韻律上の特徴を有する発話」という意味である。上に挙げた例
のほかに「～と聞いた（んです）」「～みたいな」などの発話にも「AYOR」が付与されていることがある。
「AYOR」は対象となる発話の最後の BI位置に付与している。
¤ ラベル付与にかかわる諸原則については 7.2.5.3節及び 7.5.7節参照。
7.1.8 ラベルの融合
7.1.8.1 融合ラベル
以上で X{JToBIラベリングにおいて利用されるすべてのラベルに言及した。理論上，これらのラベルはす
べて独立しているが，実際のラベリングでは，ふたつ以上のラベルを同一の時刻に付与するのが妥当と判断さ
れることがある。そのような場合，CSJの X{JToBIラベルでは融合ラベルを利用している。
もっとも頻繁に生じる融合ラベルのひとつは，句末境界音調「L%」と後続アクセント句の句頭境界音調
「%L」を融合させた「L%%L」である。このラベルは，アクセント句境界の F0が，ポーズなどで区切られるこ
となく，なめらかに下降・上昇しているため，単一の屈曲点か認定できない際に，その時刻に付与される（図
7.6参照）。
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%L   A   L%%L   A        L%
(  ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧝 )㧔   ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ㧞    㧕
図 7.6 融合ラベル「L%%L」の例
CSJに付与されている融合ラベルの一覧と生起頻度を表 7.10に示す。実際には補助記号（「x」「?」など）が
これにくわわるので，表面上はさらに多くの融合ラベルが用いられる（ここでは補助記号を含まないラベルの
みの統計を示している）。表 7.10の各ラベルをどのような場合に利用すべきかは，本文書 7.2節の随所で説明
されているが，表 7.10からわかるように，融合ラベルの大部分は境界音調同士の融合である。
¤ ラベル付与にかかわる諸原則については 7.2.1.11節参照
表 7.10 CSJに用いられた融合ラベルとその頻度
ラベル 　　 頻度 　　　　 備考 　　　　
L%%L 　　 31162　　　　 境界音調同士 　　　　
%LA 　　 6564 　　　　 境界音調とアクセント 　　　　
H%%L 　　 2040 　　　　 境界音調同士 　　　　
HL%%L 　　 554 　　　　 境界音調同士 　　　　
L%> 　　 46 　　　　 境界音調とエクステンダー 　　　　
>%L 　　 34 　　　　 境界音調とエクステンダー 　　　　
(H%)%L 　　 18 　　　　 境界音調同士 　　　　
H%%LA 　　 15 　　　　 境界音調同士とアクセント 　　　　
L%%LA 　　 12 　　　　 境界音調同士とアクセント 　　　　
H%> 　　 7 　　　　 境界音調とエクステンダー 　　　　
L%pH 　　 4 　　　　 境界音調とポインター 　　　　
L%>%L 　　 4 　　　　 境界音調とエクステンダー 　　　　
AL% 　　 3 　　　　 境界音調とアクセント 　　　　
LH%%L 　　 1 　　　　 境界音調同士 　　　　
L%>%LA　　 1 　　　　 境界音調とエクステンダーとアクセント　　　　
7.1.8.2 XML文書中での表現
CSJの X{JToBIラベルは独立したテキストファイルとして提供されるほかに，XML文書の一部としても
提供される。ただし，融合ラベルが融合ラベルとなっているのはテキストファイルにおいてだけである点に注
意が必要である。
例えば或る講演音声の冒頭から 682.779118 秒の位置に「L%%L」が付与されているとする。その場合，
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X{JToBIのトーン層テキストファイルには「682.779118 121 L%%L」のように，時間情報 (682.779118)と
フォント情報 (121) とラベル情報 (L%%L) をくみあわせた情報が記録される。一方，XML 文書では，同じ
情報が以下のふたつの XJToBILabelTone 要素に分解されて記録されている。これらの要素はその生起時刻
(Time属性で表現されている)および F0値 (F0属性で表現されている)が同一であることに注意。
<XJToBILabelTone Time="682.779118" F0="197.212" ToneClass="FBT">L\%</XJToBILabelTone>
<XJToBILabelTone Time="682.779118" F0="197.212" ToneClass="IBT">\%L</XJToBILabelTone>
¤ X{JToBIラベルを格納するテキストファイルの構造については本章末の付録 7.1参照。
¤ X{JToBIラベル情報の XML文書への記録方法については，8.3.2節参照。
7.1.9 次節以下の構成について
以上で X{JToBIの概観を終える。CSJに記録されている韻律情報について，ひととおりの知識を得るため
には 7.2節以下を読む必要はない。しかし，X{JToBIラベルを様々に検索して日本語の音声を研究しようとす
る場合や，新たな音声資料に X{JToBIラベルを付与しようという場合には，以下の諸節にも目を通していた
だく必要がある。
7.1.9.1 ケース分け
次節以下では，X{JToBI各層の各ラベルに対して，ラベリングの基本（ラベルを付与する位置など）が示さ
れ，続いて，基本の説明では対応できていない問題について，問題ごとにケース分けされた形でラベリング方
法が説明されている。例えば，7.2.1.1節「アクセント核」の場合，以下のようなケースわけがなされている。
ケース１ Microprosodyによりピークや屈曲点が複数観察される場合
ケース２ アクセント核を知覚するモーラが無声化している場合
ケース３ ピークがアクセント核を知覚するモーラ区間の外側にある場合
ケース４ 付与すべき候補点が無声破裂音の閉鎖区間内にある場合
ケース５ 「A」を付与すべき候補点がアクセント句頭第１モーラの母音始端以前にある場合
ケース６ 促音あるいは無声化したモーラに句頭音調「H{」を知覚し，さらに次のモーラにアクセント核を知
覚した時，「H{」と「A」が同じ位置に付与される場合
7.1.9.2 ラベリングの模式図
イントネーションを図示する場合，横軸に時間をとり，縦軸に F0をとったグラフを用いる。その際，経験
的にみて，実際の F0データを示すよりも或る程度まで模式化された曲線の方が作業者の理解を助けると判断
されたので，以下の説明中のグラフはすべて模式図となっている。
各図とも模式化された F0曲線を中央に配し，その上部にトーンラベルを，下部にそれ以外の層のラベルを
配置している。F0曲線に重ねて描かれた実線の縦線は，トーンラベルのアラインメント (時間配置)を表して
おり，それ以外の層のラベルのアラインメントは必要に応じて，点線の細い縦線で表示している。
また F0曲線に重ねて複数の直線が描かれていることがある。この直線は，F0曲線の直線近似（7.1.1節参
照）の結果がトーンラベルの位置によって変わりうることを示すと同時に，複数のラベル付与候補位置のうち
最も妥当な位置（F0曲線をもっともよく近似できるラベル位置）がどれであるかを示している。
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7.2 各層の説明
7.2.1 トーン層
7.2.1.1 A ：アクセント核
［機能］
² アクセント核を示す。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　基本
［説明］
² 語彙的に定められたアクセント核による F0下降開始点に対して「A」を付与する。
［位置］
² アクセント核を知覚するモーラ付近の F0 下降開始点であるピークあるいは屈曲点に付与する（図
7.7{7.8参照）。
² Microprosodyによりピークや屈曲点が複数観察される場合は（２）を参照。
² アクセント核を知覚するモーラが無声化している場合は（３）を参照。
² アクセント核を知覚するモーラ区間の外側にピークがある場合は（４）を参照。
² 付与すべき候補点が無声破裂音（破擦音）の閉鎖区間内にある場合は（５）を参照。
² 付与すべき候補点がアクセント句頭第 1モーラの母音始端以前にある場合は（６）を参照。
² 促音あるいは無声化したモーラに句頭音調（H{）を知覚し，さらに次のモーラにアクセント核を知覚し
た場合で，かつ「H{」と「A」が同じ位置に付与される場合は（７）を参照。
² アクセント核を知覚するモーラ付近の F0が信頼できない場合は補助記号「x」を用いる（7.2.1.13節
（１）参照）。
² アクセント核の存在が不明確な場合は補助記号「?」を用いる（7.2.1.14節（１）参照）。
² アクセント核を知覚するがピークや屈曲点の位置が不明確な場合は補助記号「!」を用いる（7.2.1.15節
（１）参照）。
［図］ 図 7.7，図 7.8参照。
࠻࡯ࡦጀ %L A L%
ಽ▵㖸ጀ  o   b  aH   s   a  N
න⺆ጀ    o    baH saN
BIጀ   1    1  3
ޟ߅߫޽ߐࠎ㧔ࠝࡃ┓࡯ࠨࡦ㧕ޠ
ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭࠍ⍮ⷡߔࠆ 2ࡕ࡯࡜⋡ઃㄭߦࡇ࡯ࠢ߇޽ࠆߩߢߘߎߦޟAޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.7 ピークに「A」を付与する場合
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図 7.8 屈曲点に「A」を付与する場合
［注意］
² 「アクセント核は１つのアクセント句に 1つまでしか存在し得ない」という公理を守り，1つのアクセ
ント句に 2つ以上のアクセント核を認定しない。2つ以上のアクセント核が認定される場合は，かなら
ず 2つ以上のアクセント句に分割すること。
² ただし，1つの語に 2つのアクセント核が存在すると解釈せざるを得ない場合もある。その場合はアク
セント核を 2つ認定し，BI=Wとする（7.2.2.15節参照）。
² Penult Non-Lexical Prominenceの現象（7.5.1節参照）は，1つのアクセント句にアクセント核が 2つ
あるような場合と音声学的に類似するが，2つのアクセント核が存在するとは解釈しない。
² 単語層には，アクセント核を知覚する母音の右側に「’」を付与する（7.2.3.2節参照）。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　Microprosodyによりピークや屈曲点が複数観察される場合
［説明］
² Microprosodyにより，アクセント核を知覚するモーラ付近に複数のイベントが生じることがある。
［位置］
² 候補点を比べ，後の部分と連続性などを考慮しながら，最も知覚と一致しかつ最も F0を直線近似でき
る点を選択し付与する。
² その際，明らかに microprosodyの影響で生じた点には付与しないようにする（図 7.9{7.10参照）。
² ただし microprosodyの影響を受けた F0と安定した F0が分離不可能な場合は，microprosodyの影響
で生じた点に付与することができる（図 7.11参照）。
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［図］ 図 7.9～図 7.11参照。
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図 7.9 Microprosodyによる F0の跳ね上げを無視する場合
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図 7.10 Microprosodyによる F0の沈みを無視する場合
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ಽ▵㖸ጀ   i    k    u   n   o    g  a
න⺆ጀ    iku    no  ga<H>
BIጀ    1   1   3
ޟⴕߊߩ߇޼㧔ࠗࠢ┓ࡁࠟ<࡯>㧕ޠ
╙ 2ࡕ࡯࡜ᆎ┵ઃㄭߩࡇ࡯ࠢߪ᣿ࠄ߆ߦሶ㖸[k]ߦࠃࠆmicroprosody㧔F0ߩ〡ߨ਄ߍ㧕ߩߚ߼ߢ޽ࠆߣ⠨
߃ࠄࠇࠆ߇ޔߘࠇએ㒠ߩ቟ቯߒߚㇱಽߣಽ㔌ߢ߈ߥ޿ߩߢޔޟAޠߪߘߩࡇ࡯ࠢߦઃਈߔࠆޕ
図 7.11 Microprosodyの影響を受けた部分と安定した部分とが分離不可能な場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（３）　アクセント核を知覚するモーラが無声化している場合
［説明］
² アクセント核を知覚するモーラが無声化しており，当該モーラの F0が欠如していることがある。
² その場合，当該モーラにアクセント核を知覚させるのは，後続する有声部分の F0であるという実験結
果がある（Maekawa 1990）。したがって F0が信頼できないことを示す補助記号「x」（7.2.1.13節参照）
は用いずに，「A」を後続する有声部分の F0に付与する。
［位置］
² アクセント核を知覚するモーラの後にある有声部分のピークまたは屈曲点に付与する（図 7.12参照）。
［図］ 図 7.12参照。
࠻࡯ࡦጀ %Lx A   L%
ಽ▵㖸ጀ pj  I  k a pj  I  k a
න⺆ጀ    pjIkapjIka
BIጀ   3
ޟࡇࠞࡇࠞ㧔ࡇ┓ࠞࡇࠞ㧕ޠ
╙ 1 ࡕ࡯࡜ߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭࠍ⍮ⷡߔࠆ߇ޔߘߩࡕ࡯࡜߇ήჿൻߒޔᓟ⛯ߔࠆࡕ࡯࡜ߦࡇ࡯ࠢ߇⒖ߞߡ޿ࠆߩߢޔߘߎ
ߦޟAޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.12 アクセント核を知覚するモーラが無声化している場合
［注意］
² 単語層には，アクセント核を知覚する母音に「’」を付与する（後続する母音ではない）（7.2.3.2節参照）。
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- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（４）　ピークがアクセント核を知覚するモーラ区間の外側にある場合
［説明］
² ピークがアクセント核を知覚するモーラ区間より後に生じる「遅下がり」と呼ばれる現象がある。
² アクセント核を担う母音が狭母音で，後続するモーラの母音が広母音であるときに生じやすいという説
がある（杉藤 1981）。なお，狭母音とは [i]あるいは [u]のことである。
² この現象はアクセント核を担うモーラに後続するモーラが促音であったり無声化していたりするときに
も生じる。
［位置］
² アクセント核を知覚するモーラ区間以降でも，観察されるピークまたは屈曲点に付与する（図 7.13{7.15
参照）。
［図］ 図 7.13～図 7.15参照。
࠻࡯ࡦጀ %L A    L%  %Lx  H-  A  L%x
ಽ▵㖸ጀ m   a    d   o,o c  U k  e m  a  s,U
න⺆ጀ  mado o    cUke      masU
BIጀ   1    2      1    3
ޟ⓹ࠍઃߌ߹ߔ㧔ࡑ┓࠼ࠝ࠷ࠤࡑ┓ࠬ㧕ޠ
╙ 1ࡕ࡯࡜ߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭࠍ⍮ⷡߔࠆ߇ޔࡇ࡯ࠢ߇ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭࠍ⍮ⷡߔࠆࡕ࡯࡜ߩᄖ஥㧔╙ 2ࡕ࡯࡜㧕
ߦ޽ࠆޕࡇ࡯ࠢ߇ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭࠍ⍮ⷡߔࠆࡕ࡯࡜ߩᄖ஥ߦ޽ߞߡ߽ޔޟAޠߪߘߩࡇ࡯ࠢߦઃਈߔࠆޕ
図 7.13 ピークがアクセント核を知覚するモーラの外側にある場合
࠻࡯ࡦጀ %L A     L%
ಽ▵㖸ጀ d    e  kj,I  t   e r    u
න⺆ጀ dekjI  teru
BIጀ  1    3
ޟ಴᧪ߡࠆ㧔࠺┓ࠠ࠹࡞㧕ޠ
╙ 1ࡕ࡯࡜ߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭࠍ⍮ⷡߔࠆ߇ޔᓟ⛯ࡕ࡯࡜߇ήჿൻߒߡ߅ࠅޔࡇ࡯ࠢ߇╙ 3ࡕ࡯࡜ߦ↢ߓߡ޿
ࠆޕޟAޠߪߘߩࡇ࡯ࠢߦઃਈߔࠆޕ
図 7.14 アクセント核を知覚するモーラに後続するモーラが無声化している場合
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࠻࡯ࡦጀ %L A     L%
ಽ▵㖸ጀ k    e Q  k     oH
න⺆ጀ  keQkoH
BIጀ    3
ޟ⚿᭴㧔ࠤ┓࠶ࠦ࡯㧕ޠ
╙ 1ࡕ࡯࡜ߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭࠍ⍮ⷡߔࠆ߇ޔᓟ⛯ࡕ࡯࡜߇ଦ㖸ߢ޽ࠅޔࡇ࡯ࠢ߇╙ 3ࡕ࡯࡜ߦ↢ߓߡ޿ࠆޕ
ޟAޠߪߘߩࡇ࡯ࠢߦઃਈߔࠆޕ
図 7.15 アクセント核を知覚するモーラに後続するモーラが促音である場合
［注意］
² 単語層には，アクセント核を知覚する母音に「’」を付与する（7.2.3.2節参照）。
² J ToBI（Venditti 1997）における「遅下がり」を表す「<」は使用しない。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（５）　付与すべき候補点が無声破裂音（破擦音）の閉鎖区間内にある場合
［説明］
² 無声破裂音（破擦音）の閉鎖区間内にピークないし屈曲点が観察されることがある。
² 無声破裂音（破擦音）の閉鎖区間内のピークないし屈曲点は，F0の誤抽出によるものとみなし，付与す
べき候補点としない。
［位置］
² 無声破裂音（破擦音）の閉鎖区間以外のピークないし屈曲点に「A」を付与する（図 7.16参照）。
［図］ 図 7.16参照。
࠻࡯ࡦጀ %L H-   A   L% 
ಽ▵㖸ጀ    kj i   kj  i  w  a  k  e  r  u
න⺆ጀ   kjikjiwakeru
BIጀ  3
ޟ⡞߈ಽߌࠆ㧔ࠠࠠࡢࠤ┓࡞㧕ޠ
ᦨೋߩࡇ࡯ࠢߪࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭࠍ⍮ⷡߔࠆࡕ࡯࡜ౝߦ޽ࠆ߇ޔሶ㖸[k]ߩ㐽㎮඙㑆ౝߦ޽ࠆߩߢήⷞߒޔᓟ⛯
ߔࠆࡇ࡯ࠢߦޟAޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.16 「A」を付与すべき候補点が無声破裂音の閉鎖区間内にある場合
7.2 各層の説明 373
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（６）　「A」を付与すべき候補点がアクセント句頭第 1モーラの母音始端以前にある場合
［説明］
² 付与すべき候補点がアクセント句頭第 1モーラの母音始端，あるいは母音始端以前（子音区間内）に観
察されることがある。
² 上記の場合で，かつ句頭境界音調「%L」が母音始端に付与される場合（7.2.1.3節（１）参照）は，「%L」
の付与位置と「A」を付与すべき候補点が同じになるか，後者に前者が先行してしまうことになる。そ
の場合，母音始端以前に観察されるピークは無視し，融合ラベル「%LA」を母音始端に付与する。
［位置］
² 句頭第 1モーラの母音始端に融合ラベル「%LA」を付与する（図 7.17参照）。
［図］ 図 7.17参照。
࠻࡯ࡦጀ     %LA       L%
ಽ▵㖸ጀ    t    a  i d  o   o
න⺆ጀ taido   o
BIጀ    1   3
ޟᘒᐲࠍ㧔࠲┓ࠗ࠼ࠝ㧕ޠ
ޟAޠࠍઃਈߔߴ߈୥⵬ὐ߇Უ㖸ᆎ┵ߦ޽ࠅޟ%Lޠࠍઃਈߔߴ߈୥⵬ὐߣ৻⥌ߒߡ޿ࠆߩߢޔⲢว࡜ࡌ࡞
ޟ%LAޠࠍᲣ㖸ᆎ┵ߦઃਈߔࠆޕ
図 7.17 「A」を付与すべき候補点が母音始端にある場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（７）　促音あるいは無声化したモーラに句頭音調（H{）を知覚し，さらに次のモーラにアクセント核を知覚し
た時，「H{」と「A」が同じ位置に付与される場合
［説明］
² 促音あるいは無声化したモーラに句頭音調（H{）を知覚した場合，「H{」を次のモーラの屈曲点に付与
するが，さらにアクセント核をそのモーラで知覚する場合「H{」および「A」を付与すべき候補点が同
位置になる場合がある。
² その場合，融合ラベル「H{A」を用いる。
［位置］
² 屈曲点に融合ラベル「H{A」を付与する（図 7.18参照）。
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［図］ 図 7.18参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L H-A     L%
ಽ▵㖸ጀ    y  a  Q  p  a  r  i
න⺆ጀ    yaQpari
BIጀ  3
ޟ߿ߞ߬ࠅ㧔ࡗ࠶ࡄ┓࡝㧕ޠ
ଦ㖸ߢ޽ࠆ╙ 2ࡕ࡯࡜ߦฏ㗡㖸⺞㧔H-㧕ࠍޔ╙ 3ࡕ࡯࡜ߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭࠍ⍮ⷡߒޔߘߩ╙ 3ࡕ࡯࡜ߦࡇ࡯
ࠢ߇↢ߓߡ޿ࠆޕߘߩࡇ࡯ࠢߦޟH-Aޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.18 「H{」と「A」の候補点が同位置になる場合
7.2.1.2 H{：句頭音調
［機能］
² 「句頭音調」を示す。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　基本
［説明］
² アクセント句頭では第 1モーラから第 2モーラ付近にかけてのピッチ上昇，すなわち句頭の上昇が知覚
される。
² X{JToBIでは句頭の上昇を，上昇の起点である句頭境界音調（%L）（7.2.1.3節参照）と終点である句
頭音調（H{）の組み合わせとみる。
² 句頭音調を知覚した場合，該当する F0上昇終了点であるピークないし屈曲点に「H{」を付与する。
² アクセント句頭第 4モーラ，あるいはそれ以降にピークないし屈曲点が観察される場合は，通常「H{」
を省略する。
［位置］
² アクセント句頭第 2～3モーラ付近のピークないし屈曲点に「H{」を付与する（図 7.19参照）。
² アクセント核を句頭第 1～2モーラに知覚する場合は（２）を参照。
² Microprosodyによりピークや屈曲点が複数観察される場合は（３）を参照。
² 句頭第 2モーラが無声化していることや促音であることにより，第 2モーラにピーク・屈曲点が観察さ
れない場合は（４）を参照。
² 句頭第 2モーラと第 3モーラが無声化していることや促音であることにより，第 2モーラ・第 3モーラ
双方にピーク・屈曲点が観察されない場合は（５）を参照。
² 句頭第 2モーラが促音である場合あるいは無声化している場合で，かつ 3モーラ目にアクセント核を知
覚し，「H{」の付与位置を迷う場合は（６）を参照。
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² 2モーラのアクセント句において，句頭第 1モーラから第 2モーラにかけて上昇音調を知覚できるとき
は（７）参照。
² 句頭音調を知覚するモーラ付近の F0 が信頼できない場合は補助記号「x」を用いる（7.2.1.13 節（２）
参照）。
² 句頭音調の存在が不明確な場合は補助記号「?」を用いる（7.2.1.14節（２）参照）。
² 句頭音調を知覚するが屈曲点の位置が不明確な場合は補助記号「!」を用いる（7.2.1.15節（２）参照）。
［図］ 図 7.19参照。
࠻࡯ࡦጀ %L H- L%%L A      L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m  i   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ   mayumi ga  oyoi     da
BIጀ  1     2    1    3
ޟ⌀↱⟤߇ᵒ޿ߛ㧔ࡑ࡙ࡒ࡛ࠟࠝ┓ࠗ࠳㧕ޠ
ฏ㗡╙ 2ࡕ࡯࡜ߦ਄᣹߇⍮ⷡߐࠇࠆߚ߼ޔ╙㧞ࡕ࡯࡜ઃㄭߩዮᦛὐߦޟH-ޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.19 屈曲点に「H{」を付与する場合
［備考］
² アクセント句頭のピッチ上昇は，さまざまな言語的要因によって不明瞭になることがあるが，なかでも
句頭の音節の重さが強い影響をおよぼすことが知られている。アクセント句冒頭の音節が重音節である
と，そうでない場合にくらべてピッチの上昇幅が小さくなることが知られている。
² この他に，先行するアクセント句に BPMが生じ，ポーズを置かずに次のアクセント句につながる場合
も，句頭音調の存在が不明確になることがある（7.2.1.11節（４）参照）。
² 上記のような場合でも，句頭音調を知覚するならば「H{」を付与し，知覚しないのならば「H{」は付与
しない。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　アクセント核が句頭第 1～2モーラにある場合
［説明］
² アクセント核が句頭第 1～2モーラにある場合には「H{」は通常省略する（図 7.20参照）。
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［図］ 図 7.20参照。
࠻࡯ࡦጀ %L A  L%%L A     L%
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ taroH ga   oyoi     da
BIጀ  1     2    1    3
ޟᄥ㇢߇ᵒ޿ߛ㧔࠲┓ࡠ࡯࡛ࠟࠝ┓ࠗ࠳㧕ޠ
వⴕࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߢߪฏ㗡╙㧝ࡕ࡯࡜ߦޔᓟ⛯ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߢߪ╙ 2 ࡕ࡯࡜ߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭ߇޽ࠆߚ߼ޔ෺ᣇߩࠕࠢ
࠮ࡦ࠻ฏߦߟ޿ߡޟH-ޠࠍ⋭⇛ߒߡ޿ࠆޕ
図 7.20 アクセント核が句頭第 1モーラ・第 2モーラにある場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（３）　Microprosodyによりピークや屈曲点が複数観察される場合
［説明］
² Microprosodyにより，句頭音調を知覚するモーラ付近に複数のイベントが生じることがある。
［位置］
² 候補点を比べ，後の部分と連続性などを考慮しながら，最も知覚と一致しかつ最も F0を直線近似でき
る点を選択し付与する。その際，明らかに microprosodyの影響で生じた点には付与しないように注意
する。（図 7.21{7.22参照）
² ただし microprosodyの影響を受けた F0と安定した F0が分離不可能な場合は，microprosodyの影響
で生じた点に付与することができる。（図 7.23参照）
² 句頭第 4モーラないしそれ以降にピーク・屈曲点がある場合には「H{」は通常省略する（（１）参照）。
［図］ 図 7.21～図 7.23参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L H-     L%
ಽ▵㖸ጀ   s oH   k  a   N  n  o
න⺆ጀ    soHkaN     no
BIጀ  1  3
ޟ⋧㑐ߩ㧔࠰࡯ࠞࡦࡁ㧕ޠ
ޟH-ޠࠍઃਈߔߴ߈૏⟎ߦ[k] ߦࠃࠆ microprosody㧔F0 ߩ〡ߨ਄ߍ㧕߇↢ߓߡ޿ࠆ߇ޔߘߩᓇ㗀ࠍฃߌߚㇱಽߣ቟
ቯߒߚㇱಽ߇ಽ㔌น⢻ߥߩߢޔޟH-ޠߪmicroprosodyߩᓇ㗀ࠍฃߌߡ޿ߥ޿૏⟎ߦઃਈߔࠆޕ
図 7.21 Microprosodyによる F0の跳ね上げを無視する場合
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࠻࡯ࡦጀ %L H-     L%
ಽ▵㖸ጀ   a  m   e  r    i  k    a  n    o
න⺆ጀ   amerika     no
BIጀ  1    3
ޟࠕࡔ࡝ࠞߩ㧔ࠕࡔ࡝ࠞࡁ㧕ޠ
ฏ㗡╙ 2ࡕ࡯࡜ߣ╙ 3ࡕ࡯࡜ߦߘࠇߙࠇዮᦛὐ߇޽ࠆ߇ޔᦨೋߩዮᦛὐߪ[r]ߦࠃࠆmicroprosody㧔F0ߩᴉߺ㧕
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図 7.22 Microprosodyによる F0の沈みを無視する場合
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図 7.23 Microprosodyの影響を受けた部分と安定した部分とが分離不可能な場合
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- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（４）　句頭第 2モーラが無声化していることや促音であることにより，句頭第 2モーラにピーク・屈曲点が観
察されない場合
［位置］
² 句頭第 3モーラにピーク・屈曲点があればそこに「H{」を付与する（図 7.24参照）。
² 句頭第 3モーラにもピーク・屈曲点がない場合は，「H{x」を句頭第 2モーラの母音始端に付与する
（（５）および 7.2.1.13節（２）参照）。
［図］ 図 7.24参照。
࠻࡯ࡦጀ      %L H-   L%
ಽ▵㖸ጀ   r  e  kj,I  sj    i  n  o
න⺆ጀ   rekjIsji  no
BIጀ  1  3
ޟᱧผߩ㧔࡟ࠠࠪࡁ㧕ޠ
ήჿൻߦࠃߞߡ╙ 2ࡕ࡯࡜ߪࡇ࡯ࠢ࡮ዮᦛὐ߇ߥ޿߇ޔ╙ 3ࡕ࡯࡜ߦߪࡇ࡯ࠢ߇޽ࠆޕߒߚ߇ߞߡ╙ 3ࡕ࡯࡜ߩࡇ࡯
ࠢߦޟH-ޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.24 句頭第 2モーラが無声化し，句頭第 3モーラに屈曲点がある場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（５）　句頭第 2モーラと句頭第 3モーラが無声化していることや促音であることにより，句頭第 2・第 3モー
ラ双方にピーク・屈曲点が観察されない場合
［位置］
² 「H{x」を句頭第 2モーラの母音始端に付与する（7.2.1.13節（２）も参照）（図 7.25参照）。
［図］ 図 7.25参照。
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図 7.25 句頭第 2モーラが無声化している場合
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- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（６）　句頭第 2 モーラが促音の場合や無声化した場合などで，かつ句頭第 3 モーラにアクセント核を知覚し，
「H{」の付与位置を迷う場合
［説明］
² 句頭第 2 モーラが促音の場合や無声化した場合で，かつ句頭第 3 モーラにアクセント核を知覚する場
合，「H{」を付与すべき候補点と「A」を付与すべき候補点が同一になることがある。
［位置］
² 融合ラベル「H{A」を句頭第 3モーラにあるピーク・屈曲点に付与する（図 7.26参照）。
［図］ 図 7.26参照。
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図 7.26 「H{」と「A」の候補点が同位置になる場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（７）　 2モーラのアクセント句において，第 1モーラから第 2モーラにかけてピッチ上昇を知覚できる場合
［説明］
² 2モーラから構成されるアクセント句の場合，「H{」の付与が困難になることがある。
² また，2モーラのアクセント句におけるピッチ上昇の解釈が二通り可能になることがある。
［位置］
² 第 2モーラにおけるピークがモーラ終端にあり，「H{」の候補点と「L%」の候補点が同一になる場合に
は「L%」のみをそこに付与する。これは，このような場合おいて句頭音調の有無の判断が困難であるこ
とによる。
² 第 2モーラにおけるピーク・屈曲点がモーラ終端以前にある場合は，通常通りそこに「H{」を付与する。
² また，最終モーラでの上昇が著しく大きい場合には，知覚されたピッチ上昇を句頭音調（H{）ではな
く句末境界音調「上昇調 1」（L%H%）の反映と解釈し，句末最終モーラ始端付近に「L%」を句末最終
モーラ終端付近に「H%」を付与する。迷う場合には句頭音調（H{）とする。
7.2.1.3 %L ：句頭境界音調
［機能］
² 「句頭境界音調」を示す。
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- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　基本
［説明］
² アクセント句頭が高いトーンで開始されていると解釈すべき発話でない限り，アクセント句頭に「%L」
を付与する。
² 句頭の上昇は「%L」と「H{」（あるいは 「A」）の組み合わせで表現される。
［位置］
² アクセント句頭第 1モーラの母音始端付近の F0極小値ないし屈曲点に付与する（図 7.27参照）。
² Microprosodyにより句頭母音始端の F0値が不安定な場合は（２）参照。
² 「A」を付与すべき候補点がアクセント句頭第 1モーラの母音始端にある場合については（３）参照。
² 先行するアクセント句に BPMが認められる場合で，後続のアクセント句が高い F0で始まる場合は
（４）参照。
² 先行するアクセント句に BPMが生じ，かつアクセント句境界で F0曲線が途切れなくつながっている
場合には，BPMとの融合ラベル「H%%L」「HL%%L」「LH%%L」を用いる（7.2.1.11節参照）。
² 先行するアクセント句に BPMが生じず，かつアクセント句境界で F0曲線が途切れなくつながってい
る場合は，融合ラベル「L%%L」を用いる（7.2.1.11節参照）。
² 高いトーンでアクセント句が始まると解釈できる場合は「（H%）%L」を用いる（7.2.1.4節参照）。
² アクセント句頭で「引き延ばし」を知覚する場合はエクステンダー「>」を用いる（7.2.1.10節参照）。
² アクセント句頭第 1 モーラ付近の F0 が信頼できない場合は補助記号「x」を用いる（7.2.1.13 節（３）
参照）。
² アクセント句頭第 1モーラ付近の F0極小値ないし屈曲点の位置が不明確な場合は補助記号「!」を用い
る（7.2.1.15節（３）参照）。
［図］ 図 7.27参照。
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図 7.27 母音始端付近の F0極小値に「%L」を付与する場合
［注意］
² 融合ラベル「L%%L」や BPMとの融合ラベル（「H%%L」など）が用いられる場合（7.2.1.11節参照）
を除いて，「%L」はアクセント句第 1モーラの母音始端より前に付与されることはない。
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- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　Microprosodyにより句頭母音始端の F0値が不安定な場合
［説明］
² Microprosodyにより，句頭第 1モーラ母音始端付近の F0値が不安定な場合がある。
［位置］
² 候補点を比べ，後の部分と連続性などを考慮しながら，最も知覚と一致しかつ最も F0を直線近似でき
る点を選択し付与する。その際，明らかに microprosodyの影響で生じた点には付与しないように注意
する（図 7.28{7.29参照）。
² ただし microprosodyの影響を受けた F0と安定した F0が分離不可能な場合は，microprosodyの影響
で生じた点に付与することができる（図 7.30参照）。
［図］ 図 7.28～図 7.30参照。
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図 7.28 Microprosodyによる F0の跳ね上げを無視する場合
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図 7.29 Microprosodyによる F0の沈みを無視する場合
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図 7.30 Microprosodyの影響を受けた部分と安定した部分とが分離不可能な場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（３）　「A」を付与すべき候補点がアクセント句頭第 1モーラの母音始端にある場合
［説明］
² 「A」を付与すべき候補点がアクセント句頭第 1モーラの母音始端，あるいは母音始端以前（子音区間
内）に観察されることがあり，「%L」の付与位置と「A」を付与すべき候補点が同じになるか，後者に
前者が先行してしまうことがある（7.2.1.1節（６）参照）。
［位置］
² 母音始端に融合ラベル「%LA」を付与する（図 7.17参照）。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（４）　先行する句の BPMの影響を受けて高い F0でアクセント句が始まる場合
［説明］
² 先行するアクセント句の BPMの影響を受けて，アクセント句が高い F0で開始されることがある。
² この場合でも「%L」を付与する。
［位置］
² 「%L」を母音始端に付与する。
² ただし，先行するアクセント句に BPM が生じ，かつアクセント句境界で F0 曲線が途切れなくつな
がっている場合には，BPMとの融合ラベルを屈曲点に付与する（7.2.1.11節参照）。
7.2.1.4 (H%)%L：句頭境界音調「仮想的句頭境界音調」
［機能］
² 「仮想的句頭境界音調」を示す。
［説明］
² BPMをともなう先行アクセント句が存在しないにも関わらず，（アクセント核のない）アクセント句頭
が，高いピッチで開始され，その後ピッチが下降することがある。
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² X{JToBIではこのアクセント句頭の高いピッチを，実際には存在しない先行アクセント句（仮想的アク
セント句）の BPMに起因するものであると解釈される。すなわち仮想的アクセント句の BPMの一部
（H%）がアクセント句頭に生じることによってアクセント句が高いピッチで開始され，その直後に句頭
境界音調（%L）が生じることによりピッチが下降するという解釈である。
² この音調を仮想的句頭境界音調と呼び，ラベル「(H%)%L」で表現する。
² 詳細は 7.5.5節参照。
［位置］
² アクセント句頭第 1モーラ付近の F0頂点に「(H%)%L」を付与する。
［図］ 図 7.31参照。
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図 7.31 仮想的句頭境界音調
［注意］
² 仮想的句頭境界音調を認めた際には注釈層に「HBP 」を付与する必要がある（7.2.5.1節参照）。
7.2.1.5 L%：句末境界音調「下降調」
［機能］
² 句末境界音調「下降調」を示す。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　基本
［説明］
² 「下降調」とはアクセント句末に BPMを知覚しない場合に知覚される句末境界音調のことである。
² 「下降調」はラベル「L%」で表現される。
［位置］
² アクセント句末最終モーラ終端付近の F0極小値に「L%」を付与する（図 7.32参照）。
² 句末最終モーラの F0曲線がフラットな場合は（２）参照。
² 句末最終モーラでの声質変化によって F0が不安定になる場合は（３）参照。
384 第 7章 韻律情報
² 無声化などにより句末最終モーラ終端付近の F0が信頼できない場合は補助記号「x」を用いる（7.2.1.13
節（４）参照）。
² 句末最終モーラ終端付近における屈曲点の位置が不明確な場合は補助記号「!」を用いる
（7.2.1.15節（４）参照）。
² 句末最終モーラ終端で「引き延ばし」を知覚する場合はエクステンダー「>」を用いる（7.2.1.10 節
参照）。
² アクセント句境界で F0曲線が途切れなくつながっている場合は融合ラベル「L%%L」を用いる（7.2.1.11
節参照）。
［図］ 図 7.32参照。
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図 7.32 句末最終モーラ終端付近の F0極小値に「L%」を付与する場合
［注意］
² BPM を構成するトーンを示すためにも，句末境界音調「下降調」と同一のラベル「L%」が用いら
れるが，その場合は句末最終モーラ終端付近でなく始端付近の F0 極小値ないし屈曲点に付与する
（7.2.1.6{7.2.1.9節参照）。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　句末最終モーラの F0曲線がフラットな場合
［説明］
² 句末最終モーラの F0曲線がフラットになり，「L%」の付与位置を迷う場合がある。
［位置］
² 句末最終モーラの F0曲線の終端に付与する（図 7.33参照）。
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［図］ 図 7.33参照。
࠻࡯ࡦጀ %L H-      L%
ಽ▵㖸ጀ  h     o    N    t  oH   nj  i
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BIጀ   1   3
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ฏᧃᦨ⚳ࡕ࡯࡜ߩ F0ᦛ✢߇ࡈ࡜࠶࠻ߢ޽ࠅᭂዊ୯߇᳿ቯߢ߈ߥ޿ߩߢޔF0ᦛ✢ߩ⚳┵ߦޟL%ޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.33 句末最終モーラの F0がフラットな場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（３）　句末最終モーラでの声質変化によって F0曲線が不安定になる場合
［説明］
² アクセント句末では creaky voiceへの変化，声帯振動の継続，声帯振動の停止などによって F0値が急
激に変化したり不安定になったりすることが多い*7。
［位置］
² アクセント句末の母音区間外の不安定な F0曲線（声帯振動の継続などによる）は無視し，「L%」は必
ず母音区間内に付与する（図 7.34参照）。
² 句末最終モーラの母音区間内の不安定な F0曲線（creaky voiceへの変化，声帯振動の停止などによる）
に対しては直線近似を行い妥当と判断できる位置があるならば，できるだけ時間的に遅い方の位置に
「L%」を付与する（図 7.35参照）。ただしその際，「L%」を付与すべき候補点が句末最終モーラ区間の
半分に達さない位置にあるのならば，「L%x」を句末モーラ終端に付与する（7.2.1.13節（４）参照）。
*7 CSJではこれらのイベントに対して特殊記号を設けて分節音ラベルを与えている。creaky voiceへの変化：<v>，声帯振動のみ
の継続：<sv>，声帯振動の停止：<uv>
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［図］ 図 7.34，図 7.35参照。
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図 7.34 句末最終モーラ母音区間外の F0の扱い
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図 7.35 句末最終モーラ母音区間内の不安定な F0の扱い
7.2.1.6 L%H%：句末境界音調「上昇調 1」
［機能］
² 句末境界音調「上昇調 1」を示す。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　基本
［説明］
² 「上昇調 1」とは，ピッチが単純に上昇するタイプの句末境界音調のことで，BPMのひとつである。
² 「上昇調 1」は，2つのラベル「L%」「H%」によって表現される。
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［位置］
² F0上昇開始点（通常句末最終モーラ始端付近）に「L%」を，上昇終了点（通常句末最終モーラ終端付
近）に「H%」を付与する（図 7.36参照）。
² 「L%」を付与すべき候補点が複数ある場合は（２）参照。
² 「H%」を付与すべき候補点が複数ある場合は（３）参照。
² 句末最終モーラの F0曲線がフラットな場合は（４）参照。
² 句末最終モーラでの声質変化によって F0が不安定になる場合については（５）参照。
² 母音の無声化や誤抽出のために「L%」の位置が確定できない場合，および句末第 2モーラに促音を含
む場合（「もって」）は補助記号「x」を用いる（7.2.1.13節（５）参照）。
² 母音の無声化や誤抽出のために「H%」の位置が確定できない場合は補助記号「x」を用いる（7.2.1.13
節（５）参照）。
［図］ 図 7.36参照。
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図 7.36 句末境界音調「上昇調 1」
［備考］
²「上昇調 1」（L%H%），「上昇下降調」（L%HL%），および「引き延ばし」を伴った「上昇調 1」（L%H%>）
はしばしば区別することが難しいことがある。そのような場合には「上昇調 1」，「上昇下降調」，「引き
延ばし」を伴った「上昇調 1」の順に優先する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　「L%」を付与すべき候補点が複数ある場合
［説明］
² アクセント句末に局所的な F0極小値が複数観察され，「L%」の付与位置を迷うことがある。
［位置］
² F0上昇終了点から開始点までの F0曲線を直線近似できる位置を選択して付与する（図 7.37参照）。
388 第 7章 韻律情報
［図］ 図 7.37参照。
࠻࡯ࡦጀ  %L A L% H%  %L A L%x
ಽ▵㖸ጀ   t    eH p u m  o  <pz> a  r i m  a  s,U
න⺆ጀ    teHpu    mo   ari  masU
BIጀ   1   2+bp    1  3
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図 7.37 「L%」を付与すべき候補点が複数ある場合
［注意］
² 上昇が知覚されるモーラは句末最終モーラとは限らない（上昇のタイミングが早い場合がある）ので
（7.5.1-7.5.2参照），知覚に対応するかたちで直線近似を行うように注意する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（３）　「H%」を付与すべき候補点が複数ある場合
［説明］
² 「H%」を付与すべき候補点が複数考えられ迷う場合がある。
［位置］
² F0上昇開始点から終了点までの F0曲線を直線近似できる位置を選択して付与する（図 7.38参照）。
² 直線近似で妥当と考えられる点が句末最終モーラの母音区間外にある場合で，かつ F0曲線が途切れな
くつながっている場合は，後続するアクセント句の句頭境界音調を示す「%L」との融合ラベル「H%%L」
を用いる必要がある（7.2.1.11節参照）。F0曲線が途切れなくつながっていない場合は当該の候補点に
付与せず，最終モーラ母音区間内の候補点に付与する。
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［図］ 図 7.38参照。
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図 7.38 「H%」を付与すべき候補点が複数ある場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（４）　句末最終モーラの F0曲線がフラットな場合
［説明］
² 句末最終モーラの F0曲線がフラットになり，「H%」の付与位置を迷う場合がある。
［位置］
²（３）と同様に直線近似で妥当であると考えられる点，すなわちフラットな F0曲線の始端付近に付与す
る（図 7.39参照）。
［図］ 図 7.39参照。
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図 7.39 F0曲線がフラットな場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（５）　アクセント句終端での声質変化によって F0曲線が不安定になる場合
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［説明］
² アクセント句末では creaky voiceへの変化，声帯振動の継続，声帯振動の停止などによって F0値が急
激に変化したり不安定になったりすることが多い。
² 句末最終モーラの母音区間外の不安定な F0曲線（声帯振動の継続などによる）は無視し，「H%」は必
ず母音区間内に付与する（図 7.40参照）。
² 句末最終モーラの母音区間内の不安定な F0曲線（creaky voiceへの変化，声帯振動の停止などによる）
に対しては直線近似を行い妥当と判断できる位置があるならば，できるだけ時間的に遅い方の位置に
「H%」を付与する（図 7.41参照）。ただしその際，「H%」を付与すべき候補点が句末最終モーラ区間の
半分に達さない位置にあるのならば，「H%x」を句末最終モーラ終端に付与する。
［図］ 図 7.40，図 7.41参照。
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図 7.40 句末最終モーラの母音区間外の F0の扱い
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図 7.41 句末最終モーラの母音区間内の不安定な F0曲線の扱い
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7.2.1.7 L%LH%：句末境界音調「上昇調 2」
［機能］
² 句末境界音調「上昇調 2」を表す。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　基本
［説明］
² 「上昇調 2」とは，上昇が始まる前に一定期間低いピッチが持続されるタイプの句末境界音調のことで，
BPMのひとつである。
² 「上昇調 2」は 3つのラベル「L%」「pL 」「LH%」で表現する。
［位置］
² 持続される低ピッチ区間の始端に対応する F0極小値（通常句末最終モーラ始端付近）に「L%」を，低
ピッチ区間の終端に対応する F0上昇開始点（通常句末最終モーラ中心付近）に「pL」を，上昇終了点
（通常句末最終モーラ終端付近）に「LH%」を付与する（図 7.42参照）。
² 母音の無声化や誤抽出のために「L%」の位置が確定できない場合，および句末第 2モーラに促音を含
む場合（例：「もって」）は，補助記号「x」を用いる（7.2.1.13節（７）参照）。
² 母音の無声化や誤抽出のために「LH%」の位置が確定できない場合は補助記号「x」を用いる（7.2.1.13
節（７）参照）。
² 低ピッチ区間の終端に対応する上昇開始点が不明確で「pL」の位置が確定できないことがよくあるが，
そのような場合は，補助記号「!」を用いる（7.2.1.15節（７）参照）。
² 「L%」の位置候補が複数ある場合については 7.2.1.6節（２）を参考にすること。
² 句末最終モーラの F0曲線がフラットな場合は 7.2.1.6節（４）を参考にすること。
² 句末最終モーラでの声質変化によって F0 が不安定になる場合については 7.2.1.6 節（５）を参考にする
こと。
［図］ 図 7.42参照。
࠻࡯ࡦጀ %L A  L% pL LH%
ಽ▵㖸ጀ   n   a  g   o  y  a d   e
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図 7.42 句末境界音調「上昇調 2」
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7.2.1.8 L%HL%：句末境界音調「上昇下降調」
［機能］
² 句末境界音調「上昇下降調」を示す。
［説明］
² 「上昇下降調」とはピッチが上昇した後下降するタイプの句末境界音調のことで，BPM のひとつで
ある。
² 「上昇下降調」は 3つのラベル「L%」「pH 」「HL%」で表現する。
［位置］
² 上昇開始点（通常句末最終モーラ始端付近）に「L%」を，上昇終了点（通常句末最終モーラ中心付近）
に「pH」を，下降終了点（通常句末最終モーラ終端付近）に「HL%」を付与する（図 7.43参照）。
² 「L%」の位置候補が複数ある場合については 7.2.1.6節（２）を参考にすること。
² 母音の無声化や誤抽出のために「L%」の位置が確定できない場合は 7.2.1.13節（６）参照。（L%x）
² 句末第 2モーラに促音を含む場合（例：「もって」）は，7.2.1.13節（６）参照。（L%x）
² 母音の無声化や誤抽出のために pHの位置が確定できない場合は 7.2.1.13節（６）参照。（pHx）
² 母音の無声化や誤抽出のために「HL%」の位置が確定できない場合は 7.2.1.13節（６）参照。（HL%x）
² 句末最終モーラの F0曲線がフラットな場合は 7.2.1.6節（４）を参考にすること。
² 句末最終モーラでの声質変化によって F0 が不安定になる場合については 7.2.1.6 節（５）を参考にする
こと。
［図］ 図 7.43参照。
࠻࡯ࡦጀ %L A  L% pH HL%
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図 7.43 句末境界音調「上昇下降調」
［注意］
²「上昇調 1」（L%H%），「上昇下降調」（L%HL%），および「引き延ばし」を伴った「上昇調 1」（L%H%>）
はしばしば区別することが難しいことがある。そのような場合には「上昇調 1」，「上昇下降調」，「引き
延ばし」を伴った「上昇調 1」の順に優先する。
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7.2.1.9 L%HLH%：句末境界音調「上昇下降上昇調」
［機能］
² 句末境界音調「上昇下降上昇調」を示す。
［説明］
² 「上昇下降上昇調」とは，句末最終モーラ付近でピッチが上昇し，その後下降し，さらにもう一度上昇
する句末境界音調のことで，BPMのひとつである。
² 「上昇下降上昇調」は 4つのラベル「L%」「pH 」「pL 」「HLH%」で表現する。
［位置］
² 最初の上昇開始点（通常句末最終モーラ始端付近）に「L%」を，上昇終了点に「pH」（通常句末最終
モーラ前半）を，下降終了点（通常句末最終モーラ後半）に「pL」を，2度目の上昇終了点（通常句末
最終モーラ終端付近）に「HLH%」を付与する。（図 7.44参照）
［図］ 図 7.44参照。
࠻࡯ࡦጀ %L H- L% pH pL HLH%
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図 7.44 句末境界音調「上昇下降上昇調」
7.2.1.10 >：エクステンダー
［機能］
² 境界音調のラベルとともに「引き延ばし」区間を示す。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　基本
［説明］
² 「引き延ばし」とは，アクセント句頭第 1モーラないし句末最終モーラにおいて，音声が延長されかつ
延長部分のピッチがほぼ一定値を保つ現象のことである。
² 「引き延ばし」が知覚された場合，境界音調のラベルとともに「>」を付与し，引き延ばし区間を示す。
² 「>」と併用されるのは，句末境界音調の一部（「下降調」（L%），「上昇調 1」（H%））と句頭境界音調
（%L）のみである。
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［位置］
² 「引き延ばし」が知覚された場合，「引き延ばし」区間の始端と考えられる F0曲線上の点に境界音調の
トーンラベルを付与し，その終端と考えられる F0曲線状の点に「>」を付与する。
² 併用されるトーンラベルの種類に応じて整理すると以下のようになる。
%L：「引き延ばし」区間の始端（＝句頭第 1モーラの母音始端付近の安定した F0値の位置）に「%L」
を，「引き延ばし」区間の終端（句頭上昇の開始する屈曲点）に「>」を付与する（図 7.45参照）。
L%：「引き延ばし」区間の始端（＝句末最終モーラ始端付近で F0下降が阻止される点）に「L%」を，
「引き延ばし」区間の終端（比較的フラットな F0曲線の終端）に「>」を付与する（図 7.46参照）。
H%：「引き延ばし」区間の始端（F0上昇終了点であるピーク・屈曲点）に「H%」を，「引き延ばし」区
間の終端（比較的フラットな F0曲線の終端）に「>」を付与する（図 7.47参照）。
² 「>」付与位置が複数あり迷う場合は（２）を参照。
² アクセント句が連続し，かつアクセント句境界の F0が途切れなく続いており，先行するアクセント句
末の「引き延ばし」終端と後続するアクセント句の句頭境界音調（「%L」）の付与位置が時刻的に一致す
る場合は（３）を参照。
² 句頭に生じる「引き延ばし」区間が句頭第 2モーラまで及んでいる場合は（４）を参照。
² 「引き延ばし」を知覚するが，「引き延ばし」区間の F0が信頼できない場合については補助記号「x」を
用いる（7.2.1.13節（８）参照）。
² 「引き延ばし」の生じる句末境界音調のカテゴリーの判断（「下降調」（L%）か「上昇調 1」（H%）か）の
判断に迷った場合は，句末境界音調のラベルとともに補助記号「?」を用いる（7.2.1.14節（４）-（５）参照）。
² 「引き延ばし」の有無の判断に迷った場合は，エクステンダー「>」とともに補助記号「?」を用いる
（7.2.1.14節（８）参照）。
² 「引き延ばし」区間の始端・終端の位置の判断に迷った場合は境界音調のラベルおよびエクステンダー
「>」とともに，補助記号「!」を用いる（7.2.1.15節（８）参照）。
［図］ 図 7.45～図 7.47参照。
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図 7.45 句頭境界音調の「引き延ばし」
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図 7.46 句末境界音調「下降調」の引き延ばし
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図 7.47 句末境界音調「上昇調 1」の引き延ばし
［備考］
² 「引き延ばし」の有無の判断を行う際，音声が延長されているか否かの判断は，転記・分節音の表記と
は独立に聴覚印象で行う。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　「>」付与位置が複数あり迷う場合
［説明］
² 引き延ばし区間の終端の認定は，他のラベルと同じくmicroprosodyの影響などを除外して，F0を最も
よく直線近似できる点を優先する。したがって，引き延ばし区間内の物理的な F0極小値・極大値は無
視される。それでも位置の認定が困難な場合，「L%!」と「>!」を対応する位置に付与する。
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［図］ 図 7.48参照。
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図 7.48 引き延ばし区間内に物理的な F0極小値ないしは極大値がある場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（３）　アクセント句が連続し，「>%L」を付与する場合
［説明］
² アクセント句が連続し，先行するアクセント句末の引き延ばし終端と後続するアクセント句の句頭境界
音調（「%L」）の付与位置が時刻的に一致する場合，両者を複合した「>%L」ラベルを付与することが
できる。
［図］ 図 7.49参照。
࠻࡯ࡦጀ  %L A L% >%L A L%
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図 7.49 アクセント句が連続し，「>%L」を付与する場合
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- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（４）　句頭の「引き延ばし」が句頭第 2モーラ以降まで及んでいる場合
［説明］
² 句頭の「引き延ばし」が句頭第 2モーラまで及んでいる場合，エクステンダーは句頭第２モーラ以降に
も付与することができる。
7.2.1.11 L%%L, H%%L, LH%%L, HL%%L：融合ラベル（境界音調）
［機能］
² 連続するアクセント句の句境界で F0が途切れなくつながっている場合における句末境界音調と句頭境
界音調を示す。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　基本
［説明］
² 複数のアクセント句が続けて発話され，なおかつ句境界にある分節音が有声音である場合，句境界にお
ける F0が途切れなくつながる場合がある。その際，先行アクセント句の句末境界音調と後続アクセン
ト句の句頭境界音調が同一時刻に生じることがある。このような場合，融合ラベルを用いる。
² 「下降調」（L%），「上昇調 1」（L%H%），「上昇調 2」（L%LH%），「上昇下降調」（L%HL%）でそれぞれ
終わるアクセント句が後続するアクセント句と連鎖し，F0が途切れなくつながりかつ句末境界音調と句
頭境界音調が双方とも同時刻に生じると判断される場合，それぞれ「L%%L」，「H%%L」，「LH%%L」，
「HL%%L」を句境界周辺に付与する。
［位置］
² 連続するアクセント句の句境界付近に観察される屈曲点に融合ラベルを付与する（図 7.50および図 7.51
参照）。
² 先行する句末境界音調が「下降調」（L%），「上昇下降調」（L%HL%）の場合で，屈曲点が複数観察され
る場合は（２）参照。
² 先行する句末境界音調が「下降調」（L%），「上昇下降調」（L%HL%）の場合で，屈曲点が句頭第 1モー
ラ終端以降にのみある場合は（３）参照。
² 先行する句末境界音調が「上昇調 1」（L%H%），「上昇調 2」（L%LH%）の場合に関しては（４）参照。
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［図］ 図 7.50，図 7.51参照。
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図 7.50 融合ラベル「L%%L」
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図 7.51 母音始端付近の屈曲点に「L%%L」を付与する場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　境界付近に屈曲点が複数観察される場合
［説明］
² 連続するアクセント句の句境界で F0曲線が途切れなくつながる場合でも，境界付近に屈曲点が複数観
察される場合にはラベルを分解して付与することもある。
² 屈曲点が複数観察されるときは，直線近似を行い最も妥当である点を選択するが，選択された点が単一
ではないときは（したがって句末境界音調と句頭境界音調が同時刻に生じていないと判断されるとき
は），融合ラベルは用いずに句末境界音調のラベルと句頭境界音調のラベルを分離して，それぞれの位
置に付与する。
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［位置］
² 先行するアクセント句の句末境界音調のラベルは句末最終モーラ終端付近の屈曲点に，後続するアクセ
ント句の句頭境界音調のラベルは句頭第 1モーラの母音始端付近の屈曲点に付与する（図 7.52参照）。
² 句末境界音調のラベルは句末最終モーラ終端より後に付与してはならない。屈曲点が後続アクセント句
頭の子音区間内に観察される場合はそれを無視し，先行アクセント句最終モーラ内にラベルを付与する。
² 句頭境界音調のラベルは句頭第 1モーラの母音始端より前に付与してはならない。屈曲点が後続アクセ
ント句頭の子音区間内に観察される場合はそれを無視し，後続アクセント句第 1モーラの母音始端以降
にラベルを付与する。
［図］ 図 7.52参照。
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図 7.52 アクセント句境界付近に屈曲点が複数観察される場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（３）　句頭第 1モーラ終端以降にのみ屈曲点がある場合
［説明］
² 屈曲点が句頭第 1モーラ終端以降に観察される場合がある。
［位置］
² 屈曲点が句境界付近にはなく第１モーラ終端以降に現れる場合，融合ラベルはその位置に付与してよい
（図 7.53参照）。
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［図］ 図 7.53参照。
࠻࡯ࡦጀ %LA                 L%%L           A        L% 
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図 7.53 句頭第２モーラ以降にのみ屈曲点がある場合
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（４）　句末境界音調が「上昇調 1」（L%H%）「上昇調 2」（L%LH%）の場合
［説明］
² 句末境界音調が上昇調 1（L%H%）上昇調 2（L%LH%）の場合，先行句が高い F0で終了するため，後
続句の句頭境界音調に対応する屈曲点の同定が困難になることがある。
［位置］
² 句末境界音調の上昇終了点（ピーク）から F0が下降する場合で，後続句の句頭境界音調に対応する屈
曲点（下降終了点）が同定できる場合は，融合ラベルを用いずに，「H%」をピーク（＝上昇終了点）に，
「%L」は下降終了点に付与する（図 7.54参照）。
² 句末境界音調の上昇終了点（ピーク）から F0が下降する場合で，後続句の句頭境界音調に対応する屈
曲点（下降終了点）が同定できず，F0が単調に下降し続ける場合は，融合ラベル「H%%L」をピーク
（＝上昇終了点）に付与する（図 7.55参照）。
² 句末境界音調の上昇終了点（ピーク）から下降開始点まで F0がフラットになる場合は，融合ラベルを
用いずに，「H%」をピークないし屈曲点（＝上昇終了点）に，「%L」は下降開始点に付与する（図 7.56
参照）。
² 融合ラベルを用いない場合は，句末境界音調のラベルは句末最終モーラ終端より後に付与してはならず，
句頭境界音調のラベルは句頭最終モーラ母音始端より前に付与してはならない。
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［図］ 図 7.54～図 7.56参照。
࠻࡯ࡦጀ %L H-   L% H% %L A     L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m   i  g  a     o  y  o  i   d   a
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図 7.54 後続句の句頭境界音調に対応する屈曲点（下降終了点）が同定できる場合
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図 7.55 後続句の句頭境界音調に対応する屈曲点（下降終了点）が同定できない場合
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࠻࡯ࡦጀ %L H- L% H% %L A   L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m   i  g  a     o  y  o  i   d   a
න⺆ጀ    mayumi ga     oyoi        da
BIጀ  1   2+b  1   3
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図 7.56 句末境界音調の上昇終了点（ピーク）から下降開始点まで F0がフラットになる場合
7.2.1.12 FL, FH
［機能］
² 韻律的フィラーの音調を示す。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　 FL
［説明］
² 韻律的フィラーのピッチが全体を通して低く知覚されることを示す。
² ピッチが高いか低いかの判断に迷う場合は，「FL」を付与する。これは，フィラーは低いピッチを持つ
ことが一般的であると考えられるためである。
² 詳細は 7.3節参照。
［位置］
² 韻律的フィラー区間の内部に付与する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　 FH
［説明］
² 韻律的フィラーのピッチが全体を通して高く知覚されることを示す。
［位置］
² 韻律的フィラー区間の内部に付与する。
² 詳細は 7.3節参照。
7.2.1.13 x ：補助記号（F0値が信頼できない）
［機能］
² この記号の付与されたトーンの F0値が信頼できないことを示す。
² F0が「信頼できない」と判断される理由にはラベルを付与すべき位置に，1）声質変化が生じている，
2）F0が誤抽出されている，3）促音・無声子音や無声化母音があるなどが含まれる。
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- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　 Ax
［説明］
² アクセント核を知覚するモーラ付近の F0値が信頼できないことを示す。
［位置］
² アクセント核を知覚するモーラの終端に付与する。これは通常アクセント核による F0の下降はモーラ
終端に生じる傾向が強いことに依拠する。
［注意］
² アクセント核をアクセント句始端のモーラに知覚する場合の「%LA」について，「%Lx」は母音始端に
付与するため，「%LxAx」という融合ラベルは有り得ない。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　 H{x
［説明］
² 句頭音調を知覚するモーラ付近の F0が信頼できないことを意味する。
［位置］
² 句頭第 2モーラの母音始端に付与する。これは通常句頭の上昇音調が句頭第 2モーラ始端に生じる傾向
が強いことに依拠する。
² なお，無声化などにより母音始端位置が特定できない場合はモーラ中央に付与する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（３）　%Lx
［説明］
² 「%L」を付与すべきアクセント句始端付近の F0値が信頼できないことを示す。
［位置］
² 句頭第１モーラの母音始端に付与する。
［注意］
² アクセント核をアクセント句始端のモーラに知覚する場合の「%LA」について，「Ax」はモーラ終端に
付与するため，「%LxAx」という融合ラベルは有り得ないことになる。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（４）　 L%x
［説明］
² 「L%」を付与すべき句末最終モーラ付近の F0が信頼できないことを示す。
［位置］
² 句末最終モーラ終端に付与する
［注意］
² 信頼できない F0値の区間が句末モーラ区間の半分以下であるときは，「x」なしで「L%」を信頼できる
F0 曲線の終端に付与する。信頼できない F0 値の区間が句末モーラ区間の半分以上を占めているとき
は，句末最終モーラ終端に「L%x」を付与する。
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² 「L%x」は BPMを構成する「L%」を付与すべき位置の F0が信頼できない場合にも使用される。詳し
くは（５）以降参照。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（５）　 L%x, H%x
［説明］
² 句末境界音調「上昇調 1」（L%H%）を示すラベル「L%」「H%」を付与すべき句末最終モーラ付近の F0
が信頼できないことを示す。
［位置］
² 「L%x」はピッチ上昇を知覚するモーラ（通常句末最終モーラ）の始端に付与する。句末第 2モーラに
促音を含む場合（例：「もって」），無音＋閉鎖区間の真中に付与する。
² 「H%x」は句末最終モーラ終端に付与する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（６）　 L%x, pHx , HL%x
［説明］
² 句末境界音調「上昇下降調」（L%HL%）を示すラベル「L%」「pH」「HL%」を付与すべき句末最終モー
ラ付近の F0が信頼できないことを示す。
［位置］
² 「L%x」はピッチ上昇を知覚するモーラ（通常句末最終モーラ）の始端に付与する。句末第 2モーラに
促音を含む場合（例：「もって」），無音＋閉鎖区間の真中に付与する。
² 「pHx」はピッチ上昇を知覚するモーラ（通常句末最終モーラ）の母音始端に付与する。最終モーラが
子音で始まらない場合，「pHx」を付与すべき最終モーラの母音始端と「L%x」を付与すべき最終モーラ
始端が一致するため，そこに融合ラベル「L%xpHx」を付与する。
² 「HL%x」は句末最終モーラ終端に付与する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（７）　 L%x, pLx , LH%x
［説明］
² 句末境界音調「上昇調 2」（L%LH%）を示すラベル「L%」「pL」「LH%」を付与すべき句末最終モーラ
付近の F0が信頼できないことを示す。
［位置］
² 「L%x」はピッチ上昇を知覚するモーラ（通常句末最終モーラ）の始端に付与する。句末第 2モーラに
促音を含む場合（例：「もって」），無音＋閉鎖区間の真中に付与する。
² 「pLx」はピッチ上昇を知覚するモーラ（通常句末最終モーラ）の母音始端に付与する。最終モーラが
子音で始まらない場合，「pLx」を付与すべき最終モーラの母音始端と「L%x」を付与すべき最終モーラ
始端が一致するため，そこに融合ラベル「L%xpLx」を付与する。
² 「LH%x」は句末最終モーラ終端に付与する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（８）　 >x
［説明］
² 「引き延ばし」を知覚するモーラ終端付近の F0が信頼できないことを示す。
7.2 各層の説明 405
［位置］
² 「引き延ばし」を知覚するモーラ（通常句頭第 1モーラ，句末最終モーラ）の終端に付与する。
［注意］
² 信頼できない F0 値の区間がモーラ区間の半分以下であるときは，「x」なしで「>」を信頼できる F0
曲線の終端に付与する。信頼できない F0値の区間がモーラ区間の半分以上を占めているときは，最終
モーラ終端に「>x」を付与する。
7.2.1.14 ?：補助記号（カテゴリーが不明確・存在が不明確）
［機能］
² この記号の付与されたトーンのカテゴリーが不明確，ないしその存在が不明確であることを示す。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　 A?
［説明］
² アクセント核が存在しているかどうか不明確であることを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　 H{?
［説明］
² 句頭上昇音調が存在しているかどうか不明確であることを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（３）　%L?
［説明］
² 使用しない。句頭境界音調の存在が不明確であることは，すなわちアクセント句境界の存在が不明確で
あることを意味し，その句境界の存在が不明確であることは BI層で示すことが可能であるためである。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（４）　 L%?
［説明］
² 句末境界音調のカテゴリーが不明確であるが，そのカテゴリーを「下降調」（L%）であると判断するこ
とが最も妥当であると考えられることを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
［注意］
² 「L%?」ラベルは通常，BPMが存在するか否かの判断に迷う場合に使用される。
² 「L%?」ラベルは，BPMが存在しないことが明らかな場合において，句末境界音調「下降調」が存在
するか否かが不明確である場合には，用いられることはない。句末境界音調「下降調」の存在が不明確
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であることは，すなわちアクセント句境界の存在が不明確であることを意味し，その句境界の存在が不
明確であることは BI層で示すことが可能であるためである。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（５）　 H%?
［説明］
² 句末境界音調のカテゴリーが不明確であるが，そのカテゴリーを「上昇調 1」（L%H%）であると判断す
ることが最も妥当であると考えられることを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
［注意］
² 「上昇調 1」（L%H%）を示すラベルには「L%」「H%」の 2つがあるが，「L%」には「?」を付与する必
要はない。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（６）　 HL%?
［説明］
² 句末境界音調のカテゴリーが不明確であるが，そのカテゴリーを「上昇下降調」（L%HL%）であると判
断することが最も妥当であると考えられることを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
［注意］
² 「上昇下降調」（L%HL%）を示すラベルには「L%」「pH」「HL%」の 3つがあるが，「L%」と「pH」
には「?」を付与する必要はない。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（７）　 LH%?
［説明］
² 句末境界音調のカテゴリーが不明確であるが，そのカテゴリーを「上昇調 2」（L%LH%）であると判断
することが最も妥当であると考えられることを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
［注意］
² 「上昇調 2」（L%LH%）を示すラベルには「L%」「pL」「LH%」の 3つがあるが，「L%」と「pL」には
「?」を付与する必要はない。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（８）　 >?
［説明］
² 「引き延ばし」が存在するかどうか不明確であることを示す。
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［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
7.2.1.15 ！：補助記号（位置が不明確）
［機能］
² この記号の付与されたトーンを付与すべき位置が不明確であることを示す。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　 A！
［説明］
² アクセント核を知覚するが，ラベルを付与すべき位置が不明確であること，あるいは複数あって迷うこ
とを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　 H{！
［説明］
² 句頭上昇音調を知覚するが，ラベルを付与すべき位置が不明確であること，あるいは複数あって迷うこ
とを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（３）　%L！
［説明］
² 句頭境界音調を知覚するが，ラベルを付与すべき位置が不明確であること，あるいは複数あって迷うこ
とを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
［位置］
² 「%L！」は句頭における「引き延ばし」区間の始端の位置が不明確な場合にも付与することができる
が，その場合「引き延ばし」の区間始端の候補点にこのラベルを付与する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（４）　 L%！
［説明］
² 句末境界音調「下降調」（L%）を知覚するが，ラベルを付与すべき位置が不明確であること，あるいは
複数あって迷うことを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
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［注意］
² 「L%！」は句末における「引き延ばし」区間の始端の位置が不明確な場合にも付与することができる
が，その場合「引き延ばし」の区間始端の候補点にこのラベルを付与する。
² 「L%！」は句末境界音調を構成する「L%」のラベルを付与すべき位置が不明確である場合にも使用さ
れる。詳しくは（５）以降参照。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（５）　 L%！, H%！
［説明］
² 句末境界音調「上昇調 1」を知覚するが，ラベルを付与すべき位置が不明確であること，あるいは複数
あって迷うことを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
［注意］
² 「H%！」は句末における「引き延ばし」区間の始端の位置が不明確な場合にも付与することができる
が，その場合「引き延ばし」の区間始端の候補点にこのラベルを付与する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（６）　 L%！, pH！, HL%！
［説明］
² 句末境界音調「上昇下降調」を知覚するが，ラベルを付与すべき位置が不明確であること，あるいは複
数あって迷うことを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（７）　 L%！, pL！, LH%！
［説明］
² 句末境界音調「上昇調 2」を知覚するが，ラベルを付与すべき位置が不明確であること，あるいは複数
あって迷うことを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（８）　 >！
［説明］
² 「引き延ばし」を知覚するが，「引き延ばし」区間終端を示すラベルを付与すべき位置が不明確であるこ
と，あるいは複数あって迷うことを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
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7.2.1.16 補助記号の融合的利用
［機能］
² 「x」，「?」，「!」の補助記号を融合的に用いて，F0が信頼できない場合（「x」），カテゴリー・存在が不明
確である場合（「?」），位置が不明確である場合（「!」）が融合的に現れたことを示す。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　 x?
［説明］
² F0 値が信頼できず，かつカテゴリーが不明確な場合，「T x?」のように補助記号を融合して（「T」は
トーンラベルを表す），そのことを示す。
［位置］
² F0値が信頼できない場合（「x」が付与される場合）と同じである。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　 x!
［説明］
² 使用されない。F0値が信頼できない場合は，必ず位置が不明確であるので，F0値が信頼できず，かつ位
置が不明確であることを示す「x!」という表現は冗長であるからである。この場合，「x」のみを用いる。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（３）　！?
［説明］
² 位置が不明確，かつカテゴリー・存在が不明確な場合，「T!?」のように補助記号を融合して（「T」は
トーンラベルを表す），そのことを示す。
［位置］
² ラベル付与位置として最も妥当であると考えられる位置に付与する。
7.2.2 BI層
7.2.2.1 1
［機能］
² 語境界を示す。
［説明］
² 語境界を示す BIである（図 7.57参照）。
² X{JToBIでは CSJにおける短単位（3章参照）を語の単位としている。
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［図］ 図 7.57参照。
࠻࡯ࡦጀ       %L     H-                     L%%L    H-               A       L% 
ಽ▵㖸ጀ     a n     o,o b  a s   a N  t   o   a n     o,o  b   aH  s  a  N  g  a
න⺆ጀ         ano     oba     saN    to      ano   o     baH     saN    ga
BIጀ    1       1       1     2        1   1        1        1     3
ޟ޽ߩ߅߫ߐࠎߣ޽ߩ߅߫޽ߐࠎ߇㧔ࠕࡁࠝࡃࠨࡦ࠻ࠕࡁࠝࡃ┓࡯ࠨࡦࠟ㧕ޠ
⺆Ⴚ⇇ࠍ BI=1ߣߔࠆޕ
図 7.57 BI=1
7.2.2.2 2
［機能］
² アクセント句境界を示す。
［説明］
² アクセント句境界を示す BIである。
［図］ 図 7.58～図 7.60参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L H-   L%%L    A      L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u  m i   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ   mayumi ga   oyoi     da
BIጀ 1 2 1 3
ޟ⌀↱⟤߇ᵒ޿ߛ㧔ࡑ࡙ࡒ࡛ࠟࠝ┓ࠗ࠳㧕ޠ
ήᩭࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߣ᦭ᩭࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ߇㓞ធߒޔᓟ⛯ߔࠆࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߦࡇ࠶࠴࡟ࡦࠫߩ᜛ᄢ߇ⷰኤߐࠇߥ޿ߩߢޔ
BI=2ߣߥࠆޕ
図 7.58 BI=2：無核アクセント句と有核アクセント句の連続
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࠻࡯ࡦጀ    %L       A               L%%L       A      L%  
ಽ▵㖸ጀ      t    a  r        oH   g   a   o  y  o    i  d    a  
න⺆ጀ              taroH      ga           oyoi     da 
BIጀ          1       2              1      3 
ޟᄥ㇢߇ᵒ޿ߛ㧔࠲┓ࡠ࡯࡛ࠟࠝ┓ࠗ࠳㧕ޠ
᦭ᩭࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ߇ㅪ⛯ߒޔᓟ⛯ߔࠆࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߦ࠳࠙ࡦࠬ࠹࠶ࡊߩലᨐ߇ⷰኤߐࠇࠆߚ߼ޔBI=2ߣߥࠆޕ
図 7.59 BI=2：有核アクセント句の連鎖 1
࠻࡯ࡦጀ    %L  A L%%L    A  L%%L    A   L%%L  A     L%
ಽ▵㖸ጀ   a o     i y a n   e n o   i    e g   a m  i e r   u
න⺆ጀ    aoi   yane    no  ie  ga  mieru
BIጀ 2 1 2 1 2 3
ޟ㕍޿ደᩮߩኅ߇⷗߃ࠆ㧔ࠕࠝ┓ࠗࡗ┓ࡀࡁࠗࠛ┓ࠟࡒࠛ┓࡞㧕ޠ
᦭ᩭࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ߇ 4 ߟㅪ⛯ߒޔᓟඨ 3 ߟߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߔߴߡߦ࠳࠙ࡦࠬ࠹࠶ࡊߩലᨐ߇ⷰኤߐࠇࠆߚ߼ޔBI=2
ߣߥࠆޕ
図 7.60 BI=2：有核アクセント句の連鎖 2
［注意］
² アクセント句境界の存在，およびピッチレンジの拡大の判断に関しては 7.2.2.17節を参照のこと。
7.2.2.3 3
［機能］
² イントネーション句境界を示す。
［説明］
² イントネーション句境界を示す BIである。
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［図］ 図 7.61参照。
࠻࡯ࡦጀ    %L  A L%%L    A   L%%L     A   L%%L  A     L%
ಽ▵㖸ጀ   a o     i y a n   e n o   i    e g   a m  i e r   u
න⺆ጀ    aoi   yane    no  ie  ga  mieru
BIጀ 2 1 3 1 2 3
ޟ㕍޿ደᩮߩኅ߇⷗߃ࠆ㧔ࠕࠝ┓ࠗࡗ┓ࡀࡁࠗࠛ┓ࠟࡒࠛ┓࡞㧕ޠ
᦭ᩭࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ߇ 4 ߟㅪ⛯ߒߡ޿ࠆ߇ޔ3 ߟ⋡ߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߢ࠳࠙ࡦࠬ࠹࠶ࡊߩലᨐ߇ᢿߜಾࠄࠇޔࡇ࠶࠴࡟ࡦ
ࠫߩ᜛ᄢ߇↢ߓߡ޿ࠆߚ߼ޔBI=3ߣߥࠆޕ
図 7.61 BI=3：有核アクセント句の連鎖
7.2.2.4 1+
［機能］
² 語境界（BI=1）とアクセント句境界（BI=2）の中間を示す。
［説明］
² つまりアクセント句境界の有無が不明のとき（BI=1か BI=2か迷うとき）用いる。
［図］ 図 7.62参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L H-    A      L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u  m  i   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ    mayumi ga  oyoi     da
BIጀ 1 1+ 1 3
ޟ⌀↱⟤߇ᵒ޿ߛ㧔ࡑ࡙ࡒ࡛ࠟࠝ┓ࠗ࠳㧕ޠ
ήᩭᢥ▵ߣ᦭ᩭᢥ▵߇㓞ធߒޔߘࠇࠄ߇Ⲣวߒߡ޿ࠆ߆ޔ2 ߟߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏࠍ᭴ᚑߒߡ޿ࠆ߆ߩ್ᢿ߇࿎㔍ߢ޽ࠆ
ߚ߼ BI=1+߇↪޿ࠄࠇߡ޿ࠆޕ
図 7.62 BI=1+
［注意］
² 1+に対応するトーン層には，いかなるラベルも付与しない。
² BIの値の判断に迷う場合は，BI=1+p（7.2.2.5節参照）のように，判断を困難にさせる音声学的根拠
を「+」記号の後に明示することが推奨される。
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7.2.2.5 1+p
［機能］
² アクセント句内にポーズが介在していることを示す。
［説明］
² 語境界にポーズが生じているにも関わらずイントネーション上の連続性があり，1つのアクセント句を
なしていると解釈できるときに用いる。
［図］ 図 7.63参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L H-    L%%L     A     L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u  m  i     <pz>  g   a  o y  o    i  d    a
න⺆ጀ    mayumi  ga   oyoi     da
BIጀ 1+p 2 1 3
ޟ⌀↱⟤߇ᵒ޿ߛ㧔ࡑ࡙ࡒ࡛ࠟࠝ┓ࠗ࠳㧕ޠ
ޟ⌀↱⟤ޠߩᓟߦࡐ࡯࠭߇੺࿷ߔࠆ߇ޔᓟ⛯ߔࠆഥ⹖ޟ߇ޠߣࠗࡦ࠻ࡀ࡯࡚ࠪࡦ਄ߩㅪ⛯ᕈ߇ⷰኤߐࠇࠆߩߢޔ1 ߟ
ߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏࠍ᭴ᚑߒߡ޿ࠆߣ⸃㉼ߐࠇޔBI=1+pߣߥࠆޕ
図 7.63 BI=1+p
［注意］
² 1+p に対応するトーン層には，いかなるラベルも付与しない（ただし句末境界音調の一部を構成する
「L%」の場合は除く）。
7.2.2.6 2+
［機能］
² アクセント句境界（BI=2）とイントネーション句境界（BI=3）の中間を示す。
［説明］
² アクセント句境界（BI=2）か，イントネーション句境界（BI=3）かの判断に迷う場合に付与する。
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［図］ 図 7.64参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L  A   L%%L  H-     L% 
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a   o  d  o  Q  t  a
න⺆ጀ taroH ga  odoQ     ta
BIጀ 1 2+ 1 3
ޟᄥ㇢߇〭ߞߚ㧔࠲┓ࡠ࡯ࠟࠝ࠼࠶࠲㧕ޠ
᦭ᩭᢥ▵ߣ᦭ᩭᢥ▵߇㓞ធߒޔߘߩႺ⇇߇ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߩႺ⇇߆ࠗࡦ࠻ࡀ࡯࡚ࠪࡦฏߩႺ⇇߆ߩ್ᢿ߇࿎㔍ߢ޽ࠆߚ
߼ BI=2+߇↪޿ࠄࠇߡ޿ࠆޕ
図 7.64 有核文節＋無核文節（ピッチレンジ拡大の判断が困難な場合）
［注意］
² BIの値の判断に迷う場合は，BI=2+p, 2+b, 2+bp（7.2.2.7{7.2.2.9節参照）のように，判断を困難に
させる音声学的根拠を「+」記号の後に明示することが推奨される。
7.2.2.7 2+p
［機能］
² アクセント句境界にポーズが介在していることを示す。
［説明］
² アクセント句境界にポーズが生じているにも関わらず，後続アクセント句にピッチレンジの拡大が観察
されないときに用いる。
［図］ 図 7.65，図 7.66参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L H-   L%   %L   A  L%
ಽ▵㖸ጀ m  a y   u   m  i   g  a  <pz>  o  y  o    i  d    a
න⺆ጀ    mayumi ga    oyoi     da
BIጀ 1 2+p 1 3
ޟ⌀↱⟤߇ᵒ޿ߛ㧔ࡑ࡙ࡒ࡛ࠟࠝ┓ࠗ࠳㧕ޠ
ήᩭࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߣ᦭ᩭࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ߇ㅪ⛯ߒߡ߅ࠅޔᦨೋߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߩᓟߦࡐ࡯࠭߇ሽ࿷ߔࠆ߇ޔᓟ⛯ࠕࠢ࠮
ࡦ࠻ฏߦࡇ࠶࠴࡟ࡦࠫߩ᜛ᄢ߇ⷰኤߐࠇߥ޿ߩߢޔBI=2+pߣߥࠆޕ
図 7.65 BI=2+p：無核アクセント句と有核アクセント句の連鎖
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࠻࡯ࡦጀ    %L  A L%%L    A    L%  %L   A   L%%L A     L%
ಽ▵㖸ጀ   a o     i y a n   e n o  <pz> i  e g   a m i   e  r   u
න⺆ጀ    aoi   yane    no   ie     ga   mieru
BIጀ 2 1 2+p 1 2 3
ޟ㕍޿ደᩮߩኅ߇⷗߃ࠆ㧔ࠕࠝ┓ࠗࡗ┓ࡀࡁࠗࠛ┓ࠟࡒࠛ┓࡞㧕ޠ
4ߟߩ᦭ᩭࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ߇ㅪ⛯ߒޔ2⇟⋡ߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߩᓟߦࡐ࡯࠭߇ሽ࿷ߔࠆ߇ޔ࠳࠙ࡦࠬ࠹࠶ࡊߩലᨐ߇ᓟ⛯ࠕ
ࠢ࠮ࡦ࠻ฏߦ෸ࠎߢ޿ࠆߩߢޔBI=2+pߣߥࠆޕ
図 7.66 BI=2+p：有核アクセント句の連鎖
［注意］
² 後続する句でダウンステップの効果が断ち切られているなど，ピッチレンジの拡大が観察されれば，イ
ントネーション句の境界であると解釈し，BI=3となる（図 7.67参照）。
［図］ 図 7.67参照。
࠻࡯ࡦጀ    %L  A L%%L    A    L%  %L  A   L%%L A     L%
ಽ▵㖸ጀ   a o     i y a n   e n o  <pz> i  e g   a m i   e  r   u
න⺆ጀ    aoi   yane  no   ie     ga   mieru
BIጀ 2 1 3 1 2 3
ޟ㕍޿ደᩮߩኅ߇⷗߃ࠆ㧔ࠕࠝ┓ࠗࡗ┓ࡀࡁࠗࠛ┓ࠟࡒࠛ┓࡞㧕ޠ
4ߟߩ᦭ᩭࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ߇ㅪ⛯ߒޔ2⇟⋡ߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߩᓟߦࡐ࡯࠭߇ሽ࿷ߔࠆ߇ޔ࠳࠙ࡦࠬ࠹࠶ࡊߩലᨐ߇ᢿߜಾ
ࠄࠇᓟ⛯ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߦࡇ࠶࠴࡟ࡦࠫߩ᜛ᄢ߇ⷰኤߐࠇࠆߩߢޔBI=3ߣߥࠆޕ
図 7.67 BI=3：後続アクセント句におけるピッチレンジの拡大
7.2.2.8 2+b
［機能］
² アクセント句境界に BPMが介在していることを示す。
［説明］
² アクセント句境界に BPMが介在しているにも関わらず，後続アクセント句にピッチレンジの拡大が観
察されないときに用いる。
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［図］ 図 7.68参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L  A L%   H%%L    A     L% 
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a   o  y  o  i  d    a
න⺆ጀ taroH ga  oyoi     da
BIጀ 1 2+b 1 3
ޟᄥ㇢߇ᵒ޿ߛ㧔࠲┓ࡠ࡯࡛ࠟࠝ┓ࠗ࠳㧕ޠ
2ߟߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ߇㓞ធߒޔ೨ඨߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߦ BPM߇↢ߓߡ߅ࠅޔ߆ߟᓟඨߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߦ࠳࠙ࡦࠬ࠹࠶ࡊ
ߩലᨐ߇෸ࠎߢ޿ࠆߩߢ BI=2+bߣߥࠆޕ
図 7.68 BI=2+b：有核アクセント句の連鎖
7.2.2.9 2+bp
［機能］
² アクセント句境界に BPMとポーズが介在していることを示す。
［説明］
² アクセント句境界に BPMおよびポーズが介在しているにも関わらず，後続アクセント句にピッチレン
ジの拡大が観察されないときに用いる。
［図］ 図 7.69参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L  A L%   H%  %L   A    L%
ಽ▵㖸ጀ  t  a  r   oH   g  a  <pz> o  y    o  i  d   a
න⺆ጀ taroH ga  oyoi     da
BIጀ 1 2+bp 1 3
ޟᄥ㇢߇ᵒ޿ߛ㧔࠲┓ࡠ࡯࡛ࠟࠝ┓ࠗ࠳㧕ޠ
2ߟߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ߇㓞ធߒޔ೨ඨߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏᧃߦ BPMߣࡐ࡯࠭߇↢ߓߡ޿ࠆ߇ޔᓟඨߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߦ࠳࠙ࡦ
ࠬ࠹࠶ࡊߩലᨐ߇෸ࠎߢ޿ࠆߩߢ BI=2+bpߣߥࠆޕ
図 7.69 BI=2+bp：有核アクセント句の連鎖
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7.2.2.10 3+
［機能］
² イントネーション句より強い境界を示す。
［説明］
² BI=3+は BI=3より強い境界で発話の終了を意味している。J ToBIの「¯nality」に相当する。
² 発話の終了という概念は，その性質上，主観的なものであるが，次の現象を考慮することが判断の助け
になる。すなわち，発話末の F0下降（¯nal F0 lowering），分節音の伸長，creaky voice，声量の低下，
長いポーズなどである。
² CSJでは用いられない。
7.2.2.11 P
［機能］
² 語内部のポーズを示す。
［説明］
² CSJでは語内部にポーズが生じたとき，それが 200msを超える場合に限り，単語ラベルはポーズによっ
て分割される。
² この場合，ポーズをはさんでアクセント句が継続していると判断できる場合にはポーズの始端の位置に
BI=Pを与える。アクセント句が継続していないと判断した場合には，それぞれ別のアクセント句とし
て，つまり分断された語はそれぞれ語断片（7.4節参照）としてラベリングする。
² 短いポーズについては，韻律的な境界が認められる場合にポーズとして扱いラベリングを行う。韻律的
な境界が認められなければポーズを無視してラベリングを行う。
［図］ 図 7.70参照。
࠻࡯ࡦጀ    %L   H-    L%%L  A    L%
ಽ▵㖸ጀ  i  <pz> m  a  n  o m   a    d    o
න⺆ጀ   i   ma  no    mado
BIጀ P 1 2 3
ޟዬ㑆ߩ⓹㧔ࠗࡑࡁࡑ┓࠼㧕ޠ
⺆ߩౝㇱߦࡐ࡯࠭߇૏⟎ߔࠆߎߣߦࠃߞߡ↢ߓߚႺ⇇ߦޟPޠࠍઃਈߔࠆޕ⺆ౝㇱߦ 200msએ਄ߩࡐ࡯࠭߇↢ߓߡ޿
ࠆߩߢޔ⍴න૏ޟࠗࡑޠߩౝㇱߦන⺆࡜ࡌ࡞ߩႺ⇇߇⹺߼ࠄࠇߡ޿ࠆޕ
図 7.70 BI=P
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7.2.2.12 D , <D
［機能］
² 韻律的語断片が生じた発話における，韻律的語断片の始端・終端をそれぞれ表す。
［説明］
² 短単位が断片化した発話で，かつ，そこに韻律上の非流暢性が知覚される場合，その語断片（韻律的語
断片）の直前に「<D」を，終端に「D」を付与している。
² 詳細は 7.4節参照。
7.2.2.13 F , <F
［機能］
² 韻律的フィラー区間を表す。
［説明］
² 韻律的フィラーに先行するアクセント句の BIに「<F」を，一方「F」は韻律的フィラー区間の終端の
BIに付与して韻律的フィラー区間を示す。
² 韻律的フィラーの始端を示す「<F」は，韻律的フィラーに先行するアクセント句と韻律的フィラーに後
続するアクセント句との関係を示す BIの値とともに，「2<F」のように使用される。
² 韻律的フィラーの終端を示す「F」は単独で使用し，後続するアクセント句との関係は示さない。
² 詳細は 7.3節参照。
7.2.2.14 F2
［機能］
² 対話音声における応答表現やあいづちなどのうち，ラベリングを施すことが困難であるものを示す。
［説明］
² 対話音声における応答表現やあいづちなどで，その音声にラベリングを施すことが困難であるものはラ
ベリングの対象から外されるが，そのラベリング対象から外された発話終端の BIに「F2」を付与する。
² BI層にラベル「F2」が記入されている短単位区間には，トーン情報は何も記入されない。
² 詳細は 7.5.9節参照。
7.2.2.15 W
［機能］
² ひとつの語内部において，複数のアクセント核が生じるか，アクセント核の後ろに句頭の上昇類似の上
昇が生じたことを示す。
［説明］
² ひとつの語内部において，複数のアクセント核が生じるかアクセント核の後ろに句頭の上昇類似の上昇
が生じた場合，その境界の BIに「W」を付与する。
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［図］ 図 7.71参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L  A L%%L   H-   A    L%
ಽ▵㖸ጀ  e  k  i  m  a e  w a  k  a w a r  a n  a i  sj  i
න⺆ጀ  ekimae   wa   kawara   nai   sji
BIጀ W 1 1 1 1 3
ޟ㚞೨ߪᄌࠊࠄߥ޿ߒ㧔ࠛ┓ࠠࡑࠛࡢࠞࡢ࡜࠽┓ࠗࠪ㧕ޠ
⺆ߩౝㇱߦ߅޿ߡޔࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭߦᓟ⛯ߒߡฏ㗡ߩ਄᣹㘃ૃߩ਄᣹߇↢ߓߡ޿ࠆߎߣߦࠃࠅႺ⇇߇↢ߓߡ޿ࠆߩߢޔ
ߘߩႺ⇇ࠍ BI=Wߣߔࠆޕ
図 7.71 BI=W
7.2.2.16 PB
［機能］
² ふたつの境界音調が隣接して継起したことを示す。
［説明］
² PBは「Parasitic Boundary」の略である。自発音声ではふたつの境界音調が隣接して継起したと解釈
できる発話が生じることがある。その場合，最初の境界音調末尾に BIラベル「PB」を付与し，２番目
の境界音調には通常の BIを付与している。
² PBが生じる典型的環境は何らかの語句が引用された場合である。
² 詳細は 7.5.8参照。
［図］ 図 7.72参照。
࠻࡯ࡦጀ   %L   A  L% H%   H%%L L%
ಽ▵㖸ጀ  n oH gy oH  <pz>  n  o s   u i  t  a   i g  a
න⺆ጀ   noHgyoH   no  suitai   ga
BIጀ PB 2+b 1 3
ޟㄘᬺߩ⴮ㅌ߇㧔ࡁ┓࡯࡚ࠡ࡯<pz>ࡁࠬࠗ࠲ࠗࠟ㧕ޠ
ޟㄘᬺޠߩᧃየߦฏᧃႺ⇇㖸⺞㧔਄᣹⺞㧕߇↢ߓߚ߁߃ޔࡐ࡯࠭ࠍ᜽ߺᓟ⛯ߔࠆഥ⹖ߦ߽ฏᧃႺ⇇㖸⺞㧔਄᣹⺞㧕ߩ
৻ㇱ߇↢ߓߡ޿ࠆߩߢޔ೨ඨߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߩ⚳┵ߪ BI=PBߣߥࠆޕ
図 7.72 BI=PB
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7.2.2.17 アクセント句・イントネーション句境界の認定
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（１）　基本
［説明］
² 複数の文節の連鎖が１つのアクセント句に融合する現象がある（ここで言う「文節」とは，いわゆる内
容語と機能語がひとまとまりとなった単位として便宜的に定義される単位のことで，CSJにおいて定義
される文節とは完全に一致しない）。
² 文節の融合の現象は一般に表 7.11のように規則化できる。要するに 2つの文節の境界にアクセント句
境界が生じないというだけであり，アクセント核の有無や位置が変化することは原則としてない。した
がって，有核文節 +有核文節の場合は原則として融合することはない。
² 複数の文節の連鎖が１つのアクセント句に融合しているか否かの判断は，後続文節の冒頭にピッチ上昇
（境界音調（%L）と句頭音調（H{）の連鎖による上昇）が知覚されるか否かに依拠する。
² 複数の文節の連鎖が１つのアクセント句に融合しない場合，隣接する文節にはアクセント句境界あるい
はイントネーション句境界のいずれかが生じることになる。
² 生じた境界がアクセント句境界なのかあるいはイントネーション句境界なのかの判断は，後続文節に
ピッチレンジの拡大が知覚されるか否かに依拠する。
² 無核文節＋有核文節の場合におけるアクセント句・イントネーション句境界の認定の詳細は（２）参照。
² 無核文節＋無核文節の場合におけるアクセント句・イントネーション句境界の認定の詳細は（３）参照。
² 有核文節＋無核文節の場合におけるアクセント句・イントネーション句境界の認定の詳細は（４）参照。
² 有核文節＋有核文節の場合におけるアクセント句・イントネーション句境界の認定の詳細は（５）参照。
表 7.11 文節の融合規則
融合前 融合後 例
無核文節＋有核文節 有核アクセント句 マユミガ＋オヨ┓イダ
無核文節＋無核文節 無核アクセント句 マユミガ＋オドッタ
有核文節＋無核文節 有核アクセント句 タ┓ローガ＋オドッタ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（２）　無核文節＋有核文節
［説明］
² 無核文節＋有核文節が融合しているかどうかの判断は，無核文節と有核文節の境界にピッチ上昇が知覚
されるかどうかに依拠する。
² すなわち，文節境界にピッチ上昇が知覚されれば融合していない（BI≧ 2）と判断し（図 7.74・図 7.75
参照），知覚されなければ融合している（BI<2）と判断する（図 7.73参照）。
² 無核文節＋有核文節が融合していないと判断された場合，当該の文節間にアクセント句境界が生じてい
るのか，それともイントネーション句境界が生じているのかの判断をする必要がある。その判断は後続
文節のピッチレンジが先行文節のピッチレンジより拡大しているかに依拠する。
² すなわち，ピッチレンジが拡大されていなければ，アクセント句境界が生じている（2≦ BI<3）と判断
し（図 7.74参照），拡大されていれば，イントネーション句境界が生じている（BI=3）と判断する（図
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7.75参照）。
² ピッチレンジの拡大の有無の判断が困難な場合，後続文節に明らかな卓立が知覚されればイントネー
ション句境界を認め（BI=3），知覚されなければアクセント句境界を認める（2≦ BI<3）。
［図］ 図 7.73～図 7.75参照。
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図 7.73 無核文節＋有核文節（融合している場合）
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図 7.74 無核文節＋有核文節（融合なし・ピッチレンジ拡大なし）
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図 7.75 無核文節＋有核文節（融合なし・ピッチレンジ拡大あり）
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（３）　無核文節＋無核文節
［説明］
² 無核文節＋無核文節が融合しているかどうかの判断は，無核文節と無核文節の境界にピッチ上昇が知覚
されるかどうかに依拠する。
² すなわち，文節境界にピッチ上昇が知覚されれば融合していない（BI≧ 2）と判断し（図 7.77・図 7.78
参照），知覚されなければ融合している（BI<2）と判断する（図 7.76参照）。
² 無核文節＋無核文節が融合していないと判断された場合，当該の文節間にアクセント句境界が生じてい
るのか，それともイントネーション句境界が生じているのかの判断をする必要がある。その判断は後続
文節のピッチレンジが先行文節のピッチレンジより拡大しているかに依拠する。
² すなわち，ピッチレンジが拡大されていなければ，アクセント句境界が生じている（2≦ BI<3）と判断
し（図 7.77参照），拡大されていれば，イントネーション句境界が生じている（BI=3）と判断する（図
7.78参照）。
² ピッチレンジの拡大の有無の判断が困難な場合，後続文節の句頭音調（H{）が先行文節の句頭音調より
高く知覚されればイントネーション句境界を認め（BI=3），高く知覚されなければアクセント句境界を
認める（2≦ BI<3）（図 7.79参照）。
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［図］ 図 7.76～図 7.79参照。
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図 7.76 無核文節＋無核文節（融合している場合）
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図 7.77 無核文節＋無核文節（融合なし・ピッチレンジ拡大なし）
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図 7.78 無核文節＋無核文節（融合なし・ピッチレンジ拡大あり）
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図 7.79 無核文節＋無核文節（ピッチレンジ拡大の判断が困難な場合）
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（４）　有核文節＋無核文節
［説明］
² 有核文節＋無核文節が融合しているかどうかの判断は，有核文節と無核文節の境界にピッチ上昇が知覚
されるかどうかに依拠している。
² すなわち，文節境界にピッチ上昇が知覚されれば融合していない（BI≧ 2）と判断し（図 7.81・図 7.82
参照），知覚されなければ融合している（BI<2）と判断する（図 7.80参照）。
² 有核文節＋無核文節が融合していないと判断された場合，当該の文節間にアクセント句境界が生じてい
るのか，それともイントネーション句境界が生じているのかの判断をする必要がある。その判断は後続
文節のピッチレンジが先行文節のピッチレンジより拡大しているかに依拠する。先行文節はアクセント
核を有するので，ピッチレンジの拡大の有無はダウンステップの効果の有無と同義となる。
² すなわち，ピッチレンジが拡大されていなければ（ダウンステップの効果が継続されていれば），アク
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セント句境界が生じている（2≦ BI<3）と判断し（図 7.81参照），拡大されていれば（ダウンステッ
プの効果が断ち切られていれば），イントネーション句境界が生じている（BI=3）と判断する（図 7.82
参照）。
² ピッチレンジの拡大の有無の判断（ダウンステップの効果の有無の判断）が困難な場合，後続文節に明
らかな卓立が知覚されればイントネーション句境界を認め（BI=3），知覚されなければアクセント句境
界を認める（2≦ BI<3）（図 7.83参照）。
［図］ 図 7.80～図 7.83参照。
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図 7.80 有核文節＋無核文節（融合あり）
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図 7.81 有核文節＋無核文節（融合なし・ピッチレンジ拡大なし）
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図 7.82 有核文節＋無核文節（融合なし・ピッチレンジ拡大あり）
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図 7.83 有核文節＋無核文節（ピッチレンジ拡大の判断が困難な場合）
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（５）　有核文節＋有核文節
［説明］
² 有核文節＋有核文節は原則として融合することはない。
² 有核文節＋有核文節の場合は原則として当該の文節間に境界が生じることになるが，その際それがアク
セント句境界なのか，それともイントネーション句境界なのかの判断をする必要がある。その判断は後
続文節のピッチレンジが先行文節のピッチレンジより拡大しているかに依拠する。先行文節はアクセン
ト核を有するので，ピッチレンジの拡大の有無はダウンステップの効果の有無と同義となる。
² すなわち，ピッチレンジが拡大されていなければ（ダウンステップの効果が継続されていれば），アク
セント句境界が生じている（2≦ BI<3）と判断し（図 7.84参照），拡大されていれば（ダウンステッ
プの効果が断ち切られていれば），イントネーション句境界が生じている（BI=3）と判断する（図 7.85
参照）。
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² ピッチレンジの拡大の有無の判断（ダウンステップの効果の有無の判断）が困難な場合，後続文節に明
らかな卓立が知覚されればイントネーション句境界を認め（BI=3），知覚されなければアクセント句境
界を認める（2≦ BI<3）（図 7.86参照）。
² 有核アクセント句が 3つ以上連続する際，ダウンステップの効果が絶ち切られ，ピッチレンジが拡大さ
れた時点でイントネーション句の境界を認定することができる。ただしダウンステップの効果が断ち切
られた以降のアクセント句のピッチレンジが，最初のアクセント句より拡大せず，大局的に見ればピッ
チレンジは縮小していることがよくある。しかしピッチレンジの拡大の有無（ダウンステップの効果の
有無）の判断は直前のアクセント句との比較で行うので，そのような場合でもイントネーション句境界
を認定する。つまり大局的なピッチレンジの縮小はダウンステップの効果であるとはみなされない（図
7.87参照）。
² 有核文節に強調（focus）が置かれると，後続する有核文節のピッチレンジが極端に縮小されることが
ある。極端に縮小されたピッチレンジではアクセント核の視認は困難となり，あたかも隣接する有核文
節がひとつのアクセント句に融合してしまったように見えることがある。しかし強調などの要因でアク
セント核が削除されることは原則としてない。したがって，たとえアクセント核が視認できなくても，
それが知覚されるならば，アクセント句には 1つのアクセント核しか存在し得ないという公理に基づい
て，アクセント句境界を文節間に認定する（図 7.88参照）。
［図］ 図 7.84～図 7.88参照。
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図 7.84 有核文節＋有核文節（ピッチレンジ拡大なし）
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図 7.85 有核文節＋有核文節（ピッチレンジ拡大あり）
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図 7.86 有核文節＋有核文節（ピッチレンジ拡大の判断が困難な場合）
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7.2.3 単語層
7.2.3.1 単語ラベル
［機能］
² 語の音韻的語形と語境界を示す。
［説明］
² 語の単位は短単位（3章参照）が用いられる。
² 語の音韻的語形は，転記テキストの発音形（2.4節参照）に基づいて，分節音列に変換したものが用いら
れる。（例）「単語」の場合「taNgo」，「自動車」の場合「zjidoHsya」
² さらに転記テキストの一部の情報が以下のように単語ラベルに用いられる（「/」は単語境界を示す）。
1. 言いよどみ 「(D ワタ)ワタクシワ」の場合，「(D wata)/watakusji/wa」
2. 言い誤り 「(W コッゴケン;コクゴケン)の場合，「(W koQgokeN;kokugokeN)」
3. 音声の非語彙的伸張　「ソレデ<H>」の場合，「sore/de<H>」
4. フィラー 「(F エ )ー」の場合，「(F eH)」
7.2.3.2 アクセントラベル
［機能］
² 単語のアクセント情報（アクセント核の有無，およびその位置）を示す。
［説明］
² アクセント核を知覚したモーラの左端に「’」を付与する。
² アクセント核を知覚しない場合，すなわち無核語の場合は何も付与しない。
［注意］
² CSJの韻律ラベリング対象となるデータは原則として東京方言話者によるものであり，多くのアクセン
ト核の位置はアクセント辞書に記載されているような規範的なものであることが期待できるが，規範的
でない発音や発音誤りなどで異動が生じる可能性がある。
² そのような場合は，規範的なアクセント核の位置ではなく知覚されたアクセント核の位置に「’」が付与
される。
7.2.4 プロミネンス層
7.2.4.1 PNLP
［機能］
² Penult Non-Lexical Prominence（PNLP）と呼ぶ現象が生じたことを示す。
［説明］
² PNLPとは，アクセント句末第 2モーラがアクセント核を持たないにも関わらず，そこにアクセント核
類似の卓立が生じる現象のことである。
² 句末境界音調「上昇下降調」（L%HL%）が句末 2モーラにわたって生じる変異であると解釈される。
² 詳細は 7.5.1節参照。
［位置］
² この現象が存在するアクセント句の句末の BIに対応する位置に「PNLP」を付与する。
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7.2.4.2 FR
［機能］
² Floating Rise（FR）と呼ぶ現象が生じたことを示す。
［説明］
² FRとは，川上（1963）が「浮き上がり調」と呼んだ現象におよそ相当するもので，アクセント句末に
おけるピッチ上昇の始端が，句末第 2モーラないしそれ以前に置かれる現象である。
² 句末境界音調「上昇調 1」（L%H%），まれに「上昇下降調」（L%HL%）が句末 2モーラ以上にわたって
生じる変異であると解釈される。
² 詳細は 7.5.2節参照。
［位置］
² この現象が存在するアクセント句の句末の BIに対応する位置に「FR」を付与する。
7.2.4.3 HR
［機能］
² Hooked Rise（HR）と呼ぶ現象が生じたことを示す。
［説明］
² HRとは，川上（1963）が「つり上げ調」と呼んだ現象におよそ相当するものであり，アクセント句末
が「～です」「～ます」で終わる発話において，句末 2モーラが [des], [mas]と１音節に発音され，その
音節始端から急にピッチが上昇する現象である。
² 1音節として発音された句末の 2モーラにわたって句末境界音調「上昇調」（L%H%）が生じた現象と
解釈される。
² 詳細は 7.5.3節参照。
［位置］
² この現象が存在するアクセント句の句末の BIに対応する位置に「HR」を付与する。
7.2.4.4 EUAP
［機能］
² Emphasized Unaccented Accentual Phrase（EUAP）と呼ばれる現象が生じたことを示す。
［説明］
² EUAPとは強調（focus）の置かれた無核アクセント句に後続するアクセント句のピッチレンジが縮小
する現象を示す。
² EUAPは，有核アクセント句に後続するアクセント句のピッチレンジの縮小（ダウンステップ）に類似
するが，後者は先行アクセント句のアクセント核に起因する現象であるのに対して，前者は先行アクセ
ント句に置かれる強調に起因する現象である点で異なる。
² 詳細は 7.5.4節参照。
［位置］
² 縮小されたピッチレンジを有するアクセント句に先行する，（強調を受けたとみなされる）無核アクセ
ント句終端の BIラベルの位置に「EUAP」を付与する。
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7.2.5 注釈層
7.2.5.1 HBP
［機能］
² High Beginning Phrase（HBP）と呼ぶ現象が生じたことを示す。
［説明］
² HBPとは，アクセント核が存在しないにも関わらず，アクセント句頭が高いピッチで開始され，その
後ピッチが下降する現象である。
² 実際には存在しない先行アクセント句（仮想的アクセント句）の句末境界音調による高いピッチである
と解釈される。
² 詳細は 7.5.5節を参照。
［位置］
² この現象が観察されるアクセント句の句頭第 1モーラの BIラベルの位置に「HBP」を付与する。
7.2.5.2 QQ
［機能］
² Quasi Question（QQ）と呼ばれる現象が生じたことを示す。
［説明］
² QQとは，俗に「擬似疑問」「半疑問」「半クエスチョン」と呼ばれる現象のことである。
² QQの認定基準は明示化せず，ラベリング作業者の直感に依存するが，認定の必要条件となるのは，句
末境界音調「上昇調 1」（L%H%）ないし「上昇調 2」（L%LH%）が生じていることである。
² 詳細は 7.5.6節を参照。
［位置］
² 句末境界音調が生じたモーラ終端の BIラベルの位置に「QQ」を付与する。
7.2.5.3 AYOR
［機能］
² 該当部分を分析対象から除外する方が賢明であることを示す。
［説明］
² AYORとは At your own risk の略である。
² AYOR は，主として引用が生じた場合において，その解釈に現在でも十分な成案を得ていないイント
ネーション現象が現れた場合に付与される。
² 詳細は 7.5.7節を参照。
［位置］
² その解釈に現在でも十分な成案を得ていない現象が生じたアクセント句終端の BI ラベルの位置に
「AYOR」を付与する。
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7.3 フィラー
［説明］
² 自発音声を特徴づける非流暢性 (dis°uency)現象のうち，もっとも頻度が高いのは「ア（ー）」「エ（ー）」
「アノ（ー）」「アノデスネ」等，言いよどみによって生じるフィラー (¯lled pause)である。CSJの転記
テキストでは，「アー」「オー」「ホー」「ギャ」「フーン」等のフィラーないし感情表出系感動詞をタグ
(F)で囲んで記述している（対話では応答表現類もタグ (F)で囲われている。2章参照）。X{JToBIで
は，転記テキストにおいてタグ (F) を付与された発話のうち，以下の基準によって韻律的なフィラー
（以下，韻律的フィラー）を認定し，通常のアクセント句とは異なる方法でラベリングを施している。
1. フィラーの主観的長さが 1モーラのものは，すべて韻律的フィラーとみなす。
2. 長さが 2モーラ以上のフィラーについては，A) 句頭の上昇が認められず，かつ，B)発話中にアク
セント類似の局所的なピッチ下降が認められないものだけを韻律的フィラーとみなす。
上記の基準にかなう発話は，全体を通してピッチが平坦であり，これが韻律的フィラーの必要条件と
なっている。なお，アクセント句末で最終モーラの母音が顕著に引き延ばされる発音は，機能的には
フィラーの役目を果たしていると考えられるが，韻律的フィラーとはみなさない*8。
² 転記テキストでフィラーとされていない場合でも「で」「じゃ」のように韻律的にはフィラーと似た形で
現れる語がある。このような場合，上記の韻律的フィラーと同様の扱いをする。
［ラベル］
² 韻律的フィラーの BIラベルについては，その前後に特殊な記号を付与する。韻律的フィラーの始端に
はラベル「<F 」を，終端にはラベル「F 」を付与する。このうち始端ラベルは，「2<F」,「3<F」,
「2+bp<F」のように，韻律的フィラー区間の直前・直後に出現する通常のアクセント句間について判
定した BI値と共に記述される。例えば図 7.89の例は，「サキニ」と「モーシマシタヨーニ」の間の BI
関係が「3」であることを示している。
² 韻律的フィラーのトーンラベルについては，韻律的フィラーのピッチが全体を通して高いか低いかを判
定して，それぞれ「FH 」，「FL 」という記号で表現する。このラベルは対象とする韻律的フィラー区間
の内部に位置していればよい。複数の韻律的フィラーが継起している場合は，図 7.90の例のように，各
韻律的フィラーの終端に BIラベル「F」を記入し，各韻律的フィラーの高さを「FH」ないし「FL」で
表現する。一般的にフィラーは低いピッチを持つことが多いため，ピッチ高低の判断が難しい場合には
「FL」と判断する。
［備考］
² 韻律的フィラーの BIラベルにおいて，始端ラベルに，韻律的フィラー区間の直前・直後のアクセント
句間の BIを「2<F」のように記録する理由を述べる。BIラベルは原則として連続する語の間の韻律的
接続関係として与えられるが，韻律的フィラーは通常のアクセント句を構成する語とは異なる韻律的特
徴を持つために，その前後との韻律的接続関係を判断することはできない。従って，韻律的フィラーの
前後の BIラベルに「<F」と「F」を付与するわけだが，そうすると，韻律的フィラーを挟んだ語の間
の韻律的接続関係がどこにも記述されないという問題が生じる。ここで，フィラーは ¯lled pauseの語
*8 非語彙的な母音の引き延ばしに対して，転記テキストではタグ<H>が付与されており，X{JToBIラベルの単語層にもそのまま反映
されている（2章参照）。
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源からも無音区間 (pause) と類似の機能を持つと考えて透過的に扱うことが可能であるとして，韻律的
フィラーの BI始端ラベルに，韻律的フィラー区間の前後の語の間の韻律的接続関係を記述することと
した。なお，韻律的フィラーの前後の語が語断片である場合については，7.4節で述べる。
［図］ 図 7.89，図 7.90参照。
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ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                           PNLP
ޟࠨࠠ࠾(F ࠛ࡯)ࡕ࡯ࠪࡑࠪ࠲࡛࡯࠾ޠ
図 7.89 韻律的フィラーの BIラベリング（１）
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ޟࠨࠠ࠾(F ࠛ࡯)(F ࠕ࡯)ࡕ࡯ࠪࡑࠪ࠲࡛࡯࠾ޠ
図 7.90 韻律的フィラーの BIラベリング（２）
7.4 言いよどみ
［説明］
² いわゆる「言いよどみ」のうち韻律ラベリングにおいて問題になるのは語断片の存在によるものである。
語断片 (word fragment)とは，「ワ，私が」における「ワ」のように，語（短単位）を発音している途中
で発話が中断されることによって生じた語の断片のことを主に指す。自発音声には，語断片が頻繁に現
れ，これに対して消極的な立場をとると，場合によってはほとんどラベルが付与できなくなることがあ
る。そこで，語断片が生じていてもできるだけ多くの情報を記録するよう努めた。
7.4 言いよどみ 435
² 韻律ラベリングにおける語断片の認定にあたっては，転記テキストにおいてタグ (D)（2章参照）が付
与されている発話を語断片候補とした。韻律ラベリングにおいて語断片と認定されたものを「韻律的語
断片」と呼ぶ。したがって，転記テキスト上の語断片と韻律的語断片とは必ずしも一致しない。たとえ
ば，形態的・統語的あるいは文脈的に断片化している要素であっても，韻律上の非流暢性が知覚されな
いことがある。つまり語断片が存在していても韻律上の連続性が保持されているわけだが，そのような
場合は，たとえ転記テキストにおいて (D)が付与されていても韻律的語断片として認定されない。
² 韻律ラベリングでは，韻律的語断片候補があればその前後で BIの判断をできる限り実施し，BIが 1以
外の場合（つまり語断片の境界において何らかの韻律上の不連続性が知覚される場合）にかぎり，BI層
に語断片ラベルを付与することにした。韻律的語断片の前側境界か後側境界のどちらかの BIが 1以外
ならば（両方でなくてもよいことに注意），対象とする韻律的語断片の前側に「<D 」，後側に「D 」を
付与している。
² 転記テキストでは，タグ (D)の他にタグ (D2)も用いられている。これは「話者ごと (D2 の)に」のよ
うに，主には機能語（助詞・助動詞）が機能語で言い直された場合に用いられるタグである（2章参照）。
転記テキストでは上例のように先に出現した機能語に対してタグ (D2)を付与するが，韻律的にはむし
ろ転記テキストでタグ (D2) を付与された機能語とそれに後続する機能語との間に不連続性を生じるこ
とが多い。そこで，韻律ラベリングでは，後続要素（上例では「に」）を韻律的語断片としている。
［ラベル］
² 語断片周辺の BIラベルを以下の 1～5の基準で付与する。
1. 韻律的語断片の認定：
以下の基準によって韻律的語断片候補を認定する。なお，韻律的語断片の認定においては前後の韻
律的フィラー，ポーズを透過的に扱う。
（a）語（短単位）の一部が欠落，変化することにより断片となって現れたとみなせるものを韻律的
語断片候補とする。元の語が推測不能・困難なものについても韻律的語断片候補とする。な
お，この項の定義により韻律的語断片と認定されるものは，転記における (D)の対象と原則一
致する。
（b）機能語について，その先行要素に対して統語的な接続が許容されない場合（助詞の言い換えな
ど）にも，それ（機能語）を韻律的語断片候補とする。
　なお，先行要素の一部が欠落あるいは変化することによって断片になっている場合，断片を
元の語に復元することによって統語的な接続が許容されるのであれば，当該の機能語を韻律的
語断片としては扱わない。先行要素が，元の形を推測不可能・困難な語断片である場合には，
先行要素に対して統語的な接続が許容されないものとして，当該の機能語を韻律的語断片候補
として扱う。
　統語的な接続が許容されない形で 1モーラの助詞が連続している場合には，後に出現してい
る助詞を韻律的語断片候補とする。
　 2モーラ以上の助詞（「から」「まで」など）については，単独でアクセント句を形成し得る
ものととらえ韻律的語断片候補としては扱わない。
　なお，この項の定義により韻律的語断片候補と認定されるものは，転記におけるタグ (D2)
の対象の後続要素を，上記例外を除き全て含む。
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　さらに，一部は転記においてタグ (D2)で記述されない場合を含む*9。
2. 欠落位置の判定：
（a）前項 (a) の基準により認定された韻律的語断片候補について，欠落・変化したのが前方か後方
かを判断し，「欠落位置」とする。元の語が推測不能・困難な場合には前・後部とも「欠落位
置」とする。
（b）前項 (b) の基準により認定された韻律的語断片候補については，前方を「統語的不連続境界」
とする。
3. 韻律的連続性の判断：
欠落位置もしくは統語的不連続境界で，韻律的連続性を判断する。韻律的に連続的であれば（ピッ
チ変化が連続的であれば）韻律的語断片とみなさず，通常の語と同様に「1」を付与する。韻律的
に不連続であれば（ピッチ変化が不連続であれば）韻律的語断片とみなしその境界に「D」もしく
は「<D」を付与する。欠落位置もしくは統語的不連続境界が韻律的語断片の前方である場合には
「<D」を，後方である場合には「D」を付与する。
　なお，韻律的語断片が連続している場合，韻律的語断片どうしの境界には「D」を付与するのみ
である（「D<D」とはならない）。
4. 韻律的フィラーの存在：
韻律的語断片の前後に韻律的フィラーが存在する場合にはフィラーのラベリング基準 (7.3節参照)
を併用する。
5. 韻律的語断片境界の BI
次に示すトーンラベルの付与基準にしたがって認定された「韻律的語断片の前後のアクセント句境
界によって挟まれる区間」において，「H{」あるいは「A」が存在しないとき，区間内の要素をフィ
ラーと同様に透過的に見て，区間の始端における BIは区間の前後のアクセント句の関係により判
断する。「H{」あるいは「A」が存在する場合には，その区間内の不完全なアクセント句と前のア
クセント句の関係により判断する。
² 韻律的語断片周辺のトーンラベルを以下の基準で付与する。
韻律的語断片の前後のアクセント句境界によって挟まれる区間ではトーンラベルをできる限り付与す
る。ただし，語断片の元の語が推測できる断片である場合に限る。元の語が推測不能な断片である場合
にはトーンラベルを一切付与しない。
　なお，転記において元の語を復元できる断片が複数まとめて 1単位として扱われている場合，語断片
内部に韻律的な不連続性が認められるのであれば BIラベル「W」（7.2.2.15節参照）を付与する際のラ
ベリングを行う。
² 以上の BIラベル，トーンラベルの付与基準の概要を図 7.91に示す。
² 韻律的語断片の前後に韻律的フィラーが現れている場合，韻律的語断片周辺のラベリングに際しては韻
律的フィラーを透過的に扱う。韻律的フィラーのラベリングに際しては，韻律的語断片を透過的には扱
わない。概要を図 7.92に示す。
² 図 7.93から 7.98までに，韻律的語断片のラベリング例を示す。
*9 転記において，例えば「ですねに対しては」のように助詞の前に間投助詞（「ですね」）が挿入される場合にはタグ (D2)が付与され
ない（例：A03M0106 0051）。
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図 7.91 韻律的語断片周辺の BI，トーンラベルの付与基準概要
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図 7.92 前後に韻律的フィラーがある場合の韻律的語断片周辺の BI，トーンラベルの付与基準概要
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࠻࡯ࡦጀ %L H- L% H% L%
ಽ▵㖸ጀ
න⺆ጀ     kjikoN (D2 de) (D i)  sya de
BIጀ 1 <D D 1 3
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ
ޟᣢᇕ(D2 ߢ)(D ޿)⠪ߢ㧔ࠠࠦࡦ(D2 ࠺)(D ࠗ)ࠪࡖ࠺㧕ޠ
(S01F0038 575[sec])
రߩᒻ߇ផ᷹ਇ⢻࡮࿎㔍ߥޟࠗޠࠍ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ߣߔࠆޕ৻ᣇޔޟࠪࡖޠߪ⺆ߩ૕ⵙࠍߥߒߡ޿ࠆߚ߼ޔ㖿
ᓞ⊛⺆ᢿ ߣߪߺߥߐߥ޿ޕ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ޟࠗޠߩᰳ⪭૏⟎ߪ೨ᣇ߅ࠃ߮ᓟᣇߢ޽ࠅޔ޿ߕࠇߦ߅޿ߡ߽
㖿ᓞ⊛ߦਇㅪ⛯ߢ޽ࠆޕߒߚ߇ߞߡޔޟࠗޠߩᆎ┵ߪ BI=<Dޔ⚳┵ߪ BI=Dߣߥࠆޕ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ޟࠗޠ
ߩ೨ᓟߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏႺ⇇ߦࠃߞߡ᜽߹ࠇࠆ඙㑆㧔ޟ(Dࠗ)ࠪࡖ࠺ޠ㧕ߦ࠻࡯ࡦ࡜ࡌ࡞ޟL%ޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.97 韻律的語断片のラベリング例（５）
࠻࡯ࡦጀ %L A  L% H%  FL  H%
ಽ▵㖸ጀ
න⺆ጀ kakubuN  (D2 o)  (F oH) (D hji) no
BIጀ 1 3<F F<D D 3
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ
ޟฦᢥ(D2 ߅)(F ߅࡯)(D ߭)ߩ㧔ࠞࠢࡉࡦ(D2 ࠝ)(F ࠝ࡯)(D ࡅ)ࡁ㧕ޠ
(A03M0138 129[sec]) 
రߩᒻ߇ផ᷹ਇ⢻࡮࿎㔍ߥޟࡅޠࠍ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ߣߔࠆޕ㧝ࡕ࡯࡜ߩഥ⹖ޟࡁޠ߽ޔߘߩవⴕⷐ⚛ޟࡅޠ
ߦኻߒߡ⛔⺆⊛ߥធ⛯߇⸵ኈߐࠇߕޔߐࠄߦవⴕⷐ⚛ޟࡅޠߩరߩᒻ߇ផ᷹࿎㔍ߢ޽ࠆߚ߼ޔ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ
 ߣߺߥߔޕ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ޟࡅޠߩᰳ⪭૏⟎ߪ೨ᣇ߅ࠃ߮ᓟᣇߢ޽ࠅޔ޿ߕࠇߦ߅޿ߡ߽㖿ᓞ⊛ߦਇㅪ⛯
ߢ޽ࠆޕߒߚ߇ߞߡޔޟࡅޠߩᆎ┵ߪ BI=F<Dޔ⚳┵ߪ BI=D ߣߥࠆޕ㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ޟࡅޠߣޟࡁޠߩ೨
ᓟߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏႺ⇇ߦࠃߞߡ᜽߹ࠇࠆ඙㑆ߦ࠻࡯ࡦ࡜ࡌ࡞ޟFLޠޔޟH%ޠࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.98 韻律的語断片のラベリング例（６）
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࠻࡯ࡦጀ %L H-  L% FL %L H- L% %L H- A L%
ಽ▵㖸ጀ
න⺆ጀ ࠦ ࡟ ࡢ (F ࠛ) ࠗ ࠴ ࠗ ࠴ ࡉ ࡦ ࡚ࠪ ࠕ ࠲ ࡝
BIጀ 1 2<F F 3 1 1 2+p
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ
ࠦ࡟|ࡢ|(F ࠛ)|ࠗ࠴|ࠗ࠴|ࡉࡦ࡚ࠪ|ࠕ࠲࡝|
(A03F0108 523[sec]) 
ޟࠗ࠴ޠߪߘࠇ⥄૕ޔ⺆ߩ૕ⵙࠍߥߒߡ޿ࠆߚ߼㖿ᓞ⊛⺆ᢿ ߣߪߺߥߐߕޔㅢᏱߩ࡜ࡌ࡝ࡦࠣࠍⴕ߁ޕ
図 7.99 韻律的語断片のラベリング例（７）
［備考］
² 断片化した語の前後に，訂正して発した訂正部が存在する場合，訂正部先頭モーラにアクセント核類似
のピッチ下降を知覚することがある。これは言い直し特有のリスタート位置を卓立させる現象とも考え
られるため，それが語彙的に指定されたアクセント核とみなせる場合を除いて, アクセントラベルを付
与しない。
7.5 その他音韻論上の問題
7.5.1 Penult Non-Lexical Prominence
［説明］
² Penult Non-Lexical Prominence( PNLP )とは，アクセント句末第 2モーラがアクセント核を持たな
いにも関わらず，そこにアクセント核類似の卓立が生じる現象のことである。
² X{JToBIではこの現象を句末境界音調「上昇下降調」(L%HL%) のトーン列の時間的配置が変更され
たものと解釈している。すなわち，通常は句末最終モーラ内部に生じる句末境界音調が，句末第 2モー
ラまで広がって実現されたという解釈である。
² 通常の句末境界音調「上昇下降調」と PNLPとはトーン層のラベルを見るだけでは区別できないため，
PNLPについてはプロミネンス層にラベル「PNLP」を付与して区別する。
［ラベル］
² 上昇開始点（句末第 2モーラ始端付近）に「L%」を，上昇終了点（句末第 2モーラ終端付近）に「pH」
を，下降終了点（句末最終モーラ終端付近）に「HL%」を付与する。
² この現象の生じたアクセント句末の BIの位置に対応するプロミネンス層に「PNLP」を付与する（図
7.100参照）。
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［図］ 図 7.100～図 7.102参照。
࠻࡯ࡦጀ              %L    A       L%      pH   HL%
ಽ▵㖸ጀ               d             eH  t      a  g   a
න⺆ጀ                            deHta    ga
BIጀ                       1       3
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                           PNLP
ޟ࠺࡯࠲߇㧔࠺ P┓P࡯࠲ࠟ㧕ޠ
ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭߩߥ޿ฏᧃ╙ 2 ࡕ࡯࡜ߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭ㘃ૃߩථ┙߇↢ߓߡ޿ࠆޕޟL%ޠࠍ਄᣹㐿ᆎὐߢ޽ࠆ F0 ᭂዊ୯
㧔ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯࡜ᆎ┵ઃㄭ㧕ߦޔޟpHޠࠍਅ㒠㐿ᆎὐߢ޽ࠆ F0ࡇ࡯ࠢ(ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭ)ߦޔޟHL㧑ޠࠍਅ㒠
⚳ੌὐߢ޽ࠆ F0ᭂዊ୯㧔ฏᧃᦨ⚳ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭ㧕ߦઃਈߔࠆޕߐࠄߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ⚳┵ߦኻᔕߔࠆࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ
ߦޟPNLPޠߣ޿߁࡜ࡌ࡞ࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.100 Penult Non-lexical Prominence
࠻࡯ࡦጀ        %L     A          L%%L   A  L%   pH  HL% 
ಽ▵㖸ጀ         nj  i b  a  N  m  e n  o  m   oH r    a g   a 
න⺆ጀ    nji    baN   me   no         moHra   ga 
BIጀ            1        1     1    2             1     3 
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                               PNLP 
ޟੑ⇟⋡ߩࡕ࡯࡜߇㧔࠾ࡃࡦࡔP┓Pࡁࡕ P┓P࡯࡜ࠟ㧕ޠ
2 ⇟⋡ߩࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߦ PNLP ߇↢ߓߡ޿ࠆޕవⴕࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߣߩႺ⇇ߩ BI ߩ⹺ቯߪޔPNLP ߦࠃࠆථ┙ࠍήⷞ
ߒߡⴕ߁ߩߢޔࡇ࠶࠴࡟ࡦࠫߪవⴕࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏࠃࠅᓟ⛯ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߩᣇ߇ዊߐ޿ߣ್ᢿߐࠇࠆޕߒߚ߇ߞߡ BI=2
ߣߥࠆޕ
図 7.101 Penult Non-lexical Prominence：BIの認定
［注意］
² PNLPの生じたアクセント句に先行・後続するアクセント句との間の BIの値を決定するためにピッチ
レンジを比較する際には，PNLPによる卓立は無視して比較を行う（図 7.101参照）。
² 音声学的には PNLPと類似する F0形状を持つ発話であっても，句末第 2モーラにアクセント核が存在
する可能性がある場合は，PNLPとしては解釈しない（例えば「名古屋まで」が「ナ┓ゴヤ┏マ┓デ」
と発音されていても，助詞「マデ」が単独の発話ではアクセント核をもちうるため，PNLPとは解釈し
ない）（図 7.102参照）。
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࠻࡯ࡦጀ              %L    A         L%%L     A  L%
ಽ▵㖸ጀ                n    a  g    o y    a  m  a  d   e 
න⺆ጀ                       nagoya        made 
BIጀ                    2            3 
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                           
ޟฬฎደ߹ߢ㧔࠽P┓PࠧࡗࡑP┓P࠺㧕ޠ
ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯࡜ߦ PNLP㘃ૃߩථ┙߇↢ߓߡ޿ࠆ߇ޔޟࡑ࠺ޠߪࠕࠢ࠮ࡦ࠻ᩭࠍᜬߜ߁ࠆߩߢ PNLPߣߪ⸃㉼ߖߕޔ
᦭ᩭࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏߩㅪ㎮ߣߒߡㅢᏱߩ࡜ࡌ࡝ࡦࠣࠍⴕ߁ޕ
図 7.102 Penult Non-lexical Prominenceではない場合
² 句末境界音調「上昇下降調」(L%HL%)の変種と解釈される FRと PNLPは，下降開始点がそれぞれ
句末最終モーラ (FR)，句末第 2モーラ (PNLP)に知覚される点で異なる。
7.5.2 Floating Rise
［説明］
² Floating Rise ( FR )とは，川上（1963）が「浮き上がり調」と呼んだ現象におよそ相当するもので，
アクセント句末におけるピッチ上昇の始端が，句末第 2モーラないしそれ以前に置かれる現象である。
² X{JToBIではこの現象を句末境界音調「上昇調 1」(L%H%)，まれに「上昇下降調」(L%HL%)のトー
ン列の時間的配置が変更されたものと解釈している。すなわち，通常は句末モーラ内部に生じる句末境
界音調が，句末第 2モーラないしそれ以前まで広がって実現されたという解釈である。
² 通常の句末境界音調「上昇調 1」ないし「上昇下降調」と FRとはトーン層のラベルを見るだけでは区
別できないため，FRについてはプロミネンス層にラベル「FR」を付与して区別する。
［ラベル］
² 境界音調が「上昇調 1」(L%H%)と解釈される場合は，上昇開始点（句末第 2モーラ始端付近）に「L%」
を，上昇終了点（句末最終モーラ内部）に「H%」を付与する（図 7.103参照）。
² 境界音調が「上昇下降調」(L%HL%)と解釈される場合は，上昇開始点（句末第 2モーラ始端付近）に
「L%」を，上昇終了点（句末最終モーラ内部）に「pH」を，下降終了点（句末最終モーラ終端付近）に
「HL%」を付与する（図 7.104参照）。
² この現象の生じたアクセント句末の BIの位置に対応するプロミネンス層に「FR」を付与する。
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［図］ 図 7.103，図 7.104参照。
࠻࡯ࡦጀ             %L    A                     L%    H% 
ಽ▵㖸ጀ               h   a  N d  a  N sjI t  e m  o r   a  i 
න⺆ጀ                 haNdaN sji  te        morai 
BIጀ              1  1   1            3 
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                                FR 
ޟ್ᢿߒߡ߽ࠄ޿㧔ࡂP┓Pࡦ࠳ࡦࠪ࠹ࡕ࡜ࠗ㧕ޠ
਄᣹㐿ᆎὐ߇ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯࡜ઃㄭߦ޽ࠆߩߢ FR߇⹺ቯߐࠇࠆޕޟL%ޠࠍ਄᣹㐿ᆎὐߢ޽ࠆ F0ᭂዊ୯㧔ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯
࡜ᆎ┵ઃㄭ㧕ߦޔޟH㧑ޠࠍਅ㒠⚳ੌὐߢ޽ࠆ F0 ࡇ࡯ࠢ㧔ฏᧃᦨ⚳ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭ㧕ߦઃਈߔࠆޕߐࠄߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻
ฏ⚳┵ߦኻᔕߔࠆࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀߦޟFRޠߣ޿߁࡜ࡌ࡞ࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.103 Froating Rise（「上昇調 1」の変種）
࠻࡯ࡦጀ              %L    A       L%            pH HL% 
ಽ▵㖸ጀ               d             eH  t      a  g     a 
න⺆ጀ                             deHta      ga 
BIጀ                       1         3 
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                               FR 
ޟ࠺࡯࠲߇㧔࠺ P┓P࡯࠲ࠟ㧕ޠ
਄᣹㐿ᆎὐ߇ฏᧃ╙ 2 ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭߦ޽ࠅޔ߆ߟ਄᣹ਅ㒠⺞ߩਅ㒠㐿ᆎὐߢ޽ࠆ F0 ࡇ࡯ࠢ߇ᦨ⚳ࡕ࡯࡜ߦ⍮ⷡߐ
ࠇࠆߩߢ FR߇⹺ቯߐࠇࠆޕޟL%ޠࠍ਄᣹㐿ᆎὐߢ޽ࠆ F0ᭂዊ୯㧔ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯࡜ᆎ┵ઃㄭ㧕ߦޔޟpHޠࠍਅ㒠㐿ᆎ
ὐߢ޽ࠆ F0ࡇ࡯ࠢ(ฏᧃ╙ 2ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭ)ߦޔޟHL㧑ޠࠍਅ㒠⚳ੌὐߢ޽ࠆ F0ᭂዊ୯㧔ฏᧃᦨ⚳ࡕ࡯࡜⚳┵ઃㄭ㧕
ߦઃਈߔࠆޕߐࠄߦࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏ⚳┵ߦኻᔕߔࠆࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀߦޟFRޠߣ޿߁࡜ࡌ࡞ࠍઃਈߔࠆޕ
図 7.104 Froating Rise（「上昇下降調」の変種）
［注意］
² 句末境界音調「上昇下降調」(L%HL%)の変種と解釈される FRは PNLPと類似するが，下降開始点
がそれぞれ句末最終モーラ (FR)，句末第 2モーラ (PNLP)に知覚される点で異なる。
² FRの生じたアクセント句に先行・後続するアクセント句との間の BIの値を決定するために，ピッチレ
ンジを比較する際には，FRによる卓立は無視して比較を行う。
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7.5.3 Hooked Rise
［説明］
² Hooked Rise ( HR )とは，川上（1963）が「つり上げ調」と呼んだ現象におよそ相当するものであり，
アクセント句末が「～です」「～ます」で終わる発話において，句末 2モーラが [des], [mas]と１音節に
発音され，その音節始端から急にピッチが上昇する現象である。
² X{JToBIではこの現象を句末境界音調「上昇調 1」(L%H%) のトーン列の時間的配置が変更されたも
のと解釈している。すなわち，通常は句末モーラ内部に生じる句末境界音調が，1音節として発音され
た句末の 2モーラにわたって実現されたという解釈である。
² 通常の句末境界音調「上昇調 1」と HRとはトーン層のラベルを見るだけでは区別できないため，HR
についてはプロミネンス層にラベル「HR」を付与して区別する。
［ラベル］
² 上昇開始点（句末第 2モーラ始端付近）に「L%」を，上昇終了点（句末第 2モーラ終端付近）に「H%」
を付与する。句末最終モーラには何も付与しない。
² 単語層には「です」あるいは「ます」のアクセント核を示す「’」を付与する。
² この現象の生じたアクセント句末の BIの位置に対応するプロミネンス層に「HR」を付与する。
［図］ 図 7.105参照。
࠻࡯ࡦጀ              %L   H-            L%   H%
ಽ▵㖸ጀ                h    a  zj   i  m   e  m a     s,U
න⺆ጀ                       hazjime       masU 
BIጀ                   1            3 
ࡊࡠࡒࡀࡦࠬጀ                              HR 
ޟᆎ߼߹ߔ㧔ࡂࠫࡔࡑࠬ㧕ޠ
ࠕࠢ࠮ࡦ࠻ฏᧃ߇ޟࡑࠬޠߢ⚳ࠊࠅޔฏᧃ 2ࡕ࡯࡜߇[mas]ߣ㧝㖸▵ߦ⊒㖸ߐࠇޔߘߩ㖸▵ᆎ┵߆ࠄᕆߦࡇ࠶࠴߇਄᣹
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図 7.105 Hooked Rise
［注意］
² 句末境界音調「上昇調 1」(L%H%)の変種と解釈される FRは，ピッチが句末第 2モーラ始端から上昇
する点において HRと類似するが，HRは句末 2モーラが [des], [mas]と１音節に発音される場合に限
定される点で，FRと異なる。
² HRの生じたアクセント句に先行・後続するアクセント句との間の BIの値を決定するために，ピッチ
レンジを比較する際には，HRによる卓立は無視して比較を行う。
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7.5.4 Emphasized Unaccented Accentual Phrase
［説明］
² Emphasized Unaccented Accentual Phrase ( EUAP )とは強調 (focus) の置かれた無核語の連鎖に後
続する語の連鎖のピッチレンジが縮小する現象を示す。
² EUAPでは，後続する語の連鎖におけるピッチレンジの縮小に際して（強調の置かれた），先行する無
核語の連鎖との境界に明確な屈曲点が観察される。この屈曲点が観察されず先行する語の連鎖と後続す
る語の連鎖が F0 形状の上で融合している場合は EUAPとはみなされない。
² EUAPは，有核アクセント句に後続するアクセント句のピッチレンジの縮小（ダウンステップ）に類似
するが，後者は有核語のアクセント核に起因する現象であるのに対して，前者は無核語の連鎖に置かれ
る強調に起因する現象である点で異なる。
² 図 7.106の A)-G)は，EUAPの生じている場合とそれが生じていない場合を比較するために，無核語
の連鎖にさらに語の連鎖が継起した際にあり得る F0形状を示している。
A) 無核語の連鎖に強調がなく，全体がひとつのアクセント句に融合している場合なので，EUAPとは
みなされない。
B) 無核語の連鎖の後に句頭上昇が後続し，全体がふたつのアクセント句に分割される場合である
が，無核語の連鎖に強調がなく，後続するアクセント句のピッチレンジが縮小されていないので，
EUAPとはみなされない。
C) 無核語の連鎖に強調がおかれることにより，後続する語の連鎖におけるピッチレンジが縮小してい
るが，境界に明確な屈曲点が観察されないので，EUAPとはみなされない。この場合も全体がひと
つのアクセント句に融合していると解釈できる。
D) 無核語の連鎖に強調がおかれることにより，後続する語の連鎖におけるピッチレンジが縮小してお
り，かつ句境界に明確な屈曲点（F0下降の速度が低下する点）が観察されるので EUAPとみなさ
れる。この屈曲点により全体はふたつのアクセント句に分割されていると解釈する。
E) 無核語の連鎖に強調がおかれることにより，後続する語の連鎖におけるピッチレンジが縮小してお
り，かつ句境界に明確な屈曲点（この F0下降速度の明確な低下）が観察されるので EUAPとみな
される。この屈曲点により全体はふたつのアクセント句に分割されていると解釈する。
F) 無核語の連鎖の終端に句末境界音調が生じており，句末境界音調による屈曲点により全体はふたつ
のアクセント句に分割されていると解釈できるが，後続アクセント句のピッチレンジが狭められて
いないので EUAPとはみなされない。
G) 無核語の連鎖の終端に句末境界音調が生じており，句末境界音調による屈曲点により全体はふたつ
のアクセント句に分割されていると解釈できるうえに，後続アクセント句のピッチレンジが狭めら
れているので EUAPとみなされる。
［ラベル］
² 縮小されたピッチレンジを有するアクセント句に先行する，（強調を受けたとみなされる）無核アクセ
ント句終端は BI=2（あるいは 2+p, 2+b, 2+bp）とする。
² トーン層は，通常のアクセント句の連鎖と同様に処理する。
² 縮小されたピッチレンジを有するアクセント句に先行する，（強調を受けたとみなされる）無核アクセ
ント句終端の BIラベルの位置に対応するプロミネンス層に「EUAP」を付与する。
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図 7.106 EUAPの判断
［図］ 図 7.107参照。
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図 7.107 Emphasized Unaccented Accentual Phrase
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7.5.5 High Beginning Phrase
［説明］
² High Beginning Phrase ( HBP )とは，アクセント核が存在しないにも関わらず，アクセント句頭が高
いピッチで開始され，その後ピッチが下降する現象である。
² X{JToBIではこのアクセント句頭の高いピッチを，実際には存在しない先行アクセント句（仮想的アク
セント句）の句末境界音調に起因するものであると解釈される。すなわち仮想的アクセント句の句末境
界音調「上昇調 1」(L%H%)の一部である「H%」がアクセント句頭に生じることによってアクセント
句が高いピッチで開始され，その直後に句頭境界音調「%L」が生じることによりピッチが下降すると
いう解釈である。
［ラベル］
² アクセント句頭第 1モーラ付近の F0頂点に「(H%)%L」を付与する。
² アクセント句頭第 1モーラ終端は BI=1とする。
² この現象が観察されるアクセント句の句頭第 1モーラの BIラベルの位置に対応する注釈層に「HBP」
を付与する。
［図］ 図 7.108参照。
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図 7.108 High beginning Phrase
［注意］
² （実際に存在する）直前のアクセント句が句末境界音調「上昇調 1」（L%H%）ないし「上昇調 2」
（L%LH%） で終了しており，それに起因する高いピッチが当該アクセント句頭まで持ち越されている
と分析できる場合は HBPとはみなさない。
² 高いピッチで始まる発話の最初の語が機能語であり，かつそれに先行する直前の（実際に存在する）発
話の最後の語とともに統語的にはアクセント句を形成すると解釈できる場合は HBPとはみなさない。
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7.5.6 Quasi Question
［説明］
² Quasi Question ( QQ )とは，俗に「擬似疑問」「半疑問」「半クエスチョン」と呼ばれる現象のことで
ある。
² QQの認定基準は明示化せず，ラベリング作業者の直感に依存するが，認定の必要条件となるのは，句
末境界音調「上昇調 1」(L%H%)ないし「上昇調 2」(L%LH%)が生じていることである。
² 句末境界音調が生じたモーラ終端（通常はアクセント句終端）の BIラベルの位置に対応する注釈層に
「QQ」を付与する。
² QQはしばしば PBと共に生じる。アクセント句内部に QQの句末境界音調が生じ，後続する機能語が
高いピッチを有する場合である。PBと共起する場合にかぎり，注釈層におけるラベル「QQ」は BI層
における「PB」の BI位置（アクセント句終端ではない）に対応して付与している（図 7.109参照）。
［図］ 図 7.109参照。
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図 7.109 Quasi Question
7.5.7 At Your Own Risk
［説明］
² At your own risk ( AYOR )とは，該当部分を分析対象から除外する方が賢明であることを示す。
² 主として引用が生じた場合において，その解釈に現在でも十分な成案を得ていないイントネーション現
象が現れた場合である。
［ラベル］
² その解釈に現在でも十分な成案を得ていない現象が生じたアクセント句終端の BIラベルの位置に対応
する注釈層に「AYOR」を付与する。
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7.5.8 Parasistic Boundary
［説明］
² 自発音声では，ふたつの句末境界音調が隣接して継起したと解釈できる発話が生じることがあるが，
Parasitic Boundary (PB)とはこの隣接する句末境界音調に起因する寄生的な境界のことである。
² 最初の句末境界音調の生じたモーラ終端の BIラベルには「PB」が付与され，2番目の句末境界音調の
生じたモーラ終端の BIには通常の BIが付与される。
² PBが生じる典型的環境は何らかの語句が引用された場合である。
［ラベル］
² 最初の句末境界音調にしかるべきラベリングをする。
² 次の句末境界音調にしかるべきラベリングをする。その際句末境界音調の前半要素を意味するラベル
「L%」は用いない。
² 最初の句末境界音調の生じたモーラ終端は，BI=PBとする。
² 2番目の句末境界音調の生じたモーラ終端は，BI＝ 2, 2+p, 2+bp, 3とする。
［図］ 図 7.110参照。
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図 7.110 Parasitic boundary：「上昇調 2」と「上昇調 1」の継起
［注意］
² Quasi Questionと判断されるのなら，「QQ」を注釈層の PBに対応する位置に付与する。
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7.5.9 言語情報を保持していないと判断される応答表現
［説明］
² 対話音声には「ウン」「フーン」「ンー」等の応答表現やあいづちが生じる。これらの表現は対話の転記
テキストではタグ (F)で囲われている。
² しかし (F)で囲われたテキストのなかには，発音が明瞭でなく，また，言語情報を保有しているかどう
かも明らかでないものがある。例えば相手の発話を聞きながら「アー」「ンー」と母音や鼻音を発音しつ
づけているような場合である。この種の音声にラベリングを施すことは困難であるので，トーンラベリ
ングの対象から除外し，BI= F2 とする。
² ただし，転記テキストにおいて (F)で囲われている表現であっても，以下の条件を満たす発話は通常の
アクセント句として認定している。
1. 発話中にアクセント核類似のピッチ下降が知覚される場合（有核アクセント句とする）。
2. アクセント核類似のピッチ下降は知覚されないが，テキストが明確な言語情報を保有している場合
（無核アクセント句とする）。ほぼテキストが「ハイ」の発話に限られる。
［ラベル］
² トーン層にはいかなるラベルも付与しない。
² BI=F2とする。
［図］ 図 7.111参照。
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図 7.111 言語情報を有していないと判断される応答詞
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［付録 7.1］　 X{JToBIラベルファイルの構造と形式
X{JToBIの情報は，各層ごとに独立したテキストファイルとして提供される。ラベリングの対象となった
講演の IDが A01M000Xである場合，X{JToBI関係ファイルには以下の拡張子が与えられ，講演 IDと同じ
名称のディレクトリ（/A01M0001）直下のサブディレクトリ PLABELに格納される。なお，対話音声につい
ては主話者（1章の付録 1.1において「元講演」をおこなっている話者）についてのみ X{JToBIラベルを提供
している。
A01M000X.seg 分節音層のラベルファイル（6章参照）
A01M000X.tone トーン層のラベルファイル
A01M000X.break BI層のラベルファイル
A01M000X.word 単語層のラベルファイル
A01M000X.prm プロミネンス層のラベルファイル
A01M000X.misc 注釈層のラベルファイル
テキストファイルの形式は Entropic社の waves形式である。以下に例を示すように，冒頭にヘッダー部が
あり，その後にラベル部が続く。ラベル部のレコードは，「時間情報 (sp)フォント情報 (sp)ラベル情報」のよ
うに３個のフィールドがスペースで区切られている。フォント情報は Entropic社のソフトウェアのための情
報であり，X{JToBIにとっては意味のない情報である。
signal A01M000X
type 0 
comment created using xlabel Mon Nov 17 03:53:55 2003
comment created using xlabel Tue Apr 1 07:46:41 2003
color 115 ࡋ࠶࠳࡯ㇱ
font -*-times-medium-r-*-*-20-*-*-*-*-*-*-*
separator ; 
nfields 1 
#
    0.413481  115  FL 
    0.599277  115  %L 
    0.701934  115  H- 
    1.906648  115 A
    2.403810  115  L% ࡜ࡌ࡞ㇱ
    2.586214  115  H% 
    2.827159  115  %LA 
    4.080238  115  L% 
એਅ⋭⇛
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菊池英明*1・塚原渉*2
CSJには，話者情報，転記情報，形態論情報，分節音情報，韻律情報，節単位情報，係り受け構造情報など
様々な研究用の付加情報が含まれる。同一のデータに付加される，種類の異なる情報の間に依存関係がある場
合，付加された情報の間に矛盾が生じることがある。我々は，コーパス全体において整合性の高い情報を提供
するために，多様な構造の記述に適し，かつ構造の妥当性を検証する仕組みを持つ XML技術を利用した。
本章では，主にこの整合性検証を目的として CSJの各種情報をXMLで記述する方法を述べたうえで，XML
を利用して行った CSJの整合性検証過程について報告する。さらに，その過程を経たうえで，各種情報を統合
して作成した XML文書に対する整形や検索などの利用方法について解説する。以下では，8.1節に XML文
書化の目的を詳しく述べ，8.2節に XML技術の基本を概説する。8.3節で XMLによる CSJ各種情報の記述
方法を述べたうえで，8.4節に CSJ各種情報の整合性検証の過程を報告する。最後に 8.5節で XML文書の利
用環境を解説する。
なお，本章では，「転記情報」と「転記テキスト」を区別して扱い，前者を仮名漢字文字，タグ，時間情報等
の総称として使い，後者をそれら情報を 2章に示された一定の基準でコード化した一形態として使う。XML
文書の設計にあたっては，基本的に「情報を記述する」立場に立っている。このような区別は，「分節音情報」
と「分節音ラベル」，「韻律情報」と「韻律ラベル」についても同様である。
8.1 XML文書化の目的
8.1.1 整合性検証
CSJには，講演を中心とした音声データに対しての話者情報，転記情報，形態論情報，分節音情報，韻律情
報，節単位情報，係り受け構造情報など様々な研究用の付加情報が含まれる。これらの情報が同一のデータ
（音声）に対して付加された場合，種類の異なる情報の間で依存関係を持つことがある。例えば，形態論情報や
係り受け構造情報は転記情報に対して付加される情報であるし，韻律情報におけるアクセント位置などは形態
論情報から得られる語単位に付加される情報である。したがって，それぞれの情報付加作業の出発点で，依存
関係のある他の種類の情報を利用することにより，各種情報間に矛盾のない，整合性の高いデータの構築が可
*1 早稲田大学人間科学学術院
*2 東京農工大学工学教育部
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能になる。
ところが，情報の作成過程においては，それぞれの種類の情報について独立に作業を進めるために，各種情
報間に矛盾が生じてくる。常に各種の情報そのものあるいは情報付加作業者の間で連携をとれば発生した矛盾
を即座に解消することも可能だが，CSJの開発においてはそれぞれの情報付加の基準を定めながら作業を進め
ざるを得ないため，そのような方法は効率の上で得策とはいえない。そこで我々は，各種の情報付加作業は専
門のグループ毎に行い，それらが終了した段階で各種情報間の整合性を検証して矛盾のある箇所を修正するア
プローチを取ることにした。
各種情報の表現および整合性検証には，XMLと呼ばれるマークアップ言語を用いる。XMLは，構造化され
たデータをテキスト形式で記述することのできる柔軟性の高い記述言語であり，多様な構造を持った情報を記
述するのに向き，かつデータ構造の妥当性を検証する仕組みを持つ。そこで，CSJの研究用情報を XMLで記
述し，各種情報間の整合性を構造の妥当性として検証する。
8.1.2 情報間の依存関係を利用したデータ検索
ところで，XMLを用いれば各種情報間の依存関係が構造として表現される。例えば，先に記した転記情報
と形態論情報の関係は，転記情報における転記基本単位の下位階層に形態論情報における語（CSJ では長単
位・短単位）を位置させ，語の属性情報として転記情報のテキスト（文字列）を持つ形で表現できる。あるい
は，韻律情報と形態論情報の関係は，韻律情報のうち語境界に付加する情報を形態論情報における語の属性値
として持つ形で表現できる。このように構造化して表現することにより，例えばある特定の語におけるアクセ
ント位置の分布を調べるなど，種類の異なる情報に跨ったデータ検索も容易になる。
XML文書を用いて容易になる検索や分析の例を以下に列挙する。なお，提供される研究用付加情報の種類
はデータ（音声）によって異なるため一部不可能なものもあるので注意されたい（データ（音声）と付加され
る研究用付加情報の種類の対応については 1.3 節および 1.1 節で紹介した CSJ 付属マニュアル「記録票デー
タ・対話記録票データ・講演者属性データ・対話参加講演者の講演一覧の解説」2.10節参照）。なお，[ ]内は
分析が可能なデータ（音声）の範囲を示す。
² 種々の特徴分析についての話者属性（出生地や性別，生年代など）ごとの分布 [全体]
² 転記タグ情報と節単位の関係 [全体]
² 分節音情報の時間情報利用による語やモーラ単位の音声へのダイレクトアクセス [コア]
² 韻律情報についてアクセント句単位での解析や F0値の分析 [コア]
² 係り受け構造や談話構造と韻律の関係 [コアの一部]
また，XMLの関連規格である XSLや XSLTを用いれば，XML文書から任意の形式で情報を取り出したり
XMLの構造を変換したりすることができる。それによって例えば，転記テキスト，短単位・長単位データ，分
節音・韻律ラベルなどをそれぞれの形式で抽出して出力したり，係り受け構造や韻律アクセント句構造などを
前面に出す形に XML文書を変換することができる。
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8.2 XML
本節では XMLについて概説する。
8.2.1 XMLとは
XML(Extensible Markup Language)は，SGML (Standard Generalized Markup Language)を祖とした
記述言語であり，WWWで用いられる技術の標準化を行う団体W3C(World Wide Web Consortium)によっ
て 1998 年に勧告として発表された。データを構造化して記述できる利点により，HTML に代わる次世代の
WWW コンテンツ記述言語として注目されてきたが，さらにここに来て様々な関連規格が整備され，単に
WWWコンテンツ記述言語としてのみならず，汎用的なデータ記述言語としてその活躍の場を大きく広げて
いる。最近では言語コーパスの記述言語としても使われるようになっている。
8.2.2 XMLの基本
XML で記述する基本単位は，開始タグと終了タグで内容を囲んだものであり，これを要素という。例え
ば"<city>府中 </city>"のように記述すれば，「府中」という内容を持つ city要素を記したことになる。ま
た，このようにしてタグ名を設定することで任意の要素名を自由に導入することができる。さらに，各要素には
属性とその値を表現することができる。例えば city要素に値がある属性 populationを持たせるには，"<city
population="233178">府中 </city>"と記述する。
さらに，タグで囲まれる範囲に別の要素を記すことにより，木構造を表現でき親子関係や兄弟関係を表すこ
とができる。例えば，city要素の子供にあたる town要素を記す場合，以下のように記述できる。¶ ³
<city population="233178">府中
<town population="4038">宮町 </town>
<town population="5129">本町 </town>
< =city>µ ´
上記の例は，「府中」という値を持つ city要素が「宮町」と「本町」という値を持つ town要素をそれぞれ子
要素として持ち，city要素，town要素はそれぞれ"233178", "4038", "5129"という値の population属性を持
つことを表現している。XML関連規格を用いれば，この構造から例えば population属性の値を取り出して，
上位の city要素の population属性の値が，下位の town要素の population属性の値の合計を下回っていない
か，などの検証を効率的に行うことができる。
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8.3 CSJ各種情報の記述方法
本節では，8.4節に述べる整合性検証を目的として，CSJの各種情報を XMLによって表現する際の記述方
法を述べる。
8.3.1 基本方針
始めに，XMLで記述する研究用付加情報を以下に列挙する。詳細についてはそれぞれ以下の＜＞内に示し
た記述箇所を参照されたい。
² 収録情報（音声収録の方法）＜ 1.1節で紹介した CSJ付属マニュアル「音声収録作業の概要」（以下，収
録マニュアルと呼ぶ）＞
² 話者情報（講演話者の属性）＜ 1.1節で紹介した CSJ付属マニュアル「記録票データ・対話記録票デー
タ・講演者属性データ・対話参加講演者の講演一覧の解説」（以下，話者情報マニュアルと呼ぶ）＞
² 転記情報（転記基本単位と時間位置，基本形表記，発音形表記，各種タグ情報，コメント情報）＜ 2章＞
² 文節情報（転記テキストにおける改行に相当）＜ 2.8節＞
² 形態論情報（短単位，長単位，代表形，品詞，活用の種類等）＜ 3章および 4章＞
² 節単位情報（節単位，節境界ラベルと人手修正の結果）＜ 5章＞
² 分節音情報（分節音ラベルとその時間位置，無声化の有無）＜ 6章＞
² 韻律情報（トーンラベル，BIラベルとその時間位置，単語アクセント位置等）＜ 7章＞
² 係り受け構造情報（文節間係り受け関係）＜ 1.1節で紹介した CSJ付属マニュアル「『日本語話し言葉
コーパス』における係り受け構造付与」（以下，係り受けマニュアルと呼ぶ）＞
² 談話境界情報（談話境界，談話目的）＜ 1.1節で紹介した CSJ付属マニュアル「『日本語話し言葉コー
パス』の談話境界情報について」（以下，談話境界情報マニュアルと呼ぶ）＞
² 重要文情報（重要文抽出データ）＜ 1.1節で紹介した CSJ付属マニュアル「『日本語話し言葉コーパス』
における自由要約・重要文抽出データについて」（以下，重要文マニュアルと呼ぶ）＞
これらの情報には，言語学的情報と音声学的情報が混在しており，例えば語の境界をはさんで音声的に融合
しているために分節音ラベルが語境界をまたぐような場合など，階層構造を逸脱するものもある。しかしな
がら多くの用途においては言語学的な階層構造を想定することが予想されるため，CSJ の研究用付加情報を
XML形式で記述する際にはあくまで階層構造を基本とすることにした。
図 8.1に，CSJの研究用付加情報を，講演を最上層とする階層構造で表現した例を示す。この図に示したよ
うに，通常は各研究用付加情報の間の依存関係は階層構造として問題なく表現できる*3。したがって，階層構
造を逸脱する場合については後に説明するように特別な措置をとることにし，原則としては図のような階層構
造を仮定して XMLのスキーマを設計することにした。定義した XMLの要素の関連図を図 8.2に，それぞれ
の要素と属性の説明を表 8.1に示す。表 8.1には各属性値の例も示している。このうち"0/1"としたものにつ
*3 なお，本文書で説明する XML文書においては，韻律ラベルはラベルを時間的に包含する分節音単位に所属させている。韻律ラベ
ルの種類によっては論理的な対応関係がそうした時間的な対応関係と異なる可能性があり，将来的に音声研究用派生 XMLにおい
てそれを表現することにしている。
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いて，論理的には二値をとり得る属性であるものの，省サイズ化のため実際には"0"をとる場合は属性そのも
のを記述しないことにしている。なお，表の第一項目は，それが表現しようとする情報の頭文字を示している
(例えば，「転」は転記情報のこと)。
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図 8.1 CSJの研究用付加情報間の関係例
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図 8.2 XML要素関連図
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表 8.1 XML要素の内容（要素の項目の文字は情報の種類に対応）
要素 属性名 説明 値 (例)
<Talk> 講演 (対話や朗読を含む）
TalkID 講演 ID S01F0001
話 SpeakerID 話者 ID 116
話 SpeakerSex 話者性別 女
話 SpeakerBirthGeneration 話者生年代 (5年刻み) 70to74
話 SpeakerBirthPlace 話者出生地 東京都
<TalkComment> 講演単位のコメント
<LineComment> 行単位のコメント
<Comment> コメント内容
転 CommentStrings コメント文 TYPE=O FIL フィラ 「ーそ
の」連体詞と迷う
<IPU> 転記基本単位
転 IPUID 転記基本単位 ID 0024
転 Channel 音声チャンネル L
転 IPUStartTime 転記基本単位開始時刻 00000.185
転 IPUEndTime 転記基本単位終了時刻 00000.702
<LUW> 長単位
LUWID 長単位 ID 3
形 LUWDictionaryForm 代表形（長単位） イク
形 LUWLemma 代表表記（長単位） 行く
形 LUWPOS 品詞（長単位） 動詞
形 LUWConjugateType 活用の種類（長単位） カ行五段
形 LUWConjugateForm 活用形（長単位） 連用形
形 LUWMiscPOSInfo1 その他情報 1(長単位) 格助詞
形 LUWMiscPOSInfo2 その他情報 2(長単位) 促音便
形 LUWMiscPOSInfo3 その他情報 3(長単位) 連語
文 IsNewLine 新転記行（文節境界） 0/1
転 LineID 転記行 ID 3
転 IsLeftOver 転記テキストにおける長単位分割 0/1
<SUW> 短単位
SUWID 短単位 ID 3
形 ColumnID 短単位位置情報 2
形 SUWDictionaryForm 代表形（短単位） イク
形 SUWLemma 代表表記（短単位） 行く
形 SUWPOS 品詞（短単位） 動詞
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形 SUWConjugateType 活用の種類（短単位） カ行五段
形 SUWConjugateType2 活用の種類 2（短単位） カ行五段 2
形 SUWConjugateForm 活用形（短単位） 連用形
形 SUWConjugateForm2 活用形 2（短単位） 連用形 2
形 SUWMiscPOSInfo1 その他情報 1(短単位) 副助詞
形 SUWMiscPOSInfo2 その他情報 2(短単位) 促音便
形 SUWMiscPOSInfo3 その他情報 3(短単位) 言いよどみ
形 PlainOrthographicTranscription タグ無し出現形 (短単位) 行き
形 OrthographicTranscription 基本形 (短単位) 行き
形 PhoneticTranscription 発音形 (短単位) イキ
韻 APID 所属アクセント句の ID 214
節 ClauseUnitID 節単位 ID 2
節 ClauseBoundaryLabel 節境界ラベル <テ節 >
節 CU OperationSign 人手修正操作記号 (切断・結合) :
節 CU PreBracket 人手修正操作記号 (範囲-開始点) f
節 CU PostBracket 人手修正操作記号 (範囲-終了点) g
節 CU ObligateComment 義務的コメント 引用節構造
係 Dep BunsetsuUnitID 係り受け文節単位 ID 3
係 Dep Modi¯eeBunsetsuUnitID 受け文節単位 ID 3
係 Dep ObligateComment 係り受け義務的コメント B+
係 Dep Label 係り受け関係ラベル D
談 DS Purpose 談話目的 本発表のまとめ
談 DS SubPurpose 談話下位目的 処理結果の例示
談 DS Comment 談話コメント %E
談 DS Subject1 談話作業者 1 処理結果の説明
談 DS Subject2 談話作業者 2 音声資料の説明
談 DS Subject3 談話作業者 3 処理結果の提示
重 SE Subject1 10p 重要文抽出作業者 1 10p結果 0/1
重 SE Subject1 50p 重要文抽出作業者 1 50p結果 0/1
重 SE Subject2 10p 重要文抽出作業者 2 10p結果 0/1
重 SE Subject2 50p 重要文抽出作業者 2 50p結果 0/1
重 SE Subject3 10p 重要文抽出作業者 3 10p結果 0/1
重 SE Subject3 50p 重要文抽出作業者 3 50p結果 0/1
<TransSUW> 転記短単位
TransSUWID 転記短単位 ID 3
転 TagKanjiStart タグ (K)開始 0/1
転 TagKanjiEnd タグ (K)終了 0/1
転 TagKanjiMidst タグ (K)途中 0/1
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転 TagKanjiOrth タグ (K)右項 激
転 TagAlphabetStart タグ (A)開始 0/1
転 TagAlphabetEnd タグ (A)終了 0/1
転 TagAlphabetMidst タグ (A)途中 0/1
転 TagAlphabetOrth タグ (A)右項 ＥＴ
転 TagDis°uencyStart タグ (D)開始 0/1
転 TagDis°uencyEnd タグ (D)終了 0/1
転 TagDis°uencyMidst タグ (D)途中 0/1
転 TagDis°uency2Start タグ (D2)開始 0/1
転 TagDis°uency2End タグ (D2)終了 0/1
転 TagDis°uency2Midst タグ (D2)途中 0/1
転 TagFillerStart タグ (F)開始 0/1
転 TagFillerEnd タグ (F)終了 0/1
転 TagFillerMidst タグ (F)途中 0/1
転 TagIncorrectStart タグ (W)開始 0/1
転 TagIncorrectEnd タグ (W)終了 0/1
転 TagIncorrectMidst タグ (W)途中 0/1
転 TagIncorrectNorm タグ (W)右項 エピコット
転 TagBStart タグ (B)開始 0/1
転 TagBEnd タグ (B)終了 0/1
転 TagBMidst タグ (B)途中 0/1
転 TagBNorm タグ (B)右項 ジュータイ
転 TagMaskStart タグ (R)開始 0/1
転 TagMaskEnd タグ (R)終了 0/1
転 TagMaskMidst タグ (R)途中 0/1
転 TagForeignStart タグ (O)開始 0/1
転 TagForeignEnd タグ (O)終了 0/1
転 TagForeignMidst タグ (O)途中 0/1
転 TagQuoteStart タグ (M)開始 0/1
転 TagQuoteSEnd タグ (M)終了 0/1
転 TagQuoteMidst タグ (M)途中 0/1
転 TagWrongRecitationStart タグ (X)開始 0/1
転 TagWrongRecitationEnd タグ (X)終了 0/1
転 TagWrongRecitationMidst タグ (X)途中 0/1
転 TagUncertainStart 基本形タグ (?)開始 0/1
転 TagUncertainEnd 基本形タグ (?)終了 0/1
転 TagUncertainMidst 基本形タグ (?)途中 0/1
転 TagUncertainSecond 基本形タグ (?)第二項 実数
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<Mora> モーラ
MoraID モーラ ID 3
転 MoraEntity モーラ記号 ユ
転 TagPOccurrence タグ<P> 0/1
転 TagPOccurrence Start タグ<P>開始時間 00000.709
転 TagPOccurrence End タグ<P>終了時間 00000.985
転 TagVLong タグ<H> 0/1
転 TagCLong タグ<Q> 0/1
転 TagWhisperStart タグ (L)開始 0/1
転 TagWhisperEnd タグ (L)終了 0/1
転 TagWhisperMidst タグ (L)途中 0/1
転 TagLaughingStart タグ (笑)開始 0/1
転 TagLaughingEnd タグ (笑)終了 0/1
転 TagLaughingMidst タグ (笑)途中 0/1
転 TagCryingStart タグ (泣)開始 0/1
転 TagCryingEnd タグ (泣)終了 0/1
転 TagCryingMidst タグ (泣)途中 0/1
転 TagCoughingStart タグ (咳)開始 0/1
転 TagCoughingEnd タグ (咳)終了 0/1
転 TagCoughingMidst タグ (咳)途中 0/1
転 TagUncertainStart 発音形タグ (?)開始 0/1
転 TagUncertainEnd 発音形タグ (?)終了 0/1
転 TagUncertainMidst 発音形タグ (?)途中 0/1
転 TagUncertainSecond 発音形タグ (?)第二項 イ
転 TagFV タグ<FV> 0/1
韻 PerceivedAcc アクセント知覚 0/1
<Phoneme> 音素
PhonemeID 音素 ID 3
PhonemeEntity 音素記号 kj
<Phone> 分節音
PhoneID 分節音 ID 1
分 PhoneEntity 分節音ラベル kj
分 PhoneClass 分節音ラベルのクラス Consonant
分 Devoiced 無声化の有無 0/1
分 PhoneStartTime 開始時刻 1.295305
分 PhoneEndTime 終了時刻 1.328962
分 StartTimeUncertain 開始位置不明 0/1
分 EndTimeUncertain 終了位置不明 0/1
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<Noise> 非言語音 (言語音と独立)
NoiseID ノイズ ID 3
形 ColumnID 短単位位置情報 2
節 ClauseUnitID 節単位 ID 3
節 ClauseBoundaryLabel 節境界ラベル <テ節 >
節 CU OperationSign 人手修正操作記号 (切断・結合) -
節 CU PreBraket 人手修正操作記号 (範囲-開始点) <<
節 CU PostBraket 人手修正操作記号 (範囲-終了点) >>
節 CU ObligateComment 義務的コメント 体言止
係 Dep BunsetsuUnitID 係り受け文節単位 ID 1
係 Dep Modi¯eeBunsetsuUnitID 受け文節単位 ID 6
係 Dep ObligateComment 係り受け義務的コメント B+
係 Dep Label 係り受け関係ラベル D
談 DS Purpose 談話目的 本発表のまとめ
談 DS SubPurpose 談話下位目的 処理結果の例示
談 DS Comment 談話コメント %E
談 DS Subject1 談話作業者 1 処理結果の説明
談 DS Subject2 談話作業者 2 音声資料の説明
談 DS Subject3 談話作業者 3 処理結果の提示
重 SE Subject1 10p 重要文抽出作業者 1 10p結果 0/1
重 SE Subject1 50p 重要文抽出作業者 1 50p結果 0/1
重 SE Subject2 10p 重要文抽出作業者 2 10p結果 0/1
重 SE Subject2 50p 重要文抽出作業者 2 50p結果 0/1
重 SE Subject3 10p 重要文抽出作業者 3 10p結果 0/1
重 SE Subject3 50p 重要文抽出作業者 3 50p結果 0/1
<NonLinguisticSound> 非言語音 (言語音共起可)
MoraID モーラ ID 3
転 MoraEntity モーラ記号 Á
転 TagPOccurrence ポーズ<P> 0/1
転 TagPOccurrence Start ポーズ開始時間 00000.709
転 TagPOccurrence End ポーズ終了時間 00000.985
転 TagBreath タグ<息> 0/1
転 TagLaugh タグ<笑> 0/1
転 TagCry タグ<泣> 0/1
転 TagCough タグ<咳> 0/1
転 TagFV タグ<FV> 0/1
転 TagNoise タグ<雑音> 0/1
転 TagBell タグ<ベル> 0/1
466 第 8章 XML文書
転 TagApplause タグ<拍手> 0/1
転 TagAudienceLaugh タグ<フロア笑> 0/1
転 TagAudienceTalk タグ<フロア発話> 0/1
転 TagDemoSound タグ<デモ> 0/1
転 TagWrongRecitation タグ<朗読間違い> 0/1
転 TagVN タグ<VN> 0/1
転 TagWhisperStart タグ (L)開始 0/1
転 TagWhisperEnd タグ (L)終了 0/1
転 TagWhisperMidst タグ (L)途中 0/1
転 TagLaughingStart タグ (笑)開始 0/1
転 TagLaughingEnd タグ (笑)終了 0/1
転 TagLaughingMidst タグ (笑)途中 0/1
転 TagCryingStart タグ (泣)開始 0/1
転 TagCryingEnd タグ (泣)終了 0/1
転 TagCryingMidst タグ (泣)途中 0/1
転 TagCoughingStart タグ (咳)開始 0/1
転 TagCoughingEnd タグ (咳)終了 0/1
転 TagCoughingMidst タグ (咳)途中 0/1
転 TagUncertainStart 発音形タグ (?)開始 0/1
転 TagUncertainEnd 発音形タグ (?)終了 0/1
転 TagUncertainMidst 発音形タグ (?)途中 0/1
転 TagUncertainSecond 発音形タグ (?)第二項 イ
韻 PerceivedAcc アクセント知覚 0/1
<XJToBILabelTone> X-JToBIトーンラベル
韻 Time トーン記述時刻 0.233569
韻 ToneClass トーンラベルのクラス accent
韻 F0 ラベル位置付近の F0値 146.0953
韻 F0Uncertain F0の不明確さ 0/1
韻 CategoryUncertain カテゴリーの不明確さ 0/1
韻 PositionUncertain 位置の不明確さ 0/1
<XJToBILabelWord> X-JToBI単語ラベル
韻 Time 単語記述時刻 0.253141
韻 PerceivedAccPos 知覚したアクセント位置 3
<XJToBILabelBreak> X-JToBI BIラベル
韻 Time BI記述時刻 0.253141
韻 Dis°uencyStart 語断片開始 0/1
韻 FillerStart フィラー開始 0/1
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<XJToBILabelPrm> X-JToBI プロミネンスラベル
韻 Time Prm記述時刻 2.513607
<XJToBILabelMisc> X-JToBI 注釈ラベル
韻 Time Misc記述時刻 121.341629
8.3.2 各要素の内容
図 8.2に示したように，CSJの研究用付加情報のXML文書化に際して，講演を表すTalk要素から韻律情報を
表す XJToBILabelTone, XJToBILabelWord, XJToBILabelBreak, XJToBILabelPrm, XJToBILabelMisc
要素までを階層構造で表現する。各要素について以下に説明する。
8.3.2.1 Talk要素
CSJでは講演（一部は対話，再朗読等）ごとに収録音声をファイル化している（講演の種類の概要について
は 1.2節参照，詳細については収録マニュアル 3章参照）。Talk要素にはこの講演単位についての情報や講演
の話者についての情報を記録する。なお，二人の話者が存在する対話については，話し手（インタビュイー）
の話者情報を記す。Talk要素は複数の IPU要素を子要素として持つ。また，TalkComment要素を子要素と
して持つ。
【属性】 　
TalkID 講演の IDを記述する。講演の IDの命名規則については話者情報マニュアル 2.1.1節参照。
SpeakerID 話者の IDを記述する。話者 IDについては話者情報マニュアル 4.1節参照。
SpeakerSex 話者の性別を記述する。話者性別については話者情報マニュアル 4.2節参照。
SpeakerBirthGeneration 話者の生年代を記述する。話者生年代については話者情報マニュアル 4.3節
参照。
SpeakerBirthPlace 話者の出生地を記述する。話者出生地については話者情報マニュアル 4.4節参照。
【例】 　¶ ³
<Talk TalkID="S01F0001" SpeakerID="116" SpeakerSex="女"
SpeakerBirthGeneration="70to74" SpeakerBirthPlace="東京都"/>µ ´
8.3.2.2 IPU要素
転記情報において，原則として 0.2秒以上のポーズで区切られた単位を転記基本単位として認定する（転記
基本単位の認定基準については 2.2節参照）。この単位を IPU(Inter-Pausal Unit)要素として表し，講演にお
ける各単位の開始時刻，終了時刻，音声ファイル中の記録チャンネル名を属性として記す。IPU要素は一つ以
上の LUW要素を子要素として持つ。
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【属性】 　
IPUID IPU要素（転記基本単位に相当）の講演内の IDを記述する。転記基本単位の詳細については
2.2節参照。
Channel 音声ファイル中の記録チャンネル名を記述する。二人の話者が存在する対話においてはこの
属性により話者を区別する。記録チャンネルについては 2.1.2節【転記基本単位情報部（単位情報
部）】参照。
IPUStartTime 転記基本単位の開始時刻を記述する。転記基本単位の開始時刻については 2.1.2節【転
記基本単位情報部（単位情報部）】参照。
IPUEndTime 転記基本単位の終了時刻を記述する。転記基本単位の終了時刻については 2.1.2節【転
記基本単位情報部（単位情報部）】参照。
【例】 　¶ ³
<IPU IPUID="0001" Channel="L" IPUStartTime="00000.185"
IPUEndTime="00000.702" />µ ´
8.3.2.3 TalkComment要素
転記情報において，講演毎にコメントが記される（転記情報における講演全体に対するコメントについては
2.1.2節【コメント】参照）。TalkComment要素はこのコメント情報を Comment要素として記述したものを
子要素とする。TalkComment要素は属性を持たない。
8.3.2.4 LineComment要素
転記情報において，転記基本単位に対するコメントや局所的な発話（転記基本単位の一部）に対するコメン
トが記されることがある（転記情報における転記基本単位や局所的な発話に対するコメントについては 2.1.2
節【コメント】参照）。LineComment要素はこれらのコメント情報を Comment 要素として記述したものを
子要素とする。転記基本単位に対するコメントを記述する場合は LineComment 要素を IPU 要素の子要素
とし，局所的な発話に対するコメントを記述する場合は LineComment 要素を LUW 要素の子要素とする。
LineComment要素は属性を持たない。
8.3.2.5 Comment要素
転記情報において，講演単位あるいは行単位にコメントが記される（転記情報におけるコメントについては
2.1.2節【コメント】参照）。Comment要素はコメント内容を記述するための属性を持つ。
【属性】 　
CommentStrings 転記情報におけるコメントを行毎に記述する。転記情報におけるコメントについて
は 2.1.2節【コメント】参照。
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【例】 　¶ ³
<TalkComment>
<Comment CommentStrings="講演 ID:A01M0517"/>
<Comment CommentStrings=""/>
<Comment CommentStrings="TYPE=O_SIT 比較的長めのデモ音が多く, 発話と時間的に重複
することがある"/>
<Comment CommentStrings=""/>
</TalkComment>µ ´
8.3.2.6 LUW要素
形態論情報のうちの長単位を LUW(Long-Unit Word)要素とし，長単位の品詞，活用形などの情報を属性
として持つ（長単位の認定基準については 3.1.2節参照，長単位のデータベースについては 4章参照）。LUW
要素は一つ以上の SUW要素を子要素として持つ。
【属性】 　
LUWID LUW要素 (長単位に相当)の IPU単位内の通し番号 (ID)を記述する。
LUWPOS 長単位の品詞を記述する。長単位の品詞については 3.3節参照。
LUWDictionaryForm 長単位の代表形を記述する。長単位の代表形については 3.2節参照。
LUWLemma 長単位の代表表記を記述する。長単位の代表表記については 3.2節参照。
LUWConjugateType 長単位の活用の種類を記述する。長単位の活用の種類については 3.3節参照。
LUWConjugateForm 長単位の活用形を記述する。長単位の活用形については 3.3節参照。
LUWMiscPOSInfo1, LUWMiscPOSInfo2, LUWMiscPOSInfo3 長単位のその他の情報 1,2,3 を記述す
る。長単位のその他の情報については 3.3節参照。
IsNewLine 転記テキスト内の改行を意味する新転記行を記述する。つまりこの属性値が"1" である長
単位の直前に転記テキストにおける改行が現れたことを表し，転記テキストにおける改行は文節の
境界を表す。転記テキストにおける文節については 2.8節参照。
LineID 転記テキストにおける行 ID を記述する。転記テキストを再現するための情報である。XML
からの転記テキスト再現については 8.5.2.3節にて説明する。
IsLeftOver 転記テキストにおける行を跨る長単位であるかどうかを記述する。転記テキストを再現す
るための情報である。XMLからの転記テキスト再現については 8.5.2.3節にて説明する。
【例】 　¶ ³
<LUW LUWID="4" LUWDictionaryForm="ハシル" LUWLemma="走る" LUWPOS="動詞"
LUWConjugateForm="連用形" LUWConjugateType="ラ行五段"
LUWMiscPOSInfo2="促音便"/>µ ´
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8.3.2.7 SUW要素
形態論情報のうちの短単位を SUW(Short-Unit Word)要素とし，短単位の品詞，活用形などの情報を属性
として持つ（短単位の認定基準については 3.1.3節参照，短単位・長単位のデータベースについては 4章参照）。
また，短単位に対して付加される節単位情報，係り受け構造情報，談話境界情報，重要文情報などについても
属性として持つ。SUW要素は一つ以上の TransSUW要素を子要素として持つ。
【属性】 　
SUWID SUW要素 (短単位に相当)の IPU単位内の通し番号 (ID)を記述する。
ColumnID 短単位・長単位データベースにおいて記述する，転記テキスト内の短単位位置情報を記述す
る。短単位・長単位データベースにおいて転記テキストの復元に用いられる情報。短単位位置情報
については 4.1.3節参照。
SUWPOS 短単位の品詞を記述する。短単位の品詞については 3.3節参照。
SUWDictionaryForm 短単位の代表形を記述する。短単位の代表形については 3.2節参照。
SUWLemma 短単位の代表表記を記述する。短単位の代表表記については 3.2節参照。
SUWConjugateType, SUWConjugateType2 短単位の活用の種類を記述する。短単位の活用の種類に
ついては 3.3節・4.4.4.4節参照。
SUWConjugateForm, SUWConjugateForm2 短単位の活用形を記述する。短単位の活用形については
3.3節・4.4.4.4節参照。
SUWMiscPOSInfo1, SUWMiscPOSInfo2, SUWMiscPOSInfo3 短単位のその他の情報 1,2,3 を記述す
る。短単位のその他の情報については 3.3節参照。
PlainOrthographicTranscription 短単位についての転記タグを除去したタグ無し出現形を記述する。短
単位のタグ無し出現形については 4.1.3節参照。
OrthographicTranscription 短単位の基本形を記述する。短単位・長単位データベースにおける短単位
の基本形については 4.1.3節参照。
PhoneticTranscription 短単位の発音形を記述する。短単位・長単位データベースにおける短単位の発
音形については 4.1.3節参照。
APID SUW要素が所属する AP要素（韻律情報から生成されるアクセント句単位）の IDを記述する。
ClauseUnitID 節単位 ID（0スタートの連番）を記述する。節単位 IDについては 5.6節参照。
ClauseBoundaryLabel 節境界ラベルを記述する。節境界ラベルについては 5.3節参照。
CU OperationSign 節単位情報の人手修正操作記号を記述する。節単位情報の人手修正操作記号につい
ては 5.4.1節参照。
CU PreBracket 節単位情報の人手修正操作記号 (範囲記号の開始点)を記述する。節単位情報の人手修
正操作記号 (範囲記号の開始点)については 5.4.1節参照。
CU PostBracket 節単位情報の人手修正操作記号 (範囲記号の終了点)を記述する。節単位情報の人手
修正操作記号 (範囲記号の終了点)については 5.4.1節参照。
CU ObligateComment 節単位情報の義務的コメントを記述する。節単位情報の義務的コメントについ
ては 5.4.3節参照。
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Dep BunsetsuUnitID 係り受け構造情報において，節単位内で文節に一意に付与された ID (0スタート
の連番)を記述する。
Dep Modi¯eeBunsetsuUnitID 係り受け構造情報において，同一節単位内で当該文節が係っていく先の
文節の ID(Dep BunsetsuUnitID) (ない場合がある)を記述する。
Dep Label 係り受け構造情報における係り受け関係を示すラベルを記述する。係り受け関係を示すラ
ベルについては係り受けマニュアル 3節【1】参照。
Dep ObligateComment 係り受け構造情報における義務的コメント（文節境界に関するラベル (B+) と
その他）を記述する。係り受け構造情報におけるコメントについては係り受けマニュアル 3節【1】
参照。
DS Purpose 談話境界情報における談話目的を記述する。談話目的については談話境界情報マニュア
ル 2.2節参照。
DS SubPurpose 談話境界情報における談話下位目的を記述する。談話下位目的については談話境界情
報マニュアル 2.2節参照。
DS Comment 談話境界情報における談話コメントを記述する。談話コメントについては談話境界情報
マニュアル 2.2節参照。
DS Subject1, DS Subject2, DS Subject3 談話境界情報における談話作業者 1,2,3を記述する。談話作
業者については談話境界情報マニュアル 2.2節参照。
SE Subject1 10p, SE Subject2 10p, SE Subject3 10p 重要文情報における重要文抽出作業者 1,2,3 に
よる 10%の重要文抽出結果を記述する。重要文抽出については重要文マニュアル 3節参照。
SE Subject1 50p, SE Subject2 50p, SE Subject3 50p 重要文情報における重要文抽出作業者 1,2,3 に
よる 50%の重要文抽出結果を記述する。重要文抽出については重要文マニュアル 3節参照。
【例】 　¶ ³
<SUW SUWID="1" SUWDictionaryForm="デ" SUWLemma="で" SUWPOS="接続詞"
OrthographicTranscription="で" PhoneticTranscription="デ<H>"
PlainOrthographicTranscription="で" APID="805" ClauseBoundaryLabel="<接続詞>"
Dep_BunsetsuUnitID="0" ClauseUnitID="110" SE_Subject1_50p="1" SE_Subject2_50p
="1" SE_Subject3_50p="1" DS_Purpose="豊島園の駅の様子" DS_SubPurpose="夏に豊島
園の駅を利用している時にちょっとむかつく理由" DS_Subject1="豊島園の駅を利用する
時に腹の立つこと" DS_Subject2="豊島園の駅を利用する時に思うこと"/>
<SUW SUWID="1" SUWDictionaryForm="イク" SUWLemma="行く" SUWConjugateForm
="連用形" SUWConjugateType="カ行五段" SUWConjugateForm2="連用形"
SUWConjugateType2="カ行五段" SUWMiscPOSInfo2="促音便" SUWPOS="動詞"
OrthographicTranscription="行っ" PhoneticTranscription="イッ"
PlainOrthographicTranscription="行っ" APID="107" Dep_BunsetsuUnitID="4"
Dep_ModifieeBunsetsuUnitID="5"/>µ ´
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8.3.2.8 TransSUW要素
転記情報の基本形では，一部において短単位よりも細かい単位を対象としてタグ情報を付与しているケース
がある。このようなタグ情報を正確に記録するために，転記情報の基本形においてタグ情報が付与される範囲
を一つの単位とする TransSUW要素（転記短単位と呼ぶ）を設けた。TransSUW要素には，そのような特別
なケースだけでなく全ての場合において，転記情報のタグ情報を記録することにした。一つの TransSUW要
素が示す転記短単位の範囲は，多くの場合，SUW要素が示す短単位の範囲と同じであるため，TransSUW要
素は SUW要素のただ一つの子要素となることが多い。転記情報の基本形において短単位の一部にタグ情報が
付与されているような場合に，タグ情報が付与される範囲とそれ以外に単位を分けて扱うため，SUW要素に
複数の TransSUW要素が子要素として所属することになる。
以下に具体例を示す。例 1 では「考え」という短単位内でフィラーの記述により分割が起きている。この
分割境界情報を保持するために「考え」を表す SUW 要素を「かん」「(F あ )ー」「が」「え」という 4 つの
TransSUW要素に分割している。また，例 2に示すように，発音形において 1モーラ毎に付与される可能性の
あるタグ情報はMora要素の属性として記述するが，発音形情報であっても，基本的に短単位境界で区切って
記述するものは TransSUWに記述する。これらのタグは必ずしも 1モーラのみや 1短単位のみに付与される
とは限らないため，複数モーラ (または短単位)に跨る可能性のあるタグには 3つの属性名 Start, Midst, End
を持たせる。例えば 1短単位内で閉じるタグ (F)は TagFillerStartと TagFillerEndを持つ。
この要素は，いわば言語学的情報と音声学的情報の接点に相当する。短単位の品詞，活用の種類などの
言語学的情報はこの要素の属性として記録される。そして，対応する音声に関する情報はこの要素の子要
素である Mora 要素以下に記録される。音声に関する情報のうち，例えばタグ (W) など，語単位で与え
られるものは TransSUW 要素の属性として記録する。TransSUW 要素は一つ以上の Mora 要素あるいは
NonLinguisticSound要素を子要素として持つ。
例 1. SUWを分割するタグ¶ ³
0812 01959.782-01962.438 L:
お (K かん (F あー)が;考)えを & オカン (F アー)ガエオ
申し上げました & モーシアゲマシタµ ´
例 2. TransSUWに記述する発音形情報¶ ³
0104 00272.459-00274.670 L:
本物の & ホンモノノ
バナナだよって & (W バナ;バナナ)ダヨ (? ッテ)µ ´
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【属性】 　
TransSUWID TransSUW要素（転記短単位に相当）の SUW単位内の通し番号 (ID)を記述する。
TagKanjiStart, TagKanjiEnd, TagKanjiMidst 転記短単位においてタグ (K)開始，終了，途中であるか
どうかを記述する。タグ (K)については 2.5.10節参照。
TagKanjiOrth 転記短単位においてタグ (K)で示される漢字を記録する。タグ (K)については 2.5.10
節参照。
TagAlphabetStart, TagAlphabetEnd, TagAlphabetMidst 転記短単位においてタグ (A)開始，終了，途
中であるかどうかを記述する。タグ (A)については 2.5.9節参照。
TagAlphabetOrth 転記短単位においてタグ (A) の右項に示される表記を記録する。タグ (A) につい
ては 2.5.9節参照。
TagDis°uencyStart, TagDis°uencyEnd, TagDis°uencyMidst 転記短単位においてタグ (D)開始，終了，
途中であるかどうかを記述する。タグ (D)については 2.5.2節参照。
TagDis°uency2Start, TagDis°uency2End, TagDis°uency2Midst 転記短単位においてタグ (D2) 開始，
終了，途中であるかどうかを記述する。タグ (D2)については 2.5.3節参照。
TagFillerStart, TagFillerEnd, TagFillerMidst 転記短単位においてタグ (F)開始，終了，途中であるか
どうかを記述する。タグ (F)については 2.5.1節参照。
TagIncorrectStart, TagIncorrectEnd, TagIncorrectMidst 転記短単位においてタグ (W)開始，終了，途
中であるかどうかを記述する。タグ (W)については 2.5.11節参照。
TagIncorrectNorm 転記短単位においてタグ (W)で記される正確な発音を記述する。タグ (W)につい
ては 2.5.11節参照。
TagBStart, TagBEnd, TagBMidst 転記短単位においてタグ (B)開始，終了，途中であるかどうかを記
述する。タグ (B)については 2.5.12節参照。
TagBNorm 転記短単位においてタグ (B) で記される正確な読みを記述する。タグ (B) については
2.5.12節参照。
TagMaskStart, TagMaskEnd, TagMaskMidst 転記短単位においてタグ (R)開始，終了，途中であるか
どうかを記述する。タグ (R)については 2.5.7節参照。
TagForeignStart, TagForeignEnd, TagForeignMidst 転記短単位においてタグ (O)開始，終了，途中で
あるかどうかを記述する。タグ (O)については 2.5.5節参照。
TagQuoteStart, TagQuoteEnd, TagQuoteMidst 転記短単位においてタグ (M)開始，終了，途中である
かどうかを記述する。タグ (M)については 2.5.6節参照。
TagWrongRecitationStart, TagWrongRecitationEnd, TagWrongRecitationMidst 転記短単位において
タグ (X)開始，終了，途中であるかどうかを記述する。タグ (X)については 2.5.8節参照。
TagUncertainStart, TagUncertainEnd, TagUncertainMidst 転記短単位において基本形タグ (?) 開始，
終了，途中であるかどうかを記述する。基本形のタグ (?)については 2.5.4節参照。
TagUncertainSecond 転記短単位において基本形タグ (?) で記される第二候補を記述する。基本形の
タグ (?)については 2.5.4節参照。
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【例】（先の例 1に対応） 　¶ ³
<TransSUW TransSUWID=”1” TagKanjiStart=”1” TagKanjiOrth=”考”/>
<TransSUW TransSUWID=”2” TagKanjiMidst=”1” TagFillerStart=”1”
TagFillerEnd=”1”/>
<TransSUW TransSUWID=”3” TagKanjiEnd=”1”/>µ ´
8.3.2.9 Mora要素
転記情報の発音形に記される発音表記をモーラ単位に分割した単位をMora要素とし，モーラ記号（片仮名）
を属性として記す。なお，転記情報の発音形におけるタグのうち，モーラ単位で記されるものはこの要素の属
性として記録する。さらに，韻律情報において記録された知覚アクセントの位置もこの要素の属性として記録
する。Mora要素は一つ以上の Phoneme要素を子要素として持つ。
【属性】 　
MoraID Mora要素（モーラ）の TransSUW単位内の通し番号 (ID)を記述する。
MoraEntity モーラ記号を記述する。転記情報の発音形に表記されるモーラ記号（片仮名）の種類につ
いては 2.3.1.7節参照。
TagPOccurrence 転記情報の発音形において記されたタグ<P>（転記基本単位内短単位中の 0.2秒以上
の無音区間の存在を示す）の有無を記述する。この属性を持つMora要素が表すモーラ単位の後に
無音区間が現れたことを表す。タグ<P>については 2.5.19節参照。
TagPOccurrence Start, TagPOccurrence End 転記情報の発音形において記されたタグ<P>（転記基本
単位内短単位中の 0.2 秒以上の無音区間の存在を示す）にあわせて記された無音区間の開始時刻，
終了時刻を記述する。タグ<P>については 2.5.19節参照。
TagVLong 転記情報の発音形において記されたタグ<H>の有無を記述する。この属性を持つ Mora 要
素が表すモーラ単位の母音が引き延ばされたことを表す。タグ<H>については 2.5.17節参照。
TagCLong 転記情報の発音形において記されたタグ<Q>の有無を記述する。この属性を持つMora要素
が表すモーラ単位の子音が引き延ばされたことを表す。タグ<Q>については 2.5.18節参照。
TagWhisperStart, TagWhisperEnd, TagWhisperMidst 転記情報の発音形においてタグ (L) 開始，終
了，途中であるかどうかを記述する。タグ (L)については 2.5.14節参照。
TagLaughingStart, TagLaughingEnd, TagLaughingMidst 転記情報の発音形においてタグ (笑) 開始，
終了，途中であるかどうかを記述する。タグ (笑)については 2.5.13節参照。
TagCryingStart, TagCryingEnd, TagCryingMidst 転記情報の発音形においてタグ (泣)開始，終了，途
中であるかどうかを記述する。タグ (泣)については 2.5.13節参照。
TagCoughingStart, TagCoughingEnd, TagCoughingMidst 転記情報の発音形においてタグ (咳)開始，
終了，途中であるかどうかを記述する。タグ (咳)については 2.5.13節参照。
TagUncertainStart, TagUncertainEnd, TagUncertainMidst 転記情報の発音形においてタグ (?) 開始，
終了，途中であるかどうかを記述する。発音形のタグ (?)については 2.5.4節参照。
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TagUncertainSecond 転記情報の発音形においてタグ (?) で記される第二項を記述する。発音形のタ
グ (?)については 2.5.4節参照。
TagFV 転記情報の発音形のタグ<FV>の有無を記述する。タグ<FV>については 2.5.15節参照。
PerceivedAcc 韻律情報において記録された知覚アクセントの位置を記述する。韻律情報における知覚
アクセントの記述については 7.1.5節および 7.2.3節参照。
【例】 　¶ ³
<Mora MoraID="1" MoraSUWID="1" MoraEntity="カ" PerceivedAcc=”1”/>
<Mora MoraID="2" MoraSUWID="2" MoraEntity="ナ"/>
<Mora MoraID="3" MoraSUWID="3" MoraEntity="リ" TagVLong="1"/>µ ´
8.3.2.10 Phoneme要素
Mora要素の属性MoraEntityの値に記される，転記情報の発音形のモーラ記号から自動的に音素単位を生
成したものを Phoneme要素とし（モーラと音素の対応関係については付録 8.1参照），音素記号を属性として
記す。Phoneme要素は一つ以上の Phone要素を子要素として持つ。なお，この Phoneme要素以下はコアと
呼ばれる一部の講演データについてのみ記述される。
【属性】 　
PhonemeID Phoneme要素（音素に相当）のMora単位内の通し番号 (ID)を記述する。モーラと音素
の対応関係については付録 8.1参照。
PhonemeEntity 音素記号を記述する。
【例】 　¶ ³
<Phoneme PhonemeID="1" PhonemeEntity="r">µ ´
8.3.2.11 Phone要素
分節音ラベルの最小要素として記述されている分節音単位を Phone要素として，分節音や分節音区間の開
始・終了時刻などを属性として記す（分節音情報については 6章参照）。また，分節音ラベルに記された母音無
声化の情報も属性として記録する。Phone 要素は韻律情報の各ラベル情報を要素とした XJToBILabelTone,
XJToBILabelWord, XJToBILabelBreak, XJToBIMiscを子要素として持つ。
【属性】 　
PhoneID Phone要素（分節音に相当）の Phoneme単位内の通し番号 (ID)を記述する。分節音単位に
ついては 6章参照。
PhoneEntity 分節音を記述する。分節音の記述に用いる記号については 6.2節参照。
なお，分節音補助ラベルで用いる"<",">"は XMLにおいて特殊な意味を持つため，代わりに"S"
を用いることにする。例えば"<cl>"は"SclS"と表現する。
また，無声化した母音について，"A","I","U","E","O" の分節音ラベルが用意されている
が，XML 文書においては後述する Devoiced 属性で表現するため通常の母音ラベルの記
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号"a","i","u","e","o"で表現する。
PhoneClass 分節音のクラスを記述する。分節音については 6.2節参照。以下には，ここで用いられる
クラス名と分節音の対応関係を示す。
分節音のクラス 分節音
vowel a,i,u,e,o
consonant k,g,s,z,t,c,d,a,b,F,b,p,m,y,r,w,v,kw,gw,kj,gj,sj,zj,cj,nj,hj,ky,gy,sy,zy,cy,
ty,dy,ny,hy,Fy,by,py,my,ry
special N,Q,H
others <cl>,<pz>,<uv>,<sv>,<fr>,<fv>,<?>,<N>,<b>
Devoiced 母音の無声化の有無を記述する。母音の無声化については 6.2節および 6.7.7.3節参照。
PhoneStartTime, PhoneEndTime 分節音の開始，終了時刻を記述する。分節音の時刻情報については
分節音マニュアル 6.3.1節参照。
なお，分節音ラベリングにおいてはラベルが示す区間の終端時刻のみが記録される。XML文書化
にあたっては，直前のラベルとともに記録されている時刻を当該ラベルの開始時刻とみなした。例
外として，転記基本単位先頭のラベル内で融合する場合（8.3.3.1節および 6.4.1節参照）には開始
時刻と終了時刻が同一になる。
StartTimeUncertain, EndTimeUncertain 分節音の開始・終了時刻の不明確さを記述する。分節音ラベ
リングにおいて融合した形で付与されたラベルについて，そのラベルが示す時間区間をラベル数で
等分割する形で各ラベルの開始・終了時刻を決定し，PhoneStartTime, PhoneEndTime属性に記
述する。例えば StartTimeUncertain属性を持つ Phone要素で表される分節音は，前の Phone要
素で表される分節音と融合したラベルにより記述されていたことがわかる。分節音ラベルの融合に
ついては 8.3.3.1節および 6.4.1節参照。
【例】 　¶ ³
<Phone PhoneID="1" PhoneEntity="u" PhoneClass="vowel" Devoiced="y"
PhoneStartTime="634.369018" PhoneEndTime="634.413606" StartTimeUncertain="1">µ ´
8.3.2.12 Noise要素
転記情報の発音形に記される，言語音とは独立に生じた話者の息・咳や話者の声以外の目立つ音などの情報
を記すために，Noise 要素を設ける。転記情報の発音形に記される，言語音とは独立に生じた話者の息や咳，
話者の声以外の目立つ音などの扱いについては 2.2節参照。図 8.2に示すように，Noise要素は SUW要素と
同じ階層に位置づけられている。それに伴って，属性の一部（その他に示したもの）は SUW要素と共通して
いる。
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【属性】 　
NoiseID Noise要素（言語音以外のノイズに相当）の LUW要素内の通し番号 (ID)を記述する。
その他 ColumnID，ClauseBoundaryLabel，ClauseUnitID，CU ObligateComment，CU OperationSign，
CU PreBraket，CU PostBraket，Dep BunsetsuUnitID，Dep Modi¯eeBunsetsuUnitID，
Dep ObligateComment，Dep Label，DS Purpose，DS SubPurpose，DS Comment，DS Subject1，
DS Subject2，DS Subject3，SE Subject1 10p，SE Subject1 50p，SE Subject2 10p，SE Subject2 50p，
SE Subject3 10p，SE Subject3 50pについては，8.3.2.7節の SUW要素の各項目を参照。
【例】 　¶ ³
<Noise NoiseID="1">µ ´
8.3.2.13 NonLinguisticSound要素
転記情報に記される，息，咳，拍手，ベル音などの非言語音の情報を記すために，NonLinguisticSound要
素を設ける。転記情報には言語音とは独立に生じた話者の息・咳や話者の声以外の目立つ音などと，言語音中
に生じる息や笑いなどが，それぞれ異なる形式で記述される（これらの扱いについての詳細は 2.2 節参照）。
XML文書においてはいずれも NonLinguisticSound要素として表現するが，前者の場合は Noise要素を親と
し，後者の場合は TransSUW要素を親とする。NonLinguisticSound要素は子要素として Phone要素を持つ。
この要素はMora要素と同じ階層に位置づけられ，属性の一部（その他に示したもの）はMora要素と共通し
ている。
【属性】 　
MoraID NonLinguisticSound要素の親要素（Noise要素か TransSUW要素）内の通し番号 (ID)を記
述する。
TagBreath 転記情報に記されたタグ<息>を記述する。タグ<息>については 2.2節参照。
TagLaugh 転記情報に記されたタグ<笑>を記述する。タグ<笑>については 2.2節参照。
TagCry 転記情報に記されたタグ<泣>を記述する。タグ<泣>については 2.2節参照。
TagCough 転記情報に記されたタグ<咳>を記述する。タグ<咳>については 2.2節参照。
TagFV 転記情報に記されたタグ<FV>を記述する。タグ<FV>については 2.5.15節参照。
TagNoise 転記情報に記されたタグ<雑音>を記述する。タグ<雑音>については 2.2節参照。
TagBell 転記情報に記されたタグ<ベル>を記述する。タグ<ベル>については 2.2節参照。
TagApplause 転記情報に記されたタグ<拍手>を記述する。タグ<拍手>については 2.2節参照。
TagAudienceLaugh 転記情報に記されたタグ<フロア笑>を記述する。タグ<フロア笑>については 2.2
節参照。
TagAudienceTalk 転記情報に記されたタグ<フロア発話>を記述する。タグ<フロア発話>については
2.2節参照。
TagDemoSound 転記情報に記されたタグ<デモ>を記述する。タグ<デモ>については 2.2節参照。
TagWrongRecitation 転記情報に記されたタグ<朗読間違い>を記述する。タグ<朗読間違い>について
は 2.7節参照。
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TagVN 転記情報に記された応答表現（「うん」系）を表すタグ<VN>を記述する。タグ<VN>については
2.5.16節参照。
その他 MoraEntity，TagPOccurrence，TagPOccurrence Start，TagPOccurrence End，Tag-
WhisperStart，TagWhisperEnd，TagWhisperMidst，TagLaughingStart，TagLaughingEnd，
TagLaughingMidst，TagCryingStart，TagCryingEnd，TagCryingMidst，TagCoughingStart，
TagCoughingEnd，TagCoughingMidst，TagUncertainStart，TagUncertainEnd，TagUncer-
tainMidst，TagUncertainSecond，PerceivedAccについては 8.3.2.9節参照。
【例】 　¶ ³
<NonLinguisticSound MoraID="1" TagFV="1">µ ´
8.3.2.14 XJToBILabelTone要素
日本語話し言葉の韻律ラベリングスキーム X-JToBIにより付与された韻律情報のうちのトーンラベル情報
を，XJToBILabelTone要素として記録する（X-JToBIについては 7章参照。韻律情報のうちのトーンラベル
情報については 7.1.3節参照）。ラベルが付与された位置（時間），ラベルのクラス，不明確さなどが属性とし
て記録される。
【属性】 　
Time XJToBILabelTone要素が表すトーンラベルの付与位置（時間）を記述する。ラベルの付与位置
（時間）については 7.2.1節参照。
ToneClass XJToBILabelTone 要素が表すトーンラベルのクラスを記述する。トーンラベルのクラス
は以下の通りである。
トーンラベルのクラス トーンラベル
IBT (Initial Boundary Tone) %L
FBT (Final Boundary Tone) L%（ただしBoudary Pitch Movement
を構成する場合は除く）, H%, HL%,
LH%, HLH%
LTBPM (Low Tone of Boundary Pitch Movement) L%
PT (Phrase Tone) H-
Accent A
Pointer pH, pL
Extender >
Filler FL, FH
F0Uncertain XJToBILabelTone要素が表すトーンラベルの付与位置において F0(基本周波数)が不明
確であることを示す"x"の有無を記述する。トーンラベルにおける"x"については 7.2.1.13節参照。
CategoryUncertain XJToBILabelTone要素が表すトーンラベルにおいてカテゴリーが不明確であるこ
とを示す"?"の有無を記述する。トーンラベルにおける"?"については 7.2.1.14節参照。
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PositionUncertain XJToBILabelTone要素が表すトーンラベルにおいて付与位置が不明確であること
を示す"!"の有無を記述する。トーンラベルにおける"!"については 7.2.1.15節参照。
【例】 　¶ ³
<XJToBILabelTone Time="0.658911" F0="99.8448" ToneClass="fbt">L%
</XJToBILabelTone>µ ´
8.3.2.15 XJToBILabelWord要素
日本語話し言葉の韻律ラベリングスキーム X-JToBIにより付与された韻律情報のうちの単語ラベル情報を，
XJToBILabelWord要素として記録する（X-JToBIについては 7章参照。韻律情報のうちの単語ラベル情報
については 7.1.5節および 7.2.3節参照）。ラベルが付与された位置（時間），知覚アクセント位置などが属性
として記録される。
【属性】 　
Time XJToBILabelWord 要素が表す単語ラベルの付与位置（時間）を記述する。ラベルの付与位置
（時間）については 7.2.3節参照。
PerceivedAccPos XJToBILabelWord要素が表す単語ラベルに記された知覚アクセント位置をモーラ
の通し番号 (Mora要素のMoraID属性)で記述する。
【例】 　¶ ³
<XJToBILabelWord Time="0.683079" PerceivedAccPos="1">taitoru</XJToBILabelWord>µ ´
8.3.2.16 XJToBILabelBreak要素
日本語話し言葉の韻律ラベリングスキーム X-JToBIにより付与された韻律情報のうちの BI(Break Index)
ラベル情報を，XJToBILabelBreak要素として記録する（X-JToBIについては 7章参照。韻律情報のうちの
BIラベル情報については 7.1.4節および 7.2.1節参照）。ラベルが付与された位置（時間），知覚アクセント位
置などが属性として記録される。
【属性】 　
Time XJToBILabelBreak 要素が表す BI ラベルの付与位置（時間）を記述する。ラベルの付与位置
（時間）については 7.2.1節参照。
FillerStart XJToBILabelBreak 要素が表す BI ラベルに記されたフィラー開始記号 (\<F") の有無を
記述する。韻律ラベリングにおけるフィラーの扱いについては 7.3節参照。
【例】 　¶ ³
<XJToBILabelBreak Time="0.683079">3</XJToBILabelBreak>µ ´
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8.3.2.17 XJToBILabelPrm要素
日本語話し言葉の韻律ラベリングスキーム X-JToBIにより付与された韻律情報のうちのプロミネンスラベ
ル情報を，XJToBILabelPrm要素として記録する（X-JToBIについては 7章参照。韻律情報のうちのプロミ
ネンスラベル情報については 7.1.6節および 7.2.4節参照）。ラベルが付与された位置（時間）が属性として記
録される。
【属性】 　
Time XJToBILabelPrm要素が表すプロミネンスラベルの付与位置（時間）を記述する。ラベルの付
与位置（時間）については 7.2.4節参照。
【例】 　¶ ³
<XJToBILabelPrm Time="183.221692">PNLP</XJToBILabelPrm>µ ´
8.3.2.18 XJToBILabelMisc要素
日本語話し言葉の韻律ラベリングスキーム X-JToBIにより付与された韻律情報のうちの注釈ラベル情報を，
XJToBILabelMisc要素として記録する（X-JToBIについては 7章参照。韻律情報のうちの注釈ラベル情報に
ついては 7.1.7節および 7.2.5節参照）。ラベルが付与された位置（時間）が属性として記録される。
【属性】 　
Time XJToBILabelMisc 要素が表す注釈ラベルの付与位置（時間）を記述する。ラベルの付与位置
（時間）については 7.2.5節参照。
【例】 　¶ ³
<XJToBILabelMisc Time="131.361842">AYOR</XJToBILabelMisc>µ ´
8.3.3 階層構造からの逸脱に対する措置
話し言葉音声においては，言語学的な階層構造を逸脱する現象がたびたび生じる。ここでは，幾つかのそう
した現象に対する措置を説明する。
8.3.3.1 分節音ラベルの融合
分節音ラベル作成において，母音の無声化，子音の弱化，母音連鎖や融合などによって分節音境界を定めに
くい場合に，複数のラベルを一つに融合して付与する処置を許している。これにより，ラベルの区間が明確で
ない分節音の単位が生じることになる。
一方，前述した階層構造から，分節音ラベルの情報を記録する Phone要素の時間情報を参照すれば，上位
階層にあたる Mora 要素や SUW 要素の，音声における開始・終了時刻がわかる。したがって，大まかでも
Phone 要素の時間情報を記して欲しいという要求が想定される。そこで，融合された分節音ラベルについて
は，便宜上区間を均等に分割した結果の区間開始・終了時刻を各 Phone要素の属性として記し，恣意的に与え
た境界であることを別途属性で記録することにした。例えば，母音の無声化によって融合された分節音ラベル
を以下のように記述する（一部の属性を省略している）。
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分節音ラベル (左からラベル区間の終端時間，ラベル)¶ ³
244.647519 a
244.785809 s,U #/u/の無声化により融合µ ´
XMLによる分節音ラベルの融合の記述¶ ³
<Phone PhoneStartTime="244.564289'' PhoneEndTime=''244.647519``
PhoneEntity=''a''/>
<Phone PhoneStartTime="244.647519'' PhoneEndTime=''244.716664``
PhoneEntity=''s'' EndTimeUncertain=''1''/>
<Phone PhoneStartTime="244.716664'' PhoneEndTime=''244.785809``
PhoneEntity=''u'' StartTimeUncertain=''1'' Devoiced=''1''/>µ ´
8.3.3.2 語の発音レベルでの融合
話者の言い誤りによって，複数の語が発音レベルで融合しているように観察されるケースが頻繁に見られ
る。例えば，「この」と「よう（な）」の発音が融合して「コニョー (ナ)」となるようなケースである。このよ
うなケースに対して，CSJの転記テキストでは発音形において，関係する融合部分全体にタグ (W)を記し「(W
コニョー;コノヨウ)のように \正しいであろう発音"とともに実際の発音を表記する。一方，形態論情報は転
記テキストの基本形に対して付加されるため，語の融合としては扱わない。この矛盾に XMLの構造上で対応
するために，形態論情報は SUW要素の属性として表わし，モーラ以下の音声学的情報は融合している範囲の
先頭の SUW 要素の下位階層に記録する。残りの SUW 要素の下位階層には MoraEntity の値が"Á" である
Mora要素を置く。たとえば上記の例は XMLにより以下のように記述される。
XMLによる語の融合の記述¶ ³
<SUW SUWDictionaryForm=”コノ” SUWLemma=”此の” SUWPOS=”連体詞”
TagIncorrectNorm=”コノ”>
<Mora MoraEntity=”コ”/>
<Mora MoraEntity=”ニョ”/>
<Mora MoraEntity=”―”/>
</SUW>
<SUW SUWDictionaryForm=”ヨウ” SUWLemma=”様” SUWPOS=”形状詞”
TagIncorrectNorm=”ヨウ”>
<Mora MoraEntity=”φ”/>
</SUW>µ ´
8.3.4 CSJ研究用付加情報の XMLによる記述例
これまでに示した仕様にしたがって，CSJの研究用付加情報を XMLで記述する例を示す。まず，同一音声
に対して作成された転記テキスト，形態論情報，分節音情報，韻律情報のそれぞれを図 8.3に示す。
これらの情報の XML化にあたっては，まず始めに短単位情報を XMLの形に変換する。なお，転記テキス
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トに記された情報は一部を除きほぼ全て短単位情報に記されているため，転記情報と短単位情報の照合は不要
である。この段階で，前章で示した Phoneme要素までが記述された XMLが作成される。次の段階では分節
音情報から作成した Phone要素を Phoneme要素の子要素として配置する。さらに韻律情報からラベル情報を
Phone要素の子要素として位置付け，知覚されたアクセントの位置の情報をMora要素の属性として記録する
などの処理を行う。以上の処理によって自動的に生成した XMLの例を図 8.4に示す。なお，XMLの自動生
成を行うにあたり，各種情報間の整合性を検証したうえで不整合を解消して各種情報の統合処理を行う。この
過程についての詳細は次節に示す。
転記テキスト¶ ³
0091 00244.050-00245.009 L:
いつもの & イツモノ
場所で & バショデ
0092 00245.270-00245.581 L:
(D ねろ) & (D ネロ)
0093 00245.800-00247.076 L:
寝転がっていますと & ネ<Q>コロガッテイマストµ ´
形態論情報 (「いつもの」の部分に対して)¶ ³
S03F0119 0091 00244.050-00245.009 L:-001-001　いつ いつ　イツ　何時　イツ　代名詞
S03F0119 0091 00244.050-00245.009 L:-001-005　も　も　モ　も　モ　助詞　副助詞
S03F0119 0091 00244.050-00245.009 L:-001-007　の　の　ノ　の　ノ　助詞　格助詞µ ´
分節音情報 (「いつもの」の部分に対して)¶ ³
244.073871 121 #
244.154540 121 i
244.187874 121 <cl>
244.240331 121 c
244.268501 121 u
244.328683 121 m
244.372218 121 o
244.418315 121 n
244.493862 121 oµ ´
韻律情報 (「いつもの」の部分に対して)¶ ³
244.092331 115 %L
244.114585 115 A
244.494613 115 L%µ ´
図 8.3 CSJの研究用付加情報の例
（図中の一部の情報が図 8.4の XML文書内で記述されている）
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<IPU IPUID="0091" IPUStartTime="00244.050" IPUEndTime="00245.009" Channel="L">
<LUW LUWID="1" LUWPOS="代名詞" IsNewLine="1" LineID="001" LUWDictionaryForm="イツ" LUWLemma="何時">
<SUW SUWID="1" ColumnID="001" SUWDictionaryForm="イツ" SUWLemma="何時" SUWPOS="代名詞"
OrthographicTranscription="いつ" PhoneticTranscription="イツ" PlainOrthographicTranscription="いつ"
APID="304" Dep_BunsetsuUnitID="5" Dep_ModifieeBunsetsuUnitID="6">
<TransSUW TransSUWID="1">
<Mora MoraEntity="イ" MoraID="1" MoraSUWID="1" PerceivedAcc="1">
<Phoneme PhonemeEntity="i" PhonemeID="1">
<Phone PhoneID="1" PhoneEntity="i" PhoneClass="vowel" PhoneStartTime="244.073871"
PhoneEndTime="244.15454">
<XJToBILabelTone Time="244.098746" F0="210.791" ToneClass="IBT">%L</XJToBILabelTone>
<XJToBILabelTone Time="244.114585" F0="228.102" ToneClass="Accent">A</XJToBILabelTone>
</Phone>
</Phoneme>
</Mora>
<Mora MoraEntity="ツ" MoraID="2" MoraSUWID="2">
<Phoneme PhonemeEntity="c" PhonemeID="1">
<Phone PhoneID="1" PhoneEntity="SclS" PhoneClass="others" PhoneStartTime="244.15454"
PhoneEndTime="244.187874"/>
<Phone PhoneID="2" PhoneEntity="c" PhoneClass="consonant" PhoneStartTime="244.187874"
PhoneEndTime="244.240331"/>
</Phoneme>
<Phoneme PhonemeEntity="u" PhonemeID="2">
<Phone PhoneID="1" PhoneEntity="u" PhoneClass="vowel" PhoneStartTime="244.240331"
PhoneEndTime="244.268501">
<XJToBILabelWord Time="244.268501" PerceivedAccPos="1">icu</XJToBILabelWord>
<XJToBILabelBreak Time="244.268501">1</XJToBILabelBreak>
</Phone>
</Phoneme>
</Mora>
</TransSUW>
</SUW>
</LUW>
<LUW LUWID="2" LUWPOS="助詞" IsNewLine="0" LineID="001" LUWDictionaryForm="モ" LUWLemma="も"
LUWMiscPOSInfo1="副助詞">
<SUW SUWID="1" ColumnID="005" SUWDictionaryForm="モ" SUWLemma="も" SUWMiscPOSInfo1="副助詞" SUWPOS="助詞"
OrthographicTranscription="も" PhoneticTranscription="モ" PlainOrthographicTranscription="も" APID="304">
<TransSUW TransSUWID="1">
<Mora MoraEntity="モ" MoraID="1" MoraSUWID="1">
<Phoneme PhonemeEntity="m" PhonemeID="1">
<Phone PhoneID="1" PhoneEntity="m" PhoneClass="consonant" PhoneStartTime="244.268501"
PhoneEndTime="244.328683"/>
</Phoneme>
<Phoneme PhonemeEntity="o" PhonemeID="2">
<Phone PhoneID="1" PhoneEntity="o" PhoneClass="vowel" PhoneStartTime="244.328683"
PhoneEndTime="244.372218">
<XJToBILabelWord Time="244.372218" PerceivedAccPos="0">mo</XJToBILabelWord>
<XJToBILabelBreak Time="244.372218">1</XJToBILabelBreak>
</Phone>
</Phoneme>
</Mora>
</TransSUW>
</SUW>
</LUW>
<LUW LUWID="3" LUWPOS="助詞" IsNewLine="0" LineID="001" LUWDictionaryForm="ノ" LUWLemma="の"
LUWMiscPOSInfo1="格助詞">
<SUW SUWID="1" ColumnID="007" SUWDictionaryForm="ノ" SUWLemma="の" SUWMiscPOSInfo1="格助詞" SUWPOS="助詞"
OrthographicTranscription="の" PhoneticTranscription="ノ" PlainOrthographicTranscription="の" APID="304">
<TransSUW TransSUWID="1">
<Mora MoraEntity="ノ" MoraID="1" MoraSUWID="1">
<Phoneme PhonemeEntity="n" PhonemeID="1">
<Phone PhoneID="1" PhoneEntity="n" PhoneClass="consonant" PhoneStartTime="244.372218"
PhoneEndTime="244.418315"/>
</Phoneme>
<Phoneme PhonemeEntity="o" PhonemeID="2">
<Phone PhoneID="1" PhoneEntity="o" PhoneClass="vowel" PhoneStartTime="244.418315"
PhoneEndTime="244.493862">
<XJToBILabelTone Time="244.485417" F0="151.82" ToneClass="FBT">L%</XJToBILabelTone>
<XJToBILabelWord Time="244.493862" PerceivedAccPos="0">no</XJToBILabelWord>
<XJToBILabelBreak Time="244.493862">3</XJToBILabelBreak>
</Phone>
</Phoneme>
</Mora>
</TransSUW>
</SUW>
</LUW>µ ´
図 8.4 XML文書化した CSJの研究用付加情報の例（一部）
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8.4 CSJ各種情報の整合性検証
CSJの XML文書には，話者情報と印象評定情報を除く全ての研究用付加情報が表現されている。それぞれ
の情報同士は関連性があるものの，作成過程において高い専門性が求められるため，作業を独立して行わざる
を得ない。その結果，関連のある情報間で整合しないケースが生じてくる。ここでは，そうした問題が起こる
状況を明確にするため，個々の情報の作成作業において他の種類の情報に関連する過程の概要を説明する。そ
のうえで，各種情報間の整合性を検証する過程について詳細に説明する。各種情報の作成過程の詳細について
は，それぞれ関連する章を参照されたい。
8.4.1 CSJ各種情報の作成過程概要
8.4.1.1 転記情報
他の多くの研究用付加情報の出発点になるのが転記情報である。音声データを聴取して，一定の基準に従っ
て文字に起こしていく。まず，原則として 0.2秒以上のポーズで区切られる単位を決定し，その単位ごとに，
見易くすることを目的として漢字仮名混じりで記述する「基本形」と，実際の発音をできるだけ忠実に記述す
る「発音形」を記述していく。その際，転記テキスト作成基準で定めた表記に統一する。さらに，仮名漢字変
換用辞書を整備することにより，入力時点で極力表記の揺れが生じないように工夫している。表記の統一やタ
グ情報の文法検証についても，チェック過程の中で行った。
転記テキストの仕様の詳細は 2章に述べられている。
8.4.1.2 形態論情報
転記情報に対して，形態論的単位に区切ったうえで，品詞・活用の種類などの情報を付与する。その際，情
報の作成過程においては，8.3.3.2節に示したケース以外にも発音形を形態論的単位に区切らないケースがあっ
た。具体的には，例えば発音形が「(W ッテユ;ッテユウ)」と記述されたケースに対して，「て」の発音として
「(W ッテユ;ッテ」が対応付けられ，「言う」の発音としては「ユウ)」が対応付けられた。このままでは，実
際の発音として記された片仮名の文字列を短単位ごとに取り出すことは困難である。短単位としては「て」と
「言う」に分割できることがわかっていれば，このケースの発音形は「ッテ (W ユ;ユウ)」のように記述でき，
実際の発音として記された片仮名の文字列を短単位ごとに取り出すことが可能になる。この問題は，転記情報
と形態論情報を独立に作成せざるを得ない状況により生じたものである。これは後に，韻律ラベルの単語層の
ラベル初期値を準備する際に大きな障害となった*4。
形態論情報の仕様の詳細は 3章に述べられている。形態論情報内での整合性検証については 4.1.4節に述べ
られている。
8.4.1.3 分節音情報
音声の分節的な単位についての情報を付与する。音声認識技術を応用した自動ラベリング技術によって分節
音ラベル初期値を作成し，それを高い専門性を持つ熟練作業者が人手で修正するという工程で行う。まず，転
記情報の発音形として記された片仮名をもとにして，分節音のラベルを生成する。話し言葉であるため，聞き
*4 これらの問題は，最終的には転記情報を修正する形で解決した。そのため，公開版のコアにこのようなものは存在しない。
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取りにくい箇所が多く，転記作業の段階では充分な精度で書き起こせなかった発音についても，分節音ラベリ
ングの過程でフィードバックを行い，修正したケースが多数あった。一方，分節音ラベリングを行わない講演
データについては，フィードバックを一切行わないため，転記情報の発音形の精度は，講演データによって大
きく異なっていることに注意されたい（もちろんどのデータかを特定できる）。
分節音ラベリングの過程で転記情報の修正が必要と判断されたものについては，分節音ラベリング作業者が
メモの形でテキストファイルにフィードバック内容を記述したものを，転記作業者に伝達する。その際，分節
音ラベリング作業者は，既に転記情報が修正されたものとみなしてそれに応じて正しいと思われる分節音ラベ
ルを付与する。転記作業者は転記テキスト作成基準に照らし合わせて，許容できるものについてのみ修正する。
許容できなかったものについては，分節音ラベリング作業者にその旨を伝達する。分節音ラベリング作業者は
転記情報の修正がないものとして，分節音ラベルを元の転記情報に対応した形で付与し直す。
なお，分節音ラベリングにおいては，ラベルをひととおり付与した後に，作成したツールを用いて簡単な文
法チェックを行った。また，プロジェクト期間の後半では，転記情報の発音形と分節音ラベルを対応付けて不
整合を検出するツールを作成して利用した。
分節音情報の仕様の詳細は 6章に述べられている。
8.4.1.4 韻律情報
音声の韻律情報として，J ToBI と呼ばれる手法を拡張した X-JToBI と呼ぶ手法によってラベルを付与す
る。分節音層，トーン層，単語層，BI層，プロミネンス層，注釈層によって構成される。このうち，分節音層，
単語層，BI層については，他の情報を利用して初期値を自動作成したうえでラベリング作業を行う。分節音層
は，発話ごとに分けられている分節音ラベルのファイルを全て結合して講演ごとのファイルを作成して初期値
とする。単語層は，分節音ラベルを，短単位情報で記述された短単位ごとに転記情報の発音形と対応付けなが
ら単語ラベル（単語層の情報）の初期値を作成する。この時，分節音ラベルと転記情報の発音形が 100%対応
していることが前提となる。BI層は，単語層の初期値を利用して，時間は単語ラベルと一致させ，全て"1"を
値とするラベルを初期値とする。
韻律情報の仕様の詳細は 7章に述べられている。
8.4.1.5 節単位情報，係り受け構造情報，重要文情報，談話境界情報
文法・談話レベルの情報を付与する。これらは，分節音情報や韻律情報などと直接対応関係を持たないこと
と，情報通信研究機構（当時は通信総合研究所）のグループで作成されていたことから，本稿で述べる整合性
検証の対象から除外した。
節単位情報の仕様の詳細は 5章に述べられている。その他の情報の詳細については，CSJ付属マニュアルを
参照されたい。
8.4.1.6 話者情報
他の情報とは独立に作成しているため，本章で述べる整合性検証の対象から除外した。話者情報については，
話者情報マニュアルに述べられている。
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8.4.2 整合性検証の具体的内容
プロジェクト終了半年前の 2003年 9月頃より，整合性検証の作業を開始した。以下にはその概要を時系列
に従って記す。
8.4.2.1 転記情報と分節音情報の整合性検証
作業期間：2003/09/01～2003/10/03
前提 CSJ には多くの種類の情報が含まれるが，最も多く不整合が生じるのは，文字と音声の境界に相当す
る，転記情報と分節音情報である。他の情報は，いずれも転記情報もしくは分節音情報に基づいて付与
されている。分節音情報も転記情報の発音形に基づいて付与されるが，それぞれの修正の量が他と比べ
て著しく多いため，常に同期をとる（整合した状態を保つ）のは難しい。また，転記と分節音は，本質
的に文字と音声という異なるレベルの情報であるため，厳密に整合させるのが困難なケースがある。利
用者の利便性を考慮すれば，統合するのが多少困難であっても統合すべき，との立場に立った時，それ
ぞれの作業グループによる定義の相違をなくして統一的な基準を設けなくてはならない。
そのうえでなお結果として生じた不整合箇所を検出し，転記，分節音それぞれの情報を整合するように
修正することが必要になる。
目的 最新の転記情報の発音形と分節音ラベルの間で整合性検証を行い，不整合箇所を修正して不整合をな
くす。
XML環境が整えば，後に述べるように XML関連規格を用いて効率よく整合性検証を行うことができ
るが，その前にまず転記テキスト，分節音ラベルの生データ間での不整合を解決してある程度整合性の
高いデータにしておく必要がある。
方法 (a) 分節音ラベルの文法再チェック
分節音ラベリングにおいては，ラベルをひととおり付与した後に，作成したツールを用いて簡単な文法
チェックを行ったが，念のために整合性検証前に再度同じツールを用いて文法チェックを行い，エラー
箇所をエディタ上に表示するか，もしくは分節音ラベリング環境で該当する分節音ラベルを修正する。
修正の際には誤って他のラベルを挿入したり削除したり修正したりしないよう注意する必要がある。
(b) 不整合箇所の抽出
(1)ツールによる不整合箇所抽出
Perlスクリプトを用いて転記情報と分節音情報の不整合箇所を抽出する。なお，このツールは DPマッ
チングの原理を用いて，転記情報の発音形の片仮名から展開したアルファベット文字列と，分節音ラベ
ルから生成したアルファベット文字列の照合を行うことで，不整合箇所を検出するものである。
(2)不整合箇所の分類
次に，抽出した不整合箇所について，不整合の原因を調べてメモ作成基準に従い，不整合理由を分類し
てメモを記述する。メモ作成基準は以下のとおり。
なお，以下で挙げる例や説明の中には，作業過程で一時的に設定したタグやラベルについても触れてい
る。例えば「タグ<C>」や「タグ<VHN>」などがこれに相当する。これらのタグは，あくまで一時的なも
のであるため，本文書（特にこれらのタグに関わる 2章）でその詳細について触れていない。以下の説
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明においては，理解を損なうと判断された場合に限り，最小限の説明を加えることとした。
不整合箇所分類メモ作成基準¶ ³
○検出した不整合箇所について講演 ID，発話 ID，転記発音形，分節音ラベル列，不整合理由　の順に
　 TABをはさんで記す。
転記発音形，分節音ラベルについては，発話全てを書く必要はなく，問題となる箇所のみ記せばよい。
(特に"<C>"の場合は境界の語のみ書けばよい)
○主な不整合理由は以下のとおり。
シンボル不整合：転記発音形から派生する音素ラベルと分節音ラベルが異なる
<C> ：転記発音形のタグ<C>に対して分節音ラベルでの扱いが転記情報と異なるために
　　　　　　　　整合しない
分節音ラベル誤り：分節音ラベルが誤っている
発話統合 ：転記基本単位が統合されたため，分節音が不足した形になっている。
　　　　　　　　転記情報の転記基本単位 IDの上に"%ID=0248 統合"のように記されているはず。
なお，<VN>,<VHN>については別途整合性検証を行うため，不整合のままとしてメモには何も記さない
こととした。µ ´
(3)転記テキスト・分節音ラベル整合性検証環境
作成した整合性検証環境を用いて，(1)で述べた不整合箇所抽出の結果と，不整合箇所分類メモを同時
に開き，編集する。元の転記・分節音ラベルを参照する必要があれば，ショートカットキー操作により，
別ウインドウに転記・分節音ラベルファイルを開いて参照する。
(c) 不整合箇所の修正 (分節音ラベル)
不整合理由を形式的に分類した結果のうち，「シンボル不整合」と分類されたものは，分節音ラベルの修
正必要性を検討すべきものである。修正必要性を検討して，必要な場合はラベルを修正する。
頻繁に発生した不整合の状況として以下のものがあげられる。
不整合の頻出ケース¶ ³
(a)「トユー」「テユー」「ッテユー」「テュー」「ッテュー」
・促音の有無については転記を信用する。
・/te/,/to/の母音の有無は分節音の判断を優先するが，あまり厳密にやる必要はない。
・迷う程度であれば転記に合わせる。
(b)「モチイル／モチール」「ラシイ／ラシー」「シイン／シーン (子音)」など
・転記を信用する。
・困ったら (転記が揺れているなどに気づいたら)転記作業管理者に確認する。
全体に，迷ったら転記に合わせる。µ ´
(d) 不整合箇所を転記作業者にフィードバック
(c) の結果について，「シンボル不整合」とされているもののうち最終的に不整合が残ったものを抽出
する。
137講演についての結果を見たところ 618箇所の「シンボル不整合」による不整合箇所が存在して転記
作業者にフィードバックされた。不整合の主な原因は，分節音ラベリングを通じてより詳細に音声を聴
取することによる転記情報の発音形を修正する必要性が生じたことであった。
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(e) 不整合箇所の再検証
フィードバック後，多くは転記作業者によって転記テキストの修正が行われたが，その後再度検証を
行った結果 75箇所において不整合が発見された。以下の原因による。なお各項目の末尾 [ ]内は事例の
数を示す。
1. フィードバック時に既に報告済み。転記側で修正せず。再度フィードバックすべきと判断したも
の。[9]
2. 分節音ラベリング開始時点の転記と整合。つまりフィードバック後転記側で修正。しかし前の状態
の方が適切と判断したもの。[9]
3. フィードバック時に誤って報告したもの。元 (つまり転記テキストと合う形) に戻すべきと判断し
たもの。[2]
4. 全く新規のフィードバック。つまりフィードバック後分節音側で修正。新規にフィードバックして
判断をあおぎたいもの。[53]
5. フィードバック後の非同期的な修正により不整合が解消されたもの。問題なし。[1]
6. フィードバック誤り [1]
なお，この時点での不整合箇所検出は完全ではなく，以下のケースについて不整合が残ったままで
あった。
² 転記基本単位 IDが 9000番台の分節音ラベリングが不充分
² 分節音ラベリングにおける<v>の基準が未確定のため整合性検証も不充分
² 転記におけるタグ<C>や転記基本単位統合/削除に伴い分節音ラベルとの対応がとれない
2の問題については，分節音ラベルの"<v>"の基準が途中で変更されたために，ラベリング時期によっ
て扱いがまちまちなので，同じ基準にそろえた*5。
考察 転記発音形と分節音ラベルの整合性検証において，不整合となるケースの多くは発音の怠けや不明瞭な
発音によって実際の音と語の間に乖離が生じたものであった。これは自発音声における本質的な問題で
あり，音声処理の研究において重要な示唆を与え得るものと考える。以下に問題となったケースについ
て列挙する。
² 発話始端の促音の有無の判断
² 正式な発音には存在しないがスペクトログラムの観察で発見する音（イベント）の存在
² 鼻音化の有無
² 母音の引き延ばし中の変化
² /r/の弱化
² /nj/と/gj/の違いの判断
8.4.2.2 タグ<C>箇所分節音ラベル修正
作業期間：2003/09/10～2003/09/16
前提 分節音ラベリングは，発話単位 (転記基本単位) で行う。従って，転記情報と分節音ラベルの整合性検
証においては，発話単位で行うのが効率的である。一方，転記情報において，一時的に確定した発話単
*5 これについては分節音ラベリングにおける問題であるため本章では省略する。
8.4 CSJ各種情報の整合性検証 489
位が見直しによって修正されることがあり，例えば元は二つの単位であったものが一つの単位になった
り，一つの単位が二つの単位に分かれたりする。多くは，元の転記情報にタグ<C>があった場合，もし
くは新たな転記情報にタグ<C>が加わった場合である。これらの箇所に対して，発話単位の変更に応じ
て分節音ラベルのファイルを統合・分割し，必要に応じて内容の修正も行った。
ここで「タグ<C>」とは，短単位の途中で転記基本単位が分割されている可能性がある場合に，注意を
促すために付与したタグである。2.2.1.5節でも述べたように，転記作業は，(1)短単位内部か否かの判
断は行なわずに一律 0.2秒以上のポーズで転記基本単位を分割し，(2)それにもとづき転記テキストを
作成して形態論情報付与作業（3章・4章参照）を行ない，(3)その結果を参照しながら短単位内部で転
記単位が分割されているものを結合する，という手順を踏んだ。このような流れで作業したため，作業
上の一時的なタグとして，タグ<C>を設定することとなった。なお短単位内部で転記単位が分割されて
いるものを結合する過程で，タグ<P>を付与した。タグ<P>の詳細は 2.5.19節を参照のこと。
以下に，タグ<C>を含む発話の周辺における転記テキストと分節音ラベルの例を示す。
タグ<C>を含む発話周辺における転記テキストと分節音ラベルの例¶ ³
;;;転記テキスト (AC00JUL124.trans6a)
0191 00442.562-00443.035 L:
思え<C> & オモエ<C>
0192 00443.620-00446.086 L:
る & ル
;;;分節音ラベル (AC00JUL124_0191.lab)
442.569709 121 #
442.620827 121 o
442.700838 121 m
442.745288 121 o
443.031252 121 e
;;;分節音ラベル (AC00JUL124_0192.lab)
443.617525 121 #
443.705936 121 r
443.925253 121 uµ ´
目的 転記情報のタグ<C>の位置が修正された場合に生じる，分節音ラベルと転記情報の不整合を解消する。
方法 (a) <C>タグ箇所の分節音ラベルをエディタおよびラベリング環境においてオープンする。
(b) 分節音ラベルを修正しメモを残す。
確認して修正した箇所は全部で 197箇所であった。
8.4.2.3 短単位 (転記)情報・分節音ラベルの整合性検証
作業期間：2003/09/22～2003/10/03 *6
*6 なお，実際には整合性検証の見込みを検討すべく，かなり早い時期 (2002年秋頃) から短単位と分節音ラベルの統合を試みていた。
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前提 転記情報と分節音情報の整合性検証は 8.4.2.1節に述べたように，既にそれぞれの生データ間で行って
いる。ここで，8.4.2.1節の「目的」に述べたように，XML関連規格を用いれば，整合性検証はより効
率よく行うことができる。さらに，整合性を検証しながら，転記情報や短単位情報，分節音情報を統合
すれば，これらの情報全てに関連する韻律情報の整合性検証に大いに役立つ。
目的 短単位情報およびそこに記された転記情報に分節音情報を統合することの目的は，韻律情報の単語ラベ
ルに代表される，言語学的情報と音声学的情報を統合した情報を生成することである。
方法 転記-短単位-分節音の統合は，短単位データに転記情報が反映されているものとして，短単位データと
分節音ラベルデータの統合を Java DOMプログラミングにより実現することにする。したがって，短
単位データ内の転記情報と分節音ラベルの不整合箇所は，DOM プログラム実行時および作成された
XMLから検出される。
I. 転記 (短単位)情報と分節音情報を統合したXML作成
以下に手順を述べる。
1. 短単位情報および話者情報を用いて，講演に相当する Talk要素から転記発音形で表現されるモー
ラ情報に相当するMora要素までの階層構造を表現する XML文書を自動生成する。
2. 1で作成した XML文書に対して，Mora要素の値から自動的に Phoneme要素および Phone要素
を加える。
3. 転記基本単位ごとに生成された分節音情報を XML文書に変換して結合したうえで，2で作成した
XML 文書に統合する。その結果，2 の段階では持っていなかった時間に関する属性の値を持つ。
なお，結合の際，転記のタグ<C>の問題を解決する。
（a） 2で作成した XML文書を読み込む。
（b） 分節音情報を変換した XML文書を読み込む。
（c） (b)で読み込んだ後，分節音ラベルの情報を XMLで表現するための後処理を行う。
i. 融合ラベルを分割する。その際の境界の時間情報は便宜上，ラベル区間を等分割したもの
として扱う。この措置の妥当性については当然議論されるべきところであるが，現時点に
おいて明確な基準を設けることが困難であるため，等分割とした。ただし，分割によっ
て新たに設定した時間情報については StartTimeUncertain, EndTimeUncertain属性に
よって不明確であることを示した。
ii. 時間情報は小数点以下 6桁に丸める。
iii. 母音の無声化を表現する大文字のラベルを小文字に直し，代わりに Devoiced 属性の値
を"1"とした。
iv. 「促音＋/t/」に対して，"/<cl>/+/Q,t/"とラベルを付けていたものを"/Q,<cl>/+/t/"
の形に変換した。
v. "/@/"を"/<cl>,g/"に変換した。なおあらかじめ"@"は"ng"としている。
vi. 長母音 ("/vH/"の形) の場合，モーラ「ー」を記述するために，"/v/"と"/H/"に分割す
る。この場合も等分割。
（d） 2で作成した XML文書における自動作成された Phone要素と，分節音情報を変換し後処理を
行った XML文書における Phone要素 (実際上は Seg要素)を DPマッチングによって転記基
本単位ごとに照合して対応付ける。対応がとれた場合には Seg要素が持つ時間情報を対応する
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Phone要素の属性に設定する。対応がとれない場合には Phone要素として加える。なお，特
殊なラベル (補助ラベル)については自動生成した Phone要素に対応するものがないため，以
下の方針に従って個別に対応付けを行う。
XML作成における分節音補助ラベルの扱い¶ ³
A. <fv>
○転記の<FV>に対して分節音ラベル<fv>が対応する場合，これらを統合する。
○転記基本単位内に分節音ラベルが<fv>しかない場合は，転記側で<FV>
　 (NonLinguisticSound要素)があればそれに統合する。なければ不整合として XML作成
　前の修正対象とする。
○<fv>の統合後，SclSと出現順序が逆になる場合があるが，後処理で修正。
B. <pz>
直前の SegU要素が所属する Phoneme要素に所属させる《原則》。
分節音ラベルとして融合ラベルの一部であり，融合ラベルを構成する他の要素が異なる
Phoneme要素，LUW要素などに所属することになっても，原則どおりとする。
・転記基本単位の基準チェックに使用予定
・韻律ラベル (tone="P", BI="x+p")チェックに使用予定
C. <sv>,<uv>
直前の SegU要素が所属する Phoneme要素に所属させる。
D. <v> -> SfrS
○分節音ラベルオブジェクトが"SvS"(<v>)の場合，対応する SegU要素の親の母音
　 (Phoneme要素)に所属させる。
○対応する SegU要素の親が母音でない場合は，近い音素 (Phoneme要素)に所属させる。
E. V,<v> -> VSfrS
○分節音ラベルオブジェクトが"VSvS"(V,<v>)の場合 (あらかじめ分節音ラベルオブジェ
　クト作成の際，"VSvS"の形に変換済み)，対応する SegU要素に統合する。
○対応する SegU要素の上階層の TransSUW要素の属性が TagDisfluency="1"であるなら
　ば，"V"と TransSUW要素下の Phoneme要素が一致する必要がある [制約]。
　この場合，PhonemeEntityが"V"である Phoneme要素下の SegU要素の SegUEntityを
　"VSfrS"とする。
F. <cl> -> SclS
○対応する SegU要素か次の SegU要素が"z"から始まっている (/z/,/zj/)のであれば，
　それが所属する Phoneme要素下に，その要素前に挿入する。
G. #
○先頭分節音ラベルの始端位置を与える情報源とするだけで，オブジェクトとしては
　残さない。µ ´
また，要素の対応付けにおいて，対応がとれない場合の扱いは以下の方針に従う。
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XML作成における不整合の扱い¶ ³
X. Insertion(湧き出し)
○分節音ラベルの方が余計にある場合，DPマッチングで対応付けられた Phone要素の
　親 Phoneme要素下に位置付ける。
Y. Deletion(欠落)
○分節音ラベルが不足している場合，転記の発音形情報から自動生成された Phone要
　素は PhoneStartTime,PhoneEndTime属性をもたない [制約]。
Z. Repelacement(置換)
○分節音ラベルと DPマッチングで対応付けられた Phone要素が一致しない場合，
　 Phone要素の親 Phoneme要素下に位置付ける。
○韻律ラベルは時間的,物理的生起位置に応じて「分節音」単位に所属させる。
○ BREAK/WORDと分節音の対応付けの際，分節音終端に近いかどうかを優先する。
○アクセント句単位を ACC_PHR_IDでまとめる。
○ toneラベルの所属関係をその音韻論的所属にあわせる。
A: アクセントを知覚するモーラの母音に所属
BPM(L%+H%,L%+pH+HL%,L%+pL+LH%): アクセント句終端モーラの母音に所属
L%(上記 BPM以外): アクセント句終端モーラの母音に所属
>,<: 隣接する toneラベルオブジェクトと同じオブジェクトに所属µ ´
以上の処理を行って新しく分節音統合済み XML文書を作成する。以下にその例を示す。分節音の要素
に時間情報が記述されている。また，最後の分節音要素の"SsvS"は自動生成された XML文書には存在
しなかったが，分節音情報から追加されたものである。
短単位情報から自動作成した XML文書の例 (抜粋)¶ ³
<?xml version="1.0" encoding="EUC-JP"?>
<Talk SessionID="AC00MAR004" RecordingDate="2000-01-01" SpeakerID="0001"
BirthPlace="Tokyo" BirthDate="1950-01-01">
<IPU IPUID="0001" UttStartTime="00000.185" UttEndTime="00000.702"
Channel="L:" UttMaxF0Value="0.0" UttMinF0Value="0.0">
<LUW LUWID="1" ParentIPUID="0001" POS="名詞" Private_ParentLineID="001"
Private_ParentLineSerialID="1">
<SUW SUWID="1" ParentLUWID="1" KIHONKEI_SHUTUGEN="タイトル"
KIHONKEI_DAIHYOU="タイトル" POS="名詞" ParentLineID="001"
ParentLineSerialID="1">
<TransSUW TransSUWID="1" ParentSUWID="1">
<Mora MoraID="1" MoraEntity="タ" ParentTransSUWID="1"></Mora>
<Mora MoraID="2" MoraEntity="イ" ParentTransSUWID="1"></Mora>
<Mora MoraID="3" MoraEntity="ト" ParentTransSUWID="1"></Mora>
<Mora MoraID="4" MoraEntity="ル" ParentTransSUWID="1"></Mora>
</TransSUW>
</SUW>
</LUW>
</IPU>
(以下省略)µ ´
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分節音情報を統合した XML文書の例 (抜粋)¶ ³
<Talk SessionID="AC00MAR004" RecordingDate="2000-01-01" SpeakerID="0001"
BirthPlace="Tokyo" BirthDate="1950-01-01">
<IPU IPUID="0001" UttStartTime="00000.185" UttEndTime="00000.702"
Channel="L:" UttMaxF0Value="0.0" UttMinF0Value="0.0">
<LUW LUWID="1" ParentIPUID="0001" POS="名詞" Private_ParentLineID="001"
Private_ParentLineSerialID="1">
<SUW SUWID="1" ParentLUWID="1" KIHONKEI_SHUTUGEN="タイトル"
KIHONKEI_DAIHYOU="タイトル" POS="名詞" ParentLineID="001"
ParentLineSerialID="1">
<TransSUW TransSUWID="1" ParentSUWID="1">
<Mora MoraEntity="タ" MoraID="1" ParentTransSUWID="1">
<Phoneme PhonemeEntity="t" PhonemeID="1">
<Phone PhoneEndTime="0.211256" PhoneEntity="SclS" PhoneID="1"
PhoneStartTime="0.211256"/>
<Phone PhoneEndTime="0.226957" PhoneEntity="t" PhoneID="2"
PhoneStartTime="0.211256"/>
</Phoneme>
<Phoneme PhonemeEntity="a" PhonemeID="2">
<Phone PhoneEndTime="0.313314" PhoneEntity="a" PhoneID="1"
PhoneStartTime="0.226957"/>
</Phoneme>
</Mora>
<Mora MoraEntity="イ" MoraID="2" ParentTransSUWID="1">
<Phoneme PhonemeEntity="i" PhonemeID="1">
<Phone PhoneEndTime="0.366699" PhoneEntity="i" PhoneID="1"
PhoneStartTime="0.313314"/>
<Phone PhoneEndTime="0.386902" PhoneEntity="SsvS"
PhoneStartTime="0.366699"/>
</Phoneme>
</Mora>
(以下省略)µ ´
II. 転記-分節音の統合時の不整合により時間情報のない Phone要素を検出して修正
転記と分節音の不整合により，時間情報を持たない Phone要素が生じる。XSLTスクリプトを記述し
てこれを検出する。
基本的には，分節音情報と転記情報の間での整合性検証は既に完了しているため，ここでは，その際の
検証漏れや，以前には行わなかった補助ラベルの対応付けにおける問題を主に扱った。
この作業により，2003年 12月末の時点で，コアのほぼ全てのデータについて，転記，短単位，分節音
情報の整合性検証が完了し，それらの間での不整合が存在しない状況となった。
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8.4.2.4 転記タグ (?)の検証
作業期間：2003/11/28～2003/12
前提 転記情報の発音形におけるタグ (?)は発音の不明瞭さを表すが，発音が不明瞭であるかどうかの判断が
困難であり，音声学的知識を持たない作業者にとってはさらに困難であるため，基準の適用において揺
れが大きい。
目的 そこで分節音ラベリング作業者の観点でタグ (?)の信頼性を検証する。このことは，転記情報だけでな
く分節音ラベルを利用するユーザにとっても有意義である。
方法 専用に用意したコマンドにより，指定された講演 IDの転記テキストをエディター上に開き，転記テキ
ストを見ながら，最初の発話 (0001)から，分節音ラベルを確認する (なお，ラベルの修正は一切できな
いようになっている)。
特に，発話の以下のような部分について，注意して聴取し，転記のタグ (?) の有無および範囲を検証
する。
² 全体を通して発話音声を聴取した時に発音が不明瞭だった部分
² 転記で既にタグ (?)が付与されている部分
² 分節音ラベルの融合が起きている部分
² 分節音ラベルが短い区間に集中して付与されている部分
検証した結果，転記の修正が必要だと感じた場合には，複製した転記テキストに直接書き込む。
8.4.2.5 転記 (短単位)・分節音ラベル・韻律ラベルの整合性検証
作業期間：2003/12/26～2004/2/21
前提 この時点で，転記 (短単位)と分節音ラベルの間の不整合は解消されている。残るのは，これらと韻律ラ
ベルとの間の不整合の問題である。本来，短単位情報と分節音ラベルから自動生成した初期値を用いて
韻律ラベルを付与しているのだが，転記情報，短単位情報，分節音ラベルの修正に伴って，これらの最
新の情報と韻律ラベルの間に不整合が生じる。また，韻律ラベルの付与に際してもラベル内容やラベル
位置について若干の変更などが行なわれるため，不整合が生じる。
目的 転記 (短単位)情報，分節音情報，韻律情報の間の不整合を検出して解消する。
方法 (a) 転記・短単位・分節音統合済XMLに韻律情報を統合してXMLを作成
1. 8.4.2.3節で作成した転記・短単位・分節音情報統合済 XMLに対して，Phone要素に分節音の種類
を示す PhoneClass属性を追加する。これは，韻律情報単語ラベルを自動生成する際に分節音の種
類の情報を用いるためである。
2. 分節音情報を表現する Phone 要素から韻律情報単語ラベルを表現する XJToBIWordFromSeg 要
素等を自動生成する。
3. 実際の韻律ラベルを統合する。まず韻律ラベルを XML化した後，統合を行う。
(b) 韻律情報単語ラベルの修正
韻律情報の単語ラベル付与においては，分節音ラベルを短単位ごとに結合した文字列を初期値として用
意し，分節音ラベルから決定される時間情報を与える。イントネーションラベリング作業者は，原則と
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して単語ラベルの位置を動かすことなく，ラベル内の知覚したアクセント位置に \'"を挿入する。本作
業では，転記修正，短単位境界修正，分節音ラベル修正，および韻律ラベリング時の単語ラベル位置移
動 (若干あり)によって生じる不整合を検出して修正する。
(a)で作成した韻律ラベル情報統合済み XMLには，分節音情報を表す Phone要素から自動生成した韻
律情報単語ラベルと，実際の韻律情報単語ラベルの両方が要素として記されている。これらを対応付け
て不整合箇所を検出するために，以下のような内容のテーブルを作成する。
韻律情報単語ラベルの修正のためのテーブル¶ ³
[項目]
自動作成ラベル,人手 Wordラベル,人手 Wordラベル A_POS,自動作成
ラベル時間,人手 Wordラベル時間,自動作成ラベルに対応する人手 Wordラベルの数，
BI(人手 Wordラベルに対応),
【例】 (AC00JUL124)
teHma,teHma,1,0.699691,0.699691,,3,
muzjiN,muzjiN,0,1.44698,1.446980,,1,
toH,toH,0,1.624114,1.624114,,1,
nji,nji,0,1.717077,1.717077,,2,
moQ,,,1.9530414999999999,,0,0,
te,moQ,0,2.059,2.025248,2,1,
te,te,0,2.059,2.059000,2,1,
iku,iku,0,2.205756,2.205756,,1,
mono,mono,0,2.48518,2.485180,,2+p,
[結果]
te'Hma 123 0.699691 正常
muzjiN 123 1.44698 正常
toH 123 1.624114 正常
nji 123 1.717077 正常
moQ 117 1.9530414999999999 ずれ-自動作成ラベル
te 117 2.059 ずれ-自動作成ラベル
moQ 120 2.025248 ずれ-人手 Wordラベル
te 118 2.059 修正-自動作成ラベル
iku 123 2.205756 正常
mono 123 2.48518 正常µ ´
修正作業は，ラベルの対応状況に応じてあらかじめラベルを色分け表示しておき，作業者はラベルの色
に応じた修正を行う。主な修正内容と方法は以下のとおりである。
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A. /Q/+/<cl>/+/t/(破裂音)の扱い変更によるラベル位置変更 　
"...Q"と"t..."の境界について，以前は分節音の/Q,t/の中間としていたが，元来/Q/は/<cl>/と融
合すべきであるため，/<cl>/を/Q,<cl>/とみなし，その中間を境界とすることにした。これによ
り，単語ラベルの位置も変更になることがある。
破裂音の扱い変更によるラベル位置変更の例¶ ³
AC00JUL124 1.95
"moQ/"(赤:117)と"moQ/1"(青:121)が異なる時間で並んでいる。
これは，もともと下左のようなラベル列であったものを，下右のように変更する過程で，「最新の分節
音ラベルから自動的に作成した新しいラベルのうち，人手で付与したラベルと内容か時間が一致してい
ないもの」(赤:117)と，「最新の分節音ラベルから自動的に作成した新しいラベルと内容か時間が一
致していない，人手で付与したラベル」(青:121)が生まれたことによる。
(前)(人手で付与したラベル) (後)(最新の分節音ラベルから自動作成)
2.025248 121 moQ ----> 1.953041 117 moQ
2.059000 121 te 2.059000 117 te
2.205756 121 iku 2.205756 123 iku
2.485180 121 mono 2.485180 123 mono
2.844676 121 miQ ----> 2.741554 117 miQ
2.989255 121 cu 2.989255 117 cu
("moQ"と"te"の境界について，以前は分節音の/Q,t/の中間としていたが，元来/Q/は/<cl>/と
融合すべきであるため，/<cl>/を/Q,<cl>/とみなし，その中間を境界とすることにした。)
この場合，新しく残すべきラベルは赤の方であるから，青の方のラベルを削除する。その際，残す赤の
ラベル ("moQ")の方には"/"の後ろに BIが記されていないから，青の方のラベルに対応する BIを参考
にして"moQ/"の後ろに"1"を付加する。
次に，"te/1"(赤)と"te/1"(橙)が同位置に並んでいる。この場合にはどちらを残してもよいのだが，
通常，「最新の分節音ラベルから自動的に作成した新しいラベルのうち，人手で付与したラベルと内容
が一致しているが時間が一致していなかったため修正したもの」(橙)を残した方が，BIが正確に付加
されていることが多い。µ ´
B. 分節音ラベルの位置変更によるラベル位置変更 　
分節音ラベルの位置が変更されたことにより，単語ラベルの位置も変更になることがある。
分節音ラベルの位置変更によるラベル位置変更の例¶ ³
AC00JUL124 17.7
"naku/1"(橙)と"naku"が表示されている。
もともとは分節音ラベル/k,U/が単語ラベル"naku"と同じ位置にあったのが修正により現在の位置に
変更されたことによる。この場合，現在の分節音ラベルの位置と一致していることを (目算で)確認す
る。µ ´
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C. 分節音ラベルの記号変更によるラベル内容変更 　
分節音ラベルのラベル記号が変更されたことにより，単語ラベルの内容が変更になる。
分節音ラベルの記号変更によるラベル内容変更の例¶ ³
AC00JUL124 93.5
"baai/2"(橙)と"baHi"が表示されている。
もともとは「バーイ」としていた転記発音形表記を，「バアイ」とすることになった結果による。
この場合，現在の分節音ラベルの内容と一致していることを (目算で)確認する。
その他にも，分節音ラベルの挿入，削除によるラベル内容変更もあり得るので同様に対処する。µ ´
D. 短単位境界変更によるラベル境界変更 　
短単位境界あるいはそれに対する扱いが変更されたことにより，単語ラベル境界の位置が変更に
なる。
短単位境界変更によるラベル境界変更¶ ³
AC00JUL124 42.3
"daro/"(赤)と"H/1"(橙)が並び，さらに"daroH"が表示されている。
これはもともと短単位情報において「ダロー」を一単位としていたものについて，「ダロ」と「ー」
に分ける変更によるものである。この場合，赤い方のラベルには BIが付与されていないから，BIを
判定したうえでラベルに付加する。(たいていの場合，まず"1"でよい。)
※この問題は，短単位の基準変更によるものでなく，韻律ラベル作成時の処理変更によるものである。µ ´
E. タグ記号や範囲変更によるラベル内容変更 　
転記情報のタグ記号やタグ範囲が変更されたことにより，単語ラベル内容が変更になることがある。
タグ記号や範囲変更によるラベル内容変更¶ ³
AC00JUL124 96.81
"(W N)/F"(橙)と"N"が表示されている。
もともとはタグ記号がなかったものであるが (＊)，新たにタグ記号を付加したために不整合として検
出されている。この場合，内容を確認したうえでこのままにする。
＊ 韻律ラベリングの初期にはタグ (W)を Wordラベルに反映させなかったことがあり，それによるもの
もある。µ ´
以上の検証・修正過程を繰り返し，転記・短単位・分節音・韻律の各情報の間の基本的な不整合を解消
した。
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8.4.2.6 韻律情報内の整合性検証
作業期間：2003/12/26～2004/2/21
前節までに示した過程によって転記情報，短単位情報，分節音情報と韻律情報の間の基本的な不整合を解消
した段階で，韻律情報内の問題解消にあたる。韻律情報内の文法検証は，イントネーションラベリングスキー
ムが充分に定まっていなかったためにラベリング時には行われていない。
前節に述べた，転記情報・短単位情報・分節音情報・韻律情報を統合した XMLを用いて，韻律情報内の文
法検証を行った。この過程については，コーパスとしての各種付加情報間の整合性を検証する過程を報告する
本章の趣旨から外れるため，報告を省略する。詳細は筆者のWebサイト (http://www.f.waseda.jp/kikuchi)
を参照されたい。
以下には韻律情報内の整合性検証として行った主な項目を示す。
1. 韻律情報の記号チェック
（a）BIラベルの記号チェック
（b）Toneラベルの記号チェック
2. フィラーおよび語断片周辺の韻律情報
3. アクセント句単位での文法チェック
4. その他の後処理 (BI=W,Pの扱いなど)
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8.4節で述べた CSJ各種情報間の整合性検証過程を経て，不整合を解消したうえで，各種情報間を対応付け
た XML文書が作成された。8.1.2節に述べたように，この XML文書には各種情報間の依存関係が構造とし
て表現されており，これを用いることによって，種類の異なる情報に跨ったデータ検索も容易になる。また，
XMLの関連規格である XSLや XSLTを用いれば，XML文書から任意の形式で情報を取り出したり XMLの
構造を変換したりすることができる。
以下には CSJの XML文書のブラウジングや整形，検索などの利用方法を説明する。なお，ここで紹介す
る方法以外にも，XML の関連規格やそれに準拠したアプリケーションを用いて本 XML 文書を利用するこ
とは可能である。XMLの関連規格やそれに準拠したアプリケーションについては，W3C(World Wide Web
Consortium) のWeb サイト (http://www.w3c.org/) にて随時情報が提供されているのでそちらを参照され
たい。
8.5.1 XML文書のブラウジング
8.5.1.1 XML文書の所在
XML文書は，CSJ公開版DVD-ROMのDisk2に"*.xml"の名前でその全てが収められている。またDisk3
以降の各データのディレクトリ内にもそれぞれのデータについての XML文書が収められている。
なお，CSJの XML文書は UTF-8でエンコードされている。
8.5.1.2 Webブラウザでのブラウジング
XML 文書のファイルのアイコンを Internet Explorer などのWeb ブラウザ上にドラッグ＆ドロップすれ
ば，図 8.5のようにWebブラウザ上に XML文書が表示される。Webブラウザに表示された XML文書に対
して，簡単な文字列検索を行うこともできる。
8.5.2 XML文書の整形
XMLはデータの構造を任意に定義して記述することのできるデータ記述言語であり，また，その関連規格
である XSLT を利用すれば一度記述された構造を容易に任意の構造に変換することができる。以下には，ま
ず XSLTと，その基本になる XPathについて解説し，そのうえで XSLTによる XML文書の整形方法として
xsltprocを用いる方法を説明する。
そのうえで，CSJの XML文書に記述された，転記情報，形態論情報，分節音情報などの様々な研究用付加
情報から必要な情報を任意の形式で出力する方法を，転記テキスト生成や分節音ラベル生成，また無声化母音
周辺の情報抽出を例にして説明する。
なお，XSLTの詳細については前述のW3Cのサイト関連箇所 (http://www.w3.org/TR/xslt/)などを参照
されたい。
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図 8.5 Webブラウザで XML文書を表示した様子
8.5.2.1 XSLTと XPath
XSLT(Extensible Style Language Transformation)とは，XMLに記述されたデータの構造を変換するた
めの XML関連規格である。
XSLTの規格に沿って構造変換の仕様を定義することによって，図 8.6のようにある XMLの構造を変えて
新たな XMLを生成したり，図 8.7のように必要な情報だけを取り出して希望する形式に加工したりすること
ができる。
XSLTの基本構造は図 8.8のようなものである。最初にこのファイルが XSLTであること (XSLT指定)を
記述する。次に，XSLTの処理の結果をどのように出力するか (出力指定)を記述し，その後に，テンプレート
規則を記述する形で，構造変換規則を記述していく。
以下には，CSJのXML文書に対して，「形容詞のアクセント位置を分析する」を例に，XSLTテンプレート規
則の記述の仕方を解説する。ここで用いる XMLの要素として簡単に説明をしておくと，語 (CSJでの短単位)
は SUW要素，その品詞は SUWPOS属性，代表表記は SUWLemma属性，活用形は SUWConjugateForm
属性，発音は PhoneticTranscription属性に記録される。また，語の知覚アクセント位置は韻律情報から得ら
れ，XJToBILabelWord要素の PerceivedAccPos属性に記録される。
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図 8.6 XSLTによる XMLの構造変換
図 8.7 XSLTによる XMLからの情報抽出
図 8.8 XSLTの基本構造
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まず，ここでは形容詞のアクセント位置を分析するため，品詞が形容詞である語，つまり SUWPOS属性の
値に"形容詞"を持つ SUW要素を調べる必要がある。そこでまず SUW要素についてのテンプレート規則を記
述し，その中で SUWPOS属性の値が"形容詞"であるかどうかを調べることにする。
図 8.9 は SUW 要素についてのテンプレート規則を記述したものである。点線で囲んだ部分で，XSLT
の"xsl:if"を利用して SUWPOS 属性の値が"形容詞"であるかどうかを判定している。"<xsl:if ...>"と"<
=xsl:if>"で囲まれた内側の濃い色の部分が"xsl:if"のブロックである。条件判断の条件を"<xsl:if"に続
く"test="の後に記述する。条件判断の結果行う処理を"<xsl:if ...>"と"</xsl:if>"で囲まれる位置に記述
する。"xsl:if"ブロックで記述できる条件式は，この例のように「指定する属性の値が何かと一致するかどう
か」の他に，「指定する属性の値がある数より大きいかどうか」や「指定する条件の要素があるかどうか」など
様々なものがある。
図 8.9 XSLTの記述方法 (1)
さて，次に，品詞が形容詞である語について，その代表表記，活用形，発音を出力する。つまり，SUW-
POS属性の値が"形容詞"である SUW要素について，その SUWLemma属性，SUWConjugateForm属性，
PhoneticTranscription属性の値を出力する。
図 8.10の点線部分がそれぞれの属性の値を出力する記述である。XSLTの"xsl:value-of"を利用して，"se-
lect="に続いて出力する属性名を記述している。点線で囲まれた各行の間にある"<xsl:text>,</xsl:text>"
は，テキストとして","という文字を出力するという意味を表す。つまり，"xsl:value-of"で出力される各属性
の値の間に","を出力することを，この XSLTは記述している。
そして，次に，語の知覚アクセント位置を出力する。つまり，SUW要素の下位にある XJToBILabelWord
要素の PerceivedAccPos属性の値を出力する。
図 8.11 の点線部分が SUW 要素の下位にある XJToBILabelWord 要素の PerceivedAccPos 属性の値
を出力する記述である。「下位にある」という意味を"descendant::"と記述している。このように，XSLT
では，ある要素から別の要素を指定する際に，"descendant"や"ancestor"(上位ノード)，"preceding"(前
方)，"following"(後方) などのキーワードを使って方向を指定することができる。下のように"descen-
dant::XJToBILabelWord[1]"と記述すれば，現在注目している SUW 要素から見て下位の方向にある XJ-
ToBILabelWord要素の第一要素を指定することになる。それに続いて"/@PerceivedAccPos"とすれば，その
要素の PerceivedAccPos 属性の値を指定することになる。このような要素間の関係に基づいて位置や対象を
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図 8.10 XSLTの記述方法 (2)
指定する方法は XPathと呼ばれる別の規格によって定められている。
図 8.11 XSLTの記述方法 (3)
以上のようにして，XSLTの規格にしたがって，XML文書から必要な情報を取り出して希望する形式に加
工して出力する処理を記述することができる。
このようにして記述した XSLTの定義を処理する方法について，次に解説する。
8.5.2.2 xsltprocによる XML文書の整形
xsltprocとは，GNUが提供する XSLTのコマンドラインプロセッサである。あらかじめファイルに XSLT
の定義を記述しておけば，コマンドによって XML文書に対する XSLT処理 (検索や整形など)ができる。
実行する際には，xsltproc.exeのある場所に移動し，以下のコマンドを実行する。¶ ³
xsltproc.exe XSLファイル名 XMLファイル名µ ´
　 xsltproc による XML 文書の整形・検索の具体例として，前節の「形容詞のアクセント位置を
分析する」ための XSLT 定義を，CSJ の XML 文書に対して実行する場合，XSLT の定義を
記述したファイルの名前を (C:YCSJYtestY)adj acc.xsl，CSJ の XML 文書ファイルの名前を
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(C:YCSJYVOL3YA01F0055Y)A01F0055.xml とし，結果ファイルの名前を adj acc.txt とすると，図
8.12のようにコマンドを実行すれば XSLT処理が行われる。
図 8.12 xsltprocによる XML文書の整形
この処理の結果，結果ファイル adj acc.txtには以下のような結果が書き込まれる。¶ ³
高い,連用形,タカカッ,2,
若い,連体形,ワカイ,2,
大きい,連体形,オーキー,3,
低い,連用形,ヒクク,1,
青い,連体形,アオイ,2,
赤い,連体形,アカイ,0,
白い,連体形,シロイ,2,
少ない,連体形,スクナイ,0,
無い,終止形,ナイ,1,
強い,語幹,ツヨ,1,
高い,仮定形,タカケレ,1,
高い,連体形,タカイ,2,
無い,連体形,ナイ,1,
無い,終止形,ナイ,1,µ ´
次節からは，具体的な XML文書整形の例を示す。
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8.5.2.3 転記テキストの生成
図 8.13に，CSJの XML文書から転記テキストを抽出して出力する XSLスタイルシートを示す。
図 8.4に示した XML文書に対して図 8.13のスタイルシートを適用すると，図 8.3の転記テキストが再現さ
れる。XML文書から転記テキストを再現する XMLスタイルシートは Disk1:/TOOL/XSL/xsl2trn.xslに収
められている。なお，同様に短単位・長単位混合形式の短単位・長単位データを再現する XMLスタイルシー
トが Disk1:/TOOL/XSL/xsl2sdb.xslとして収められているので参考にされたい。¶ ³
<?xml version="1.0" encoding="EUC-JP"?>
<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
<xsl:output method="text" indent="no" encoding="EUC-JP"/>
<xsl:strip-space elements="*"/>
<xsl:template match="/">
<xsl:apply-templates select="Talk"/>
</xsl:template>
（途中，省略）
<xsl:template match="IPU">
<xsl:value-of select="@IPUID"/>
<xsl:text> \quad </xsl:text>
<xsl:value-of select="@IPUStartTime"/>
<xsl:text>-</xsl:text>
<xsl:value-of select="@IPUEndTime"/>
<xsl:text> \quad </xsl:text>
<xsl:value-of select="@Channel"/>
<xsl:if test="not (count(LUW) = '1' and LUW/Noise)">
<xsl:apply-templates select="LineComment"/>
</xsl:if>
<xsl:call-template name="KihonkeiHatsuonkei">
<xsl:with-param name="LUWs" select="LUW"/>
</xsl:call-template>
<xsl:if test="count(LUW) = '1' and LUW/Noise">
<xsl:apply-templates select="LineComment"/>
</xsl:if>
<xsl:text>
</xsl:text>
</xsl:template>
（以下，省略）µ ´
図 8.13 転記テキストを生成する XSL
8.5.2.4 分節音ラベルの生成
図 8.14に，CSJの XML文書から分節音ラベル (ESPS/waves+形式)を抽出して出力する XSLスタイル
シートを示す。ESPS/waves+のラベルファイルの形式は図 8.3の分節音情報の例に示したように，左から時
間，色番号，ラベル文字列の順に 1ラベル 1行で記述するようになっている。したがってスタイルシートはそ
れらの情報を順に出力するよう記述した。
なお，図 8.14 に示したスタイルシートでは分節音ラベルの融合（分節音ラベルの融合については 6.4 節参
照）を復元しないかわりに，融合ラベルを分割したものについては StartTimeUncertain，EndTimeUncertain
属性を利用してラベルの色を変えるように出力する。ここで示した方法で分節音ラベルを再現する XMLスタ
イルシートは Disk1:/TOOL/XSL/xsl2seg.xslに収められている。
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<?xml version="1.0" encoding="EUC-JP"?>
<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform" xml:lang="ja">
<xsl:output method="text" indent="yes" encoding="EUC{\_}JP"/>
<xsl:strip-space elements="*"/>
<!--Print Header of -->
<xsl:template match="/">
signal template
type 0
comment created using xlabel
color 121
font -*-times-medium-r-*-*-20-*-*-*-*-*-*-*
separator ;
nfields 1
#
<xsl:apply-templates/>
</xsl:template>
<xsl:template match="IPU">
<xsl:if test="@Channel='L'">
<xsl:for-each select="descendant::Phone" >
<xsl:if test="@PhoneEndTime">
<xsl:text> \quad </xsl:text>
<xsl:value-of select="@PhoneEndTime"/>
<xsl:choose>
<xsl:when test="@EndTimeUncertain">
<xsl:text> 117 </xsl:text>
</xsl:when>
<xsl:otherwise>
<xsl:text> 123 </xsl:text>
</xsl:otherwise>
</xsl:choose>
<xsl:value-of select="@PhoneEntity"/>
<xsl:text>{\&}{\#}x0a;</xsl:text>
</xsl:if>
</xsl:for-each>
</xsl:if>
</xsl:template>
</xsl:stylesheet>µ ´
図 8.14 分節音ラベルを生成する XSL
8.5.2.5 無声化母音周辺の情報抽出
図 8.15に，CSJの XML文書から分節音情報を利用して無声化母音とその周辺の情報を抽出して出力する
XSLスタイルシートを示す。このようにして，XML文書内に記述された情報を任意の形式で出力することが
できる。
8.5.3 XML文書に対する検索
CSJの XML文書は形態論情報から分節音情報，韻律情報にまで至る階層構造を持っているため，これを利
用して複数の階層にまたがる検索を行うことができる。たとえば，「価格が高くない」の「高い」という短単位
が特定の品詞の場合にアクセント位置がどこにあったかという検索が可能である。そこで，XMLに対して表
示・検索を行う環境 (CSJ XML Browser ver. 0.2; 以下 XMLブラウザと略す)を開発して CSJに同梱した。
XMLブラウザの基本仕様を表 8.2に示す。
XML の検索においては，検索条件の入力が XPath 1.0 [http://www.w3.org/TR/xpath] (最新の
仕様は XPath 2.0 W3C Working Draft [http://www.w3.org/TR/xpath20/]) もしくは XQuery 1.0
[http://www.w3.org/TR/xquery/] 規格で行われることが多い。
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<xsl:stylesheet>
<xsl:template match="Phone" >
<xsl:if test="@Devoiced">
<xsl:value-of select="@PhoneEntity"/>
<xsl:text>,</xsl:text>
<xsl:value-of select="@PhoneStartTime"/>
<xsl:text>,</xsl:text>
<xsl:value-of select="@PhoneEndTime"/>
<xsl:text>,</xsl:text>
<xsl:value-of
select="ancestor::Mora[1]/descendant::Phone[1]/@PhoneStartTime"/>
<xsl:text>,</xsl:text>
<xsl:value-of select="preceding::Phone[not(@PhoneClass='others')]
[1]/@PhoneEntity"/>
<xsl:text>,</xsl:text>
<xsl:value-of
select="following::Phone[not(@PhoneClass='others')][1]/@PhoneEntity"/>
<xsl:text>,</xsl:text>
<xsl:value-of select="ancestor::Mora[1]/@PerceivedAcc"/>
<xsl:text>,</xsl:text>
<xsl:text>{\&}{\#}x0a;</xsl:text>
</xsl:if>
</xsl:template>
</xsl:stylesheet>µ ´
図 8.15 無声化母音周辺の情報を抽出する XSL
表 8.2 XMLブラウザの入出力条件・動作条件仕様
環境 J2RE1.4.0 以上
接続先 1 XMLファイル
対象 XML CSJ XML形式
クエリ XPath1.0
表示整形 XSLT 1.0
出力 CSV, HTMLテキストファイル
推奨環境 P-4 2.6GHz以上, メモリ 1GB以上, Windows XP Home/Professional Edition
XMLブラウザは XPath 1.0 を用いて XMLファイルに対する検索を行う。
以下では，Windows XP Home Edition上での使用画面例を用いて説明する。
8.5.3.1 起動およびファイルの読み込み
XMLブラウザは以下のフォルダ構成を前提とする。
1. 音声ファイルは .wav ファイル
2. .wavファイルは XMLファイルと同じフォルダにある。
3. CSJ 転記ブラウザ環境MonoForC (以下ものほしと呼ぶ)のインストールがされており，パスが設定さ
れていること。
項目 3に関しては，XMLブラウザからものほしを呼び出す際に必要になるが，未設定の場合でも XMLの検
索自体は可能である。なお，ものほしの利用方法についてはMonoForCマニュアルを参照のこと。
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起動は, 図 8.16のように XMLブラウザのアイコンをクリックするか，図 8.17のようにコマンドプロンプ
トから入力することで行う。
図 8.16 アイコンクリックによる XMLブラウザの起動
図 8.17 コマンドプロンプトからの XMLブラウザの起動
起動後の初期画面は図 8.18のようになっている。起動後は 6種類のタブ
1. ファイル選択タブ [読み込み]
2. 検索クエリ作成タブ [クエリ設定]
3. 結果 XML表示タブ [結果 XML]
4. 表示整形用 XSLタブ [ XSLでフォーマット]
5. 結果 HTML表示タブ [結果]
6. IPU可視化タブ [IPU]
を左から順に切り替えることで検索結果を得られるようになっている。図 8.18の初期画面では「1.ファイル
選択」タブが表示されている。
ファイルの選択は
1. 「ファイル」メニューの「XMLファイルを開く」を押す
2. ファイル選択タブ内の「参照」ボタンを押す
3. 参照ボタン左の白地テキスト部分にファイル名 (パスも入力)を入力し，「読み込み」ボタンを押す
ことで行う (図 8.19)。
なお，CSJの XMLファイルはサイズが大きいため読み込みには推奨環境でも 3～10秒程度かかる。
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図 8.18 XMLブラウザの起動後初期画面
図 8.19 XMLブラウザ;ファイルの選択
8.5.3.2 検索クエリ作成タブ
ファイルを読み込み後はクエリ作成タブをクリックして開く。初期画面ではクエリ式は設定されていない
(図 8.20)。
クエリの生成はクエリアイコン (図 8.21)の生成とアイコン間のリンク付けによって行う。生成されるクエ
リは XPath 1.0形式であるが，contains()関数の簡略記号として，テキスト包含演算子 (»=)を使える点のみ
異なっている。
クエリアイコンの生成は画面右側の要素リストから要素をドラッグする (図 8.22の Step 1)か，要素リスト
をダブルクリックすることで可能である。次にクエリアイコンにおいて属性名を上部リストボックスから選択
し，その後属性値を下部テキストボックスに入力する (図 8.22の Step 2)。このとき，上部 XPath表示領域に
はクエリアイコンの状態に対応する XPath式がアイコンの状態と同期する形で表示される。例えば，SUW要
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素の SUWPOS属性を指定後，SUW要素のテキストボックスに'名詞'を入力すると，追随して
//IPU[.//SUW[@SUWPOS='名詞']]
が表示される (図 8.22の Step 3)。このクエリ式はリアルタイムに更新されるので，クエリアイコンとの対
応を常時確認できる。
図 8.20 XMLブラウザ;検索クエリ作成タブ初期画面
図 8.21 XMLブラウザ;クエリアイコン
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Step1. Drag an Element
Step2 . s elec t an attri b u te
Step 3 . C h ec k  X -Q u ery
2 s c i b u
3 C h c k X Q u y
図 8.22 XMLブラウザ;ドラッグアンドドロップによるクエリ生成
8.5.3.3 AND,OR条件の指定
要素アイコンには AND条件生成用チェックボックス，OR条件生成用チェックボックス，表示指定チェッ
クボックスが付属する。AND，OR 条件を単独で用いた場合のクエリ式を図 8.23 に示す。これらの条件は，
それぞれある短単位中での条件指定である。これに対し，『ある IPU内に「タイトル」という短単位があり，か
つ何らかの名詞も存在する』条件指定は図 8.24(上)のように，また，『「タイトル」という短単位を含む IPU，
または「名詞」を含む IPU』の場合は図 8.24(下)のようになる。
また，OR条件は AND条件より先に適用される (図 8.25(上))。これを逆転するには，図 8.25(下)のように
配置する。
最後に表示指定チェックボックスと，要素の変更について述べる。表示指定チェックボックスをオフにされ
た属性制約は，検索条件としては用いられるが，その後の結果表示の際には表示されない。また，各クエリア
イコンは生成時に自動的に親クエリアイコンが決められるが，これが不適切な際には親アイコンとのリンク線
をクリック (アイコン自体にフォーカスがあたっている場合にはダブルクリックが必要) することで親を変更
することができる (図 8.26)。
これらの組み合わせでクエリ式を構成した後は，「検索」ボタンを押すことで検索が実行される。検索結果
は IPU件数として表示される。件数表示までには数秒から数十秒の時間がかかることがある。この時間は検
索の複雑さと計算機の性能，そして最も大きくは検索結果件数に依存する。したがって，複雑な検索を行いた
い場合には，前もって IPU < 10 などの制約条件を課しておき，結果件数を小さくすることで必要な時間を予
想することをお勧めする。
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図 8.23 XMLブラウザ;クエリアイコンとクエリ式（上:AND条件，下:OR条件）
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図 8.24 XMLブラウザ;上:1IPU単位内に「タイトル」と名詞が共起，下:「タイトル」を含む IPUまた
は「名詞」を含む IPU
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図 8.25 XMLブラウザ;上:OR条件を先に適用した場合，下:AND条件を先に適用した場合
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() 
図 8.26 XMLブラウザ;マウスクリックによる親要素の変更（上画面の変更結果が下画面）
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8.5.3.4 結果 XML表示タブ
検索結果が表示されたら，ひとつ右のタブ「結果 XML」をクリックすることで，結果 XML表示画面に移
ることができる (XML表示形式を必要としないユーザはこの画面を飛ばして結果 HTML 表示タブへ移っても
よい)。デフォルトでは表示画面には何も表示されていないが，「件目を見る」ボタン，または「件を見る」ボ
タンを押すことによって指定された範囲の XMLを表示させることができる (図 8.27)。なお，ここで XMLを
表示しなくても，結果 XMLを書き出すことは可能である。
また，画面上部のクエリ入力部分に直接 XPathを入力することや，ファイルから入力することも可能であ
る。この場合にはクエリアイコンの同時変更はされないが，簡単な XPath 式のテストや，過去に作成した
XPathをファイルに保存しておき，次回に読み出して再利用するなどの利用法が考えられる (後述)。
1.
2 .   X M L  	
 
3 .    
  X P a t h          
2   X M L   
3   
  X P a t h          
図 8.27 XMLブラウザ;結果 XML表示タブによる結果 XMLの表示
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8.5.3.5 表示整形用 XSLタブ
「XSLでフォーマット」タブをクリックすると，XSL表示画面が現れる (図 8.28)。ここでは XSLの編集を
行う。編集の必要がない場合にはこのタブを開く必要はない。しかし，本ツールは最低限の XML 関連仕様
(XPath1.0, XSL1.0) も利用できるようになることも狙いの一つとしているので，自動生成された XSL スク
リプトをここで自由に編集して表示情報を追加できるようにした。編集によって，たとえば「検索条件に指定
したモーラの次のモーラ」などの追加情報を表示できる。デフォルトで表示される XSLは検索用クエリから
自動生成されたものだが，それには修正のごく簡単なヒントがコメントとして載っているので，これを元に修
正方法を習得していただきたい (図 8.28)。その際には XPath1.0, XSLT1.0の関数が利用可能である。たとえ
ば，position() , last() , contains() , text() , starts-with() などを用いてより複雑な表示を行える。また，こ
のようにして修正した XSLを保存することによって，別の機会に再利用することが可能である (後述)。編集
が終了したら，適用ボタンを押すことによってこの XSLを結果 IPUに適用する。結果は「結果 IPU」タブで
確認することができる。なお，この操作によって検索結果 IPU集合が変更されることはないので，編集!確
認の作業を繰り返すことで XSLのデバッグも行える。
2.   
1 . 	 
 
  
1 	 
 
図 8.28 XMLブラウザ;表示整形用 XSLタブによる XSLの表示と修正
8.5.3.6 結果 HTML表示タブ
先ほどの XSLを適用した結果はデフォルトでは表形式の HTMLとして表示される。しかし，これは CSV
形式に変更することも可能である (図 8.29)。CSVテキストファイルとして保存することで，他のアプリケー
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ションで利用できる。
この変換は右上部の「CSV」「HTML」ボタンを押すことで行う。
CSV  
H T M L   
  
H T M L   
図 8.29 XMLブラウザ;検索結果生成・出力
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8.5.3.7 IPU可視化タブ
一番右端にあるタブであり，検索に該当した IPUの階層構造を示す。また各ラベルをクリックすることに
よって該当部分のサウンドファイルを再生する。この表示画面はデフォルトでは何も表示されていないが，
結果 XML 表示タブ画面と同様に「次の～件を見る」ボタンを押すことで，該当する IPU が表示される (図
8.30)。また，音声波形は「ものほしでみる」ボタンを押して，ものほしを起動することで見られる。ものほし
についてはMonoforCのドキュメントを参照されたい。
LUW M o r aI P U S UW T r a n s S UW P h o n e m e P h o n e
XJToBILabelTone XJToBILabelW or d XJToBILabelBr eak
M o r aI P S T r a n s S P h o n e m e P h o n e
W r d r k
図 8.30 XML ブラウザ;IPU 可視化タブ (この例では XJToBILabelPrm と XJToBILabelMisc 要素は
表示されていない)
8.5.3.8 各種ファイルの保存・読み込み
図 8.31で示したようにメニューの「ファイル!保存」を開くと，結果として保存できる形式が一覧できる。
検索終了後であればこれらの形式で保存が可能である。ここで注意点として，保存されるデータ量は検索に
ヒットした IPU全件であって，「次の～件を見る」で見えている数件ではないことに留意されたい。そのため，
ヒット件数が多い XMLを保存する場合には時間がかかることがある。
過去に保存した XSLファイルや XPath式は検索結果画面上の XPath編集画面や XSL修正画面などへ読
み込むことができる。これによって複雑だが有用な XPath や XSLファイルを再利用することが可能である。
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特殊な利用方法としては，検索にヒットした転記を出力することが可能である。検索結果が得ら
れたあとに，「ファイル」!「開く」!「XSL ファイルを開く」メニューから，同梱 XSL ファイル
Disk1:/TOOL/XSL/iputrn2xsl.xslを指定して，表示整形用 XSLタブで「適用」を押すことで，転記出力が
得られる (図 8.32)。
図 8.31 XMLブラウザ;各種ファイルの保存・読み込み
図 8.32 XMLブラウザ;転記の出力
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8.5.4 XMLブラウザの利用例
ここでは前節に述べた XMLブラウザの利用例を示す。
8.5.4.1 利用例 1.「ジャナイ」
「ジャナイ」という表現の検索をする際には図 8.33 のようにクエリを構成する。前後の発音形 (ここでは
PhoneticTranscription属性)も見たい場合は，XSLテキストを編集する (図 8.34)。その結果，表示情報が変
更された出力を得ることができる (図 8.35)。一度検索した結果ノード集合は DOMとして保持されているた
め，XSLを再設定して出力を変更することも可能である。
図 8.33 XMLブラウザ;「ジャナイ」を検索するクエリの生成
¶ ³
<xsl:template match="IPU[//LUW//SUW/@PhoneticTranscription=' ジャ']">
<tr>
<td><xsl:value-of select="./ancestor-or-self::SUW/@SUWPOS"/></td>
<td><xsl:value-of select="./ancestor-or-self::LUW/@LUWDictionaryForm"/></td>
<td><xsl:value-of select="./preceding::SUW[1]/@ PhoneticTranscription"/></td>
<td><xsl:value-of select="@ PhoneticTranscription "/></td>
<td><xsl:value-of select="./following::SUW[1]/@ PhoneticTranscription"/></td>
</tr>
</xsl:template>µ ´
図 8.34 XMLブラウザ;「ジャナイ」を検索するための XSLT
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図 8.35 「ジャナイ」を検索するクエリの結果
図 8.36 XMLブラウザ;「タカイ」のアクセント位置を検索するクエリの生成
8.5.4.2 利用例 2.「タカイ」のアクセント位置
次に「高い」のアクセント位置の検索の例を示す。図 8.36 のようにクエリを構成する。アクセント位置は
XJToBILabelWord 要素の PerceivedAccPos属性で指定できるので，この場合，XPath式は図 8.37のように
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なる。この場合も，「タカイ」に後続する短単位を表示させるために，XSLには¶ ³
<xsl:value-of select="./following::SUW[1]/@PhoneticTranscription"/> \\µ ´
を追加している。ここで，PerceivedAccPos 属性の値は語頭から数えたアクセント位置を示している。図
8.38に検索結果を示す。¶ ³
//IPU[@IPUID and .//SUW[(@SUWDictionaryForm=' タカイ'and @PhoneticTranscription)]
//XJToBILabelWord [ @PerceivedAccPos and text() ] ]µ ´
図 8.37 「タカイ」のアクセント位置を検索するためのクエリ式
図 8.38 「タカイ」のアクセント位置の検索結果（数字はアクセント位置を示す）
8.5.4.3 利用例 3.言い誤り時の促音化「ッ」
言い誤りにおける促音化の検索の場合はモーラ「ッ」を持ち，かつ，言い誤り時に付与されるタグ (W)を表
す属性@TagIncorrectNormがあるものを検索すればよい。作成するクエリは¶ ³
//IPU[.//TransSUW[@TagIncorrectNorm]//Mora[@MoraEntity='ッ']]µ ´
となる。表示指定まで含めると，アイコン配置は図 8.39のようになる。この場合にも，XSL にて結果表示
項目を追加することにする。追加内容は前 2音素と後 1音素である (図 8.40)。図 8.41に検索結果を示す。
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図 8.39 XMLブラウザ;言い誤りにおける促音化「ッ」を検索するクエリの生成
¶ ³
<xsl:template match="IPU[(@TalkID and @IPUID)]//SUW[@PhoneticTranscription]
//TransSUW[@TagIncorrectNorm]//Mora[@MoraEntity=' ッ']//Phoneme[@PhonemeEntity]">
<tr>
<td><xsl:value-of select="./ancestor-or-self::SUW/@PhoneticTranscription"/></td>
<td><xsl:value-of select="./ancestor-or-self::TransSUW/@TagIncorrectNorm"/></td>
<td><xsl:value-of select="./preceding::Phoneme[2]/@PhonemeEntity"/></td>
<td><xsl:value-of select="./preceding::Phoneme[1]/@PhonemeEntity"/></td>
<td><xsl:value-of select="./ancestor-or-self::Phoneme/@PhonemeEntity"/></td>
<td><xsl:value-of select="./following::Phoneme[1]/@PhonemeEntity"/></td>
</tr>
</xsl:template>µ ´
図 8.40 言い誤りと促音化の検索例;編集後の表示整形用 XSL
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図 8.41 言い誤りと促音化の検索結果
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［付録 8.1］　現代日本語のモーラと Phoneme要素 PhonemeEntity属性値の対応
　　　　　（上段：モーラ，下段：PhonemeEntity属性値（"+"は複数の要素があることを示す））
直音系列モーラ 拗音系列モーラ 周辺的モーラ
ア イ ウ エ オ ヤ ユ ヨ イェ
a i u e o y+a y+u y+o y+e
カ キ ク ケ コ キャ キュ キョ クヮ
k+a kj+i k+u k+e k+o ky+a ky+u ky+o kw+a
ガ ギ グ ゲ ゴ ギャ ギュ ギョ グヮ
g+a gj+i g+u g+e g+o gy+a gy+u gy+o gw+a
サ シ ス セ ソ シャ シュ ショ シェ スィ
s+a sj+i s+u s+e s+o sy+a sy+u sy+o sy+e s+i
ザ ジ ズ ゼ ゾ ジャ ジュ ジョ ジェ ズィ
z+a zj+i z+u z+e z+o zy+a zy+u zy+o zy+e
タ チ ツ テ ト チャ チュ チョ ティ トゥ チェ ツァ ツィ ツェ ツォ テュ
t+a cj+i c+u t+e t+o cy+a cy+u cy+o t+i t+u cy+e c+a c+i c+e c+o ty+u
ダ デ ド ディ ドゥ デュ
d+a d+e d+o d+i d+u dy+u
ナ ニ ヌ ネ ノ ニャ ニュ ニョ ニェ
n+a nj+i n+u n+e n+o ny+a ny+u ny+o ny+e
ハ ヒ フ ヘ ホ ヒャ ヒュ ヒョ ヒェ ファ フィ フェ フォ フュ
h+a hj+i F+u h+e h+o hy+a hy+u hy+o hy+e F+a F+i F+e F+o Fy+u
バ ビ ブ ベ ボ ビャ ビュ ビョ ヴァ ヴィ ヴ ヴェ ヴォ
b+a b+i b+u b+e b+o by+a by+u by+o v+a v+i v+u v+e v+o
パ ピ プ ペ ポ ピャ ピュ ピョ
p+a p+i p+u p+e p+o py+a py+u py+o
マ ミ ム メ モ ミャ ミュ ミョ ミェ
m+a m+i m+u m+e m+o my+a my+u my+o my+e
ラ リ ル レ ロ リャ リュ リョ
r+a r+i r+u r+e r+o ry+a ry+u ry+o
ワ ヲ ウィ ウェ ウォ
w+a w+o w+i w+e w+o
撥音 促音 長母音
N Q H
527
第 9章
CSJの検索
前川喜久雄
本章では CSJ を検索する手法をいくつか紹介する。CSJ には 1 章および 8 章で言及した XML ブラウザ
（CSJ XML Browser）のほか，音声再生分析機能付きの転記テキストブラウザ (MonoForC)が付属している。
これらは CSJの開発メンバー（前者は塚原渉，後者は籠宮隆之）によって開発されたソフトであり，それなり
の使い勝手を実現しているが，いずれも単一のファイルを検索対象とした設計であり，コーパス全体の検索に
はむいていない。
1.7節に紹介したようなコーパス全体を対象とした統計情報をえるための検索方法はユーザーの工夫にまか
されている。そのため折角 CSJを入手しても，検索方法がわからないために CSJを十分に利用できないでい
るユーザーもいるようである。
以下では CSJ全体を検索するためにどのような手段があるかを大まかに理解してもらうことを目的として，
代表的な検索手法を紹介する。
9.1 GREPと正規表現
GREP は正規表現が使える文字列検索コマンドである。もともとは Unix の世界で生まれたが，現在では
Windows環境でも広く利用されている。ただしWindowsの標準コマンドではないので，ユーザーはソフトを
インストールする必要がある (http://www.vector.co.jp/などでフリーウェアを入手できる)。
いま，すべての転記テキストがディレクトリ Trnに格納されているとしよう。Windowsのコマンドプロン
プトを起動して，ディレクトリ Trnに移動し，以下のコマンドを入力すると，転記ファイル中の文字列「中国
語」を含むすべての行が表示される。記号「>」はコマンドプロンプト画面に表示されるプロンプトである。
> grep 中国語 *.trn
実際に実行してみると，以下のような出力がコンソールに表示されるはずである。各行の先頭には，文字列
を含むファイル名が示され，その後に検索文字列を含む転記ファイル中の行が表示されている。
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¶ ³
A01F0132.trn:中国語の　　　　　　&　チューゴクゴノ
A01M0097.trn:中国語においては　　&　チューゴクゴニオイテワ
A01M0097.trn:標準中国語の　　　　&　ヒョージュンチューゴクゴノ
A01M0097.trn:中国語におきまして　&　チューゴクゴニオキマシテ
A01M0097.trn:標準中国語の　　　　&　ヒョージュンチューゴクゴノ
A01M0097.trn:標準中国語の　　　　&　ヒョージュンチューゴクゴノ
A01M0097.trn:中国語において　　　&　チューゴクゴニオイテ
A01M0286.trn:標準中国語について　&　ヒョージュンチューゴクゴニツイテ
A01M0286.trn:中国語では　　　　　&　チューゴ (? ク)ゴデワ
A01M0286.trn:標準中国語の　　　　&　ヒョー (? ジュ)ンチューゴ (? ク)ゴノ
A01M0286.trn:標準中国語の　　　　&　ヒョージュンチュー (? ゴ)クゴノ
（以下省略）µ ´
図 9.1 GREPの出力例
これが一番単純な GREPの用法であるが，検索文字列に正規表現を利用できるのが GREPの特徴である。
次の例は「中国人」または「中国語」を含む列を表示する。
> grep 中国 [人語] *.trn¶ ³
A01F0132.trn:中国語の　　　　　　&　チューゴクゴノ
A01M0077.trn:中国人は　　　　　　&　チューゴクジンワ
A01M0097.trn:中国語においては　　&　チューゴクゴニオイテワ
A01M0097.trn:標準中国語の　　　　&　ヒョージュンチューゴクゴノ
A01M0097.trn:中国語におきまして　&　チューゴクゴニオキマシテ
A01M0097.trn:標準中国語の　　　　&　ヒョージュンチューゴクゴノ
A01M0097.trn:標準中国語の　　　　&　ヒョージュンチューゴクゴノ
A01M0097.trn:中国語において　　　&　チューゴクゴニオイテ
A01M0104.trn:中国人男性留学生　　&　チューゴクジンダンセーリューガクセー
A01M0258.trn:中国人留学生　　　　&　チューゴクジンリューガクセー
A01M0258.trn:中国人留学生と　　　&　チューゴクジンリューガクセート
（以下省略）µ ´
図 9.2 GREPによる正規表現を利用した検索の出力例
正規表現にはいろいろな規格がある。GREPに実装されているのは比較的単純な正規表現であるが，それで
も工夫次第で巧妙な検索を実施できる。コーパスを分析しようとするユーザーは是非学んでおくべき知識のひ
とつである。
9.2 スクリプト言語
GREPは便利なツールだが，やはり限界がある。コーパスの分析では，複雑な条件判断をともなう検索条件
を指定したり，検索結果のテキストを加工したり，あるいはデータに与えられている構造を利用した検索をお
こなう必要が生じることがある。そのような場合に重宝するのが，AWK, Perl, Rubyなどのスクリプト言語
である。
ここでは AWKの例を示すことにする。AWKは元祖スクリプト言語というべき存在である。機能は限定さ
れているが，簡単に覚えられる。AWKもWindowsの標準コマンドではないので（その点は Perlも Rubyも
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同様），やはりインストールが必要である。筆者は mawkと呼ばれるバージョンを利用している。
最初の例は，転記ファイル中の基本形だけを抽出するスクリプトである。図 9.1，9.2 からわかるように，
CSJの転記ファイルでは，漢字かな混じりで表記された基本形と片仮名表記された発音形を記号「&」で分離
して記録する形式を採用している。
下記の例中，「mawk32」は筆者が利用している AWKのコマンド名であり，利用するAWKの版により gawk,
jgawk, nawkなどと変化する。「-F"&"」は起動オプションであり，入力行をフィールドに分割するための区切
り記号として記号「&」を指定している。最後にシングルクオートで囲まれた「NF==2{print FILENAME, $1}」
がスクリプト本体であり，「1行が 2フィールドから構成されているレコードを読んだならば，入力ファイル名
と第 1番目のフィールドを印刷せよ」という指示が記述されている。「1行が 2フィールドからなる」という条
件が必要なのは，転記テキストファイルには，基本形の情報をふくまない行も存在するので，それを除外する
ためである。実行結果は図 9.3のようになる。スクリプト中の「$1」を「$2」に書き換えると，今度は転記テ
キストの発音形が表示される。
> mawk32 -F"&" 'NF==2{print FILENAME, $1}' *.trn¶ ³
a01f0001.trn まず
a01f0001.trn 発表は
a01f0001.trn 最初に
a01f0001.trn 簡単に
a01f0001.trn エコーロケーション機能について
a01f0001.trn 説明いたします
a01f0001.trn その後
a01f0001.trn これまで
a01f0001.trn 行なってきました
a01f0001.trn コウモリの
（以下省略）µ ´
図 9.3 AWKスクリプトの実行結果（基本形の抽出）
この出力は以下の方法でテキストファイルに保存することができる。以下のコマンドの場合，出力は
result.txtというファイルに保存される。AWKスクリプトの直後におかれている記号「>」はコマンドやス
クリプトの出力先を変更するための命令で，リダイレクトと呼ばれている。
> mawk32 -F"&" 'NF==2{print FILENAME, $1}' *.trn > result.txt
ところで，図 9.3では最初に処理されたファイル A01F0001.trnの基本形が冒頭から順に表示されているだ
けである。これではあまり面白くないのでスクリプトを少し変更しよう。
> mawk32 -F"&" 'NF==2{if($1~/中国 [人語]/)print FILENAME, $1}' *.trn
このスクリプトは，1番目のフィールドに「中国人」または「中国語」という文字列が含まれている場合だ
け印刷をおこなうように修正されている。先に GREPで利用したのと同じ正規表現が利用されていることに
注目してもらいたい。出力は以下のようになる。いろいろなファイルから「中国人」ないし「中国語」を含む
基本形だけが選択されている。
パイプを用いた処理にも触れておく。パイプとは複数のコマンドやスクリプトを記号「|」でつないで，一
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¶ ³
a01f0132.trn 中国語の
a01m0077.trn 中国人は
a01m0097.trn 中国語においては
a01m0097.trn 標準中国語の
a01m0097.trn 中国語におきまして
a01m0097.trn 標準中国語の
a01m0097.trn 標準中国語の
a01m0097.trn 中国語において
a01m0104.trn 中国人男性留学生
a01m0258.trn 中国人留学生
a01m0258.trn 中国人留学生と
（以下省略）µ ´
図 9.4 AWKスクリプトの実行結果（正規表現による検索）
連の処理としてまとめて記述する方法であり，ひとつひとつは単純な処理を積み重ねて最終的に複雑な処理を
実現する方法である。
以下の例では，GREPによる正規表現を用いた検索結果（図 9.2に該当）がパイプによって AWKスクリプ
トにわたされている。GREPと AWKは並行して稼動しており，GREPによって発見された文字列は発見さ
れ次第，次々と AWKにわたされる。
AWKスクリプトは区切り記号「&」によって入力データをフィールドに分解した後，第 1フィールド ($1)
を印刷しているだけである。つまり，このスクリプトにはデータ検索の条件が何も記述されていない。データ
の検索は GREPにまかせ，その出力を整形する機能だけを AWKで記述しているのである。GREPが得意な
ことは GREPにまかせ（GREPの検索速度は AWKよりもはるかに速い），GREPでは不可能な処理だけを
AWKにまかせ，両者をパイプで連結しているわけである。
図 9.5にこのパイプ処理の結果を示す。図 9.4とほぼ同じ結果が得られていることがわかる（ファイル名の
直後にコロン「:」が出力されているのは，GREPの仕様である）。
> grep 中国 [人語] *.trn | mawk32 -F"&" '{print $1}'¶ ³
A01F0132.trn:中国語の
A01M0077.trn:中国人は
A01M0097.trn:中国語においては
A01M0097.trn:標準中国語の
A01M0097.trn:中国語におきまして
A01M0097.trn:標準中国語の
A01M0097.trn:標準中国語の
A01M0097.trn:中国語において
A01M0104.trn:中国人男性留学生
A01M0258.trn:中国人留学生
A01M0258.trn:中国人留学生と
（以下省略）µ ´
図 9.5 パイプによる GREPと AWKスクリプトの実行結果
最後にいかにも AWKらしいスクリプトの例を示す。図 9.6のスクリプトは SDBファイルの第 10フィー
ルドである短単位代表表記と，第 9フィールドである代表形，そして第 12フィールドである品詞を，半角コ
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ロンを介して結合した文字列の生起頻度を計算する。要するに語彙頻度調査用プログラムであるが，AWKの
特徴である連想配列（ハッシュ）を利用しているために，きわめてコンパクトなプログラムになっている。変
数 word[]が連想配列であり，その添字として調査対象文字列 tempが用いられている。連想配列とは，この
ように任意の文字列を添字として利用することのできる配列である。¶ ³
{
temp=$10":"$9":"$12
word[temp]++
}
END{
for (name in word) {print name, word[name]}
}µ ´
図 9.6 短単位の頻度を集計するスクリプト
図 9.6 のスクリプトをテキストファイル suw_count.awk として保存し，コマンドプロンプトで以下
のコマンドを実行する。「-F"Y=t"」はデータファイルがタブ区切りであることを指定するオプション，
「-f suw_count.awk」は実行すべきスクリプトが保存されているファイルを指定している。「S01*.sdb」は
処理対象とするファイル群の指定であり，S01で始まるファイル（模擬講演のテーマ 01番）だけを集計してい
る。パイプ「|」で結合された「sort」はWindowsの標準コマンドであり，名前どおりに文字列を整列する。
> mawk32 -F"Y=t" -f suw_count.awk S01*.sdb | sort
処理結果の末尾を図 9.7にしめす。文字列のコード順に整列されているので，日本語文字コード表の終わり
近くに位置する文字ではじまる語が示されている。数字が生起頻度である。¶ ³
（省略）
辟易:ヘキエキ:名詞 1
迚も:トテモ:副詞 273
逞しい:タクマシイ:形容詞 6
鄙びる:ヒナビル:動詞 1
鉗子:カンシ:名詞 3
鏝:コテ:名詞 1
靄:モヤ:名詞 3
餞別:センベツ:名詞 1
饂飩:ウドン:名詞 2
饅頭:マンジュウ:名詞 5
饐え臭い:スエクサイ:形容詞 1
騙す:ダマス:動詞 4
鬘:カツラ:名詞 1
齧り付く:カジリツク:動詞 1µ ´
図 9.7 整列後に出力された短単位頻度表
スクリプト言語については，いくらでも解説すべきことがあるが，紙幅の関係でこれ以上の解説はひかえる。
スクリプト言語を用いると簡単にテキスト処理をおこなえること，またパイプを用いれば単純なコマンドやス
クリプトを組み合わせて複雑な処理を実施できることを理解していただきたい。
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筆者は，CSJ の解析に必要なスクリプトはほとんど AWK で書いており，高度な正規表現を利用したり，
ネットワーク上のファイルを利用しなければならない場合だけ Rubyを使うことにしている（Perlと Rubyの
正規表現は GREPないし AWKよりもはるかに強力である）。ただし，これは世間一般に比べると偏った選択
である。一般には Perlのユーザーが圧倒的に多い。参考書類もそれだけ充実しているので，これからスクリプ
ト言語を何かひとつ学習しようという方には Perlを薦める。
9.3 RDBと SQL
CSJについて興味があるのは形態論情報だけということもあるだろう。そうであれば，CSJの短単位，長単
位データ（4章参照）は，タブ区切りのテキストファイルとして提供されているから，これを使い慣れた市販
のソフトで処理しようと考えるのは自然な発想である。
しかし，実際には，CSJ全体を処理しようとすると，データ量が膨大なために，表計算ソフトでは処理が不
可能になる。マイクロソフト社の Excelは，あつかえるレコード（行）数が最大で 65,536行までとなってい
る。短単位データの総数は 752万語であるから，その 1%も読みこめない。
それではデータベース管理ソフトと銘打たれている同社の Accessはどうか。Accessの場合，扱えるデータ
数に上限はない。しかし，処理できる（外部からインポートできる）データの総量には限界があるようだ。筆
者の経験では，CSJのうち形態論情報が手作業で処理された 100万短単位のデータならば，問題なく Access
にインポートすることができ，検索にも問題は生じなかった。学会講演全体をインポートすることもできたし，
模擬講演全体でも大丈夫であった。しかし，学会講演と模擬講演の全体をインポートしようとすると失敗した。
Accessのオンラインマニュアルによると，およそ 1GBがインポート可能なテキストデータの上限らしい。
結局，CSJの形態論データ全体を難なくインポートすることができたのは，RDB（関係データベース）ソフ
トのMySQLと Oracleであった。筆者はこれら以外の RDBソフトを試していないが，PostgreSQLでも問
題なく読みこめることが報告されている（4章参照）。要するに業務レベルの RDBならば処理できるわけであ
るから，おそらくマイクロソフト社の SQLServerも問題ないと思われる。
一旦，RDBへのインポートに成功すれば，RDBは強力な検索ツールになる。スクリプト言語による検索に
比べればはるかに高速な検索が可能であり，また，次節で説明するように検索条件の指定も一層容易である。
従来，RDBソフトは大変高価であったが，MySQLと PostgreSQLはフリーソフトである。無料ではあって
も，RDBの基本機能は有償ソフトと比較して全く遜色がない。前者はより高速で安定しているが機能が少な
く，後者はより多機能であるが，安定性にはやや欠けるというのが世間の評判である。Oracleと SQLServer
は有償の商品であり，価格も安くないが，分析機能が豊富であり，開発元のサポートが受けられる。
RDBの検索条件は SQLという言語を用いて記述する。RDBの専用言語であるから，スクリプト言語にく
らべても一層簡便である。以下，SQLによる検索の例をいくつか示すことにする。すべてMySQLの SQL文
法に従っている（SQLには ANSI標準仕様が定まっているが，実際には開発元ごとの方言が存在する）。
最初に示す SQL文は短単位データを格納した sdbテーブルから長単位代表表記 (llemma)が「NHK」であ
るレコードだけを選択し，発音形 (pron)ごとの頻度を集計して，頻度の降順で表示する。
1 行目が表示する情報の指定，2 行目がテーブルの指定，3 行目がレコード選択条件の指定，4 行目が集計
キーの指定，5行目が整列方法の指定である。SQLは自由書式なので「select pron, count(*) from sdb
where llemma=' ＮＨＫ' group by pron order by 2 desc;」のように全体を 1 行に続けてしまっても
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よい。
この SQL文の実行結果を図 9.8に示す。レコードの選択条件として長単位の代表表記が「NHK」であるこ
とを指定しているから，単純語として用いられた「NHK」だけが選択される。先に 1章の表 1.8として示した
データはこのような SQLで集計したものである。出力中のタグ (W)については転記テキストに関する説明（2
章）参照。
select pron, count(*)
from sdb
where llemma='ＮＨＫ'
group by pron
order by 2 desc;¶ ³
(W エヌエチケー;エヌエイチケ )ー 95
(W エネーチケー;エヌエイチケ )ー 19
(W エヌエッチケー;エヌエイチケ )ー 9
エヌエイチケー 4
(W エヌエチケ;エヌエイチケ )ー 3
(W エネーチケ;エヌエイチケ )ー 2
(W エ(? ヌ)エチケー;エヌエイチケ )ー 2
エ<H>ヌエイチケー 1
(W エヌエスケー;エヌエイチケ )ー 1
(W エヌチケー;エヌエイチケ )ー 1
(W エネーシケー;エヌエイチケ )ー 1
(W エネエチケー;エヌエイチケ )ー 1
(W エヌ(? エチ)ケー;エヌエイチケ )ー 1µ ´
図 9.8 上記 SQL文の出力（単純語「NHK」の頻度）
SQLの利便性がスクリプト言語を圧倒するのは，複数のテーブルを関連づけた検索が必要となった場合であ
る。例えば CSJの短単位を各話者が何語ずつ発音しているかを調べるとしよう。
この目的を達成するためには，各講演の話者を知る必要がある。短単位データには講演 ID（A01F0001な
ど）が付与されており，講演のユニークな IDとなっている。しかし，講演 IDは話者の IDではない。CSJに
は複数の講演をおこなっている話者が多数存在しているからである。
CSJの話者 1,417名には話者 IDが付与されているが，話者 IDは短単位データには含まれていない。これ
が記録されているのは，記録票データ (talk_data.dat)というテキストファイルである（詳しくは CSJ付属
マニュアル data_attribute.pdf参照）。記録票データには単独評定印象評定値をはじめとする多くの情報が
講演ごとに記録されているが，各講演には講演 IDのほかに話者 IDも付与されている。
短単位データと記録票データ中の話者 IDとを関係づけるには両者が共有している講演 IDを利用する。す
なわち，短単位データの講演 IDと等しい講演 IDをもつ記録票データのレコードを参照すれば，そのレコード
に記録されている話者 IDがもとめる情報である。図 9.9にそのような処理の模式図を示した（図中の IDはい
ずれも架空のものである）。講演 A01M001と S09M072とは同一話者によっておこなわれている。
SQLには結合 (JOIN)という機能があり，このようなテーブル間の参照を比較的簡単に実現することができ
る。記録票データが talk_partialというテーブルにインポートされており，話者 IDは spkidというフィー
ルドに記録されているとしよう。以下の SQL 文は，講演 ID (talkid) をキーとして短単位データテーブル
(sdb)と記録票データテーブルを結合 (left join)したうえで，talk_partialの spkidを集計のキーとして，
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図 9.9 講演 IDをキーとした結合処理の模式図
短単位数を集計する。その出力の冒頭部分を図 9.10に示す。左側の数字が spkid，右側がその話者の発した
短単位の総数である。
select talk_partial.spkid, count(sdb.lemma)
from sdb left join talk_partial
on (sdb.talkid = talk_partial.talkid)
group by talk_partial.spkid
order by 2 desc;
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spkid count(xsdb_var.lemma)
610 63118
8 55686
373 40351
631 33270
790 28188
1391 27821
19 26359
1107 25839
1268 25512
1185 25342
563 24892
1083 24073
（以下省略）µ ´
図 9.10 上記 SQL文の出力（話者別総短単位数の降順表示）
最後に CSJを用いた言語変異研究で多用する印象評定値を利用した集計例を示す。言語現象としては「私」
における「アタクシ」と「アタシ」の変異をとりあげる。問題を単純化するために「ワタシ」「ワタクシ」や
種々のタグを含んだ変異形はとりあげない。印象評定値は，CSJの記録票データに記録されているので，前例
と同様 RDBの talk_partialテーブルにインポートされているものとする。
以下の SQL文では結合するふたつのテーブルに「t1」「t2」という別名 (alias)をつけている。別名の宣言
は 2行目でおこなっている（「as t1」と「as t2」）。別名を用いるのは，プログラムの書き換えが楽になるか
らである。例えば，この SQLに含まれる短単位データテーブル「sdb」を別のテーブルに変更する場合，2行
目の「sdb」を一回書き換えれば済む。
4 行目から 6 行目にかけてはレコードの選択条件が記述されており，全体でひとつの where 句をなしてい
る。4行目は単純語としての「私」を選択するための指定，5行目は「アタクシ」ないし「アタシ」だけを選択
するための指定である。6行目は学会講演と模擬講演だけを対象とするために，講演 IDの左端 1バイトを切
り出して，それが「A」ないし「S」であるものだけを選択するよう指定している。SQLではこのように文字列
関数なども使える。最後に 7行目では印象評定値（自発性評定値）について欠損値を意味する「-1」と「999」
を除外するための指定である。自発性評定値は「1」が自発性最低，「5」が最高を意味する。
select t2.spont, t1.pron, count(t1.pron)
from sdb as t1 left join talk_partial as t2
on (t1.talkid=t2.talkid)
where t1.llemma='私'
and (t1.pron='アタクシ' or t1.pron='アタシ')
and (left(t1.talkid,1)='S' or left(t1.talkid,1)='A')
and (t2.spont>0 and t2.spont<6)
group by t2.spont, t1.pron;
この SQLの実行結果を図 9.11に示す。自発性の高低にかかわらず，「アタクシ」よりも「アタシ」の頻度が
高いが，両者の比率に注目すると，自発性評定値が低いほど「アタクシ」の比率が高いことがわかる（図 9.12
参照）。
ところでMySQLを含む多くの RDBソフトにはグラフ作成機能がないので，図 9.12は Excelを利用して
作成した。このような場合には検索結果をテキストファイルに出力して，それを Excelにインポートする。こ
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のような操作も基本的にはすべて SQLで記述する。
RDB ソフトの多くは GUI をそなえていないが，最近では MySQL などを対象にサードパーティー製の
GUI が市販されている（例えば http://www.navicat.jp/）。これを利用すれば多くの操作がマウスでおこ
なえるようになり，検索結果を Excelシートへ copy and pasteすることも可能になる。
上記とは別に Excel や Access 自体を RDB の GUI として利用する方法もある。この方法を利用すると，
Excelから RDBに対して SQLを発行し，処理結果をまた Excelで受けとることができる。
この方法を利用するためには ODBC ドライバと呼ばれるツールが必要であるが，主要な RDB ソフトの
ODBCドライバは無償で公開されていることが多い。¶ ³
spont　　 pron　　　　 count(t1.pron)　　
1 アタクシ 10
1 アタシ 15
2 アタクシ 18
2 アタシ 35
3 アタクシ 31
3 アタシ 154
4 アタクシ 53
4 アタシ 437
5 アタクシ 76
5 アタシ 768µ ´
図 9.11 上記 SQL文の出力（「アタクシ」と「アタシ」の自発性評定値ごとの集計）
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図 9.12 自発性評定値と「アタクシ」および「アタシ」の比率
SQL についても解説すべきことはいくらでもあるが，やはり紙幅の関係でこれ以上の解説はひかえる。
RDBは 1970年代に開発された技術であり，ながい利用実績があるので，比較的安心して利用できる。先に指
摘したように細部に方言が多いのが難点だが，解説書も数多く出版されているのでその点が学習上大きな困難
となることはない。
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9.4 XSLTプロセッサ
先に 1章で XSLTという XML文書処理用言語を紹介した。この言語で書かれたスクリプトを実行するた
めには，XSLT の処理系が必要である。従来，XSLT の処理系として世界中で広く利用されているものに，
Apache Projectの一部として提供されている Xalanがある (http://xml.apache.org/xalan-j/)。
しかし，CSJ の XML 文書の処理にかぎっては，Xalan ではなく xsltproc という処理系を薦める
(http://xmlsoft.org/XSLT/xsltproc2.html)。XSLT言語で検索条件を指定するには XPath式という規
格を利用するが，XPath規格が許容している様々な条件指定の一部（precedingと following）を利用した
場合に，Xalanでは極端に速度が低下するのに対して，xsltprocではそのような低下が生じないことがその理
由である。precedingと followingは 1章図 1.6のスクリプトでも利用されているように，CSJの検索には
欠かせない条件指定である。
XSLT 処理系は最近では Windows に標準搭載されており，それをコマンドプロンプトから利用するた
めのツール (msxsl.exe) もマイクロソフト社のウェブサイトからダウンロードできるようになっている
(http://www.microsoft.com/downloads/)。しかし筆者はこの処理系を試した経験がないので評言をひか
える。世評ではかなり高性能な処理系であるらしい。
図 9.13に 1章図 1.6のスクリプトを再掲する。1章に述べたとおり「節境界ラベルを保有するすべての短単
位を検索し，講演 ID，転記基本単位 ID，先行する四つの短単位代表形，当該短単位の代表形，後続する一つ
の短単位代表形とともに，当該短単位に付与された節境界ラベル，当該短単位の時間区間内に存在する韻律情
報中のトーンラベルと BIラベルを出力する」スクリプトである。
最初の 3行は XMLおよび XSLT規格を宣言し，出力コードとしてシフト JISを指定している。空白をと
ばして続く 8行が検索条件の指定であり，「self::SUW[@ClauseBoundaryLabel]」の部分が XPath式であ
る。「<!-- output starts here -->」以下は出力する要素と書式の指定である。
xsltprocを利用できる環境で XSLTスクリプトを用いて XML文書全体を処理するためには，Windowsの
バッチファイル（Linuxならばシェルスクリプト）を利用する。バッチ処理のために図 9.13 のスクリプトを
xsltsample.xslという名前で保存する。次に以下のテキストファイルを作成して，testxslt1.batという
名前で保存する。
@echo off
for %%I in (%1) do xsltproc xsltsample.xsl %%I
処理対象の XML文書を保存したディレクトリに xsltsample.xslと xslt1.batをコピーし，コマンドプ
ロンプトで以下のコマンドを実行すると，ディレクトリ内のすべての XML 文書が xsltsample.xslによっ
て順次処理されてゆく。このスクリプトの場合，全 XML文書を処理対象とすることができるし，韻律情報が
重要ならばコアに含まれる XML文書だけを対象としてもよい。出力に対してはリダイレクトやパイプ処理が
可能である。図 9.14に処理結果の一部を示す。
> testxslt1 *.xml
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<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?> 
<xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform">
<xsl:output method="text" encoding="Shift_JIS"/> 
 
<xsl:template match="/">
  <xsl:apply-templates select="//SUW"/>
</xsl:template>
 
<xsl:template match="SUW">
  <xsl:for-each select="self::SUW[@ClauseBoundaryLabel]">
    <xsl:call-template name="table"/>
  </xsl:for-each> 
</xsl:template>
<!-- output starts here --> 
  <xsl:template name="table">
    <xsl:text>
    </xsl:text>
    <!-- Talkⷐ⚛䈱ዻᕈ TalkID䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="ancestor::Talk/@TalkID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  IPUⷐ⚛䈱ዻᕈ IPUID䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::IPU/@IPUID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  LUWⷐ⚛䈱ዻᕈ LUWID䈱⴫␜ --> 
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::LUW/@LUWID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  SUWⷐ⚛䈱ዻᕈ SUWID䈱⴫␜ --> 
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::SUW/@SUWID"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!--  SUWⷐ⚛䈱ዻᕈ SUWLemma䈱⴫␜䋨⋥೨䋴ⷐ⚛:⥄り:⋥ᓟ䋱ⷐ⚛䋩 -->
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[4]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[3]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[2]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="preceding::SUW[1]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="self::SUW/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <xsl:value-of select="following::SUW[1]/@SUWLemma"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!-- SUWⷐ⚛䈱ዻᕈ ClauseBoundaryLabel䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="ancestor-or-self::SUW/@ClauseBoundaryLabel"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!-- XJToBILabelToneⷐ⚛䈱ዻᕈ text()䈱⴫␜ --> 
    <xsl:value-of select="descendant::XJToBILabelTone/text()"/>
    <xsl:text>,</xsl:text>
    <!-- XJToBILabelBreakⷐ⚛䈱ዻᕈ text()䈱⴫␜ -->
    <xsl:value-of select="descendant::XJToBILabelBreak/text()"/>
  </xsl:template>
</xsl:stylesheet>
図 9.13 XSLTスクリプト（1章図 1.6を再掲）
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A01F0132,0237,25,1,と,考える,て,居る,ます,えー,[文末],A,3
A01F0132,0240,6,1,今後,の,課題,です,が,あの,/並列節ガ/,L%,3
A01F0132,0240,16,2,実験,段階,です,の,だ,えー,<理由節ノデ>,pH,3
A01F0132,0241,14,1,を,,あー,使う,て,更に,<テ節>,H%,2+b
A01F0132,0245,7,1,進める,て,行く,予定,です,以上,[文末],L%,3
A01F0132,0246,2,1,行く,予定,です,以上,です,,[文末],L%,1
A01F0143,0001,1,4,,御,早い,御座る,ます,あの,[文末],A,3
A01F0143,0001,6,1,義塾,大学,の,××,です,えーと,[文末],A,3
A01F0143,0003,11,3,×,××,に,就く,て,あの,<テ節>,H%,2+bp
A01F0143,0003,14,1,て,あの,発表,致す,ます,あー,[文末],L%,3
A01F0143,0006,1,3,一寸,此れ,済む,ます,ず,あー,[文末],A,3µ ´
図 9.14 図 9.13に示した XSLTスクリプトの実行結果
9.5 検索に関わる注意
以上，筆者が実際に利用している CSJの検索手法を手短に紹介した。少なくとも現在のところ，CSJの検
索手法として万能のものはなく，各手法の特徴を理解したうえで目的に応じて使いわけるのがコツである。
しかし，それ以上に重要なのがデータそのものに対する正確な理解である。これは当然すぎるほど当然のこ
となのだが，CSJ規模のコーパスになると，理解すべき事項もまた膨大なものになる。
以下では，CSJを検索するうえでの落とし穴にどのようなものがあるかを読者に体感していただくために，
筆者が CSJを解析する過程で実際に経験してきた困難を紹介する。筆者はこの 1年ばかり語形のゆれの研究
に従事してきており，形態論情報を多用してきた。そのため以下の諸例も形態論情報に偏った内容となってい
ることをお断りしておく。
9.5.1 代表表記
形態論情報を使って「語」を検索するときは，その語をどう指定すればよいかに注意する必要がある。CSJ
では代表表記と代表形の間に一対多の対応を許容しているから，語をその代表表記だけで指定できると考える
のは明らかに間違いである。例えば「日」という代表表記には「カ」「ジツ」「ニチ」「ヒ」という 4種類の代表
形が対応する。これらを同じ語とみなす立場もありうるが，音形が異なれば別の語と認定するという立場があ
りうるし，それが普通の立場だろう。これらの語形を区別して検索したり集計したりするためには，代表表記
と代表形の両方を指定する必要がある。
なお CSJの代表表記では意味的に全く関係のない語が同一の代表表記を共有していることがある。例えば
「辛い」は「ツライ」と「カライ」に対応し，「甘い」は「アマイ」と「ウマイ」に対応する。
CSJの代表表記のなかには普通といえない表記を採用しているものがあるので注意を要する。先に図 9.7と
して示した例には「迚も」「逞しい」「鄙びる」「鏝」「饂飩」「饐え臭い」のような，現代語としては頻度がきわ
めて低いと思われる表記が多数含まれていた。
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9.5.2 短単位
日本語を斉一的な語に分割することはなかなか難しい。語彙調査ではこれが大問題となるので，従来から
種々の調査用単位が提案されてきた。CSJが採用した短単位，長単位もそのような単位である。
これらの単位では語を操作的に規定するので（3章参照），ときに直感に反するような語が得られることがあ
る。特に外来語および外来語を含む混種語においても，2最小単位＝ 1短単位という原則をまもったために，
意外な結果を多く生じている。例えば「ピンク」に関連する「ピンク色」「ピンク寄り」「ピンクレディー」「ピ
ンクノイズ」「ピンクヘルメット」「ピンクダイヤモンド」などはすべて 1短単位である。短単位＝単純語，長
単位＝複合語と単純に理解していると，解析条件の指定に齟齬をきたすことがある。
数詞にも注意が必要で，例えば「二」「二十」「二百」「二千」は 1短単位だが，「二十一」「二十二」…，「二百
一」「二百二」…は 2短単位（1長単位）である。
こうした例は少なからず存在するので，短単位に慣れるまでは，本書の関連部分を熟読するとともに，形態
論データ自体をよく眺めながら検索条件を考える必要がある。こういう目的のためには先に紹介した RDBが
有効である。
9.5.3 活用形
活用語には活用の種類と活用形の情報が付与されているが（3章参照），活用形の分類が，手動で形態素解析
したファイル（約 100万語）と自動形態素解析したファイル（約 650万語）とで異なっている。
自動解析分では，形容詞に「連用形」に対する「連用形 1」「連用形 2」の区別があり，同じく助動詞に「未
然形 1」「未然形 2」と「連用形 1」「連用形 2」の区別が，接尾辞に「未然形 1」「未然形 2」「未然形 3」と「連
用形 1」「連用形 2」の区別が，そして動詞に「未然形 1」「未然形 2」「未然形 3」「未然形 4」と「連用形 1」「連
用形 2」の区別が導入されている。これらが何を表しているかは 4章参照。
スクリプト言語や RDBで活用形全般を検索したいときに，ただ「連用形」という文字列を指定すると，自
動解析分については必要な情報の一部が欠落する。これを避けるためには，正規表現を用いて条件を指定する
か，あらかじめ自動解析分の分類を手動解析分にあわせておくなどの工夫が必要である。
9.5.4 形態論情報の誤解析
CSJの規模のコーパスになると，関係者の努力にもかかわらず，転記や研究用付加情報中に種々のエラーが
生じることは避けがたい。そのうち量的にもっとも顕著なのは自動解析された形態論情報における誤解析であ
る。短単位の自動解析精度を 98%と仮定すると，自動解析された短単位は約 650万語であるから，CSJには
およそ 13万件の誤解析が含まれているはずである。
誤解析はいくつかに類型化することができるが，重要な類型は，短単位境界を切り誤っているかいないかで
ある。境界を切り誤っていない誤解析の大部分は，読み（代表形）の付与に失敗したものである。「ヒラケル」
と読むべき「開ける」を「アケル」と読んだりする類である。これらの誤りはその語の属性だけを修正すれば
よいから修正が容易である。
一方短単位境界を切り誤っていると，その影響は隣接する短単位にも及ぶので，修正は困難になる。「どこで
地震が起こんのか」における動詞の一部「コン」を連体詞「この」と分析したり，「小麦粉なんですが」の「ナ
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ン」を助詞の「など」と分析したりするようなケースである。
9.5.5 トーンラベルの時間情報
X-JToBIラベル位置は，音声学的なイベントの生起時刻であり，音韻論的な所属を示すものではない。例え
ば「あなた」という語のアクセント位置は音韻論的には 2モーラ目（すなわち「ナ」）であるが，パラ言語的意
味がくわわると，ピッチのピークが「タ」の時間区分内にずれこむことがある。その場合，X-JToBIではアク
セントラベル「A」はピーク時刻に付与されている。
一方，XML文書についての解説で説明されているように（7章参照），CSJの韻律情報（X-JToBIラベル）
とテキスト情報とは，分節音情報のもつ時間情報を介してリンクされている。
その結果，XMLの階層構造を利用して検索すると，上の例では，アクセントをもつモーラは「タ」であっ
て「ナ」ではなくなることに注意が必要である。先に 1章の図 1.6として示した XSLTスクリプトによる検索
でも，トーンラベルは，その生起時刻を持続時間中に含む分節音を支配するモーラに所属するものとして検索
される。
この問題が生じるのは X-JToBIラベルのうち特にトーン層のラベルである。もしユーザーがアクセントの
音韻論的所属に興味があるのであれば，トーン層のアクセントラベルを検索するのではなく，単語層に含まれ
るアクセント記号「'」を検索すべきである。
なお X-JToBIにはラベリングの不安定性を示す AYORラベルがある（7章参照）。このラベル区間に付与
された韻律ラベルの処理には当然注意が必要である。
9.6 まとめ
本章では筆者の体験に基づいて CSJの検索手法と検索にあたって留意すべき事項について述べた。本書全
体の主題からすればやや異質な章となったが，本章冒頭で述べたように，この種の情報に対するユーザーの強
い要望があると判断した。
なお，本章ではとりあげなかったが，CSJの形態論情報は国立国語研究所の山口昌也氏が開発した言語研究
用全文検索システム「ひまわり」を用いて検索することもできる。「ひまわり」による検索は RDBと SQLに
よる検索に比べると検索条件指定の自由度が低いが，その反面，GUIを用いて検索条件を容易に指定できるこ
と，また（全文検索をおこなうかぎり）短単位等に関する知識を必要としないことなどの利点がある。「ひまわ
り」についての詳しい情報は，http://www.kokken.go.jp/lrc/ を参照されたい*1。
情報処理技術の常として本章の内容はすぐに陳腐化するものと予想される。そのため本章では一部に URL
を掲載したのを除いて，あえて参考文献の類を掲載しなかった。本章で紹介した検索技術については多くの教
科書類が出版されているし，インターネット上にも有益な情報が掲載されているので，最新の情報が容易に入
手できる。
また以下の URLには CSJの開発メンバーでもある菊池英明氏による「CSJの利用ガイド」が掲載されてい
る。本章よりも丁寧な解説となっているので，本章を読み終えて，実際に CSJの検索環境を構築しようとする
読者には是非一読を薦める。http://www.f.waseda.jp/kikuchi/tips/csj_use.html
*1 「全文検索システム『ひまわり』」→「『日本語話し言葉コーパス』を『ひまわり』で利用する方法」とリンクをたどることで，「ひ
まわり」での CSJ利用に関する詳細な情報を得ることができる。
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隠れマルコフモデル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 331
下降調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354, 383
数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 141, 142, 144
課題指向対話 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 5
学会講演 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 4
学校文法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 170
活用形 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 172, 265, 540
活用の種類 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 167, 172, 265
活用表 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 237
仮名漢字変換用辞書 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 70
仮名遣い . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 39
漢語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 141
感情表出系感動詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 85
管理情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 197
簡略表記 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 323
擬態語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 52
記号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 141, 142, 144, 171
表記に利用する| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 43
擬似疑問 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 432, 450
擬音語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 52
基本形 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 25, 30, 265, 472
義務的コメント . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 295, 321
強境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 267, 273
強調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 361, 431, 447
共鳴 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 328
均衡コーパス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3
屈曲点 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 352
句頭音調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348, 352, 374
句頭境界音調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348, 353, 379
仮想的| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 382
句頭の上昇 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 352, 353, 374
句末境界音調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348, 354, 393
形状詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 170
形態素列パタン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 265
形態論情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 133, 539
|解析 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 133
形容詞型 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172
結合記号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 293
研究用付加情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9
言語変異 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15
現代雑誌九十種の用語用字 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 134, 137
コア . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 9
語彙調査 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 134
口語表現 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 63
誤解析 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 540
呼吸音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 328
語境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 356, 409, 430
古語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 95
語断片 . . . 88, 145, 147, 163, 171, 175, 338, 350, 357, 434
韻律的| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 418, 435
個別辞書項目 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 232
語末長音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 62
コメント . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30
固有名詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 48, 173
■ さ ■
最小単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 135, 141
再朗読 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 5, 20, 100, 116
ザ行変格活用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 172
雑音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 34, 328
算用数字 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 42, 100
子音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 323
548 索引
|ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 324
字種 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 38, 73
基本形における| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 45
発音形における| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 73
辞書項目 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 232
自発性 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10
弱境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 267, 276
集合評定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 11
終助詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
自由対話 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 5
周辺的モーラ A . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 40
周辺的モーラ B . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 40
重要文情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 255, 259, 263, 470
準体助詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
上昇下降上昇調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 355, 393
上昇下降調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354, 392
上昇調 1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354, 386
上昇調 2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354, 391
省略 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 145, 162, 173, 175
助詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 142, 144
|相当句 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 59, 138
助動詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 142, 144
|相当句 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 59, 138
振幅差 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
人名 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 49, 141, 142, 144
数詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
スクリプト言語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 528
スパイク . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 330
スペクトログラム . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 332
正規表現 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 527
精密表記 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 323
節 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 255, 264
節境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 259, 263, 264
|検出ルール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 265
|ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 260, 265, 267, 320, 321
節境界検出プログラム CBAP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . → CBAP
節境界検出プログラム CBAP-csj . . . . . . . . . . . . → CBAP-csj
接近音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 327
接続助詞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
絶対境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 267, 271
節単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 255, 263
|ID . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 320
|情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 255, 470
切断記号 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 293
接頭辞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 171
接尾辞 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 171
挿入 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 257
促音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 67, 324, 327
語中| . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 62
促音便 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
その他の講演 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 4
その他の情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 173
|1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 173, 265
|2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 173, 265
|3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166, 173
■ た ■
ターン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 264
体言止 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 262
代表形 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 154{156, 179
代表表記 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 154, 156, 160, 179, 539
対話 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 5, 20, 114
ダウンステップ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348, 424, 426
タグ
|間の共起関係 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 111
|の一覧 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 80, 81
単位データベース修正ツール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 213
単語境界 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 336
単語層 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 359, 430
単語ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 331, 332, 430, 479
単純境界音調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354
単独評定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11
短単位 . . . . . . . . . 3, 137, 141, 142, 178, 196, 263, 470, 540
|辞書 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 231
短単位・長単位データベース . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 187
談話境界情報 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 255, 259, 263, 470
地名 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 49, 141, 142, 144
注釈層 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 362, 432
注釈ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 362, 480
調査単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 134
長単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3, 137{139, 178, 196, 263, 469
|解析規則 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 210
頂点 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 351
つり上げ調 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 361, 431, 446
テストセット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10, 21
テレビ放送の語彙調査 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 134, 137, 138
転記基本単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24, 30, 32, 114, 327, 467
|情報部 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30
転記単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . → 転記基本単位
転記単位Ａ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30, 32, 33
転記単位Ｂ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30, 32, 34
転記単位Ｃ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30, 32, 34
転記単位Ｄ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 30, 32, 33
転記短単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 472
転記テキスト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 23
同音異義語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 39
同語異語判別 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 154, 179
倒置 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 257, 262
トーン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 347
|層 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 351, 367
|ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 351, 478, 541
独話 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3
■ な ■
長い単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 134, 137
軟口蓋鼻音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 324
軟口蓋有声摩擦音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 324
『日本語話し言葉コーパス』 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1
■ は ■
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引き延ばし . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 331, 355
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補助ラベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 325
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LH%！ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 408
LH%? . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 406
LH%x . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 404
P . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 357, 417
PB . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 358, 419
pH . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 355, 392, 393
pH！ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 408
pHx . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 404
pL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 355, 391, 393
pL！ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 408
pLx . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 404
PNLP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 359, 430, 442
QQ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 363, 432, 450
W . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 358, 418
x . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 402
x? . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 409
後記
我々は，CSJ を構築する過程で，各種研究用付加情報の仕様，実装の方法等を記録した数多くの作業用マ
ニュアルを作成した。
本書は，それら作業用マニュアルを一冊にまとめた上で，記述を整備し，新たに索引を付け，これからコー
パスを構築しようとする人々，CSJの研究用付加情報をより高度に活用しようとする人々の利用に資すること
を主な目的として公開するものである。
CSJの各研究用付加情報の仕様・実装の方法を策定するに当たって，中心的な役割を果たしたのは，本書各
章の執筆者である。しかし，CSJの設計・構築には，国立国語研究所，情報通信研究機構（当時通信総合研究
所），東京工業大学に在籍した担当者のほか，共同研究を行った各大学・研究機関の関係者，数多くのアルバイ
ターの協力を得た。また，我々が開催した研究会・ワークショップ等に参加した多くの方々からも貴重な意見
を頂いた。一人一人の名前を挙げることはできないが，ここに改めて深く感謝申し上げる次第である。
なお，本書の編集に当たっては，研究開発部門第二領域研究補佐員の相馬さつきの多大な尽力があった。
本書がコーパス言語学の発展の一助になれば，幸いである。
　平成 18年 3月
執 筆 者 一 同
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